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この報告書 は,日 本 自転車振興会 から競輪 収益の一部 であ

る機械工業振興資金 の補助 を受けて昭和50年 度に実施 した

「海外におけ る情報処理 お よび情報処理産業の実態調査」の

一環 として と りまとめた もの であ ります。
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海 外 の情 報 処 理 お よび コ ン ピュー タ産 業 分野 で は,75年 に お い て もCII

/HoneywellBullの 合 併 な ど様 々な動 きが み られ た。.

米 国 で は,IBMお よびAT&Tと 司法 省 の独 禁 法 係 争 は遅 々 と して進 ん で

い な い が,コ ン ピュー タ と通 信 技 術 の相互 依 存 関係 が竪 笛 化 す る に伴 な い,I

BMとAT&Tの 対 立 とい う動 き も出て きた。 ま たXeroxの 汎 用 コ ン ピ ュー タ

事業 撤 退 に よ って,GE,RCAに 続 き,主 要 メー カー3社 が この分 野 か ら姿

を消す こ とに な った。 サ ー ビス分 野 では,バ ッチか らオ ン ラ イ ン ・モ ー ドへ の

移行 カミ進 展 して お り,ま た ソ フ トウ ェア,パ ッケー ジの流 通 が再 び活 発化 しつ

つ あ る。

欧 州 で は,仏 にお け るCII/HoneywellBullの 合 併,さ らに 英仏 ソ フ

トウ ェア 分野 の統 合 な どに よ って,活 発 な再 編 成 の動 きが み られ た。 この 外,

北 欧,共 産 圏,中 東,南 米 な ど各 市 場 で も コ ン ピ ュー タ の開 発/利 用 面 で 各 々

独 自の動 きが 出 て きて い る。

この よ うな状 況 に か ん がみ 当財 団 では,海 外 の情 報 処 理 産 業 の実 態 調 査 の一

環 と して,当 財 団 が入 手 した資 料 を 中心 に,海 外各 国 の政 府 施 策,コ ン ピ ュー

タお よび 関 連 サ ー ビス産 業 の動 向,問 題 点 な ど につ い て分 析 した。

本報 告 書 は そ の成果 を と りま とめ た もの で,各 位 の ご参 考 に活 用 され れ ば 幸

い に存 じま す。

昭和51年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲 午 郎
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1.75年 米 国 コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 動 向

概 要

●

オ イ ル ・シ ョ ック に端 を発 した り セ ヅシ ョ ンは,全 産 業 にわ た って 深 刻 な影

を落 した。 打 ちつ づ くス タ グ フ レ ー シ ョンの中 で,ユ ーザ ー はEDP部 門 に対

す る コス ト意 識 を さ らに高 め,一 方 メー カー は コス ト増 の 中 で利 幅 を守 り成 長

を維 持 し よ う と努 め た。 コ ン ピ ュー タ産 業 は,他 産 業 に比 べ れ ば リセ ッシ ョ ン

の影 響 は小 さか った とは いえ,特 に ミニ ・コ ン ピ ュー タ産 業 な どは 大 きな影 響

を被 った。 しか し こ う した コ ンピ ュー タ業 界 の先 ゆ きに も よ うや く一 筋 の光 明

が さ して きた よ うで,下 半 期 は 上 半 期 の低 迷 状 況 か らの回 復 の兆 をみ せ て い る。

●

全 般 的 傾向

(1)ユ ー ザ ー支 出

1975年 の ユ ー ザ ー のEDP関 連 総支 出額 は,IDC(International

DataCorp.)の 推 定 に よれば,232億 ドル 弱 で これ は74年 に比 べ14%

の増 加 と な って い る。 内訳 をみ る と,EDPシ ス テ ムに対 す る支 出 と人件 費 は

ほ ぼ 同 程 度 の割 合 に な って い る。

リセ ヅシ ョンに よるEDP支 出 削 減 の傾 向 は そ れ ほ ど明確 な形 とな って い な

い。 各 調 査会 社 の結 果 を ま とめ る と,自 動車,製 造 業,建 設 業 な ど リセ ッシ ョ

ンの 影 響 が深 刻 で あ った と ころ は 支 出 を抑 え る傾 向に あ るが,少 くと も大 企 業

に お い ては,イ ン フ レ率 に み あ った 支 出増 をみ て い る。76年 に対 す る予 算 を

み て も,75年 の 売 上 げ減 少 に か か わ らず,多 くの 企業 では 支 出増 を 予 定 して

い る。 産 業 別 に み た 場合,特 に サ ー ビス,金 融,石 油,化 学 な ど の分 野 で の支

出増 が 注 目 され る。

各 企 業 のEDP管 理 部 門 で は,人 的 支 出 に対 す る コン トロー ル に よ り関 心 を
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示 して い る。 ハ ー ドウ ェア ・コス トに対 し ては,す で に 管理 下 に ある と して,

予 算 作 成 過 程 に お い て 注意 を払 わ れ る こ とが 少 な くな って きた とい え よ う。 人

的 問 題 の 一 つ の対 応 策 と して,新 しい プ ロ グ ラ ミング技 術 の 導 入,効 率 的 プ ・

グ ラム ・チー ム の編 成 等 が と られ て い る。 また 企 業 に よ ってはEDP部 門 の新

規 雇 用 を凍 結 して い る と ころ も ある。

厳 しい緊 縮 予 算 に もか か わ らず,コ ミ ュニ ケー シ ョン ・オ リエ ンテ ッ ドな シ

ス テ ムを 目指 す傾 向 は 変 わ って い な い。 つ ま り,ト ラ ンザ ク シ ョン ・シス テ ム,

統合 デ ー タ ・ベ ース ・シス テ ム,RJE,イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナ ル の導

入 な どが依 然 と して強 く認 め られ る。一 部 企 業 で は大 規 模 な新 規 ア プ リケ ー シ

ョンを 計画 して い るが,最 も高 い投 資 利 益 が予 想 され る プ ロ ジ ェク トだ けが 承

,

図1-1L－ ザ ー のEDP支 出 状 況

(単 位10億 ドル)
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図1-275年 支 出 の 内 訳
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認 され,新 しい ア プ リケー シ ョンが 延 期 あ るい は遅 延 とな って い る と ころ も少

な くな い。

逼 迫 予 算 下 に あ りな が ら,全 体 と して 支 出 増,予 算 増 の傾 向 が み られ る理 由

は,EDPは 企 業 経 営上 不 可 欠 の も の に な って お リ ユー ザ ー は長 期 的観 点 で 導

入 を進 め て い る こ と,そ して 以前 の リセ ッシ ョン期 と異 な り,各 ユ ーザ ー ・サ

イ'トに は 過 剰EDP能 力 とい う もの が ほ とん ど無 い た め で あ る。 しか し好景 気

の頃 と比 べ 支 出 パ ター ンが 異 な って い る こ とは もちろん で あ る。 事 実,CPU

の ア ヅブ グ レー ド率 は低 く,全 体 の15%弱 に とどま った 。 また コス ト低 減 を

は か るた め,独 立 系周 辺 機 器 メー カー や第3者 リー ス会 社 か らの 導 入 が ふ え て

お り,さ らに中 古機 市 場 が活 発 だ った こ と も注 目さ れ る。 特 に370を360

に"ア ヅプ グ レー ド"す る動 きが 比 較 的数 多 くみ られ た ことが 注 目 され る。 こ

の360へ の移 行 を可 能 とす るた め,リ ー ス会 社,中 古 業 者な どは3330型

デ ィス ク を接 続 した り,ア ク セ レ一 夕 の 開 発,さ らに はVSAM(Virtual

StorageAccessMethod)を 非VSオ ペ レー テ ィング ・シス テ ム下 で可 能

とす る ソ フ トウ ェアを 開発 す る な どの 努 力 を して い る。

さ て,こ う した ユー ザ ー の 支 出 傾 向 か ら76年 の市場 を予 想 す る と,ミ ニ・
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コ ン ピ ュ ー タ
,COM,独 立 系 周 辺 機 器 メ ー カ ー の デ ィス ク お よび テ レ プ ロ セ

シン グ 関 連 機 器 の 伸 び ,そ して デ ー タ ・ベ ー ス ・ソ フ ト ウ ェ ア へ の 支 出 増 が 考

え られ る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム へ の 志 向 が 一 般 に 強 い こ とか ら,V

ACな ど の 通 信 サ ー ビ ス の 繁 栄 も 予 想 さ れ な くは な い が,現 時 点 で は 不 確 定 要

素 が あ ま り に も 多 い た め,76年 の 動 向 予 測 は 困 難 で あ る 。
●

●

② 新 な る 再 編 の 動 き,そ して ………

75年 の 米 国 コ ン ピ ュ ー タ業 界 を め ぐ る 動 き の 中 で 最 も耳 目 を 集 め た の は,

Xeroxの コ ン ピュー タ本 体 事 業 撤 退 で あ ろ う。1970年5月20日 のGE,

Honeywe11両 社 の コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 合 併 で 幕 を 上 げ た 激 動 の70年 代 は,

71年9月17日 のRCA撤 退 を 経 て,75年7月21日 のXerox撤 退 へ と続 い た 。

巨 人IBMの ま わ り で 「小 人 」 が 次 々 と脱 落 し,残 った 小 人 同 士 の 間 で も合

弁 事 業,技 術 提 携 な ど の 動 き が み られ る。 世 界 的 規 模 で の 企 業 再 編 と し て み た

場 合,Honeywellの 仏 の 子 会 社Honeywell-BullとCIIの 合 併 が 最 大

の 動 き で あ った 。 メ ー カ ー 間 の 協 同 で は,2月 のCDC,Plessey,ICI、,

Nixdorf4社 に よ るStak社 の 設 立,4月 のCDC,Honeywell合 弁 に よ

るMagneticPeripherals社 の 設 立 が あ っ た。 ま た72年5月 にCDC,

NCRが 折 半 で 設 立 したCPI(ComputerPeripheralsInc .)に 英I

CLが 正 式 に 参 加 した の は75年9月 で あ っ た 。

GEの カ ス トマ ー ・ペ ー ス はHoneywellが,RCAの そ れ はSperry

Univacが 受 け 継 ぎ,今 ま たXeroxの カ ス トマ ー ・ベ ー ス をHoneywellが

受 け 継 ご う と して い る 。 こ う して み る と,Honeywellの 責 極 的 な 経 営 が 目 に

つ く よ うで あ る が,同 社 の コ ン ピ ュ ー タ事 業 は 不 振 を か こ って お り,コ ン ピ ュ

ー タ 事 業 か ら の 撤 退 の 噂 は 今 だ に 消 え 去 って は い な い
。

年 末 の12月29日 に な うてSinger社 はEDP部 門 か らの 撤 退 を 発 表 した 。

同 社 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ は70年10月 に 出 荷 が 始 ま った 小 型 機 シ ス テ ム10

だ け で,設 置 台 数 も75年9月 末i現 在 で 米 国 内 にL270台,米 国 外 に900

o
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台 の計2,170台 と市 場 勢 力 は 微 々 た る もので ある。 しか しPOSタ ー ミナ ル

で は,こ の 分野 の パ イオ ニ ア と して最 大 の シ ェアを有 して きた。 トップ ・シ ェ

ア を有 しつ つ も,NCR,IBMと い った有 力 メー カーが次 々 と進 出 して きた

こ とに よ り,対 抗 上 ぼ う大 な 開発 資 金 の必 要 に迫 られ,借 金 は雪 ダ ル マ式 に ふ

え て い った。 利益 を あげ られ ぬ ま ま 同社 の 事務 機 器 部 門 は 売 りに 出 され た 。 シ

ン ガー のEDP分 野 撤 退 決 定 に伴 な い,特 に大 きな動 きが 予 想 され る のは この

POSタ ー ミナル 分野 で あ り,73年 のPB-A(PitneyBowes-=Alpex)

の撤 退 と併 せ考 え る と,IBM,NCRの 両 雄 に よる市場 の寡 占化 が進 む もの

と思 われ る。

■

勺

去 る72年 春 に標 準 局(当 時)のH.グ ロー シ ェ博 士 がIBM以 外 の コ ン ピ

ュー タ ・メー カー の潰滅 を 予言 して話 題 を ま いた が,75年 の夏 に はIBMと

Burroughs以 外 は いず れ本 体 か ら撤 退 をせ ま られ る との予測 が米 の調 査 会 社

に よ り明 らか にさ れ た。 グ ロー シ ェ博 士 は,ComputerWorld社 に移 って

か ら も同様 の予言 を事 あ る毎 に発 して い る。 予言 の 当否 は別 と して,こ う した

こ とは,コ ン ピ ュー タは 市場 と して は か な り急速 な成 長 を続 け て い るが,ビ ジ

ネ ス環 境 は以 前 に も増 して厳 しい もの に な って きて い る こ とを 示 して いる とい

え よ う。 技 術 革新 の ペー ス は まさ に 日進月 歩 の進展 をみ せ て お り,こ れ に追 い

つ くた め に相 当 な キ ャ ヅシ ュ ・フ ・一 と純 利 益 が 要求 され る。 管理 者 層 に は 鋭

い 洞 察 力 と優 れ た管理 能 力 が 求 め られ る こ とは い うまで もない。

主要 本 体 メー カー各社 は,リ セ ッシ ョンの 中 に あ りなが ら収 入増,利 益 増 を

は か った が,こ れ まで の よ うな利益 率 を保 つ こ とは で きなか った。 しか し技 術

革新 の波 は止 ま る こ とを 知 らず,い くつ か の 注 目す べ き傾 向 が 現 れ た 。第1に,

超 大型 コ ン ピュー タが そ の 規模,複 雑 さに お いて 頂 点 に達 した こ と。Illiac

IV,Cray-1,TI-ASC,Amdahl470/V6と い った 超 大型 機 が

話題 を呼 ん だ。 こ うした 超 大 型 化 に よ り規 模 の経 済 を求 め る傾 向 は,一 方 で ハ

ー ドウ ェア以 外 の コス トの 上 昇,シ ス テ ム ・ソ フ トウ ェアや ス ルー プ ッ ト測 定

一5一
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表1-1米 国主 要 メー カー の経 営 指 標

利 益 率 成 長 率

自己資本利益率 総資本利益率 純利益率 売 上 げ
1株 当り
利 益

5年 間 最 新 5年 間 最 新 最 新 5年 間 5年 間
平 均 12カ 月 平 均 12ヵ 月 12ヵ 月 平 均 平 均

Burroughs 13.7% 13.5% 10.4% ll.1% 9.5% 13.8% 16.6%

CDC 4.7 1.6 4:2 2.6 0.9 11.6 L4

DEC 14.7 13.6 14.9 12ユ 8.9 35.9 25.5

Honeywell 9.2 6.0 6.3 4.8 2.1 12.4 3.0

IBM 19.4 182 18.2 17.7 13.5 12.1 12.9

NCR 5.4 1L3 4.9 8.1 3.9 9.8 △3.6

SperryRand 11.6 12.9 9.1 9.3 4.4 9.5 8.2

Xerox 23.1 19.7 18.2 14.5 8.7 22.8 15.3

(注)75年9月 までの決算 に よる

G

,

そ して コ ン ピ ュー タ室 運 営 とい った オ ペ レー シ ョン上 の 問 題 を伴 な って い る。

この よ うな問 題 へ の対 拠 方 と して分散 処 理 が発 展 して きた 。 これ を支 え る ミニ・

コ ン ピ ュー タの発 展 は 目 ざま し く,低 コス ト化,高 性 能 化 の傾 向 は一 段 と拍 車

が か か って い る。 特 に大 型 機 なみ の パ ワー を持 った 超 高 性 能 ミニ ・コ ンが続 出

した こ とが注 目され る。

複雑 化,高 性 能 化 の傾 向 の一 方 で,今 ま で コ ン ピ ュー タ導 入 に は ほ とん ど縁

の無 か った層 に対 す る手 軽 な ビジ ネス用 小 型 コ ン ピ ュー タが,一 つ の 市場 を確

立 した こ と も特 筆 さ れ る。75年1月 にIBMが"プ ロ グ ラ マ レス"の 小 型 コ

ン ピュー タ,シ ス テ ム/32を 発 表 す るや,競 合 本 体 メー カー は も と よ リ ミニ・

コン ・メー カー も次 々 と同 ク ラス の コ ン ピ ュー タを発 表,小 型 ビジ ネス ・コ ン

ピュー タ と して定 着 した。 マ イク ロ プ ロセ ッサ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ が量産

化 され 広 汎 に使 わ れ 始 めた こ とも75年 の 注 目す べ き動 きの一 つ で あ った 。 米

の有 力経 済 誌Fortuneは,マ イ ク ロコ ン ピュー タの 出現 をENIAC以 来 の

出来 事 と評 価,量 産 化 が始 ま った 現在 コ ン ピ ュー タは 第2の 革命 期 を迎 え た と

夢
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して報 じた。

周 辺 機 器 分野 で特 に 目立 った こ と と しては,各 種 の 大 容量 記憶 装置 が 現 実 の

もの とな って きた こ と,ウ ィ ンチ ェス ター 型 の よ り大 容 量低 コス ト ・デ ィス ク

の発 表 が 相 次 いだ こ と,そ して ノ ン ・イ ンパ ク ト方 式 の超 高 速 プ リンタが 発 表

さ れ た こ とな どが あげ られ る。

業 界 関 係 の出 来 事 で最 も耳 目を集 めた のはIBM/司 法省 の独 禁 法 係 争 公 判

開始 で あ ろ う。 ま たIBM/Telex係 争 に 結 着 が つ いた の は 去 る10月 で あ

った。(詳 細 は 別 項 参 照)'74プ ライバ シー 法 は,9月27日 に発 効 した

が,現 在 はE.1.コ ウ 上 院 議 院 に よ りそ の修 正 案 が 提 出 され て い る。 また 同法

の発 効 に先 立 ち,プ ライ バ シー保 護 研 究 委 員 会 の メ ンバー が2月 に4名,6月

に残 る3名 が任 命 され た 。

川

一7一

」



米 国 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場

汎 用 コ ン ビュ ー タ

75年9月 末現 在 米 国 に設 置 され

て い る米 国製 汎 用 コ ン ピ ュー タは

68,983台,う ち46、665台 はIBM

製 で ある。 同時 点 で の台 数 比 で の市

場 シ ェア を示 した のが 図1-3で あ

る。

設 置金 額 をみ る と,74年 末 現 在

で301億9,900万 ドル とな る。

IBMは この うち約63%の189

億9,100万 ドル を 占 め て い る。 図

1-4は,金 額 ベ ース でみ た 米 国 コ

ン ピ ュー タ市場 の メー カー別 シ ェア

で あ る。 なおIBMの 数 値 に は,P

図1-41974年 末 現 在 の米 国 コ ン

ピュー タ市場 シ ェア

(汎 用のみ,設 置金額ベース)
Xerox440(14%)
149(06%)

単 位;100万 ト'ル

閉1BMに はPCMを 含 む

図1-3米 国 の汎 用 コ ン ピ ュー タ

設 置 状 況(台 数)

-75年9月 末 現 在 －

Untvac

HIs

　 　 臨 欝L
,

図1-5:1974年 末 現 在 の 米 国 コ ン

ピ ュー タ市 場 シ ェ ア

(汎 用 の み,台 数 ベ ー ス)

DEC

(04%)そ の 他

CDC(12%)(IS%)
529
(08%)
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CMの17億7,500万 ド ル が 含 ま れ て い る。 ま た 図1-5は,同 時 点 で の 台

数 比 に よ る 市 場 シ ェ ア で あ る。74年 末 の メ ー カー 別 設 置 金 額 と73年 末 の 設

置 金 額 と を 比 較 した の が 図1-6で あ る。

米 国 以 外 に 設 置 さ れ て い る米 国 籍 メー カー 製 コ ン ピ ュー タは,74年 末 現 在

46.808台,金 額 に して192億9,500万 ドル に 達 して い る。 メ ー カ ー 別

に み る と当 然 の ご と くIBMが ト ヅ プ で,CPU数 に して27 .778台,金 額

に し て1'29億600万 ド ル を 占 め て い る。 台 数 ベ ー ス で み る と,こ れ に 次 ぐ

の がHISで8,198台,以 下Univacの3,738台,NCRの3,725台 ,

Burroughsの1,872台 の 順 と な る 。 設 置 金 額 比 に よれ ば,HISは21億

6,600万 ド ル,Univacは15億7,800万 ドル で,そ れ ぞ れ 第2位,第3

図1-6:金 額 ベ ー ス で み た 米 国 コ ン ピ ュ ー タ 市 場

(汎 用 の み)

1973年 末

1974年 末

(単 位:100万 ドル)

Xernx39

〆
PCM HIS UMVAC 1知rrrHCDC㎜

IBM17、404 RCA ≠
1325 2,579 2196 M21 9η723

_X

－%＼ ＼べ 璽恕
心

lBM18.991 PCM

Lη5

HIS

2,705

Un]vac
RCA
2298

Burr(←

1需 、

㏄

1∫斑∋

匡

Xerox十12.8%

DEC十ll.2%

そ の他+12.1%

闘 讐1駕
Xerox440

位 に 位 置 づ け られ る が,NCRは 設 置 シス テ ム の 平 均 価 格 が 低 い た め,5億

6,500 .万 ド ル とBurroughsの10億2,800万 ドル,CDCの8億900

万 ドル よ り低 くな っ て い る。

米 国 籍 メ ー カ ー製 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ は,74年 末 現 在 全 世 界 に111,844

台,金 額 に して494億9,400万 ドル 設 置 さ れ て い る 。 台 数 の み の 最 新 統 計

に よ れ ば,75年9月 末 現 在 の全 世 界 総 数 は118 ,217台,内 訳 はIBM

76,417台,HIS14,145台,Univac8,814台,NCR8,607台
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の順 で あ る。 最 高 の ベ ス ト ・セ ラー 機 は シス テ ム/3で,6,8,10,15の

各 モ デ ル を 合 せ て34,725台 が 世 界 各 地 で 稼 働 して い る。

米 国 の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 を 産 業 別 に み る と,最 も多 く の コ ン ピ ュ ー タが 設 置

さ れ て い る の は 製 造 業 で,設 置 金 額 ベ ー ス で 全 体 の28%の84億5,600万

ドル に 達 して い る(74年 末 現 在)。 こ れ に 次 ぐの が サ ー ビス ・ビ ュ ー ロー で

15.1%の45億6、000万 ドル,以 下 銀 行 ・金 融 の10.6%32億100万

ドル,連 邦 政 府 の9.5%28億6,900万 ド ル',教 育 の6.4%19億3.300

万 ドル,保 険 の6.2%18億7,200万 ド ル の 順 とな る。 設 置 コ ン ピ ュ ー タ の

規 模 別 に 市 場 を み る と,台 数 比 で は 小 型 に な る ほ ど 多 く な る が,金 額 比 で み る

と,最 も多 い の は370/125ク ラ ス の 中 型 機 で,全 体 の 約28%に 達 して

い る。370/158ク ラ ス の 大 型 機 の設 置 ペ ー ス が こ れ に 次 い でfoり;約23

%を 占 め て い る 。370/168ク ラ ス の 超 大 型 機 の 設 置 ペ ー ス も比 較 的 多 く,

145ク ラ ス の 中 大 型 機(19%弱)に 次 ぐ11%弱 に 達 し て い る。

c

専 用,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ

1975年6月 末 現 在 の 米 国 製 専 用 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン サ ス に よ れ ば,米 国

内 に 設 置 さ れ て い る専 用,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ の数 は134,440台,う ち

35,000台 強 がDEC(DigitalEquipmentCorp.)製 の も の で あ る

(IDC調 べ)。 な お こ の 調 査 に はBurroughsのE,L,TCシ リ ー ズ,N

CR399,Nixdorf820な ど の ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ は 含 ま

れ て い な い 。 ま たIBMの シ ス テ ム/32は 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ と して 分 類,集 計

さ れ て い る 。 同 時 点 で の 台 数 比 に よ る 市 場 シ ェア は 図1-7の 通 りで あ る。 設

置 金 額 は74年i末 で 約34億 ドル に 達 し て い る 。

74年 の 出 荷 は11億7,000万 ド ル,約4,800台 で あ った 。 こ の う ち米

国 内 向 け に 出 荷 さ れ た の は8億1,000万 ドル,約34,000台 で あ る 。 出 荷

を メー カ ー 別 に み る とDECが 金 額 比,台 数ilt共 に ト ヅ プ で,金 額 比 で は 全 体

の35%,4億1,000万 ド ル を,そ して 台 数 比 で は29%の14,000台 余

一10一



■

θ

φ

f

bを 出 荷 し て い る。DataGeneralは 台 数 比 で は12%,5,900台 とDEC

に 次 い で い る が,金 額 比 で は8%,9,200万 ド ル と,H-P(Hewlett-

Packard)の13%,1億5,000万 ドル,IBMの12%,1億4,500

万 ド ル に 次 い で4番 目 で あ る。CAI(ComputerAutomationlnc.)も

台 数 比 で は9%,4,200台 とDGに 次 い で 多 い が,金 額 比 で は わ ず か2%で

第10位 に ラ ン ク さ れ る に す ぎな い。

図1-7:専 用 コ ン ピ ュー タ市 場 シェア

この理 由は主に ・これ ら両社 蝉 価 一75年6蘇 台 数比 一

の小 さい ミニ ・コ ン ピュー タ をOlmu

向け に多 く出荷 して い るた め で あ る。

75年 の 出荷 は,リ セ ヅ シ ョンの

影 響 に より,台 数 比 で25%の 伸 び,

金 額比 で は26%程 度 の 伸 び が 予 想

され て い る。 これ は ミニ ・コ ン ・ブ

ー ム とな った73年 ,74年 の50

%前 後 の 伸 び に比 べ る と大 幅 な落 ち

込 み で あ るが,76年 は再 び30～
総設置 台数=134,44e

図1-8:専 用 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 シェア 図1-9:専 用 .=ン ピ ュ ー タ 市 場 シェア

(1974年 出 荷 金 額 比)(1974年 出 荷 台 数 比)

(単 位:100万 ドル)

Digital
Mic「 。dstsc㎝put●r

合 計:11億7、000万 ドル

Digital

Cornputer

Conttols

Medcemp

Interdata

GlA

合.ft:4e.000合
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40%の レベ ル に 回復 す る とみ られ る。75年 の 予 想 出 荷60,000台,14

億7,000万 ドル の うち米 国 内向 け出 荷 は41,700台,10億 ドル に 達す る

とみ られ る。

ミニ ・コ ン ピ ュー タの 出荷 は,大 別 してOEM出 荷 とエ ン ド ・ユー ザ ー 出荷

にわ け られ る が,台 数 ベ ー ス で み る とOEM出 荷 が,金 額 ベ ー ス で は エ ン ド ・

ユー ザ ー 出荷 が,そ れ ぞ れ 多 い。 この 傾 向 は今 後 も続 く もの と思 わ れ ,特 に エ

ン ド ・ユ ー ザ ー 向 け 出荷 シス テ ムは,ま す ます 多 くの ソ フ トウ ェアや 各 種 周辺

装 置 が つ け られ平 均 単 価 の 大幅 な 上昇 が見 込 ま れ る。 一 方,OEM出 荷 の平 均

単 価 は ま す ま す低 下 して ゆ く もの とみ られ る。 今後 の市 場 動 向 と して マ イ ク ロ

プ ロセ ッサ の 影 響 が注 目さ れ るが,ア プ リケー シ ョン面 での重 複 は 少 な い とみ

られ,ま た マ イ ク ロプ ロセ ッサ を ミニ ・コ ン ピュー タの一 部 と して用 い る傾 向

が増 加 す る と予 想 され る。75年 に出 現 した超 高性 能 ミニ ・コ ン,い わ ゆ る

"ス ー パ ー ・ミニ"は ,一 方 の マ イク ロコ ン ピュー タの 出現 と相 ま って,ミ ニ・

コ ン ピ ュー タの定 義 を ます ます 困難 に して ゆ くで あ ろ うo

●

ぐ ・

周 辺 機 器 市 場

現 在 米 国 に は160社 余 り の

独 立 系 周 辺 機 器 メ ー カ ー が あ る

が,年 間 売 上 げ5,000万 ド ル

以 上 の も の は わ ず か11社,さ

らに1億 ドル 以 上 と な る とMDS.

(MohawkDataSciences),

CalComp,Memorexの3社 に

す ぎな い。 図1-10は,独 立

系 周 辺 機 器 市 場 の 推 移 で あ る。

図1-10独 立 系周辺機器 市場規模推移
〔単位:100万 ドル}
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コン ピュ ー タ産 業76年 の 見 通 し

米 国 商 務 省(DOC)が76年1月 に明 らか に した報 告 書U.S.lndustria1

0utlook1976に よれ ば,76年 の コ ン ピュー タ産 業 の 出荷 は75年 に比

べ16%増 加 して121億 ドル ・レベ ル に達 するとみ られ る。そ して85年 までは平

均8%の 伸 び を み せ,同 年 の 出荷 は226億 ドルに 達 す るで あ ろ う とい う。76

年 の輸 出は 約8%増 加 して25億 ドル に,一 方 輸 入 は20%増 の1億6,300

万 ドル に 達 す る とみ られ る。 この結 果,コ ン ピュー タ産 業 に よ る貿易 黒 字 は23

億 ドル と な り,75年 よ り1億5、300万 ドル程度 ふ え る ことに な る。

リセ ッシ ョンは76年 の コ ン ピ ュー タ出荷 に も影 響 を及 ぼ す と思 わ れ る が,

各 産 業 分野 で の生 産性 の 向上 や コス トの削 減 の ソー ル と しての コ ン ピュー タ利

用 の 増 大 に 支 え られ て成 長 を維 持 す る こ とが で き るで あ ろ う。 よ り長 期 的 な立

場 か らす れ ば,新 製 品等 に よる新 市場 の拡 大 に より成 長 が促 さ れ る とみ られ る。

あ る程 度 の メモ リや処 理 能 力 を備 え た イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ルは 急 速

な成長 が見 込 ま れ るが,こ れ は一 つ には 分散 処 理 の傾 向が 強 ま る こ とに よる も

の で あ る。 ま た,オ ン ライ ンの大 容 量 記 憶装 置 の大 きな伸 び も予 想 され る。 テ

レ コ ミュ ニ ケー シ ョン機 器 の伸 び は10%程 度 と予 想 され,76年 の 出 荷 額 は

57億 ドル に達 す る。

一13一
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メ ー カ ー へ の 評 価

カ ス トマ ー ・ロイ ヤ ル テ ィ調 査

この 調 査 は,米 国 の 調 査会 社IDC(InternationalDataCorp.)が

例 年 行 な って い る もの で,米 国 主要 コ ン ピュー タ ・メー カー の顧 客 の移 動状 況

を調 べ て い る ユ ニー クな もの で あ る。 今 回 で9回 目を迎 え,74年 の状 況 を ま

とめ て い る。 こ の調 査 は,

①IDCの デ ー タ ・フ ァ イル に 基 づ き,74年 に単 一 あ るい は複 数 の メー

カーか ら コ ン ピ ュー タを導 入 した,あ るいは 発 注 した ユー ザ ー に関 して行

な わ れ た。

② 米 国 内 ユー ザ ー お よび 米国 籍 メー カー のみ に限 られ て い る。

③ 汎 用 コ ン ピュー タの み を調 査 対 象 と し,そ の取 得 方法 は考 慮 して い ない。

④ 数 字 は 設置 場 所,シ ス テ ム数,シ ス テ ム価 格 を ベ ー ス と して い る。

⑤ 従 来 か らコ ン ピ ュー タ を導 入 して い た ユー ザ ー(設 置 場所)の み を対 象

と し,初 導 入 の場 合 は 別 に 分析 して い る。

な どの限 界 を伴 な って い るが,競 争 相 手 か らどの程 度 の カス トマ ー を獲 得 した

か,あ る い は逆 に どの程 度 自分 の顧 客 を横 ど りさ れ た か な どが 明 らか に され て

お り,ユ ー ザ ー が現 在 の シス テ ム,ベ ンダー に対 しど う評 価 して い るか を知 る

一 つ の 足 が か りを提 供 して い る とい え よ う。

,

(1)シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト

表1-2は,シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ ト(単 一 の メ ー カ ー か ら シ ス テ ム を

導 入 し て い る ユ ー ザ ー ・サ イ ト)の ロ イ ヤ ル テ ィを ま と め た も の で あ る6ま た

図1-11は 主 要 メ]カ ー の ・ イ ヤ ル テ ィの 推 移 を 示 した も の で あ る。 表1-

3は 産 業 別 ロ イ ヤ ル テ ィ を 示 した も の で あ る が,サ ン プ ル 数 の 関 係 か らIBM

ユ ー ザ ー の ロ イ ヤ ル テ ィ とIBM以 外 の ユ ー ザ ー の ロ イ ヤ ル テ ィ と して 分 析 さ

れ て い るo
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表1-2:シ ン グ ル ・ ベ ン ダ ー ・ サ イ ト の ロ イ ヤ ル テ ィ

他 社 か ら

獲得 した

カス トマー

(1)

他 社 へ 流

出 し た

カス トマー

(2)

自社 へ 再

発 注 して

き た

カス トマー

{3)

{3)の 設 置

ペ ー ス(単

位:100

万 ド ル)

ロ イ ヤ ル テ ィ ㈲ ② カス トマー獲得

/減 少 状 況

(%)③1973年 1974年 1975年

実 績 予 測 実 謙 予 バ 1973年 1974年

Burroughs

HIS

NCR

Univac/

RCA

そ の 他 ①

72

55

15

21

43

15

50

58

44

19

117

201

244

105

24

159

137

72

182

97

90

85

88

61

37

86

88

83

76

50

89

80

81

70

56

91

73

85

85

60

41

7

-7

-22

SS④

43

2

-14

-15

SS④

小 計

IBM

206

123

186

143

691

2,337

647

3,552

80

94

83

95

79

94

82

92

4

-1

2

-1

合 計 329 329 3,028 4,199 90 92 90 89 一 一

〈 注 〉

①CDC,DEC・Singer,Xerox

②(3}÷{(2)十(3)}

③{(1)一(2)}÷{(2)十{3)}

④ サ ン プルが 少 な い た め デ ー タを示 せ な い。

※ 1974年 の 実 績 は,コ ン ピ ュ ー タ設 置 場 合 の サ ン プ ル 数

3、356を ベ ー ス に(1973年 の 実 績 は3.396を ベ ー ス に)

計 算 。1975年 の 予 測 値 は,サ ン プ ル 数773を ベ ー ス に

して(1974年 の 予 測 値1,098を ベ ー ス に)計 算 。
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表1-3シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トに お け る産 業 別 ロ イ ヤ ル テ ィ

設 置 場所 に よる ロ イヤ ル テ ィ ㈲ ① 金 額 ベ ー ス でみ た ロイヤ ル テ ィ②

産 業 分 野 S.1.C. IBMロ イ ヤ ル テ ィ IBM以 外 の ロイヤルティ IBMロ イヤルティ IBM以 外のロイや吻

73 74 75④ 73 74 75④ 73 74 73 74

農業 ・鉱 業 ・建 設 業 01-17 92 93 100 78 78 SS 0.99 1.29 0.95 1.88

化 学 及 び 石 油 産業 20-31 95 94 100 71 77 80 0.97 1.27 1.10 1.75

耐久消費財製造業 19,32≒39 94 94 93 83 77 76 1.11 1.24 1.26 1.14

運 輸 ・ 公 益 事 業 40-49 97 97 96 85 80 90 1.21 1.07 1.17 1.43

卸 売 業 ・小 売 業 50-59 92 94 93 85 78 84 1.14 1.29 1.29 1.29

金 融 ・ 保 険 60-69 97 98 94 80 87 93 1.02 1.21 1.27 1.70

非 専 門 的 サー ビス業 70-79 90 100 SS③ 100 SS③ SS③ 1.37 1.52 1.00 SS③

病 院 80 95 92 94 74 89 58 1.25 1.36 0.97 1.78

大 学 82 81 81 50 75 59 73 1.09 1.40 1.45 1.38

コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 89&73 97 96 94 86 83 94 1.19 1.39 1.15 1.28

州 政 府 91 100 50 SS③ 89 93 SS③ 1.10 1.13 1.16 L56

連 邦 政 府 92 96 96 SS③ 83 85 SS③ 1.14 1.37 1.12 1.44

地 方 政 府 93 90 86 67 75 65 84 1.23 1.41 1.31 1.07

不 明 XX 97 94 SS③ 53 67 SS③ 1.13 1.22 0.86 1.35

〈注〉 ①
(他社一流出した。ス㌣空 聾 瀧 突議 長 きた。ス,マ ー)

②各年繰 ≦縫 該壬当 主 器 §≡撃警鵠 合計

③ サ ン プルが 少 いた め,デ ー タ を示 せ な い。

④ 設 置 場所 に よる ロイ ヤ ル テ ィの'75年 は推 定

● 白 ■
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図1-11シ ン グ ル ・ ベ ン ダ ー ・ サ イ ト の

ロ イ ヤ ル テ ィ ・ プ ロ フ ィ ー ル

IBM

unlva
c

196719681969197019711972197319741975

申

IBMは 前 年 に 引 き続 き94%と い う高 い ・イヤ ル テ ィを示 した。 これは

370が ラ イ フ ・サ イ ク ルの 中期 を迎 え た こ とが影 響 して い る とみ られ る。I

BM以 外 では,Burroughsが 最 高 の ロ イヤル テ ィ を示 して い る。NCR,HIS

は共 に 前 年 よ リロ イヤ ル テ ィが低 下 して い るが,NCRは75年 は再 度 上昇 す

る もの と予 想 され る。Univacは 従 来 か ら最 も低 い ロイヤ ル テ ィを示 してk・ り,

74年 の調 査 で も主 要 メー カー 中 の最 低 値 で あ った。 しか し74年 は前 年 に比

べ 大 きな上 昇 をみ せ て お り,こ の傾 向 は75年 もつ づ くもの とみ られ るた め,

75年 の ロ イヤ ル テ ィは,下 降傾 向 に あるHISを 追 い越 し,NCRと 同程 度

の値 を 示 す もの とみ られ る。 な お,こ れ らの図 表 に 含 まれ て い な いCDC,DEC,

Singerな どの 汎用 コ ン ピュー タ ・メー カーは,初 導 入個 所 を除 き調 査 各 項 目

で最 低 値 を示 して い る。

② 金 額 ベ ー ス で み た ロ イ ヤ ル テ ィ

金 額 ベ ー ス で み た ロ イ ヤ ル テ ィ と は,各 メ ー カ ー の ロ イ ヤ ル ・サ イ トに お け

る そ の 年 の 年 末 現 在 で の 設 置 シ ス テ ム価 格 と,そ の メ ー カ ー の 年 頭 現 在 で の 全
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表1-4金 額 ベ ー ス で み た ロ イ ヤ ル テ ィ と競 合 力

ー

」
◎◎

ー

1974年 初 め

現在 の設 置ベース

(単位:100万 トル)

金 額 ベース で み た ロイヤルティ① 競 合 力 ②
1974年

平均 システム価格

(単位:工000ト ル)

1餌2年 1973年 1974年 1975年 1972年 1留3年 1卯4年 1卯5年
撤 去 追 加

Burroughs

HIS

NCR

Univa(/RCA

そ の 他

IBM

208

282

83

337

258

3,754

0.99

1.00

1.09

0.76

0.90

1.02

1.29

1.08

1.15

0.94

0.89

1.07

1.34

1.21

1.04

1.16

0.97

1.21

1.51

1.06

1.13

1.25

0.85

1.26

0.38

0.30

0.06

-0 .16

-0 .02

0.05

0.60

0.27

0.20

0.00

0.08

0.10

0.63

0.40

0.08

0.26

0.13

0.24

0.73

0.12

0.14

0.39

0.12

0.29

600

400

200

500

800

700

900

700

200

1100

500

1000

〈注〉
各 年 末 に お け る ロ イヤ ル ・サ イ トの シス テ ム価 格 の合 計

①= 各 年 初
め に お け る当該 メー カー に よる設 置 シス テ ム価 格 の合 計

(各 年末の システム価格 の合計)一(各 年初めのシステム価格 の合計)

②= 各年 初 め に お け る 当該 メー カー に よる設 置 シス テ ム価格 の合 計

■ 亡
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設 置 シス テ ム価 格 の比 で あ る。 これ は ロ イヤ ル ・ベー ス に どれ だ け の金 額 が と

どま った か,あ るい はそ れ に よ り どれ だ け の金 が 生 み 出 され た か を示 す もの で

あ る。 この数 値 に よ り,シ ス テ ムの 設置 場 所 数 の分 析 では 明 らか に され な い シ

ス テ ムの 統 合 や ア ップ/ダ ウ ン ・グ レー トが 明 らか にされ,ま た 大 規模 な シス

テ ムの 動 向 が そ れ な りの重 み を も って 現 れ て くる。 また,各 メ ー カーの 全 設 置

個所 に おけ るそ の 年 の設 置 金 額 の動 き を示 す もの と して競 合 力 を考 え る。 これ

は 各 メー カー にお け るそ の年 の 年末 現 在 の 全設 置 シス テム金 額 と年 頭 現 在 の そ

れ との差 と,年 頭 現 在 に お け るそ の メー カー に よる全 設置 シス テ ム金 額 との 比

で あ る。

表1-4は これ らをま とめ た もの で あるが,こ の 表 にお い て は各 メー カー の

全 体 と して の 力 を 分析 す る た め,シ ン グル ・ベ ンダ ー ・サ イ トも ミ ックス ト ・

サ イ ト(複 数 の メー カー か ら コ ン ピ ュー タを導 入 して い る と こ ろ)も 一 括 して

扱 か わ れ て い る。 金 額 ベ ー ス で の ロ イヤ ル テ ィの推 移 を示 した もの が 図1-12

で あ るが,図1-11で 示 され た サ イ ト ・ロ イヤル テ ィー とは 異 な った 興 味 あ

図1-12
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る パ タ ー ン を 示 し て い る 。

Burroughsは,金 額 ベ ー ス で み た ロ イ ヤ ル テ ィ で はIBMを も 抜 い て 全 メ

ー カ ー 中 の ト ッ プ で あ る
。 ま た 競 合 力 も他 の メ ー カ ー に 比 べ 非 常 に 高 い。 同 社

は 独 自 の 製 品 思 想 を 貫 い て い る が,同 社 の ユ ー ザ ー に も 「わ が 道 を 行 く」 と い

う風 潮 が 根 づ い た とす れ ば,他 メー カ ー に よ る ユ ー ザ ー ・ベ ー ス の 侵 食 は よ り

少 な くな る で あ ろ う。

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー ・サ イ トの サ イ ト ・ロ イヤ ル テ ィ(設 置 場 所 を ベ ー ス と

した ロ イ ヤ ル テ ィ)で は67年 以 来 最 下 位 に 甘 ん じ て い るUnivacは,74年

の 金 額 ベ ー ス の ロ イ ヤ ル テ ィ で はNCRを 抜 い てIBM,HISと 肩 を 並 べ る

に ま で 至 って い る。 さ らに 競 合 力 で は,わ ず か で は あ る がIBMを も 上 回 る 数

値 と な って い る。 同 社 の カ ス トマ ー ・ベ ー ス の 動 き で 注 目 さ れ る の は,他 社 の

そ れ に 比 べ 最 も動 き が 少 な か った と い う こ と で あ る。 こ の こ と が カ ス トマ ー の

満 足 を 示 して い る と す れ ば,こ れ も ロ イ ヤ ル テ ィの も う一 つ の 形 で あ る と い う

こ と が で き よ う。 こ う した 一 連 の 傾 向 か ら,UnivacのRCAカ ス トマ ー ・ベ

ー ス 買 収 は 買 収 直 後 の 動 乱 期 を経 過 し
,最 終 的 にUnivacの カ ス トマ ー ・ベ ー

ス に お さ ま った と み る こ と が で き よ う。

Honeywellに と っ て これ ら一 連 の 数 値 は 不 愉 快 な もの と な っ て い る。74

年 の 金 額 ベ ー ス で の ロ イ ヤ ル テ ィはIBMと 同 じ値 と な って い る が,75年 の

予 測 で は 急 激 な 低 下 傾 向 を示 し,NCRよ り も低 く な る とみ られ て い る。 同 社

の新 しい 本 命 機 種 で あ る シ リー ズ60が カ ス トマ ー ・ベ ー ス の 動 き に 影 響 を 及

ぼ す の は これ か ら で あ り,75年 以 降 の 同 社 の ロ イ セ ル テ ィ の 数 値 が こ の シ リ

ー ズ の 成 否 を 物 語 る こ と に な ろ う
。

IBMは,サ イ ト ・ロ イ ヤ ル テ ィば か り で な く金 額 ベ ー ス で の ロ イ ヤ ル テ ィ

も高 い 値 を 示 し て い る 。IBMの 動 向 は 直 接 的 に あ る い は 間 接 的 に 全 メ ー カー

の ロ イ ヤ ル テ ィ ・カー ブ に 影 響 を 及 ぼ して い る。 と い う の は 将 来 の コ ン ピ ュー

タ導 入 を 計 画 す る に 当 って,IBMの 動 き を 全 く無 視 す る ユ ー ザ ー は,少 く と

も今 ま で の と こ ろ は,皆 無 と い って も過 言 で は な い か ら で あ る。
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直 接 的 評 価

前 節 の カ ス トマ ー ・ロ イ ヤ ル テ ィ調 査 は,ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ

ー に 対 す る 評 価 を い わ ば 間 接 的 に 示 す も の で あ る が,こ の メ ー カ ー に 対 す る 評

価 を 直 接 的 に 調 査 した も の も い くつ か あ る。

ユー ザ ー は サ プ ラ イ ヤ ー を 選 定 す る に 当 って,何 を 重 視 して い る で あ ろ うか 。

各 種 調 査 に よ れ ば,ハ ー ド ウ ェ ア,ソ フ ト ウ ェア,価 格,販 売 活 動 お よ び ブ ラ

ン ド ・イ メ ー ジ,ハ ー ド ウ ェア に 対 す る メ ン テ ナ ン ス,コ ン バ ー ジ ョ ン の 容 易

性 あ る い は 互 換 性 の 有 無,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ な ど で あ り,特 に 大 型

機 ユ ー ザ ー で は ほ ぼ こ の 順 で 重 視 さ れ て い る とみ られ る。 ユ ー ザ ー は こ う した

項 目 を チ ェ ヅ ク して サ プ ラ イ ヤ7を 決 定 して い る わ け で あ る が,導 入 後 は ま た

新 た な 評 価 が そ の シ ス テ ム に 対 し下 さ れ る。

表1-5は 米 国 の 調 査 会 社DataproResearchCorp.カ ミ75年6月 に 行

な った 汎 用 コ ン ピ ュー タ に 対 す る ユ ー ザ ー 評 価 の 調 査 結 果 を ま と め た も の で あ

る。 こ の 調 査 は2,041ユ ー ザ ー の2,381シ ス テ ム に 対 し て 行 な わ れ,各 項

目 に つ い て4が 最 高 の4段 階 評 価 が 求 め ら れ た 。 サ ン プ ル ・ユ ー ザ ー 数 はIBM

1,448,Honeywell163,Burroughs154,Univac103,NCR

78,CDC45,DEC25,Xerox25と,大 き な 偏 りが あ り,必 ず し も

そ れ ぞ れ の ユ ー ザ ー の 見 解 を 代 表 して い る とは 言 い 切 れ な い が,各 メー カ ー が

ど の カ テ ゴ リー に お い て ユ ー ザ ー か ら よ り高 い 評 価 を 受 け て い る か は 明 らか と

な る。

DECの は 全 体 的 な 満 足 度 で 全 メ ー カ ー 中 最 高 の 評 価 を 受 け て い る。 全 メ ー

カ ー の 平 均 値 で あ る3.1を 越 え て い る`の はDECの 他Xerox(3.3),IBM

(3.2)だ け で あ る。DECは こ の 他 メ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビス の 迅 速 性,メ ン

テ ナ ン ス ・サ ー ビス の 効 率,プ ロ グ ラ ミ ン グ の 容 易 性,コ ン バ ー ジ ョ ン の 容 易

性 の 各 項 目 で メー カ ー 中 最 高 の 評 価 を 受 け て い る。

ユ ー ザ ー は,現 有 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア,特 にCPUに

対 し て は 高 い 評 価 を下 して お り,こ れ は 他 の 調 査 か ら も明 らか に さ れ て い る。
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表1-5:汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ・ シス テ ム に 対 す る ユ ー ザ ー 評 価

メー カー名加重 平 均

に よる ユーザー評価

Burrou-

ghs

Control

Data

Digital

Equト

ment

Honey-

weU
IBM NCR Univac Xerox 平 均

1

全 体 的 満 足 度 3.1 2.9 ≡ 2.9 3.2 3.1 3.0 3.3 3.1

オ ペ レ ー シ ョ ン の 容 易 性 旦 3.2 3.6 3.2 3.3 3.2 3.3 3.5 3.3

本 体 の 信 頼 性 3.2 3.0 3.4 3.2 3.5 3.4 3.3 ≡ 3.5

周 辺 機 器 の 信 頼 性 2.5 2.5 3.0 2.8 ≡ 2.9 2.7 3.0 3.0

メ ン テ ナ ンス ・サー ビス の迅 速性 2.9 3.2 ≡ 3.2 3.3 3.3 3.2 3.3 3.3

メ ン テ ナ ンス ・サー ビス の 効 率 2.7 2.9 延 3.0 3.2』一 3.1 3.0 3.0 3.1

技 術 サ ポ ー ト 2.3 2.4 2.7 2.4 2.8 2.3 2.5 堕 2.7

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 3.7 2.7 3.5 2.9 3.0 3.1 3.2 3.4 3.0一

コ ン パ イ ラお よ び ア セ ン ブ ラ 3.5 3.0 3.3 29 3.1 2.9 3.1 3.3 3.1一

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム 2.5 2.4 2.9 2.4 2.7 2.7 2.5 ≡ 2.7

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 容 易 性 3.5 3.0 3.6 3.0 3.1 3.0 3.1 3.3 3.1一

コ ン バ ー ジ ョ ン の 容 易 性 3.0 2.5 3.4 2.8 2.9 3ユ 2.9 3.1 2.9一
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さ らに一 般 的 な傾 向 と しては,評 価 は前 年 に比 べ高 ま って い る といえ る。 一 方,

ソ フ トウ ェア に対 しては,メ ー カー に よ り異 な っては い るが ,ハ ー ドウ ェア に

比 べ て低 い評 価 と な って お り,ユ ー ザ ーは メ一 声一 の今後 の 努 力 が 必要 と断 じ

て い るわ け で あ る。Dataproの 調 査 では 従来 か ら ソフ トウ ェアで 評 判 の高 か

ったBurroughsが ソフ ト関 連 項 目で高 い評価 を受 け てい る。 調 査 各 項 目の 中

で 平均 値 が最 も低 か った の は技 術 サ ポ ー トとア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムで

あ るが,こ れ らの項 目で はXeroxが メー カー 中最 も高 い評 価 となって い る。 こ

のXeroxが この調 査 実 施 直 後 に本 体 事 業 か らの 撤退 を発 表 した の はまさに 皮 肉

とい うべ きで あ ろ う。

Dataproの 調査 で は,価 格 に 関 して の 評価 は調 査 され て い な い が,各 種 調

査 を総 合 す る と,ユ ー ザ ー は現 有 シス テ ムの メー カー の価 格 政 策 に対 して は他

メー カー のそ れ と比 較 す れ ば概 ね 満 足 で あるが,価 格 それ 自体 につ い てみ る と

満 足 度 は 低 くな る'。つ ま り,現 有 ジス テ ムの価 格 そ れ 自体 は 高 い が,そ れ で も

他 メー カー と比 べ れ ば満 足 で き る と して い る ユー ザ ーが 多 い とい う こ とで あ る。

ス タ グ フ レー シ ョ ンが進 行 す る中 で各 種 の コス ト高 に悩 む 各 メー カー は ,75

年 に も次 々 と各 種 料 金 の値 上 げ を打 出 して お り,価 格 に関 す る限 りユー ザー の

満 足 度 は上 昇 して い る とは い え な い で あ ろ う。

q
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政 府 市 場

連 邦 政 府 市 場

米国 連 邦政 府 は,単 一 組 織 と して は世 界最 大 の コ ン ピュー タ ・ユー ザ ー で あ

る。GSA(連 邦調 達 庁)は,毎 年1回 連 邦 政 府 の コ ン ピュ=タ 保 有状 況tsよ

びEDP支 出 コス トを公 表 してい る。 最 新 の レポ ー トに よれ ば,1975年 度

末(75年6月 末)現 在 連 邦 政府 に は合 計8,649台 の コ ン ピュー タが設 置 さ

れ て い るo

メー カー 別 に連 邦 政 府 の コ ン ピュー タ保 有状 況 をみ る と,DECが 最 も多 く

1.699台,次 い でUnivacL368台,そ してIBMの1,320台 とい う順 に

な る。73年 度 ま で は台 数 比 で トヅプだ ったIBMが 前 年 度 に引 き続 き3位 に

と どま り,前 年 度 トップだ ったUnivacが そ の座 をDECに あ け渡 してい るの

が注 目さ れ る。DECは1960年 度 に は設 置 台 数0で あ ったが,15年 後 に

べ

は台数 比 で 約20%を 占 め る まで に増 加 してい る。 一 方IBMは,60年 度 に

は55%を 占 め て いた が,75年 度 で は15%強 に ま で落 ち込 ん で い る。 絶 対

数 をみ て も,こ こ数 年 間 は 連 続 して減 少 傾 向 を示 して い る。

しか し設 置 金 額 比 でみ る とIBMは 依 然 と して ト ヅプで,買 取 り,リ ー ス を

合せ て4億4,100万 ドル を 占 めて い る。 大型 機 が 多 いCDCが これ に次 い で

お り,前 年 度 よ り約2.500万 ドルふ え て3億2,910万 ドル に達 して い る。

台数 ベ ース で2位 のUnivacは,金 額 比 で は前 年 度 につ づ き3位 で,1億8,770

万 ドル で あ る。DECは 台数 比 で は トップ で あ るが,金 額 比 ではHISの1億

1,820万 ドル に次 ぐ第5位 の5,480万 ドル に す ぎな い。CPUに 記憶 装置

や入 出 力機 器,コ ミュ ニ ケー シ ョン ・ター ミナル な どを含 め て金 額 ベー ス で メ

ー カー別 比 率 を み る と ,1～4位 はIBM,CDC,Univac,HISの 順 で

CPUの 順 と同 じで あ るが,5番 目はBurrbughs,6番 目がXeroxと な り,

DECは7位 に 転 落 す る。 各 種 周辺 機 器 を合 せ たIBM機 器 の連 邦 政 府 に よる

設 置 金 額 は,買 取 り,リ ース を合 せ て15億 ドル に達 す る。 一 方DECは 総 計
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で9,900万 ドル に す ぎ な い。

表1-6連 邦政 府 の コ ン ピ ュー タ保 有 状 況

年 度 1975

メー カ ー

1960 1965 1970 1974
台 数 比率吻

Burr・ughs 55 161 204 339 315 3.6

CDC 1 249 404 530 541 6.3

DEC 一
14 500 1,393 1,699 19.6

HIS 1 106 298 681 706 8.2

IBM 291 1,020 1,397 1,363 1,320 15.3

NCR 7 195 321 119 ① ①

UniVac 55 488 L198 1,400 1,368 15.8

Xerox 一 14 229 354 360 4.2

そ の 他 121 165 726 1,651 ②
2,340

27.0

計 531 2,412 5,277 7,830 8,649 100%

(注)①75年 のNCRは そ の 他 に 含 め て い る。

② そ の 他 の う ちDataGeneralは372台,Hewlett-

Packardは361台,Varianは193台 で あ る。

省 庁 別 の コ ン ピ ュー タ 保 有 状 況 を み る と,国 防 省 が 最 も 多 く全 体 の 半 数 近 い

4,245台 を 有 し て い る。 こ の うち 空 軍 が1,651台 を 占 め て い る。 同 省 に 続

くの がERDA囲 で,1,904台 を 保 有 して い る 。ERDAが 保 有 して い る コ

ン ピ ュー タ の う ち1,013台 はDECの,そ して101台 はDG(DataGe-

neral)製 の も の で あ る。NASA(航 空 宇 宙 局)が これ ら に 次 い でk・ り,

1,114台 を 有 して い る 。 こ れ ら3機 関 で連 邦 政 府 が 保 有 して い る コ ン ピ ュ ー

タ の実 に84%を 占 め て い る。

(注)ERDA(EnergyResearch&DevelopmentAdministration)は,

エ ネ ル ギー 関 係 機 関 の 再 編 成 法 に よ りAEC(原 子 力 委 員 会)を 始 め 関 係 機 関 が 再 編

成 さ れ て で き た 新 組 織 の1つ で,エ ネ ル ギー に 関 す る 調 査 研 究 を 主 業 務 と し て い る 。

同 時 に 設 立 さ れ た も う1つ の 機 関 は,規 制 事 務 を行 な うNRC(NationalRegu-

1atoryCommision)で あ る。
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さ て,連 邦 政 府 で用 い られ て い る コ ン ピュー タを大 き く管理 一 般 用 と特殊 管

理 用 にわ け る と,管 理 一般 用 は3,622台,そ して特 殊 管理 用 が5,027台 と,

特 殊 管理 用 が 管 理一 般 を上 回 る傾 向 は73年 以来 ひ き続 い てみ られ る。 こ こで

い う特 殊 管理 用 とは,詳 細 な コ ス トや ア プ リケー シ ョン情 報 を 提 出 す る必 要 の

な い機 関 にお け る コ ン ピ ュー タ利 用 や,船 舶,航 空 機,ト レー ラー,ト ラ ック

な どに 関す る コ ン ピ ュー タ利 用 を意 味す る。

管 理 一 般 に分 類 され る コ ン ピ ュー タ3,622台 の うち74%弱 の2,670台

は 買取 リコ ン ピュ一 夕で ある。74年 度末 に おけ る買 取 り比 率 は71%強 で あ

った か ら,こ の 買取 り増 加 の 傾 向 は 依然 と して続 いて い る とい え る。 管 理一 般

用 の コ ン ピュー タの 中 で,最 も台数 が 多 いの は,買 取b価 格 で50,001～200,000

ドル ・ク ラス の もの で,全 体 の26%を 占め てい る。 金 額 比 では,1,500,001

ドル以 上 の超 大 型 機 が 約20億 ドル で全 体 の69.2%に 達 して い る。

75年 度 の実 績 で注 目さ れ る の は,導 入 が 前 年 度 に比 べ 大 幅 に減 少 して い る

こ とで ある。CPUは2億2,530万 ドルか ら1億4,690万 ドル に,記 憶 装

置 は2億9,310万 ドル か ら1億9,550万 ドル に,そ して コ ミ ュニ ケー シ ョ

ン ・ター ミナル は5,620万 ドル か ら3,470万 ドルに そ れ ぞ れ減 少 して い る。

75年 度 の 導入 機 器 総 価 額 は4億9,380万 ドル で,前 年 度 の7億2,540万

ドル に比 べ 約32%の 減 少 とな って い る。CPUは 金 額 で は35%の 減 少 で あ

るが,台 数比 で は ミニ ・コ ン ビ ュー三夕の導 入 増 に よ り,31%減 の851台 に

と どま った 。

この よ うな巨 大 市 場 に対 し,各 メー カーは も ち ろん第3者 リー ス会 社 な ど も

懸命 の 売 込み を続 け て い る。 ブル ヅクス法 に ょ り連 邦政 府 市場 は フ リー ・マ ー

ケ ッ トと して確 立 さ れ,lBMの シ ェアの 大幅 な減 少 とそ の一 方 での リー ス会

社,TSS会 社 な どの 参 入 とい った 現 象 を生 み 出 して きた が,74年 秋 に 再燃

した実 質 的IBM指 名 入 札制 の問 題 は75年 も くす ぶ りつ づ け た。 リース 会社

や コ ン ピュー タ ・ブ ロー カー は,競 争 入 札 に よ ってIBMが 獲 得 した370の

リース 契 約(合 計45件)で さ え も,不 当 な納 入期 日{が定 め られ た り,IBM

/
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が一 般 ユ ー ザー に 対 す る価 格 よ り も8%も 安 くGSAに 価格 登録 を して い る な

ど,リ ー ス会 社 に と って は 事実 上 入 札 不 可 能 で あ る と抗議 して い る。 また,各

省 庁 がGSAの 判 断 を待 た ずIBMと の リー ス契 約 を半 ば 自動 的 に延 長 して い

る の も抗 議 の対 象 と な って い る。

75年 春 にIBMは,故 意 か 偶 然 か,連 邦DP調 達 計 画 へ の入 札 期 日に遅 れ

た。 そ の後 同社 はGSAと の間 に限 定 契 約 を結 ん だが,こ れ は す で に連 邦政 府

部 内 に設 置 され て い る機 器 の リー ス期 間延 長 お よび 買取 りへ の変 更 に 関 す る も

の で あ った。 しか しIBMは さ らに,政 府 部 内 で も最 大 の カ ス トマ ー で あ る国

防省 に 直 接接 触,EDP機 器 の新 規 導 入 につ いて の契 約 の話 合 い に 入 った。 下

院 の政 府 活動 委 員 会 は こ う した動 きに対 し,こ れ が実 際 に締 結 さ れ た とす れ ば,

GSAの 調 達計 画 を愚 弄 す る もの で あ り,さ らに ブ ル ックス 法 の存 立 基 盤 を も

揺 が す もの で,ひ い て は他 の連 邦 政 府 諸 機 関 とメー カーが 個 々 に 直接 取 引 を行

な う先 例 とな る と懸 念 して い る。

当 のGSAは,国 防省 とIBMの 契 約 には,売 価5万 ドル以 上 のCPU(ミ

ニ ・コ ン ピ ュー タを除 く)を 買 入 す る場合 に は事前 に必 ずGSAか らの調 達担

当係 官 の 派遣 を要 す るな ど,多 くの 遵 守 規定 が あ りさ らに9月 末 日には 契 約 の

消滅 が うた われ て い るた め 議会 の 心 配 は 杷 憂 にす ぎない と して い る。 とは 言 え

現 実 に は75年 末 の 段 階 で は 国 防 省 とIBMの 契 約 は締 結 に も至 って お らず,

GSAも ブル ックス 委 員 会 へ の相 談 な しに この 契約 を許 可 す る こ とは しな い と

の 立場 を明 らか に して い る。 現 在GSAは 調達 規 制 対 象 の緩 和 を検 討 して お り,

これ は行 政管 理 予算 局 や 議 会 の意 向 に よ りペ ンデ ィ ングの状 態 に あ るが,こ れ

が実 施 に移 さ れれ ば 本 体 メー カー特 に ,IBMに と って有利 に な る こ とは 明 らか

で,GAO(会 計 検 査 院)を は じめ議 会 や リー ス会 社 協 会 な どが どの よ うな対

応 をみ せ るか 注 目され る。

州 政 府

NASIS(NationalAssociationforStateInformation
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Systems)は 例 年 米 国州 政 府 の コン ピ ュー タ利 用 状 況 を調 査 して い るが ,そ

の最 新 レポー トに よれ ば,74年 度末(74年6月 末)現 在49州 に合 計496

台 の コ ン ピュー タが 設 置 され て い る。 内 訳 は 大型10'1台(20%) ,中 型

176台(36%),小 型175台(35%),ミ ニ ・コ ン ピュー タ44台

(9%)と な って い る。

73年 度 現 在 の設 置 台数 は46州 で452台 で あ った。73年 度 と74年 度

の調査 で は 回 答 した 州 の数 が異 な る た め,一 概 に増 減 を論 ず る こ とは で きな い

が,両 年 度 と も回 答 を寄 せ た45州 に つ い てみ る と,73年 度 の438台 か ら

74年 度 末 に は452台 とわ ずか なが ら増 加 して い る。 な お74年 度調 査 に 回

答 しなか.っ た ミズー リ州 は前 年度 調 査 では14台 の 保 有 を報 告 して い る。73

年 度 調査 と74年 度 調 査 で は,規 模 別 分 類 の基 準 が 異 な ってい るた め規 模 別 の

比 較 も困 難 で あ るが,74年 では ミニ ・コ ン ピュー タの 書 しい増 加 が み とめ ら

れ る。74年 度 に お け る コ ン ピ ュー タ導 入 の増 加 の 大部 分 は,こ の ミニ ・コ ン

ヒュ『 タ'シ ス テ ムに よる も 図
1-13:州 政 府 に よ る コン ピ ュ_タ

ので あ る。 導 入 状 況

導入 方 式 を み る と,各 州政 ム49州1974・6月 末 現 在

:。
府 に よる コ ン ピュー タ導 入 は

大部 分が リー ス に よる もの で

ある。 しか し買 取 り も74年

度 には 前 年 度 の11%か ら18

%へ とか な りの増 加 を みせ て

い る。 リー ス に よ る導 入 は,

シス テム規 模 の 大小 にか か わ

らず,全 体 の半 分 以 上 を 占め

て いる。 しか し買取 りは シス

テ ム規 模 が小 さ くな るほ どそ

の比 率 が 多 くな って お り,ミ
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』

二'コ ン ピ
ュー タで は ほ ぼ 半数 近 い

43%が 買取 り シス テ ムで あ る。 混

合 形 形態 に よる導 入(通 常 はCPU

を 買取 り,周 辺 機 器 を リー ス してい

る)は,71年 以 来 増 加 傾 向 を示 し

てk－ り,74年 度 末 で は全 導 入 シス

テ ムの22%に 達 して い る。

州政 府 にお け るEDP関 連 コス ト

の 中 で最 大 の 比 重 を 占 め て い るの は

人件 費 で あ る。 要 員 の う ちで最 も数

が 多 い のは デ ー タ ・エ ン ト リー 関 連

で,全 体 の42%を 占 め て い る。 マ

ネ ジ メン ト層 の 比 率 は全 体 の11%

で あるが,

図1-14メ ー カー 別 にみ た 州政 府

の コ ン ピュー タ保有 状 況

(台 数 比)

前 年 に比 べ2%の 増 加 をみ せ て い る。 この結果,計 画 立案,プ ・ジ

ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トとい った機 能 が い く分 な りと も改善 され,充 実 され た と

み る こ とが で き よ う。 全EDP要 員 の うち20%は 州 中 央 政 府 の情 報 処 理 シス

テ ム担 当部 局 に 配 置 され て お り,残 る80%が そ の 他 の州 政 府 各 機 関 に よる雇

用 で あ る。 中 央部 の 要 員 の 増 加傾 向は 相 変 らず続 い てteり,EDP機 能 の 集 中

化,統 合 化 の傾 向 が 明 らか とな って い る。 な お,EDP関 連 要 員数 は45州 で

29,435名,こ れ に 要 す る コス トは41州 で総 額2億3,000万 ドル に達 し

て い る。

ハー ドウ ェア ・コス トは,か つ ては最 大 の支 出 項 目で あ った が ,74年 実 績

teよ び75年 予算 では37%前 後 にま で低 下 してい る。 これ はfoそ ら くは,①

ハー ドウ ェア の統 合 ② コ ン ピ ュー タの効 率 的 ・効 果 的使 用 の進 展③ よ り低 コス

トとな る導 入 方 法 の採 用 ④ 技 術 革 新 に よる コ ン ピュー タ ・コス トの低 減⑤ 人 員

増 とあわせ て の人 件 費 の増 大 ⑥ コ ンサ ル タ ン ト支 出 の 増大,な どの結=果で あ る

と考 え られ る。
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コ ン サ ル タ ン ト

$12,5Z;

(4%}

図1-15:州 政 州 に よ るEDP支 出(33州)

ソ フ ト ウ ェ ア

$6,858

(2%)

コンサル タン ト
そ の 他

$12.587$263
58(3%)

8% ハ 『 ド ウ
ェ ア

$114,237

(37%)

人 件 費

$154,900

(49%)

ソ フ ト ウ ェ ア

$1,695

(1%)

ハ ー ドウ
エ ア

$136,670

人 件 費(38%)

$177,824

(49%)

(t善 位:1,000ト'ノ レ)

19741陵:計314・967'OOOド ・・C舗)1975年 度:計362
,682,000ド 、レ(予 算)

コ ンサル タ ン トに対 す る支 出 は準 人件 費 的 な もの と考 え られ るが,74年 に

は23州 で104プ ロ ジ ェク ト,1.137万 ドル に達 して い る。 内訳 をみ る と,

保 健 ・厚 生,財 政管 理,法 律 施 行,歳 入,ADPマ ネ ジ メ ン ト等 に対 す る コ ン

サル タ ン トが大 きな部 分 を 占 め て い る。75年 度 予算 に お い ては,23州 は 約

13%の 支 出 減 を予定 して い る。 特 に 注 目さ れ るの は法 律 施行 に お け る コ ンサ

ル テー シ ョン導 入 の減 少 で,74年 度 の10プ ・ジ ェク トか ら75年 度 は半 分

の5プ ロジ ェク トに,そ して 支 出 額 は153万 ドル か ら50万 ドル 弱 へ と一 挙

に%に な って い る。

州 政府 がか か え るEDP問 題 の 中 で最 大 の もの は,対 外 問 題 で は 管 理 者層te

よび ユー ザー 機 関 との 関 係 の 問 題 で あ り,内 部問 題 で は プ ・グ ラ ミング計画 の

問 題 ど コス トの問 題 で あ る。EDPコ ン トロー ル とは 直 接 関係 の な い対 外 問題

で の管 理 層 の理 解 や コ ミ ッ トメ ン ト,ユ ー ザー 機 関 の協 力 とい った問 題 は従 来

か ら重 大 な問 題 と して 指 摘 され て い る が,1年 前 と比 べ る と事 態 は 良 くな って

い る と回 答 して い る と ころ が 多 い。 ま た 内部 問 題 で の誤 った プ ログ ラ ミング計

画 につ いて も,前 年 よ りは 改 善 さ れ て い る よ うで ある。 しか しコス トの超 過 な

どの コス ト問題 は総 予 算 上 の問 題 を反映 してか,前 年 よ リ ラン クが上 って い る。
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プラ グコ ンパテテ ィブル産業 の動 き

キ ャ ッチ ・ア ッ プ が む ずか しくな っ た

言 うま で もな く,プ ラグ ・コ ン パ テ イ ブル ・ビ ジ ネス はIBMの 製 品 発 表 の

動 きに大 き く左右 され る。 そ の意 味 で75年 度 は,プ ラグ ・コ ンパ テ ィプ ル ・

メ ー カー が 市 場 戦 略 を明確 に 定 め が た い 年 で あ った の では なか ろ うか。 とい う

の は,こ の 年IBMは 汎 用 コ ン ピ ュー タ分野 で新 型 の プ ロセ ッサ を発 表す る よ

り も,む しろ周 辺 機 器 の 開 発 と ア ナ ウンス に 力 を入 れ たか らで ある。 しか もそ

の技 術 開発 ペー ス は,従 来 に 比 べ 一 段 と早 くな って お り,キ ャ ッチ ・ア ・プが

専 門 メー カーに と って む ず か し くな って きて い る。

た とえば そ の 代 表 例 と して これ ま で もIBMが 圧 倒 的技 術 優 位 を 誇 って きた

デ ィス ク ・シス テ ムの 分野 で,オ ン ライ ン用 廉価 機 種 と して 固定 デ ィス ク ・ド

ライ ブ3344と3350が 発表 され,そ の コス ト/パ フ ォー マ ンス の 向上 に

よ って さ らに も うひ とつ差 が つ いた とみ られ て い る。

1975年7月,さ きに3340な ど最新 型 デ ィス ク の大幅 値 下 け を決 定 し

た ばか りのIBMが,さ らに 高性 能 で経 済 性 に富 む オ ン ライ ンむ け 大 容量,高

速 磁 気 デ ィス ク装 置 を発 表 した。 そ れ が3344/3350で あ った。(表1

-7参 照)

この デ ィス ク ・シス テ ムは,既 発 表 の3340デ ィス ク装 置 の 技 術 を も とに

開発 さ れ た もの で,磁 気 デ ィス ク,読 み書 きヘ ッ ドお よび アー ムか ら構成 さ れ

て い る ア ッセ ンブ リー を装置 内 に固 定 し,密 封 した 固定媒 体 方 式 を採 用,こ れ

に よ り記 憶 装 置 の コス トを上 げ ず に大 容量 化 と高速 化 を実現 した と い う もの で

ある。

この た め の コス ト ・パ フ ォー マ ンス の 向上 は,た とえば3330-11の グ

レー ド ・ア ップ とみ られ る3350で み る と,価 格 面 で3350は3330-

11に 比 べ てk－ よそ10～13%ぐ らい下 まわ る。 た とえ ば3350A2モ デ

ル は635メ ガ バ イ トで 月 間1,450ド ル で あ るが,3330-11は400
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メ ガ バ イ トで1,676ド ル/月 で あ る(い ず れ もETP)。 買 取 価 格 は3330

-11が74
,646ド ル で あ る の に 対 し,よ り高 キ ャ パ シ テ ィの3350が

62,500ド ル で あ る。

性 能 的 に は,3350の デ ー タ転 送 速 度 ・(キ ロ バ イ ト/秒)は1,198で あ

るの に3330-11の 方 は806と な っ て い る。 ま た 平 均 ア ク セ ス 時 間 は

3350の25ミ リ秒 に 対 し て3330-11は30ミ'リ 秒 と な って い る。

表1-73350/3344の 性 能

3350
3330互 換 モー ド

(様 式選択機構による)
3344

データ転送速度(キ ロバイ ト/秒) 1ユ98 1ユ98 885

平均 アクセス時間(ミ リ秒) 25 25 25**

平均回転待 ち時間(ミ リ秒) 84 84 10ユ

パ イ ト数/ト ラ ック 19β69 13ρ30 8368

トラ ック数/シ リン ダー 30 19 12

バ イ ト数/シ リンダー 572D70 247570 100,416一

シ リンダ ー数/ド ラ イ ブ 555 2×404/808* 4×696

.

ド ラ イ ブの容 量(メ ガバ イ ト) 約317 約200 約280

固定 ヘッド記憶容量(メ ガバイト) 約U44 約0743 約1004

ス ト リングの容 量(メ ガバ イ ト) 約2540 約1β00
約1820

論 理 ボリューム数

/ド ライブ4

*2×404=3330-1モ ー ド

**こ の 数 字 は4個 の 論 理 ボ リ ュ ー ム

量 に 対 す る も の

808=3330-11モ ー ド

即 ち280メ ガ バ イ トの 全 容

3350/3344の 発 表 は,業 界 の 予 想 よ り1年 ぐ らい は 早 か った とみ ら

れ て い る 。 そ れ だ け に プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー は 追 い つ くの が む ず

か しい と の 印 象 が 強 い 。

3350/3344は,シ ー ル ド ・ス タ イ ル で あ る た め 利 用 に 制 約 あ り とす
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る 声 も多 い が,し か し 多 くの 専 門 メ ー カー は,こ の 種 の 専 門 技 術 はIBMに と

って よ り高 密 度 で よ り信 頼 性 の 高 い ア ク セス ・ア ー ム ・コ ン ト ロー ル を 実 現 す

る た め の 道 を 切 り 開 く も の で あ る と し て重 視 し て い る。 事 実 フ レ キ シ ビ リテ ィ

を犠 牲 に した この ア プ ロ ー チ の 持 つ 意 義 はIBMが3350ド ラ イ ブ む け のC2

お よ びC2Fモ ジ ュ ー ル を 発 表 した こ と で 裏 付 け ら れ た と の 見 方 が 強 い。

さ ら に コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カー に と って も う ひ とつ 気 に な る の は,今 度 の

ウ ィ ン チ ェス タ ー 型 の 進 化 モ デ ル とは 別 に3330型 デ ィ ス ク を 進 化 さ せ た も

う ひ とつ の 系 統 の シス テ ム,つ ま り世 に い う と こ ろ の'ア ポ ・"な る コ ー ド ・

ネ ー ム の デ ィス ク 開 発 が 依 然 す す め られ て い る と み られ る こ と だ。

プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー に と って,こ の2系 統 の 道 を追 う こ とは

か な り の 重 荷 で あb,IBMの 発 表 ペ ー ス の ア ッ プ と も あ い ま っ て 今 後 ま す ま

す 正 確 で 迅 速 な コ ピ ー が む ず か し く な る だ ろ う とみ られ て い る 。

●

」

焦 点は 大 容 量 記 憶 とSNAタ ー ミナ ル開 発 に

しか しなが らそ の よ うな状 況 下 に お いて もプ ラグ ・コ ンパ テ ィブル ・メー カ

ー は キ ャ ッチ ・ア ップを 断 念 す るわ け には ゆか ぬ
。

欧 州 で も,3350/3344の 発 表 に シ ョ ック を受 け たBASFが いみ じ

くも 「3350/3344固 定 メデ ィア技術 は 今 の と ころ利 用 範 囲は 小 さ い が,
、

心 理 的 な も の を 含 め ユ ー ザ ー の 関 心 は 高 い。 」 と述 べ て い る と お り,今 後 の 技

術 の 積 み 上 げ と い う意 味 を 含 め て 製 品 開 発 に着 手 せ ざ る を 得 な い の が 実 情 で あ

るo

そ して 結 局 こ の 種 の コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 の 発 表 を め ざ して,欧 州 で はBASF,

Nashua両 社 が,米 国 で はCDC,STC,CalComp,Univac,Intel

の 各 社 が 動 き 出 した 。

こ の う ちCDCは,後 に 述 べ る よ うに い ち は や く3350/3344対 抗 の

33441モ デ ル を 発 表,Intelも 年 末 に な っ て3350対 抗 の7835/

7330-12デ ィ ス ク ・サ ブ シ ス テ ム を 発 表 した 。CDCの 製 品 は,IBM
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と ち が って 閉 鎖 的 な 機 構 で は な く リム ー バ ブ ル ・ス タ イ ル で あ り,価 格 も15

～25%安 に な る は ず で あ る
。CDCは ま た38500マ ス ・テ ー プ ・ス トー

レ ッ ジ ・シ ス テ ム も発 表 して お り,IBMと の フ ル ラ イ ン の 競 合 を め ざす 唯 一

の メー カ ー と い って も よ い 存 在 に な った 。

高 性 能 磁 気 テ ー プ ・シ ス テ ム で は 主 導 的 企 業 とみ られ て い るSTC(Sto-

rageTechnology)は,デ ィ ス ク 分 野 進 出 で 新 し い 境 地 を 開 こ う と努 力 して

い るが,3330タ イ プ の ス ー パ ー ・デ ィ ス ク の セ ー ル ス が あ ま りか ん ば し く

な く,オ ー トメ ッテ ッ ド ・テ ー プ ・ラ イブ ラ リー の 市 場 化 を も断 念 す る な どや

や 意 気 消 沈 の 気 味 で あ る。 そ れ だ け に3350/3344モ デ ル の プ ラグ ・コ ン

パ テ ィ ブ ル 化 に 大 き な 意 欲 を寄 せ てteり ,最 終 的 に は12億7.000万 バ イ ト

と い う巨 大 な シ ス テ ム を 完 成 さ せ よ う と し て い る 。

Ca1Compの 方 は,STCが 強 い6,250bpi市 場 へ の 進 出 を 断 念 し た が,

そ れ だ け に3350で キ ャ ッチ ・ア ッ プ を は た し,メ モ リ,デ ィ ス ク 両 分 野 で

IBMア ドオ ン ・ ビ ジ ネ ス を 維 持 し よ う と して い る 。

こ の 他 昨 年 の コ ン パ テ ィ ブ ル ・デ ィ ス ク で は,Me'morexが 回 生 の 期 待 を か

け て3340型 市 場 に 進 出 して き た の が 注 目 さ れ る。 同 社 は 日本 周 辺 機 ㈱ とO

EM協 定 を 結 び 米 国 で ア ッ セ ン ブ リー 販 売 に 乗 り出 そ う と し て い る の だ 。Me-

morexは ま たIBMのSNAの 要 と もい うべ き3705シ ス テ ム の プ ラ グ ・コ

ン パ テ ィ プ ル 進 出 を も計 画 して お り,SNAへ の リ ン ク に は 自信 が あ る と して'

い るo

IBMのSNAは,多 分 に プ ラ グ ・コ ン パ テ ィ プ ル ・タ ー ミ ナ ル 防 衛 の 色 合

い が 濃 い も の で あ る が,Raytheon,Sycorな ど 主 力 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ

ー ミナ ル ・メー カ ー は
,SDLC型 タ ー ミナ ル の 発 表 は む ず か し く な い と して

い る。SNAに っ い て は,こ の 他 半 導 体 メー カー が,SDLCを 処 理 す る チ ップ

の 開 発 に 着 手 し,そ の 製 品 化 が 本 格 化 す る の は76年 中 頃 と み られ て い る。

プ ラ グ コ ン パ テ ィ ブ ル 市 場 で の新 し い 動 き と して は,こ の 他 将 来 の ド ラ ム,

デ ィ ス ク ・シ ス テ ム に 代 る も の と さ れ て い るMOSエ レ ク ト ロ ン ・ビ ー ム ・メ

一34一
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モ リー(EBM)の 開 発 が 注 目 さ れ た 。

EBMに つ い て は,GEがNCC(全 米 コ ン ピ ュ ー タ会 議)でBeamos開 発

の 発 表 を行 な った こ と で 一 挙 に 注 目 され る と こ ろ と な った 。Beamosは 磁 気 ド

ラ ム よ り も1,000倍 も 高 速 の ア ク セ ス ・タ イ ム と さ れ て い る が,こ の 手 の 製

品 は,GEの 他 に もMicro-BitCorp,も 発 表 して お り,そ の 製 品 は す で に

CDCのStarコ ン ピ ュ ー タ で も使 用 さ れ て い る。Micro-Bit社 は,将 来

370メ イ ン ・メ モ リー む け ア ドオ ン ・メ モ リー製 品 と して エ レ ク トロ ン ・ビ

ー ム ・メモ リー を 発 展 さ せ て ゆ き た い と して い る。

●

皇,

プ ラ グ ・ コ ン パ テ イ ブ ル ・メ ー カ ー と して のCDC

CDC(ControlData)に つ い て は す で に述 べ た よ う に,74年 か ら75

年 に か け て プ ラ グ ・コ ンパ テ ィ ブ ル ・ビ ジ ネ ス に 取 組 む 本 格 的 体 制 を 確 立 し,

矢 つ ぎば や に 新 製 品 の 発 表 を行 な っ て きた 。

CDCの ビ ジ ネ ス 構 成 は,今 や コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム40%,サ ー ビス ・

ビ ジ ネ ス35%,プ ラ グ ・ コ ン パ テ ィブ ル な ど 周 辺 機 器 ビ ジ ネ ス25%と い わ

れ る。 そ して 今 後 周 辺 機 器 の扱 い 高 を どん ど ん ふ や して ゆ く方 針 と さ れ て い る。

製 品 発 表 も こ の よ う な 方 針 に の っ と り,370シ リ ー ズ む け ア ドオ ン ・メ モ リ

ー
,3270な ど を対 象 と し て コ ン パ テ ィ ブ ルCRTタ ー ミ ナ ル,テ ー プ,プ

リン タ ー と続 き,と く に デ ィス ク ・シ ス テ ム で は,3330-11型,そ れ に

3340,さ ら に は3350/3344対 抗 の33441とIBMに ピ ッ タ リ

く っつ い て フ ル ラ イ ン の 製 品 で 挑 ん で い る 。

75年 に 発 表 さ れ た 新 製 品 の うち で,特 に 注 目 さ れ た の は,33401と

33441デ ィ ス ク ・ シ ス テ ム そ れ に38500と 呼 ば れ るIBM対 抗 の 大 容

量 メ モ リー ・ シス テ ム で あ ろ う。

33401は,IBMの3340型 デ ィ ス ク の リプ レー ス を 対 象 と してOEM

マ ー ケ ッ トむ け に 発 表 し た も の で あ る。 も ち ろ ん こ の 技 術 開 発 に は ウ ィ ン チ ェ

ス タ ー 型 デ ィス ク ・テ ク ノ ロ ジー が 用 い られ て い る。
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33441の 方 は,3344/3350の 対 抗 機 で,オ ペ レ ー タ ー ・ リム ー

'バ ブ ル ・モ デ
ュ ー ル を 使 用 して い る 。33441(ワ ン ・デ ー タ ・モ デ ュール)

は 故 障 に 際 して の デ ー タ の 損 失 を 防 ぐた め,フ ィ ー ル ド ・エ ン ジ ニ ア に よ っ て

他 の33441ス ピ ン ドル に 移 動 が 可 能 で あ る。IBMの ド ラ イ ブ ・モ デ ュ ー

ル は,シ ー ル ド ・ユ ニ ッ トで あ る た め 移 動 が で き ず,こ の 点 がCDCの セ ー ル

ス ・ポ イ ン ト と な?て い る。

も う ひ と つ の 大 型 商 品 は38500で,こ れ は コ ン ピ ュ ー タ ・テ ー プ ・ラ イ

ブ ラ リー の 代 替 と な る オ ン ラ イ ン ・ス トー レ ヅ ジ ・シ ス テ ム で ・デ ー タ を コ ン

ピ ュー タに 直 接 転 送 す る こ と も,ま た デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ を 介 して 転 送 す る こ

と も で き る。

38500シ ス テ ム は,単 一 の デ ー タ ・カ ー ト リ ッ ジ の 中 に800万 バ イ ト

記 憶 さ れ て お り,装 置 全 体 と し て の 記 憶 容 量 は160億 バ イ トに も 達 す る。C

DCの38500の 特 徴 は,IBMの3850に 比 べ,そ れ ぞ れ の カ ー ト リ ッ

ジ と 中 央 処 理 装 置 と の 間 の デ ー タ転 送 が 直 接 で き る と こ ろ に あ る と い う。 デ ー

タ ・カー ト リ ッ ジは2.75イ ン チ 幅 の 酸 化 剤 コー テ ィ ン グ ・テ ー プ(長 さ150

イ ン チ)を 含 む 。 デ ー タ は テ ー プ上 に記 録 さ れ,直 接 に ア ク セ ス す る こ とが で

き る。 この デ ー タ ・カ ー ト リ ッ ジ は3Mに よ って 設 計 さ れ た も の で あ る。

CDCで は,こ の38500大 容 量 記 憶 シ ス テ ム を 自 社 マ シ ン で は も ち ろ ん

の こ と,IBM370/145以 上 の 規 模 の ユー ザ ー に む け て 積 極 的 に 販 売 し

て ゆ きた い と計 画 して い る。

IBMよ リ コ ス ト/パ フ ォ ー マ ン ス で20%良 い と こ ろ を 狙 って,IBMに

ピ ッ タ リ く っつ い て フ ル ラ イ ン の 製 品 を 市 場 化 し て ゆ く と い うの がCDCの 基

本 戦 略 で あ る よ うだ 。 これ ま で の と こ ろCDCは こ の 基 本 戦 略 に の っ と って フ

ロ ッ ピー ・デ ィス ク か ら38500の よ う な 大 容 量 メ モ リー に い た る ま で の 製

品 を 発 表 して き た わ け だ が,全 体 的 にみ る と タ ー ミナ ル,通 信 機 器 関 係 製 品 へ

の 進 出 が 遅 れ て い る よ うで あ る。

た とえ ば75年 の3月 に は,注 目 のIBM3270リ プ レ ー ス ・マ シ ン と さ

一36一
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れ て い た32701CRTタ ー ミナ ル ・シス テ ム の 発 表 が 延 期 に な った 。 原 因

は コ ン ト ロー ラ の テ ス トの 遅 れ とみ られ て い る。

しか し こ う した こ とは あ る も の の,タ ー ミナ ル 市 場 は 今 後 の 最 大 成 長 分 野 と

さ れ て い る だ け に,本 格 的 取 組 み が ど う して も必 要 で あ る。 この た め11月 に

入 ってCDCは デ ー タ ・プ ロ セ ッシ ン グ/タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム ズ ・グ ル ー プ

と い う新 し い 事 業 部 門 を新 設 した 。 こ の 事 業 部 門 は,従 来CDCが 弱 か った ミ

ニ ・コ ン ピ ュー タ,こ と に 分 散 処 理 型 の ネ ッ トワ ー ク ・コ ン セ プ トを持 つ ミ ニ

・コ ン ピ
ュー タ 群 の 開 発 と,SDLCな ど ハ イ レ ベ ル 通 信 処 理 を 可 能 とす る コ

ン ピ ュー タ ・タ ー ミナ ル 群 の 開 発,市 場 化 を め ざ し た も の で あ る。

CDCは,す で に こ の た め の 標 準 メ モ リー ・ボ ー ド ・ユ ニ ッ トの 開 発 と生 産

体 制 を 準 備 し て い る が,こ の ボ ー ド ・ユ ニ ッ トは,小 型 コ ン ピ ュ ー タ とか イ ン

テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ,POSシ ス テ ム,キ ー ・

ツー ・デ ィス ク ・シ ス テ ム な どで 使 用 され る 目 的 の も の と さ れ て お り,IBM

3790と か シ ス テ ム/32な ど との コ ン パ テ ィ ブ ル ・マ シ ン の 市 場 化 に 必 要

な 要 素 と さ れ て い る。

76年 度 は,CDCが い よい よ世 界 で た だ ひ とつ の フ ル ラ イ ン のIBMコ ン

パ テ ィ ブ ル ・メ ー カ ー に な る か ど うか,新 設 の 小 型 機/タ ー ミナ ル ・シス テ ム

事 業 部 の 活 動 が 注 目 さ れ る ゆ え ん で あ る。

亀
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2、75年 のIBMの 動 き

典 型 的 多 国 籍 企 業 に
◎

世 界的 な不 況 で 売 上,利 益 の成 長 ペ ース が 多 少低 下 した とは い う もの の,I

BMの 企 業 成 長 は と ど ま る こ とを知 らぬが ご と くで あ る。

一 昨 年 の時 点 で ,す で に わが 国 政 府 の一 般会 計 予算 の%に も達 して い た そ の

売上 規 模 は,昨 年 さ らに増 大 し,利 益 額 も20億 ドル の大 台 に せ ま った。10

億 ドル の利益 レベ ル に 達 す る ま でk・ よそ60年 か か った ペ ー ス か らす れ ば,こ

こ5年 間 のIBM収 益 力は信 じ難 い ほ どの急速 な増 強 ぶ りを み せ て い る こ とに

な る。

IBMの 企業 活動 は,世 界120数 力国 にお よび,社 員総 数 は30万 人 ちか

くと され るが,75年 度 の 経 営 実 績 か ら受 け る印 象 は,米 国 以 外 の海 外市 場 で

の活動 が 次 第 に主 体 と な りつ つ あ る とい う こ とだ。 後 に述 べ るが,売 上 高 はW

TCが 初 め て米 国IBMを 抜 き,利 益 の貢 献度 で は,海 外 市場 活 動 が米 国IBM

を ひ とケ タ上 まわ る結 果 に な った。75年 度 のIBMの 経 営 は,こ の よ うな海

外 オ ペ レー シ ョン の膨 張 を前 提 と して展 開 した で あろ うこ とが充 分 に考 え られ

る。WTCを 二 つ に 割 る とい う一 昨 年 の組織 改 革 の実 施 が,こ の 年 の大 目標 に

な った こ とで あ ろ う。 これ も後 述 す る が,事 実75年 の 海外 組織 改 編 の ひ とっ

あ焦点 は,ゼ ネ ラル ・ビ ジ ネス ・グ ル ー プの独 立 化 に あ った 。

も っと も この小型 機 部 門 の 分権 化 は単 に海 外 市場 活 動 との 関 係 か らのみ み る

わけ に は ゆ か ぬ。 小 型 機 と事 務 器 を合 体 した新 しい商 品 開 発 とか 両 分野 に また

が る セー ル ス体 制 の確 立 が ね らい と して あ り,DPプ ・ダ ク トお よびDPマr

ケテ ィ ング 両 グ ル ー プ の 組 織 改 編 も,将 来 シス テ ムの 開発 と密 接 な関係 が あ

る とみ な くては な らぬ だ ろ う。 た とえば 新 設 のSCD(シ ス テ ム ズ ・コ ミュ ニ

ケー シ ョン部 門)は,SNAタ ー ミナ ル装 置 の 開発 に 直接 か か わ り,ネ ヅ トワ

」
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一 ク ・コ ン セ プ ト
,デ ー タ通 信 に責 任 を持 つ 部 門 とみ られ て い る の で あ る。 実

際SNAコ ン セ プ トは,将 来 シス テ ムにつ なが る も の とみ られ て お りSCDの

活 動 は この 点 か らも注 目 され てい る。

IBMは この年,過 熱 す るFS論 に 水 を さす意 味 も あ って,こ の種 の コー ド

・ネー ムを使 用 しな い との ケ ア リー会 長 の異例 の声 明 を出 した が ,そ れは 結 局

370シ リー ズの 延 命 に つ な が って い った。 しか しその 一 方 で は,SNAの 拡

充 を含 む,実 質 的 な次 期 シス テ ムの発 表 準備 が小 型 機,周 辺 機 器 分 野 で行 な わ

れ た と多 くの業 界 関係 者 は判 断 して い る ので あ る。

以下,IBMの この よ うな一 年 の動 きを,年 表 を参考 に付 しつ つ概 略説 明 し

て ゆ くこ と と した い。

鹸

」9

75年 度IBMの 動 き

製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

1月 ・超 小 型 コ ン ピュー タ シス テ ・デ ンバ ーの連 邦 地 裁 はIBM/

ム/32発 表。A12か ら Telex係 争 の第 一 審 の判 決 を くつ

B33ま での10機 種。 産 が え し,IBMは 独 禁 法 に抵 触 せ

業 別 プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ず との 判 決 を 出 した。

ジ も同時 発表 。 ・IBMとBunkerRamo社 は パ チ ン

・ シ リ ー ズ500テ ー プ ・ シ トに 関 して ク ロス ・ラ イ セ ン ス 協

ス テ ム を リ プ レ ー ス す る た 定 を結 ん だ。

め ハ ー フ ・イ ン チ のMTを ・国 際航 空会 社 に よる ユー ザー 団 体

発 表。 で あ るlprasか ら,ハ ー ド,ソ フ

トの 効 率 が 悪 く ユ ー ザ ー ・サ ポ ー

トが不 充 分 との 苦情 。

2月 ・370/168マ ル チ ・ プ ・米 国 内市 場 むけ にTLP(タ ー ム

ロ セ シ ン グ ・モ デ ル む け に ・ リー ス)を 修 正 し ,値 上 を3年

ハ ー ド ウ
ェ ア ・ダ ウ ン対 策 間 に5%に お さ え る こ とを きめ た。
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製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

用 ハ ー ド,ソ フ ト ウ ェ ア を この種 の内容変 更はすでに欧州 で

発 表 し た。 こ の ソ フ トウ ェ 実 施 さ れ た もの。

アはOS/VS2で オ ペ レ

一 トしハ ー ド ウ
ェ ア は168

CPUの 故障修復の ため設

計 され た。

3月 ・シス テ ム/3-10む け に ・GSD(ジ ェ ネ ラ ル ・ シ ス テ ム ズ

BOMP,IRPパ ッ ケ ー 事 業 部)は シス テ ム/32の 初設

ジ発表 。 置 を発 表 した。

・大規模集積 回路使用 の軍用 ・F .T.ケ ア リー 会 長 はFSと い う コ

コ ン ピ ュ ー タ4piML-1 一 ド ・ネ ー ム の 使 用 を や め る が
,

を発 表 。(高 性 能 マ イ ク ロ 次 期 シス テ ムの 開 発 は続 行 す る と

プ ロ グ ラ ム ・ シ ス テ ム) 述 べ た 。

・370シ リ ー ズ む け にDB ・英 国 のIBMユ ー ザー 団 体CUA

DA(デ ー タ ・ベ ー ス 設 計 が料金値上 に反対 してEECに 直

補 助)プ ロ グ ラム発 表 。 訴 した。

・370シ リ ー ズ の 上 位 機 種 ・ECがIBMを 反 トラス ト法 違 反

370/158お よ び168 容疑 で調査。

の キ ャ ッ シ ュ ・ バ ッ フ ァ ・

メ モ リー の サ イズ を 倍 増 し

同時 にVS2の 強化版VS

2リ リー ス2を 発 表

4月 ・欧 州 な ど15カ 国 で シ ス テ ・米 国政府 はIBMの 大型高性能 デ

ム/32を 正式 発表 。 イス ク ・ ド ラ イ ブ3330の 東 欧

・シ ス テ ム/3-15の 主 記 輸 出 を 認可 した。

憶 容量 を 倍 増 し,最 大256 ・チ ェ コ に370シ リ ー ズ と3330
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製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

Kバ イ トま で と した 。 デ ィス ク輸 出 を発表 。

主 記 憶 の レベ ル は これ に よ ・GSDは360/20の 買取 価格

って370/135の 下 位 を 最 大40%ち か く値 下 げ す る と

ぐ ら い にま で 拡 大 され た。 発 表 した。

同時 にRJEと して使 うた

めMRJE/WSソ フ ト ウ

エ アを発 表 した。

・レー ザ ー光 線 技 術 を採 用 し

た超 高 速 プ リン タ3800

を発 表 した。 プ リンタ能 力

は13,3601pmで3211

の 約6倍 。

5月 ・3600金 融 タ ー ミ ナ ル ・ ・IBMオ ー ス ト ラ リ ア社 は ビ ク ト

シス テ ム に預 金 通 帳 プ リン リァ郊 外 に大 規 模 なエ レク トリ ッ

タ を付 加 した3611-2 ク ・タ イ プ ラ イ タ 工 場 を建 設 。

発 表。 ・IBM/司 法省独禁法裁 判が公判

・小規 模 ユー ザ ー む け に新 型 にo

のPOSシ ス テ ム3660 ・IBMとComsatはFCCに 対 し,

発表 。 合 弁 会社CMLサ テ ライ ト社 の第

・シス テ ム/7に3340型 三 の出資者 を募 るべ く活動 中 と報

デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ を 付 加 告 。

す る と発 表。 この シス テ ム ・従 来 のSDD,ASDD2つ の 研

は座席 予約等 むけ構成。 究 開発 部門を廃止 し,代 って通信
一

シス テム開発 の新事業 部SCDを

設 立。

7月 ・3760デ ュ ア ル ・キ ー ・ス ・370/115,125CPU,
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製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

テ ー シ ョ ン を 発 表 。3791 3330型 デ ィス ク装 置 な ど合 計

/3760の 本 格 的 キ ー ・ 90機 種 の 買 取 り価 格 を10～15

ソ ー ・ デ ィ ス ク ・ シ ス テ ム %値 下けす ると発 表。

、が 完 成。 同 時 に3767,
'小 型機事業部のGSDと 事務器 部

3770の イ ン テ リ ジ ェ ン 門 のOPDの ガ イダ ンス を行 な う

ト化 を実 施。 た め ジ ェ ネ ラル ・ ビ ジ ネ ス ・グ ル

・ シ ス テ ム/3の ニ ュ ー ・ モ 一 プ 内 にIOD(国 際 運営 部 門)

デ ル12を 発 表 。 マ ル チ ・ が発 足。

タ ー ミ ナ ル の オ ン ラ イ ン会 ・ ユ ー ザ ー(フ ァ ー ス ト ・ ナ シ ョ ナ

話型 志 向 でMOSメ モ リー ル銀行)が 開発 した給 与人事 プ ロ

採用。3年 契 約のTAP採 グ ラム を ライ セ ンス契 約 でIUP
⇒

用 で5%の デ ィス カ ウ ン ト。 と して提 供。

・370/135以 上 の ユ ー

ザ ー 向 け に オ ン ラ イ ン ・フ

アイル用 廉 価 機種 と して 固

定 デ ィス ク ・ドラ イブ3344

と3350を 発 表 。

・3600金 融 系 タ ー ミナ ル

にSDLC系 ク レ ジ ッ ト ・

カー ド認 識3606/3608

を発 表 でEFTS機 能 化。

8月 ・DPDの 本 社 マ ー ケ テ ィ ン グ 組 織

を再 編 成。

9月 ・ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ'べ ・DPD(デ ー タ処 理 事 業 部)の 本

一 ス ・ マ シ ン と し て ポ ー タ 社 マ ー ケ テ ィ ング組 織 を再 編 して

ブ ル ・シ ス テ ム5100を マ ー ケ テ ィ ン グ ・ プ ラ ン ニ ン グ と
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製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

発 表 。 マ ー ケ ヅ ト ・ サ ポ ー ト と し た 。

10月 ・1 ,0001pmプ リ ン タ ー と ・レン タ ル,買 取 料 金 の4%値 上 げ

高 速 カ ー ド ・ リー ダ ー 付 の と 保 守,ソ フ ト ウ ェ ア ・ サ ー ビ ス

新 型 ター ミナル3777を 料 の5～9%値 上 げ を発 表 。

発 表 した。3777はSD ・IBM/Telex独 禁 法係 争 が 示 談

LC,BSC両 モ ー ドで 働 に。示談内容は,相 互の金銭支払

く 。 を や め る と い う も の。

・ANSI委 員 会 は 米 国 の1/Oイ

ン タ フ ェ ー ス 標 準 と して370の

イ ン タ フ ェー ス 設 計 を 提 案 。

・MarshallIndustries社 は80万

ドル でIBMと の独 禁 係争 を示 談

に した と発 表。

11月 ・IBMの ワ トソ ン 研 究 所 は ・F .肥 ケ ア リー 会 長 はF.Sと い う コ

光 学,電 子顕微鏡技術の総
一 ド ・ネ ー ム の 使 用 こそ や め た も

合 成果 として超小型 の記憶 の の,す で に将 来 シス テ ム のた め

装 置 を開 発 した。これは1.3 の ハ ー ド ウ ェア を 準 備 中 と 言 明 。

励 中 に8,192ビ ヅ トを収 と くに こ の た め の ソ フ トウ ェア に

容 で きる。 つ い て は5100お ・よび シ ス テ ム

・SNA通 信 プ ロ セ ッサ と し /32で テ ス トされ て い る とみ ら

て 知 られ る3705モ デル れ て い るo

の 新 型 版3705-2を 発

表。 この モ デ ル は半 導 体 技

術利用 で前 モデル に比べ最

大6倍 の 能 力 ア ップ。 ま た

価格 も半値。
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製 品 発 表 そ の 他 の 出 来 事

・米 国 内 で115-2 ,125

一2モ デ ル 発 表
。

・3350機 能 改 良 で メデ ィ

ア ・ テ ス ト ・ ダ ン プ ・ プ ロ

グ ラ ム な ど ハ ー ド,ソ フ ト

ウ エア 発 表 。

12月 ・GSDは 買取 の み で あ った5100

モ デ ル に3～6ヵ 月 の リー ス を 適

用 す る と と も に,同 シ ス テ ム に イ

ン タ フ ェー ス ・ア ダ プ タ ー を 提 供

し,IBM製 品 お よび専 門 メー カ

一 の製 品を も含 めた多様 な周辺装

置の付 加接続 を可能 にす る方針 を

打 出 した。

・IBM ,ComsatGeneral,Ae一

tnaLife&Casualtyの3社 は,

共同の子会社SBSに よる国内衛

星通信 事業開始 のための認可 申請'

書 をFCCに 提 出 した。
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売上,利 益 と もWTCで 支 え る

1975年 度,IBMは 総 売 上 高144億3,654万1,062ド ル に 達 し,

純 益 は19億8,987万6.966ド ル とな った。 いず れ も前 年 の74年 に比 べ

て13.9%,8.3%の 増 加 で あ る。

ウ ォー ル街 の 証 券 分 析 家 な ど金 融 筋 の 予 想 では1～9月 期 の実 績 か ら して75

年 度 の 売上,利 益 見 込 み を低 くみ て いた が,実 際 には第4・ 四 半 期 の純 利 益 増

加 は,前 年 比32%増 とい う驚 くべ き内 容 とな り,売 上 の方 も前 年 同期 比 で24

%増 の約40億7,000万 ドル と な った。 この期 間 の実 績 は,IBM経 営 の中

で一 番 優 れ た 内 容 とな り,多 くの証 券 アナ リス ト達 の 予想 を くつ が え し75年

度 実 績 を支 え る結 果 に な った。 。

75年 第4・ 四半 期 の この よ うな 利益,売 上 の 急 伸 の主 な原 因 は,コ ン ピ ュ

ー タの売 り切 りが44%増 とい うふ え 方 を みせ た た め で あ る
。 また 早 期 退職 計

画 の実 施 も経 営 に良 く影 響 してい る よ うだ。

この他 に75年 度 の実 績 は いつ もの年 に比 べ て 記 念 すべ き もの とな った。 と

い うのは,海 外 市場 か らの 売上 が,は じめ て全 売上 高 の半 分 以 上 を 占 め る よ う

に な った か らで あ る。75年 の経 営 内容 を支 え た の は海 外 事業 で あ らたわ け だ。

発 表 に よる と,海 外 事 業 か らの 売上 高 は72億7,147万 ドル で,純 利 益は11

億571万 ドル とな り,純 利益 で は全 体 の56%をtosせ ぎ出 した。 利 益 の 方 は

す でに 過 去6年 間 米 国 内実 績 を海 外 事 業 は 上 まわ って いた が,収 入 が 全 体 の半

分 を越 え た の は初 め て の こ とで あ る。

WTCが 好 調 に事 業 を推 移 させ た一 方,米 国 内事 業 に よる利 益 は75年 度 決

算 で約4%の 落 ち込 み をみ せ て い る。 これ は,IBMの ス ポ ー ク ス マ ンに よれ

ば,米 国 内 に お け るデ ータ 処 理 機 器 の買 取 リレベ ルが 思 わ し くな か った た め で

あ る と い う。 全 体 と して の 売 り切 り収 入 が 増 加 して い る こ とか ら して,海 外 で

の 買取 リレベ ルが 非 常 に高 か った こ とを物 語 って い る。

コ ン ピュー タ の レ ンタル お よび サー ビス に よる収 入 は ,第4・ 四半 期 では25
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億4,428万 ドル,ま た 年 間 で は98億9,118万 ドル に 達 し,前 年 に比 べそ

れぞ れ13.6%,17.8%の 増 加 とな った 。 機 器 の売 り切 りに よる収 入 は,第

1・ 四半 期 の8億9,700万 ドル とい う低 い レベル か ら第4・ 四半 期 の15億

2,400万 ドル とい う記 録 的 数 字 へ 増 加 の一 途 を示 し,75年1年 間 で は45

億4,536万 ドル に達 した。 これ は74年 の 記録42億8,177万 ドル を上 回

る新 記 録 で あ る。 ケ ア リー会 長 に よれ ば,75年 の 出荷 は74年 の記 録 的 ペ ー

ス を下 回 って い る が,受 注 は 次 第 に回復 し年 間 で は74年 を わ ず か な が ら上 回

ってい る とい う。 ま た75年 末 の受 注 残 高 は,74年 と同 じレ ベル に あ る とい

うこ とで あ る。

図1-16:

IBM年 間 売上 推 移
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370シ リ ー ズ の 延 命

3月 中頃,ケ ア リー会 長 がIBMの 次 期 シス テ ムに つけ られ たFSと い う コ

ー ド ・ネー ム の使 用 を 中止 す る と述 べ た こ とで ,業 界 では これ が 直 ちに370

シ リー ズ の延 命 につ な が るだ ろ う との見 方 が 出 たが,事 実 そ の後 の経 過 は370

シ リー ズ の機 能 強 化 をめ ざ して 進 ん で き た。

FSと い う次期 モ デ ル の イ メー ジは,そ もそ もTelex/IBM独 禁 法 裁 判 の

中か ら浮 上 して きた もの で,こ れ が一 般 的 に使 わ れ る よ うに な った だ け に,い

わば も と も とがIBM社 内 の計 画 にす ぎず,外 部 に 発表 す るほ どの明 確 な も の

では な か った といえ る。 しか しFSに つ い ての 外 部 の論議 は過 熱 す る方 向 に あ

り,IBMと して は これ に水 を さ す必 要 が あ った もの とみ られ る。

つ ま りFSと い う概 念 の み が先 行 して しま った結 果,370シ リー ズ の セー

ルス に悪 影 響 が 出 て きた こ とが 充 分 に考 え られ るの だ。 事 実370シ リー ズ の

機 能 拡 張 が 大 き く影響 して,75年 度 第3・ 四 半期 の装置 売 上 レベ ル は10億

9,890万 ドル とな り,前 年 同期 比 を1億 ドル ちか く上 まわ る もの と な り,装

置 売 上 レ ベ ル の急 増 が み られ た。

FSプ ロ ジ ェク トの変 更 につ い て は,こ の他 に色 々言 われ て い る。 た とえ ば

次 期 シス テ ム の機 能 を よ り完 全 な もの に す るた め だ との説 もあ るが,そ れ は 同

時 に 次 期 モ デ ルが 予 想 以 上 に高 い 水準 の性 能 で 出現 す る こ とを意 味 して い る。

実 際 にIBMと しては,過 去2年 間FSだ け に10億 ドル とみ られ るR&D投

下 費 用 を無 駄 にす る わけ には ゆか ぬ の で あ る。

一 方 これ とは反 対 に ,シ ス テ ムQソ フ トウ ェアを も含 め,膨 大 なosソ フ ト

お よび ハー ドウ ェア開 発 で壁 に つ き当 った とみ るむ きもあ り,ア ンチ トラス ト

係 争 が 山 場 にか か ろ う とい う矢 先 だ け に370と 訣 別 す る よ うな ニ ュー ・ラ イ

ンを 出 す の は 難 か しい の で は な いか とい う意 見 もあ る。

FSコ ー ドの ドロ ップに は,こ の よ うに様 々 な見 方 が可能 だ が,現 実 問 題 と

して そ れ は370シ リー ズ の 機 能 強 化 に密 接 に結 び つ いて370シ リー ズ ・七
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一 ル ス に 刺 激 を 与 え る 結 果 に な っ'た こ と は 事 実 で あ る
。 つ ま り370の ラ イ フ

・サ イ ク ル は 予 想 よ り長 い と ユ ー ザ ー に 思 わ せ る こ と に よ り ,場 合 に よ って は

コ ン ピ ュ ー タ ・ リー ス 会 社 の 購 入 活 動 さ え も刺 激 し よ う と い う の で あ る。 こ う

して370シ リー ズ の セ ー ル ス を も う一 度 プ ヅ シ ュ して か ら,次 期 シス テ ム の

移 行 に 結 び つ け よ う と い う の だ 。

と こ ろ で さ き の 年 表 に もみ られ る よ う に,370シ リ ー ズ の 延 命 と い う こ と

で75年 中 にIBMが 行 な った の は,370/158,168の 機 能 改 良,O

S/VSの 拡 張,370/115,125の 拡 張 強 化,VSPCな ど プ ・ グ ラ ム

・プ ロ ダ ク ツ の 発 表rrさ ら に76年 に 入 っ て か らの370/168の 機 能 拡 張

な ど で あ った 。 こ れ らの 発 表 内 容 を 順 々 に 追 う て み る と。

寧

⑨

(1)370/158,168の 機 能 改 良 とOS/VS2リ リ ー ス3の 発 表

370/158,168両 モ デ ル に つ い て は,プ ロ セ ッサ の バ ッ フ ァ ・メ モ

リ ・サ イ ズ が 倍 増 さ れ た 。OS/VS2リ リ ー ス3は 仮 想 記 憶 グ レ ー ド ・ア ッ

プ に 使 わ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。

バ ヅ フ ァ ・メ モ リは,158で は こ れ ま で の8Kか ら1'6Kに,ー ま た168

モ デ ル で は16Kか ら32Kに そ れ ぞ れ 拡 張 さ れ る こ と と な った 。 も っ と もバ

ッ フ ァ ・メ モ リが 拡 大 さ れ た と い って も モ デ ル158が115ナ ノ 秒,168

が80ナ ノ 秒 と い う バ ッ フ ァー の ス ピー ドそ の も の が 変 わ った わ け で は な か っ

た 。'し か しIBMは こ こ で よ り高 密 度 の1Kバ イ ポ 三 ラ ・チ ッ プ を 使 い 注 目 さ

れ た 。

OS/VS2リ リ ー ス3は,最 大7つ の ユ ニ プ ロセ ッサ な い しは マ ル チ プ ・

セ ッサ ・シス テ ム が 同 一 の イ ン プ ッ トお よ び ア ウ ト プ ッ ト ・ス ト リー ム を 共 有

す る こ と が で き,OS/VS2の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・オ プ シ ョ ン 部 分 に よ り

多 彩 な コ マ ン ドを追 加 す る こ と に よ って 特 定 の 要 求 に 合 ったTSSプ ロ グ ラ ム

を 作 成 す る うえ で よ り柔 軟 性 を 与 え る こ と と な った 。TOS(TimeShar-

ingOption)に つ い て は 実 ・際 に 多 くの ユー ザ ー が 改 良 を 期 待 して い た と い う
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状 態 で,こ れ は76年 に入 ってか らのVSPC(対 話 式 個 別 計 算 機 能)の 発表

へ と発 展 して ゆ く。

(
金

(2)370/115k・ よ び125の 機 能 拡 充

115お よ び125の 機 能 強 化 版 は,370/115-2k'よ び370/

125-2型 と呼 ば れ,西 独IBMで 設 計 さ れ た も の で あ る 。115-2モ デ

ル の 主 記 憶 は65 .5Kバ イ トか ら262Kバ イ トに な り,125-2型 は98

Kバ イ トか ら265Kバ イ トと な った 。 ま た115-2は そ れ 以 前 の モ デ ル

115の 命 令 実 行 速 度 に 比 べ55%,125-2は 前 モ デ ル に 比 べ75%と そ

れ ぞ れ ス ピ ー ド ・ア ッ プ さ れ た 。

両 モ デ ル の 機 能 拡 張 で こ の 他 注 目 さ れ た の は,小 型 シ リー ズ の シ ス テ ム/3

モ デ ル8と か シ ス テ ム/32で 採 用 さ れ た カ ー ド レス 方 式 が370シ リー ズ に

初 め て 適 用 さ れ た こ と で あ る。 デ ィス ケ ヅ トを 媒 体 とす る カ ー ドレス ・シス テ

ム がIBMコ ン ピ ュ ー タ の 基 本 方 針 に な った こ とが こ こで 強 く印 象 づ け られ た

わ け で あ る。 ま た モ デ ル115で も3790通 信 シ ス テ ムが 特 注 製 品 に よ っ て

接 続 可 能 に な る な ど デ ー タ ・エ ン ト リー 方 式 の 切 り換 え が 急 ピ ッチ で 行 な わ れ

て い る こ と を 暗 示 した 。

'?

(3)VM/3700S改 訂 版 とVSPCの 発 表

VM/370リ リ ー ス2、 は,370モ デ ル135か ら168ま で の 仮 想 記 憶

で ラ ン す る も の だ が,こ れ は リモ ー ト・ス プー リング 機 能,3340ダ イ レ ク ト

・ア ク セ ス ・ス トー レ ヅ ジ機 能 サ ポ ー トお よびDOSフ ァ イ ル を 読 み と る会 話

型 モ ニ タ ー ・シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム機 能 が 改 良 さ れ て い る。

VSPC(VirtualStoragePersonalComputing・ 一=対話 式 個 別 計 算

機 能)は,従 来 のVM/370-CMS(仮 想 計 算 機 能/370会 話 型 モ ニ タ

ー ・シ ス テ ム)と かTSOな ど 情 報 処 理 の 専 門 家 を 対 象 と した 対 話 式 計 算 用 プ

ログ ラ ム の あ りか た か ら踏 み 出 して,非 専 門 家 の 使 用 を対 象 に イー ジ ー ・ ツー
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'オ ペ レー シ ョン にむ か った もの で,こ れ ま で のTSOに 対 す る=L－ ザ ー との

不 満 解 消 へ の試 み で も あ る。VSPCの 欠 点 は コス ト高 を 招 く とい う点 に あ る

とさ れ て は い る が,ア プ リケー シ ョンの 多様 化,情 報 処 理専 門要 員 の不 足,タ

ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イ ムの改 善
,問 題 解 決 ・適 用 業 務 プ ロ グ ラム開 発 の生 産

性 向 上 な どの課 題 に応 え る もの と して大 きな 意味 を持 って い る。 ま た デー タ処

理 の経 験 が ま った くな い現 場 の 担 当者 に も プ ロ グ ラマ と同 じ個別 計 算 の能 力 を

提 供 す る とい うキ ャ ッチ フ レー ズ と と もに,こ の ソフ トウ ェアで注 目 しなけ れ

ば な らな い の は,そ れ がSNAに む け て出 され た プ ログ ラ ム製 品 で あ る とい う

こ とだ。 つ ま りVS ,PCユ ー ザ ー は,SDLCで 稼 動 す る3770,3767

ター ミナル な どの 利用 が可 能 に な るの で あ る。

会

(4)370/168の 機 能 改 良型168APS

Amdha1470/V6な ど超 大型 競 合 機 種 の進 出 に対 抗 す る もの と して,76

年 に 入 ってIBMは い よい よ168モ デ ル の 大幅 性 能 ア ップ に着 手 した。

2月 に入 って行 な わ れ た370/168APシ ス テ ムの 発 表 がそ れ で あ る。

これ は正 式 に はIBMシ ス テ ム/370モ デ ル168付 加 プ ロセ ッサ ー と呼 ば

れ る も ので,従 来 の370/168-3型 に,主 記憶 と入 出 力チ ャネル を持 た

ない 命 令処 理 装 置 を付 加す る こ とに ょ り,機 械 語 レベ ル で の命 令処 理 機 能 を 向

上 さ せ るの が 目的。 発 表 に よる と,新 型 命 令処 理 装 置 の 付 加 に よ り,168A

Pシ ス テ ムは,こ れ ま で の168-3型 単 一 プ ロセ ・yiサー に比 べ て 内 部処 理 速

度 が1.5～1.8倍 向上 して い る とい う。

なk-168APシ ス テ ムの構 成 は,こ れ ま で の168-3型 シス テ ムに命 令

処理 装 置(3062付 加処 理 装 置 ともい う)と3067-5型 電 力 ・冷却 水 配

分 装 置 を つ け た か た ちに な り,フ ィー ル ド ・イ ン ス トレ ー シ ョンが可 能 で あ る。

v
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写

実 質的 に進行,次 期 シ ステ ム の 発 表

75年11月,IBMの イー ス ト ・フ ィ ヅシ ュ キル工 場 で の財 務 分析 家達 の

見 学 に際 して,F.T.ケ ア リー会 長 は,FSと い う コー ド ・ネ ー ムの使 用 こそ

や め た もの の,す で に将 来 シス テ ム の ため の ハー ドウ ェアの 開発 は,い くつ か

が完 成 して い る と言 明 した。

1975年 度,IBMは 超小 型,小 型 機 分 野 を 除 い て実 質 的 な新製 品 発表 を

汎 用 シス テ ムに お い て 行 な って お らず,ひ た す ら現 行 の370シ リー ズ の延 命

をす す め た。FSを 将 来 シス テ ムま た は次 期 シス テ ム と言 い換 え(み て も同 じ

だが,汎 用 機 の 分野 で は 結 局新 規 な 印 象 を与 え るほ どの発 表 は なか った と言 っ

て よい。 で は ケ ア リー 会 長 の言 う,将 来 シス テ ム の た め の ハー ドウ ェア製 品 の

開 発 とは 何 を指 してい る のか。

彼 は 具 体 的 に言 わ ぬ が,そ れ は汎 用CPU以 外 の 周辺 機 器 お よび小 型 機 分 野

の他 には な く,こ の種 の 分野 で次 期 の コ ン ピュー タ ・アー キテ ク チ ュ アを構 成

す る ハー ドウ ェア の発 表 が あ った とみ る他 は な い。

事 実IBMは370シ リー ズ を延 命 す る一 方 で,74年 後 半 か ら76年 の は

じめ にか け て,周 辺 機 器 お よび小 型 機 の分野 で,ひ とケ タ上 の性 能 を持 った製

品 な い しは,従 来 のIBMイ メー ジを破 った 製品 を 次 々 と発 表 してい る。3850

型 テー プ ・ラ イ ブ ラ リー,3800型 ノ ン ・イ ンパ ク ト ・プ リン タ,3790

コ ミュ ニケ ー シ ョン ・プ ロ セ ヅサ,シ ス テ ム/32,モ デ ル5100な どが そ

れ だ。 これ ら製 品 の個 々 につ いて は後 にふ れ る と して,こ こでま ず従来 指 摘 さ

れ て きたFSの イ メー ジを整理 してみ よ う。

次 期 シス テ ムの条 件 と して,こ れ まで各 方 面 で 具 体 的 に指 摘 さ れて きた の は

次 の よ うな 点 で あ る。 ① イー ジー ・ソー ・オ ペ レー ト ② 新 通信 方式 にの っ と

った ネ ッ トワー ク ・コ ンセ プ ト ③ 高性 能 周 辺 装 置 ④ 分散 処 理 シス テ ム ⑤

セ ン サー ・ベ ー ス ド ・シス テ ム。

イー ジー ・ツー ・オ ペ レー トは,言 うま で もな く,75年 早 々に発 表 され た

一51一



超 小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タ の キ ャ ッチ ・フ レ ー ズ で あ る 。IBMは こ の マ

シ ン の 発 表 に 際 して 「シス テ ム/32は,IBMが こ れ ま で に 発 表 した コ ン ピ

ュー タ の う ち最 も オ ペ レ ー トが 簡 単 で 最 も安 価 な 汎 用 シス テ ム で あ る 。 」 と説

明 した 。 シ ス テ ム/32に つ い て は 後 述 す る が,そ の設 計 の 狙 い は,パ ン チ ・

カー ド ・レ ス,プ ロ グ ラ マ ・レ ス,プ ラ グ ・レ ス の 三 つ の 特 徴 に 要 約 さ れ る 。

と く に パ ンチ ・カー ド と プ ロ グ ラ マ 不 要 の 体 制 は,FS計 画 で 強 調 さ れた"イ

ー ジー ・コ ン ビ
ュ ー'タ"と か"プ ロ グ ラ マ レ ス ・ コ ン ピ ュー タ"の イ メ ー ジ に

ぴ った りす る も の で あ り,イ ー ジ ー ・ ツー ・コ ン ピ ュー タ を キ ャ ッチ フ レー ズ

に す る シ ス テ ム/32の 出 現 は 将 来 シ ス テ ム の 一 端 が 示 さ れ た も の と の 印 象 を

与 え た 。 と くに ソ フ ト ウ ェア 的 に は,シ ス テ ムQと 呼 ば れ る 次 期osが,イ ー

ジー ・ユ ース を め ざ し て い る だ け に,シ ス テ ム/32の ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 の 考

え 方 に は 大 き な 注 目が 集 ま った 。

② の 新 ネ ッ トワ ー ク ・コ ン セ プ トに つ い て は,具 体 的 に はSNAで す で に そ

の 基 本 方 針 が 示 さ れ て い る。SNAは,高 速 デ ー タ 通 信 時 代 に む け て の か な

り拡 張 性 の 高 い ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン セ プ トで あ る こ とが 次 第 に 明 らか に な っ て

き て い る。 そ し て こ のSNAコ ン セ プ トの も と で 稼 動 す る 通 信 機 器,タ ー ミナ

ル ・シ ス テ ム に は,明 らか に 分 散 処 理 に む け て 従 来 のIBMの イ メ ー ジ を 破 る

もの とな りつ つ あ る 。

高 性 能 周 辺 装 置 に つ い て は,3850型 テ ー プ ・ラ イ ブ ラ リー,3800型

ノ ン イ ン パ ク ト ・プ リ ン タ な ど が 次 期 世 代 機 の 要 求 に 合 う 内 容 を 秘 め た も の と

し て 認 め られ て い る。 と く に1975年 に 発 表 さ れ た3800型 ノ ン イ ン パ ク

ト ・プ リ ン タ は,現 用 機 で 最 高 ス ピー ドの プ リ ン タ に 比 べ て 約6倍 の 高 速 印 刷

が で き る と い う も の で,FSグ レ ー ドの マ シ ン に 合 わ せ た も の とみ られ て い る。

セ ン サ ー ・ベ ー ス ド ・シ ス テ ム の 発 展 は,具 体 的 に は シ ス テ ム/7の 機 能 拡

充 に み られ る の で あ る が,IBM/Telex係 争 で 示 さ れ たIBM社 内 機 密 資

料 に よ る と,シ ス テ ム/7を370シ リ ー ズ に つ な い で 行 な わ れ る セ ン サ ー ・

べ ー ス ド ・プ ロ セ シ ン グ は,FSマ シ ン で 標 準 的 機 能 に な る と さ れ て い る。 そ
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して シス テ ム/7に つ い て は 分 散 型 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・シ ス テ ム'プ ロ グ ラ ム

DISの 追 加,さ らに は3340型 デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ の 付 加 と い うか た ち で

多 目的 利 用 へ の 発 展 が み られ た 。

ふ

SNAの 拡 充に 専 念

75年 度 にIBMが 行 な った最 大 の仕 事 は,SNAの 拡 充 で あ った。 そ うい

って もtoか し くな いほ ど,ネ ッ トワー ク ・コ ン セ プ トの充 実 を め ざ してIBM

は様 々 な手 を打 った。

そ の 動 き につ いて は,さ きの 年表 な ど に も明 らか で あ るが,つ め て 言 え ば タ

ー ミナ ルの イ ンテ リジ ェ ン ト化,分 散処 理 シス テ ム化,3705通 信 プ ロセ ッ

サ の機 能 大 幅 拡 大,SNAの も とで の ソ フ トウ ェア の拡充 の3点 につ きる と思

われ る。74年 に発 表 さ れ た シス テ ム ・ネ ヅ トワー ク体 系 の基 本 路 線 に の っ と

って,除 々 にIBMの も くろみ が 現 わ れ て きたわ け だ。

SNAコ ン セ プ ト拡 充 の た め の ソ フ トウ ェアでは,主 と してVSPCの 発 表

とVSオ ペ レー シ ョ ン ・ユー ザ ー のSNA利 用 促 進 の た め のVTAM機 能 拡 充

が注 目さ れ よ う。

VSPCに つ い て は す で に ふ れ たが,370/125以 上 の 機種 の ユー ザ ー

に,会 話 型 処 理 能 力 をSNA通 信 体 系 の も とで効 果 的 に提 供 しよ うとい うもの

で あ る。VSPCは,DOS/VS,OS/VS1,0S/VS2-MVSの

も と で 利 用 さ れ,セ ン タ ー とター ミナル の 通信 制 御 方式 にはSDLC(同 期

デー タ ・リンク制 御)がBSC(二 進 同期 通 信)と と もに利 用 で き,通 信 ア ク セ

ス の方 式 はVTAMで 行 な う とい うもの 。

SNAソ フ トウ ェア に つ い て の も うひ とつ の重 要 な 発表 。 そ れ はVTAMに

よ ってOS/VS2リ リー ス1.7の ユー ザー をSNAに 結 び つけ よ う とい う試

み で あ る。 従 来 この ク ラス の ユ ー ザー はBSCタ ー ミナル しか利 用 で き なか っ

たが,1976年 第3・ 四半 期 以 降 はVTAM機 能 に よ って3790,3767

3770な ど多様 な 分散 処 理型 ター ミナ ル を利 用 す る こ とが で き,か つSNA
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コ ンセ プ トの も とで柔 軟 な シス テ ムの拡 張 性 が保 証 され るな どの メ リ ッ トを利

用 で きる こ と とな った 。

この よ うなSNAユ ー ザー 層 の拡 大 と と もに,75年 は ター ミナル の機 能 改

良,分 散 処 理 へ の融 きが 積 極 化 して きた 。 次 の図1-18,19は,1974

年 発 表 当 時 のSNAジ ス テ ム構 成 と75年 のそ れ とを比較 した もの で あ る。

図1-18'ig74年 のSNA構 成

370CPU
.36・ ・3650

BSC

・ス トップ

端 末

図1-19:1975年 のSNA構 成

(改 良,追 加 部 分)
370ま たは3603705-2

CPU
6K～22Kバ イ ト ・メモ リ追加

370tkは3NCP(プ リ〃 の ス ピー ド ・アvプ)

CPU

6K～22Kバ イ ト ・メモIJ追 加

370CPU3650
37053600

37713774・

4K～12Kバ イ ト・

メモ リ追 加

3760

(12台 まで)
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●

図 に 見 る とk・ り,75年 に 入 っ てSNAタ ー ミナ ル は3767,3771,

3773,3774タ ー ミ ナ ル の プ リン タ ・ス ピー ドを ア ヅ ブす る と と も に,

3774,3775の イ ン テ リ ジ ェ ン ト化 を 実 施 し た 。 同 時 に3790/3760

デ ュ ア ル ・キ ー ・エ ン ト リー ・ シ ス テ ム を 発 表 し,分 散 処 理,脱 キ ー パ ン チ ・

シス テ ム へ の 姿 勢 を は じめ て 明 確 に 示 した 。 と く に3790に つ い て は,当 初

か らIBMが 発 表 した 本 格 的 イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル と み ら れ て い た が,
b

3790/3760の 構 成 で は,大 量 デ ー タ 入 力 の た め キ ー/デ ィ ス ク ・シ ス

テ ム と な った 。 しか も そ れ は,厳 密 に は い わ ゆ る 分 散 型 デ ー タ入 力 シ ス テ ム と

も い うべ き も の で,デ ィ ス ケ ッ ト入 力 か ら従 来 の キ ー ・ツ ー ・デ ィス ク ・ シス

テ ム の 発 表 を 飛 び 越 え て,一 挙 に オ ン ラ イ ン ・ソ ー ス ・デ ー タ ・エ ン ト リー に

入 っ た も の とみ られ て い る。3790/3760の 出 現 は,こ れ ま で キー パ ン

チ ・ベ ー ス に の っか って き たIBMの 方 向 転 換 を 示 す も の と さ え い え る の で は

な い だ ろ うか 。

さ ら にIBMはSNAの か な め と も い う べ き通 信 ブ ・ セ ヅサ の 性 能/価 格 を

図1-20370(VTAM)と3705(NCP)の

リ ン ク 構 成
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い っ き に 大 き く改 善 した 。3705フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ は ,こ れ ま

で す で に 幾 度 と な く解 決 さ れ る べ き点 が 多 く あ る とさ れ て きた 。IBMは こ う

した 声 を受 け て 半 導 体 技 術 で 性 能 を6倍 が た 強 化 した3705-2を 発 表 した 。

3705-2は 価 格 の 面 で も前 モ デ ル3705-1に 比 べ 安 くな ってtoり,S

NAの ネ ヅ ト ワ ー ク ・ノー ドで あ る通 信 プ ロ セ ヅサ の 機 能 が 大 き く 向 上 し た 。

図1-20に あ る よ うに そ も そ も3705は,SNAタ ー ミナ ル(ノ ン イ ン チ
o

リ ジ ェ ン ト,イ ン テ リ ジ ェ ン ト両 タ ー ミ ナ ル)を ホ ス トCPUに 結 び つ け る た

め,NCPに よ っ て伝 送 サ ブ シ ス テ ム制 御,フ ァ ンク シ ョ ン ・マ ネ ジ メ ン トを

行 な い ネ ッ ト ワ ー ク の 管 理 を す る も の で,そ の 機 能 の 向 上 は 今 後 の ネ ヅ トワ ー

ク 全 体 の 拡 張 に もつ な が る も の と み られ て い る。

超 小 型機 で 最 先 端 技 術 を応 用

SNAの 発 表 と ともに,次 期 シス テ ム の イ メー ジを色 濃 く持 った もの とみ ら

れ て い る のが シス テ ム/32,モ デ ル5100両 超小 型 シス テ ムで あ る。

75年 度 の コ ン ピ ュー タ業 界 は 汎 用 機,こ とに中型 機 の セ ー ル ス 伸 び悩 み が

あ った こ と もあ り,ミ ニ ・コ ン ピュー タな い しは マ イク ロ コ ン ピュー タで 話 題

が終 始 した感 が あ る。 そ してIBMの シス デ ム/32,モ デ ル510・0は この

よ うな超 小 型 機 ブー ムを あお った 中心 的 新 製 品 で あ った とい って も過 言 で は な

しへo

バ ー ジ ン ・ユ ー ザー の 開拓 と い う こ とで ,IBMが 突 然 底 辺 に む か って 天 下

って きた わ け だ が,地 味 な存 在 だ った 超 小 型 機 な い し高級 カ リキ ュ レ タ業 界 は

これ に よ って突 然 脚光 を浴 び る と と もに,激 しい競 争 の渦 に ま き こま れ る こ と

と な った。

す で に要 点 の み述 べ た が,シ ス テ ム/32の 特長 は,シ ス テ ム/3と ちが っ

て全 くEDPに 無 経 験 の ユー ザ ー に売 込 む べ く設 計 され た とい う点 に あ り,そ

の イー ジー ・ツー ・オ ペ レー シ ョ ンの一 定 て い どの実 現 は,従 来 の 超小 型 ビ ジ

ネ ス ・コ ン ピ ュー タの イ メー ジ を一 新 す る ほ どの 内容 を持 って い る。 事 実,1

-●
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BMの 発 表 の 後,内 外 で 多 くの メ ー カ ー がIBMの 設 計 思 想 を 追 っ た マ シ ン を

市 場 化 した の を み て もそ れ が わ か る。

手 軽 に 使 え る コ ン ピ ュー タ を 実 現 す る た め,シ ス テ ム/32は 自 習 コ ー ス を

も含 む ご く簡 単 な 教 育 訓 練 で,EDP専 門 家 で な い 普 通 の 事 務 員 で も操 作 で き,

設 置 後 す ぐに も仕 事 が は じ め られ る よ う設 計 さ れ て い る。IBMは こ の た め に ・

ユ ー ザ ー の 業 務 を 予 め 分 析 して つ く った ア プ リケ ー シ
ョ ン ・ソ フ トウ ェ アIAP

や シ ス テ ム ・コ ン ト ロー ル ・プ ロ グ ラ ムSCPを 提 供 。 加 え て オ ペ レー タ ・ガ

イ ダ ンス,キ ー パ ン チ レ ス と い う点 に 工 夫 を と ら して い る。.

こ れ ら総 合 機 能 が も た らす 効 果 が プ ロ グ ラ マ レ ス と表 現 さ れ た の で あ る
。 つ

ま り誰 で も使 え る本 格 的 コ ン ピ ュー タへ の 大 き な 前 進 が シス テ ム/32で み ら

れ た わ け だ。 シ ス テ ム/32の 画 期 的 な わ け は こ こ に あ り,米 国 の 業 界 で は 超

小 型 シ ス テ ム な が ら,こ の"プ ロ グ ラ マ レ ス"の 一 定 程 度 の 実 現 は ,明 らか に

FSコ ン セ プ トの 実 験 で あ る と み る む き が 多 い 。

シ ス テ ム/32の も うひ と つ の 特 徴 ,そ れ は 小 さ くで き て い る と い う こ とだ

った 。CPUが マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で,高 密 度MOS・FETテ ク ノ ロ ジ ー

の 採 用 で 全 体 が コ ン パ ク トに で き て い る。 こ の マ シ ンは 後 に 述 べ る よ うに5100

と と も にIBMで 唯 一 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テ ム で あ る の だ 。

さ て シス テ ム/32は 発 表 して1年 た ら ず で 次 々 と ソ フ ト ウ ェ ア,ハ ー ド ウ

ェ ア面 で の 改 良 が 加 え られ,カ ー ド1/0,デ ィ ス ク機 能 の 拡 張(最 大13 .7

MBま で)と 弱 点 を 徐 々 に 解 消 しつ つ あ る。

5100モ デ ル の 方 は,シ ス テ ム/32の さ らに 下 の レ ベ ル の マ シ ン で
,ミ

ニ コ ン ピ ュ ー タ と 従 来 の 高 級 カ リ キ ュ レ 一 夕 ー の 中 間 に位 置 す る とみ られ て い

る。 こ の 機 械 は 値 段 も安 く,TSSの 使 用 料 金 な み で レ ン タ ル が 可 能 と さ れ て

お り,BASICとAPLイ ン タ プ リタ ー に64Kバ イ トま で の 主 メ モ リ
,通

信 機 能 を備 え た パ ワ フ ル な シ ス テ ム で あ る。

5100モ デ ル の 注 目 点 は,ま ず 第 一 に こ れ だ け の 機 能 を コ ン パ ク トに 組 み

入 れ た とい う点 で,IBMは そ れ 故 に ポ ー タ ブ ル ・コ ン ピ ュ ー タ と宣 伝 し て い
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図1-21:シ ス テ ム/32の ハ ー ドウ ェア 機 器 構 成
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るが,そ の 小型 化 の象 徴 は48Kビ ッ ト/チ ップのROS(ReadOnly

Storage=ROM)で,こ の ひ とけ た上 ま わ った革 新 性 は 次期 シス テ ムにつ

なが る の では な いか とみ られ て い る。 さ らに そ の本 体 が シス テ ム/32と 同様

に マ イク ロ コ ン ピュー タで あ る とい うこ とは,か な り大 きな意 味 を持 って い る。

つ ま りIBMは この2つ の モ デ ル で 採用 した テ ク ノ ロ ジー を,将 来 シス テ ムに

お い て,タ ー ミナ ル は言 うま で も な く,本 体 機構 に ま で採 用 して ゆ く もの とみ

られ て い るか らで あ る。 こ の点 に つ い て米 国 の 著 名 な調 査 会 社 で あ るIDC

(InternationalDataCorp.)は 次 の よ うに言 う。

「長 期 的 にみ る と,IBMの 製 品 はお そ ら く2つ の プ ロ セ ッサーか ら成 り立

つ よ うに な るだ ろ う。 ひ とつ は5100な い し シス テ ム/32で 使 用 さ れ てい

る プ ロセ ッサー か ら進化 しつ つ あ る小 型 の"モ ー ター"で あ り,も うひ とつは

370/178と い うモ デ ル でそ の 片bん がみ られ る と予 想 さ れ る大型 の"エ

ン ジ ン"で あ る。 」
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シ ス テ ム/3で 汎 用 中 型 機 な み の 機 能 強 化

小 型 機 分 野 で は,シ ス テ ム/32の 上 位 モ デ ル で あ る シス テ ム/3フ ァ ミ リ

ー の 動 き が 活 発 で あ った
。

まず シ ス テ ム/3の 上 位 機 種 モ デ ル15の 大 幅 機 能 改 良 が 行 な わ れ た 。 す な わ

ち メモ リ容 量 を倍 に し,カ ー ドレ ス ・コ ン ピ ュー テ ィ ン グ を 志 向,か つOS/

VS1お よ びOS/VS2の も と で 稼 動 す る リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン ト リー ・

サ ポ ー ト機 能 を付 加 した の で あ る。 メ モ リ容 量 の 拡 大 と い う こ と で は,最 大 容

量 が こ れ ま で の128Kか ら256Kに な った 。 機 能 強 化 さ れ た の は,モ デ ル

15の う ち で もCモ デ ル と い わ れ る 部 分 で あ る 。Cモ デ ル は,こ れ ま で のA,

B両 モ デ ル の48～128Kと い う メ モ リ ・レ ン ジ を上 ま わ る も の とな った 。

デ ィス ク の 能 力 に つ い て は,Bモ デ ル は3340ウ ィ ンチ ェス タ ー ・タ イ プ ・

モ デ ル を 使 う が,Aモ デ ル で は 使 用 さ れ な い 。 新 しいCモ デ ル は3340の み

使 用 で,160K,192K,224K,256Kの4種 類 の サ イズ とな っ た。

シス テ ム/3-15の こ の 拡 張 で ま ず 注 目さ れ た こ と。 そ れ は メ モ リ ・レ ン

ジ だ け で み て も(CPUの グ レ ー ド ・ア ヅ プ で レ ス ポ ンス ・タ イ ム も 向上)シ

ス テ ム/3が 汎 用 機 の370/135モ デ ル の 下 位 構 成 に ち か い 能 力 を い っ き

図1-221BM小 型 機,汎 用 下 位 モ デ ル の メ モ リ ・レ ン ジ

1万 10万 100万 1,000万 バ イ ト

(シ ス テ ム/32)

16KPt32K

(シ ス テ ム/3-6)

8K←_____◆16K

(シ ス テ ム/3-10)
8K__________→64K

(シ ス テ ム/3-12)

32K・ 一 ー一 →64K

(シ ス テ ム/3-4)
・64K

(シ ス テ ム/3-15)48K-一 ・256K

(370/115)64K・ ・262K

(370/125)96K● 一一ーー一◆一一◆265K

(370/135)96K・ ・512K
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よ に持 つ に い た った と い う こ とだ 。 業 界 で は これ は115,125の グ レー ド

・ア ッ プ に つ な が る も の と判 断 し た が
,事 実 そ の 後 両 モ デ ル の 機 能 は 改 良 さ れ,

図1-22に み る よ う に メ モ リ ・レ ン ジ も拡 大 さ れ た 。 しか し シ ス テ ム/3-

15の 急 激 な拡 大 は,こ れ に と ど ま らず な お 汎 用 下 位 モ デ ル(135,145

を 含 め て)全 体 の 機 能 引 き上 げ に 結 び つ くだ ろ う と の 見 方 が 強 い 。

シ ス テ ム/3-15の 次 に き た の は,シ ス テ ム/3-12,シ ス テ ム/3-

4の 二 つ の 新 機 種 の 発 表 で あ る。

シス テ ム/3-12は,モ デ ル4と と も にMOSFETテ ク ノ ロ ジ ー を 使 用 し

て い る が,こ れ は 前 モ デ ル の8お よ び15の メ イ ン ・メ モ リで 採 用 さ れ た の と

同 じ で あ る 。 これ に よ って シ ス テ ム/3フ ァ ミ リー は 全 体 と し て 最 初 に 発 表 さ

れ た モ デ ル10お よ び モ デ ル6の 磁 気 コ ア ・メ モ リー か らMOSへ と 移 行 す る

こ と に な った 。

モ デ ル12は パ ンチ ・カー ドも使 用 で き る が,カ ー ド レス を ね らい と して い る 。

そ して モ デ ル15と 同 じ よ う に3340ウ ィ ン チ ェス タ ー 型 デ ィス ク を 着 装 す

る。 同 モ デ ル のCPU価 格 は モ デ ル10お よ び モ デ ル15の 旧 式 ドラ イ ブ装 備

の シ ス テ ム よb安 く.こ の よ うな こ とか ら モ デ ル12の 目 的 は,モ デ ル15の

初.期 ユ ー ザ ー の リプ レ ー ス に つ な が る と もみ られ て い る。

も うひ と つ の 新 発 表 機 種 で あ る モ デ ル4は(76年2月 発 表)64KB固 定

メ モ リー と い う変 則 で,他 の モ デ ル に 比 べ て 目的 が つ か み に くい 機 種 で あ る。

こ の 機 種 の 特 徴 は,フ ァ ー ス ト ・タ イ ム ・ユ ー ザ ー む け 会 話 型 の 構 内 オ ン ラ イ

ン ・シ ス テ ム と い う こ と,そ れ に カ ー ドレ ス ・シス テ ム と い う3点 に つ き よ う。

しか し こ の3つ の 宣 伝 ポ イ ン トは,実 際 に は い ず れ も さ した る新 規 な 特 徴 とい

え る も の で は な い。 な ぜ な ら フ ァ ー ス ト ・タ イ ム ・ユ ー ザ ー と い っ て も,モ デ

ル4は シス テ ム/32ほ ど オ ペ レ ー トが 容 易 で は な い。 カ ー ド レ ス とか 会 話 型

処 理 と い う キ ャ ッチ フ レ ー ズ に し て も 目新 しい も の で は な く,す で に カ ー ドレ

ス は シ ス テ ム/3-8k・ よ び12な ど で 打 出 さ れ た も の で あ り,会 話 型 も シス

テ ム/3-8で の 特 徴 で あ っ た 。 否 む し ろ シ ス テ ム/3-8に 比 べ て3277
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の 接 続 台 数 が12台 か ら5台 へ の 減 少 して さ え い る。

こ う し た こ とか ら,IBMの 宣 伝 と は 裏 腹 に,S/3-4の 本 当 の ね ら い は

モ デ ル8の バ ー ジ ョ ン ・ダ ウ ン を 出 して,シ ス テ ム/32の グ レ ー ド ・ア ッ プ

・モ デ ル へ の つ な ぎに す る の で は な い か と さ え 考 え られ て い る
。

と は い え,シ ス テ ム/3-4で カ ー ドレ ス と会 話 型 が 強 調 さ れ て い る の は 大

きな 意 味 が あ る。 そ れ は シ ス テ ム/32に 続 き,370/115,125そ れ

に3790/3760で み られ た 分 散 型 デ ー タ処 理 シ ス テ ム,キ ー パ ン チ ・リ

プ レ ー ス を シ ス テ ム/3で も 受 け 継 い だ と い う こ と で あ り,こ れ がIBMの 大

き な 方 針 に な りつ つ あ る こ と を 強 く印 象 づ け て い るか ら で あ る 。

●
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四つ の独立的部門から成 る新経 営組織

IBM経 営 組 織 の 分権 化 傾 向 は,75年 に入 って 増 々顕 著 とな り,こ の1年

半 ぐらい の間 に組 織 構 造 は 大 き く変 わ って しま った。1973年 よb以 前 の組

1織図 と,75年 の それ を比 べ てみ れ ば一 目瞭 然 で あ る。

74年 か らの 大 きな 発 表 といえ ぱ,ま ずDP(デ ー タ ・プ ロセ ッシ ング)F

E(フ ィー ル ド ・エ ン ジニ ア リン グ)両 事 業 部 門 な どと並 行 して,1月 にGSD

(ジ ェネ ラル ・シス テ ム ズ事 業 部)の 組織 改 編 が あ った 。 次 い で4月 に はwrc

を二 つ に割 る とい う大 規 模 な再編 成 が 行 な わ れ た。 そ して8月 にはGSDへ の

権 限 大幅 委 譲 が な され た。

75年 に入 って か らはSCD(シ ス テ ム ズ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン事 業 部)の

設 立 が あb,7月 に はOP(事 務 機器 部 門)とGSDの 分 権 化,統 合 化 が 行 な

われ た。 この よ うに移 動,新 設,統 合 を 徐 々 にす す め て きた結 果 は 図1-23

図1-231BMの 組織 一1975年7月1日 現 在 一

1⑪M本 社 機 構 IBM・WTC

(管 理.法 務)
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の よ うなか た ち とな った が,足 掛 け2年 にわ た るそ の 組 織 改 編 の 目的 は何 ん で

あ った のか 。

組 織改 編 の か た ちを 素 直 に み る限 りで は,新 しい製 品 群 を生 み 出す た め の,
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そ してそ れ を積 極 的 に販 売,サ ー ビス して ゆ くた め の新 体 制 づ く りとい うこ と

に な ろ う。 た とえば 小 型 機 担 当 のGSDと 事 務 機 器 のOPD両 部 門 は,世 界 市

場 にお け る製 品 計 画,経 営 の あ らゆ る面 で 責任 を負 うとい うか た ちで権 限 が 強

化 され る と とも に,両 部 門 の 統 合 化 が す す め られ た。 と くにGSD,OPDの

海 外 で の サー ビス,生 産 活 動 に つ い ては,イ ン ター ナ シ ョナル ・オ ペ レー シ ョ

ンズ事 業 部 門 を設 定 して 指 導 をす る こ とに な った 。

小 型 機,事 務 機 両部 門 の権 限 強 化 と統 合化 は,公 式 発 表 に も競 争 力 強化 の た

めの 新 組 織 づ く りと,2つ の事 業 部 の 商 品 を組 合 わ せ て新 しい イ メー ジの商 品

を開 発 す る ため で あ る と説 明 さ れ て い る。

実 際IBMの 場 合,組 織 改 編 は特 に製 品 計 画 との関 係 で み て ゆ かね ば な らな

し(。た とえ ば,GSDは,74年 に シス テム/3,360/20な ど ロー ク ラ

ス ・マ シ ンの販 売 組 織 と して模 様 変 え され,次 い で小型 機 市 場 戦 略 に全 面 的 意

志 決 定 権 が付 与 され る と と もに,超 小 型 機 シス テ ム/32の 発 表 を機 に分 権 化

が海 外 市 場 に ま で お よん だ の で あ った 。

この傾 向 はSCDの 新 設 に も うか が え る。SCDの 設 立 目的 は,通 信 シス テ

ムお よび ター ミナル市 場 で の新 製 品 開発 と競 争 力強 化 を ね ら った もの だが,こ

れ は結 局SNAの 推 進,拡 充 が 任 務 とみ て よい。 実 際IBMは75年 中 にSD

LCタ ー ミナ ル の イ ンテ リジ ェ ン.ト化,キ ー ・エ ン トリー市 場 へ の参 入 き らに

はSNA強 化 の プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ発 表 な ど,次 々 と分散 処 理 ネ ッ トワー

キ ング に む け て の手 を打 ちつ づ あ る。 しか もSNAは テレ プ ロセ ッシン グ の時

代 に む け て のIBMの フ ァー ス ト ・ス テ ヅプ にす ぎな い とされ て い るの だ。

FSと い う コー ド ・ネー ム こそ 使 わ ぬ もの の,SCDの 新設 は70年 代 後 半

か ら80年 代 にか け て の 製 品 計 画 を暗 示 して い る。 つ ま リコ ン ピュ一 夕 ・ネ ッ

トワー ク の本 格 化 に備 え て動 い て い るわ け で,SBSを 通 じての 衛 星 通信 事 業

参 入 へ の執 よ うな試 み は言 うま で もな く,GSDとOPDの 一 体 化 さえ もが そ

の 基 本 方 針 にの っと った もの で あ る とみ られ て い る。

と こ ろ で この 他74年 か ら75年 にか け て静 か に展 開 され た',こ の か つ て な
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いほ ど大 が か りで計 画 性 に富 む組 織 改 編 の 目的 につ い て は も うひ とつ の興 味 あ

る見方 も可 能 で あ る。'

IBMの こ こ2年 の組 織 変 化 を ひ と口 に い えば,世 界 的規 模 で,経 営 管理 と

開発生 産 そ れ に販 売活 動 が 機能 的 に は っ き り分離 した とい うこ とに な ろ う。 さ

らに結論 的 に言 え ば,こ れ まで に な い ほ ど組 織 が 分権 化 さ れ独 立 的 に な って い

る。 今 やIBMは ま るで 分離 運 営 の可 能 な 四 つ の組 織 か ら成 立 して い る の では

な いか と思 え るほ どだ。 こ う した こ とか ら,一 連 の 組織 改 編 作 業 にっ い ては 同

意審 決 に よる組織 分割 の準 備 では な い か と も推 測 さ れ て い る。

これ は荒 唐無 稽 な見 方 で は な く,74年4月 の株 主総 会 で の ケァ リー会 長 の

発言 「も し司 法 省 が 同 意 審 決 の提 案 を 行 な え ば 喜 ん で協 議 す る」 との発 言 にみ

られ る よ うに,同 意 審 決 の可 能性 は 充 分 に あ る。 つ ま りは,同 意 審 決 に よ る企

業 分割 を予 想 した 経 営 組 織 の編 成 も考 え られ る とい うこ とで あ る。

現 行 のIBM組 織 形 態 は,そ う考 え て も よいほ ど独 立 的 な任務 分担 傾 向 が は

っき り と出 て き て い る。 つ ま りDPプ ロダ ク ト ・グ ル ー プ とDPマ ー ケ テ ィン

グ ・グル ー プの2つ の組 織 の性 格,任 務 分 担 が まず 明確 に な って きた。 す なわ

ち,DPプ ロダ ク ト ・グル ー プの三 つ の事 業 部 門GPD,SCD.SPDは,

部 品 や 回路,メ イ ン フ レー ム,周 辺 機 器 の応 用 と生 産 管理 を世 界 的 に担 当 す る

か た ちに な って い る。 この グル ー プは研 究 開発 部 門 と と もに研 究 開発 を主 体 と

して い る。 一 方DPマ ー ケ テ ィ ン グ ・グル ー プは.従 来 よ り米 国 内市 場 活 動 が

中心 で あ った が,ASDD(ア ドバ ンス ド ・シス テ ムズ 開 発事 業 部)と い う応

用 開発 機 関 が 新 設 のSCDの 母 体 とな って 移 籍 され た こ とに より,さ らに は米

国政 府 機 関 む け マ ー ケ テ ィ ング担 当部 門 で あ るFSD(フ ェデ ラル ・シス テ ム

ズ事 業 部)が 新 た に加 わ った こ とに よ り,完 全 に米 国 内 マ ー ケ テ ィン グ担 当 グ

ル ー プ とい うか た ちに な った 。

ゼ ネ ラル ・シス テ ムズ ・グ ル ー プは,こ れ まで アザ ー ・グルー プ と呼 ば れ て

きた もの に小 型 機 と事 務機 器 部門 が加 わ った か っこ うに な った が,同 グ ル ー プ

の主 体 は,あ くま で も小型 シス テ ムのGSDとOPDに あ る。IRD(消 耗 品
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類生 産,販 売)SRA(学 校教 材 開発 部 門)は 従 で あ る。

WTCと そ の傘 下 の二 つ の海 外 市 場 担 当会 社 に つ いて は い うまで もない だ ろ

う。GSDが 海 外 の小 型 コ ン ピ ュー タ ・セー ル ス を取 り去 った後 は,中 ・大 型

汎 用 機 お よび 周 辺 機 器,ソ フ トウ ェア ・サ ポー トな ど海 外 市 場 を二 分 して担 当

す る こ とに な った。

以 上 を ま とめ て み る と,IBMの 組 織 は,世 界 的 規 模 で の基 礎 研 究,応 用 研

究 そ れ に生 産 管 理 に責 任 を持 つ グル ー プ と.米 国 内 で の 中 ・大 型 機 セ ール ス

お よび サ ポー トに責 任 を持 つ グル ー プ,そ れ に小型 コ ンピ ュー タ と事務 機 器 の

開発,生 産,販 売 を世 界 的 規 模 で独 立 的 に行 な うグ ル ー プ,中 ・大型 機 お よび

周 辺 機 器 を米 国 以外 の 海 外 諸 国 で販 売 す るグル ー プ とい うふ うに大 き く四つ の

組織 に 分 れ るの で あ る。

IBM企 業 組 織 の こ う した 特 徴 を直 ちに 同意 審 決 対 策 に結 びつ け て しま うの

は,も ち ろん 短絡 に 過 ぎ よ う。 グル ー プ別 の任務 分 担 は,す で に述 べ た よ うに

将来 シス テ ムの 開発 とか 管 理 の 効 率 化 を め ざ して の こ とで あ る のは ま ちが い な

い。 しか しな が ら この新 経 営 体 制 が,独 禁 法 係 争 に か らめ て の もの で な い と断

言 す る こ とは で きな い だ ろ う。

4
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独 禁法係 争 の焦 点はlBM/司 法 省 に

IBMを と りま く独 占禁 止 法 違 反 係争 は,Telex,MarshallIndus-

triesが 示 談 に同 意 した こ と に よ り大 きな進 展 を みせ た。

Telex/IBM係 争 は,1月24日 に デ ンバ ーの第10巡 回 高 等 裁 判 所 に

お いて 「IBMは 独 禁 法 に抵 触 す る」 との第 一 審 の判 決 を くつ が え し,一 転 し

てIBMに 有 利 な 逆 転 判 決 が な され た。 そ して10月 に入 ってTelexは 突然

最 高裁 へ の上 告 を取b下 げ和 解 して しま った。 そ の 直前 に はMarshallIn-

dustriesが 示 談 を発 表 し,IBMを め ぐる独 禁 法係 争 は 司 法省 の ケ ー ス に 焦

点 が移 った とい う感 じに な った。

Telex,Marshall両 社 と も長 期 的 な法 廷係 争 費 用 の 負 担 に耐 え られ な い

こ とを 理 由 に して い る が,業 界 では ま だTelexの 主 張 が受 け 入 れ られ て 勝 訴

す る チ ャンス は ある とみ て い だだ け に突 然 の,そ れ も最 高 裁 がTelex側 の 上

告 を受 け 入れ るか ど うか を 発 表 し よ う とい うそ の 矢先 の 離 脱 声 明 に驚 き の声 が

あ った。

しか しTelexに して み れ ば,最 高 裁 の決 定 が 有 利 に出 る とい う保 証 は な い。

事実 同社 の首 脳 陣 は,最 高 裁 が この訴 訟 で 出す とみ られ る有 利 な決 定 と不 利 な

場合 の両 方 の結 果 を慎 重 に検 討 した あ げ く 「結 局 は 示 談 が,そ れ も双 方 に金 銭

支払 義務 の な い示 談 が 最 も良 い方 法 だ ろ う とい う結 論 を出 した 」 の で ある。 そ

して この 示談 に よ って,長 期 化す る訴 訟 の負 担 か らのが れ ビジネ ス に専 念 で き

る として い るが,本 音 で あ ろ う。

IBM側 の発 表 に よれ ば,示 談 に しよ う と も ちか け て きた の はTelexの 方

で ある とし(うこ とだ が.事 実TelexはSEC(証 券取 引委 員 会)に 対 して,

IBMへ の1,850万 ドル(第10巡 回控 訴 裁 に よ りTelexに 課 せ られたIBM

へ の 賠償 額)の 支 払 能 力 が な い と述 べ て い る。

法 係争 関係 費 用 の 圧迫 とい う点 で はMarshallIndustriesも 同様 で,同

社 も これ を示 談 の理 由 と して 挙 げ て い る。MarshaUは1973年 に デ ィス ク・
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ドライ ブ事業 へ の妨 害 を 理 由 にIBMを 告 訴 したの で あ った が,同 社 の場 合 は

示 談 の条 件 と してIBMか ら80万 ドル の支 払 を引 き出 す こ とに な った。

一 方CalComp ,Transameri『anComputerな ど訴 訟 続 行組 は,示 談 発

表 につ いて何 ん ら影 響 を受 け な い とは してい る もの の,TelexがIBMと 最

高裁 で争 そ わ ぬ こ とに失 望 の色 を隠 して は い な い。 これ らの会 社 は,IBMと

示 談 につ い て話 し合 った こ とは まだ ない と して い る が,こ れ を 逆 にい え ぱ.I

BMに と って係 争 全 体 に 影 響 を お よぼ す よ うな示 談 の 相 手 は もはや 司法 省 しか

な い とい うこ とな の か も しれ な い。 これ につ い ては 先 に述 べ た とお り,株 主 総

会 で の ケ ア リー会 長 の発 言 に もあ る よ うに,IBMは 同 意 審 決 のた めの 交渉 の

意志 も あ る とい う こ とで あ り,74年 か ら75年 にか け て のIBMの 大 々的組

織 再 編 も この線 で考 え られ る わ け で あ る。

■
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3.主 要 本 体 メ ー カ ー,75年 の 足 跡

Burroughs

事 業 内 容

(1}75年 決 算 状 況

自動車 産 業 の メ ッカ,デ ト ロイ トに本 拠 を構 え るBurroughs社 の75年 決

算 は,ま わ りの 自動 車 産 業 が厳 しい リセ ッシ ョンに喘 い で い る の と対 照 的 に,

11%の 収 入 増 と25%の 利 益 増 を報 告,リ セ ッシ ョンの影 響 の 少 な さ を示 し

た。

75年 の 売上 け は17億210万 ドル,純 益 は1億6、440万 ドル(1株 当

り4.14ド ル)で,前 年 実 績 に比 べ 増 収 増益 の好 決 算 とな って い る。 レ ンタル

移推の益純●げ上売㎞㎎m肛B42

州俗1鞄(

げ上売

益純

1図

17

16

15

14

13

12

11

10

売

上

げ

9

8

7

6

一

ー

一

売 上 げ

一

一

一

(単 位

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

ー

ー

ー

一

一

ー

一

一

暢

純 益

'マ0 '71'72'73

-68一

'74'75

:千 万 ドル)

17

16

15 純

14

13益

12

11

10

9

8

7

干

`



●

・
▼

表1-8 Burroughsの 決 算 状 況

(単 位 ドル)

1975 1974

売 上 げ

純 益

1株 当 り純 益

1,702,100,000

164,400,000

4.14

1,532,000,000

132.000・000

3.38

↑

■

toよ び サ ー ビス に よ る 収 入 は,前 年 図1-25BurrOughs

l株 当 り純 益 の 推 移に比 べ19%の 伸 び を 示 した が
,機

〔単fφ:ド ル}

器 の売 切 りに よる収 入 は6%の 伸 び 、

3,5

に と ど ま った 。 第4・ 四 半 期 は,景
3

気 が わず か な が ら上 向 い て きた こ と ・・
2

も あ り,5億5.230万 ド ル の 売 上 15

げ と6,910万 ド ル(1株 当 り1.731

0.5

ドル)の 純益 を報告,74年 同期 の
'70'71'7273'74'75

4億8,410万 ドル,5,330万 ド

ル(1株 当 り1.37ド ル)に 比 べ,そ れ ぞ れ14%,30%の 増 加 と な って い

るo

414

:3ぷ
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301

1
191
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74年 の第4・ 四 半 期k・ よび年 間 の純益 は,海 外 事 業vatoけ る一 部 会 計 方式

の変 更 に よ り,共 に修 正 減 額 され て い る。74年 の修 正 前 と修正後 の純 益 は そ

れ ぞれ,1億4,290万 ドル(1株 当 り3.66ド ル).1億3,200万 ドル

(1株 当 り3.38ド ル)で あ る。

総 受 注高 は74年 を8%上 回 ったが,こ れ は第4・ 四半 期 に前 年 同期 比25

%増 とい う記 録 的 伸 び を示 した こ とに よる もの で,1～9月 期 の伸 び悩 み を一

挙 に取 りも ど した。 第4・ 四半 期 の受 注 は,同 社 の全 製 品 にお い て好 調 で あ っ

た が,特 に ビ ジネ ス ・ミニ ・コ ン ピュー タを含 む小 型 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム,

大型 ・超 大 型 コ ン ピュー タ ・シス テ ムの受 注 が順 調 で あ った。 なto第4・ 四 半
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期 の受 注 に は高 千 穂 バ ロー ス に よ る

もの も含 ま れ て い る。 ま た,75年

末 にお け る全 世 界受 注 残 高 は13億

1,100万 ドル を記 録 した 。

(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

1975年9月 末 現 在,全 世 界 に

設 置 さ れ て い るBurroughs製 の 汎

用 コ ン ピ ュ ー タ は5,641台,う ち

3,531台 は 米 国 内 で 用 い られ て い

る。 設 置 金 額 は74年 末 現 在 で27

億6,200万 ドル に 達 し て い る(全

世 界),。 こ の う ち米 国 内 の 設 置 ペ ー

ス は17億3,4'00万 ドル で あ る 。

図1-26:Burroughsの

EDP収 入 推 移
(100万 ドル}

1200

lPOO

500

100

19701971197219731974

同時 点 で の設 置 台数 は全 世 界 で5,129台,う ち米 国 内 は3,257台 で あ る。

(い ずれ もIDCの 調査 に よる)

BurroughsのL－ ザ ー ・ペ ー スは,自 社 レ ン タルfoよ び リー ス が大 半 を 占

め,買 取 リユー ザ ー の 比 率 は 全 メー カー平 均 をか な り下 回 って い る。 ま た規 模

別 に設 置 ベ ー ス を み る と.370/125～135ク ラス の 中型 機 が最 も多 く,

145ク ラス の 中 大型,115ク ラス の小 中 型 の 設 置 ベ ー ス が これ に次 い で い

る。 さ らに産 業 別設 置 ベ ー ス を み る と,金 融 ・保 険 市場,特 に銀 行 市 場 に大 き

な基 盤 を有 して い る。 銀 行 市 場 はBurroughsの 米 国 内 設 置 ベ ー ス の 約23%

を 占め てお り,全 銀 行 市 場 に 占 め るBurroughsの シ ェア も18%と 大 きい。

また,サ ー ビス ・ビ ュー ロー(18%),連 邦 ・地 方 ・州 政 府(17.8%)も

同社 の設 置 ベ ース で大 きな比 率 を 占め て い る。 この一 方 で鉱 工 業 分 野 の設 置 ベ

ース が メー カー 平 均 を大 き く下 回 って い るの が特 徴 的 で あ る(い ず れ も米 国 市

場)。
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Burroughsの コ ン ピ ュー タは,

独 特 の設 計 思 想 を持 って い る こ とで

知 られ て お り,最 新 技 術 を どん どん

取 り入 れ てゆ くこ とで同社 は業 界 の

技 術 的 リー ダー と して も評 価 さ れ て

い る。 また ソフ トウ ェアの信 頼 性,

使 い 易 さに つ いて も 三ー ザ ー か ら高

い評 価 を受 け て い る。Burroughs

は小 型 か ら超 大型 ま で幅広 い レ ン ジ

の製 品 を有 し,顧 客 の い ろ い ろ な ニ

ー ズ に対 応 で き る体 制 を整 え て い る。

さ らに最 底 辺 に会 計 機 ユー ザ ー とい

図1-27:取 得 方 法 に よ るBurrou-

ghsの 米 国 内 設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

取

(27.6%} お よび レ ノ タ ル

(59.7%)

囲 破 線 は全 メー カー 平 均

図1-2 .8規 模 別 に み たBurroughs図1-29

の 米 国 内 設 置 ペ ー ス

(74年 末,金 額 比)

40

30

20

10

小 ‡

型 型

口 金 メーカー平均

Z2B・lr…ghs

中 実 大 票

型 型 型 型

Burroughsの 産 業 別 設 置

ペ ー ス(1974年 末 米 国

市 場 金 額 比)

ミ雲:繁

う大 きな顧 客 層 を か か え て い る こ と

も同 社 の強み とな って い る。
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ニ ュ ー ・ラ イ ン"800フ ァ ミ リー"

Burroughsの75年 の 動 き の 中 で 最 も注 目 さ れ る の は,年 末 に な って 発 表

さ れ た"800"フ ァ ミ リー で あ ろ う。 これ は 「新 世 代 」 の コ ンピ ュ ー タ と言

い 切 る こ と は で き な い が,今 後 一 般 化 す る で あ ろ う技 術 を 先 ど り し,ス ル ー プ

ッ トも従 来 の"700"フ ァ ミ リー に 比 べ1.5～4倍 と な って い る な ど,単 な

る 強 化 モ デ ル の 域 を は る か に 抜 け 出 て い る。12月 に 発 表 さ れ た 中 型3シ リー

ズ7モ デ ル の う ち一 部 は.陳 腐 化 しつ つ あ る 一 部 の"700"フ ァ ミ リー の リ

プ レ ー ス を 狙 った も の で あ る が,"800"フ ァ ミ リー は 今 後 上 下 両 方 向 へ の

拡 張 が 予 定 さ れ て い る こ と か ら,い ず れ は フル ・ラ イ ンか ら な る 同 社 の 主 力 機

種 に な る も の と思 わ れ る。

80・0フ ァ ミ リー の 主 な特 徴 と して は,ECL(エ ミ ッ タ 論 理 回 路)に 似 た

低 電 圧 低 電 流 回 路BCML(BurroughsCurrentModeLogic)の 採 用,

1/O機 能 をCPUと は 独 立 的 に 行 な うチ ャネ ル 毎 の デ ー タ ・ リ ン ク ・プ ロ セ

ッサ の 採 用.超 高 速 固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ ス ク の 接 続.700フ ァ ミ リー と の オ ブ

ジ ェ ク ト ・コ ー ド ・コ ン パ テ ィ ビ、リテ ィ な どが あげ られ る。 ま た,マ ル チ プ ロ

グ ラ ミン グ 用 に 設 計 さ れ て お り.オ ン ラ イ ン の トラ ンザ ク シ ョ ン ・ ター ミ ナ ル

・ネ ッ トワ ー ク や 統 合 デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・ネ ッ トワ ー ク な ど 分 散

処 理 ネ ッ トワ ー ク で の ホ ス トな い しは リモ ー ト ・プ ・ セ ッサ に 向 い て い る と い

う。

B4800の プ ロ セ ッ サ ・サ イ ク ル ・タ イ ム は125ナ ノ 秒 で,主 メ モ リー

に は1K≠ ッ プ の バ イ ポ ー ラが 用 い られ て い る 。 記 憶 容 量 は20万 バ イ トか ら,

10万 バ イ トを 増 殖 単 位 と し て,100万 バ イ トま で拡 張 で き る 。 メ モ リ ・サ

イ ク ル ・タ イ ム は250ナ ノ 秒/2バ イ ト。1/0サ ブ シ ス テ ム は1ま た は2

で.そ れ ぞ れ が16～64の チ ャ ネ ル を有 して い る。 各 チ ャ ネ ル に はCPUと

独 立 して 働 くデ ー タ ・ リン ク ・プ ロ セ ッサ が つ い てk・ り,こ れ が1/Oコ マ ン

ドの 処 理 を 行 な う。B4800のCPUは,74年9月 に 発 表 さ れ たB4790

のCPUと 同 じ も の で あ る 。2つ の モ デ ル の 違 い は メ モ リー ・レ ン ジ,1/O

－72一
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表1-9800フ ァ ミ リー の 概 要

B2800 B3800 B4800

2830 3830 3831 3832 4840 4841 4842

CPU数 1 1 1 2 1 1 2

1/0サ ブ シス テ ム数 1 1 1 2 1 1 2

フ ァ イ ル 保 護 メ モ リ オプション 無 有 有 無 有 有

主 メモ リ容 量(KB) 100～500 100～500
200～

1,000
200～1DOO

200～

2ρ00

CPUサ イクル ・タイム(ナ ノ 秒) 333 250 125

1/Oチ ャネ ル数 8～16 16～40 16～64

1/0伝 送率(MB/秒) 1,5/3.0 4.O
l

8.0

月 間 レ ン タ ル 料

(1年 契 約,ド ル)

12000～

18500
14ρ00～26500 19500～85500

買 取 価 格(1.000ド ル) 485-]750 605～1ユ35 850～3725

の 処 理 方 法 の 違 い とそ れ に よ る1/O能 力 の 差 で あ る 。 こ の こ とか らす れ ばt

800フ ァ ミ リー の 最 大 の 特 徴 は デ ー タ ・ リ ン ク;プ ロ セ ッサ で あ る と い う こ

とが で き よ う。 な お4790は,出 荷 開 始 予 定 が 当 初 発 表 よ り若 干 遅 れ て76

年 第1・ 四 半 期 中 と さ れ て い る。

B4800は,4790を 除 くB4700シ リ ー ズ に 比 べ プ ロ セ ッサ 速 度,

メ モ リ速 度 共 に2倍 に な っ て い る が,B3800も 従 来 のB3700に 比 べ プ

ロ セ ッサ 速 度 お よび メ モ リ速 度 が か な り高 速 化 さ れ て い る 。B3800の 主 メ

モ リに は1Kチ ッ プ のMOSが 用 い られ て お り,容 量 は10万 バ イ トか ら5万

バ イ トを単 位 に50万 バ イ トま で 拡 張 で き る。 メ モ リ ・サ イ ク ル ・タ イ ム は

500ナ ノ 秒/2バ イ ト。B2800の 主 メ モ リに もMOSが 用 い られ て い る

が,サ イ ク ル ・タ イ ム は650ナ ノ 秒/2バ イ トに な って い る。 ま た 容 量 は10

万 バ イ トか ら50万 バ イ トま で で あ る。

新 し い800フ ァ ミ リー の 価 格 は,700に 比 べ2800が20～25%,
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3800が10～20%,4800が20～25%そ れ ぞ れ 高 く な っ て い る が,

Burroughsの 説 明 に よ れ ば,パ フ ォー マ ンス は そ れ ぞ れ1.5～2倍,1.5～

2倍,2～4倍 に な って い る と い う。 こ れ らの800シ リ ー ズ は す で に 生 産 体

制 に 入 って おb,76年 第1・ 四 半 期 中 に は 出 荷 が 開 始 さ れ る 。 た だ し50万

バ イ ト以 上 の4800は 第2・ 四 半 期 後 半 か 第3・ 四 半 期 の 出 荷 開 始 と な る 。

ま たDMS‖(デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム2)お よ び74ANSICOBOL

の リ リー ス は77年 第1・ 四 半 期 に 予 定 さ れ て い る。

な お これ ら中 型800フ ァ ミ リー の 市 場 で の 競 合 機 は,IBMの シ ス テ ム

370/125～145,お よ び158の 小 規 模 構 成 モ デ ル,Honeywellの

66/10,20teよ び64/40,Univacの90/30の 大 規 模 構 成 モ デ

ル お よび90/60.70～1100シ リ ー ズ の 下 位 機 種 な ど で あ る 。

.
W
.

W

800フ ァ ミ リー と と も に75年 のBurroughsの 動 き で 注 目 さ れ る も の に

BDLCが あ る。6.月17日 に 米 国 で 発 表 さ れ たBDLC(BurroughsDa-

taLinkControl)は ハ イ レ ベ ル 通 信 プ ロ トコ ル の 一 種 で あ り',デ ー タ通

信 ネ ッ ト ワー ク に お け る コ ン ピ ュ ー タ,コ ン ト ロー ラ,タ ー ミナ ル 間 の 同 期 伝

送 を改 良 す る 目的 で 設 計 さ れ た も の で あ る。BDLCは,ビ ッ ト ・ス ト リー ム

の 高 速 伝 送 を 目的 と し た も の で,ISO(国 際 標 準 化 機 構)のHDLC(ハ イ

レベ ル ・デ ー タ ・ リ ン ク ・コ ン ト ・ 一 ル)標 準 草 案 に 準 拠 し,標 準 の 決 定 後 必

要 な らば 変 更 を 加 え られ る よ う な 柔 軟 性 と適 応 性 を持 って い る。

最 大 の 特 徴 は,短 い 回 線 タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 と少 な い 制 御 オ ー バ ー ヘ ッ ド

で,よ り信 頼 性 の 高 い 全 二 重 通 信 が 可 能 と い う こ とで あ る 。Burroughsは,

現 行 の 標 準 ベ ー シ ック ・モ ー ド ・デ ー タ通 信 制 御 方 式 を 補 強 し たBDLCを 追

加 した こ と に よ り,デ ー タ通 信 ユ ー ザ ー に 対 して す す め て い る 階 層 的 ア プ ロ ー

チ 提 供 計 画 を さ ら に 充 実 して ゆ く こ とが で き る よ うに な った 。 そ し て これ に 伴

いBDLCコ ン パ テ ィ ブ ル な 各 種 タ ー ミナ ル や 通 信 機 器 が 開 発 さ れ て ゆ く も の

とみ ら れ る。
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75年 の 動 き

Burroughsの75年 の 主 な 動 き は 次 の 通 りで あ る 。

2月:B720シ リー ズ と して721,723を,B700の エ ン ト リー ・

レベ ル ・モ デ ル と して702,704,709.713を 発 表 。

これ らはIBMの シ ス テ ム/32～ シ ス テ ム/3へ の 対 抗 を 狙 った も の

で,価 格 レ ン ジ は860ド ル ～3,21.4ド ル/月(1年 レ ン タ ル の 場 合)

3月:TC750イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・バ ン キ ン グ ・タ ー ミ ナ ル 発 表

同 月:'OEMベ ー ス でCalCompに デ ィス ク を発 注

4月:電 子 式 リー ダ/ソ ー タB9137発 表

6月:ビ ジ ネ ス 用 ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タL9000シ'リ ー ズ 発 表

L9300,9400.9500の3モ デ ル か ら成 り,買 取 りで16,900

～26 ,900ド ル とIBMの シ ス テ ム/32と 部 分 的 に 競 合 す る も の で

あ る。

同 月:B6738発 表

これ はB6700の 最 下 位 構 成 の 性 能 を,ス ル ー プt+・ ト能 力 で70%程

度 に ま で 落 した もの で,経 済 性 を よ り重 視 した も の 。

同 月:BDLC発 表

7月:B776ネ ヅ ト ワー ク ・プ ロ セ ヅサ 発 表

同 月:TC5100イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル 発 表

同 月:ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム ・メ ー カ ーRedactron社 買 収 で 同

社 と基 本 的 合 意 に 到 達

10月15日 に 最 終 的 合 意 に 達 し,調 印 した 。

9月:AE501オ ー デ ィ ヅ ト ・エ ン ト リー ・デ ー タ ・プ リパ レ ー シ ョン ・

シ ス テ ム発 表

10月:高 千 穂 バ ・一 ス の持 株 を95%と す る こ と を 申請

11月:値 上 げ を 発 表

・・一 ド ウ ェ ァ は2 .5～4%,メ ン テ ナ ン ス 料 金 は 平 均9%を 引 上 げ る と
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発 表,実 施 は1月1日 か ら。

12月:"800"フ ァ ミ リー と して 中 型3シ リー ズ7機 種 お よ び 関 連 各 種 周

辺 装 置 を 発 表

主 な 周 辺 装 置 は,超 高 速 固 定 ヘ ッ ド ・デ ィ ス ク,最 大10億4,000万

バ イ トお よび28億 バ イ トの デ ィス ク ・パ ッ ク ・ シス テ ム,1 ,500行

/分 の ト レ イ ン ・プ リ ン タ な ど。

同 月:B3721を 発 表

これ は800フ ァ ミ リー と 同 時 に 発 表 さ れ た も の で,B2771の 上 位

機 種 と な る が,800と の 関 連 か ら して 発 表 の 真 意 は 明 確 で は な い。

】
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事 業 内 容

(1)75年 決 算 状 況

1年 前,CDCは74年 決 算 と して370万 ドル(1株 当 り13セ ン ト)と

わ ず か と は い え 利 益 を 計 上 した が,75年 決 算 発 表 時 に はR&Dコ ス トに 関 す

る会 計 方 式 の 変 更 に よ り,120万 ド ル(1株 当 り18セ ン ト)の 赤 字 決 算 に

修 正 さ れ た 。 しか し75年 決 算 で は 再 び4,150万 ドル(1株 当 り2.44ド ノレ)

の 利 益 を計 上 す る ま で 回 復 し て い る。

7・4年 の コ ン ピ ュ ー タ 事 業 は,ス イ ス ・ユ ニ オ ン銀 行 の シ ス テ ム 開 発 プ ロ ジ

ェク トの 中 止 な どに 伴 う損 金 に よ り,3,560万 ド ル の赤 字 とな った が,75

年 は 再 度 黒 字 に 転 換,1,310万 ドル の 利 益 を 生 み 出 した 。75年 の コ ン ピ ュ

ー タ事 業 に よ る収 入 は
,前 年 よ り13.2%ふ え そ12億5,000万 ドル に 達 し

た。 レ ン タ ルtoよ び サ ー ビス に よ る収 入 は15.9%増 の6億3,130万 ド ル と

な った が,こ れ は 主 に デ ー タ ・サ ー ビス 収 入 お よ び 周 辺 機 器 の リー ス 収 入 の 増

加 に よ る もの で あ る。 レ ン タ ル ・シ ス テ ム の 買 取 りへ の変 更 が ふ え た こ と な ど

に よ り,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の 売 切 り収 入 も9.6%の 伸 び を 示 し.5億

8,690万 ドル に 達 した 。

金 融 サ ー ビス の 子 会 社 で あ るCCC(CommercialCreditCo.)は,保

険 事 業 が 「か つ て な い ほ ど の 業 績 悪 化 」 に 陥 り830万 ドル の 赤 字 を 計 上 し た

た め,金 融 事 業 に よ る利 益 増 を 食 い 荒 し.全 体 と し て17.4%減 の2,840万

ドル の 利 益 に と ど ま った 。 ま た,CCCの 純 資 産 は,有 価 証 券 の 市 場 価 格 評 価

の低 下 に よ り,7.970万 ド ル 減 って5億690万 ドル と な った。

な お75年 第4・ 四 半 期 に お い て コ ン ピ ュ ー タ 事 業 は550万 ド ル の 利 益 を

生 み 出 して い る が,こ の う ち370万 ド ル は,2工 場 の売 却 に よ る収 益 金 で あ る。

表1-10はCDCの 最 新 決 算 状 況,そ して 図1-30(1)～31は.最 近6

年 間 の 財 務 状 況 で あ る。
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図1-30(1}CDCの 純 益 推 移
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表1-10:CDCの 決 算 状 況

(各12月 末 日決 算)
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図1-30(2):

CDC1株 当 り純 益 の 推 移
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図1-31:

CDCのEDP収 入推 移
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(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

IDCの 調 査 に よ れ ば.1975年9月 末 現 在 全 世 界 で 稼 動 して い るCDC

の コ ン ピ ュ ー タ は976台,う ち531台 が 米 国 内 で あ る。 設 置 台 数 は 少 な い
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が.そ の ほ とん どは 大 型 お よび 超 大型 機 で あ るた め,設 置 金 額 は74年 末 で19

億200万 ドル と,設 置 台数 ではは るか に 多 いNCRを 金 額 ベ ー ス で5億 ドル

近 く上 回 って い る。 米 国 内 の設 置ベ

ー ス は ,こ の うち10億9、300万

ドル を 占 め て い る。 同時 点 での設 置

台 数 は.米 国 内529台,米 国 外

432台 の計961台 で あ る。

図1-32取 得 方法 に よ るCDC

の米 国 内設 置 ペー ス

(74年 末,金 額 比)

囲 破 線 は 全 メー カー 平均

図1-32～34は,74年 末 に

お け るCDCの 米 国 内設 置 ベ ース を,

取得 方法,CPU規 模 別,産 業 別 に

み た もの で あ る。 図か ら明 らか な よ

うに,CDCは 超 大 型 機 分野 に強 く,

しか も買取 リユ ー ザ ーが 多 い。57

年 にSperryRandを 辞 して ウ ィ リ

40
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図1-33規 模 別 にみ たCDCの

米 国 内設 置 ベー ス

(74年 末,金 額 比)
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図1-34CDCの 産業別設置 ベース

(1974年 末 米 国市 場

金 額 比)

霊亀弓三

金融 ・保険

一79一



ア ム ・C・ ノ リスが設 立 したCDCが,設 立 後急 成 長 を とげ た一 因 が,こ の 売

切 りの大 きい こ とに あ った。

産業 別設 置 状況 をみ る と,連 邦 政 府,サ ー ビス ・ビュ ー ロー,教 育 の3分 野

が 特 に多 く,こ れ らだ け でCDCの 設置 ベ ース の6割 以 上 に達 して い る。 産 業

別 市 場vatoけ るCDCの シ ェア も これ らの3分 野 で多 い。 な お サー ビス ・ビ ュ

ー ローに お け る設 置 に はCybernetサ ー ビス に おけ る コ ン ピ ュー タが 含 ま れ て

い る。 市場 別 シ ェアで は この サー ビス ・ビ ュニ ・一 を上 回 るの が輸 送 用機 器 製

造 分野 で,CDCは 同 市場 で6%の シ ェアを有 して い る。 ちな み に 教 育 市 場 に

お け る シ ェアは8.3%,連 邦 政 府 は10.7%と な って い る。

つ

,

/吉垣■P
∀

サ ー ビ ス,周 辺 機 器 事 業 へ の 傾 斜 ・

超 大 型 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー と して 発 足 し たCDCで あ る が,こ こ数 年 は

ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー お よ び 周 辺 機 器 メー カ ー と して の 色 彩 を 強

め て い る。74年 春 に 大 型 の 新 シ リー ズCyber170シ リ ー ズ を 発 表 し,さ ら

に こ れ をStarの フ ロ ン ト ・エ ン ド と す る 超 大 型 コ ン ピ ュ ー タCyber-Star

の 開 発 を 進 め る な ど.本 来 の 分 野 に も 力 を 入 れ て い る が,実 際 問 題 と して,サ

ー ビス と 周 辺 機 器 事 業 の 方 が 好 調 で あ る 。

CDCに よ れ ば,Cyber170シ リ ー ズ は75年 に28シ ス テ ム が 出 荷 さ れ,

性 能 の 高 さ が 評 価 さ れ て い る と い う が.業 界 観 測 筋 の 見 方 で は.こ れ を 含 め75

年 中 に 出 荷 さ れ た シ ス テ ム 総 数 は50台 前 後 と い わ れ て お り.『 本 業 』で の 不

振 は 明 らか で あ る。 こ の 一 方,SBC(ServiceBureauCorp.)を 傘 下 に

お さ め た デ ー タ ・サ ー ビス 事 業 は 好 調 で.今 後 も年 間12～20%の 成 長 が 見

込 ま れ て い る。 デ ー タ ・サ ー ビス 事 業 は,収 入 だ け で な く利 益 性 も 高 い こ と が

注 目 さ れ る。 す で に 軌 道 に 乗 った こ の 事 業 は,ハ ー ド ウ ェ ア 事 業 と 比 べ 低 い 投

資 リス ク で 高 い収 益 性 を も た ら し て お り.CDCも サ ー ビス ・エ リ ア の 拡 大,

サ ー ビス 内 容 の 充 実 な ど 力 を 入 れ て い る。 ロ バ ー ト ・W・ ダ ン カ ン 開 発 担 当 副

社 長 は か つ て 次 の よ う に語 って い る 。 「わ れ わ れ は,そ れ が 現 在IBMが い な

■▼

」
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い コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 主 要 市 場 で あ る と い う理 由 か ら ,サ ー ビ ス ・ ビ ジ ネ ス に

力 を 入 れ て い る。IBMが 再 度 参 入 し て く る こ と に 対 して は い さ さ か 神 経 を と

が ら し て い る が,実 際 今 はIBMは そ こ に い な い 。 」CDCは 今 や 世 界 最 大 の

サ ー ビス ・サ プ ラ イ ヤ ー の 一 つ に な っ て い る。

周 辺 機 器 事 業 で もCDCは 今 や 業 界 の最 上 位 に ラ ン ク さ れ て い る。'IBMの

プ ラ グ ・ コ ン パ テ ィ ブ ル 製 品 メー カー と して は も ち ろ ん,OEMメ ー カ ー と し

て も世 界 最 大 級 の 企 業 で あ る。75年 は 景 気 後 退 に よ りOEM事 業 は 不 振 で あ

った が,今 後 は 回 復,上 昇 が 予 想 さ れ て い る。 去 る72年5月 にCDCはNC

Rと 折 半 出 資 でCPI(ComputerPeripherals,Inc.)を 設 立,プ リ ン

タ,磁 気 テ ー プ お よび カ ー ド機 器 の 開 発 ・製 造 を 行 な って い る が(CPIに は

75年9月 に英ICLが 正 式 参 加 して い る)・75年4 .月に はHoneywgllと

合 弁 でMPI(MagneticPeripheralsInc.)を 設 立,磁 気 記 憶 装 置teよ

び 同 関 連 機 器 の 開 発 ・製 造 事 業 を 開 始 し た。

MPIの 出 資 比 率 はCDC70%,Honeywell30%で,資 産 は7,500

万 ドル,従 業 員 は 約5,000名 。 社 長 に はControlDataPeripheral

ProductsCo.(CDCの 周 辺 機 器 担 当 の 事 業 部 門)の トー マ ス ・G・ カ ン

図1-35CDCのOEM事 業 部 門構 成 図
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プ社 長 が 就 任 した 。 新 会 社 に は,CDCの ミ ネ ア ポ リス,レ ッ ド ウ ッ ド ・フ ォ

ー ル ズ(ミ ネ ソ タ 州)
,ラ ピ ッ ド ・シ テ ィ(サ ウ ス ・ダ コ タ 州),ホ ー ソ ン

(カ リ フ ォル ニ ア 州),そ し て リス ボ ン(ポ ル ト ガル)の,ま たHoneywell

か ら は オ ク ラ ホ マ シ テ ィ の 各 デ ィ ス ク 専 門 工 場 が 移 管 さ れ,こ れ ら の 工 場 で 開

発 ・製 造 さ れ た 製 品 は 両 親 会 社 の 他,NCRな ど へOEM出 荷 さ れ る。

CDCの 周 辺 機 器 事 業 で こ の 他 特 に 注 目 さ れ る の は,ウ ィ ン チ ェス タ ー 型 デ

ィス ク の 発 表 や38500大 容 量 記 憶 装 置 の 発 表 な ど で あ る 。(詳 し くは 別 項

参 照 。)

、

いb

75年 の 動 き

CDCの75年 に お け る主 な 動 き は 次 の 通 りで あ る。

2月:Plessey(英),ICL(英),Nixdorf(西 独)と 合 弁 でStack

社 を フ ラ ン ク フ ル トに 設 立(ICLの 項 参 照)

3月:東 独 か らES-1040を 購 入

同 機 はRIADの 一 翼 を な す 中 型 機 で,IBM360/40と 同 程 度 の

性 能 を有 し て い る 。CDCは.性 能 お よ びCDCの 周 辺 機 器 と の 互 換 性

を 調 査 す る た め 同 機 を 輸 入 した も の で,米 国 が 東 欧 圏 か ら コ ン ピ ュー タ

を 輸 入 した の は こ れ が 初 め て で あ る 。 シス テ ム価 格 は 約30万 ド ル と い

わ れ て い る 。CDCは11月 に な っ て このES-1040を ワ シ ン ト ン

で 展 示,そ の 性 能 と安 定 性 を 高 く評 価 した 。

同 月:ス イ ス ・ユ ニ オ ン 銀 行,ControiDataAGに 対 し,2,910万 ド

ル の 損 害 賠 償 訴 訟

4月:AmericanExpress,CDCとTiketronに 対 し3,000万 ドル

の 損 害 賠 償 訴 訟

同 月:Honeywellと 合 弁 でMPIを 設 立

5月:過 去10ヵ 月 間 に3,800名 の レ イ ・オ フ を 実 施 し た と発 表

同 月:3170,3300,3500に 周 辺 機 器 コ ン ト ロ ー ラ の 追 加 を 発 表

」▼

、
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同 月:NCC(5月19～22日)で38500大 容 量 記 憶 装 置,9770

-B2ウ ィ ン チ
ェス タ ー 型 デ ィ ス ク ・ ド ラ イ ブ,9778シ リ ー ズ ・デ

ー タ ・モ ジ
ュー ル な ど一 連 の 新 製 品 を発 表

同 月:IBM3270型 タ ー ミナ ル 市 場 進 出 を 断 念

7月:ナ イ ジ ェ リア にControlDataNigeriaを 設 立

同 月:Cyber76シ リ ー ズ を 強 化

主 な 内 容 は ① 基 本 記 憶 容 量 の 倍 増.② 最 大 記 憶 容量 の50%拡 張,③ バ

イ ポ ー ラ ・メ モ リの 採 用,④ 他 のCDCマ シ ン と の 互 換 性 の 改 善.な ど

で あ る。

同 月:ブ リ ュ ッ セ ル に 大 規 模 な コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター の 建 設 開 始 。

新 セ ン タ ー に はCyber70モ デ ル73が2台 とIBM370/158が

2台 導 入 さ れ る 予 定 で.76年3月 の 開 設 を 予 定 して い る。

同 月:CDCとTicketron,AmericanExpressを3,100万 ド ル の 損

害 賠 償 で 反 訴

8月:シ ス テ ム17ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 強 化

9月:組 織 再 編

分 散 デ ー タ 処 理 お よび 小 型 機 担 当 の部 門DataI)rocessing&Ter-

minalSystemsGroupを 新 設 し,こ れ ら分 野 で の 積 極 的 な 姿 勢 を み

せ た 。

10月:役 員 人 事 移 動

ControlDataMarketingCo.の 社 長 だ っ た ポ ー ル ・G・ ミ ラ ー 氏

が74年10月 以 来 空 席 だ っ たCCCの 社 長 の 座 に.そ し て 同 氏 の 後 釜

と して は バ ー ノ ン ・E・ シ ー リ ン グ副 社 長 が 就 任 した 。 この 他,小 型 コ

ン ピ ュ ー タ事 業 に 関 す る権 限 がPeripheralProductsCo.に 移 管

さ れ,ま た 外 部 重 役 が 新 た に2名 加 わ り.さ らに 監 査 委 員 会 が 設 置 さ れ

る な ど,経 営 体 制 の 一 部 が 再 編 成 さ れ た。

同 月:中 国 か らCyber72(400万 ドル 相 当)を,ま た ソ連 か らはCyber
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76(1,000万 ドル 相 当)を 受 注 した と発 表

11月:ウ ィ ン チ ェ ス ター 型 の33401.33441デ ィ ス ク を 発 表

こ れ はIBM3340,3344,3350の 市 場 侵 略 を 狙 った

も の で,高 い コ ス ト/パ フ ォー マ ン ス を 誇 って い る。

12月:イ ラ ン で ジ ョ イ ン ト ・ベ ン チ ャー 開 始

イ ラ ン の 国 有 会 社IEI(IranianElectronicsIndustries)

と の 合 弁 で,タ ー ミ ナ ル の 設 計 ・製 造 を 行 な うComputerTerminals

ofIranの 設 立 を 決 め た も の で,出 資 比 率 はCDC側30%の マ イ ノ

リ テ ィ と な る。

同 月:Cybernetの ブ ラ ジ ル で の サ ー ビ ス を 拡 張

¶

㌔

76年1月 に な って,CDCは 一 部 料 金 の 値 上 げ を 発 表 した 。 値 上 げ 幅 は,

Cybef173,174,175teよ び 大 型 機 に 接 続 さ れ る 磁 気 テ ー プ ・コ ン ト

ロー ラtoよ び プ リ ン タ の 買 取S5.よ び レ ン タ ル 価 格 が2～4%
,Cyber76k－ よ

び7600用 の 一 部 ソ フ トウ ェ ア製 品 が10%,Cyber170シ リ ー ズ を 除 く

一 部 ハ ー ド ウ
ェ ア お よび ソ フ ト ウ ェア に 対 す る メ ン テ ナ ンス 料 金 が5～15%

で あ る。 実 施 は 新 規 契 約 分 に 対 して は2月1日 か ら で あ る が,現 行 ユ ー ザ ー に

対 して は そ の 契 約 に よ り実 施 期 日が 異 な って い る。

ま た3月 に は,英 国ICLと 合 弁 で コ ン ピ ュ ー タ ・メ デ ィ アteよ び 消 耗 品 の

製 造 ・販 売 を 行 な うControlDatasetLtd.を 設 立 す る こ と で 合 意 を み て

い る。 新 会 社 の 当 初 資 産 は 約500万 ド ル で,そ の 出 資 比 率 はCDC75%,

1・CL25%で あ る。Contro1Datasetは,デ ィ ス ク ・パ ッ ク,テ ー プ な

ど の コツ ピ ュ ー タ ・メ デ ィ ア,お よび パ ン チ ・カ ー ド,プ リ ン タ ・ リボ ン,プ

リ ン ト ・フ ォー ム な ど の 消 耗 品 の 製 造:販 売 を英 国 内 で 行 な う予 定 で.社 長 に

はCDCの ミ カ エ ル ・S・ マ ク ラ ガ ン氏 の 就 任 が 決 って い る。

,

一
●
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Honeywell

事 業 内 容

'(1)75年 決 算状 況

Honeywellの75年 決 算 に よれ ば,売 上 げ は27億7,793万 ドル,純 益

は7,783万 ドル(1株 当 り3.96ド ル)で,前 年 に比 べ5.9%の 増 収 と159

%の 増 益 にな って い る。 しか し この 増 益 決 算 は会 計 方 式 の 変 更 に よる もので,

この変 更 の結果74年 の純 益 は当 初 発 表 よ り860万 ドル(1株 当 り45セ ン

ト)減 少 し,一 方75年 の純 益 は840万 ドル(1株 当 り43セ ン ト)増 加 し

て い る。 会 計 方式 の変 更 が な か った とすれ ば,75年 の決 算 は前 年比8.3%の

減益 とな る。 この 会 計 方 式 の 変 更 は,海 外事 業 に おけ る棚 卸 資 産 項 目をそ の発

生時 点 の為 替 レー トで計 上 す る と い うもの で あ る。 な お75年 の営 業 利 益 は

7,648万 ドル(1株 当 り3.89ド ル)で,前 年 に比 べ20.3%の 増 加 に な っ

てい る。

Honeywellの コ ン ピ ュー タ事 業 部 門 で あるHIS(HoneywellInfor-

mationSystms)の75年 の収 入 は13億2,400万 ドル,利 益 は5,700

万 ドル で,前 年 に 比べ 収 入 は7.4%,利 益 は9.6%共 に増 加 して い る(利 益 に

は,金 利 負担,所 得 税 お よび そ の他 の 費 用の 事業 区 分 に よ る配 分 は 行 われ て い

な い)。 レン タル お よび サ ー ビス に よる収 入 は前 年 よ り11.6%ふ え て い るが,

機 器 の売 切 りに よる収 入 は74年 実 績 を わず か に上 回 った だ け で あ る。 この 売

切 り収 入 の増 加 は,Honeywellの 見 通 しに よれ ば,76年 もあ ま り期 待 で き

な い で あ ろ う。

表1-11:Honeywellの 決 算 状 況

1975 1974

売 げ

純 益

1株 当 り純 益

2777,930,000

77,826,000

3.96

2621,575,000

67,131,000

3.48
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(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

IDCの 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン

サ ス に よ れ ば,75年9月 末 現 在 全

世 界 に設 置 さ れ て い るHISの コ ン

ピ ュー タ は14,145台,う ち米 国

内 は5,673台 で あ る 。 旧GEマ シ

ン の 設 置 台 数 は 全 世 界 で7,648台,

米 国 内 設 置 は こ の う ち1,564台 で

あ る。74年4月 に 発 表 さ れ た 今 後

の 主 力 ラ イ ン で あ る シ リー ズ60は,

米 国 内 で328台,国 外 に666台

の 納 入 を 完 了,受 注 残 は1,060台

に 達 して い る。

設 置 金 額 は74年 末 で48億7,100

万 ドル に 達 し て い る(全 世 界)。 米

国 内 設 置 金 額 は こ の う ち27億500

万 ドル で あ る 。 な お,同 時 点 で の 設

置 台 数 は 米 国 内5,851台,米 国 外

8,198台 の 計14,049台 で あ る。

(い ず れ もIDC調 べ)

H「ISの コ ン ピ ュ ー タ ・ラ イ ンは

小 型 か ら超 大 型 ま で 幅 広 く,シ リー

ズ60を 含 め 大 別 して6つ の フ ァ ミ

リー か ら成 って い る。 台 数 比 で み る

と,米 国 内 の 設 置 は370/115

～135ク ラ ス の 小 中 型 ～ 中 型 が 多

く,海 外 市 場 で は シ ス テ ム/3～

図1-36

〔単 位'1億 卜'ル}

売

上

げ

Honeywell売 上 げ,

純 益 の 推 移
(単位 二千万 ドル レ

'70717273

純

益

0

図1-37Honeywell1株 当 り

純 益 の 推 移
(単位:ド ル1
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図1-38HISのEDP収 入 推 移
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図1-39:取 得 方 法 に よるHIS

の米 国 内設 置 ベー ス

(74年 末,金 額 比)

㈲

40
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樹 破 線は 全 メ ヵ一平均

370/115ク ラス の小 型 ～小 中

型 の設 置 が 大部 分 を 占 め て い る。 し

か し金 額比 で は,両 市 場 と も中型 機

が3割 以上 を 占 め て い る。

HISの 設 置 ベー ス を産 業 別 にみ

る と,鉱 工 業,サ ー ビス ・ビ ュー ロ

ー
,連 邦 政 府 の 占 め る比 重 が 大 き い。

産 業 分野 別 市場 に お い て シ ェアが 比

較 的大 きいの は,出 版 ・印 刷,電 気

電 子 機器 製 造,そ して連 邦 政 府 で あ

る。HISの 全体 と して の 金 額 比 シ

図1-40規 模 別 にみ たHISの

米 国 内設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

∵
一

切

一

吻Hls
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1ロ 全メーカ'平
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一
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小

型
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大
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図1-41HISの 産業 別設置 ペース

(1974年 末 米 国市 場

金 額 比)

教 育3
.0

府

20.5%

金融 ・保険

13,0%
灘

エアは73～74年 に か け て若 干 の落 ち込 み をみ せ て い る が,こ れ は鉱 業,建

設 業,食 品,機 械 製 造,保 険 な どの分 野 で の落 ち込 み に よる もの で ある。
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多方面 に わ た るEDP活 動

74年12月 に コ ン ピ ュー タ事 業 か らの撤 退 を噂 され て以 来,同 種 の噂 は度

々流 れ たが,Honeywellは 事 あ るた び毎 に これ を否 定 す る と ともに,合 弁 事

業 やXeroxか らの事 業 引継 ぎな ど活 発 な 事業 活 動 を行 な って い る。 合 弁 事 業

で最 も注 目され る の は仏 の子 会 社Honeywell-Bul1と 仏 の国 策 企業CIIと

の合 併 で あ る。Honeywe'11は この合 併 で新 会 社 の株 式 の 過半 数 を仏 側 に渡 し

た が,株 式 売却 費 や仏 政 府 市 場 お よび仏 政 府 に よる援 助 な ど 「実 」 を手 中 に し

た。(詳 し くは仏 国 の 項 参 照。)ま た,4,月 にCDCと 合弁 で設 立 したMPI

(MagneticPeripheralsInc・)も 注 目さ れ る。(CDCの 項 参 照。)

Xeroxの コンピュー タ本 体 撤 退 に伴 な い,サ ー ビス お よび販 売業 務 を引 継 ぐ

とい う契約 は75年12月 に最 終 的 に調 印 され てtoり,製 造 権 の移 譲 につ い て

も基 本的 な合 意 に 達 して い る。 こ う した動 きか ら して,HISがXeroxの カ

ス トマ ー ・ベー ス 買収 へ 向 か うこ とは ほ ぼ確 実 で ある とみ られ る。GEの ベ ー

ス と比 べれ ば 小 さ い とは い う もの の,Xeroxの ベース を 加 えれ ば,少 く と も設

置 ベー ス とい う数 字 の上 で は,IBMに 次 ぐ地 位 を確 固 な もの とす るで あ ろ う。

しか し当 のXeroxユ ーザー の 中 には,HISで は役 不 足 とす る声 や,「 二 重 の

悲劇 」 に 陥 る の で は な い か と危 ぶ む 声 が ある こ と も事 実 で あ る。

74年4月 に発 表 さた シ リー ズ60の 追 加機 種 もい くつ か 発 表 され て い る。

中 で も注 目され る の は 下 位 機 種 の充 実 で,米 国 内 だ け で18,000台 弱 の設 置

ベ ース に達 して い るIBMシ ス テ ム/3-10の リプ レー ス を狙 う もの と して

62/40を 新 しい 周 辺 装 置 と ソ フ トウ ェア とと もに発 表 した。62/40は

HISイ タ リー で 開 発 され た もの で,欧 州 で は74年4月 に発 表 され て い るが,

シス テ ム/3と 互 換 性 の ある周 辺 機 器 や ソフ トウ ェア をつ け て米 国 内 で癸 表 さ

れ た もので あ る。 自社 の カス トマ ー ・ベー ス の グ レー ドア ップ と旧GE,Ho-

neywellラ インの 統 合 を主 目的 と した シ リー ズ60の 中 で,特 定 の機 種 を対 象

と してそ の 市場 切 崩 しを狙 った もの と して注 目 さ れ る。Honeywellは1963

年 にIBM1401の ユー ザ ーを対 象 と して モ デ ル200を 発 表 して お り,
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IBMの 特 定 機 種 の ユ ー ザ ー 横 ど り作 戦 は 二 度 目 の こ と で あ る。

HISは 従 来 ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ の 分 野 を 軽 くみ て い た が,75年 夏 ご ろ か

ら急 速 に 同 分 野 を 重 視 す る よ う に な り,研 究 開 発 予 算 も400%増 と す る な ど

そ れ ま で の 遅 れ を と り も ど そ う と し て い る。 こ の 現 れ が76年 早 々 に 発 表 した

レ ベ ル6ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ ・シ リー ズ で あ る。 これ は シ リー ズ60の 一 部 を

成 す も の で も あ り,6/34,36,06の3モ デ ル が 発 表 さ れ て い る。 こ の

う ち34,36が 真 の レ ベ ル6と み られ て い る も の で 共 にOEM市 場 向 け の も

の で あ る。06は シ ス テ ム700の ロ ー エ ン ド拡 張 版 で,エ ン ド ・ユ ー ザ ー 市

場 を 狙 った もの で あ る。 他 の レ ベ ル6ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ も開 発 が 進 め られ て

お り,76年 中 に さ らに 数 モ デ ル が 発 表 さ れ る見 込 み で あ る が,と も あ れ レ ベ

ル6が ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ市 場,特 にOEM市 場 に 及 ぼ す 影 響 は か な り大 き い

とみ ら れ て い る 。 ち な み にHISで は1979年 の ミ ニ ・コ ン 市 場 規 模 を31

億 ド ル と予 想 して い る。

19.

ン'`/,三ペー

1～

混乱 を生 じた新 ソフ トウ ェア政策

HISは75年8月 に ユ ー ザー が現 有 のHISシ ス テ ムを他 の ユー ザ ー に売

却 す る こ とを ほ とん ど不 可 能 とす る政 策 を打 出 した。 そ の一 つ は ソ フ トウ ェア

の 売却 を禁 止 す る とい う もの で,も う一 つ は 転 売 さ れ た シス テ ムはHISに よ

って保 守 可 能 と再 確 認 され なけ れ ば,そ の シ ス テ ムの保 守 を保 証 で き な い とい

うもの で あ る。

この 二 つ の新 政 策 は,当 初HIS内 部 で も十 分 に そ の 内容 を説 明 さ れ なか っ

た た め,保 守 確 認検 査 が マー ケテ ィ ン グの た めの圧 力手 段 に使 わ れ る な ど,H

ISの 現 場 担 当 者 とユー ザ ー との間 で摩 擦 が 生 じた。新 政 策 発 表 後 シ カ ゴ とク

リー ブ ラ ン ドで開 か れ た ハ ネ ウ ェル ・ユー ザ ー会 で も,HISは 通 り一 遍 の 説

明 を した だ け で,ユ ー ザ ー の不 満 の声 は一 気 に高 ま った。

これ に対 しHIS側 も説 明不 足 の非 を認 め,75年 暮 れ に 開 か れ た 中西 部 ハ

ネ ウ ェル ・ユー ザ ー会 で は 明 確 な説 明 が なか った点 を謝 罪 し,検 査 が マ ー ケ テ
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イン グの 圧 力手 段 に使 わ れ た り不 当 な修 理 の 必 要性 を言 い渡 さ れ た り した 場 合

は ど しど し申 し出 て欲 しい と語 った。 ,しか し政 策 そ の もの に対 して は,1970

年 以 降 の 契 約 には ソ フ トウ ェアの ライ セ ンス と非 譲 渡 の一 項 が盛 り込 まれ て お

り,慣 習 的 に そ れ が 実 行 され て い ない だ け で あ る と して そ の 変 更 の要 請 を一 蹴

して い る。

多 くの ユ ーザ ー は ソ フ トウ ェアの 非 譲 渡 政 策 に つ い て反 発 を示 して お り,76

年 の2月 にはHoneywellの ユー ザー ・グル ー プ間調 整 会 議 が この政 策 を撤 回す

る よ う との 文 書 を 送付 した と伝 え られ て い る。Honeywell側 は,法 律 的 な立

場 か らは 全 く問 題 な い との 立 場 を貫 い て お り,法 廷 闘争 を も辞 さ な い との 態 度

をみ せ て い る こ とか ら,こ の問 題 に決 着 が つ くの は 当 分先 の こ とに な りそ うで

あ る。

ノ〔 二

㌧
ふ

75年 の 動 き

種 々 の コス ト削減 運 動 や 活 発 な事 業 活 動 を展 開 したHISで あ るが,そ の1

年 間 の実 績 は さ ほ ど思 わ しい もの で は な か った。 この1年 間 の主 な動 きは次 の

通 りで あ る。

1月:シ リー ズ60に66/10,68/60を 追 加 発 表

66/10は64/40と66/20の ギ ャ ップ を埋 め る中 型機 で,一

方 の68/60は68/80の 低 コス ト ・低 パ フ ォー マ ンス ・バ ー ジ ョ

ンの大 型 機 で ある。

同 月:フ ォー ド社 か ら66/20を19台 受 注

受 注総 額 は2,560万 ドル に の ぼb,シ リー ズ60の 発 表 以 来 最 大 規模

の受 注 で ある。

2月:コ ン ピュー タ部 門 の従 業 員 約800名 の レ イ ・オ シ とボ ズ トン地 区2

工 場 の閉 鎖 計 画 を 発表

4月:役 員給 与 の カ ッ トを発 表

同 月:500名 の レ イ ・オ フ計 画 を発 表

輻
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同 月:MagneticPeripheralsInc.をCDCと 合 弁 で 設 立

同 月:62/40を 米 国 市 場 で も発 表

IBMシ ス テ ム/3-10の ユ ー ザ ー 層 を 狙 った も の で,Liberator

3と 呼 ば れ て い る 。

5月:61/60を 米 国 で も 発 表

シ ス テ ム/3-8対 抗 を 意 図 した もの で,下 位 レベ ル へ の 拡 張 が な さ れ

て い る0

7月:米 国 内 の 販 売 組 織 再 編 を 発 表

従 来4つ に 分 け ら れ て い た 販 売 部 門 が イ ー ス タ ン,ウ ェ ス タ ン,ナ シ ョ

ナ ル ・ア カ ウ ン ツ の 三 つ に 再 編 成 さ れ.マ ー ケ テ ィ ン グ に 関 す る全 般 的

な サ ポ ー トを 行 な う マ ー ケ テ ィ イ グ ・オ ペ レ ー シ ョ ン ズ が 新 設 さ れ た 。

新 組 織 と して の 活 動 は9月1日 か ら。

8月:中 古 シ ス テ ム に ソ フ ト ウ ェ ア 譲 渡 禁 止 条 項 適 用

9月:HISの 経 営 幹 部4名 が 一 時 に辞 任

10月:Xeroxの サ ー ビス お よび 販 売 活 動 を 引 継 ぐ こ とで 基 本 的 合 意

同 月:値 上 げ を 発 表

上 げ 幅 は 買 取 り価 格 が4%,レ ン タ ル 料 が2～4%,サ ー ビ ス お よび メ

ン テ ナ ン ス 料 が5～10%で,実 施 は 新 規 契 約 分 は]1月1日 か ら,現

行 ユ ー ザ ー に 対 し て は76年2月1日 か ら で あ る。

12月:再 三 の コ ン ピ ュー タ事 業 撤 退 の噂,有 力 経 済 誌Forbesが 報 道(12

月15日 号)

同月:Xeroxの 製 造権 取 得 で基 本 的合 意 に到 達

同 月:Xeroxの サー ビス お よび 販 売業 務 の引継 ぎで最 終 契 約
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N C R

事業 内 容

(1}75年 決 算状 況

75年 第4・ 四 半 期 の収 入 は6億4,863万 ドル,純 益 は1,730万 ドル

(1株 当 り68セ ン ト)で,前 年 同 期比3.6%の 増 収 とな った もの の純 益 は

51.1%減 少 して い る。 ま た 年 間 決算 で は,売 上 げ が9.4%の21億6,561

万 ドル と初 め て20億 ドル ・ライ ン突 破 を 達成 した が,利 益 は 前 年 よ り16.8

%少 ない7,249万 ドル(1株 当 り2.90ド ル)に 終 った。

NCRは 第4・ 四半 期 の 大 幅減 益 に つ い て,そ の原 因 と して,米 国 内 に お

け る メ カ ニ カル製 品 の製 造 を 予定 よ りも早 く打 ち切 った こ とに ょる費 用 の 計

上 が あ った こ と,そ して 海 外 で の 人 員 削減 お よび欧 州 の 工場2ヵ 所 の閉 鎖 に

伴 な う引 当金 の計 上 が あ った ことを あげ て い る。 さ らに,75年 全 体 と して

は,在 庫 調 整 の た め生 産 を 減 ら した こ とに よ り遊 休 施 設 が 生 じた こ と,ま た

1年 間 に8,500万 ドル と い う多額 のR&D投 資 を行 な った こ とな どに よ り,

減 益 決算 に な った と して い る。

しか し,NCRに よれ ば,7,249万 ドル とい う純 益 額 は 同 社 史 上2番 目

の もの で,さ らに メ カ ニ カル製 品製 造 か ら エ レク トロ ニクス 製 品 製 造 へ の転

換 は米 国 内 で100%,海 外 で も90%達 成 した こ とか ら,内 容 は充 実 した

年 で あ った と い う。 在 庫 が減 少 した こ と も同社 の誇 る と ころで,75年 当 初

の7億3,900万 ドル か ら1億3,400万 ドル減 って6億500万 ドル に な

った。

NCRは75年 早 々に5カ 年 計 画 を策 定,国 内事 業 で は年 間10～15%

の増収 ・増 益 率 を保 持 す る との 目標 を 定 め た が.,早 く も第1年 目で壁 につ き

あた った感 が あ る。NCRの5カ 年 計 画 は,司 法 省/IBMの 独 禁 法 裁 判 の

席 上 で 明 らか に さ れ た もの で あ るが,そ れ に よれ ばNCRは79年 ま では コ

ン ピ ュー タ ・シス テ ムに よる プ ロ フ ィ ッ ト ・マー ジン は変 らな い で あ ろ う と

み て い る。 そ して今 後 の 市場 の傾 向 と して は,大 型 お よび 小 型 機 が伸 び,タ
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図1-42:NCR売 上 げ,

純 益 の推 移

〔単位:1億 ドル)〔 単位=千 万 ドル}

売

上

げ

20

一 ミ ナ ル は イ ン デ リ ジ
ェ ン トCRT

が 主 流 に な る で あ ろ う と し て い る。

しか し非 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミ

ナ ル 市 場 も 大 き い とみ て い る。

表1-12:NCRの 決 算 状 況

(各12月 末 日決 算)

＼ 1975 1974

売上げ

純 益

麟 嘉

a165βOZOOO

72491,000

2.90

1079003,㎜

87ユ65の00

3.53

(単 位:ド ル)

純

益

図1-43NCR

1株 当 り純 益

(`P{、b=ト 「見}

0

1

2

3
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図1-44NCRのEDP収 入 推 移

(100万 ドル1

L200

1,000

500

lOO

1974

(2)カ ス トマ ー ・ベ ー ス

IDCに よ れ ば,1975年9.月 末 現 在,全 世 界 に 設 置 さ れ て い るNCRの

汎 用 コ ン ピ ュー タは8,607台,う ち米 国 内 設 置 数 は4,965台 で あ る 。 設 置

金 額 は74年 末 現 在 で 米 国 内 が8億6,600万 ド ル,全 世 界 で は14億3,100
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図1-45取 得 方 法 に よ るNCR

の米 国 内設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

第3者 りt－ス

(6.0%)

り=ス

お よび レ ン タ ル

Ctg破 線 は 全 メー カー 平 均

万 ドル で あ る。 同時 点 で の設 置 台 数

は米 国5,045台,全 世 界8,770

台 で あ る。

NCRの74年 末 現 在 の設 置 ペ ー

ス を,機 器 の取得 方法 別,シ ス テ ム

規 模 別,産 業 別 にみ た の が 図1-45

～ 図1-47で ある。 図 か らも明 ら

か な よ うに;NCRの カス トマー ・

ベー ス は 自社 レ ン タル お よび リー ス

が 圧 倒 的 に 多 く,買 取 リユー ザー は

%に も満 た な い の が特 徴 的 で あ る。

40

30

20

10

図1-46:規 模 別 に み たNCRの

米 国 内設 置 ベー ス

(74年 末,金 額 比)

一

口 金た ヵ一平均

一

吻NCR

一

一

一 一
一

劾

一

小 串 中 ま 大 賀

型 星 型 軍 却 型

図1-47NCRの 産業別設置 ベース

(1974年 末,米 国市場

金 額 比)

卸 小

金 融 ・保 険

16.9%

23.3%

運 輸 ・通 信

気 ・ ガス

NCRの コ ン ピ ュー タは 小 型 ～中 大 型 で,設 置 ベ ー スは370/115～135

ク ラス の 小 中 型 お よび 中型 にか た よ って い る。

産 業 別 に設 置 ベー ス を み る と,金 融,サ ー ビス ・ビュー ・一,卸 売 の 各 分 野

の比 率 が 高 い。 全 体 に 占め る シ ェアが 最 も大 きい の は 医療 お よび保 健 サー ビス
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で,全 体 の9.7%を 有 し て い る。 これ に 次 い で 小 売 業,銀 行,サ ー ビス ・ ビ ュ

ー ロ ー
,卸 売 業 の 各 分 野 で の 市 場 シ ェ ア が 大 き い。

試 練 の 時 を迎 え た ア ン ダ ー ソ ン体制

1884年 に 創 立 され長 い間 世 界第 一 の キ ャ ッシ ュ ・レ ジス タ ・メー カー の

座 を保 持 して きたNCRは,「 コ ン ピ ュー タの頭 脳 」 を持 った 「東 洋か らの騎

士 」,ウ ィ リア ム ・S・ ア ンダ ー ソ ンの指 導 の下 に,再 生 の 第 一歩 を 踏 み 出 し,'

見 事 な回 復 ぶ りを示 した。 現 在 同社 が 必 要 と して い るす べ ては,GE,RCA,

そ してXerOxを も敗退 に至 ら しめ た事 業,コ ン ピ ュー タ ・メー カー と して 成

功 す る こ とで ある。

ア ンダー ソ ン氏 がNCR社 長 の座 に就 い た時,同 社 がか か え て い た問 題 は,

一 言 で 言え ば 栄 光 の過 去 へ の執 着 で あ り先 進 技 術 に 対 す る判断 の甘 さ で あ った。

NCRは,1952年 にComputerResearchCorp.を 買収 し,60年 に

な ってNCR304を 発 表,次 い で62年 に315を 発表 してIBMと 競 合 す

べ く設 計 され た メイ ンフ レー ムの 開発 に 乗 り出 した。 しか し新 しい技 術 お よび

IBMの 基 盤 に対 す るNCR首 脳 部 の 判 断 は 大幅 に誤 って い た。 創 立 者J.H.

パ タ ー ソ ンの 甥 の 子供 で取 締 役 会 の メ ンバ ー で あ る ウ ィ リア ム ・P .パ ター ソ

ンは次 の よ うに 認 め てい る。 「NCRはIBMと 競 い合;]5・うと した が .,最 初 の

コ ン ピュー タは 全 くの失 敗 作 で あ った。 」

NCRの 経 営 層 は セ ン トラル ・コ ン ピュー タに ター ミナ ル を接 続 す る と い う

視点 を持 って い なか った。 カ リフ ォル ニ アの コ ン ピ ュー タ部 門 は デ イ トンで製

造 され て い る電 子 式 キ ャ ッ シ ュ ・レ ジス タや会 計 機 器 とは 何 の 関係 も もた れ て

い な い よ うで あ った。 この 近 視 眼的 思 考 と無 理 の しす ぎの 結 合 は,1968年

3月 のCentury100と200の 発 表 で 頂 点 を迎 え た。NCRは 一 部 の 進 歩

した 性 能 を強 く信 頼 して い た が,そ の テ ク ノ ロ ジー は 未 だ 完 全 な もの では な か

った。Centuryシ リー ズ は そ の後4年 間 に わた り再 設 計 と修 理 の た め に推 定

1億5,000万 ドル の資 金 を費 した の で あ る。
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しか しこの長 期 的 な展 望 の 弱 さ も,60年 代 全 体 を通 して のみ か け上 の成 功

に よ って,事 実 は お お いか くさ れ た。60年 代 を通 じ売上 げ は 年 平 均12%で

伸 び,利 益 は この ペ ー ス に つ い て ゆ け なか った ものの,NCRは そ の理 由 をR

&Dに 対 す る投 資 の た め で あ る と した 。 そ して70年 に は ウ ォー ル街 もNCR

株 を魅 力株 とみ なす よ うにな った。 しか し同 年 の決算 は27%の 減 益 に終 り,

71年 に な る とNCRは そ の 存 続 のた めltwっ て いた。15億 ドル の 売上 げ に

対 し利 益 はか ろ う じて収 支 トン トン で あ った。 こ う した 中 で 当時43才 の ウ ィ

リアム ・S・ ア ンダー ソンが 社 長 の職 に迎 え られ たの で あ る。

ぽ

・

S

新 社 長 に課 せ られ た火 急 の 目標 は 利 益 を あげ る こ とで あ り,こ の た め に膨 ら

み す ぎた給 与支払 額 に大 幅 に メ ス を入 れ る必 要 が あ った。 デ イ トンに製 造 施 設

を集 中 し,同 地 で はGM(GeneralMotors)に 次 ぐ大 手 雇 用 企 業 で あ った

NCRは,ピ ー ク時 には15.700名 を雇 用 して い た。 ア ンダ ー ソンは 外 部 コ

ン サル タ ン トの助 力 に よ り,能 率 的 な小 ～ 中規 模 の工 場 を全米7ヵ 所 に建 設 す

る とい うマス ター ・プ ラ ンを作 成,そ の 後3年 間 で デ イ トンの労 働 者 を1万 ∧

以 上 解 雇 した。1976年 末 に は,NCRの 製 造 部 門 の給 与 支 払 対 象者 は デ イ

トンで2,000人 に な る予 定 で あ る。

大 幅 な機 構 改革 と人 員整 理 は全 社 的 規模 で断 行 さ れ た。 役 員5人 が 期 限 よb

も早 く退 任 し,さ らに も う7人 が新 しい仕 事 につ いた。 副 社 長7名 が降 格 さ れ

るかそ の組 織 を削 除 さ れ た。 ア ン ダー ソンは 会 社 内 の 人材 で 自 らの チー ム を組

織 す べ く努 力 し,外 部 か らは2人 の 副社 長 を迎 え入 れ た だ け で あ った。 新 しい

財 務担 当 副社 長D.L.マ ッキ ン トッ シ ュは,NCRの 会計 を12年 間 に わ た って

あず か って きた プ ライス ・ウ ォー タ ー ハ ウス の パ ー トナー で あ った 人 で あ る が,

彼 は コス トを抑 え る方 向 を中 心 に製 造 部 門 を組 織 した。

機 構 改革 は マ ー ケ テ ィ ング部 門 に も及 ん だ。 同部 門 は,IBMの 創 立 者 トー

マス ・J・ ワ トソ ンを始 め と して数 々 の逸 材 を生 み 出 し,同 社 を支 え て きた栄

光 の 部 隊 で あ った。 国 内 の マー ケ テ ィ ング を 総 括 す る上 席 副社 長E.F.シ ップ マ

～

一96一



、

∨

`

ンの下 に,ア ンダー ソ ンは それ ま で製 品 ライ ン毎 に分 け られ て い た マ ー ケテ ィ

ング部 門 を,4つ の 「職 業(Vocation)」 分 野毎 に再 編 成 した 。4つ の 分野 、

とは,小 売,金 融,商 業/工 業 そ して 医療/教 育/政 府(EMG)で あ る。 新

しい マー ケ テ ィ ング機 構 の 中 で,セ ー ル ス マ ン達 は4つ の 「職 業 」 の うちの一

つ に指 名 され,コ ン ピ ュー タ と特 定産 業 に必 要 な知 識 に関 す る新 しい訓 練 を受

けた 。

NCRの 絶 え ざる改 良 策 は海 外 事業 に も及 ん だ。 同事業 は 全 売上 け の 半 分以

上 を あげ,同 社 の 力 に大 き く貢 献 して い る。 ア ンダ ー ソン は 国 際事 業 管 理 の ム

ダ を省 き,事 業 の標 準 化 を行 な って い る。 さ らに国際 事 業 と国 内事 業 の 組織 を

密 接 な もの とす るた め,重 役 の交 換 も行 な って い る。 現 在 国 際 事業 部 門 は欧 州,

ア フ リカお よび 中東,カ ナ ダ お よび ラテ ン ・ア メ リカ,そ して極 東 お よび オ ー

ス トララシアの4地 域tz(分 け られ,そ れぞれ上席副社長 ある い は 副社 長 に より総 括

され て い るが,極 東/オ ー ス トララ シ ア地 区 につ い ては 今 だ に ア ン ダー ソ ン 自

らが 指 揮 を と って い る。

.◆
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過 去 数 年 間 の努 力 と労 苦 の結 果,士 気 は 向上 し,コ ン ピ ュー タ事 業 も黒字 に

転 じた が,依 然 と してNCRは 大 問題 に 直面 してい る。 これ ま で の歩 み を確 固

と した 基盤 に す るた め には,業 績 好 調 の第3年 目を必 要 と して い た が,リ セ ッ

シ ョン がは ず み を奪 って しま った。 前 節 で も述 べ た よ うに売 上 け は9.4%伸 び

た もの の純 益 は16.8%減 少 した。 リセ ッシ ョンの他 に も ア ンダ ー ソ ンは 大 き

な負 債 額 と戦 わ なけ れ ば な らなか った。74年 末現 在NCRの 負 債 が 資 本 の現

在 価 値 に 占 め る割 合 は48%に 達 してお り,74年 だ け で5,600万 ドル の 利

子 を支 払 ってい る。 しか しこ う した巨 額 の 負 担 に もか か わ らずNCRは 莫 大 な

資 金 ニー ズ の た め,さ らに多 くの 融資 を必 要 として い る。

在 庫 が か な り増 大 した こ と も資 産 管 理 の改 善 の必 要 を示 して い る。74年 に

は わ ず か2度 しか 在 庫 が 回 転 せ ず,同 年 の在 庫 は前 年 の2億2,000万 ドル か

ら7億3,900万 ドル に ま でふ くれ あが った。 マ ッキ ン ト ッシ ュ副社 長 は,こ
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の在 庫 増 の うちの 約半 分 が経 営 上 の失 敗 の 結 果 で あ る こ とを認 め て い る。 「わ

れ われ の 『F測は 高 す ぎた し,受 注 状 況 か らみ て も楽 観 主 義 を長 く抱 きす ぎて い

た。 」NCRは75年 に この在 庫 を減 少 させ るべ く努 力 した が,1億3,400

万 ドル減 った だけ で,し か も この た め の生 産 調整 のた め 固定 費 の増 大 をま ね い

た。

ア ンダ ー ソ ン体 制 は,今 日ま で顕 著 な 成 功 をNCRに もた ら した とい え るが,

NCRを コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの会 社 へ鋳 直す 男 の物 語 は ま だ結 末 に は ほ ど

遠 く,結 果 は依 然 と して 定 か では な い。NCRを 巻込 ん だ技 術 革 新 の 波 は,G

E,RCA,そ してXeroxと い った 巨大 企 業 が 全 て放棄 した 巨 額 の資金 を必要

とす る危険 に満 ちた コ ン ピ ュー タの 世 界 へ 同社 を投 げ 込 ん だ の で あ る。

コ ン ピ ュー タ本 体 に お い て競 争 力 を維 持 してゆ くた め には,NCRは 大 型機

分野 を整 備 す る と と もに,研 究開 発 ぺ の多 額 の資 本 投 下 に よ って技 術 的 に立 ち

遅れ な い よ うに しなけ れ ば な らな い。IBMが5～6年 程 度 毎 に発 表 す る新 し

い世 代 の コ ン ピュ ー タの性 能 に遅 れ を と って は な らず,ま た レ ン タル機 器 に巨

額 の 資金 を用 意 しな け れ ば な らな い。 しか も同時 に適 当 な利 益 を実 現 させ なけ

れ ば な らな い の で あ る。

NCRは75年 に研 究 開発 費 と して9.000万 ドル を 投下 す る こ とを計 画,

コス ト削減 の た め に8,500万 ドル に か ッ トせ ざ るを得 な か った が,そ れ で も

前 年 を1,100万 ドル 上 回 って い る。NCRは 半導 体 ビジ ネス の重 要 性 に対 す

る認 識 か らマ イク ロプ ロセ ッサお よび 半導 体 メモ リの 開発 ・製 造 を始 め て い る。

また 同 様 の理 由 か ら通 信 装 置 の開 発 に も手 を染 め て い る。 さ らに,研 究 開 発 費

用 の最 大 の効果 を 狙 って,CDCとASL(AdvancedSystemsI・abora-

tory)を 設 立,ま た周 辺機 器 分 野 で も同社 とCPI(ComputerPeripher-

alsInc.)を 合 弁 で設 立 して い る。

ア ンダー ソ ンの 基 本 的 戦略 は,メ イ ン フ レー ム ・ビジネ ス で生 き残 る こ とで

あ り,NCRの 将 来 は か な りの 程度 ま で この能 力 に依 存 して い る と彼 は信 じて
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い る。IBMが 全 て の市 場 を独 占す る こ とは で きな い し,海 外 に は 多 くの未 開

拓 市場 が あ る。 一 方NCRの コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムを売 込 む こ との で きな い

とこ ろ も数 多 くあ るが,こ うい う と こ ろに 対 してNCRは,タ ー ミナ ル,コ ミ

ュ ニ ケー シ ョン機 器,そ して そ の ユ ーザ ー が必 要 とす る もの は何 で も売込 ん で

い こ う と して い る。20億 ドル 企 業NCRが 今後 どの よ うな 道 を 辿 る にせ よ,

そ の命 運 を決 定 づ け る の は,東 洋 か ら来 た 一 人 の 男 で ある と い って も過 言で は

あ る ま い 。

、◎

d

75年 の 動 き

NCRの1975年 に お け る 主 な 動 き は 次 の 通 り で あ る。

2,月:サ ン デ ィ エ ゴ のCentury生 産 工 場 で5%の レ イオ フ を 発 表

同 月:NCR210お よ び255POSタ ー ミ ナ ル 発 表

同 月:ニ ュー ヨー ク めMacy百 貨 店 か ら総 額150万 ド ル のPOSを 受 注

3.月:モ デ ル299ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ を バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ

新 モ デ ル は299-0200と 呼 ば れ,299-0100の 主 メモ リを

倍 増 し カ セ ッ ト1/Oお よ び コ ミュ ニ ケ ー シ ョン機 能 を 付 加 した もの で

あ る 。

8月:モ デ ル399ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ を バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ

399-113toよ び114の 両 モ デ ル で,共 に磁 気 元 帳 を 用 い な い シ

ス テ ム で あ る。

9.月:Century101,151,201の 機 能 を 強 化

メ モ リ容 量 が 増 大 さ れ,ま た 上 位Centuryモ デ ル に しか 提 供 さ れ な か

ったOSや デ ィス ク な ど が 提 供 ざ れ る よ うに な った 。

10月:マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ と4K・RAMの 生 産 開 始

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ はlntel8080と,4K・RAMはMostekの16

ピ ン 回 路 と そ れ ぞ れ ピ ン ・コ ン パ テ ィ ブ ル な もの で あ る。

11月:小 型 病 院 向 け シス テ ムIHIS(InteractiveHealthcare
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InformationSystem)発 表

これ はCentury8200を ベ ー ス と し た も の で,IBMの シ ス テ ム/

32に 対 抗 す る も の で あ る。

12月:レ ン タ ル お よ び メ ン テ ナ ン ス料 の 値 上 げ を 発 表

上 け 幅 は0.5～2.5%で 実 施 は1月1日 か ら。

同 月:NCR759タ ー ミナ ル 用 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ア ダ プ タ ー 発 表

これ に よ りNCR770,270,275,279金 融 タ ー ミナ ル,

260汎 用 タ ー ミナ ル,796デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミ ナル がIBMお よ

びBurroughsの コ ン ピ ュ ー タ と接 続 で き る よ うに な った 。

'¶
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Univac

事 業 内 容

(1)75年 決 算 状 況

SperryRand社 の 年 度 決 算 は3月 末 で あ り,75年12月 末 の 決 算 は76

会 計 年 度 第3・ 四 半 期 と な る。 そ れ に よ れ ば,収 入 は7億7,872万 ド ル,純

益 は3.500万 ドル(1株 当 り1.01ド ル)で,前 年 度 同 期 の 収 入7億8,605

万 ド ル,純 益3.267万 ド ル(1株 当 り94セ ン ト)に 比 べ0.9%の 減 収 そ し

て7.1%の 増益 とな って い る。

なお75年 度第3・ 四半 期 の利

益 に は,余 剰土 地 売却 益540

万 ドル(1株 当 り16セ ン ト)

が含 まれ て お り,こ れ を除 けば

今年 度 の実 績 は29%の 増 加 と

い うこ とに な る0

76年 度 の 第1～3・ 四 半 期

の9ヵ 月間 決算 に よれば,収 入

は23億796万 ドル,純 益 は

図1-48:SperryRand売 上 げ 純益 の推 移

t

,1万 ドル)
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(注)76年 度は,暦 年75年12月31日 まで
の最 新12ヵ 月実 績

1億411万 ド ル(1株 当 り3ド ル)で,前 年 同 期 の22億1,763万 ド ル,

8,846万 ド ル(1株 当 り2.56ド ル)に 比 べ,そ れ ぞ れ4.1%,17.7%増

加 し て い る 。 ま た最 新12ヵ 月 決 算,つ ま り暦 年 で の75年 の 年 間 決 算 で は,

収 入 は 前 年 の29億4,206万 ド ル か ら6.4%ふ え て31億3,120万 ド ル に,

純 益 は 同 じ く1億2,039万 ド ル ドル(1株 当 り3.49ド ル)か ら17%ふ え

て1億4,088万 ド ル(1株 当 り4.07ド ル)に 達 し て 』 る 。

なk・SperryRandは,財 務 会 計 標 準 化 委 員 会 の 指 示 に 従 い,同 委 員 会 が

12月 に 採 用 を 決 め た標 準 規 則 第8項 を取 り入 れ た こ と に よ り,為 替 変 動 の 影

響 を 当 該 四 半 期 に 計 上 す る こ と に な っ た た め,各 四 半 期 の数 字 は 修 正 さ れ て い
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る。 同 社 はそ れ ま で は為 替 変 動 の影 響 を年賦 償 還 とい う形 式 で計 上 してい た。

この会計 方 式 の一 部 変 更 に よ り,76年 度 の9ヵ 月 決算 は変 更 前 よ り も利 益 が

増 え る結果 とな って い る。

表1-13:SperryRandの 暦 年 決 算 状 況(単 位:ド ル)

1975 1974

売 上 げ

純 益

1株 当 り純益

3,131,196,000

140,880,000

407

2,942,064,000

120,392,000

3.49

12月31日 現 在 で の受 注 残

高 は,総 計'20億2,400万 ド

ル に達 してk・ り,1年 前 とほ ぼ

同 じ レベ ル を保 っ て い る。 第3

・四半 期 に おけ る コ ン ピ ュー タ

の新規 受 注 は,好 調 だ った 前 年

度 同期 をわ ず か なが ら上 回 っ て

teり,暦 年 の75年 全 体 で は 前

年 より約11%増 え て い る。

SperryRandの 油 圧装 置 部

門 で あ るSperryVickersは,

4

53

3

52

2

51

1

図1・-49:SperryRand1株 当 り純 益推 移

(ド ル)

717273747576(年 度)

(注)76年 度 は,暦 年75年12月31日 まで
の最新12ヵ 月 実 績

リセ ッ シ ョ ン の影 響 に よ り第3四 半 期 だ け で23%の 減 収 と な り
,さ らに 事 務

機 器 の 売 上 げ も18%減 少 し た。 しか し コ ン ピ ュ ー タ 部 門 で あ るSperry

Univacと 農 業 機 械 部 門 のSperryNewHollandは 好 調 で
,こ れ らの 減 収 ・

減 益 分 を カ バ ー し て い る 。Univac,NewHolland両 部 門 の 好 調 は今 後 も続

く もの と 予 想 さ れ,J・P・ リエ イ 会 長 に よれ ば,今 後5年 間 は 年 間12～15%

の 成 長 率 を維 持 で き る で あ ろ う と語 っ て い る。 寺 にSperryUnivacは 年 率15

%の 利 益 増 加 が 期 待 で き る と し て い る。 同 氏 に よれ ば,Univacの コ ンピ ュー タ
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設置 ベ ー スは70億 ドル に達 し

た とい う。75年 度末(75年

3月 末)の 公称 設 置 ペ ー ス は

63億 ドルであったか ら,9ヵ 月間 で

12%の 伸 びを示 した ことに なる。1

(2)カ ス トマ ー 。ベ ー ス

1975年9月 末i現 在,全 世

界 に設 置 さ れ て い るUnivacの

コ ン ピ ュ ー タ は8 ,814台,こ

の う ち855台 は 旧RCAの コ

ン ピ ュ ー タ で あ る。 同 時 点 で の

米 国 内 設 置 台 数 は5,196台,

旧RCAマ シ ン は,こ の う ち

820台 を 数 え て い る。(い ず

れ もIDC調 べ)設 置 金 額 は,

Univacに よ れ ば,75年 末 現

在 で70億 ド ル で あ る。

Univacの 設 置 ベ ー ス を 機 器

の 取 得 方 法 別,シ ス テ ム規 模 別,

産 業Zii」に み た の が 図1-51'～ 、

図1-53で あ るが,こ れ らか

らわか る よ うに 買取 りユ ー ザ ー

が半 分 以 上を 占め,規 模 別 で は

370/145ク ラス の 中大 型 と

168ク ラス の超 大型 の設 置 ベ

ースが 比較 的大 きい
。 産 業 別

図1-50:UlivacのEDP収 入 推 移

(1000万 ドル}

1.500
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一
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図1-51:取 得 方 法 に よるUnivacの 米

国 設 置 ペ ー ス

(74年 末,金 額 比)
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では,連 邦,州,地 方 の各 政

府 市 場 の 占め る割 合 が 非 常 に

大 きい(政 府 市 場 の項 参 照)。

Univacが 産 業 別 で の大 き

な マーケ ッ ト ・シ ェ アを有 し

てい る分野 は政 府市 場 の他 に
,

石 油,印 刷 ・出版,通 信,教

育 の各 分野 で あ る。

事 実上 のナ ンバ ー2

1949年 にEckert

MauchlyComputereorp .

を買収 して世 界 初 の商 業 コ ン

ピュ ー タ を世 に送 り出 し,そ'

の後IBMに 市 場 の大 半 を握

られ は した が,HISの 登 場

まで は業 界2位 の座 を堅 持 し

て きたUnivacは,再 び2位

の座 を手 に入 れつ つ あ る。

IDCに よる設 置 状 況 調 査 で

は,HISの カ ス トマ ー 。ベ

ー ス がUnivacの そ れ を上 回

って い るが,コ ン ピ ュー タ に

よる収 入 は74暦 年 でHIS

の それ を追 い抜 き,HISが

コ ン ピュ ー タ事業 か らの撤 退

を噂 さ れ るほ どの状 況 に陥 っ

図1--52:規 模 別 に み たUnivacの 米 国

内 設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

(傷ノ

40

30

20

10

雀 ;;
型

口 全 メー カー平均

zau・ivac

実 墓 莫
型 型

図1-53:Univacの 産 業 別 設 置 ベ ー ス .(
1974年 末,米 国 市 場,金 額 比)
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て い る の に 対 し,Univacは 毎 年 十 数 パ ー セ ン トの 利益 の伸 び を 示 し てSperry

Rand社 の か せ ぎ頭 と な っ て い る 。

Univacに と っ て よ り誇 る べ き こ と は,そ の 高 い 利 益 率 で あ る 。 か っ て は 全

体 の1/6以 下 の 収 入 と赤 字 を 計 上 す る だ け の 部 門 で あ っ たUnivacが,今 で は

企 業 収 入 の 約 半 分,利 益 は そ の 過 半 を あ げ る とい う最 大 の利 益 貢 献 部 門 に ま で

成 長 した の で あ る。 現 在 を可 能 な ら しめ た最 大 の 要 因 は,71年 に 行 な っ たR

CAの コ ン ピ ュ ー タ事 業 の 買 収 で あ る と い え る。Univacは ,賢 明 に も,RC

Aの コ ン ピ ュ ー タ部 門 全 体 を 買 収 す る こ と は せ ず,マ ー ケ テ ィ ン グ 部 門 と カ ス

トマ ー ・ペ ー ス だ け を買 取 っ た の で あ る。 こ の 買 収 の 以 前
,Univacは,本 当

に 利 益 を上 げ る コ ン ピ ュ ー タ部 門 を維 持 し て ゆ くた め に は 小 さ す ぎ る カ ス トマ

ー 。ベ ー ス しか 持 っ て い な か っ た し
,マ ー ケ テ ィ ン グ面 も充 分 で は な か っ た 。

SperryRandの 時 の 会 長J。 フ ラ ン ク ・ フ ォ ー ス タ ー氏 は 「充 分 な収 益 性 を

確 保 す る た め に は,RCAか ら の カ ス トマ ー'・ ペ ー ス を50%は 確 保 し な け れ

ば な ら ない 」と 語 っ た が,現 実 に は80～90%も の 顧 客 を 確 保 し続 け た 。

こ の 背 景 に は,RCAカ ス トマ ー にUnivacシ ス テ ム と 互 換 性 を も つ よ う に

必 要 な ハ ー ドウ ェ ア ・・エ ン ハ ンス メ ン トを 行 な い,ま たRCAシ ス テ ム か ら

Univacシ ス テ ムへ の変 換 に 必 要 な 多数 の ソ フ トウ ェ ア ・ブ リ ッ ジ を 供 給 す る

な ど,技 術 優 先 企 業 の イ メ ー ジ の 強 か っ たUnivacが 積 極 的 な マ ー ケ テ ィ ン グ

戦 略 を 展 開 した と い う事 実 が あ っ た 。

今 リ エ イ 会 長 が期 待 し て い る の は,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン志 向 の コ ン ピ ュ ー タ

に お け るUnivacの 強 力 な技 術 を 資 本 化 す る機 会 で あ る。 世 界 の コ ン ピ ュ ー タ

の30%以 上 が す で に オ ン ラ イ ン 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 。シ ス テ ム に 接 続 さ れ

て お り,77年 ま で に は こ の 比 率 が50%な い しそ れ以 上 に な る と予 想 さ れ て

い る 。 こ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン志 向 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム に お け る パ イ オ

ニ ア はIBMで は な くSperryRandな の で あ る
。Univacが こ の種 の コ ン ピ

ュ ー タ を造 り始 め た の は1960年 代 の 初 期 で あ った 。IBMに 続 い て 他 の コ

ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー が 安 価 で 売 行 き の よ い バ ッチ処 理 シ ス テ ム に 走 っ て い た
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時,Univacは よ り精 巧 な シ ステ ム に手 を そ め る こ と に 決 し た の で あ る 。

66年 か ら72年 に か け てUnivac事 業 本 部 長 の職 に あ った ロバ ー ト ・E・

マ ク ドナ ル ド(現SperryRand社 長兼 最 高 経 営 役 員)氏 は,「 各 企 業 は あち

こち到 る と ころ に工 場 を建 設 してい た。 か な り前 か らわれ わ れ は,企 業 が わ れ

わ れ の手 が け てい る よ うな コン ピ ュー タ能 力 を必 要 とす る よ うに なろ う と承 知

して い た。 」 と説 明 す るo

予 想 が現 実化 した今,Univacは 徐 々 に マ ーケ ッ ト・シ ェ ア を拡 大 して ゆ く

マ ー ケテ ィ ングカ と技 術 の両 面 を手 中 に した と信 じてい る。 リエイ氏 の戦 略 は

単 純 な もの で あ る。 い わ く,IBMの 客 を奪 え 。74年6月 に発 表 した90/30

は小 型 ～ 中型 ま で の幅 広 い ア ッ プ グ レー デ ィ ン グ 可能性 を もち,し か もIBM

の ア プ リケー シ ョ ン ・プ ログラ ムの エ ミ ュ レー シ ョン機能 も有 してい るシ ス テ

ム で あ った 。IBM360を 使 用 中の ユ ーザ ー,コ ミュニ ケ ーシ ョン用 にシ ス

テ ム/3を 導 入 して い る ユ ーザ ー な ど,い ずれ は370に グ レー ド ・ア ッ プす

る の が常 のIBM顧 客 層 がUnivacの 狙 い定 め た 目標 で あ るoま た75年3月

に発 表 した大 型 機1100/20,40そ して10月 に発表 した 中型 機1100/10

は370ユ ー ザ ー を狙 うもの で あ る。Univacに よればP90/30の 受 注 は

75年 末 の 時 点 で 約1・000台 燵 し・ そ の
.1鋤,55%嚇 しV"「bス

ト マ ー に よ る も の で あ る と い うo

UnivacはRCAの カ ス トマ ー ・ベ ー ス 買 収 の2年 後,再 びRCAか らP

OS事 業 を 買 収 し て い る。Univacに と っ てPOSは 初 め て の 分 野 で あ る が,

RCAが6年 が か り で 開 発 した も の を ペ ー ス と し て,ま さ に イ ン ス タ ン トに 製

品 を 市 場 に 送 り込 ん だ 。 現 在UnivacのAccuScanス ー パ ー マ ー ケ ッ ト ・

シ ス テ ム は,ボ ー マ ン ・ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト他 数 社 で稼 動 し て い る。

POSは 今 後 の大 き な成 長 が 見込 ま れ る有 望 な 市 場 で あ る が,同 時 に コ ン ピ

ュ ー タ本 体 に 劣 らぬ 激 烈 な競 争 の 場 で も あ る。73年 に は 中 堅 メ ー カ ー で あ る

PB-A(PitneyBowes-Alpex)が 同 市 場 か ら撤 退,76年 に は パ イ オ ニ

ア で あ り トッ プ ・メ ー カ ー で あ るSingerが 後 発 のNCR,IBMの 前 に敗 れ
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去 っ た 。 キ ャ ッシ ュ ・レ ジス タの カス トマ 一層 を持 つNCRと コン ピュ ー タ本

体 市場 の 過半 を牛 耳 るIBMに 対 しp「 初心 者 」Univacが どの 様 な奮戦 ぶ り

をみ せ るか 注 目さ れ る と ころ で あ る。

海 外 事 業 も活 発

Univacの 最 近 の活 発 な海 外 事 業 も注 目さ れ る と ころ で あ る。.74年6月 に

ソ連 の ア エ ロ フ ロー ト航 空 か ら受 注 した1,000万 ドルに のぼ る座 席 予 約 シ ス

テ ム は,75年6月 に米政 府 か ら輸 出認 可 を得 てい る。Univacは これ をテ コ

と して ソ連 ・東 欧 圏 へ の本格 的 な進 出 を意 図 してい る。

ス ウ ェー デ ン のSaab-Scaniaと 合弁 で4月 に 設立 したSaabUnivacは,

日本 の沖 ユ ニ パ ックや 日本 ユニパ ック と同 じ く現 地 資本 が 株式 の過 半 を有 す る

会社 で,100%出 資 を好 む 米 国 コン ピュ ー タ ・メー カ ーの 中 に あっ て ユ ニ ー

ク な存 在 とい え よ う。 これ は,「 一 部 の国 際 市 場 で強 力 な地位 を築 くに は,少

数 派 株 主 の立 場 を と る こ とが きわめ て効 率的 な方 法 で あ る 」と の認識 か らで あ

りp相 互 に技 術 資源 の蓄 積 や研 究 開 発投 資負 担 の 分担 と規 模 の経 済 の追 求 を行

な うため には,必 ず し も資本 の マ ジ ョ リテ ィ確 保 に 固執 しない とい うCDOの

考 え方 と同一 線 上 を行 くもの であ る。

西独 のSiemens社 と協 定 を 締結 し,Siemensが ブ ラジル で持 っ てい た コ

ン ピュ ー タ関係 の全 顧 客 に対 して,製 品 供給 とサ ー ビスの責 任 を引 き受 け る こ

とに なっ たの も特 筆 され る。 ブ ラジル の コン ピュー タ市 場 は高 い 成長 率 を示 し

てお り⑪ 南 半球 で は最 も成長 率 の高 い 地域 で あ る とい われ てい る。

q

75年 の 動 き

SperryUnivacの75年 の 主 な動 き は 次 の通 り。

1月:90/60,70向 け にVS/9オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 発 表

2月:400名 レイ ・オ フ を発 表

こ れ はUnivacとRemington事 務 機 器 部 門 の統 合 に よ る もの で あ る 。
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2月:Saab-Univac設 立 で ス ウ ェ ー デ ン のSaab-Scaniaと 合 意 に

3月:90/30初 出 荷

同 月:3330-11型 ダ ブ ル ・デ ン シ テ ィ ・デ ィ ス ク8433発 表

Univacが1973年 にItelか ら 買 収 し たISS事 業 部 が 開 発 ・製 造

して い る も の で,OEM製 造 と し て も出 荷 さ れ る。

同 月:大 型 機1100/20お よ び40を 発 表

共 にMOSメ モ リ を採 用 した 新 モ デ ル で,1106お よ び1110の リ

プ レー ス を 狙 っ た もの で あ る 。

4月:Saab-Univac設 立

設 立 に伴 な い,デ ン マ ー ク,フ ィ ン ラ ン ド,ノ ル ウ ェ ー,ス ウ ェ ー デ ン

のUnivac従 業 員 の う ち約500名 が 新 会 社 に 移 籍 さ れ た 。

同 月:Uniscope800CRTタ ー ミ ナ ル 発 表

6月:ア エ ロ フ ロ ー ト航 空 向 け1106一 皿 ・シ ス テ ム の 輸 出 認 可 さ る

シ ス テ ム規 模 は1,000万 ド ル相 当。

10月:中 型 機1100/10発 表

1100シ リ ー ズ の 最 下 位 の マ シ ン と して位 置 づ け ら れ る も の で,主 メ

モ リ には4Kチ ッ プのMOSが 採 用 さ れ て い るo

同 月:値 上 げ を発 表

メ ン テ ナ ン ス 料 は9%,一 部 タ ー ミナ ル 製 品 の レ ン タ ル料 は5%引 上 げ

ら れ る が,そ の他 の料 金 は 据 置 か れ る。

12月:ElectronicMemories&Magneticsの 子 会 社Caelus

MemoriesInCaの 生 産 施 設 を 買 収

こ の 買 収 はISSを 通 じ て 行 な わ れ た も の で,ウ ィ ン チ ェ ス タ ー型 デ ィ

ス ク ・ ド ラ イ ブ市 場 参 入 の 第一 歩 とみ られ て い る。
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Xerox

メ イ ン フ レーム事 業 か らの撤 退

(1)撤 退 の発表

1975年7月21日,Xeroxは コン ピ ュー タ本 体事 業 か ら撤 退 す る と発

表 した 。 そ の理 由 と して,C.ピ ー タ ー ・マツ コ ロウ会 長 は,累 積 す る赤 字 と

将来 の見 通 しの 暗 さ を あげ てい る。 同 会長 に よれ ば,Xeroxの 本 体 事 業 は

1970年 以 来 ず っ と赤 字 を計 上 し続 け てお り,80年 ごろ に損 益 分 岐 点 に達

す る ため には,新 シ リー ズ ・コン ピ ュ ー タ開発 の ため に,さ らに1.5億 ～2億

ドル の投 資 が必 要 で あ る とい う。 業 界観測 筋 で は,累 積赤 字 総額 は12億5,000

万 ドルに達 す る と みて い る。

Xeroxは コンピュー タ事業 が赤 字 を続 けて い る間,こ と ある た び ご とに 「 コ

ン ピ ュー タ を手放 す つ も りは ない 」と言 明 して きた 。 この背 景 には ,基 本戦 略

と しての 「コン ピ ュ ー タ/複 写 機統 合 シ ステ ム構 想 」 が あ った。 マ ツ コ・ ウ会

長 は か っ て次 の よ うに語 って い る。 「われ われ は 巧 くい って い る とは思 っ てい

ないoし か しわ れわ れ は もはや こ の道 を選 ぶ よ り他 は ない のだ。 も しわれ わ れ

が コ ンピ ュー タ/複 合機 統 合 シ ス テ ム を開発 しな けれ ば,必 ずIBMが そ れ を

や っ ての け る で あろ う。 そ うなれ ば わ れ われ は,小 規 模 なオ フィスや ビジ ネス

を対 象 に した一 介 の複 写 機 メ ーカ ー に成 り下 が る こ と に なる のだ。 」

本 体 事 業撤 退 に踏 み 切 っ たXeroxは この基本 戦 略 をも放 棄 したの で あろ うか。

今 ま で の経 緯 か ら して計 画 自体 の放 棄 は まず 考 え られ まい。 しか し少 くと も,

将 来 のオ フィ ス の中核 を なす で あろ う コン ピュ ー タ/複 写 機統 合 シ ス テ ムの実

用化 は ま だ か な り先 に な る で あ ろ う と の認 識 に至 っ た こ とは想 像 さ れ るbさ

らに,こ の シ ステ ムに お い ては コン ピ ュー タ本 体 を有 す る こ とが絶対 的 な必 要

条 件 で は ない との決 定 が下 され た もの か も しれ ない 。 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス

や 周辺 機 器 分野 に お け る事 業 は継 続 す る 旨言 明 して い るこ とは,こ の辺 の事情
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を物 語 る もの で あろ う。

Xeroxは74年 の売 上 げ が約36億 ドル で,Fortune誌 に よ る米 国工 鉱 業

企 業 番 付 で は 第41位 に ラ ンク され る大 企 業 で あ る。 ゼ ログ ラフィ ーの 成功 話

は偉 大 な ビジ ネ ス伝 説 の一 つ と化 しg成 長 に 次 ぐ成長 を続 け る同 社 は,数 あ

る企 業 の 中 で も優 良 企業 と して数 え られて きた。 豊 富 な資金 力 を背 景 と し,S

DS(ScietificDataSystems)の 高 い技 術 力 を持 っ て コン ピ ュー タ事 業

に参 入 したXeroxは,自 他 共 に業 界 ナ ンバ ー2に な りうる と認 じて い た。 この

Xeroxが なぜ 本体 事業 か ら撤 退 しなければ な らなか っ た の で あろ うか。

k

② 撤 退 へ の道 程

1969年2月,XeroxはSDS(ScientificDataSystems)と 合

併 に つい て一 応 の合意 に到達,5月16日 付 で普通 株 の交 換 とい う形 で吸 収 合

併 が行 なわれ た。

SDSは61年 に マ ッ クス ・パ レフス キ ー氏 に よ り創 立 さ れ た 会 社 で,科

学 技 術,教 育,タ イ ム シ ェ ア リン グ な ど の 分野 で 地 盤 を 固 め て い た 。

68年 にお け る米 国 で の市 場 シ ェ アは台数 比 で2.3%,設 置 金 額 ではL2%を

有 してい た。Xeroxが 買収 した当時 のSDSの 売 上げ 規模 は約1億 ドル,利 益

も1,000万 ドル前 後 を計 上 してい た。SDSは ビ ジネ ス ・デ ー タ処 理 でIB

Mと ま っ 向 か ら戦 うとい うこ とを避 けg－ 部 の特 定 分 野 へ志 向 す る こ と に よ り,

成 功 を納 め る ことが で き たの で あ る。

しか しXeroxが 目指 したのは,SDSの そ れ ま での道 とは 全 く異 な る もの で

あった。XDS(XeroxDataSystems)と 改称 さ れ たXeroxの コンピュ ー

タ部 門 が狙 い を定 め た のは,SDSが ほ とん ど経験 と実 績 を有せ ず,さ らに巨 人

IBMが 市 場 を牛 耳 る ビジ ネス ・デ ー タ処 理 の分野 で あ った。 しか もXeroxは,

この分 野 でIBMに 次 ぐナ ンバ ー2の 地 位 と,事 業 開始 初 年 度 か らの 利益 計 上

を も くろん だ の で あ る。 そ して当 のXeroxの 経 営 陣 の コンピュー タに対 す る経

験 と知識 は,ほ とん ど皆無 とい う状 態 で あ った 。 こ う した こ とか ら半 ば必 然 的
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に生 じた のは,赤 字 の累 積 と引 続 く組 織再編,そ して マネ ジ メ ン トの交 代劇 で

あ った。

1969年 末,Xeroxは ロ ン ドンのRankXerox(Xeroxの51%子 会 社)

を基 地 と して欧 州 の コ ン ピ ュ ー タ市 場 へ も乗 り出 した。 翌70年 初 め にはID

SL(lsaacDobbsSystems)社 を吸収,同 社 を中核 と したXeroxCom-

puterServicesを 設 立 して コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 市場 に参 入 した。 さ ら

に72年4月 には,デ ィ ス ク ・ ドライ ブ等 の周辺 機器 メ ー カ ー,Diablo

Systemsを2,900万 ドル相 当 の株式 を投 じて買 取 った。

こ うしてXeroxは コン ピュ ー タ・ビジ ネス を次 々 と拡 張 してし(った ので あ る

が,そ の収 入 の全 収入 に 占め る割 合 は微 々た る もの で,わ ず か数 パ ーセ ン トに

す ぎ なか った。 そ の一 方 で コン ピ ュー タ ・ビ ジネ スは複 写 機 事業 に よる利 益 を

食 い荒 し続 け て い た。 コ ン ピ ュー タ ・サー ビス お よび周辺 機 器 事 業 は上 向 い て

き た とは い え,肝 心 の本 体 事 業 は低 迷 す るのみ で あ った 。 しか し前節 で述 べ た

よ うに,本 体 事 業 は同社 に と っ て重 大 な コンテ クス トを持 つ もの で あった ため,

お いそ れ と手 を引 くこ と は で きなか っ た。

こ う した事 態 を 打 開す る ため,Xeroxは72年3月 に は コン ピ ュ ータ事 業 と

複 写機 事 業 を統 合,財 政/製 品計 画g技 術 開発 ・製造,販 売 ・サ ー ビスを そ れ

ぞ れ担 当 す る3組 織 を新 設 した○ さ らに74年 に は再 び コ ン ピュ ー タ部門 をD

SD(デ ー一夕 ・シ ステ ム事 業部)と して再 分離 させ る な ど 次 々 とテ コ入 れ策 を

行 なっ たoし か し,Xeroxの 目指 した ビジネス ・デ ー タ処 理 市場 はIBMが 支

配 す る市 場 で あ りgま た こ の 分野 での経 験 の ない経 営 陣 が立 て た 見通 しは楽 観

的す ぎ た。 そ して最 終 決 定 に至 っ たの で あ る。

撤 退 の波 紋

Xerox側 が明 らか に した ところ に よれば,SDSとXeroxに よっ て出荷され

たCPUの 総 数 は約2,100台,う ち約1,700台 は米 国 内 に 出荷 され た。 そ

して2,100台 の うち7月 現在 で リ ースさ れ てい る もの は 約8%で ある と して

'
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い るoIDC(lnternational

DataCorp。)の 汎 用 コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ン サ ス に よ れ ば,

75年7月1日 現 在 全 世 界 に

設 置 さ れ て い るXeroxの コ ン

ピ ュ ー タ は986台,う ち

809台 が 米 国 内 に 設 置 さ れ

て い るOXerox側 の 資 料 と合

わ せ る と,ユ ー ザ ー の 多 く は

買 取 りユ ーザ ー で あ る こ と が

わ か るoこ れ ら ユ ー ザ ■一一一・は

Xeroxの 撤 退 に 関 し どの よ う

図1-54:Xeroxの コ ン ピ ュ ー タ 事 業 に よ

る 収 入 推 移

(100万 ドル)
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(注)マ ー ケッ ト・シェアは米 国 籍 メーカー

の 合 計 を100と し て 算 出

な反応 を示 してい る の で あろ うか。

撤退 直 後,緊 急 ユ ーザ ー会 が 開か れXerox側 の説 明 を求 め るとし(った こ とが

なされ た が,ユ ーザ ー の反 応 は全体 と してみ る限 り比較 的 穏 や か で あ った。 こ

の背景 と して,ユ ーザ ー ・ペ ー スが 科学技 術 分野 中心 で あっ た こ と,そ して導

入個 所 の 多 くは マル チベ ン ダー ・サ イ ト(複 数 の メ ーカ ー か らCPUを 導 入 し

てい る所)で あっ た こ と な どが あげ られ る。 ち なみ に ユ ーザ ー構 成 を金 額 比 で

み る と,一 般 産 業 が19%(全 メ ーカー平 均 は28%),サ ー ビス ・ビ ューロ

ー36%(同15%)
,教 育19%(同6%),連 邦政 府22%(同10%),

そ の他4%(同41%)と な っ て い るo意 図 した ビ ジネ ス分 野 で の不 振 が逆 に

撤 退 に際 しての静 か な反 応 を生 ん だ と もい え よ う。使 用 ア プ リケ ーシ ョン別 に

み る と科 学 技術 へ の片 寄 りは さ らに明 らか と なる。(図1-55)

さて,カ ス トマー ・ベ ー ス の買 収 とい うこ とは,ユ ーザ ー に対 す る長期 的 な

サ ポー トとい っ た観 点 か ら して,ま た買収 企 業 の 今後 の戦 略 とい った点 か ら も

重 大 な関心 事 で あ る。 買 収 先 と しては最 初 にH-P(Hewlett-Packard)次

いでSperryUnivacが 有 力視 さ れたが,10月15日VaHoneywe11が サ ー ビ
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ス お よび販 売 業務 を引 き継 ぐ こ

とで 基本 的合 意 に達 した 。 さ ら

に12月 初 め に は製造 権 の 譲 渡

につ い て も基 本 的 な合意 に到 達

してい るo

サー ビスお よび販 売 業務 の 引

継 ぎ に関 する最 終 契 約 は12月

末 に調 印 され た が,そ れ に よれ

ばHISは76年1月31日 以

降米 国 内 にお け るXeroxコ ンピ

ュ ー タの全 ゆ る販 売契 約 お よび

サ ー ビス契 約 に対 し責任 を 負 う

図1-55:Xeroxユ ー ザ ー の 主 要 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン
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こ と に なる。 メ ンテ ナ ン ス ・サ ー ビスに よる収入 の大 部 分 はHISが 取 り,リ

ー スや新 規成 約 に よる収 入 は そ の40%がHISの 取 り分 とな る。 この最 終 契

約 は,米 国 内 に お け る事 業 に 関す る もの で あ るが,カ ナダ お よびそ の他海 外 の

子会 社 の事業 につ い て も近 い うち に最 終調 印 が なさ れ る見込 み で あ る。

製造 権 に関 し基 本 的合 意 に 達 した ところ に よれば,Xeroxは カ リフ ォルニ ア

州 エ ル ・セ グ ン ドの製造 施 設 を76年12月31日 ま で再生 セ ン タ ーtoよ び部

品供 給 セ ンター と して運 営 し,そ の後HISが こ れ らの機 能 を引 き継 ぐこ とに

な っ てい る。 しか しこの 製 造 権 が具 体 的 に ど の よう な形 でHISに 譲渡 さ れ る

の か とい うこ とにっ い て は今 の と ころ 明確 に され て い な い。

Xeroxの コンピュ ー タ ・ユ ーザ ーは こ うした動 きに対 し,何 も知 らされず に

単 に企業 戦 略上 の手 段 に使 わ れ てい るだ け と して反発,Honeyweliと い う相

手先 の名 前 に対 して は あか らさ ま な不満 の意 を示 してい る もの も少 くな い。

Honeywe11の コ ン ピュ ー タ事業 は74年 以 来不 振 に陥 って お り,コ ン ピュー

タ事 業撤退 の噂 も何 度 か 報 じ られ て い るこ と,そ して ユ ー ザ ー ・ベ ース は

Xeroxの それ とはか な り異 な っ て お り,サ ポ ー トが十 分 に行 なし(うるか疑 問 視
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さ れ る こ と な どか ら こ う し た 反 応 が 生 じ て い る と思 わ れ る 。

Xeroxの ユ ー ザ ー 会"Exchange"は 相 手 がHISと 決 っ た 以 上,同 社 と

よ り建 設 的 な話 合 い を 行 な お う と の 態 度 を示 して お り,今 ま で の ハ ー ド/ソ フ

トに 対 す る投 資 を 守 ろ う と し て い るOHISは ナ ン デ ィ エ ゴ で12月 に 開 か れ

たExchange会 に 出 席,Xeroxマ シ ン とHISマ シ ン と の ブ リッ ジ ・マ シ ン の

開 発 を行 ない た い と 語 っ た 。Exchange側 は これ に 対 し,Xeroxユ ー ザ ー の ハ

ー ド/ソ フ ト投 資 を 守 る もの と し て評 価,さ ら にCP-V(ControlProg-

ram-Five)オ ペ レー テ ィ ン グ 。シ ス テ ム の エ ン ハ ン ス メ ン トお よ び 追 加 ハ ー

ド ウ ェ ア の 提 供 を 望 ん で い る 。Xeroxの ユ ー ザ ー 代 表 とHISの 技 術 担 当者 と

の 話 合 い が1月 末 に な さ れ た 模 様 で,こ の 内 容 は5月 に予 定 さ れ て い るEx-

change定 例 総 会 で 明 ら か に さ れ るo

旨

,
4

事 業撤退 に伴 い ユ ー ザ ー と同 じ く直接 的 な影 響 を受 け る のは従 業 員 で ある 。

Xeroxの コンピュー タ$業 部 に は米 国内 だ け で約4,100名 が従 事 してい た。

撤退 発表 の際 マ ツ コ ロ ウ会 長 は で き る限 り配 転 を進 め る と語 ってい たが,す で

図1-56:Xerox売 上げ,純 益 の推移
(100万 ドル)(100万ドル)
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に そ の半 数 近 くが レイ ・オ フさ

れ て い る。 レイ ・オ フは販 売,

サ ー ビス,開 発 の 部 門 か ら始 ま

った が,す で に 製造 部 門 の要 員

もそ の対 象 と な って い る。HI

Sは,先 日の サ ー ビスas・よ び販

売 業務 の引 継 ぎ契 約 締 結 に伴 い,

Xeroxコ ン ピュ ー タ事 業 部従 業

員 の うち600名 以 上 を雇 用 す

る意 向 で あ るこ と を明 らか に し

てい るoま た"ブ リッ ジ"の 開

図1-57:Xerox1株 当 り純 益 の推 移

(単 位'1ド ル)
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発 の ため,計100名 程 度 ハ ー ドウ ェア お よび ソ フ トウェ ア のシ ニ ア ・エ ン ジ

ニ アを雇 用 す る用意 が あ る こ と を12月 のExchange会 で 明言 してい る。

有 力 事務 メ ー カ ーが コン ピ ュー タ本 体 事業 を あ き らめ た ことの波紋 は,IB

Mの 独 禁法 裁 判 に も影 響 を及 ぼ してい る。 業 界 史 上 最大 の独 禁 法 係争 で あ るI

BM/司 法 省 の裁 判 資料 と して,Xeroxは 司法 省 に対 し,本 体 事業 撤 退 の経 緯

に 関 す る書類 を送 付 して い る 。 また76年1月 末 に はpD。N.エ デルステイ ン判

事 は マ ッlrロ ウ会 長以 下6名 を新 たに証 人 リス トに追 加 した い とい う司法 省 側

の 申請 を受 け入 れ てい る。

今 後 のXerox

コ ン ピ ュ ー タ 本 体 を抜 い たXeroxは 「一 介 の 複 写 機 メ ー カ ー 」に な りさ が ら

な い た め に,今 後 どの よ う な基 本 戦 略 を と っ て ゆ くの で あ ろ うか 。 将 来 の オ フ

ィ ス 市 場 を 制 す る た め,IBMを 始 めBurroughsやUnivacも 総 合 オ フ ィ ス

・オ ー トメ ー シ ョ ン の青 写 真 を描 い て い る 。 大 型 機 本 体 を 持 つ これ ら企 業 と は

異 な り,Xeroxは ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ な どを 中 心 と

し た 分 散 処 理 型 の オ フ ィ ス ・ プ ・ セ ッ シ ン グ ・シ ス テ ム の 方 向 を と ら ざ る を 得

一115一

一



な く・な る とみ られ る 。 す で にCAI(ComputerAutomationInc。)か ら

コ ン ト ロ ー ラ用 ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ の購 入 の 実 績 も あ り,今 後 は外 部 の ミ ニ/

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ プ ライ ヤ ー との 結 び つ き が 強 ま る こ と が 予 想 さ れ

る 。 こ う した 方 向 に進 む に つ れ,周 辺 ・端 末 機 器 部 門 は ま す ま す 重 要 な も の に

な っ て くる で あ ろ うoま た ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス で の 経 験 と実 績 の 積 み 重 ね

も重 要 と な ろ う。

XeroxのDP産 業 へ の 執 着,言 い 換 え れ ば 将 来 の オ フ ィ ス 市 場 制 覇 へ の 意

欲 は,活 発 な周 辺 機 器 事 業 の動 きに 現 わ れ て い る。 こ の 顕 著 な例 が,Daconics

とVersatecの 買 収 で あ ろ う。Xeroxは,Daconicsに 対 し約450万 ド ル

相 当 の株 式 を,Versatecに 対 し て は1,900万 ド ル相 当 の 株 式 を投 じ て 買 収

したo

DaconicsCorp.は1969年 に カ リ フ ォ ル ニ ア の サ 二 一 ベ ー ル に 設 立 さ れ

た 会 社 で,ワ ー ド ・ プ ロ セ シ ン グ 。シ ス テ ム,ミ ニ 。 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

お よび 周 辺 機 器,リ ア ル タ イ ム ・デ ー タ収 集 シ ス テ ム,デ ィ ス ク/テ ー プ ・シ

ス テ ム な ど を 製 造 して い る 。 特 に 注 目 さ れ る の は,最 近 開 発 に成 功 しす で に

20シ ス テ ム を 販 売 し て い る ワ ー ド ・ プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム で,オ プ シ ョ ン

な が ら演 算,自 動 ハ イ フ ン結 合,写 植 機 へ の 出 力 機 能 な ど を有 す る ミニ ・ コ ン

ピ ュー タ を 使 った マ ル チ 。 タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム で あ る。

一 方 のVerSatec
,Inc。 も69年 に カ リ フ ォ ル ニ ア の サ ン タ ・ ク ラ ラ に設

立 さ れ た 会 社 で,静 電 式 プ リ ン タ,プ ロ ッ タ,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ 用 プ リ ン タ

/プ ロ ッ タ を 製 造 し て い る 。 これ ら の 分野 で はVarianAssociatsの 好 敵 手

と み られ て お り,75年5月 の 最 新 年 度決 算 に よれ ば,年 間970ド ル の 売 上

げ を 達 成 し て い る。

Daconicsの ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム 開 発 力,Versatecの ノ ンイ

ン パ ク ト ・ プ リ ン タ 開 発 力 を翼 下uateさ め たXeroxは,優 れ た複 写 機 開 発 能 力

と豊 富 な 資 金 力等 を背 景 と して 分 散 処 理 型 の オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン の 開

発 に 向 か う も の と思 わ れ る。
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75年 の 動 き

75年 の 後 半 は コ ン ピ ュ ー タ本 体 事 業 か ら の撤 退 に伴 ない,め ま ぐ る しい 動

き をみ せ たXeroxの:コ ンピュータ事 業 部 で あ る が,そ の1年 の 動 き を辿 っ て み よ

う。

2月:Telecopier200フ ァ ク シ ミ リ発 表

4月:Sigma9MPの 販 売 を 開 始

6月:マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 利 用 の タ ー ミ ナ ル ・ シ ス テ ムIDS(lntelligent

DisplaySystem)発 表

7月:560コ ン ピ ュ ー タ を拡 張

メ モ リが最 大2Mバ イ トに 拡 張 さ れ,新 た に3330型 ダ ブ ル 。デ ン シ テ

ィ ・デ ィ ス ク も接 続 さ れ る よ う に な っ た 。

同 月:コ ン ピ ュ ー タ 本 体 事 業 か らの 撤 退 を発 表

8月:H-P(Hewlett-Packard),Xeroxと 本 体 事 業 の 買 収 交 渉 開 始,

決 裂

9月:コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 の レイ 。オ フ始 ま る

同 月:SperryRandと 話 合 い に 入 る

10月:Honeywellに よ るXeroxコ ン ピ ュ ーーータ 事 業 の 買 収 可 能 性 出 る

同 月:SperryRandと の 話 合 』 中 止

同 月:コ ン ピ ュ ー タ部 門 の レイ ・オ フ続 く。 さ らに580名 を レイ ・オ フ し,

そ の 総 数 は1,200名 以 上 に達 し た 。

同 月:Honeywel1と サ ー ビ ス,販 売 業 務 の肩 代 りで 基 本 的 合 意 に 到 達

11月:非 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 か ら500名 を レ イ ・オ フ

12月:Honeywellと 製 造 権 譲 渡 で 基 本 的 合 意 に到 達

同 月:Honeywellと サ ー ビス,販 売 業 務 の 引 継 ぎ で最 終 契 約 に 調 印
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4.コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

全 般 的 動 向
鳥
v

米 国 デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 会 社 協 会ADAPSO(TheAssociationof

DataProcessingServiceOrganization)の 恒 例 の 調 査 に よ れ ば,

1974年 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 規 模 は33億 ド ル で,今 後,

内 外 で の 競 争 が激 化 す る もの の80年 に は73億 ド ルへ と年 平 均14%の 成 長

が 見 込 ま れ て い る(図1-58)。 以 下,今 回 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 点 を 要

約 す る と 次 の よ うに な る。

・売 り上 げ は 前 年 比24%で 伸 び て い る。

・売 り上 げ 規 模 を タ イ プ別 に 見 る と
,ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビ ス が 第1位 で,全

体 の 売 上 げ の 約26%を 占 め て い る。 以 下NIS(20%),FM(17%),

図1-58米 国 の コンピュー タ ・サー ビス市場 規 模 推 移 予 測(74年 一80年)

1974年

合計33億 ドル

(単 位:100万 ドル)

1980年

合計73億 ト.ル

注)米 教 育,シ ス テ ム ・セ キ ュ リテ ィ,第3者 メ ン テ ナ ン ス の 合 計

(第3者 リ ー ス,中 古 コ ン ピ ュ ー タ は含 ま な い)

`

蘂

"

."
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図1-59:サ ー ビス 会社 の収 入 源 分布 状 況
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バ ッチ ・サ ー ビス(14%)の 順 に な って い る(図1-59)。 小 規 模 なサ

ー ビス会 社(年 間 売 上2百 万 ドル以 下)は
,も っぱ らバ ッチ ・サ ー ビス を収

入源 と してい るが(売 り上げ の50%以 上),大 規 模 なサ ー ビス会 社 は すべ

て のサ ー ビス分野 か ら平 均 して収 入 を得 てい る。即 ち,大 規 模 なサ ー ビス会

社 ほ ど マルチ ・サ ー ビス ・ベ ンダ ー(MSV)と して の性 格 が強 い。

・国外 の取 引 か ら収 入 を得 て い る サ ー ビス会社 の数 は
,前 年 の14%か ら19

%へ と増加 した。しか し,そ の売 り上 げ は,全 体 の売 り上 げ の約10%で,前

年 と大 して変 わ らない 。

・主 要 な トレン ドと して 次 の よ うな点 が 明 らか に な った。

①サ ービスの主流 は,バ ッチ ・サ ービスからNISへ と,移 行 しつつ ある。

②小型 ビジネス ・.システム と対抗 するため に,タ ー ミナ ル,ミ ニ ・コン ピュータなど

のi装置 リース(ま た はセールス)に 重 点を置 くようになっ てきたo

③小規模 なサ ービス会社を除 けば,一 般 に全体の売 り上げ の中 で,ソ フトウェア ・サ

ー ビスの売 り上げが 占め る割合 は次第 に減少する方向に ある。
、

図1-60:売 上げ 規 模 別 のス タ ッ フの 内訳

050% 100%

50万 ドル以下

50万 ～200万 トル

200万 ～1,000万 トル

1.000万 ドル以上

郷 ミ1還、 勢 ζ〃 彩 巳;・:2X'∴1

蕪.i多修 形W◎ 子瞭 ・

1・2・運 』 溺W三'亘 ・・
二 ・

＼//
123・ゼ>1三 ち%∴1・;そ .ジ・.・.'二

口 管理職 ・び経理

園 研究開発要員

膠 。べ。一八 ン要員

図 一 ・テ・・グ・員
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④ ソ フ トウェ ア業 者 の オ フィ ス の数 が増 え て きた こ とか ら,顧 客 は,一 般 に

10マ イル以 内 の距 離 に分 布 す る よ うに なった。

・競 争 相 手 と しては① 他 の サ ー ビス業 者② ミ ニ ・コン ピ ュ ー タお よび小型 ビジ

ネ ス ・シ ス テ ム③ 銀 行 の3分 野 の影 響 が 大 きい。

・現 在 ,サ ー ビス業 者 が 直 面 して い る大 きな問題 は 次 の3点 で あ る。

① 他 の サ ー ビス業 者 お よび ミニ ・コン ピュ ー タの新 しい 技術 に対 して,ど の

よ うに対抗 して ゆ けば よいかo

② 新 製品 の設 計,開 発 を い か に して進 め るか。

③ 営 業 ス タ ッ フの不足 。

図1-61:マ ーケ テ ィ ング要 員 の内訳
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ロ セ ー ル ス マ ン

瓜田 フ,一 ル ド・サポー ト&カ ス タマー・サービス要 員

巨 ヨ 新 製 品 開 発 要 員

囚 広 告 要員

吻 そ の 他

・サ ー ビ ス 業 者 の 約60%が
,給.与,一 般 元 帳,オ ーダ ー ・エ ン ト リ ー,ビ リ

ン グ を 中 心 と す る ア プ リケ ー シ ョ ン を提 供 し てい る 。 ま た 年 間 の売 り上 げ が

200万 ドル 以 上 の サ ー ビ ス 会 社 は,デ ー タ 。ベ ー ス 。マ ネ ジ メ ン ト,プ ラ ニ

ン グ/モ デ リ ン グ,テ キ ス ト 。 エ デ ィ テ ィ ン グ とい っ た ア プ リケ ー シ
ョ ン に
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も力 を入 れ てい る。

・売 り上げ規 模 別 に,ス タ ッ フの内訳 を見 て み る と,年 間 売 り上 げ が1,000

万 ドル以 下 の サ ー ビ ス業 者 に関 しては,ど れ も似 た よ うな分布 パ ター ンを示

してい る。 しか し売 り上 げ が1,000万 ドル以 上 の サー ビス会 社 に な る と,

R&Dteよ びオ ペ レー シ ョン ・ス タ ッ フの数 が急 減 し,そ の代 わ りに営 業 ス

タ ッ フの数 が非 常 に 多 くなっ てい る。(図1-60,61参 照)

平 均 して約38%の ス タ ッ フが マ ーケ ッテ ィ ン グ に従 事 して い る。

●

ジ
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注 目 さ れ,る 動 向

最 近 注 目さ れ てい る主 な動 向 と して は,次 の よ うな ことが い え る。

ミニ ・コン ピュ ー タお よび 小型 ビ ジネ ス ・シ ス テ ム との競 争 が 問題 に なっ て

き たo

IBMシ ステム32で 代表 さ れ る小 型 シ ス テ ム は,現 在 小規 模 ユ ーザ ー市場 に

おけ る強 力 な競 争 相 手 とな りつつ ある。 ミニ ・コン ピ ュー タ お よび小 型 ビジネ

ス ・シ ステ ムの 出現 に よ り,大 部 分 の処 理 は ロ ーカ ル に行 わ れ る よ うに な り,

大 規 模 な処 理,長 期 的 な情 報 の蓄 積 とい った 処 理 のみ が遠 隔 地 の大 型 機 で処 理

され る とい った 形態 が一般 化 して ゆ くもの と思 われ る。 これに対応 してゆ くため

に,サ ー ビス ・セ ンターは そ の料金 制 を トラ ンザ クシ ョン料 金 制,あ る い は時

間 ペ ー スの 固定 料 金 制へ と改 め て ゆ くこ と にな ろ う。 こ う した料 金 制 が 実 現 さ

れ れ ば,NISサ ー ビス の料 金 が予測 し難 い とい った ユ ーザ ーの不満 も解 消 さ

れ る こ と に なろ う。

ま た小型 ビジネ ス ・シス テ ム お よび ミニ 。コン ピ ュー タは,特 定 の産 業 分野

に向 け て売込 む こ と をね らい と してお り,各 分野 ご とに=豊富 なソ フ トウェ ア ・

パ ッケ ー ジ を提供 して い る。 例 えば シス テ ム32で は,IAPと 呼 ば れ る業 種

別 の ア プ リケ ーシ ョ ンが完 備 さ れ てい る。 ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス業 者 が,こ

れ に対 して ど う対 抗 す るか も問題 で あ る。 しか し一 般 にサ ー ビス 業者 は,IB

Mの 提供 す る 工APは ユ ーザ ー に よる修 正 が 困難 だ し,ま たIBMも 顧 客 の要

求 に合 わ せ て修 正 す るこ とは 余 り好 ま ない か ら,十 分 につ け入 る余地 は あ る と

見 て い る よ うで あ る。ま た今 後,小 型 機 メ ー カーが提 供 してい ない よ うな特 定

の パ ッケー ジを開 発 しよ うとす る動 き もあ る。IBMシ ス テ ム32は ま た,シ

ステ ム ・オ ペ レーシ ョンの学 習 プ ロ グ ラム(Auto-lnstructionalProgram)

に よ り,ユ ーザ ー ・サ ポー ト市 場 に多大 な影 響 を与 え る可 能 性 もあ る。 お そ ら

く1980年 頃 には,マ ン ・パ ワ ー の多 くが シ ス テ ムに吸 収 され,デ ー タ処理

予算 の10%に 相 当 す る人 件 費 が制 限 され る こ とに なろ う。
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マ ル チ ・サ ー ビス ・ベ ン ダ ー(MSV)が 主 流 に な りっ っ あ る 。

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス業 者 と コ ン ピ ュ ー タ装 置 メー カ ー の サ ー ビス の 境 界

は,最 近 ま す ま す 不 明 確 に な っ て き た 。1980年 代 に は,ユ ーザ ー は,ソ フ

トウ ェ ア とか ハ ー ドウ ェ ア とい っ た購 入 の 仕 方 で な く,問 題 の 解 決 に最 善 な 手

段 を そ っ く り買 う と い う形 式 を と る よ うに な る だ ろ う。 従 っ て サ ー ビス 産 業 は,

総 じ て マル チ ・ サ ー ビス ・ベ ン ダ ー(MSV)の 方 向 を め ざ す よ うに な る もの

と思 わ れ る 。 マ ル チ ・サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー の提 供 す る サ ー ビ ス に は,従 来 の リ

モ ー ト ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ング ・サ ー ビ ス ・バ ッチ ・サ ー ビ ス の 他 ハ ー ド ウ ェ ア,

ソ フ ト ウ ェ ア,フ ァ シ リテ ィ ・マ'ネ ジ メ ン トな ど の サ ー ビ ス を加 え た 総合 的 な

サ ー ビ ス が 含 ま れ る こ と に な るoこ れ に よ っ て デ ー タ処 理 ユ ーザ ー は,最 も効

果 的 で,か つ 経 済 的 な方 法 で 問 題 解 決 を 行 うこ と が で き る よ うに な る もの と思

わ れ るo

ま た 最 近 に な っ て,タ ー ミ ナ ル ・コ ス トお よ び 通 信 コ ス トが 安 く な っ た こ と

か ら,NISは パ ッ チ ・サ ー ビ ス の 分 野 に も浸 透 す る よ う にな っ て き た。 即 ち

デ ー タ処 理 ユ ー ザ ー は,バ ッチ ・サ ー ビ ス とほ ぼ 同 程 度 の コ ス トで リモ ー ト ・

パ ッ チ ・サ ー ビ ス ま た は イ ソタ ラ ク テ ィ ヴNISを 利 用 す る こ と が で き る よ う

に な っ て き た 。 お そ ら く1980年 代 に は,大 部 分 の タ ー ミ ナ ル が イ ン テ リジ

ェ ン ト ・タ ー ミナ ル(ま た は プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ タ ー ミナ ル)と な り,オ ン ライ

ン ま た は リモ ー ト ・バ ッ チ ・モ ー ドで 使 用 さ れ る よ う に なる で あ ろ う。 ま た パ

ッチ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー は,NIS(特 に リモ ー ト ・バ ッチ)へ と サ ー ビ ス

を 転 換 し て ゆ く も の と思 わ れ る。

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス を 始 め る ユ ー ザ ー が 現 われ て き た 。

先 進 的 な デ ー タ処 理 ユ ーザ ー は 将 来,リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ機 能 を

備 え た大 型 シ ス テ ム を 使 っ て,他 の 小 規 模 ユ ー ザ ー に 専 門化 さ れ た サ ー ビ ス を

提 供 す る よ う に な る で あろ う。 即 ち,専 門 的 な サ ー ビス を 売 り も の に す る 専 門

情 報 サ ー ビス提 供 ユ ー ザ ー が あ ら ゆ る 産 業 分 野 に現 わ れ,産 業 別 の専 門 的 な ア

プ リケ ー シ ョ ン ・ ソ フ トウ ェ ア,バ ッチ ・ サ ー ビ ス,NISと い っ た サ ー ビス
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を提 供 す る よ うに な る と思 わ れ る。(例 えば 保 険会 社 は 専 門 のNISタ ー ミ ル

を,他 の独 立 な保 険 代理 店 に提 供 す る ように なる だろ う)。 この よ うなユ ーザ

ーに よる専 門的 な情 報 サ ー ビス の例 は
,決 して新 しい もの では な い 。例 えば い

くらか の大 銀 行 では,独 自の デ ー タ処 理 設備 を持 た ない小 銀 行 に対 して ,バ ン

キ ング ・サ ー ビス を 行 っ て来 てい る。

サ ー ビス の主 流 は バ ッチ ・サ ービスか らNISに 移 行 しつ つ あ る。

バ ッチ ・サ ー ビス の 売 り上 げ の 伸 び は
,す べ て の サ ー ビ ス 分 野 の 中 で も最 も

低 く,名 目 で わ ず か5%伸 び て い るに 過 ぎ な い(実 質 成 長 は マ イ ナ ス に な ろ う

)oこ れ は バ ッ チ ・サ ー ビ ス が 次 第 にNISへ 移 行 しつ つ あ る と し(う こ と か ら

き て い る。 表1-14は1974年 か ら1977年 に か け て,パ ッチ ・サ ー ビ

ス お よ びNISが 全 体 の 売 り上 げ の 中 で 占 め る 割 合 が ど の よ う に 推 移 して ゆ く

か を予 測 し た もの で あ る。 ま たNISの 中 で は,従 来 の タ イ ム ・シ ェ ア リン グ

・サ ー ビス は
,リ モ ー ト ・パ ッ チ へ と移 行 す る傾 向 に あ る 。 現 時 点 に お い て ユ

ーザ ー は
,リ モ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ に 向 け る 予 算 の約35%を リモ ー ト

・バ ッチ に 費 や し て い る が
,1980年 代 に は,こ の 数 字 は お そ ら く63%程

度 に ま で増 加 す る だ ろ う 。

表1-14:全 収 入 に 占 め る パ ッ チk・ よ びNIS収 入 の 割 合

業 務 内 容

総 売 上 高 に 占 め る 比 率

売上げ規模

50万 ドル以下

50万 ドル

～200万 ドル

200万 ドル

～1 ,000万 ドル

1,000万 ドル

以 上

1974 1977 1974 1977 1974 1977 1974 1977

パ ッ チ 7ε% 55% 51% 35% 24% 16% 1ε% 15%

N工S

リ モ ー ト ・ パ ッ チ 4 13 8 19 9 14 8 12

TSSサ ー ビス 2 7 7 8 13 14 10 12

ソ フ トウ ェア プ ロダク ト 8 7 13 14 16 13 21 21

ソフ トウ ェアサー ビス 4 7 10 9 15 12 15 12

フ ァ シ リテ ィ・マ ネ ジ メ ン ト 1 4 5 4 9 10 19 16

エク ィプメン ト販 売/レ ン タル 0 5 1 4 4 8 3 4

通信 サー ビス 0 0 一 一 一 一 1 2

その他 2 2 6 7 10 13 5 6

合 計 100% 100% 10〔% 100% 100% 100% 100% 100%
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ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ

1974年 に お け る米 国 の ソ フ トウェ ア ・パ ッ ケー ジの売 り上 げ高 は,約5

億 ドル と推 定 さ れ てい る。 これ は 前年 比 に して,40%の 伸 び に相 当 す る(図

1-62参 照)。 こ う した傾 向 は今 後 も持 続 し(現 時点 で年 間 約20%の 伸 び

が予 想 さ れ てい る)。1980年 の 売 り上げ は 約13億 ドル に達 す る もの と予

想 され てい る。

参考 ま で に,同 じ期 に ソ フ トウェ アを組 織 内 で独 自に開 発 す るの に費 や され

た 費用 を見 てみ る と,1974年 に は,パ ッケ ー ジの 売 り上 げ の約20倍 に相

当 す る100億 ドル が開発 コス トと して費 や さ れ てい る。(即 ち,ソ フ ドウゴ

ァに向 け られ る予 算 の約5%が パ ッ ケー ジの購 入 に向 け られ て い る こ とが わか

る。)

図1-63は パ ッ ケー ジ の売 り上 げ を,タ イ プ別 に ブ レー ク ・ダ ウン した も

ので ある。 こ の結 果 か らす る と,デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・ア プ リケ ー シ ョンの

売 り上げ が トッ プで,以 下 ソ フ トウェ ア ・マネ ジ メ ン ト,バ ン キ ング,ハ ー ド

ウ ェ ア ・マ ネ ジメ ン トと続 い てい るこ とが わ か る。 ま た一 般 的 な傾 向 と して,

次 の よ うな こ とが い え る。

・工学 ,石 油化 学,製 造 業 に関連 した ア プ リケ ーシ ョ ンは,今 後 さ らに伸 び る

もの と予測 され る。

・アカ ウ ンテ ィ ン グ ,給 与 シ ステ ム な どは,今 後 最 も急 速 に伸 び てゆ く もの と

予測 され るo

・シ ステ ム ・ソ フ トウェ ア ・パ ッケー ジは依 然 と して主 流 を 占め てゆ くもの と

予測 され る。

一 般 的 な 動 向

ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ市 場 に 関 す る,い くつ か の 主 要 な動 向 を ま とめ る

と 次 の よ うに な る。

1)ユ ー ザ ーは,積 極 的 に ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 求 め る よ うに な っ て き

た が,パ ッ ケ ー ジ の コ ス ト/効 果 と い う点 に 関 し て厳 しい 目を 向 け る よ う

に な っ て き たo
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2)ユ ーザ ーは 大小 を問 わず,

一 般 にオ ン ライ ンお よび デ ー

タ ・ペ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト機

'能 を求め る傾 向 に あ る
。

3)米 国政 府 関係 の需 要 が高

ま っ て き た。

4)バ ン キ ング ・パ ッ ケー ジ

に対 す る需 要 は,余 り大 き な

伸 び を見 せ な くな っ た。

5)小 型 計 算 機 向 け の シ ス テ

ム ・パ ッケ ージに 対 す る需 要

が高 ま って きた。

図1・-62:ソ フ トウェア ・パッケー ジの売 上

高 推 移

(単位:100万 ドル)
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6)1974年 の ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 売 り 上げ に お い て は,財 務 ア プ

リケ ー シ ョ ン が 特 に 大 き な 伸 び を示 して い る。

●

ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 購 入 す る動 機

ユ ー ザ ー が ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 利 用 を 望 む 背 景 に は
,い くつ か の 理

由 が 考 え ら れ る 。 そ の 主 な も の を挙 げ る と 次 の よ う に な る。

1)ソ フ トウ ェ ア の 開 発 コス トを 削 減 す る。

これ は,パ ッ ケ ー ジ を 購 入 す る 上 で の 最 も大 き な理 由 と な っ て い る。 即 ち,

こ れ ま で 以 上 に 高 度 で複 雑 な パ ッ ケ ー ジ が 要 求 さ れ る よ うに な っ て き た こ と,

人 件 費 の高 騰,優 れ た プ ロ グ ラ ム の不 足 等 の理 由 か ら,ソ フ トウ ェ ア の開 発 コ

ス トは ま す ま す 上 昇 す る 傾 向 に あ り,外 部 か らパ ッ ケ ー ジ を購 入 す る傾 向 が 強

く な っ て き た。

2)プ ロ グ ラム の 効 率 改 善'

こ の 目 的 を よ く満 た し て くれ る パ ッ ケ ー ジ の 例 と し て は,ソ ート,各 種 ユ ーテ

ィ リテ ィ,言 語 オ プテ ィ マ イ ザ,レ ポ ー ト ・ ラ イ タ/ジ ェ ネ レー ・{な どが あ げ
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3)標 準 化

適 切 な標 準 化 は,ス タ ッ フ間 お よ び シ ス テ ム間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑

に し・ プ ・ グ ラ ム の保 守 を 単 純 化 して くれ .る。 特 に,各 地 に い くつ も の コ ン ピ

ュ ー タ ・シ ス テ ム を 持 っ て い る ユ ー ザ ー に と っ て は,大 き な意 味 を 持 つ 。 ライ

ブ ラ リ ・ シ ス テ ム,言 語 パ ッ ケ ー ジ,会 計 パ ッケ ー ジ,レ ポ ー テ ィ ン グ ・パ

ッ ケ ー ジ な ど は こ う し た 目的 を 良 く満 た し て くれ る 。

図1-63:パ ッ ケ ー ジ の タ イ プ別 売 上 状 況

(単位:百 万 ドル)
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プ ロジ ェク ト ・マ ネジ メン ト
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エ ンジ∴ ア リン グ

石 油 化 学

オペ レー シ1ン ◆リサ ーチ ・マ ネ

ジ メン ト・エ ン ド・サ イ エンス

サイ エ ンス(R&D)

そ の 他
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25

0

0

7

7

亀

⑮

4)シ ス テ ム ・オ ペ レ ー シ ョ ン,保 守 の改 善o例 え ば ア カ ウ ン ティ ン グ・パ ッ ケ

ー シ
,ラ イ ブ ラ リ 。 シ ス テ ム,レ ポ ー ト ・ ラ イ タ,ソ ー ト,ユ ー テ ィ リテ

ィ と い っ た もの は,こ う し た 目的 か ら良 く利 用 さ れ て い る 。
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利 用 上 の 問題

ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ー ジの利 用 に際 して,ユ ーザ ーが直 面 して い る問題 も

少 く ない。 例 えば,パ ッケ ー ジを 購入 しそ れ を独 自 の標 準 に合 わせ て働 く よ う

にす る た め に は,通 常 何 等 か の修 正 を必要 とす る もの であ る(あ る 調 査 の結 果

に よれ ば,ユ ーザ ー の約80%が,こ う した修 正 を必 要 と してい る こ とが 明 ら

か に され てい る)。 こ のため に必 要 な コス トは,導 入 コス トの約2～4倍 と も

い わ れ てい る。 そ の他 ドキ ュメ ンテ ーシ ョンの技 術 サ ポ ー ト,ト レーニ ング な

どの 点 に関 して も不 満 を訴 え る ユ ーザ ーが少 くない 。

●

パ ッ ケ ー ジ の 供 給 メ ー カ ー

従 来IBMそ の 他 の メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カ ー が,パ ッ ケ ー ジ市 場 の 主 導 板
⊃

を握 って きた が,最 近 で は独 立 系 ソ フ トウェ ア会 社 の活躍 も 目立 つよ うに な っ

て きた。 これ は次 の よ うな理 由 か ら きて い る もの と思 われ る0

1)こ れ ま では ソ フ トウェア業 者 の存 在 が不 安 定 で あった こ とか ら,ユ ーザ ー

は一 般 に メイ ン フ レー ム ・メー カ ーの製 品 を求 め る傾 向 に あ った。 しか し最 近

に なっ て,ソ フ トウェ ア産 業 が安 定期 に 入 っ た こ とか ら,ユ ーザ ー は 次第 に こ

う した意識 を 改め る よ うに な って きた 。

2)ユ ー ザ ー は,ソ フ トウ ェア製 品 を利 用 す る こ とに よっ て もた らさ れ る経 済

性 や,そ の他 の メ リッ トを 次第 に確 め る よ うに な って きた 。 ま た,内 部 で 開発

した もの で なけ れば安 心 で きない とい う意 識 も次第 に うす れ る よ うに な って き

たo

なお以 下 の 図表 は,ソ フ トウェ ア ・パ ッケ ージ の流通状 況 を,様 々 な観 点 か

ら と りま とめ た もの で あるo
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図1-64:』 米 国vak・ け る本 体 メ ー カ ー別 パ ッ ケ ー ジ流 通 状 況
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島
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表1-15:メ ー カ ー 別 ・ア プ リケ ー シ ョ ン別 に み た流 通 パ ッ ケ ー ジ数

＼アプ リケー
ア カ ウ ン 銀 行 コ ン ピ ュー タ デ ー タ デ ー タ 科学技術 ラ ン ゲ ー ジ マ ネ ジ メ ン ト

メ シ ョソ
ー マネジメン ト コ ぐ 二、 ユ 教 育 保 険
カー

名
テ ィン グ お よび金融 エイズ ケ ー シ ョ ン マネジメン ト 計 算 プ ロ セ ッサ サ イ エ ン ス

IBM 86 145 55 22 53 8 96 22 22 16

Burroughs 25 56 6 4 8 2 18 4 12 6

CDC 14 15 6 2 ・10 54 2 7 6

Honeywell 23 31 5 1 10 22
」

8 9 7

NCR 12 32 1 1 6 17 2 6 3

Univac 17 17 5 1 11 2
'
47 2 8 10

DEC 21 15 6 ll 41 1 5 4

Xerox 7 15 1 6 2 22 1 1 8

そ の他 19 15 1 8 14 8 25 3 17 3

合 計 224 341 79 46 129 22 342 45 87 63

輪



」
ω
ω
一

首 令 ・ 白 ◎-

ア プ リケ

メ ー シ ョン 数 学 医 療 給 与 プログラミング 販 売 シ ス テ ム ユー ラィリィティ

㍉
一

製 造 および お よ び' および そ の 他 合 計

名 統 計 保 健 人 事 エ イ ズ 小 売 プログラム プ ロ グ ラ ム

IBM 35 14 10 43 64 18 34 70 36 849

Burroughs 9 3 2 13 7 3 1 3 1 183

CDC 6 7 1 5 13 2 4

●

5 2 161

Honeywell 8 4 12 15 1 11 3 1 171

NCR, 8 3 6 5 2 1 2 1 108

Univac 6 8 1 10 16 2 11 5 3 182

DEC 7 5 1 7 8 6 13 4 3 158

Xerox 6 4 4 7 1 3 1 89

その他 16 7 9 7 10 10 34 13 7 226

合 計 101 55 24 107 145 45 109 108 55 2,127

(注)複 数 の メー カー製 コンピュータを対象 とする場合は,重 複 して集計 している。
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表1-16:使 用 言 語 別 ・ア プ リケ ー シ ョ ン別 に み た流 通 パ ッ ケ ー ジ

ア プ リケ ー ア カ ウ ン 銀 行 コン ピュ ータ デ ー タ デ ー タ 科学技術 ランクし ジ マネジメン ト

使 シ ョ ン

用
お よび マネ ジメント 教 育

'

保 険

言 テ ィ ン グ 金 融 エ イ ズ コ ミュニ ケー シ ョン マネジメン ト 計 算 プロセ ッサ サイエンス

壬
口口

FORTRAN 3 8 8 4 7 1 86 3 10

COBOL 48 92 33 2 14 8 11 17 1 6

PL/1 2 3 2 1

RPG 35 12 1 1 2 2 2 3

APL 1
2 1

BASIC 4
-

1 5 5 1

ASSEMBLER 15 47 37 23 36 1 16 5 14 5

そ の 他 6 2 1 1 2 1

7
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ア プ リケ ー

使 シ ョン
数 学 医 療 給 与 プログラ ミング 販 売 シ ス テ ム ユー テ ィ リィテ ィ

用 製 造 拾 よび お・よ び 益 よび そ の 他 合 計
言口
話 統 計 保 健 人 事 エ イ ズ 小 売 フ石グラム プ ロ グ ラ ム

口口

FORTRAN 9 10 7 2 9 4 2 6 6 185

COBOL 15 6 34 21 10 1 11 12 342

PL/1 1 1 3 1 2 3 19

RPG 6 4 8 2 11 3 10 102

APL 3 1 8

'

BASIC 1 2 1 2 3 1 1 27

ASSEMBLER 6 4 5 8 37 10 33 56 16 374

そ'の 他 1 1 2 1 18

(注)そ の他 に はDI直OL,,COMPASS,GMAPを 含 む 。

ASSEMBLERに は,BAI・,ALC』ALP,Datashare/3,IQS,LOGOS,QIC,MACRO,MUMPS,

Leve1-D,DBMS,を 含 む 。

複 数 の言 語 が 使 用 で き る 場 合 は,重 複 して 集 計 し てい る 。



表1-17 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 別 ベ ス ト セ ラ ー ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ

究
ヨ

パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数.
リン

ALLTAX ManagementInformationService ▲966年
600以 上

.

145FranklinTurnpU(e

Ramsey,NJ.07446

GENERAI、LEDGER EngineeringComputerSystems,Inc. 1971年 約500

2月
ア

21WorthenRoad,Lexington

MAO2173

カ

MMS.GENERAL SoftwareIntemationalCorp. 1969年 200

LEDGER 12月

ウ

2ElmSquare,Andover,MAO1810

EDP-AUDITOR CuninaneCorporation 175

ン

WeUesleyOfncePark

20WUliamStreet,Wellesley,MAO2181

メ

テ FIXEDASSETS ManagementScienc『America・Inc・ 1973年

ll月

175

3445PeachtreeRoad,Northeast,Atlanta,

イ

GA,30326

GENERALLEDGER In氏mational 1967年 120
』ANDFINANCIAL

ン
REPORTINGSYSTEM 6626ConvoyCourt,SanDiego∫CA、92111

グ
CLIENTACCOUNT SingerBusinessMachines 1972年 100以 上

lNGSYSTEM 10月

2350WashingtonAvenue,SanLeandro,

CA,94577

ACCOUNTSPAYABLE Infonational 1970年 100

SYSTEM

6626ConvoyCourt,SanDiego,CA92111

ト
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プ シ
ヨ
パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 コー ザ ー数

II・,

ア FIXEDASSET Infbnationa1 1971年 90

カ
ACCOUNTING

ウ
SYSTEM 6626ConvoyCourt,SanDiego ,CA,92111

ン

テ ACCOUNTINGIV一 ComputingTechnologyCompany 60

イ GENERALLEDGER

ン ANDFINANCIAL 65Route4,RiverEdge,NJ ,07661

グ
REPORTINGSYSTEM

HPAC Mul晦leAccessComputerGroup
,Toronto 1,000

DataCentre

885DonM沮sRoad,DonM沮s,Ontario
,

M3CIW2

銀
AUTOMATED FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

DEALERFLOOR

行 PLANSYSTEM P.0.Box2269,0rlando,FL ,32802

お
MORTGAGE FloridaSoftwareServices ,Inc. 1969年 800以 上

LOANSYSTEM

よ P.0.Box2269、Orlando,FL,32802

び AMORTZATION FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

SCHEDULE

金 『

SYSTEM P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

融
CREDITCHECK FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

SYSTEM

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

SAVINGS FloridaSoftwareServices,lnc. 1969年 800以 上

SYSTEMII

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802
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究 パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザー 数
ヨリ
ン

CERTIFICATE FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

OFDEPOSITSYSTEM

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

ACCOUNTSPAYABLE FloridaSoftwareServices,1㎞c.
1969年 800以 上

SYSTEM
銀

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

行

PERSONALTRUST FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

お SYSTEM

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

よ

CORPORATE FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

び TRUSTSYSTEM

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

金
'

融 FINANCIAL FloridaSoftwareServicesヅInc. 1969年 800以 上

MANAGEMENT

SYSTEM P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

BOND FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

PORTFOLIO

ANALYSISSYSTEM P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

CUE Boole&Babbage 1969年 500

; 1月

ピ 850StewartDrive,Sunnyvale,CA,94086
ユ

L
'

二 PPE(PROBLEM Boole&Babbage 1969年 450

ネ PROGRAM
1月

ジ

メ
ン

EVALUATOR) 850StewartDrive,Sunnyvale,CA,94086

ト
・

エ

イ

ズ

DOS--DOS/VS

JOBACCOUNTING

BMSComputer,Inc.
1973年

6月

350

－CIMS P.0。Box3086,WalnutCreek,CA,94598
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■ ク

ブし パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザー教
書リ
ン

DYL-255 DylakorSoftwareSystems,Inc. 1969年 350

16255VenturaBlvd.,Enc㎞o,CA,91436

COMPUT ValueComputingInc. 1972年 300以 上

－A-CHARGE 300VCIBunding,WestMarlonPike, 5月

コ SYSTEM CherryHillNJ,08034

ン

ピ SYSTEM ValueComputing,Inc. 1972年 300以 上

1-」OBACCOUNTING 5月
ユ

300VCIBunding,WestMarltonPike、

ー

タ

CherryHillNJ,08034

● DSO(DATESET BooleandBabbage 300

マ oprlMIZER)

ネ

850StewartDrive,Sunnyvale,CA,94086

ジ

」OBACCOUNTING JohnsonSystems,lnc. 1971年 250
メ
REPORTSYSTEM 12月

ン

ト

(DOS) 165101dMeadowRoad,Mclean,VA,22101

・ JASPER DatlachronCorp. 1972年 200

工
1月

イ

174FifthAvenue,NewYork,NY,10010

ズ

」OBACCOUNTING JohnsonSystems,1nc. 1972年 150

REPORTSYSTEM 7月

(OS) 165101dMeadowRoad,Mclean,VA,22101

DFAST OxfbrdSoftwareCorp. 1974年 150

、 1月'

1567PalisadesAvenue,FortLee,NJ,07024
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 コー ザー 数

WESTI WestinghouseElectricCorp., 1971年 150以 上

ComputerandInstrumentationDivision 4月

2040ArdmoreBlvd.,Pittsburgh,PA ,15221
、

TASK/MASTER TurnkeySystems,Inc. 1970年 130

デ
11月

》

|

113EastAvenue,NorWalk,CT,06851

タ
ENylROM αncomSystems,Inc. 1970年

6月

約105

2300MontanaAvenue,Cincinnati,OH,45211
・

;

コ
INTERCOMM ProgrammingMethods 1969年

6月

100以 上

ミ 1301AvenueoftheAmericas,NewYork ,

NY,10019
ユ

二 ROSCOE AppliedDataResearch,Illc. 1970年

6月

100以 上

ケ Route206Center,Princeton,NJ,08540

「

MINICOMM GTEInfbrmationSystems,Inc. Minieomml

ll

50

シ 1970年6月
1301AvenueoftheAmericas ,NewYork,
NY,10019 随ni■omm皿

、

ヨ }1
1971年4月

ン GBASWIFT GBAInternational 1973年 45以 上 ..褐

1

8月
`

2670LeavenworthStreet,SanFrancisco,CA,

,

94113 .一一
'イ

、

DATACOM/DC ComputerInformationManagementCo. 1970年 40

12月

3707Rawlins,Su"e325,Dallas,TX,75219

・
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究 パ ッ ケ ー ジ 名
会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーサL数

1い ヲ

一
ア TCS HewlettPackard 1974年 30
一

夕
1月

二
1501PageM∬lRoad,PaloAlto,CA,94304

ミ

ユ

二 UT200TERMINAL GammaTechnology 1974年
'
14

ケ PROGRAM 3月
ー

シ
800WelchRoad,Suite311,PaloAlto,

:
CA,99304

TOTAL CincomSystems,Inc. 1969年

⇒

750

2300MontanaAvenue,Cincillnati,OH,45211

DYL-250 DylakorSoftwareSystems,lnc. 1970年 400
デ

・ 2月

|
16255VenturaBlvd.,Encino,CA,91436

タ

RAMIS Mathematica,Inc. 1967年 400

.

マ

P.0.Box2392,Princeton,NJ,08540

ネ EASYTRIEVE PansophicSystems,lnc. 1967年 400

ジ 709EnterpriseDirve,OakBrook,lL,60521

メ

ン
SCORE GTEInformationSystems,Inc. 1972年

4月

SCORE■

ll
250

ト
1301AvenueoftheAmericas,NewYork,

NY,10019 SCOREW

‖
150

SYSTEM2000
.

MRISystemsCorp、 1971年 300

8月
-

12575ResearchBlvd.,Austin,TX,7β766
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究 パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザー数
目リ
ン

QUIKJOB SystemSupPortSoftware,Inc. 1973年 200

1,11,and川
1月

ll32DonsonDrive,Dayton,OH,45429

一.

ア

1 DATAANALYZER ProgramProducts,Inc. 1971年 175

タ
1月

・

95ChestnutRidgeRoad,Montvale,NJ,07645

マ

ネ
ASI-ST ApplicationsSoftware,・Inc. 1969年 148

ジ 3月

メ 21515HawthorneBlvd.,Forrance,CA,90503

ン

ト
UCC.FCS UniversityComputingCompany 1970年 135

10月

7200StemmollsF爬eway,P.0.Box47911,

Dallas,TX,75247

CWF HewlettPackard 1974年 10

5月

1501PageMnlRoad,PaloAlto,CA,94304

LYRIC Computer・AssistedInstructionSystem
1968年 10以 上

教
12月

979TeakwoodRoad,LosAngelesCA,90049

SFS lnformationAssociates,Inc. 1969年 5

7月

97HumboltStreet,Rochester,NY,14609

STUDENTLOAN 1。f。m、ti。 。Ass。 、i;t,、,1,、. 1971年 5

育 6月

97Humboldt'Street,Rochester,NY,14609

STUDENTRECORDS InformationAssociates,Inc. 1972年 4

8月

97HumboldtSt爬et,Rochester,NY,13609

一142一
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーサL数

STUDENTLOAN WachoviaServices,Inc. 1974年 3

教 SYSTEM 8月

P.0.Box3176,Winston-Salem,NC

DEGREEAUDIT InformationAssociates,Inc. 1973年 1

6月

育
'

97HumboldtStreet,Rochester,NY,14609

STRESS3.0 MultipleAccessComputerGroup, 500

TorontoDataCentre

885DonM川sRoad,DonM川s,Ontario,

M3CIW2

.

科
CABLE ScientificProcessandResearch,1nc. 1969年 120

(その他の

学
24North3rdStreet,HighlandPark,NJ,08904

oびハツケーシ

を含む)

CROSS-HEAD ScientificProcessandResearch,Inc. 1969年 120

技

24N。,th3,d'St,eet,Hi帥1、ndP、 、k,N」,08904 (〃)

術

DIEAN ScientiflcProcessandResearch,lnc. 1969年 120

計 24North3rdStreet,HighlandPark,NJ,08904
(〃)

DIEPESII ScientificProcessandResearch,lnc. 1969年 120
算

(〃)
24N・ ・th3・dSt・eet・Hig▲11・ndP・ ・k・N」 ・08904

EXTRUD ScientificProcessandResearch,lnc. 1969年
層120

24N。,、h3,dS,,;,・,Hiか1、ndP、,k,N」 、・89・4
(〃)
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パ ッ「 ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数

SEARCH ScientificProcessandResearch,Inと. 1969年 120
卜

(その他の

24North3rdStreet,H三ghlandPark,NJ,08904
・

パ ッケー ジ

を含む)

科
TRAINER ScientificProcessandResearch,Inc. 1969年 120

24North3rdStreet,HighlandPark,NJ,08904 (〃)
与
子

技 VISC ScientincProcessandReSearch,Inc. 1969年 120・

3月

術
24North3rdStreet,HighlandPark,NJ,08904 (〃)

計 BAMP HewlettPackard 1974年 100以 上

算 1501PageMillRoad,PaloAho,CA,94304

CIVIL ConcapComputingSystems 100以 上

BNGINEERING

SYSTEM 303HegenbergerRoad,Oakland,CA,94621

町AS/PTAX DatairPensionServices,Ltd. 1969年 326

35EastWackerDrive,Chicago,IL,60601

保 PENSION MutualFundingCorporationofAmerica 1970年 100以 上

ADMINISTRATION 1月

50East42ndStreet,NewYork,NY,10017

MUFU MutualFundingCorporationofAmerica 1970年 100以 上

1月

険
50East42ndStreet,NewYork,NY,10011

ILA' N,tw6,kD、t、P,。cessi,1gc・,p.
65以 上

321ThirdStreet,S.E.,CedarRapids,IA,52407
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザー数

PENVALIII ActuarialComputerTechnology,Inc. 1974年 53

2月

10215FernwoodRoad,Bethesda,MD,20034

PENSIONAND Baf£Inc. 1967年 40

PROFITSHARING
保 VALUATION 850RidgeAvenue,Pittsburgh,P.A,15212

SYSTEM

V-3 ExecutiveManagementSoftwareandServices, 1971年 26

Inc. 1月

204CullinRoadN.E.,CedarRapids,IA,52402

APPS_HOME AmericanInforma†ionDevelopment
20

OWNERS

48PeterYorkeWay,SanFrancisco,CA,94109

PREMIUM GambitManagementStrategies,lnc. 1974年 10以 下

1月

険 1440Broadway,NewYork,NY、10018

LIFEANDGROUP RapattoniCorp. 1971年 7

INSURANCE 1月

ADMIMSTRATION 1010WestwoodBlvd.,LosAngeles,CA,90024

SYSTEM

ラ

ン
ASMG UniversityofWaterloo,ComputingCentre 1968年 400

ゲ 5月

ー

ジ

Waterloo,OntarioN2L3GI
'

・

・

フ

口 WATFIV UniversityofWaterloo,ComputingCentre 1969年 300

セ 7月
7

サ
Waterloo,Ontario,N2L3GI
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フ シ パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザ ー数
ヨリ
ン

PROBE ComputerResourcesCorp.(CT) 1967年 100以 上

10月

23LeroyAvenue,Darien,CT,06820

WATBOL ComputingCentre,UniversityofWaterloo 1971年 100

9月

ラ Waterloo,Ontario,N2L3GI

ン

ADPAC-II AdpacComputihgLanguage、Corp. 1965年 100

ゲ 101HowardStreet,SanFrancisco,CA,94105

1
BASIC-DEC DigitalComputerControls,Inc. 1972年 65

12月

ジ
121ndustrialRoad,Fairfield,NJ,07006

.

lBOLS-16 Diversi∩edDataSystems、Inc. 1974年 52

COBOL 10月

・

ソ
2601NorthFairviewAvenue,Tuscon,AZ,85705

口 FORTRAN74 DigitalComputerControls,Inc. 1974年 45

10月

セ

121ndustrialRead,Fairfield,NJ.,07006

ツ JOVIAL ProprietarySoftwareSystems 1970年 20

」73M 6月

サ

Suite218,292S.LaCienega.Blvd.,Beverly

Hms,CA,90211

ASGOL MDBSystems,Inc.' 1973年 8

7月

981NMainStreetOrange,CA,92667
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー サL数

PMCS MultipleAccessComputerGroup,Toronto 1973年 200

5月

DataCentre

885DonMillsRoad,DonM沮s,Ontario,

マ

M3CIW2

ネ PROJECT/2 ProjectSoftwareandDevelopment,Inc. 1969年 100以 上

ジ 14StoryStreet,Cambridge,MA,02138

メ

FORESIGHT ForesightSystems,Inc. 1969年 100以 上

ン
7月

1901AvenueoftheStars,LosAngeles,

ト

CA,90067

.

サ
PROJECT

cONTROL170

AtlanticSoftware,lnc. 1971年 100

イ

LafayetteBuilding,Suite910,5th&

工

ChestnutStreets,Philadelphia,PA,19106

ン PR㏄ON3 NicholsandCompany,inc. 1973年 60

5月

ス 1888CenturyParkEast,LosAngeles,CA,

90067

BOXJEN A.V.CameronBusinessSystems 19724三 50

17995G沮manStreet,Irvine,CA,92664
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諺 パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数

⑦

●

、

イ

、

.

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

サ

イ

エ

ン

ス

PACII InternationalSystems,Inc.

150AllendaleRoad,KingofPrussia,PA,

19406

1975年

2月

30『

PAUS BonnerandMooreAssociates,lnc.

500JeffersonAve,Houston,TX,77002

25以 上

PPSIV
-PROJECT

PLANNING

SYSTEM

ComputingandInformanonSciences

Corp.(CISCO)

ThompsonBldg.,Tulsa,OK,74136

1965年 25

MARK川

MANAGEMENT

PROGRAM

ProgramControlCorp.

7120HavenhurstAve.,Suite224,Van

Nuys,CA,91406

1967年 25

製

造

SUPPLY

INVESTORY

CONTROLSYSTEM

FloridaSoftwareServices,Inc.

P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

1969年 800以 上

COMPACTllN/C

PARTPROGRAMMING

SYSTEM

ManufacturingDataSystems,Inc.

320NorthMainStreet,AnnArbor,MI,

48104

1969年

4月

500以 上

BOMP InternationalComputers(U.S.A.)Ltd.

555MadisonAvenue,NewYork,NY,

10022

1973年 50
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザー 数

SUPPLIES ManagementScienceAmerica,Inc. 1970年 50

INVENTORY 1月

「
「 CONTROLAND 3445PeachtrccRoadNorfheast,

PURCHASING

Atlanta,GA,30326

PRO Staff, 1972年 50

, 8月

10457RoselleStreet,SanDiego,CA,

製
92121

.

MANMAN ASKComputerServicesJnc. 1972年 40

1月

730DistelDrive,LosAltos,CA,94022

MAPS-BMS ComservCorp. 1971年 30

5月

3050MetroDrive,Minneapolis,MN,

55920

MAPS-MRP ComservCorp. 1971年 30

造 5月

3050MetroDrive,Minneapohs,MN,

55920

MAPS-MCS ComservCorp. 1971年 30

5月

3050MetroDrive,Minneapohs,MN,

"

55420

'

、
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フ ン パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数

リタ

FICS SingerBusinessMachines, 1974年 15

製 4月

2350WashingtonAvenue,SanLeandro,

造 CA,94577

lMSL InternationalMathematicaland 1971年 275

MATHEMATICAL 8月

ANDSTATISTICAL StatisticalLibraries,Inc.

SUBROUTIN

LIBRARIES 7500BellaireBlvd.,GNBBuilding,6th
'

「

Fllor,Houston,TX,77036

数

SAS SASProject,InstituteofStatistics,North 1970年. 132

学. 3月

CarolinaStateUhiversity

お P.0.Box5457,Raleigh,NC,27607

よ GAMMA3 BonnerandMooreAssoφates,Inc.
100以 上

500JeffどrsonAve.,Houston,TX,

び
77702

統 CROSSTABS CambridgeComputerAssociates,Inc. 1968年 100

「

222AlewifeBrookParkway,Cambridge,

計

MA,02138

SPSS-1100 ChiCorp., 1971年 65

1月

llOOOCedarAvenue,Cleveland,OH,44106

●
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フ シ パ ッ ケ ー ジ 名

■

会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザ ー数
●リ
ン

　　・

SPEED BerneElectronics,Inc. 1970年 50

28HavilandsLane,WhitePlains,NY,
・

10605

数 PROSE Prose,Inc. 1974年 40

2月

8616LaT6eraBlvd.,LosAngeles,CA,

学
・

90045

お

MPSIII ManagementScienceSystems,lnc. 1969年 40

よ
6121LincolniaRoad,Alexandria,VA,

.

22312
'

び

PISCES PhysicslnternationalCompany 12

統 2700MercedStreet,SanLeandro,CA,

94577

計
」

`

DD-PLOT PhysicsInternationalCompany. 12

2700MercedStreet,SanLeandro,CA, 噛

94577、

「

医 RTPm Artronix,Ihc. 1971年 loo以 上

療
お

9月

よ

び

1314HanleyIndustrialCourt,St.Louis,

保
健 MO,63144 、
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 エ ーザー数

リ ン

POMS/MAMS OccidentalComputerSystems,Inc. 1974年 13

1月

10202RiversideDrive,NorthHollywood

CA,91602

医
PAMS Artronix,Inc. 1975年 10以 下

1314HanleyIndustrialCourt,ST.Louis, 、

療 MO,63144

X-RAY Artronix,Inc. 1975年 10以 下

お RECORDS

MANAGEMENT 1314HanleyIndustrialCourt,St.Louis,

よ

MO旙63144

RECORDAND 1314HanleyIndustrialCourt,St.Louis, 1975年 10以 下

VERIFY

び MO,63144

RIA Artronix,lnc. 1975年 10以 下

保
3月

1314HanleyIndustrialCourt,SLLouis,

MO,63144

健

CATHLAB
.

Artronix,Inc. 1972年 10以 下

9月

1314HanleyIndustrialCourt,StLouis,

MO,63144

一152一
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パ ・ ケ 『 ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 コー ザー 数

NMS Artronix,Inc. 1975年 10以 下

7月

1314HanleyIndustrialCourt,St.Louis,

医 MO,63144

療

NURSINGHOME ICMIndustries,Inc. 1972年 6
お SYSTEM 6月

よ

4141NorthMiamiAvenue,Miami,FL33127

び
PARラ5 AppliedBus㎞essSystems,319Griswold 1973年 5

保
6月

Avenue,Modesto,CA,95350

健 `

HOSPACT InfomationEquities,Inc. 1969年 5

1月

447BatteryStreet,SanFrancisco,CA,94111

GENERAL FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

PURPOSEPAYROLL

給

SYSTEM P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

PAYROLL ManagementScienceAmerica,Inc. 1969年 360

SOFTWARESYSTEM 2月
与

3445PeachtreeRoadNortheast,Atlanta,GA,

30326
・

人
PHIPAYROLLI WangComputerServices, 1966年 120以 上

7月

836NorthStreet,Tewksburg,MA,Ol876

事

PHIPAYROLLII WangComputerServices, 1971年 90以 上

4月

836NorthStreet,Tweksburg,MA,Ol876
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究 パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 コー ザ ー数
ヨリ
ン

PAYROLL AutomatedFinancialSystems 80

SYSTEM
,

IANDII lDeckerSquare,BalaCynwyd,PA,19004

'

WORK PayneComputerServices 1969年. 75

MEASUREMENT 11月
幽

給 T㎞e・Li允Bldg.,Room3918,NewYork,

NY,10020

SUPERPAY OccidentalComputerSystem,Inc.
1969年 62

与
PAYROLLSYSTEM

10月

10202RiversideDrive,NorthHollywood,

CA

・

GENERALIZED G,n,,泊C。mp。t,・S・ ・vice・」 ・・.
50以 上

PAYROLL

1332MeridianStreet,P.0.Box5198,

人

Huntsville,AL,35805

CONTINUOUS InfbrmationScience,lnc. 1973年 50以 上

EEO

EMPLOYMENT 95ChestnutRidgeRoad,Montvale,NJ,

HISTORY

・事

07645

HRSn lnformationScienc『 ・Inc・ 1972年 50以 上
寂

95Ch・ ・tnutRidg・R・ ・刷ontv訓e・N」 ・
r
7

07645
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数

給
人

SKILLS

PROFILINGSYSTEM

InformationScience,Inc. 1968年 50以 上

: 95ChestnutRidgeRoad,Montvale,NJ,

人

事 Ol(迫5 ,

、

AUTOFLOWH AppliedDataResearch,Inc. 1967年
'2
,000

1月

Route206Center,PrincetonNJ,08540

MIGHTYMICRO ControlLogic,Inc. 1973年 500以 上

11月
・

プ

ロ

9TechCircle,Natick,MA,01760

グ DATAMACS ManagementandComputerServices,Inc. 1969年 300以 」:

12月.

ラ
Suite390,ValleyForgePlaza,Box826,

、
・
、

ン

ValleyForge,P.A,19482

グ UCCTWO UniversityComputingCompanX 1970年 200

8月
・

7200StemmonsFreeway,P.0.Box47911,

エ

イ

Dallas,TX,75247

ズ
0町IMIZERII CapexCorp. 1970年 200

12月

2613NorthThirdStreet,Phoenix,AZ,85004

PRO/TEST SynergeticsCorp. 1969年 200

「

OneGarfieldCircle,Burl㎞gton,MA,01803
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザ ー数

TDG二L KeithandAssociates,Inc. 1'971年 110

1月

11500Stemmons,Suitel40,Dallas,TX,75229
'ブ

口

WORKTEN NCI,Inc. 1969年
'

102

グ 12月

ラ
6075RoswellRoad,Northeast,Atlanta,

ミ GA,30328

ン

CS-TRAN CSC・mp・t・ ・Sy・t・m・1・ …p・ ・atCdO
1971年 100

グ 4月

・

エ

116JohnStreet、NewYork,NY,10038

FASTBALL-76 BrownBrothersEnterprises, 197工 年 75

イ 1月

ス' 4400SouthDivisiohAvenue,GrandRapids,

MI,49508'

STOCKCONTROL IntemationalComputers(U.S.A二)Ltd. 1973年 50

販 555MadisonAvenue,NewYork,NY,10022

売

お・ INVENTORY BusinessControlsCor孔 1971年 40

よ
CONTROL 7月

び

324PassaicAvenue,Nutley,NJ,07710

小
SALES Bus㎞essControlsCorp. 1971年 40

売 ORDERENTRY 7月

324PassaicAvenue,Nutley,NJ,07110
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パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 コー ザ ー数

ON-LINE IntemationalComputer(U.S.A.)Ltd. 1973年 40

ORDERENTRY

555MadisonAvenue,NewYork,NY,10022

SALES' BusinessControlsCorp. 1971年 40

ANALYSIS 7月

販 324PassaicAvenue,Nutley,NJ,07110'

売
ADDS SpecializedComputerServices,Inc. 30

2720S.E.6thAvenue,Portland,OR,96214

お PORTAL GambitManagementStrategies,Inc. 10以 下

140B,。 、dw竺y,N,wY。,k,NY,10018

よ

SALES/INVENTORY一 DeacomDataConsultants,Inc. 1969年 6

－ABCANALYSIS 7月

ぴ
1551FranklinAvenue,Mineola,NY,11501

ECONOFUEL D.A.WismerandAssociates 1974年 5

2月
小

6355TopangaCanyonBlvd.,Woodland

Hms,CA,91364

売

SOLUnON QantelCorp. 1975年 5

3月

3525BreakwaterAvenue,Hayward;CA,

94545

」,

シプ
GRASP SoftwareDesignInc. 1968年 1ρoo以 上

ス ロ

テグ
ム ラ 880MittenRoad,Burlingame,CA,94010
'ム

●

一157一



究 パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユー ザー数
ヨ

llン

CMTOS DicomIndustries,Inc. 1972年 520

1月

715N.PastoriaAvenue,Sunnyvale,CA,

94086

'

シ
MULTLDOS2 GeneralEiectronics' 1967年 500

3月

ス
P.0.Box79,Lyons,IL,60534

テ
EDOS TheComputerSoftwareCo. 1972年 300

4月

6517EvergladesDrive,Richmond,VA,

ム

23225

.

SPRINT OxfbrdSoftwareCorp. 1972年 200以 上

1月

ブ 1567PalisadesAvenue,FortLee,NJ,07024

口

ANYPLACEII MarcusPowellAssociates 1972年 200以 上

5月

グ
1736FranklinStreet,Oakland,CA,94612

ラ ASAP UniversalSoftware,Inc. 1971年 180

1月

ム

136whitestreet,Danb町y,CT,06810

AUTO G,卯p/3揃 、i。n6fl。 飴m、ti、 、」。、. 100以 上

－HALT

P.0.Box1452,21050VanowenStreet,
'

CanogaPark,CA,91304
'

、

●
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1,ジ

パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ≡ ザー数

OP・EASE-ONE GeneralElectronics 1972年 100
シ

ス 12月

テ

ム

PO.Box79,Lyons,IL,60534
「

・

・

プ

ロ IRIS Di∂talComputerControls,Inc. 1975年 100

グ 1月
ラ

ム
121ndustrialRoad,FairfieldNJ,07006

WESTINGHOUSE WestinghouseElectricCorp.,Computerand 1969年 2,500

DISKUTIUTY

InstrumentationDivision

2040ArdmoreBlvd.,Pittsburgh,PA,15222
ユ

1
THELlBRARIAN AppliedDataResearch,Inc、 1969年 2,500

テ 6月

イ
Route206Center,Princeton,NJ,08540

リ

イ
PANVALET PansophicSystemsInc. 1969年 2,000

12月

テ 709EnterpriseDrive,OakBrook,IL,60521

イ

・ FDR InnovationDataProcessing 1973年 1.000以 上

7月
・

口

925CliftonAvenue,Clifton,NJ,07013

グ
SOURCE FloridaSoftwareServices,Inc. 1969年 800以 上

ラ PROGRAM

ム LIBRARIAN P.0.Box2269,0rlando,FL,32802

SYSTEM

DYレ260 DylakorSoftwareSystems,Inc. 1972年 450

11月

16255VenturaBlvd.、Encico,CA,91436
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㌶ パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初 納 入 ユーザ ー数
ヨ

リ ン

SYNCSORTIII WhitlowComputerSystems,Inc. 1974年 350以 上

9月

222SouthMar日nalRoad,FortLee,NJジ

07024
ユ

|

テ CATALR MarcusPowellAssociates 1973年 300

イ
1月

リ
1736FranklinStreet,Oakland,CA,94602

イ

「
.

テ
.

イ

CULPRIT CullinaneCorp. 250

. WellesleyOmcePark,20WimamStreet,
.

フ

口 Wellesley,MA,02181

グ 1

、

ラ

ム
DEEP/360 MacroServicesCorp.・ 1969年 200以 上

6月

381ParkAvenueSouth,NewYork,NY,

10016
、

CDI ComputerDynamics,Inc. 1970年 50

LETTER

そ

WRITER 100HegenbergerRoad,Oakland,CA,94621

MAILINGLIST
'

BusinessControlsCorp. 1971年 40

7月
:1

の 324PassaicAvenue,Nutley,NJ,07110

「

FOODS TransTech,Inc。 1968年 34

他 8月

7415PerimeterCenterEast,Atlanta,GA,

30346.
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ア ケ

ブレ パ ッ ケ ー ジ 名 会 社 名 ・ 所 在 地 初.納 入 コ ーザ ー数

リ膓

KWINDEX GoldenGateSystems 1968年 20

そ

320VistaLindaDrive,MillValley,CA,94941

AV㏄ON InfodataSystems,Inc. 1970年 15

4月

5205LeesburgPike、FallsChurch,VA,22041

MAILINGLIST BristolInformations,Systems,lnc. 1973年 11

－LETTER 10月

WRITER P.0.Box2133,56NorthMainStreet,Fall

River,MA,02722

SYSTEM/UTILIZE PMSSystemsCorporation, 1972年 10以 上

5月

の 1255LncolnBlvd・ ・

SantaMonica,CA90401

BLACKJACK GabrielWiorkowski, 1974年 10

7月
.

-

308McBathStreet,State

College,PA,16801

CALC GabrielWiorkowski, 1974年 10

12月

308McBathStreet,State

他 College,PA,16801
'

CADRE PinkertonComputerConsultants, 1974年 10以 下

10月

66WestStreetRoad,

Warminster,PA,18974
s
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5.電 気 通 信 分 野 の 動 向

概 要

1974～75年 は米 国 の デ ー タ通 信 分野 で,幾 つ か の重 要 な動 きがみ られ

た。商 用 のパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの 開始,AT&Tの デ ー タホ ン ・ ディジタル・

サ ー ビス(DDS)の 導 入,そ して国 内衛 星通 信 サ ー ビス の開 始 などで ある。

パ ケ ッ ト交換 サ ー ビ スに よっ て ,利 用 度 に応 じた料 金 体 系(usage-based

charges)が 可 能 にな り,デ ィジタル ・サ ー ビスの導 入 は イ ン ター フ ェイス の

単 純化 を もた ら し,独 立 系通 信 会 社 は 特別 サ ー ビスの提 供 に 力 を 注 ぎサ ー ビス

提 供 都 市 の拡 大 に熱 中 して い る。 国 内衛 星 通 信 サ ー ビス は,も っ と数 多 くの衛

星 が打 上 げ られ サ ー ビス が拡 大 さ れ る に伴 な って,長 期 的 か つ 多 方面 に大 きな

影 響 を与 え る よ うに なろ う。

こ うした一 連 の動 き に拍車 をか け るか の よ うに,コ ン ピ ュ ー タ産 業 界 の 巨人

IBMが 着 々と国 内衛 星 通 信分 野 進 出 の地 固 め を してい る。一 方AT&Tは80

年 をめ どに,「 付 加 価値 通 信 プロ セシ ング ・サ ー ビス 」の提 供 を計 画 して お り,

これはIBMのSNA(シ ス テ ム ・ネ ッ トワー ク体 系)に 対抗 す る よ うな もの

に なる とい われ てい る。AT&Tは 「デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 」をや る積 りは ない

と して い るが,昨 年11月FCC(連 邦 通 信委 員 会)に 申請 したDataspeed

40タ リフに関 して,IBM,CBEMA(コ ンピュ ー タ/事 務 機 器 製造 業 者

協 会)お よびCIA(コ ン ピ ュー タ産 業協 会)は 「AT&TのEDP分 野 進 出 」

と見 な し,一 斉 に反 撃 して い る。

コンピ ュ ータ と通 信 の相 互 依 存 関係 がま す ます強 くな っ て い る現 在,規 制 面

か ら もど こで一 線 を 引 くか再 検 討 の必要 に迫 られ てい る。FCC通 信会 社 局 の

WalterHinchman局 長 は この点 について,75年 秋 のIEEE通 信 部会 の席

上,次 の ように述 べ てい る。 「付 加価 値 通 信会 社(VAC)に み られ る よ うに,
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デー タ処 理 と通 信 との相 互 間 に は,大 い なる あい まい な灰 色 の部 分(biggray

area)が 存在 してい る。 コ ン ピ ュー タ と通 信 は将 来,相 互 依 存 関係 がま す ま

す堅 密 な もの に な るだ ろ うが,FCCは お そ ら く 「コン ピュ ー タ と通 信 」 に関

す る調 査 を も う一 度 や り直 さ なけれ ば な ら ないだ ろ う。 現在 の ル ール を設 定 す

る基 礎 とな った 当初 の調 査 は,比 較 的 容 易 な もの で あ った が,今 や サ ー ビスの

探 求 や利 用 開発 が 増大 す る に伴 ない,デ ー タ処 理 とメ ッセ ー ジ交換 の混 合 形態

が 一層進 展 して き た。 これ らの混 合形 態 は将来,区 分 され なければ な らない で

あろ う… … 」

司 法 省 とAT&Tの 独 禁 法 係 争 がほ とん ど進 展 を見 せ て ない一 方 で,AT&Tと

IBMの 本格 的 対 決 の 前 硝 戦 と もみ られ る よ うな動 きが 出 てい る。最 近 の米 国

電 気 通 信 分野 の動 向 と今 後 を展 望 して み よ う。
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DatasPeed40論 争－ATT&vs.IBMの 前 硝 戦

規制 問題 の エ キス パ ー トで,FCCの ス タ ッ フ ・メ ン バ ー で も あ るM・P

・ア ー ウ ィ ン博 士 は,ヤ ン キ ー ・グ ルー プへ の電 気 通 信 将 来 展望 の 中 で,「 コ

ン ピ ュ ー タと通 信 との相 互 依 存 関係 が強 ま るに伴 い,結 果 的 にIBMは,規 制

を受 け る公 益 事 業 とい う形態 にお ちつ くで あろ う 」とい う予測 を発 表 した。

同氏 は さ らに,IBMお よび デ ー タ処理 関係 会 社 が,今 後 ま すま す通 信型 の

サ ー ビス を提 供 す る こ とに なる で あろ うとい う予測 につ け加 え て,被 規 制 の電

話会 社 は,間 もな く,タ リフ化 さ れた デ ー タ処 理 サ ー ビスの提 供 を行 な うよ う

に なるで あろ うと予 言 してい る。同氏 の見解 を要 約 す る と次 の よ うに な る。

「通 信会 社 は州 の規 制機 関 の前 に,橋 頭 倭 を築 き上 げ て い る。 そ の 結果 おそ

らく2～3年 もす れ ば,こ の種 の サ ー ビス は進 歩 して,幾 つ か の ソ フ トウェ ア

や操 作可 能 な能 力 をつ け加 え られ て公 衆 に提 供 さ れ る こ とに なる で あろ う。規

制 を受 け て いる通 信会 社 か ら,タ リフ ・ベ ース で(料 金 の認 可 を うげて),一

種 の演 算 サ ー ビスを提 供 す る こ とは可能 性 と して考 え られ る。BellSystem

は最 近 モ デ ル40タ イ プ ラ イ タ と称 す る,印 字 機 能 を備 え た デ ィス プ レイ ・

タ ー ミナ ル を発 表 した。 同 モ デル は,今 の と ころ 目立 た ぬ タ ー ミナ ル だが,次

に出 て く る世 代 の タ ー ミナ ルは,デ ー タ処 理 能 力 を組 み 込 ん だ もの に な る で あ

ろ う。 こ の装 置 は最 終 的 に,イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ル に発 展す る こ とが

予 想 さ れ る。

BellSyst㎝ の トラン ザ ク シ ョン ・テ レホ ンは,「 あ る種 の演 算 が可 能 と

考 え られ る ク レジ ッ ト・カー ド照 合装 置 」 と定 義 づ け られ る。またBellSystem

の デ ー タ ホ ン ・デ ィ ジ タ ル ・サ ー ビ ス の将 来 世 代 には,ソ フ トウ ェ ア ・ア

プ リケ ーシ ョンが組 み 込 まれ,こ の性 能 を付 加 す る こ と に よって電 話 会社 は,

「通 信 と演 算 の混 合 要 素 」 を遂 行 す る こ とが可 能 に なる もの と考 え られ る。 」

ア ー ウィ ン博 士 は,IBMお よび コン ピュー タ関連 会 社 の通 信 サ ー ビス指 向

と して ま たAT&Tお よび電 話 会 社 の情 報 処理 サ ー ビス指 向傾 向 を指摘 してい
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るが,こ れ は コ ン ピ ュ ー タ と通 信 の依 存 が 深 ま るに伴 な って ます ま す顕 著 な も

の に なろ う。そ して終 極 的 に はAT&TとIBMの 全 面的 競 合 とい う事態 が発

生 す る可能 性 もあ る わ けだ が,そ の前 硝 戦 とみ られ るの がDataspeed40論

争 で ある。

Dataspeed40タ リフはAT&Tが 昨年11月,Dataspeed40の ニ ュ

ー ・モ デ ル認 可 の た めFCCに 提供 した もの。 同 モ デ ルは4 ,800bps(同 期

モ ー ド)の 速 度,24台 の キー ボ ー ド,12台 の プ リンタ を コ ン トロー ルす る

機能 を持 つ もの だ が,IBM,CBEMA,CIAが 「AT&Tの 不 法 な参 入 」

と して一 斉 に抗 議 の 火 の手 を あげ た。

IBMは 抗議 声 明 の中 で,FCCに 次 の よ うに述 べ て い る。rDataspeed

40は 明 らか に デ ー タ処 理 装 置 で あ り,こ の種 のサ ー ビスは規 制 を受 け ない方

式 で しか 提供 で きない は ず で あ る。AT&Tは 多年 にわ た って,IBMfoよ び

通 信 会 社 以 外 の業 者 の タ ー ミナ ル と競 合 す る形 で,タ ー ミナ ル装 置 を提供 して

きた。これらの ターミナル装 置 は,コ ンピュータ・システムの重要不可決 の部 分 として,デ ー

タ処 理 機 能 を遂 行するために利用されてきた。Dataspeed40シ ステムは,本 体 とデータ

通 信 システムを有 するカス トマーの利用 を対 象 と した もの で,そ の性 格 上 主 と してデ

ー タ処 理 サ ー ビス とい うこ とが で き る
。同 タ ー ミナ ルの 主要 な,お そ ら く唯 一

の よい利 用法 は,カ ス トマ ーの コン ピ ュ ータ のCPUに リモ ー ト・アクセスを提

供 す る こと で あ る と思 わ れ るo」

IBMが 主 張 して い る も うひ とっ の複 雑 な フ ァ ク ターは,司 法 省 とAT&T

相互 間 で交 され た1956年 の同意 条 項 で あ る。 この同意 条 項 は,電 話 会社 が

厳 密 に コモ ン キ ャ リアの通 信 サ ー ビス に関 連 しない サ ー ビス を提 供 す る ことを

禁 じた も の であ る。IBMで は,「Dataspeed40は そ れ が 有 す る デー タ処

理 とい う側 面 か らみ て,こ の同 意条 項 の制 約 事 項 に接 触 す る 」 も の だ と 攻 撃

して い る。

CBEMAお よびCIAに よ る抗 議 も,基 本的 にはIBMと 同 じだ が,注 目

され る点 を要 約 す る と次 の よ うに な る。
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「AT&TがDataspeed40で 提 出 した タ リフは,従 来 のAT&Tタ ー ミ

ナ ル と比 較 しては るか に広 範 な デ ー タ処 理 機 能 を備 え てお り,明 らか に異 質 の

ター ミナ ル を カバ ー してい る。Dataspeed40の 同期 型 に よって提 供 され る

機 能 は,コ モ ンキ ャ リア の通 信 シ ス テ ムの一 部 とい う よ りむ しろ,デ ー タ処 理

シ ステ ム の一 部 と して操 作 さ れ る よ うに設計 さ れ てい る。Dataspeed40は

デ ー タ処 理 シ ス テ ムへ の タ ー ミナ ル ・ア タ ッチ メ ン トと して販 売 され て い る装

置 と同等 の もので あ り,既 存 の種 々の メ ー カー が 市場 に出 してい る装 置 の デ ー

タ処理 お よび入 出 力機 能 と同 様 の効 用 を果 す もの で あ る。AT&Tは この タ一一

ミナ ル ・シ ステ ム の性 能 につ い て評 価 す るた め の 十 分 な情 報 を提供 して い ない

し,ま た コス トに関 す る デ ータ も不 十 分 で ある。 」

AT&Tの 反論

IBMやCBEMAの 抗 議 は,デ ー タ処 理 と通 信 サ ー ビス を分 離 す るFCO

裁 定 を根 拠 に して い る。 コ ン ピ ュー タ/通 信調 査 を も とに下 され たFCC裁 定

は,通 信 会 社 に対 して,主 と して デ ー タ処 理 部 分 に専 ら付 随 す る通 信 サ ー ビス

の提 供 のみ に そ の サ ー ビス を限 定 す る もの で あ るo

AT&TのDataspeed40タ ー ミナ ル用 の新 しい ハ ー ドウェ アは,コ ン ピ

ュー タに な るの か あ るい は 全 く別 な高 度 な通 信装 置 の パ タ ーン に なるの か。 ま

た,こ の新 製 品 を提 供 す る こ とに よっ て,AT&Tは コモ ンキ ャ リア本 来 の通

信 サ ー ビスの提 供 に そ の任 務 を限 定 さ れ て い る,1956年 の独 禁 法 同意 条 項

に抵触 す る こ とに な る のか。FCCに とっ ては,従 来 の規 制 の再 検討 を迫 られ

るだ け に,慎 重 な検 討 を要 す る と共 にや っか い な問題 で も あ る。

AT&Tは これ らの抗議 に対 し,「 通 信 サ ー ビス技 術 の永 久 的 凍 結 」をね ら

っ た もの と反 論 してい る。AT&Tの 反 論 要 旨 は次 の とお り。

「彼 らのや り方 は,通 信 会 社 が革 命 的技術 改 良 サ ー ビス をや ろ うとす るの を

阻 止 す る ものだ。 彼 らは結 局 『デ ー タ処 理 の定 義 」を誤 っ てい る し,自 己保 全

しか念頭 に ない 。彼 らの言 い分 が 通 れ ば,通 信 会 社 の 重要 かつ 必要 なサ ー ビス

●

亨
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に か か わ る 技 術 が 永 久 的 に凍 結 さ れ る の み な ら ず,電 気通 信 と して伝 統 的 か っ

広 範 に認 識 さ れ て い る サ ー ビ ス のFCC見 解 を 根 底 か ら揺 が す もの に な るo

Dataspeed40の ベ ー シ ッ ク ・ サ ー ビ ス は,1934年 の 通 信 法 に 基 づ く

「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 』で あ り,顧 客 に対 し て ダ イ レク ト ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・パ ス で2地 点 あ る い は そ れ 以 上 の ロ ケ ー シ ョン 間 で デ ー タ を入 力
,デ ィ ス

プ レ イ,編 集
,プ リン ト,送 付,受 領 す る 機 能 を 提 供 す る も の で あ る。 今 回 の

Dataspeed40が 従 来 の もの と違 っ て い る 点 はpソ リ ッ ド ・ス テ ー ト回路 の

み で,こ の タ ー ミ ナ ル を 使 用 す る こ と がFCCの 規 定 す る デ ー タ処 理 に抵 触 す

る こ とは な い 。 同 タ ー ミナ ル は 通 信 会 社 が 提 供 す る リモ ー ト ・コ ン ピ ュ ー タへ

の ダ イ レ ク ト ・デ ー タ入 力 の た め の サ ー ビ ス の 最 新 の 形 態 の1例 で あ り,タ ッ

チ ・ トー ン電 話,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・テ レフ ォ ン お よび テ レ タ イ プ ライ タ ー な

ど も こ の 範 ち ゅ うに 入 る。

デ ー タ 処 理 お よ び デ ー タ通 信 は,『 あ る 状 況 の 下 で は 同 一 の装 置 に よ っ て遂

行 さ れ る 」 機 能 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ は デ ー タ処 理 お よび通 信 サ ー ビ ス の機 能

だ け で な く,工 場 オ ー トメ ー シ ョ ン お よ び プ ・ セ ス ・コ ン ト・ 一 ル な ど の機 能

も遂 行 す る 。 デ ー タ処 理 と い うの は 人 間 が 考 え る こ と を 始 め た 時 か ら行 な わ れ

て い る フ ァ ン ク シ ョ ン で あ り,デ ー タ通 信 は コ ー ド化 さ れ た 情 報 を あ る 地 点 か

ら他 へ 運 ぶ も の で,情 報 の 中 味 を 変 え る こ と は し な い 。Dataspeed40は 以

上 の 点 を ふ ま え て 考 慮 した 場 合,あ くま で デ ー タ通 信 と 定 義 づ け る こ と が で き

るo」

Dataspeed40論 争 の成 行 きに よっては ,AT&Tに とって,80年 目を 目標 し

た付 加 値通 信処 理 サ ー ビス計 画 あ るいはIBMの 国 内衛 星通 信進 出 計画対 応 策

な ど で遅 れ を と る こ とに もな り,後 には 引 け ない感 じ もある。
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AT&Tを め ぐ る 動 き 活 発 化

74年11月 の司法 省 に よるAT&丁 独 禁 法 違 反 告訴 以 来,AT&Tの 周辺

は従 来 に 比 し静 か な もの で あ った。 しか し75年 春 あ た りか らAT&Tk・ よび

電 気 通 信 サ ー ビス の今 後 に重 大 な影 響 を.与え る と思 わ れ る動 きが急 激 に表 面化

してい る。 前述 のDataspeed40も そ の ひ とつ だ がsそ の外注 目 され る もの

につ い て以 下 ま とめ てみ よ う。

》
・

】

FCCに よ る料 金 体 系の 再 検 討 要 請

AT&Tは76年1月,FCCと そ の ス タ ッ フが 下 した2っ の裁 定 の結 果,

料 金 体 系 お よび競 争 体 制 の双 方 にわ た っ て,重 大 な変 革 に直面 しよ うと して い

るo

FCCの 裁 定 に よれば,「AT&Tは 他 の競 争 相 手 に対 抗 す る ため,専 用線

サ ー ビス に対 して,一 般 に適 正 料金 以 下 の安 価 な料 金 で提 供 して い る。逆 に,

低 料 金 の専 用線 を穴 埋 めす る ため に,独 占的 な電 話 料 金 を きわめ て高 目に設 定

してい る 」とい うこ と に な る。FCC通 信 会社 局(Co㎜oncarrierbureau)

Hinchman局 長 は,AT&Tと い う巨大 な通 信 会社 の州 際 コス トは,提 供 す る

あ らゆ るサ ー ビス に わた って,均 等 に分 配 す べ き であ る とFCCに 提 言 してい

るo

も しFCCが この方 針 で す すめ ば,個 々の電 話 加入 者 の料金 は値 下 げ され る,

あ る いは将 来 そ の値 上 げ幅 は小 幅 に と ど ま る と同 時 に,AT&Tの 専 用線 を利

用 す る広 範 囲 にわ た る ビジネ ス 用加 入 者 の料 金 は値 上げ さ れ る こ とに なろ う。

そ して この専 用線 の値 上 げ に よっ て,Wyly社 の子 会社,DataTransmission

(Datran),WesternUnion(WU)お よびMicrowaveCommunications

な ど の競 争 相 手 のAT&Tに 対 す る競 争 力 は,も っ と強 ま る もの と予想 され る。

AT&Tの 競 争 力 は,同 社 の テ ル パ ッ ク ・サ ー ビス に対 す る特 別 料 金 を閉め

出 す とい う今 回 のHinchman氏 の裁 定 の,別 の も うひ とつ の側 面 か ら も,影 響

● ⑯

'ワ
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を 受 け る こ と に な る で あ ろ う。 テ ル

パ ッ ク は ,特 殊 な 最 少 の 回 線 数 を リ

ー ス し て い る 専 用 線 カ ス トマ ー に 割

引 き を 実 施 し て い る 。 テ ル パ ッ ク裁

定 は 大 口 の シ ス テ ム ・ユー ザ ー の 大 幅

値 上 げ を意 味 し て い る 。対 象 と な る

の は,国 防 省,連 邦 調 達 庁(General

ServiesAdministration)お よ び

米 国 航 空 会 社 が 座 席 予 約 や 会 社 メ ッ

セ ー ジ の 伝 送 に 利 用 して い る 共 有 通

信 シ ス テ ム で あ る。

AT&Tの 専 用 線 サ ー ビ ス に 影 響

を与 え る も うひ と っ の措 置 と してF

CC全 委 員 は,AT&Tが1974

年 の6月 以 来 専 用 線 カス トマ ー に 課

し て き た 既 存 の 「ハ イ ・・ 一(high

low)」 料 金 体 系(低 ト ラ フ ィ ッ ク'

ル ー トは 高 く,高 トラ ヒ ィ ッ ク ・ル

ー トは 安 く)に と っ て代 る 新 しい タ

リ フ の 提 出 を 命 じた 。こ こで言 う 「ハ

イ ・ ロ ー 」 料 金 の 内 容 は,競 争 に 対

応 す る の が ね ら い で あ り,主 要 都 市

相 互 間 の 高 トラフィック ・ルー トの料 金

は 安 くし,低 トラフィソクの 比 較 的 競争

の 少 な い ル ー トの料 金 は 高 くす る とい う

<ハ イ ・ロー(high-10w)タ リフ公

聴 会 の経緯 〉

ペ ル 。シ ステ ムで は,特 殊通 信 業

者(SCC)の 攻 撃 に応 じるた め,

FCCに 「ハ イ ・ロー ・タ リフ 」を

申請 した 。 こ れ に関 して今 ま で公 聴

会 が 開 か れ て きた が,ハ イ ・ロー料

金 が正 当 か否 か の判 定 情報 が不 十 分

で あ るた め,FCCはAT&Tに 対

して,よ り詳 細 な資料 の 提出 を求 め

た。FCCで は,AT&Tが 「ハ イ

・ロ ー 」料 金 の裏 付 け と して提 出 し

た過 去12ヵ 月 お よび将 来3カ 年 に

わ た る情報 につ い て,そ の分 布 に利

用 した コン ピュ ー タ ・モ デ ル,市 場

分析,さ らに設 備 に 関 す る詳 しい 情

報 を具 体 的 に要 求 して い る。

1973年 に提 出 され たAT&T

の 「ハ イ ・ロー ・タリフ 」の概 念 は,

回線 使 用 の比 率 に応 じた料金 体 系 を

適 用 して お り,一 般 に米 国 で用 い ら

れ て い る料 金 設定 方法 と著 しく異 な

っ てい る。 「ハ イ ・ロー 」料 金 は,

1974年6月 以 来,FCCの 最 終

決 定 が得 られ ない ま ま に実施 され て

きた 。

趣 旨 の もの で あ る。た だ しFCCは,AT&Tが も し料金 の高 低の較 差 を説 明
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で きる な らば,「 ハイ ・・一 」料 金政 策 を維 持 して も よい とい うこ とをほ の め

か して い るo

今 回 の裁 定 は,AT&Tの 競争 相 手 を大 い に励 ます こ と に な った。 これ らの

競争 相 手 は,「 ハ イ ・ロ ー 」料 金 体 系 は コス ト面 に おい て正 当化 で き ない し,

却 下 され る に ちが い ない と主 張 してい た 。MCICo㎜unicationsInc.の

WilliamMcGowan会 長 は,rBellSystemは,自 分達 の料 金 が正 当 で あ る こ

と を論 証 す る チ ャンス を与 え られ た。 そ して,そ の論証 に失敗 した 。事 態 は,

我 々がFCρ に提 言 して いた とk・りに な った 」と述 べ て い る。 ま たWyly社 の

ス ポー ク ス マ ンは,次 の よ うな コ メン トを出 した。 「今 回 の裁 定 は,競 争 とい

うもの を公 平 か つ 公正 に もっ て い く とい う点 でDatranの ビジネス に とっ て明

らか に有 利 な裁 定 とい う ことが 言 え る 。 この裁 定 は,「 交 差 補 給 タリフ(cross

-subsidizingtariffs)」 に 関連 す る不 正 な競 争 に終止 符 を打 つ ため の重 要 な

ス テ ッ プに なる もの と考 え られ る。 」

15年 前 に始 ま ったAT&T専 用線 サ ー ビス に対 す るFCCの 調 査 を ベ ー ス

に作 成 さ れ たHinchman氏 の提言 は,こ れAで,AT&TがFCC関 係 で経験

した中 で,最 も大 きな失敗 に な る可 能 性 が あ る。 しか しAT&Tに と っ て,同

社 の収入 全 体 に対 す る脅威 よ り も,専 用線 分野vatoけ るAT&Tの 支 配的 地位

に対 す る脅 威 の方 が,も っ と大 きい もの と考 え られ る。 個 々 の加 入 者 に提 供 さ

れ る市 外 メ ッセ ージ電 話 サ ー ビスは,AT&Tの サ ー ビス の 中 で,単 独 では最

大 で あるが,そ の値 下 げ は小 さ 目に な るで あろ う。 とい うの は,こ の種 の サ ー

ビスの報 酬 率 はi現在 の と ころ,FCCか ら認 め られ た最大 報 酬 率9%を わず か

に上 廻 って い る程 度 に過 ぎ ない と 見込 まれ るか らで あ る。他 方,広 域 電 話 サ ー

ビス で あ るWATSの 料 金 は,大 幅 に値 下 げ され る こ とに なろ う。1974年

8月 現 在 に お け るWATS関 係 の報酬 率 は12.3%で あ っ た。 しか し専 用線 サ

ー ビス は ,相 当 な値 下 げ に な りそ うで あ る。1974年8月 の 資料 でみ る と,
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AT&Tの テ レビ ジ ョン ・サ ー ビスの 報酬 率 は わず か2%で あ り,一 方 専 用電

信 サ ー ビスは現 実 には,会 社 の投 資 予測 値 をO.4%下 廻 るベ ース で運 営 さ れ て

い るo

今 回の裁 定 はAT&Tに とっ て,従 来 の料 金体 系 の再 検 討 を迫 られ る ものだ

け に,重 大 な意味 を持 つ もの で あ る。FCCで は これ まで の主 張 どお り,現 在

の料 金 体系 は 「差 別 的 」で あ り,AT&Tは そ の正 当性 を論 証 す る の に失敗 し

.、

た と述 べ てい る。FCCはAT&Tに 対 して,新 しい タ リフの提 出 に最 大83

日間 を一与 え てい る。 ま た,新 しい 料 金 は,FCCの 命 令 が官 報 に掲 載 され た あ

と90日 後 に効 力 を発 す る こ とに な る。

亨

AT&Tの 独 禁 係争 を め ぐ る動 き

司法 省 が74年11月 に,AT&Tを 独 禁 法 違反 で告 訴 して か らま る1年 以

上経 過 した が,ま だ具 体 的進 展 は み られ ない 。 しか し既 述 した よ うに,AT&

Tの 「独 占 」をめ ぐっ ては,関 係 方 面 で様 々 な動 きが 出 て きて い る 。 この 中 で

も,特 に独 禁 係争 に最 も関係 が深 い と思 われ るの は,AT&Tの 独 占 を肯 定 す

る立 法措 置 要 求 とAT&Tに 対 す るWesternElectric切 り離 し要請 で あ る。

AT&T独 占肯 定 の動 き とい うの は,Bel】Systemの 電 話 会社 社 長 が,議

会 に働 きか け てい る もの で,何 らか の法的 措 置 の確 立 を要 求 してい る。 この法

的措 置 の ね らいは,BellSystemを 独 禁 法 のホ コ先 か ら救 うと と もに,FC

CがAT&Tの い くつ か の市 場 に進 出 させ た競 争 相手 を この 立法 措 置 に よっ て

撤退 させ る ところ に あ る。 ロ ビー活動 に な じみ の深 い情報 筋 に よれ ば,75年

末 か ら76年 にか け て電 話 会社 の幹 部 は,立 法 者 の と ころ をたず ね て 盛ん に働

きか けを 行 な っ て きた とい う。議 会の スタッフ連 中 の間 で は,こ の よ うなAT&

Tの 働 きか け にっ い て,何 らか の公 式 発表 が あ った のか ど うか に っ い て疑 問 が

持 た れ てい るが,BellSystemが 立法 者 に手 渡 した 資料 の 中に は,先 に述 べ
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た 趣 旨 が 述 べ られ て い る。

Bel1系 以 外 の 電 話 持 株 会 社 で あ るUnitedTele-Co㎜unicationsInc.

のPaulHenson会 長 も,法 的 措 置 の た め に 裏 工 作 活 動 を 行 な っ て きた 。Be1'1

系 以 外 の会 社 は,市 外 通 話 が これ ら の 会 社 の 通 信 設 備 を 通 過 す る分 だ け,AT

&Tの 市 外 通話 収 入 か ら分 け前 を得 る こ とに なる。 ライバ ル で あ る専 用線 サ ー

ビスが 市外 電 話 サ ー ビス収 入 を奪 い去 る こ とに なれ ば,Bell系 以外 の 会社 に

も影 響 を与 え る こ と に な る。Henson氏 は,こ の立法 化 の 中 に要 望 され てい る

い くつ かの条 項 を明 確 に して い る。 「今 回 の立 法措 置 案 に よれ ば,"ユ ニ ー ク"

な専 用線 サ ー ビス を提 供 で きるBell系 の ライバ ル企 業 だけが 事 業 を継 続 して ゆ

くこ とが で き る。 」 と同氏 は説 明 じて い る。 っ ま り同氏 の 見解 には,MCI

Co㎜unicationsやWesternUnionな ど各 種 の会 社 が 立法措 置 に よっ て,

専 用線 通 信 事業 か ら撤 退 を余 義 な くされ る とい うこ とを含 ん でい る。 これ らの

専 用線 会社 の大 部 分 は,料 金 は割安 とはい え,AT&Tか ら得 られ るサ ー ビス

と重複 す る サ ー ビス を提 供 して い るか らで あ るo

ま.た,立 法措 置 案 に よれ ば,州 の規 制 当局 者 には,Bell系 以外 の電 話 設 備 を,

電 話 ネ ッ トワー ク に接 続 す る管 轄権 が与 え られ る こ とに な るで あろ うoこ の管

轄 権は 現 在FCCが 所 有 して い るがFCCはBe11以 外 の装 置 を接 続 する方法 を

軽 減 す る裁 定 を行 な っ てい る。 州 の規制 担 当者 は,い くつ かの例 外 が あ る にせ

よ異種 の設 備 に対 す る電 話 会 社 の主張 に一 般 的 に同 情 的 で あ る。 そ して大 部分

の州 では,Bell以 外 の装 置 に対 して,FCCが や っている以 上 に,そ の利用 につ

い て難 しい条 件 を課 して い る 。

ラグ ヒ
'、

/一

、{、

つ

AT&Tの 独 占擁護 運動 ともい うべ き院 外 活 動 と共 に注 目され る も うひ とつ

の動 きは,逆 にAT&Tに 対 す るWesternElectric(WE)切 り離 し要 請

で あ るo
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これ はFCCタ ス ク ・フォ ー スか ら出 さ れた もの で,AT&Tに 製 造 子 会 社

WEを 切 り離 させ る ため,法 的措 置 設 定 を要 求 してい る。 この要請 は,FCC

タス ク ・フ ォ ー スに よるAT&Tfoよ びBellSystem関 連 会 社 の長距 離 電話

サ ー ビス料 金 調 査 か ら波 及 して きた もの。 司法 省 に よ るAT&T告 訴 で も,W

Eと 長 距 離 部 門 の切 り離 しを要 求 して い る た め,今 回 のFCOタ ス ク ・フ

ォ ー ス に よ る 要 請 は,独 禁 法 係 争 の 行 方 に も大 き な影 響 を与 え る もの とみ

られ る。

■

'●

トップ人 事 お よび 決 算

1976年 初め に,AT&Tは 経 営幹 部 の人 事 を発 表 した が,こ れ は 「ポ ス

ト ・デ バ ッ ツ 」 を念 頭 に お い た 長 期 的 ね ら い を秘 め た も の と受 け と られ

て い る 。 ト ッ プ異 動 の 契 機 は,RobertD.Lilley(63才)の 引退 だ が,

新 社 長 には これ ま で副 会長 だ ったWilliamL.1、indholm(61才)が 任 命

さ れ た 。ま た従 来1人 だ っ た副 会長 が,今 回 の入 事 を機 に2名 に なっ た。

主 な 異 動 は 次 の と お り で あ るoま ずWilliamM、Eillinghaus氏(53

才)は,ニ ュ ー ヨー ク電 話 会社 の社 長 兼 専務 で あ っ たが,今 回 の異 動 でAT&

Tの 新 副 会 長 お よ び 役 員 に任 命 さ れ た 。 同 氏 は,Lilley氏 の責 任 を担 当

す る こ と に なる 予 定 で あ るが,具 体 的 に は 人 事,公 衆 お よび 従 業 員 関 係,

規 制 問 題,企 業 計 画,労 働 関 係 お よび 議 会 や 規 制 当 局 に ロ ビス ト活動 を行

な う ワシ ン トン事 務 所 を含 む公 務 を担 当す る予 定 であ る。 も う1人 の副 会 長 に

任 命 され た の はCharlesL・Brown氏(54才)で!AT&Tの 財 務 をひ き

っ づ き担 当 す る こ とに な る。

AT&Tに よれば,AT&Tが2人 の副 会長 を持 つ よ うに なった の は今 回 が

は じめ て。BellSystemの 観 測 筋 に よれ ば,Ellinghaus氏 とBrown氏 は,

そ の うち1入 がJohnD.deButts会 長(60才)の ポ ス トを最 終 的 に 引継 ぐ
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こ とに な る とみ られ る。deButts氏 は,定 年 ま で あ と5年 あ るが, .こ の 間は

会長 の ポス トに と どま る こ とは必 至 とい わ れ る。

新 社長 に任 命 され たLindholm氏 は5年 を待 た ず にAT&Tの 定 年退 職 の年

令 をす ぎ る こ とに な る ため,新 副 会 長 の うち か ら ポ ス ト ・デ バ ッ ツの該 当者 が

出 る もの とみ られ てい るわ け だo特 にEllinghausは,こ れ ま で の経 過 か ら し

て ポス ト ・デ パ ッツの最 有 力候 補 で あ る。

同氏 は1970年 春 に副 社長 に任 命 され,最 終 的 には 世 界最 大 の資産 を誇 る

AT&Tを リー ドす る最 強 の候 補 者 と考 え られ て きた。 しか し5ヵ 月 も経 ない

うち に,同 氏 は ニ ュー ヨ ー ク電 話 会 社 の責 任 者 の ポス トを担 当す る こと に な っ

た。 当時 ニ ュ ー ヨ ー ク電話 会 社 は,サ ー ビス 危機 の ま った だ 中 に あ った。

Eillinghaus氏 の頑 強 なや り方 は,ニ ュ ーヨ ー ク電 話 会 社 の サ ー ビス問 題 の

大部 分 を正 常 化 す る の に役 立つ と見 られ,同 時 に総 経 費 を 削減 す るの に有 効 と

考 え られ たo今 回 本 社 に戻 って きた 同氏 が,通 信 界 の巨 人 を ど う動 か して い く

か注 目され る。

.・-
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AT&Tの1975年 の 収 益 は ほ ぼ 全 面 的 に 落 ち 込 み を示 し た。 この 要 因 と

して は 製 造 子 会 社WesternElectricの 収 益 減 が あげ ら れ て い る。AT&T

の 純 益 は,前 年 度 の31億7,000万 ド ル に 比 し て,31億5,000万 ド ルへ

と1%以 下 の 落 ち 込 み を示 し た に す ぎ な い が,1株 当 りの 収 益 は,5.28ド ル

か ら5.13ド ル へ と2.8%落 ち 込 み をみ せ て い る 。

1975年Vafoけ る 総 収 入 は,前 年 の261億7,000万 ド ル か ら289億

6,000万 ド ル へ と,約11%の 増 加 を示 した 。

JohnD.deButts氏 が72年 に 会 長 に な っ て以 来,収 益 が 落 ち込 み を み

た の は初 め て で あ る が,こ れは,主 にWE社 に よ る 収 益 へ の 貢 献 度 が縮 少 した た

め と考 え ら れ る 。WE社 の 純 益 は,1974年 の3億1,520万 ド ル か ら1億

■

イ
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730万 ドルへ と66%の ダ ウ ンを示 し,販 売高 は73億8,000万 ドル か ら,

65億9,000万 ド ルへ と,約11%落 ち込 ん だ。 しか しAT&Tで は ,「 現

在 あ らゆ る徴 候 か らみ て,事 態 は回復 に向 って お り収益 向上 に も どる もの と思

わ れ る。 新 しい 電話 機 は,前 年 度の ペ ー ス の2倍 の ペ ー スで増 設 され て い る し,

電 話 ビ ジネ ス 活動 の ひ とつ の もの さ しで あ る市 外通 話 の コ ール(呼)数 は,1年

前 に比 べ て6.8%ア ッ プ してい る。 」と述 べて い る。

1g75年 に お け る ベ ル系電

図1-66:AT&Tの 純 益 推移
話公 社 の39州 に お け る料 金値

(100万 ト'A・)

上 げ額 に よ っ て,少 な くと も合

計 で14億 ドルが 年 間収 入 にっ

け加 え なれ る こ と に なる とみ ら

れ る。 これ は 昨年 に おけ る州 内

料 金値 上 げ額5億2,600万 ド

ル の2倍 に匹 敵 す る額 で あ る。

また76年 に入 っ て,4州 にお

け る料 金値 上 げ が認 可 さ れ,総
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lBMの ド ム サ ッ ト 計 画

IBMがAT&TのDataspeed40ニ ュ ー ・モ デ ルを,「 デ ー タ 処 理 タ

ー ミナ ル 」 と し て 反 撃 して い る一 方 で
,AT&TがIBMの 出 方 を 注 目 して い

る もの に,国 内 衛 星 通 信(DOmsat)計 画 が あ る 。

IBMの ドムサ ット計 画 は,1974年7月3日 に発 表 され た もの で,CMLSate-

11ite(brp.の 株 式 買 収 に よ っ て こ の 分 野 に 参 入 し よ う とい う もの 。CMLは

Comsat(Co㎜unicationsSatellitethrp.)の 子 会社,ComsatGenera1と

MCICommunicationsInc。 そ してLockheedAircaft(]orp.の3社 が3分 の1

ず つ 出 資 して設 立 した企 業 で あ る。IBMの 計 画 はComsatと の 共同 プロジェク トで,

CML株 式 の うちMCIとLockheedの 持 ち 分 を,IBMが 両 社 にそ れ ぞ れ160万 ドル,

Comsatが 同 じ く90万 ドル と,合 計500万 ドルを支 払 っ て 買 い と る とい う も の 。

しか し75年1月,FCCは こ の 当 初 計 画 を 却 下,以 下 の よ う な3つ の 代 案

を 提 示 した 。 そ し て そ れ ら の う ち の ど れ か の形 で 申請 が 行 わ れ る な らば,そ れ

を受 け入 れ る用 意 が あ る こ と を 明 らか に して い た。 代 案 と は①IBM,C㎝sat

の 両 社 は 個 々 に 国 内衛 星 通 信 市 場 に 参 入 す る 。 ま た,Comsatは 単 独 に あ る い

はIBMを 除 く他 社 と共 同 で参 入 す る。IBMが 参 入 せ ず,Comsatが 単 独 あ

る い は 共 同 で 参 入 し よ う と す る場 合 は,COmsatはAT&Tと の 契 約 が 切 れ 次

第,同 社 へ の衛 星 施 設 の リ ー ス を や め な け れ ば な ら な い ②ComsatとAT&T

間 の 協 定 と 同 様 な形 で,IBMとComsatは 衛 星 施 設 の リ ー ス契 約 を と り交 す

③IBM-Co□satは,さ ら に第 三 者 の 参 加 を 得 て 国 内 衛 星 通 信 市 場 に進 出 す

る。 こ の 場 合,CMLの 親 会 社 と な る各 社 は そ れ ぞ れ,10%以 上 の 同 社 の 株

式 を 持 ち,し か も49%以 上 の 株 式 を持 った り事 実 上 の 経 営 権 を握 る よ う な立

場 に は 立 た な い 。

IBM,Comsatは こ のFCC裁 定 に 対 し,衛 星 通 信 事 業 に対 す る 自 由競 争

的 な参 入 を 防 げ る も の だ と反 発 し た が,結 局75年6月,FCCの 第3番 目 の

代 案 を 入 れ,新 た な計 画 を 確 立 した 。
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新 計 画 で は 新 た にAetnaLife&Casualtyを 引 き入 れ,Satellite

'B
usinessSystems(SBS)と い う合 弁 会 社 を新 設,CMLSatellite

Corp.の ビ ジ ネ ス を 引 継 が せ る こ と に な っ たOSBS設 立 は 以 下 の3ス テ ッ プ

に よ っ て 行 な わ れ る。

①ComsatGeneralBusinessCo㎜unicationsInc。 はCMLの 資

rek・ よ び債 務 を 全 てSBSに 移 管 す る と共 に,SBSの50%を 所 有 す る。

②IBMの 新 しい 完 全 子 会 社,lnformationSatelliteCorp,は,以

前 のCML買 収 に 関 す る契 約 を 破 棄 す る と共 に,新 た にSBSの50 .%を

所 有 す る。

③Aetnaの 新 子 会 社,AetnaSatelliteCo㎜unicationsInc.は,

名 義 的 にSBSを 所 有す る。

IBM,ComsatGeneral,Aetnaの3社 は,SBSに 関 す る プ ロ ポ ー ザ ル を

FCCに 提 出 す る と同 時 に,SBSの 人 事 に っ い て も明 らか に して い る 。

そ れ に よる'と,こ れ ま で の 母 体 で あ っ たCMLSatelliteのH.W.Paige

社 長 の辞 任 とP.N.Whittaker新 社 長 の 就 任 を 発 表 した 。Whittaker氏 は,

IBMコ マ ー シ ャ ル ・デ ィ ベ ,ロ プ メ ン トの デ ィ レ ク タ ー で あ り,か っ て フ ェ デ

ラル ・シ ス テ ムズ 事 業 部 長 をっ と め て い た人 物 で あ る 。SBSはWhittaker

新 社 長 の も と で,出 資3社 か ら各1名 ず っ の 代表 で 形 成 され る経 営 委 員 会 を持

ち,こ の 他 さ ら に3名 ず つ の代表 者 か ら な る,9名 の 政 策 委 員 会 を設 定 して い る。

IBMの 代 表 者 は,シ ス テ ム ・コ ミ=ニ ケ ーシ ョ ン事 業 部 長 のBo'bO.Evans,

P.MartinFoley冨1社 長 そ れ にJ.R.Opel社 長 で あ る 。3社 は す で にSB

Sに 対 して,1億6,500万 ド ル に お よぶ 投 資 を 行 っ て い る が,こ れ 以 上 の 資

金 が 必 要 な場 合 は,外 部 か ら の 資 金 導 入 を は か る こ と に な る だ ろ う と い う。

`

ー

㍉

◎

〈

SBSプ ロ ポ ーザ ル

IBM,ComsatGeneral,Aetna3社 の 国 内 衛 星 通 信 プ ロポ ーザ ルは,「 革

命 的 に新 しい 種 類 の 通 信 ネ ッ トワ ー ク 」を め ざ し た も の で,76年 か ら の1部
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稼動 そ して79年 の本 格 稼 動 をね らっ てい る。 申請 に よれ ば この サ ー ビス施 設

は,12～14GHzバ ン ド,時 分割 マ ルチ プ レクシ ング使 用 で広 帯 域 音 声 伝

送,デ ー タお よび画 像 通 信 サ ー ビス を実 施 す る ものo業 界 のIBM消 息 筋 のみ

る と ころ で は,IBMは 小規 模 な地 上 ス テ ー シ ョン と と もに,カ ス トマ ー に 自

社 開発 のPBX(電 子 式 構 内交 換 機)を 提供 し,現 在公 衆 電 話 会社 が行 っ て い

るような,エ ンド・ツー・エンド・サービスを実 施 するようになるだろうとい われ るが,こ の

PBXな い'しPABXに つ い て は,IBMの ス ポ ー クスマ ンは米 国 で装 置 を セ

ール ス す る計 画 は な い と してい る。IBMのPBX,っ ま り3750モ デ ルは

現 在欧 州 で販 売 さ れ て お り,米 国 で は今 の ところ制 度 上 の問題 もあ っ て売 られ

て い な い が,将 来 戦 略 上重要 なポ ジ シ ョンを占 め る シス テ ムで あ る 。欧 州 で

主 な売込 み 先 とさ れ て い る英 国 に おい ては,75年 中頃 で31台 の オ ーダ ー を

獲 得 してい る。

プロポ ー ザ ル では,通 信衛 星 回 線 に よって信 号 を 中継 す る地 上局 に到達 す る

の に,地 上電話 回 線 を使 用 しない で,完 全 に独 立 したシ ス テ ム を要 求 じて い る。

この新 シ ス テ ムは,工 場 や 事 務 所 の屋 上 にサ テ ライ ト用 ア ンテ ナ を立 て る とい

うや り方 を と る こ と に なろ う。 この シ ステ ムは,無 線 周波 数 帯 の最 も高 い波 の

うち,ま だ未 使 用 の部 分 で,1秒 当 り数億 ビ ッ トを伝 送 で き る極 端 に高 速 の 回

線 を使 っ て い る の で,コ ス トを削 減 し同 時 に新 しい サ ー ビス を提 供 す る こ と が

で き る であろ う。 この新 しい通 信衛 星 シ ステ ム はす で に技術 的 な基 礎 を ゆ る が

す とと もに,電 気 通 信 分野 の競 争 促 進 とい う問題 をめ ぐり・電 話 産 業 とFCC間

の規 制 面 で の 闘争 に拍 車 をか け る結 果 となっ てい る。

最 新 式 の コン ピュ ー タお よび デ ィ ジ タル技術 を ペ ースに して,SBSプ ロ ポ

ー ザ ルは,は じめ て既 存 の電話 シ ス テ ム の変 換機 や 有線 とは全 く別 立 て の伝 送

ネ ッ トワー ク を提 案 して い る。 申請 者 の主 張 では,こ の よ うな独 立 ネ ッ トワー

クを利 用 す る こ とに よっ て,SBSの シ ステ ム は地 上 の電 話 ネ ッ トワー ク の 旧

式設 備 の制 約 か ら解 放 さ れ る と述 べ て い る。SBSシ ステ ム は主 と して,デ ー

タ用 に設 計 さ れ て い るが,そ の他 に も専 用線 の電 話 コ ール,お よび交 換 台 や
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デ ー タ 。ター ミナ ル の通 常 トラフィ ック も伝 送 す る こ とが可 能 で あ る。 しか し

こ こで用 い られ てい る テ クノ ロ ジ ーは,全 面 的 に超 高 速 デ ィ ジ タル回線 や コ ン

ピュータ・ベ ー スの交 換 をペ ース と して い る。既 存 の電 話 ネ ッ トワ ークで は ,ご

くわず か な新 しい部 分 に類 似 の技術 を使 っ てい る の に す ぎ ない。

SBSは,音 声 お よび デ ー タ伝 送 を確 保 し,暗 号 化 す る新 サ ー ビス を提 供 す

る と と もに コン ピ ュー タ の内部 の操 作 タ イ ミ ング に マ ッチす る よ うな高 速 デ ー

タ伝 送 ス ピー ドを提供 す る こ とに な る。 こ の 申請 書 の 中 の工学 関係 デ ー タに よ

れば,自 動 エ ラー検 出 ・訂 正技 術 に よっ て,現 在 の地 上 交 換 サ ー ビス に 比べ て

1,000倍 以 上 の正 確性 を増 大 させ る ことが で きる で あろ う。

な お コン ピュ ー タ業 界 関 係者 の 関心 の的 となってい る,衛 星 通 信 ビ ジネス とI

BMの コン ピ ュ ー タ ・ビジ ネ ス との結 合 に よ る悪 影 響 に っ い て,SBSで は,

通 信 サ ー ビス は 開放 的 に,ま たIBMの 事業 とは,独 立 的 に行 う方針 で あ る こ

と を強 調 してい る。 す な わ ち衛 星 通 信 サ ー ビス 子会 社 の活 動 が,IBMの デ ー

タ処理 装 置 販 売 の促 進 にっ なが るの では ない か とい う点 につ い て,SBSはF

COに 対 しg相 互 接 続 な らび に マー ケ テ ィ ン グの 点 で差 別 的,意 図 的 行為 を し

ない方 針 を厳 格 に守 る と述 べ て い る。 ま たSBSは,同 社 の マ ーケ ティ ング 組

織 を,IBMと は全 く独 立 的 に維 持 して ゆ くつ も りで あ り,IBMセ ー ル ス マ

ン も,SBSの マー ケテ ィン グ にノ ー タ ッチ で あ る と してい る。

IBM,Comsat,AetnaはSBSの マーケティング戦略 に関す る議論 の中で,次

の よ うに述 べ てい る。 当事者 と しては,競 争 相手 か ら非難 攻 撃 されるような反競争 的

な施策 を採 る よ う な こと は決 して や りた くない 。 ま た,FCCの コン ピュ ー タ

調 査 の ル ー ルが厳 密 に適 用 され る こ とを,全 面 的 に支 持 す る もの で あ る。 つ ま

りFCCの ル ールでは,通 信 会社 の通 信 サ ー ビス とデ ー タ処理 サ ー ビス の提供

とを最大 限 分離 す る こ とを要求 してい るが,こ の点 を尊 重 した い。 当事 者 と して

は,SBS通 信 サ ー ビ ス とデ ー タ処 理 サ ー ビス の 「一 括 提供 」(bUndled)も

し くは 「パ ッ ケ ー ジ化 さ れ たサ ービス」を提 供 す るの で は ない こ とを は っ き りさ

せ たい と考 え てい る。 そ してIBMは,自 社 の カス トマ ーー－vasBSの 通 信 サ ー
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ビス を提 供 した り,あ る いはSBS .のサ ー ビス に加入 す るIBMの カス トマ ー

の料金 を 割 引 した り,さ らには 特恵措 置 を与 え る よ うな販 売 や,販 売促 進 に類

す る よ うな こ とは や らな いつ も りで あ る。SBSと しては,IBMの デ ー タ処

理 装 置 や サ ー ビス を販 売 した り,あ る い は販 売 促 進 す る よ うなこ とは決 して や

ら ないo

IBMとComsatは す で に,コ ン ピ ュ ー タお よび通 信衛 星 業 界 に おい て指導

的 な役 割 を果 してい るため,今 回 のSBSの プ ロ ポーザ ルはFCCに 対 して,

独 禁 法 お よ び規制 問題 が か らみ あ った前 例 をみ な い問題 点 を提 起 してい る と言

え よ う。

や

●

'

、
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特 殊 通 信 会 社(SCC)お よ

び そ の 他 注 目 通 信 会 社 の 動 向

1975年 は,デ ー タ通 信 産 業 が 期 待 通 りの 活 躍 を 見 せ た 年 で あ っ た 。

WesternUnion社(WU)は,国 内 衛 星 通 信 シ ス テ ム(Westar)の 運 転 を

開 始 し,大 陸 間 の専 用 回 線 コ ス トを,2,000ド ル/月 か ら1,000ド ル 月 へ と

コ ス トダ ウ ン し た 。 ま た,IBMは,通 信 衛 星 を 使 っ た ディジタル ・デ ー タ通 信

サ ー ビス を 計 画 し て,Comsat社 と の 間 に 協 力 関 係 を結 ん だ 。 こ の 計 画 は,10

月 に,さ ら にAetnaLifeandCasualty社 を 加 え て,3社 の 提 携 関 係 へ と

発 展 し て い っ た 。 付 加 価 値 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス 業 者(VAC)と し て注 目

され て い るTelenet社 も,そ の パ ケ ッ ト変 換 ネ ッ ト ワ ー ク の運 転 を 開 始 し た 。

一 方
,同 じ サ ー ビ ス 業 者 と し て知 られ て い るPCI社(PacketCo㎜uni_

cationsInc.)は,い さ さ かTelenet社 の 勢 い に飲 ま れ た 感 が あ る 。MCI

社 は,WesternTele-Co㎜unications社 と 　 一 ス契 約 を結 び,そ の ネ ッ

トワ ー ク を ロ ス ア ン ジ ェ ル ス に伸 ば し た。wyly社 の 子 会 社 で あ るDatran社

は・一現 在23都 市 に サ ー ビ ス して い る が ・1976年 に は さ ら に7都 市 に サ ー

ビ ス を拡 張 し て ゆ く こ と を 計 画 し て い る 。

しか し,一 見,順 調 そ うに 見 え る これ らの デ ー タ通 信 産 業 も,現 在2つ の 深

刻 な 問題 に 悩 ま さ れ て い る の で あ る。

資 本 不 足

現 在,米 国 に お い て産業 活動 を行 ってゆ くた め には,10年 前 と比較 して約3、

倍 の資本 を必 要 とす る よ う,にな った とい われ てい る。 これ は,通 信産 業 に と っ

ては 特 に 由 々 しい 問題 で あ る と思 わ れ る。 とい うのは,通 信 産 業 は他 の産 業 分

野 と比較 して,よ り多 くの設 備投 資 を必 要 とす るか らで あ る。即 ち通 常 の 産 業

では,1ド ル の収益 を生 み 出 す ため に は約0.55ド ル の資 本 投 下 を必 要 とす る

とい われ て い るが,通 信産 業 に 関 して は,同 じ1ド ルの収益 に対 して2.6ド ル
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もの 資本投 下 を必 要 とす る か らで あ る。

最 近 のYankeeGroupの 報告 に よれば,AT&Tで は,毎 年約100億 ド

ル の予算 を設 備 の建 設 に 向 けて い る とい う。 しか しgAT&Tの 場 合 は ,必 要

な資 本 を内 部 的 に作 り出 す 能 力 を持 ってい るか ら,資 本 の 問題 は それ 程深 刻 で

は なか ろ う。通 信 産 業 の専 門 家 と して知 られ るRob'ertLaBlanc氏 の 分 析 に よ

れ ば,1974年 にお い て,AT&Tは,必 要 資 本 の約60%を 内部 的 に調 達

す る力 を備 えて い た と言 われ る。 また,最 近 で は,こ の数 字 は さ らに70%～

75%に 達 してい る もの と思 われ る。

通 信 シ ス テ ムは,人 体 にお け る神経 系 の ご と く,社 会 に とっ て,な くて は な

らない もの であ る。 そ の 意 味 で,比 較 的,投 資 家 を撮 み 易い 性 格 の産 業 と考 え

られ る。 これ は,確 かにBell社 に関 しては 事 実 で あ る。 しか し特 殊通 信業 者

(SCC)に 関 して は,必 ず し もそ うでは ない の で あ る。 即 ち,イ ン フ レー シ

ョンの続 く中 で,投 資家 達 は,一 般 に長 期 的 な投 資 を嫌 う傾 向 に あ り,投 資 か

ら,そ れ に対 す る報 酬 を 得 るま でに 時 間 がか か る ような産業 分野 に対 して は特

に金 を出 し渋 る傾 向 に ある か らで ある。LaBlanc氏 も述 べてい るよ うに,現

在,大 部分 のSCCが 深 刻 な資金難iに落 ち入 って い る。 中に は,従 業員 の給 与

を支払 うのが精 一 杯 だ とい うところ もい くつ か ある。

今後,こ う した通 信産 業 者 が,利 益 を生 み 出 して ゆ く前 に は,ま ずそ の シ ス

テ ム に対 す る初 期 資本 を い か に して調 達 してゆ くか とい うこ とが 当面 の課題 と

なろ う。

、

FCCの 規 制

FCCの 特 殊通 信 業者(SCC)に 対 す る料 金 規 制 は,SCCの 立 場 を さ ら

に苦 しい もの と して い る。 本 来FCCは,独 占禁 止 の監視 役 と して,顧 客 と業

者 の要 求 を うま くバ ランス させ る立場 に あ る。 即 ち顧 客 に対 しては,不 当 に高

い料 金 を課 せ られ ない よ うに調 整 し,ま た業 者 に対 しては,資 本 投 下 に見 合 う

だ け の利 益 が保 証 され る よ うに調 整 を計 らなけ れば な ら ない。 しか し,現 在F

－183一



CCが 料 金 に関 して設 け て い る制 限 はsSCCに とっ て決 して妥 当 な もの とは

な ってい ない。 この 点 に関 して,FCCは,SCCの 提 供 す るサ ー ビス と技 術

の性 格 を良 く理 解 してい ない との非難 が 高 まって い る。 即 ち,SCCの サ ー ビ

ス お よび技 術 は,従 来 の通 信業 者 と比 較 して基本 的 に 次 の よ うな点 で異 な るの

で あるo

・大 部分 のSCCは ケー ブル よ り安 価 な マイ ク ロウ ェ ーブ を使 用 してい る。

・比較 的 ,通 信 需要 の 高 い地 域 に のみ サ ー ビスす る。

・顧 客 のニ ーズ に合 わ せ て,顧 客 の 出 費 に見合 うだ け の サ ー ビス を提 供 す る こ

とを原 則 とす る。

さ

〆
ー

、

危 機 に 直面 す るSCC

SCCは1969年 に,MCIが 第1号 と して の認 可 を 受 け た 時,そ の パ ラ

色 の未 来 が保 証 され た感 が あ った が,7年 後 の今 日,通 信衛 星 分 野 の 競争 や 財

政 問題 な ど厳 しい現 実 に直 面 し てい る。S'CCに 対 して は,今 後4年 間つ ま り

1980年 ま で頑 張 る こ とが で きれ ばsそ の生 存 は 可能 に なろ うとい う見方 す

ら出て きて い るo

AT&Tと の競 争 が,こ れ ま で以 上 に熾 烈 に なる と と もに,国 内通 信衛 星 サ

ー ビス はSCCを 飛 び越 して
,こ れ ま でSCCが 創 りあげ た市 場 一す なわ ち コ

ン ピュー タ相 互 間 の大量 デ ィ ジタル・デー タ伝 送 に重 点 を おい た長 距 離 通 信 市 場

に サ ー ビス を提供 す る こ とに な る もの と予 想 され る。

SCCは,各 種 の国 内通 信衛 星 シス テ ム との競 争 に 直 面 す る前 に,す でに彼

らの大 部 分 は財 務 面 で苦 境 に陥 っ てい る。

新 しい 通 信 会社 の 第1号 で あ るMCIは 昨 年,証 券取 引 所 に対 し5月 末 の月

額 収 入 は177万 ドル で あっ た が,現 金支 出 は200万 ドル で,こ の 中 には 設

備 リース料 の支 払額 で あ る約30万 ドルは含 め られ てい ない と報 告 して い る。

この よ う な状 況 に対応 す るた めMCIで は,現 在 の ひ っ遣 した証 券市 場 の も と

で,700万 の普通 株 を売 り出 さ ざ る を得 ない状 況 に追 い込 まれ て い る◎ 株 式

s

〆
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売却 案 か ら得 られ る所 得 に対 す るMCIの:一 ズ は,さ し迫 っ た もの と なっ て

い るo

MCIは,Execunetと 称 す るポイン ト ・ツ ー ・ポイ ン ト音 声 サ ー ビス を提

供 す る こ と に よっ て カス トマ ー ・ベ ー ス の拡 大 を狙 っ た が,Execunet申 請 は

FCCに よっ て却 下 さ れ,現 在裁 判所 に控 訴 中 で あ る。Execunetは,AT&

Tの メ ッ セ ー ジ市 外 サ ー ビス お よびWATS(広 域 電 話 ず 一 ビス)に 対 す る侵

略 と考 え られ て お り,ワ イ リーFCC委 員 長 は こ う主張 してい る。 「基本 的 な

メ ッセ ー ジ市 外 サ ー ビスや広 域 電 話 サ ー ビス は,独 占的 な特徴 と公 衆 の利益 と

い う問題 を包含 して お り,こ れ らの分野 で は,競 争 よ り もむ しろ規 制 が モノ を

しへうとしへえ よ うo」

Wyly社 の子 会社Datranも 財務 的 に 苦境 に 陥 って い る。G。E.Penistein

同 社社 長 は,「DatranはAT&Tと 競争 す る場 合,会 社 規 模 が・j・さ く財務 的

に テ コ入 れ す るに も限 界が あ るとい う弱 味 があ るだ けで な く,最 も脅威 に感 じ

てい る の は,BellStstemが 競争 に 当 っ て,自 由に独 占 サ ー ビスか ら財 務 的

な穴埋 め をや る こ とが で き る点 だ 」と述 べ てい るO

SCCは 財政 面,競 争 面 で今 後試 練 の時 を 迎 える こ とに な るが,以 下主 要S

CCを は じめ,現 在 注 目さ れ てい る付 加 価値 通 信会 社(VAC)や 衛 星 通 信 会

社 の動 向 を ま とめ てみ よ う。

1)DataTransmissionCo。(Datran)

WylyCorpの 子 会 社 に あた るDatran社 で は,デ ジ タ ル 交 換 デ ー タ 通 信

ネ ッ トワ ー ク を 完 成 し,現 在23都 市 に サ ー ビ ス を 実 施 し て い る 。 ま た,1976

年 の 中 頃 ま で に は,さ ら に マ イ ア ミ,シ ン シ ナ チ,イ ン デ ィ ア ナ ポ リ ス,ニ ュ

ーオル リンズ
,ミ ネ ア ポ リ ス,ポ ー トランド,シ ア トル の7都 市 に も サ ー ビス を拡

張 し,全 部 で30都 市 に 及 ぶ サ ー ビス を 実 施 して い く こ と が 予 定 さ れ てい るO

Datran社 が 実 施 してい る サ ー ビ ス に は,Dhtaline(専 用 回線 サ ー ビ ス)

お よ びDatadial(回 線 交 換 サ ー ビ ス)の2っ の タ イ プ が あ る 。Dataline
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も ま たDatadialも 共 に,2,400,4.800k・ よ び9,600bpsの 回線 を使っ

て サ ー ビ ス さ れ て い る 。 交 換 サ ー ビス は,完 全 な コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン トロ ー ル

に よ る も の で あ る,ユ ー ザ ー は,こ れ を 利 用 し て,コ ン ピ ュ ー タ と タ ー ミナ ル

を 結 合 し た り,ま た は,異 った 地 点 に あ る コ ン ピ ュ ー タ を 相 互 に結 合 し た りす

る こ と が で き る。 料 金 は,デ ー タ伝 送 に 要 し た 時 間,即 ち 接 続 時 間 に 基 い て課

せ られ る こ と に な る 。

Datran社 で は,AT&T社 のDataphoneデ ィ ジタル ・ サ ー ビ ス(DD

S)装 置 と結 合 して サ ー ビ ス を 強 化 す る計 画 も進 め て い る。 現 在 既 に,AT&

丁 社 の56KbpsDDS設 備 を利 用 し て い る。 ま たAT&T社 は,1.544K

bps,DUV設 備 も提 供 す る こ と に な っ て い る。1976年 初 頭 に は,シ カ ゴ

と東 海 岸 間 の 間 で,DUVリ ン ク に よ る最 初 の サ ー ビス が 開 始 さ れ る こ と に な

ろ うo

2)SouthernPacificCo㎜unications〔b.(SpCC)

SPCC社 はSouthernPacificCo。 社 の 子 会 社 に あ た る 。 現 在 同 社 で

は,ニ ュ ー ヨ ー ク,サ ン フ ラ ン シ ス コ を含 む45都 市 に お よぶ ネ ッ トワ ー ク を

運 営 し,専 用 音 声 回 線 サ ー ビス お よ び デ ー タ伝 送 サ ー ビ ス の 両 方 を 実 施 して い

る。 ま た,ジ ャ ー ジ ・シ テ ィ と ピ ッ ツバ ー グ お よ び ア ト ラ ン タ を 結 ぶ リ ン ク も

近 々完 成 す る 予 定 で あ る 。SPCC社 で は,時 間 ベ ー ス で 結 合 リ ン ク を提 供 す る

メ ー タ ー 別 時 間 回線 サ ービスの ほ か音 声 お よび データ ・ サ ー ビ ス(1つ の 回 線 上 で,

300bps以 下 の 低 速 の デー タ伝 送 サ ー ビ ス と 音 声 通 信 サ ー ビ ス の 両 方 を同 時

に 行 う)の2つ の タ イ プ の サ ー ビス を 提 供 し て い る。 ま た,中 速 の デ ー タ ・チ

ャ ネ ル 向 け の モ デ ム も提 供 して い る 。 そ の 他 の 広 帯 域 ライ ン,専 用 マ イ ク ロ ウ

ェ ー ブ ・イ ン タ フ ェ ース,デ ー タ交 換 等 も,顧 客 の 要 求 が あ れ ば 特 別 に サ ー ビ

ス す噛る準 備 が あ る。

3)UnitedStatesTransmissionSystemsInc.(USTS)
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ITT社 の子 会 社 であ るUSTS社 では,現 在 ハ ー トフ ォー ドお よび ヒュー

ス トンを結 ぶ ネ ッ トワー クを建 設 してい る。 ニ ュ ー ヨー ク齢 よび ワ シ ン トンを

結 ぶ リン クは1976年 初 頭 に は完 成す る 見込 み で あ る。 ま た,中 継 局 を含 む,

全 二 重1,800チ ャ ネ ル ・シ ステ ム も,1976年 初頭 には 稼 動 が予 定 さ れ

て い る。 ネ ッ トワ ー クは,29ケ 所 の交換 局 か ら構 成 され る こ とに なろ う。料

金 は,マ イ ル に基 い て課 せ られ る もの と思 われ る。USTSネ ッ ト ワー クは,

本 来,中 程 度 の量 の デ ー タ伝 送 に対 す る要 求 に基 い た もの で あ るが,勿 論 大量

デ ー タ伝 送 に も利 用 する こ と が で きる。 現 在,USTS社 で は,隔 地 ユ ーザ ー

向け に,1分 ベ ー スの メー タ ー付 回線 を 開発 す る こ と も計画 して い る。

4)CPIMicrowaveInc。

CPI社 は,74年7月15日 か らテ キサスにお い て地 域 サー ビスを開 始 した。 現 在 ダ

ラ ス,ヒ ュ ー ス ト ン,オ ー ス テ ィ ン,コ ー パ ス ク リス テ ィ ,バ ー モ ン トを

結 ん で,音 声 お よ び デ ー タ通 信 サ ー ビス を実 施 して い る。 現 在 扱 っ て い る ト ラ

フ ィ ッ ク の 約80%が 音 声 通 信 で あ り,20%が デ ー タ通 信 で あ る。 そ の拡 張

計 画 の 中 で は,幹 線 を他 の 州 に ま で伸 ば す こ と が 予 定 さ れ て い る。1976年

末 に は,そ の ネ ッ トワ ー ク を ル イ ジ ア ナ に ま で 拡 げ る こ と が 予 定 さ れ て い る。

そ の 他,CPI社 は,AmericanSatelite社 お よ びWesternUnion社 の

協 力 を 得 て衛 星 通 信 リン ク も完 成 さ せ て い る。 料 金 は マイ ル 数 に 基 い て決 め ら

れ て い る 。 ま た,料 金 は す べ て 月 単 位 で 課 せ られ る。 一 般 に,コ ス トは,ネ ッ

ト ワー クに接 続 され る 設 備 の数 が 増 え る に従 っ て下 が る傾 向 に あ る。 分 配 設 備

は,ロ ー カ ル の 電 話 会社 か ら提 供 さ れ る こ と に な る 。 大 規 模 な ユ ー ザ ー は,マ

イ ク ロ ウ ェ ー ブ で サ ー ビ ス す る こ と もで き るoイ ンタ フェ ー ス 装 置 はPCI社

が 提 供 す る か,も し くは ユ ー ザ ー が 準 備 す る。

5)TelenetCorrmunicationsCorp.

Telenet社 は1975年 春 に,ニ ュ ー ヨ ー ク,ボ ス ト ン,シ カ ゴ,ワ シ ン
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ト ン,ダ ラ ス,ロ ス ア ン ジ ェ ル ス,サ ン フ ラ ン シ ス コ の7都 市 に ネ ッ トワ ー ク

交 換 セ ン タ ー を 開 設 し た 。2た 同 年11月 に は,他 の9都 市,フ ィ ラ デ ル フ ィ

ア,デ トロ イ ト,セ ン ト ル イ ス,ピ ッ ツ バ ー グ,ヒ ュ ー ス トン,ク リー ヴ ラ ン

ド,ミ ネ ア ポ リ ス,ア ト ラ ン タ,ニ ュ ー ヨ ー ク に も交 換 局 が 開 設 され たc

1976年 に は,他 の23都 市 の 交 換 局 も稼 動 に 入 る 予 定 で あ る。 ネ ッ ト ワ ー

ク完 成 時 に は,全 部 で62都 市 が リ ン クさ れ る 予 定 で あ る。Telenet社 は 現

在,2種 類 の サ ー ビス を 計 画 して い る。 ひ と つ は コ ン ピ ュ ー タ ・ッ ー ・ コ ン ピ

ュー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で,こ れ に は56Kbpsの デ ー タ伝 送 が サ ー ビ ス

さ れ る 。 ま た も うひ と っ は タ ー ミナ ル ・ツ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス で あ る(

こ れ に よ り,タ ー ミナ ル は リモ ー ト ・ コ ン ピ ュ ー タ と イ ン タ ラ クテ ィ ヴ に 交 信

す る こ と が で き るoデ ー タ ・パ ケ ッ トは1,024ビ ッ トか ら構 成 さ れ て い る。

料 金 は,伝 送 され た 情 報 の量 に 基 い て課 せ られ る。

6)WesternUnionCorp.(WU)

WU社 は,WestarIお よ びWestar皿 を 使 っ て,音 声,ヴ ィ デ オ お よ び デ

ー タ伝 送 サ ー ビ ス を 実 施 して い る
。 地 点 間 デ ー タ伝 送 サ ー ビ ス は,300～

9,600bps回 線 を使 っ て,1974年 後 半 か ら 開始 さ れ て い る。1975年

7月 か ら開 始 さ れ た ヴ ィ デ オ ・サ ー ビ ス は,ニ ュ ー ヨ'一 ク,シ カ ゴ,ロ ス ア ン

ジ ェ ル ス,ダ ラ ス の 各 テ レ ビ ジ ョ ン ・オ ペ レ ー シ ョ ン ・セ ン タ ー を通 じ て利 用

す る こ と が で き る。

7)American-SatelliteCorp.(ASC)

ASCは9.6Kbps音 声 回 線 の 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク を 使 っ て,、 音 声 お よ び デ

ー タ通 信 サ ー ビ ス を 行 っ て い る 。 ま た 現 在 ,56Kbpsク ラ スの広 帯域 伝 送 設

備 も 開 発 中 で あ る。13ヵ 所 に あ る地 上 局 は,WesternUnion社 の 通 信衛 星

WestarIお よ びWestar皿 を 介 して 相 互 に 結 合 さ れ て い る 。 現 在 ニ ュ ー ヨ ー

ク,ワ シ ン トン,ア ト ラ ン タ,シ カ ゴ,ピ ッ ツ バ ー グ,ヒ ュ ー ス トン ・ ロ ス ア
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ン ジ ェ ル ス,サ ン フ ラ ンシ ス コ を結 ん で ,音 声 お よ び デ ー タ通 信 サ ー ビス を 行

っ て い る。 料 金 は,距 離 を ベ ー ス と し て 課 せ られ る 。

⑨

4

8)RCAGIobalCo㎜unicationsInc.(Glo.bcom)

Globcom社 が 音 声teよ び デ ー タ通 信 サ ー ビ ス を 開 始 し た の は2年 前 か らの

こ と で あ る 。 現 在 同 社 は,ヴ ァ レイ ・フ ォ ー ジ,ロ ス ア ン ジ ェ ル ス,サ ン フ ラ

ン シ ス コ,ア ラ ス カ(6ケ 所)の9ケ 所 に 地 上 局 を 持 っ て い るが ,ま た 近 々,

シ カ ゴ,ヒ ュ ー ス トン,ア ラ ス カ(さ らに3ケ 所)に も地 上 局 を開 設 す る予 定

で あ る 。Globcom社 は,カ ナ ダ のANIK衛 星 お よ びWesternUnion社 の

Westarを 利 用 し て い る が,1975年12月 に は,独 自 の 通 信 衛 星 を 打 ち 上

げ る予 定 で あ る 。

ρ

4

●
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通 信 サ ー ビス の最 新 動 向 と将 来 展 望

過 去10年 間 に米 国 で は,通 信 と コ ン ピ ュー タ の発 展 に よっ て,画 期 的 な変

革 が創 り出 さ れ て き.た。今 後 は通 信 と コ ン ピ ュー タ とい う2つ の技術 を よ り一

層 結 合させ る こ とに よっ て,様 々 なサ ー ビスが 約束 され てい る。 将来 を 展望 し

た時,科 学 者達 の予 想 で は,光 の束 に 音声,テ レビ,コ ン ピ ュ ー タ・ デ ー タ を

のせ て伝 送 す る こ とが来 るべ き時 代 の 重要 な伝 送形 態 に な る。 こ の テ クノ ロ ジ

ーは 「 フ ァイバ ー ・オ プテ ィ クス 」と称 さ れ ,世 界 中 の研 究 セ ン ター では この

技術 の開発 と実 現 に 力 を入 れ てい る。

こ の外 に もCATV,テ レ ビ会議,通 信衛 星,マ イ ク ロ ウェ ーブ な ど様 々な

新 サ ー ビスや これ ら技 術 の結 合が 注 目を集 め てい る。 しか しこれ らの全 ゆ る変

革 に もか か わ らず,新 しい時 代へ の移 行 はそ れ 程 急激 かつ 劇 的 な もの に も な ら

ないだ ろ う。机 の上 には依 然 と して電 話 が あ り,テ ーブ ルに はTVセ ッ トがそ

の ま ま存 在 する こ とに なろ う。 しか し事態 は す で に変革 しつ つ あ る。

ー
マ

◎

フ ァイ バ ー ・オ プ テ ィ クス(光 学繊 維)

世 界 中で 最 も進 ん で い る通 信 会 社 の研 究 所 で,次 の重要 な開発 品 と して,フ

ァイバ ー ・オ プ テ ィ ク ス(光 学繊 維)が ここ数 年 来 重 点 的 に研 究 さ れ て き た(

現 在 ファ イバ ー ・ オ プテ ィ ク ス は,電 気 通 信 分 野 で広 範 な ア プ リ ケ ー シ

ョ ンの用 に供 され る体制 に あ る。 こ のテ ク ノ ロ ジーは音 声,ビ デオ,お よび コ

ン ピュ ータ ・デ ー タを伝 送 す る手 段 と して光 を利 用 し,銅 線 の 代 りに 人 間 の髪

の よ うに ご く細 い ガ ラス を利 用 して い る。 電 気的 なイ ンパ ルス は,電 子 回線 を

通 じて処 理 され,し かる の ち レー ザ ーに 送 り込 まれ てい る。 光 の パ ル ス ・ ビー

ムは 増幅 器 を必要 とす る以 前 に,何 マイ ル も光 を運 ぶ 一 節 の端 末 に焦 点 が しぼ

られ る こ とに なるで あろ う。 レーザ ー の エ キ スパ ー トは,オ プ テ ィカ ル ・ファ

イバ ーの単 一 の線 を通 じて,こ れ か ら数 年 先 には ざっ と4,000通 話 を 同時 に

伝 送 す る こ とが可 能 に な る であ ろ うと予 測 して い る。 こ の4,000通 話 を同 時

,
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に伝 送 で きる とい う性 能 は現 代 の通 信衛 星 の伝 送 能 力 と同 様 で あ る。 直 径 ペ ン

シル大 の一 束 のオ プテ ィ カ ル ・ファ イバ ー は,同 時 に何 百 とい う呼(コ ー ル)

を伝 送 す る こと が で きるで あろ う。

エ ン ジニ ア筋 に よれば,こ の すば らしい容 量 か らみて,オ プテ ィ カ ル ・ファ

イバーは,電 話 トラ フィ ッ クが混 雑 してい る大 都市 地 区 で,地 下 回線 にい ち早 く

導 入 され利 用されることが 可 能 と考えられている。光 とい う媒 体 は,特 定 の ユ ニ ー ク

な特徴 を備 え てい るの で,単 独 のオ プテ ィ カル ・ファイ バ ー は,テ レビ・チ ャ ン

ネ ル4個 を伝 送 する こ とが で きる で あろ う。普 通 の電 話 回線 は,テ レビを伝 送

す る こ とは不 可 能 で あ る。FCC(連 邦通 信 委員 会)は 電 話 を ケ ーブ ル ・テ レ

ビジ ョンの利 用 に供 す る こ とを禁止 した が,FCCが この 方針 を変 更 す る な ら

ば,お そ ら く家庭 に お け る双 方 向 ビデオ通 信 の革 命 は急 速 に進 展 す る で あろ う。

オ プテ ィ カル ・フ ァイバ ー は,そ の ため の重 要 な カギ にな る とみ られ る 。電 話

とい う媒 体 を うま く駆 使 して,家 庭 に居 なが らに して デパ ー トで買 物 を した り,

居 間 か ら居 なが らに して学 校 に出 席 した り,あ るい は コン ピ ュー タ ・タ ー ミナ

ル や ビデオ ・ス ク リー ン を介 して 自分 の家 庭 にオ フィス を導 入 す る こ とが で き

る よ うに な るで あろ うoAT&TとGTE(GeneralTelephone&Ele-

ctrOnics)の2社 は これ か ら数 力年先 に,オ プテ ィ カル ・フ ァイ バ ー 用 の テ

ス トを計画 してい る。GTE研 究 所 のLeeDavenport所 長 は,こ の新 技 術 に

つ い て次 の よ うに述 べ てい る。 「我 々は オ プテ ィ カル ・フ ァ イバ ーに よっ て達

成 さ れた 発 展 のす ば ら しさ に,驚 異 の眼 を み は って いる。 これ らの進 歩 は,恐

るべ きス ピ ー ドで到 来 しよ うと して い るoた だ しオ プ テ ィ カ ル ・フ ァ イ バ ー

が 商 用 の ア プ リケ ー シ ョン用 に導 入 さ れ る ように なる まで に は,あ と5年 間 を

要す るこ とに なろ う。 」

テ レビお よ びCATV

図1-68は 米 国 に お け るTV,カ ラーTV,OATVお よび電 話 の普 及状

況 を示 した ものだ が,CATVの 増 加 率 は他 の サ ー ビスに く らべ て,ま だ か な
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り低 い レベ ル に と どまっ て い る。

テ レビ ジ ョ ンは今 後5年 間 に い くつ か の重 要 な変貌 を 遂 げ よう としてい る。

そ して,お そ ら くこれ ら の変 革 の 中の少 な くと も ひとつ は,カ ラー ・テ レビジ

ョンへ の移 行 に匹 敵 す る よ うな もの に な るで あろ う。2年 以 内 には エ レク トロ

ニ クス分 野 の2社 の有 名 な 商 品 が,テ レビ の付 加装 置 として販 売 され る予定 だ

が,こ の装 置 は写 真 記録 に よ く似 た 「 ビデ オ ・デ ィス ク 」の上 に,あ らか じめ

記録 され た プ ログ ラムを 写 し出す こと の で きる装 置 であ る。

料 金 が2,000ド ル以 上 で,大 部 分 の家 庭 で は とて も手 の届 か ない ビデオ ・

テ ー プ ・シ ス テ ム とは違 っ て,ビ デ オ ・デ ィス ク ・ア プ ロ ーチ は,中 堅 ク ラス

の 消費 市場 をそ の標 的 と してい る。

テ レビ ジ ョン分野 にお け るそ の他 の劇 的 な変 革 も,表 面化 し よ うと して い る。

新 しい ソ リ ッ ド ・ステ ー ツ技

術 は,「 チ ャ ー ジ ド ・カ プ ル

ド ・デ パ ィ ス 」 「Charged

CoupledDevice)と 称 せ ら

れ る,ツ メの ように極 く小 さ な

コ ン ピ ュ ー タ 「 チ ッ プ 」技 術

を意 味 し て い る。 これ は,カ

フ ー ・テ レ ビ シ ョ ン ・カ メ ラ

の 大 き さ を,個 人 の シ ャ ツの

ポ ケ ッ ト大 に ま で 縮 少 す る こ

と を 約 束 す る有 望 な技 術 で あ

るo

ま た,長 期 プロジェク トとして'

考 え られ てい る ものには,適 当 な

(
べ

o
o

－

一
担

当

)

図1-68:米 国 にk・け る電 話,TV,カ ラー

TV,CATVの 増 加 状 況
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料 金 が課 せ られ てい る壁 の 大 きさ大 のテ レビジョン.ス ク リー ンが ある。 今 日 ・

市場 に出 廻 って い る この種9テ レビは,4・000ド ル か ら40,000ド ル の範

囲 に あ る。

CATVに 関 しては,や は り双 方 向通 信 に よる画 期 的 サ ー ビス が心 待 ち に さ

れ て い る。GEのQuinn氏 は 次 の よ うに述 べて い る。 「我 々 はす で に,双 方

向 ケ ー ブ ル1テ レ ビジ ョンの 成功 を もた らす よ うな技術 を手 中に収 め てい る。

技術 的 に 言 えば,2L年 間以 内 にそ の よ うな状 況 が発 生 しない とい う理 由 は どこ

に も見 当 らない 。 」Quinn氏 は,こ の種 の計 画の 実 現 に つ い て は,10年 か

20年 以 上 の将 来 を見込 ん で い るが,そ の理 由は,こ の種 の シ ステ ム を建 設 す

る に必 要 な資 本支 出 に問題 が あ るか ら で あ る。 双 方 向 の ケ ー ブ ル ・テ レ ビにつ

い て は,幾 つ か の地域 で これ ま で実 験 が 行 われ て きた 。そ のひ とつ ミネ ソ タ州

の あ る新 しい町 で は,医 療 ク リニ ッ ク,病 院,学 校,各 種 の家庭 が,全 て双方向

ケ ー ブ ル ・シ ス テ ムの 中に 相 互 に結 びつ け られ てい る。 テ レ ビ会議 サ ー ビス に

つhて は,1973年 の夏 以 来 モ ン トリオ ール,ト ロ ン ト,ケ ベ ッ ク で試

行的 に実施 さ れ て きた 。現 在 の シ ステ ム では小 さい映 像 しか映 し出 され て いな

い が,将 来 は等 身 大 の映 像 が映 し出 さ れ るシ ステ ム に なる もの と予 想 さ れ るg

この テ レ ビ会議 計 画 は,交 通 を通 信 で 代替 す る 目的 で 考 え られ た もの で ある。

BellCanadaの マーケテ ィング担 当者 は,会 社vak・ け る会 議 出 張 の ため の職 員

の マ ン ・パ ワー とコ ス トを検 討 し,テ レ ビ会 議 の方 が 時 間 とコス トの節 減 に な

る こ とを 強調 して,こ の シス テ ム を売 り込 ん で い る。 こ の テ レビ会 議 シ ス テ ム

の成 否 を左 右 す る ポイ ン トは,音 声 や 映像 が,会 議 の参 加 者相 互 間 に 明確 に伝

わ るか 否 か では な く,遠 隔操 作 に よ っ て,参 加 者相互 間 の 信頼 と率 直 さが確 保

され るか ど うか にか か っ て い る と言 え よ う。

通 信 衛 星

最 初 の 商 用 通 信 衛 星 で あ る 「 ア ー リィ ・バ ー ド 」(EarlyBird)が,米 国

と欧 州 間 の ケ ー ブ ル ・ ト ラ フ ィ ッ ク を 補 完 す る た め に軌 道 に乗 っ た の は,ち ょ
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うど9年 前 で あ った。 ア ー リィ ・バ ー ドは,同 時 に240個 の通 話 を伝 送 す る

ことが で きる。 現 在7個 の イ ンテ ルサ ッ トの宇 宙 船 が赤 道 の22,300マ イ ル

上空 の軌 道 に乗 って お り,こ れ ら宇 宙 船 は4,000回 線 を同 時 処理 して い る。

こ の通 信衛 星 は,音 声 とデ ー タ通 信 を伝 送 す る と と もに,テ レビ ジ ョンの 世界

的規 模 の伝 送 用 回線 に利 用 され てい る。

WestermUnion社(W・U)は,米 国郵 政 省(U。S.PostalService)

と協 力 して,米 国 内 な ら ど こへ で も,手 紙 と電 報 の混 血 児 の よ うな個 人 的 な メ

ッセー ジ を,通 信衛 星 を介 して伝 送 す る こ とが で き る。W。U。 の営業所 で あれ

ば,ど こ の地域 に対 して も,電 話 を使 っ て メ ッセ ー ジを送 りこむ こと が で き,

翌 日の 朝 には あ て先 に到 着 す るシ ステ ム に なっ てい る。毎週,50万 通程 度 の

メー ル ・グ ラ ムが 伝送 され てい るoこ の メ ー ル ・グ ラムの サ ー ビス ・コス トは,

個 人相 互 間 の電 話 に よる通 話 コス トの 約 半 分程 度 の コス トで事 足 りる が,第1

種 郵 便 よ りも高 くつ く。 メ ー ル ・グ ラム は,全 国 の商 用通 信 衛星 第1号,Westar

Iお よび 皿に よ って一 部 可能 に な った と言 え よ う。 これ らの通 信衛 星 は,1974

年 にNASAに よっ て打 ち上 げ られ,そ の コス トはW.U.が 負担 してい る。

NASAで はRCAの ため に,こ の種 の通 信衛 星 をさ らに2個 打 ち あげ て軌

道 にのせ よ う と してい る。 世 界 中 の数 多 くの地域 に おい て,通 信衛 星 は全 国 的

な広 範 囲 に わ た る人 口を結 合 させ る唯 一 の 実 際 的 な方 法 であ る。 例 え ば イ ン ド

ネ シア は何 千 とい う島か ら構 成 され てい る の で,地 理 的条 件 か ら独 自の国 内 通

信衛 星 シス テ ム を持 つ 計画 をす す め てい る。現 在,実 験 中 で ある が,同 時 に,

す ぐ に も到 来 す る姿 を例 示 して い る も う一 つ の別 の通 信衛 星 は 特別 テ レ ビ ジ ョ

ン番=組 を放 送 し,世 界 中 の実験 地 区 に お け る安 価 な地 上 局 を通 じて,双 方 向 ビ

デオ通 信 サ ー ビス を提 供 す る もの で あ る。NASAの 手 で運 営 さ れ て い る,こ

の ア プ リケ ー シ ョ ン ズ ・テ クノ ロジ ー 。サテ テ イ トは,閉 回 路 ビデオ ・ネ ッ ト

ワー ク の 中 の,退 役軍 人 管理病 院 を結 合 して,ア パ ラチ ァ,ア ラ ス カ,お よび

・ ッキ ー マ ウン テ ンの 隔離 され た学 校 に特 別教 育 番 組 を提 供 す る こ と,お よび

イン ドネシ ア の住 民 に 公衆 衛 生 お よび 教育 番組 を提 供 す る ため に試 験 的 に,す
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でに利 用 され てい る。

電 子 郵便

電 子 郵 便 は米 国 で芽 を出 して以来,一 部 は通 信衛 星 ま で利 用 し,米 国 以 外 に

も実施 す る国 も登 場 して き た。電 子 郵 便 の発 想 は もと も と,郵 便 の速 度は電 気

通 信 に よって補 い、電 報 の配達 は郵 便 で まか な うとい うこ とで生 れ た もの で あ

る。 現 在電 子 郵 便 は2種 類 に大別 さ れ るが,そ の ひ とっ は,電 報 と郵 便 を組 み

合わせたもので メール・グラムがその代表的 なものである。もうひとつは,フ ァクシミリと郵 便

を組み合 わせ た もので,フ ァクシミリ・メールが代 表 的 な もので ある。現状 では メール

・グラムが盛んであり,フ ァクシミリ・メールの方 はまだ実 用段 階 に入ろ うとい う段 階で

あ る とい え よ うo将 来 は電 話 シ ス テ ム を利 用 した ファ クシ ミ リ ・ネ ッ トワーク

が,W.U.社 の メー ル ・グ ラムの場 合 と同 様 の発 展 を とげ る可能 性 もあ る。

資金 の 電 子 式 の振 替 シス テ ム(EFTS)あ る いは 高 度 なCATVシ ス テ ム

も,郵 便公 社 とは無 関係 に電 子郵 便 に匹 敵 す るシ ス テ ムを 創 り上 げ る可 能性 も

考 え られ る。 郵 便 公社 は,少 量利 用者 を対 象 に サ ー ビス を提 供 す る こ とがふ さ

わ しい で あろ う。 郵便 公 社 が,電 子郵 便 シス テ ム を手 が け れ ば,公 衆電 気通 信

業 者 と競 争 状 態 に入 る とと もに,い か な る電 子郵 便 シ ス テ ム も,W.U.社 のメ

ー ル ・グ ラム ・サ ー ビス と競 合す る もの と考 え られ る
。 電 子郵 便 シス テ ムが 少

量 の場 合は,既 存 の公 衆通 信 業 者 のシ ス テ ムで十 分 で あ る し,そ れ ほ ど大 きな

資本 コス トを 必要 と しない で あろ う。 ま た一 方 では,電 子 郵 便 シス テ ム の需 要

は短 期 間 に大 き く成長 す る の で,通 信 衛星 シ ス テ ム を活用 した 方 が地 上 回線 コ

ス トよ りも有 利 だ ろ うとい う議論 もあ る。 そ の他電 子 郵便 シ ス テ ムの普 及 の カ

ギ を にぎ る もの と して,安 上 りの家庭 用端 末 を開 発 で きる か ど うか とい う点 が

注 目さ れ て い る。
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1 英 国

全 般 的 動 向
9

、

》

(1)市 場 お よ び メー カー 別 シ ェ ア

英 国 の コ ン ピ ュー タ市 場 は,他 の市 場 が経 済 不 況 の あお りで 沈滞 してい る

一 方 で ,74年,75年 と も意外 な伸 びを 示 して い る。 在 英 米 大 使 館 に よる

と,英 国 にお け る1974年 の コ ン ピ ュー タ販 売高 は10億1,200万 ドル

に達 し,73年 よ り1億6,550万 ドル増 大 した。 さ らに75年 には74年

比15%増 大 して,11億6,300万 ドル に のぼ る と見 込 まれ て い る。

74年vak・ け る コ ン ピュー タお よび関連 装置 の 輸 出高 は,前 年 よ り1億

2,000万 ドル 増 え て5億500万 ドル とな った 。 しか し輸入 も2億 ドル増

の8億3,000万 ドル と,依 然収 支 は マ イナ ス で あ る。 輸 入 は特 に,周 辺 装

置分 野 が大 き くな って い る。

ミニ ・コ ン ピ ュー タの 伸 び率 は,英 国 の 場 合 も著 し く大 きい。 今 後 ます ま

す多 くの サ プ ライ ヤ ー が,特 別 な要 求 に応 え た 多数 の パ ッケー ジ化 さ れた ビ

ジネ ス ・システ ム を 提 供 して くる こ とが 予 想 され,オ フ ィス ・オ ー トメ化 の

コス トは 減 少 の 一 途 をた どろ う。 ミニ ・コ ン市 場 は,ミ ニ ・コ ン周辺 装置 や

イ ンタ ー フ ェイ ス装 置 も考 慮 す れ ば,す で に巨大 な規 模 に 達 して い る とみ ら

れ る。 最 近 で は大 手 ユ ー ザ ー も,ミ ニ ・コ ン を結 合 して 従 来 の 中央 メイ ン フ

レー ム を補 足 した り,あ るい は そ れ に替 え よ う とす る 傾 向 が 出て い る。

しか し この 所 ミニ ・コ ン以 上 に注 目され て い る の が,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ

ある いは マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 可能 性 であ る。 特 に セ ミコ ン ダ ク ター ・メ

ー カー に よ るLSI技 術 の 開発 に よ って,今 後 英 国 で もマイ ク ロ コ ン ピュ ー

タが ブー ム を迎 え る もの と期 待 さ れ る。

さ て英 国 の コ ン ピュー タ設 置 台数 だが,産 業 省(DOI)の 統 計 に よる と
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74年 末 で13,14・3台(金 額 換 算11億9,900万 ポ ン ド)で あ る。 た だ

し この 数 字 に は,数 千 台vatoよ ぶVRCや バ ン キ ン グ ・タ ー ミ ナ ル も含 ま れ

て い る。 こ の 装 置 ベ ー ス で各 社 の シ ェ ア をみ る と,設 置 金 額 で はICL

31.7%,IBM37.7%で 各 々 前 年 の32.9%,39.7%か ら 若 干 減 少 し

て い る。 台 数 シ ェ ア は1'CL12・5%,IBM11.2%と 両 社 と も 極 端 に 小

さ くな る が,こ れ は 既 述 の よ う に,今 回 のDOI統 計 にVRCや バ ン キ ン グ

タ ー ミ ナ ル が 含 ま れ て い る た め で あ る。 ち な み にBurr・ughsの 台 数 ベ ー ス

は3,477台(26.5%)だ が,こ の 中 に は ク リア ニ ン グ ・バ ン ク に導 入 さ

れ て い る3,000台 以 上 のL2000タ ー ミナ ル が 入 っ て い る 。

DOI統 計 で 主 要 メ ー カ ー の ベ ー ス 推 移 をみ る と,ICLは73年 の

1,578台 か ら74年 末 に は1,650台 に,IBMは 同 期 間 に1,381台 か

ら1,477台 に 増 大 し た 。 ま たHoneywellは670台 か ら703台 に,

Univacは169台 か ら190台 へ と ベ ー ス を 拡 大 し た 。DOI統 計 で は,

・設 置 状 況 の 内 訳 を ① 中 央 政 府 機 関 ② 地 方 政 府 機 関 ③ 公 共 分 野 ④ 民 間 分 野 の4

部 門 に 分 け て ま と め て い る が,こ の 結 果 政 府 市 場vatoけ るICLの 優 位 と 民,

間 市 場vatoけ るIBM優 位 の パ タ ー ン が 如 実 に 示 さ れ て い る 。IBMは 民 間

市 場 に お い て45%(3億5,000万 ポ ン ド)以 上 の シ ェ ア を 持 つ が,ICL

は わ ず か23.7%(1億8,400万 ポ ン ド)に 過 ぎ な い 。 しか しICLは,

中 央 政 府 で50%(9,400万 ドル),地 方 政 府 で54%(4,400万 ポ ン

ド)と 圧 倒 的 勢 力 を 持 っ て い る 。(図 皿 一4)

以 上 はVRCや バ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル を含 ん だ 設 置 状 況 だ が,汎 用 コ ン

ピ ュ ー タの 設 置 台 数 はSiemens社 調 査 に よる と,74年 末 で7,794台

(10,613百 万 マ ル ク)で あ る 。
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表 皿一1英 国vak・ け る メー カー別 設 置 状 況(台 数)-74年 末 一

メ ー カ ー 名 分 野 台数 比 シ ェア

(%)

分野 別 シ ェア

(%)
台"数

〈 英 国 メー カー 〉

ICL 合 計 12.5 1,650

民 間 10.6 992

中央政府機関 15.6 247

地方政府機関 31.9 235

公共機関 11.8 176

GEC 合 計 3.9 514

民 間 1.3 123

中央政府機関 16.9 268

地方政府機関 2.4 18

公共機関 7.0 105

FERRANTI 合 計 2.5 324

民 間 0.9 83

中央政府機関 7.9 125

地方政府機関 0.4 3

公共機関 7.6 113

CTL 合 計 1.5 197

民 間 0.4 37

中央政府機関 7.2 115

地方政府機関 0.3 2

公共機関 2.9 43
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メ ー カ ー 名 分 野 台 数 比 シ ェア

(%)

分 野別 シ ェ ア

(%)
台 数

'

DIGICO 合 計 0.9 118

民 間 0.4 37

中央政府機関 2.6 41

地方政府機関 1.4 10

公共機関 2.0' 30

PLESSEY

合 計 ・0
.1 ⊥

民 間 0.1 2

中央政府機関 0.2 3

地方政府機関 0.4 3

公共機関 0.1 1

そ の 他 合 計 0.9 121一

民 間 0.9 81

民 間 1.4 22

地方政府機関 0.4 3

公共機関 1.0 15

英 国 メ ー カー 合計 合 計 22.3 2,933

民 間 14.5 1,355

中央政府機関 51.8 821

地方政府機関 37.2 274

公共機関 32.6 483
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メ ー カ ー 名 分 野
台数 別 シ ェア

(%)

分野 別 シ ェア

(%)
台 数

〈海 外 メー カ ー〉

BURROUGHS 合 計 26.5 3,477

民 間 36.0 3,362

中央政府機関 4.8 76

地方政府機関 4.3 32

公共機関 0.5 7

IBM 合 計 11.2 1,477

民 間 12.7 1,188

中央政府機関 5.4 86

地方政府機関 11.5 85

公共機関 7.9 118

DEC 合 計 7.7 1,007

民 間 4.8 449

中央政府機関 16.6 264

地方政府機関 19.9 147

公共機関 9.8 147

PHII.IPS 合 計 6.0 780

民 間 7.7 719

中央政府機関 1.3 20

地方政府機関 3.9 29

公共機関 0.8 12
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メ ー カ ー 名 分 野
台数 別 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェア

(%)
台 数

HONEYWELL 合 計 5.3 703一

民 間 5.3 496

央央政府機関 5.2 83

地方政府機関 5.8 43

公共機関 5.4 81

NCR 合 計 5.0 662

民 間 6.1 566

中央政府機関 0.6 10

地方政府機関 8.5 63

公共機関 1.6 23

UNIVAC 合 計 1.4 190

民 間 1.5 140

中央政府機関 0.9 14

地方政府機関 1.6 12

公共機関 1.6 24

XEROXDATA 合 計 0.4 49一

民 間 0.3 32

中央政府機関 0.8 12

地方政府機関 一 一

公共機関 0.3 5
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メ ー カ ー 名 分 野
台数 別 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェ ア

(%)
台 数

CDC 合 計 0.2 29一

民 間 0.1 11

中央政府機関 0.9 15

地方政府機関 一 一

公共機関 0.2 3

そ の 他 合 計 14.0 1,836

民 間 10.8 1,018

中央政府機関 11.7 186

地方政府機関 7.0 52

公共機関 39.0 580

外 国 メー カ ー合計 合 計 77.7 10,210

民 間 85.5 7,981

中央政府機関 48.5 766

地方政府機関 62.9 463

公共機関 67.4 1,000

総 計 総 計 13,143

民 間 9,336

中央政府機関 1,587

地方政府機関 737

公共機関 1,483
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表 皿 一2 英 国 に おけ る メー カー別 設 置状 況(金 額)-74年 末 一

(単 位 百万ポ ン ド)

メ ー カ ー 名 分 野 金 額比 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェア

(%)
金 額

〈英 国 メ ー カー 〉

ICL 合 計 31.7 379.5

民 間 23.7 184.3

中央政府機関 50.0 94.1

地方政府機関 54.2 44.0

公共機関 37.2 57.1

GEC 合 計 1.9

へ

23.3

民 間 0.6 4.8

中央政府機関 6.0 11.2

地方政府機関 1.2 1.0

公共機関 4.1 6.3

FERRANTI 合 計 1.7 20.5

民 間 0.7 5.1

中央政府機関 3.9 7.3

地方政府機関 0.4 0.3

公共機関 5.1 7.8

CTL 合 計 0.3 3.9一

民 間 〈0.1 0.6

中央政府機関 1.2 2.3

地方政府機関 〈0.1 〈0.1

公共機関 0.6 0.9
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(単 位百 万ポ ン ド)

メ ー カ ー 名 分 野 金 額 比 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェ ア

(%)
金 額

PLESSEY 合 計 0.1 1.5一

民 間 〈0.1 0.1

中央政府機関 0.3 0.5

地方政府機関 1.0 0.8

公共機関 〈0.1 〈0.1

DIGICO 合 計 〈0.1 0.7一

民 間 〈0.1 0.2

中央政府機関 0.1 02

地方政府機関 〈0.1 〈0.1

公共機関 0.1 0.2

そ の 他 合 計 0.3 3.9一

民 間 0.3 2.2

中央政府機関 0.6 1.1

地方政府機関 〈0.1 〈0.1

公共機関 0.4 0.5

英 国 メー カー合 計 合 計 36.1 433.3

民 間 25.4 197.3

中央政府機関 62.1 116.7

地方政府機関 57.1 46.4

公共機関 47.7 72.9
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(単 位 百万 ボン ド)

メ ー カ ー 名 合 計
金額 比 シ ェ ア

(%)

分野 別 シ ェア

(%)
金 額

一

〈 海 外 メ ー カニ 〉

IBM 合 計 37.7 452.5

民 間 45.4 352.5

中央政府機関 16.6 31.3

地方政府機関 22.4 18.2

公共機関 33.0 50.5

HONEYWELL 合 計 6.2 74.3

民 間 7.2 56.1

中央政府機関 2.1 3.9

地方政府機関 7.6 6.2

公共機関 5.3 8.1

BURROUGHS 合 計 5.5 65.3

民 間 7.3 56.9

中央政府機関 3.2 6.1

地方政府機関 1.9 1.6

公共機関 0.5 0.7

UNIVAC 合 計 4.2 50.4

民 間 4.6 35.5

中央政府機関 3.2 6.0

地方政府機関 2.9 2.3

公共機関 4.3 6.6
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(単 位 百万 ポン ド)

メ ー カ ー 名 分 野
金額 比 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェ ア

(%)
金 額

NCR 合 計 2.6 31.2

民 間 3.4 26.6

中央政府機関 0.2 0.4

地方政府機関 3.9 3.1

公共機関 0.7 1.1

CDC 合 計 1.5 1.8一

民 間 0.5 4.0

中央政府機関 7.3 13.8

地方政府機関 一 一

公共機関 0.1 0.2

DEC 合 計 1.3 15.8

民 間 1.0 7.7

中央政府機関 2.3 4.3

地方政府機関 2.3 1.9

公共機関 1.3 1.9

XEROXDATA 合 計 1.2 14.3

民 間 1.4 11.0

中央政府機関 1.0 2.0

地方政府機関 一 一

公共機関 0.9 1.3
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メ ー カ ー 名 分 野
金 額 比 シ ェア

(%)

分 野 別 シ ェア

(%)
金 額

PHILIPS 合 計 0.8 9.4一

民 間 1.1 8.8

中央政府機関 0.1 0.2

地方政府機関 0.4 0.3

公共機関 〈0.1 0.1

そ の 他 合 計 2.9 34.5

民 間 2.7 20.8

中央政府機関 1.9 3.6

地方政府機関 1.4 1.1

公共機関 5.8 9.0

海 外 メー カー合 計 合 計 63.9 765.7

民 間 74.5 579.9

中央政府機関 38.0
、

71.6

地方政府機関
/

プ 42.4 34.7

/

公共機 関/
〆

52.0 79.5

/

、

総 計 総 計 ＼ 1,199.0

＼

民 間
＼

777.2

中央政府機関 188.3

地方政府機関 81.1

公共機関 152.4
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図ll-1英 国 に おけ る メ ー カー 別 シ ェア(VRC,銀 行 タ ー ミナル 含 む)-74年 末

(1) 台 数 比* (2) 金 額 比

1鴫

;

ξ`

令、ueNCR

so%CDC

亨●、、
令調0.2%

ぴ
1BM

ll.2%

ICL

12,5%
GEC

く令"、、$が

率*

Burroughs

26.5%

〈 注〉・

*Burr。ugh・ の シェアに は銀行 に 導入 され て い る

L2000タ ー ミナ ル3,000台 が 含tれ て い る

**CTL,Ple…y,Diiieo3社 を含 む

***D回C,X・roxD●t・.PhUiP・3社 を含 む

匂

㌦協 ㌔8

(DOI調 べ)

.〃らzθ

叱7¢

英国その旭0.8%

・

図 皿一2英 国 に おけ る メー カー 別 シ ェア(「汎 用 コ ン ピュー タのみ).-74年 末

(1) 台 数 比 (2) 金 額 比

(単 位 百万マルク)

/

」;

,

CL

3,021

15(0,2'∩)

て り ↑包

699

8.眺)

7,794台

BM

2.488

(31.9?6)

CDC32(0.3%)

そ の1U

・灘1㌫

考 漣

:S.SlO

(35,9γ,)

10.613

百万マル ク

IBM

4,334

(40.S"")

(Si・rnenS調 べ
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図 皿一3英 国 におけ る国産 メー カー対海外 メーカーの シェア比較

(VRC,銀 行 ター ミナル含む)

(1)台 数 比(2)金 額 比

海 外 メ ー カ ー

10,210台

(77.7%)

英 国 メ ー カ ー

2,933台

(22.3%)

海 外 メ ー カ ー

765.5

(63.9%)

(DOI調 べ)

英 国 メ ー カ ー

433.6

(36.1%)

▲

図 皿一4英 国の民間市場および中央政府市場におけ る主要 メーカー別 シェア比較

(1)民 間 市 場 ② 中央 政 府 市場

r単位 百万ポンド)

(単 位 百 万 ポン ド)

合 計777.2百 万 ポ ン ド 合 計188.3百 万 ボ ン ド

∨.

`

∀

(DOI調 べ)
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図 皿 一51CL,

(1)IC

合

IBMの 主要市場別設置ベース比較

L
数 金 額

民 間

1,188台

8U.43%

1,477台

(2)IBM

台 数

地方 政府

235台

14.24%

公共 機 関

176台

lO.67%

民 間

922台

60.12%

(単 位 百万ポン ド)

公共機関

繭 篭;,%
中央

312%6 民 間

:152.5

77.9%

452.5百 万ポ ン ド

金 額(単 位百万ポン ド)

地 方政府

44.O

IL59%

公共 機 関

57.1

15.e5%

中央政府

94.|

24.80%

民 間

184.3

48.56%

1.650台3795百 万 ポ ン ド

② 政府 政策 お よび 政府 市 場

英国 政府 の コ ン ピュー タ産 業 育 成 策 は,労 働 党 政 権 に よる68年 のICL

(InternationalComputersLtd.)設 立以 来続 行 され て お り,本 体

分 野 で見 る限 り他 の 欧 州 諸 国 に く らべ て大 きな成 功 を納 め てい る。74年 末

vak・け る・ICLの シ ェ アは32%(設 置 金 額 ベ ー ス)とIBMの38%に 肉
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薄 して い る し,台 数 ベ ー ス で は わ ず か にIBMを 上 回 って さ え い る。 また

ICL自 体,政 府 の 財政 援 助 が な くて も 自立 す る見通 しが つい た と表 明 して

お り,仏 のCII,西 独 のSiemensな どに比 し,シ ェ ア/財 政 面 で数 段 リ

ー ドして い る。

英 国 の場 合,60年 代 か ら70年 代 に か けて,労 働 党→ 保 守党 →労 働 党 と

い う政 権 交 代 が あ っ たた め,コ ン ピュー タ産 業政 策 に も種 々の 変 化 がみ られ

た。 先 ず60年 代 の労 働 党 政 権 は,主 要 産 業分 野 の 国 際 的 競争 力増 強 を計 る

た め,産 業 再 編公 社(IndustrialReorganizationC・rp・)を 設 置 し,

企 業 の 合 併 統 合 を推 進 した 。 コ ン ピュー タ産 業 で は,ICTとEE(Eng-

lishElectric)を 統 合 してICLを 設 立(68年),さ らに 同年 産 業 拡 大

法(lndustrialExpansionAct)に 基 きICLに 資 本 参 加(10.5%)

図ll-6:英 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 産 業 助 成金 推 移
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した。70年6月 か らの ヒー ス保 守党 政 権 下 で は,再 編 公 社/拡 大 法 が廃 止

さ れ,産 業 省 が貿 易 省 に 統 合(MinistryofTradeandIndustry)

さ れ るな ど,コ ン ピ ュ ー タ産 業援 助 打 ち切 りが 取 り 沙汰 され た。 しか し71

年 に 同政 権 も コ ン ピュー タ産 業助 成 続行 を決 定,ICLに 対 して 開発資 金 援

助,優 先 買上 げ,株 式 の 保 有 を約 束 した。74年2月 には 労 働 党 が 政権 を奪

回す る と共 に,保 守 党 政 権 の 助成 策 を踏 襲 強化 し,72年 ～76年 にか け て

ICLに 総 額4,000万 ポ ン ドに の ぼ る援 助 金 を.与え る ことに な った。 ま た

MinistryofTrade&Industryを 分 離 し,コ ン ピ ュー タ につ い て は,

DOI(DepartmentofIndustry)が 担 当 す る こ とに した。

英 国 の コ ン ピュ ー タ産 業政 策 は①ICL財 政 援 助② 優 先 買 上 げ(Buy-

BritishP・li・y)③ そ の他 のR&Dに お け る サ ポー トの3点 を柱 に進 め

られ て い る。

この うちICLに 対 す る援 助は,既 述 の よ うに72年 ～76年 で4,000

万 ポ ン ドとな っ てい る が,こ れ は主 にニ ュー ・レ イ ンジ(2900シ リー ズ)

の 開発 に 費 や され て い る。ICLで は74年10月 に,ニ ュー ・レイ ン ジの

大型 モ デ ル2970,2980を 発 表 し,受 注 も伸 び て い る。75年9月 ウ

ィ ル ソ ン首 相 は,産 業 強 化 案 を打 ち 出 した が これ ま で の経 過 か らみ て,コ ン

ビ=.一 夕産 業 は 最 優 先 され る と思 われ る。 しか しICLの 反 応 は ,今 後 自立

の見 通 しが つ い た と して,政 府 助成 は望 まな い と して い る。 な お4,000万

ポ ン ドの 援 助金 につ い て は,78年 ～85年 の 間 に利 子 を付 け て政 府 に返 却

す る こ とに な って い る。

優 先 買上 げ につ い て は,政 府/公 共機 関 を 中心 にICLへ の単 独 発 注 が 行

なわ れ て い るが,こ れ は100%実 施 され てい る状 態 に は な い。 あ る地 方 公

共機 関 の マ ネ ジ ャー は 「確 かにICL優 先 政 策 は ある が,我 々 の購 入決 定 に

は何 ら影 響 が な い 」と述 べ て い る。 ま た 中央 政府 機 関 に お い て も,IBMや

UnivacがICLを 出 し抜 い て受 注 す る ケ ース が 度 々見 られ た 。

そ の他 のR&D資 金 援 助 は 表ll-3に ある よ うに,ソ フ トウ ェア や周 辺 装
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表ll-3 英 政 府 の コ ン ピュ ータ 産業 助 成 金 内 訳

(単 位:千 ポ ン ド)

1969/70 1970/71 197レ72 1972/73 197ξ レノ74 1974/75

ICL 4,000 3250 2250 11β50x 9450 10200

ア ドバ ンス ト ・

コ ン ピュー タ技術
430 630 450 670 610 400

ソ フ ト ウ ェ ア ・ラ
一 一 一 30 60 150

ロダク ツ計 画

ア フ'リ マ ー シ ゴ ン

プロ グ ラ ム& 一 一 一 1,450 780 450

ソ フ トウ ェ ア開発

CivilService
一 90 110 200 200 530

Departlnent

ComputerAided
450 490 420 670 970

・1β20

DesignCentre

NationalCom一
600 640 600 770 1,060 1,150

putingCenter

Extra-mural
440 360 230 170 140 170

Contracts

SciencRese一 一 700 860 910
一 －

archCouncil

合 計 5,920 6,160 4,920 16,820 13270 14,370
・

。 表 中 の数 字 には 政 府 研 究 施設vak"け る コン ピュー タ関連 のR&

D支 出は 含 ま れて い な い

。xこ の う ち3,150,000ポ ン ドは 英 政 府 がIndustrial

Expansion'Ac・t(68年 制 定)に 基 づ き,ICL株 式 購 入 の た

め 支 払 っ た も の 。ltk－ 英 政 府 は68～69年 に35万 ポ ン ド相

当 を 購 入 して い る 。
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置 に 関 す る もの が 中 心 に な っ て い る。

英 国 政 府 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ 購 入 に 関 し て は,CCA(theCentral

ComputerAgency)が 管 轄 して い る 。CCAは1972年 に,CSD

(CivilServiceDepartment)の 政 策/プ ラ ンニ ン グ 部 門,DTI

(DepartmentofTradeandIndustry)技 術 サ ポ ー ト部 門,官 立 印

刷 局(HMStationneryOffice)の 買 上 げ/契 約/ビ ュ ロ ウ ・サ ー ビ

ス 部 門 を 統 合 して 設 立 さ れ た 。CCAはCSDの1部 局 と して 組 み 込 ま れ て

い て,各 省EDPプ ロ ジ ェ ク トの 認 可 を は じ め ガ イ ダ ン ス や ア ドバ イ ス を.与

え て い る 。

政 府 市 場

Quantum社 の調 査 に よる と,英 国 政 府 の コ ン ピュー タ利 用 台数 は74年

1月 の 時 点 で532台(2億8,320万 ドル)で ある。 図ll-7は 最 近5年

間 の 設置 ベ ー ス推 移 を ま とめ た もの。

図 皿一7英 国政 府 の コン ピュータ設置 ベ ース推 移(74年1月)

(1)台 数 べ_ス ② 金 額 ベ ー ス(単 位100万 ドル)

(百 万 ドル)
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禰

∀
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③ 英 国 の プ ラ イバ シ ー 白書

英 国 で は,コ ン ピ ュー タ時 代 に おけ る プ ライ バ シー保 護 政 策 の 必 要 性 が,

5～6年 も前 か ら検 討 され てい た。 しか し具 体 的 成果 が 出て な い こ とが,74

年 頃 しき りに取 沙 汰 さ れ は じめ,政 府 は この 問題 を総 括 的 に扱 った プ ライ バ

シ ー白書 の 作製 に取 組 ん だ。

75年 末 に な っ て,よ うや く白書 が発 行 され た が,今 度 は この 白書 が 関 係

方 面 に様 々な反 響 を呼 ん だ。 発 行 直後,ICLお よびLeascoの 提 唱 で,白

書 に 関 す る初 の公 開討 議 が下 院 で 開 催 され た。

「プ ラ イバ シー とそ の将 来 」と題 され た この 席上 での 最 も注 目され た発 言

は,AlexLyon内 務 大 臣 が,「 白書 で企 図 され て い る デ ー タ保 護 監 督 機 関

(DpA-DataprotectionAuthority)は 政 府 で な く一 般 国 民 に責 任

を負 うもの だ 」と確 約 した回 答 で あ る。 ま た今 後2～3週 間 以 内 に設 置 が 予

定 され て い るデ ー タ保 護 委 員 会(DPC-DataProtectionCommittee)

は,DPAの 性格 決定 と法 制 化 に 盛 られ る諸 原 則 の 立案 に全 力 を投 入 す る こ

とに な る と思 わ れ,私 見 だ と こ とわ ってLyon内 務 大 臣 は,「 監 督 機 関 の性

格 は,情 報 シス テ ムの 詳細 を登 録 させ,ラ イ セ ンス を交 付 す る権 限 を持 た な

け れ ば効 果 的 な セ ー フ ガー ドとな らな い。」 と語 った。 同 氏 は さ らに,コ ン

ピュー タに蓄 積 さ れ て い る個 人 記録 につ い て 誰 もが知 る権 利 を持 つ べ きだ が,

自分 に 関 す る全 て の情 報 を プ リ ン トア ウ トの 形 で入手 しよ う とす る こ とは,

コス ト面 か ら見 て も非現 実 的 だ と指 摘 して い る。

同 討 議 会 で は,業 界側 を代 表 して4名 が 見 解 を述 べ た。AngenInfor-

mationServices社 のJ・hnSavage氏 は,白 書 は既 存 の セー フ ガー ド

が 引 き起 した 様 々な失 敗 例 を あ げ て い な い 点 を非難 し,「 デ ー タの誤 用 や 悪

用 を防 ぐ専 門 知 識 や技 術 は依 然 官 民 を問 わず 組 織 内 に閉 じ込 め られ た ま ま な

の で,そ うした 組 織 は 専 門 家委 員 会 を設置 して リス クの評 価,責 任 所 在 の 確

定 な どに 当 らせ,資 料 を公 開 す べ き で あ る 」と提 案 して い る。 プラ イバ シ ー

は デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィと比 べ ず っ と漠 然 と した概 念 で ある た め,発 言 者 は
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その 論 旨 を後 者 に 限定 しが ちで あ った が ,Leasco社 のKeithNichol

氏 は 両者 の 区別 に 触 れ つ つ 「コ ン ピュー タは 中立 で あ って ,プ ライバ シー を

侵害 す る た め に もま た そ れ を 保 護 す る ため に も利 用 出来 る もの だ。 自動 手 動

の如 何 を 問 わず,全 て の デ ー タ バ ンクは保 護 下 に置 か れ る べ き で あ り
,デ リ

ケー トな デ ー タ に 関す る要 求 に あ って は ,そ の 情報 の移 動 を何 ケ月 も追 跡 出

来 る よ うに必 ず 必要 書 類 の 提 出 を求 め るべ きだ 」と して い る。

「独 立 監督 機 関 は,政 府 民 間双 方 の デー タバ ン ク を管 轄 下 に置 き,こ の機

関 は有 識 者 と コ ン ピ ュー タ専 門 家 で構成 さ れ る。個 人 情 報 を扱 うた め コ ン ピ

ュー タ を使 用 す る 如 何 な る 人物 も,そ の シス テ ムが 充 分 プ ラ イ バ シ ー を保 護

して い る か 否 か を独 自に判 断 すべ き時期 で は既 にな くな って い る。」 これ は

白書 の一 部 だ が,こ う した 主 旨を持 ち,Y・unger委 員会 報 告 の提 出後3年

を経 て 完 成 した この 白 書 の最 もめ ざ ま しい成果 は,先 に述 べ たDPCの 設置

で あるが,伝 え られ る と ころ で は,こ の 委員 会 は1月 中 に メ ンバ ー が任 命 さ

れ,18ケ 月後 に プ ライ バ シー ・ガ イ ドライ ン とDPA設 立 の 諸 措置 を含 む

法 律原 案 につ い て 報 告 を提 出 す る こ とに な って い る。 い ず れ に せ よ実 質 的 な

法 制化 に は3年 は か か る もの と思 わ れ る。

一 方
,プ ライ バ シ ー保 護論 者 に と って,こ の白 書 は3つ の 重 要 な点 で満 足

し得 る もの とな って い る。

第 一 は政 府 認 可 の デ ー タ バ ン クが規 制 下 に置 か れ るべ きで あ る と した点 ,

第二 は,「 情 報 シス テ ムの 存 在 と 目的 は,公 開 され ねば な らず ,シ ス テ ムが

取 り扱 って い る デー タの カ テ ゴ リー や 当該 デー タ を何 の 対 象 と したか につ い

て も公 け に さ れ ねば な らない 」と した点 で ある。 これ に 対 し政府 関 係 者 が ま

とめ た 「コツ ピュ 一 夕,プ ライ バ シー の為 の セ ー フ ガー ド」等 は政 府 内 コ ン

ピュー タは外 部 の コ ン トロー ル を受け るべ きで は な い と主 張 して い る の で今

後 の衝 突 は 避 け られ ない で あ ろ う。 ま た第三 は,デ ー タ バ ン ク間 の デー タ の

移 動 は,DPAの 支 配 下 に置 か れ るか あ るい は法 的 規 制 を受 け る とい うもの 。

しか しこの 点 にっ いて も,警 察 や 国 家 安 全関 係 の デ ー タバ ン クが 論 議 の 対 象
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か ら外 さ れ て お り,医 療 や社 会 保 障 部 門の記 録 が 医 師 お よび ソ ー シ ャル ・ワ

ー カー の 管 轄下 に あ る現 状 で は,ス タ ー トか らDPAが そ の行 動 に制 約 を受

け る こ とは 想 像 に難iく な い。

白書 に対 して は,別 の 面 か ら憂慮 の 声 も出て い る。DPMAのTony

Hardcastle氏 は 「白 書 は そ の 作製 に取 り組 ん だ 人 々の長 期 の 努 力 とそ の

メ リッ トの み を あげ つ らって い る 」と非難 して い る。 またNCC(National

ComputingCentre)も 次 の様 に 指 摘 す る。 「この 白書 をめ ぐる今 後 の 論

争 は,コ ン ピュー テ ィン グの イ メ ー ジを益 々損 な うこ とに なろ う。 重 要 な本

質 が 看 過 さ れ,コ ン ピュ ー タ は ス ケ ー プ ゴー トに な ろ うと して い る。」

一 方 ,い つ もは 政 府 施 策 に 批 判 の 声 を あげ る 各新 聞 の論調 は,こ の 白書 に

関 して は概 して 好 意 的 な見 方 を と って い る。 ロ ン ドン の ある 夕刊 紙 な どは そ

の第 一 面 に 「政府 権 限 の強 化 こそ よ り良 い道 」と書 き,正 に異 例 の扱 い で あ

る。 こ うした論 調 も元 は と言 え ばBCS(BritishComputingSociety)

の見 解 に左 右 され た もの だ と思 わ れ る。 とい うの もBCSの 多 くの メ ンバ ー

が 白書 作成 に 当 っ た法 律 家 や 専 門 家 と密 接 な 関 係 を持 って い るか らで あ る。

NCCの プ ライ バ シー問 題 ス ポー クス マ ンのEricHowe氏 は,「 コ ン ビ

=.一 夕指 向 の立 法 化 が実 現 す るだ ろ う し,EECに おけ る この 問 題 の討 議 も

近 い 将来 行 わ れ る で あろ う。 我 々は一 般 国民 と して その 置 かれ て い る立場 を

理 解 す べ き時 に 至 って い る。 この 白書 の 内容 な ら,コ ン ピュー タ業 界 が記 載

され て い る 『実 際 的 かつ 経 済 的 な解 決 策 』に対 応 出来 る こ とは眼 に見 え て い

るか らだ。 た だ し銘 記 す べ きは,デ ー タ処 理 監督 機 関(DPA)の 発 足 と活

動 開 始 の時期 が 明 示 され て い な い点 だ。3ケ 年 もの 遅 延 が あっ た の だか ら,

その 程 度 の 確 認 は あ って しか るべ きで は な い か 」 と非 常 に厳 しら 立場 を とっ

て い る。

白書 を め ぐって 賛 否 両 論 渦 巻 く英国 だ が,当 面,早 急 な設置 が 約 束 され て

い る デー タ処 理 委 員 会(DPC)を 巡 って 活 発 な討 議 が 続 くで あろ う。
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1nternationaIComputersLtd.(lCL)の 動 向

4

英 国 の コ ン ピュー タ ・メ ー カーICLは,開 発 の 遅れ が取 沙 汰 され た2900

シ リー ズ で,初 年 度 は好 調 に受 注 をの ば し,ま ず成 功 した と言 え る 。 先兵 機 種

と して大 型 機 よ り1年 早 く発 表 され てい た小 型 モデ ル2903は,75年 に受

注1,000台 を突 破 し,ICL創 立 以 来最大 の成 功 を納 めた マ シ ンに なっ た。

ICLは 他 の 欧州 主 要 メー カー3社 がUnidataを 結成 した当 時 ,「 バ ス に乗

り遅 れ る 」の では な いか と見 る む き も あ った が,ど うや ら現 時 点 で は欧 州 で成

功 して い る 唯 一 の本 体 メ ー カ ー と も言 え よ う。ICL自 身,政 府 か らの サ ポ ー

ト資金 は も うす ぐ不必 要 に な る との 見 解 を表 明 してい る。 今 後ICL l2900

シ リー ズの 整備,既 存大 型 モ デ ル2970.2980の 民 間分 野 での 受 注 ,完

全 な 自立 の 達成,欧 州 再編 の 中 で の 役 割 な どが注 目される 。

(1)2900シ リー ズ,受 注 好 調

ICLの2900シ リー ズ は,こ れ ま で デ ビュー してい る2903,2970,

2980の3モ デル を は じめ,発 表 間 近 とい わ れ る 中型 機2960な ど好 調

に受 注 台 数 を伸 してい る。 特 に2903は1975年 春 に受 注 を1,000台

の大 台 に 乗せ,ICLの ベ ス ト ・セ ラー機 とな った。

ICLは2903で,海 外市 場 での 設 置 ベー ス拡 大 と新 規 ユ ー ザ ー の獲 得

を ね らった が,1,000台 の受 注 内容 は この 両方 の 目標 を達 成 した もの とな

った。 図 皿一8は2903の 市場 別 の 受 注 台 数 だが,英 国 内の373台 に 対

して,海 外 では627台 を 記録,こ の うち欧 州以 外 の市場 で も297台 を受

注 して い る。 ま た1,000台 の うち570台 は,新 規 の カ ス トマ ー で,残 り

はICLの ユーザ ーの リプ レ ース と他 メー カーの顧 客 を横 取 り した もの。 し

か も他 メ ー カー の顧 客 で は,表H-3に 示 す ようにIBMが88台 で ト ップ

で あ る。 な お 図ll-9は,2903の 業 種別 利 用状 況 を ま とめ た もの。

一 方 大 型 モ デル2980
,2970の セール ス も,初 年度 に お い て は太 き
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な成 功 を納 めた もの と言 え

る。 ちなみ に発 表 後 ほ ぼ1

年 後 の75年10.月 の 時 点

で,モ デ ル2980は 受 注

10台,2970が20台,

未 発 表 の2960が4台 と

な っ た。 中 で も2980の

10台 とい うの は,従 来 の

最 大 モ デル1906Sと シ

ス テ ム4/47の 実 績 が合

計20台 だ った の に く らべ

て,わ ず か1年 間 で半 分埋

めた こ とにな り注 目 に値 す

る。 また2980に つ い て

は,10台 中5台 は海 外 か

らの 受 注 で あ った 点 も見逃

が せ ない 。

大 型 モ デル の 受 注 内訳 で

も うひ とつ注 目され る のは,

大 半 が 政 府 公 共 機 関 か らの

もの で あ った た め,76年

には 民 間 分野 へ どの 程度 食

い込 め る か とい う点 だ。 発

表 後1年 目の2980の 受

注 内訳 は,国 内5台 の う ち

大 学 が3台 で他 も公 共 機 関,

2970は 受 注 合 計20台

の うち13台 が,ま た2960

図ll-8モ デル2903の 市場別受注状況

(1,000台)

そ の他

297台

(29.7%)

欧 州

330台

(33%)

英 国

373台

(37.3台)

'受 注額:英国24恕 弘;}噸

表ll-41CLが2903で 獲 得 した 他 メ ー

カ ー ¢)カ ス トマ ー(台 数)

IBM 88 Burroughs 10

HIS 20 NCR 16

Univac 3 そ の 他 13

図ll-9モ デル2903の 業績別利用状況

(1,000台)
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も4台 中3台 が 政府 関 係機 関 か らの もの で あ った。

表 皿一5:ICL2900大 型 モ デル の 主 な受 注 内訳

1975年 ・ 二_ジ ー ラ ン ド のSCS(St。t。C。mmissi。nS,',-

2月29801台(700万 ド ル)

。 南 ア フ リ カ のBarclaysBank
,'2980`1台

o南 ア フ リ カ のAfricanMutualLifeInsuranceCo.,

29701台

oESRO(EuropeanSpaceResearchOrganiza-

tion)29802台(1,080万 ド ル)

o英 ス ー パ ー ・ チ ェ イ ンSainsbary

2960(デ ュ ア ル)(40万 ポ ン ド)

。 米 国BAB社(BrandonApPliedSystems)

29703台

。 英HawkerSiddeleyAviation社

(600万 ポ ン ド)

。 英 のPlessey社2970

(600万 ポ ン ド)

。 英 のScottishRegionalComutingOrganization

2980(Edinburgh,Glasgow,Strathclyde

3大 学 用)

1976年 。 オ ー ス ト ラ リア のH・C・

1月(115万 ポ ン ド)
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②2903/20発 表 一 モ デ ル2903を 上 下 に 拡 張 か?

ICLは76年2月3日,英 国 で2903/20を 正 式 に発 表 し た 。 発 表

の 席 上,同 モ デ ル は す で に仏 で12台,英 で6台 受 注 して い る こ と も 明 らか

に さ れ た 。

2903/20に つ い て は,75年 秋 か ら し き りに 登 場 が うわ さ さ れ て お

り,当 初75年11月 に は デ ビ ュ ー す る とみ られ て い た 。2903/20は

ICLの ベ ス トセ ラ ー 機 と な っ た2903の 成 功 を さ らに 進 め る た め の もの

で,フ ァ ー ス ト ・タ イ ム ・ユ ー ザ ー お よ び 急 成 長 を 見 せ て い る分 散 処 理 マ ー

ケ ッ トで の 売 り込 み を ね ら っ て い る 。

2903/20の 価 格 は25,000ボ ン ドか ら45,000ポ ン ドま で で,

最 小 価 格 の 構 成 は 主 記 憶16K,ダ イ レ ク ト ・デ ー タ ・エ ン ト リ イ ・ス テ ー

シ ョ ン2台,10メ ガ ・バ イ トの デ ィ ス ク ・ス ト レ ー ジ,300キ ャ ラ ク タ

/分 の カ ー ド ・ リー ダ,150行/分 の プ リン タ お よび ビデ オ'コ ン ソ ー ル。

最 大 構 成 は 主 記 憶20K,ダ イ レ ク ト ・デ ー タ ・エ ン ト リ イ ・ス テ ー シ ョ ン

4台,20メ ガ ・バ イ トの デ ィス ク ・ス トレ ー ジ,カ ー ド ・リー ダ お よ び プ

リン タ 。 こ の 外300行/分 の プ リ ン タ も用 意 さ れ て い る 。ICLに よ れ ば,

2903/20はICLあ る い はIBMメ イ ン フv－ ムの 強 力 な リ モ ー ト.

ジ ョ ブ ・エ ン ト リ イ1タ ー ミナ ル と し て も利 用 で き る。 ま た ス タ ン ド ・ア ロ

ー ン ・プ ロ セ シ ン グ を要 求 す る フ ァ ー ス ト ・タ イ ム ・カ ス トマ ー と 熟 練 ユ ー

ザ ー で 多 数 の 業 務 の 同 時 ラン ニ ン グ あ る い は リモ ー ト ・ジ ョ ブ エ ン ・ト リ イ ・

タ ー ミ ナ ル と し て の 機 能 を要 求 す る 者 に は,各 々 別 の エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・オ ペ

レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。

プ ロ グ ラ ム はRPG－ 皿 で 書 か れ て お り,現 在2903用 に 開 発 さ れ た ア

プ リ ケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジが そ の ま ま 使 え る 外,2903/20用 の 新 し

い プ ロ グ ラ ム も用 意 さ れ て い る 。

英 国 に お け る 顧 客 第 一 号 は,プ リマ ス のWesternMotorHoldingsで,

26,000ポ ン ドの シ ス テ ム を 導 入 す る 予 定 。 同 社 で は よ り強 力 な2903

一222一

⑨

㎞

、



■

'

を導入 す る ス テ ッ プ と して,2903/20を 発 注 して き た もの(2903/

20のCPUパ ワ ー は既 存2903の75%と い わ れ る。)

一 方仏 市 場 にお いて は
,2903/20は 英 国 より1ケ 月早 く発 表 され て

お り,す で に12台(金 額 に して350,000ド ル)の 受注 が あ る。 この受

注 はIBMシ ステ ム32,Nixdorf8870,Burroughs700と .O競

合 の 結 果 勝 ち とっ た もの 。

ICLの2903/20発 表 は,2900シ リー ズの 下 位 レ イ ン ジ戦略 の

一 端 を表 明 した もの と も受 け と られ る
。 つ ま り既 存2903を 上 下 に拡大 し

て,そ の 上 位 機 種 は2980,2970,2960に 続 く モ デ ル

と連 結 され,一 連 の ニ ュー ・レイ ンジ を完成 させ よ うと い うもの らしい。 と

な る と2903/20に 続 い て,既 存2903の ア ップ グ レー ド ・モ デル が

近 く登 場 す る 見込 み が強 い。

2903/20発 表 の うわ さが あ った 当時,既 存2903は2903/40

に 名 称変 更 に な る可 能 性 も指 摘 さ れ た。 さ らに2903/20を2920,

既 存2903を2930,グ レー ドア ッ プ機 を2940と して2980を 頂

点 と して 降 りて くるモ デル 名 と対 応 させ るの で は ない か とい う見 方 もある。

ICLは ニ ュ ー ・レイ ン ジを打 ち 出す 戦 略 と して,ま ず 小 型機2903を

73年 の ハ ノ ー バ ー見 本 市 で発 表 し,74年 に大 型 機2980,2970を

出 した。 この た め 目下 その ギ ャ ップ を ど う埋 め て い くか 注 目 され てい くか注

目され て い る わ け で あ る。

2903の モ デル 名 が初 め て 明 らか に され た 時,旧 主 力 シ リー ズ1900

に続 くニ ュー ・レイ ン ジは2900に な る とい われ た。 しか し2903の モ

デル 名 の打 ち方 は,旧 主 力機1900シ リー ズ の うち方(1901,1902,

1903… …)を 踏 襲 した感 が あ り,2900シ リ ー ズ の整 備 に伴 ない5

2903ioよ び その 上 下機 種 が名 称 変更 に なる 可能 性 は大 きい。 な お発 表 が

遅 れ て い る 中型 モ デ ル2960と 共 に,2903の 上位 機 種 が 同 時 に発 表 さ

れ る とい う観 測 もあ る。(注2960は,76年3月 正 式 に発 表 され た)。
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③ 他 社 と の 提 携 拡 大 －CP1,Stackへ の 参 加

ICLは 激 動 の 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 再 編 に も入 らず,独 自路 線 強 化 を 打

ち 出 して い る が,周 辺 装 置 分 野 で は 他 社 と の 提 携 や 合 弁 事 業 を 拡 大 して い る。

そ の 第1弾 がComputerPeripheral』Inc.(CPI)へ の 正 式 参 加 で

あ る。CPIはCDC,NCRが 合 弁 で 設 立 した 周 辺 装 置 会 社 だ が,ICL

は か ね て よ り伝 え られ て い た 通 り,75年9月 に 正 式 に 参 加 した 。 参 加 の や

り方 は,ま ず450万 ポ ン ドでCPI株 式 の6分 の1を 獲 得,次 に 同 額 で さ

らに6分 の1を 追 加 して,最 終 的 に は3分 の1を 保 有 す る とい う も の 。

ICLの 参 加 に よ っ て,英 国 で も マ ネ ジ メ ン ト ・チ ー ム の 設 立 さ ら に は,

UKベ ー ス の 研 究,開 発,製 造 施 設 がCPIDataPeripheralsの 名 で オ

ー プ ンす る こ と に な る 。 同 社 の 社 長 に は,現 在ICLの 製 造 事 業 部 デ ィ レ ク

タ ーJohnFreer氏 が 任 命 さ れ た 。ICLで は 今 回 の 参 加 に よ っ て,エ レ・

ク ト ロ ・メ カ ニ カ ル 周 辺 装 置 分 野vateけ るICLの 競 争 力 が 強 化 さ れ る と期

待 して い る 。

製 造 施 設 の 建 設 場 所 は ま だ 決 って な い が,カ ー ド ・パ ン チ,ラ イ ン ・プ リ

ン タ,磁 気 テ ー プ(カ セ ッ ト ・ ド ライ ブ お よ び ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド ・リ ー ダ

_を 含 む)を 製 造 す る 予 定 。 新 施 設 は2年 以 内 に 建 設 さ れ る が,之 れ が 完 成

す れ ば,CPIに と っ て は 米 国 外 最 初 の 工 場 に な る。 な お 米 国 に は4工 場 が

あ り,合 計1,867名 の 従 業 員 が い る。

ICLの 他 社 と の 提 携 で 注 目 さ れ た の は,75年3月 のStackへ の 加 盟

で あ る。Stackは 正 式 に はStandardComputerKomponentenGmbH

とい う社 名 で,フ ラ ン ク フ ル トに 設 立 さ れ て い る 。 出 資 はICLの 外,Ple-

ssey,CDC,Nixdorfの3社 で,コ ン ピ ュ ー タ 部 品 特 に半 導 体 メ モ リの

標 準 化 業 務 を主 目 的 に して い る。ICLは 以 前 にCDC,CIIとMulti-

nationalData社 を ベ ル ギ ー に 設 立(そ の 後NCRも 参 加)し た が,こ れ

は デ ー タ 処 理 に 関 す る 標 準 化 業 務 を 推 進 し よ う ど い う も の 。(注,ICLは

76年3月,Si㎎er社BusinessMachinesDivisi・n海 外 部 買 収 の計 画 も明 らか に した)
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④ 米 国 市 場 へ の 進 出 強 化

ICLは 米 国 市 場 で の 売 り込 み に 力 を 入 れ て お り,西 独 のNixdolfと 共

に米 国 市 場 で の 成 否 が 注 目 さ れ て い る。Nixdorfの 場 合 は,73年11月

にVictorComptometer社 の コ ン ピ ュー タ部 門 を 買 収,子 会 社Nixdorf

ComputerIhc・ を 設 立 して 直 売 方 式 に 切 り換 え,2年 半 で2,000台 と

い う販 売 実 績 を あ げ た 。ICLは74年 に 小 型 機2903の 販 売 を 米 市 場 で

開 始,子 会 社InternationalComputers(USA)Ltd.の マ ー ケ ッ テ

ィ ン グの 網 に 乗 せ て,米 本 国 の 外 カ ナ ダ ・カ リ ビ ア ン 市 場 で 売 り込 ん だ 。

表ll-6は,こ れ ら市 場vak・ け るICL-USの 設 置 ベ ー ス で あ る 。

表 皿 一6 ICL・USの 設 置 ベ ー ス(75年 末)

2903 1900

米 国

カ ナ ダ

カ リ ブ

13

15

2(ジ ャ マイ カ)

2

数 台

12(ジ ャ マイ カ)

ICL,Nixdorf両 社 は,米 国 市 場 で成 功 し つ つ あ る 例 外 的 メ ー カ ー と

も言 え る が,ICLの 場 合 は 大 型2900モ デ ル ま で 売 り込 も う と し て い る

点 が 特 に 注 目さ れ て い る。 ピ ー タ ー ・ウ ェ イ ル(PeterWeill)同 社 社 長

は,「 大 型 機2970,2980販 売 の 布 石 と して,小 型2903で 地 理 的

に カ ス トマ ー ・ベ ー ス を拡 大 し て お き た い 」と述 べ て い る 。

ICL-USの 米 市 場vatoけ る 基 本 的 戦 略 は,① 小 型2903の カ ス トマ

ー ・ベ ー ス を地 理 的 に 拡 大 す る 。 ② 米 国 の ビ ジ ネ ス 環 境 に 合 致 した ソ フ ト ウ

ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 開 発 す る 。 ③ コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ー を 増 設 し,デ モ ン

ス トレ ー シ ・ ン お よび サ ー ビ ス機 能 を 充 実 ④ 販 売(あ る い は 現 地 生 産)を

サ ポ ー ト して くれ る パ ー トナ ー を 見 つ け る。 ⑤2903の グ レ ー ドア ッ プ機

を 売 り 出 す な ど に ま と め られ る 。
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これ ら基本 的 戦 略 に つい て,さ らに検討 して み る と,ま ず パー トナ ー探 し

だが,こ れ は か な りの段 階 まで話 しを進 めて い る らしい。 ウェイル 社 長 に よ

れば,同 氏 は この た め に全 米 を飛 び 回 って お り,す で に3社 と提携 に 関す る

予備 折 衝 を もって い る。3社 は 何 れ も,コ ン ピュー タ に 関 連 あ る企 業 と の こ

とだが,も しこの3社 の どれ か と話 し合 いが ま とま らな け れ ば,そ の後 は コ ン

ピュー タ分 野以 外 の 菜 種 か らパ ー トナ ー を探 す 可 能性 も あ る と同氏 は指 摘 し

て い る。 一 口に パ ー トナ ー探 しと言 って も,相 手 企業 の規 模 や どめ程 度 コ ン

ピュ ー タ分 野 に関 与 して い るか,さ らに は 場 合 に よって そ の 企業 の コ ン ピ ュ

ータ製 造能 力 ま で 広範 な検討 をす る必 要 が あ る。

ICL-USに と って,現 地 生 産 は 大 きな 問 題 だ が,ウ ェイ ル社 長 に よれ

ば 当分 はICL本 社 か らの供 給 に おん ぶ して 行 く方 針 で あ る。 しか し受 注 ベ

ースが 一 段 と伸 びて ,ま た パー トナー に 製 造能 力 が あ った 場 合 には,近 い 将

来現地 生 産 に乗 り出す 用 意 は ある よ うだ。 なお 周辺 装 置 に つ い て は,米 国 製

の装 置 が2903に 組 み 込 まれ てい る。 ちな み に現 在2903シ ス テ ム に使

われ て い る周辺 装置 の うち,小 型 デ ィス ク ・ ドライ ブはICL製 だ が,大 型

デ ィス ク ・ ドライ ブ はCDC製,CRTタ ー ミナ ル はIncoterm製,プ リ

ンタはDataproducts製,タ ー ミナル ・キ ー ボ ー ド/プ リン タはGeneral

Electric製 で あ る。 またCDC,NCRと の合 弁 事 業Computer

PeripheralsInc.も,年 内 にはICL-USへ 周 辺 装 置 の供 給 を開 始 す

る予 定 だ。

次 に コ ン ピュー タ ・セ ン ター だが,ニ ュー ヨ ー ク,モ ン ト リオ ール,ト ロ

ン トの3ケ 所 には 米 進 出 と同時 に開 設 した。4番 目の セ ン タ ーは ジ ャマ イ カ

の キ ング ス トンvak・ 目見 え して お り,目 下5番 手 と して カ リブ諸 国 に適 切 な

地 を探 して い る。 ウ ェィ ル 社長 は パ ー トナー 探 しの一 方 で,セ ン ター増 設 に

よるサ ー ビス強 化 をね ら うた め,適 切地 を物 色 中 で ある。

2903の グ レー ド ・ア ップ機 に つい て は,詳 細 は76年2月 の 時 点 で は

まだ明 らか にな って ない が,近 く米 国市 場 で発 表 さ れ る可 能 性 も取 沙 汰 され
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て い る 。 ウ ェ イ ル 社 長 は2903販 売 に つ い て,ニ ュ ー モ デ ル2903/20

な ど 現 在 の2903よ り下 位 の機 種 は,競 争 状 況 を 考 え て 米 国 市 場 で は 売 り

込 む 予 定 は な い と し て い る 。 む しろ 米 国 で は2903グ レ ー ド ・ア ップ機 の

登 場 が期 待 さ れ る が,ICL-USが こ れ を い つ,ど うい う モ デ ル 名 で打 ち

出 して く る か 注 目 され て い る 。

米 国 に お け るICL-USの 代 表 的 ユ ー ザ ー は,MidlandMarine

Bankで あ る(同 銀 行 は 英 のMidlandBankと は 全 く関 係 な い 。)

MidlandMarineはICL装 置 を 国 際 的 に 標 準 化 して 利 用 し てk・ り,ロ

ン ドン に は1902Tを 導 入 し て い る。 同 銀 行 は 現 在 ニ ュ ー ヨ ー ク に24K

語 の2903(デ ィ ス ク2,000万 キ ャ ラ ク タ)を 導 入 して お り,バ ッ フ ァ

ロ ー に あ るIBM370/168お よ び ロ ン ドン め1902Tの リ モ ー ト ・

ジ ョブ ・エ ン ト リ イ ・タ ー ミ ナ ル と して も 使 用 さ れ て い る。ICLと 同 銀 行

の 契 約 は,Dataski1の100万 ドル に お よぶ ソ フ トウ ェ ア を 含 め タ ー ン

キ ー 方 式 で 行 な わ れ た 。 同 銀 行 の2903は,IBM370ぺ の リ モ ー ト ・

ジ ョブ ・エ ン ト リイ と して の デ モ ン ス ト レ ー シ ョン の効 果 が あ る とみ られ,

ICL・USで は こ の 分 野 に お け るIBM-Burroughsの 壁 を 破 れ れ ば と

期 待 して い る。

⑥ 業 績

1975年9月30日 締 決 算 で は,売 上 高 が 前年 より3,900万 ポ ン ド増 で

2億4,000万 ポ ン ド,ま た利 益 は 同280万 ポ ン ド増 で1,620万 ポ ン ド

と好 記録 とな った。輸 出 高 も前 年 比27%を 達成 した。ICLに よれ ば,厳

しい 財政 管理 とニ ュー レイ ン ジの売 上 が予 想 よ り大 きか った こ とが 業績 ア ッ

プ につ な が って い る。

2900シ リー ズ の うち,1年 前 に発表 さ れ た モデ ル2970,2980

の二 機 種 は,す でに40台 を越 え る注 文 を得,受 注 額 は6,200万 ポ ン ドに

達 した。 ま た75年 中 に納 入 予 定 の もの は,す で に納入 を完 了 して い る。 小

型機2903は,75年4月 の時 点 で 受 注1,000台 を突 破,75年 中 だ け
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で も600台 以 上 が納 入 さ れた。

決算 直前 に は,西 独 のBauer

Magazines社 か ら18台(100

万 ポ ン ド以 上)の2903を 一

挙 に受注 して お り,業 績 に 貢献

した。 この西 独 の雑 誌 社 か らの

受 注 κ よ って,同 市 場 にお け る

2903の 設 置 ベ ー スは70台

を上 回 る もの とな った。ICL

は他 の市 場 に く らべ,西 独 で比

較 的弱 い とい われ て い たか ら,

ICLDeutschlandに と っ

て は一 息 入 れ る こ とが で きた。

図 皿 一10はICLの 売上 げ,

利 益(税 引 き前 推 移)を,ま た

表 皿 一7は74年 と75年 の業

績 を比 較 した もの。

表 皿一7

図 皿一10 ICLの 売上 げ,利 益

(税 引前 利益)推 移

19686970

74年 と75年 の 業 績 比 較

/0

7172737475

(9月30日 現 在)

75年9月30日 74年9月30日

単位:千 ボンド 単位 二千ポンド

売 上 高 239,771 200,531

取 引 利 益 22,582 18,677

営 業 利 益 16,180 13,367

特 別 利 益 2,287 一

税 引 後 利 益 9,447 7,016

配 当 金 217 224

純 益 8,955 6,572

1株 当 り利 益

特別利益前 24.20P 20.37P

特別利益後 27.49P 20.30P
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コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

英 国 の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 は,近 年 順 調 に伸 びて い るが,欧 州 の 他

の主 要 市 場 に比 較 す る と まだ 市場 規 模 が小 さい こ とや,英 国政府 の 助 成 策 が ハ

ー ドウ ェア に片 寄 りす ぎて い る点 な ど問 題 も指 摘 され て い る。QuantumSci-

ence社 の調 査 に よれ ば,欧 州 の 四大 コ ン ピュー タ ・サ ー ビス市場 は 仏,西 独,

英,北 欧4ケ 国(デ ン マー ク,フ ィ ン ラ ン ド,ス ウェーデ ン,ノ ル ウ ェー)だ

が,英 国 は仏,西 独 に く らべて 市 場 規 模 が大 分 小 さい。 ま た75年 ま では北 欧

市 場 を凌 い で第3位 の位 置 を維 持 す る が,76年 以降 は逆 転 し,79年 に は北

欧 に1億 ドル以上 の差 をつ け られ る もの と予 測 さ れ る(図ll-11)。

英 コン ピ ュー タ ・サ ー ビス分 野
図 皿一11

の問題 点 と して は,① 中小 規 模 の

独 立系 ザ ー ビス会 社 に対 す る金 融

界か らの サポ ー トが な い② サ ー ビ

ス会 社 の トッ プに.欧 州 大陸 をは

じめ海 外 へ の積 極 的 進 出意 欲 が少

ない,③ 長 期化 した不 況 や社 会 不

安 に ょっ て,産 業 界 に 新手 法 に対

す る無 関 心 が 現 出 しつ つ ある な ど

が 指 摘 され る。 しか し昨年 あた り

か ら特 に ク ローズ ・ア ップ して き

た問題 は,英 国 政府 の コ ン ピュー

タ産 業 助 成 策 に対 す る もの で あ ろ

う。

75年1月 に発 足 したCSA

(Computing

欧 州 の 主 要 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス

市 場 規 模 推 移(74-79年)
(単位 百万トル)
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ServicesAssociation)は,「 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス,

ミ ニ ・コ ン,周 辺 装 置 分 野 も政 府 サ ポ ー トを 要 請 して い る が,政 府 はICL援
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助 一 辺 倒 で,我 々の 要 求 に は 応 じて くれ な い 」 と非 難 し て い る 。 政 府 は

ttS
oftwareProductsScheme,,やt"AdvancedComputerTechno-

10gyProject"を 通 じて,ソ フ ト ウ ェ ア 分 野 の 助 成 も行 な っ て は い る が,

74-75年 の コ ン ピ ュー タ 産 業 助 成 金 総 額1億4,370万 ポ ン ドの う ち,

ICL援 助 が1億20万 ポ ン ド(71%)も 占 め て い る の に 比 し,ソ フ ト ウ ェ

ア ・プ ・ ダ ク ツ計 画 は15万 ポ ン ド,ア ドバ ン ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ技 術 は40

万 ポ ン ドし か 割 当 が な い 。CSAで は 「米 国 や 仏 で 見 られ る よ うな 一 連 の 研 究

開 発 コ ン ト ラク ト 」を 政 府 に 要 求 し続 け て い る。

(1)サ ー ビス 市 場

英 国 産 業 省(DepartmentofIndustry)の 調 査 に よる と,英 の コン ピ

ュー タ ・サ ー ビス市 場 規 模 は1974年 末 で1億2,860万 ポ ン ドに達 した 。

72年 一74年 の3年 間 で約85%の 伸 び 率 で ある。 表 皿一8は74年 末 にお

け る コ ン ピュー タ ・サ ー ビス会 社 の年 間 売上 規 模 別 企業数 で ある。 これ ら企業

には,コ ン ピュー タ ・サ ー ビス を提 供 して い る 全 ての 企 業,例 え ば コ ン ピュ ー

タ'メ ー カ ー な ど も含 まれ て い る。

同 表 の とお り年 間 売 上規 模200万 ポ ン ド以上 の 大 手 サ ー ビス 会社 は,企 業

数 で は全 体 の8.9%(13社)し か ない が,売 上高 では 実 に全体 の58.8%

(7,550万 ポ ン ド)を 占め て い る。 一 方 年 間売 上 規 模25万 ポ ン ド以 下 の小

規 模 サ ー ビス 会社 は,全 体 の44.5%(65社)も あるが,売 上 高 で は わ ず か

5.7%に しか な らな い。 す な わ ち この 分野 に お け る 企業 規 模 の格 差 が 端 的 に示

され て い る。

最 近 の 産 業 省 調査 に よる と,75年 第2・ 四半 期(4月 一6月)に お け る コ

ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 業 界 の 売上 高 は,前 年 同期 比35%増 とな って い る。 同

調 査 の結 果 で は,全 ゆ る サー ビス 分野 に わ た って増 大 傾 向が 出て い るが,特 に

リモ ー ト ・アク セス分 野 が67%と い う大 きな伸 び をみせ て い る。 時 間 貸 し分

野 は7%,プ ロ グ ラ ミ ング は13%と い う伸 び率 を示 した。

⑨
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表 皿 一8 英 コ ン ピ ュー タ'サ ー ビス会 社 売 上 規 模別 分 布状 況

(74年)

売 上 規 模

(単位1ρ00ポ ンド)
企 業 数

総企業数 に

占める比率

売 上 高

(1,000ポ ンド)

総 売 上 に

占め る比率

250以 下 65社 44.5% 7,352 57%

250～499 33 22.6 12,917 10.1

500～749 13 8.9 9,049 7.1

750～999 11 7.5 g,323 7.3

1ρ00～1249 6 4.1 6,806 5.3

1,250～1,499 1 0.25
」1β60

1.1

1,500～1,749 1 0.25 1,633 1.3

1750～1,999 3 2.0 4,257 3.3

200万 以 上 13 8.9 75,541 58.8

合 計 146社 100.0% 128,238 100.0%

(DOI調 べ)

図 皿一12は 最 近数 年 間 にお け る サ ー ビス分 野別 売 上 げ状 況 を,ま た図ll-

13は カス トマ一 別 の 売 上動 向 をま とめ た もの。

図 皿一12英 コンピュータ ・サービス市 場 の サ ー ビス分 野 別 売上 動 向

(71-75年)

10.00020.00030,0eO40.00050ρ0060.00070ρ0080,00090,eOe100 ,000】10,000120ρ00(単 位千ボン ド)

1971

1972

1973

1975

第1四 半期

1975

第2四 半期
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図 卜13英 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 市 場 の カ ス トマ 一 別 売 上 動 向

(71-75年)

(単 位 千ポン ド)

rO、OOO20.OOO30ρ0040.OOO50.OOe60、00070.000RO.OOO90.000100POO110DOO120DOO130pOO

1971

1972

1973

1974

1975

第1四 半 期

1975

第2四 半期

㌫

その也グロンビュータ
サ・ビス 会社

親会社/
822関 連会社 そ の 他

.

691238

1・"・ ・

、

1卿 ・・
＼

脚 ‖1
,
20.206ヨ 38,058 1

2声 86・ ＼ ＼
1輻ll6

11川

40150923,316
11`1

＼ 「1ρ詞 ＼
13,840

,1.`1`フ

5114203乳988≡ ヨ『苧鳳 〃

～ ＼ir・9・ ＼ .
15,182

川1`ll「 ■

43,301 63,じ64 11縛潅 ≡≡≡≡三 =

1一

(DOI調 べ)

洲 匿1嬬 司 19,361

1煙 」179

い ・95・逃 祠 …
1β33

4174

128.609

表 皿一9英 コ ン ピュー タ ・サ ー ビス 市 場 の カス トマ ー/サ ー ビス 別 売 上 動 向

(1974年)

(単 位 千 ポ ン ド)

一ビス内容 コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル ・サ ー ビス

顧 客
カスタム・

フ廿クラム

パッケージ

フbクラム
時間貸し

リモ ート

ア クセス
フbク ラム

コンサル

タ ン ト

データプ リ
バレ」ション その他

計

⇔
英 公 共 公 野 1,857 904 1,470 2,240 4,553 2,385 493 1,280 15,182

国 公…紛 野以外 11,318 12,118 5ρ71 10,835 10,710 4β27 4,178 4,507 63,664
・

海 外 476 233 143 408 1,914 2,056 91 344 5,665

そ の 他 コ ン ピ ュ
ー タ ・サ ー ビス 18 62 237 5 339 60 58 18 797

親/関 連会社 18,063 3,553 1,970 2,529 8,434 422 4,931 3,399 43,301

計 31,732 16β70 8,891 16,017 25,950 9β50 9,751 9,548 128,609

〈注〉 官 庁,国 防,ガ ス,電 気,水 道,運 輸,通 信 を含 む

(DOI調 べ)

一232一

レ



ρ

■

②CSAの 発 足

CSA(ComputingServicesAssociation)は
,英 国 コ ン ピ ュ ー タ ・

サ ー ビ ス 業 界 の 代 表 と し て75年1月 に 正 式 に 発 足 し た
。 これ ま で 同 業 界 に は

ソ フ ト ウ ェ ア を主 体 と す るSHA(SoftwareHousesAssociation)

サ ー ビ ス ・ ビ ュ ロ ウ主 体 のCOSBA(ComputerServicesandBureau

Association)と い う二 つ の 団 体 が あ っ た が
,74年 に 両協 会 の 間 で 統 合 気

運 が 盛 り あ が り,同 年11月 に は 合 併 に つ い て 基 本 的 合 意 に 達 した 。

CSA会 長 に はCAPのBa・n・yGibben氏 が 任 命 さ れ
,① 英 政 府 との 連

絡 を 密 に し,政 府 に ス ポ ン サ ー,コ ー デ ィ ネ ー タ ー,顧 客,海 外 市 場 で の 販 売

増 の 布 石 に な っ て も ら う② 欧 州 拾 よび 米 国 企 業 との 協 力 提 携 の 基 礎 を 確 立 す る

③CSAの メ ン バ ー を 増 強 し,そ の地 位 を確i立 す る,と い う3点 を 目標 にあ げ て い る。

CSAに は75年7 .月の 時 点 で,英 全 体 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 会 社 の

72%(売 上 高 換 算)が 加 盟 し た とい わ れ る。SHA,COSBA統 合 直 前 の ご

た ご た で 離 脱 し て い たLogicaやSPLな ど の 大 手 企 業 も
,新 協 会 発 足 後 間 も

な く加 盟 し,CSAは 文 字 通 り英 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス の 代 表 的 機 関 に な り

つ つ あ る 。CSAの 活 動 は,コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 全 般 に わ た る も の だ が
,

事 業 を 効 率 的 に 遂 行 す る た め に 図 皿 一14の よ うに 四 つ の 部 門 を 設 置 し て い る 。

なfo表 皿一10はCSA発 足 当 初 の 主 要 メン バ ー の 概 要 を ま とめた もの で あ る
。

図ll-14CSA組 織 お よ び 当 初 の 代 表 的 メ ン バ ー

CompatingServicesAssn.

109Kingsway,London,WC2B,6PU

tingCentreLtd.K
entDataTelecomputing

ServicesLtd.Ltd.
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表 皿一10 主 要CSAメ ンバ ー(発 足 当 初)

社 名 住 所 創 立 月 日

.プロフ
ェッショナル

ス タ.ソ フ 約 設1絹 機 器 親 会 社

AstralComputerServicesLtd・ 34-40Ludga忙HiH,

LondonEC4M7DE 1972年 25人
{BM370川5 Futcher、HeadSmith&Tucker

AtkinsComputingSewicesLimited

.

WoodcoteG「ove,Ashley

Road,Epsom,Surrey
1969年

7月
200人

RXDSSi8ma9 ・
RXDSSigma7

W,S.AtkinsGroupLtd.

.CaraDataProcessingLtd DublinAirportPA7,

CountryDublinEir綬 一 一

IBM360'65

2XIBM360/50

110neywelU15

Honeywel川25

,

ComputeLimited

・

EastemRoad,Bracknell,

Berkshire

1969年
層

7月
75人

lCL1904S

lCL2970

PD円1∫|0

50%RichardCostainLtd.

50%JohnMowlem2Co.Ltd.

-

ComputerisedBu5inessSySfems

Ltd.

Wrou8htonPlace,Cardiff

CF54XB

1965年

11月
72人

Buπou8hsB3731

CMCSystem5

Compu民rRe取)urcesLtd. 58・59GreatMarlborou仙

Street.LondonW|VIDD 1971年

9月
76人

IBM3つ0/158'sOS

MVTHASP

IBM370ハ580SVS

IBM370/1550SMVT

Cu5tomerComputingServic6sUd.

9

Matlock,Derby5hire,DE4

3AF 1971年 25人
ICL1901

GMSComputingLtd. P,O,80xIl4,Sm"hneldHou",

BlonkStreet.SheffieldSI2BU
1974年

・

1月
62人

ICLl903A MemberofJohnson8nd

Fi丘hBrownGroup

H白11rmrkA55㏄i3Ie`

(Cornpute【Servi㏄`)Ltd・

HaUmarkHou",10St,

JohnRoad,Workin8,Survey

.

1974年 8人
IBM360β0250

McAlley8ureauGroup

MidbndComputin8CenterLimited

LichfieldHou営,86Smallbrook,

Queen3way,Blrmln8h畠nB54JF
1963年 40人

H6nGyw6UHI250 McAI16yUmltod

McAlley8ureauGroup

C8mbrid8eComputerServi㏄`Limited

'
jupiterHou8e,St別ionRoad,

Camb"d5e

F
1966年 42人

lCL19C3A McAU。yUmlt。d

'
で タ
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社 名 住 所 創 、ア 月 日
プ・フェツシ.ナル

ス タ ッ フ 約 設 備 機 器 親 会 社

RhmM8nageme川ServicesL1`1 , P.0,Box|IJosephRankHou忙.

TheHigh,H訂low.EssexCM20iLX
1968年 400人

2XlBM370/145

lCL2903
RankHoW8McDou88n

Limほed

R⑳zC。mputerServiceLtd. lRedcliffStreet.Bristol

BS997ハS 1974年 34人
IBM360/50 閲oTintoanc

CorporationUd.

H耐(ynsGroupLtd. 9|-93Farrin8donRoad ,

LondonEqM3LB

1964年

4月
394人

Univac90/60,

Univac9200,

IBM360/50,

lCL2903,

ICL1901A,

ICLl902S,

ICLI902A

MartinM餉e"aDaΩ

System5lnc.USA

ぐomputerTimeBrokersLimiled QueeピsHouse,HollyRoad,

TwickenhamTWI4EH 1967年 一
Alltypesand

rangesof

computers

ComputerWoridTradeLtd .

NationaKbmputingCentreLtd、 OxfordRoad,Manchester

Ml7ED 1966年 125人
Burrou8hsTC3500

FerrantiArgus700

Case200

{

GeminiComputerSystemsLtd . A|dwychHouse,Aldwych ,

LondonWC2B4EL

1967・ 年

4月
75人

Gap-Sogeti-Gemini

MarcolComp1"erServices

Limited
60QueensGardens,

LondonW23AF
1972年

5月
103人

R・B・C・mputerPr。grammingand

SystemsLtd,
ll7BHighStreet,Croydon
CRDIQG

1970年

11月
15人

So『twarelmplemen胞tionLimited VLIHouse,68-69St.

Martin'sLane,LondonWC2

1972年

11月
25人

VinsonLamfield

lnvestmentsLtd

Sys<。m(Softwa爬)

Li耐ted

6T頭enhallRoad,

WolverhamptonWVI4SA

1974年

10月
14人

SingerIO

TeleconlputingLimited 17BetweenTownsRoad ,

CowleyOxfbrdOX43LX

1974年

2月
25人
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③ 主 要 企 業 の 動 向

1975年 に お け る 主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 会 社 の 動 向 で最 も注 目 さ れ

た の は,米 の コ ン グ ロ マ リ ッ トMartinMariettaに よ るHoskynsGroup

の 買 収 で あ る 。HoskynsGroupは1964年 にJohnHoskynsお よ び

JohnPearce両 氏 が 設 立 し た もの で,コ ン サ ル タ ン トを 得 意 と す る 英 国 有 数

の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 会 社 と し て 知 られ て い る。

MartinMariettaは 航 空,ア ル ミニ ウ ム,化 学,セ メ ン トを 主 力 とす る

コ ン グ ロ マ リ ッ トで,EDP分 野 に も 関 心 を 寄 せ 子 会 社MMDS(Martin

MariettaDataSystems)を 設 立 し て い る 。1971年 にHoskynsの 米

国 子 会 社H・skynsSystemsInc.とMMDSは,コ ン サ ル タ ン ト業 務 で 提

携 し,今 回 の 買 収 の 下 地 を つ くっ た 。Hoskynsは ス タ ッ フ数400,コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ン タ ー 数10,74年 売 上 げ310万 ポ ン ドの 大 手 企 業 だ が,将 来

に わ た っ て 大 手 ユ ー ザ ー を 獲 得 し,長 期 的 に 契 約 を続 行 す る に は 財 源 の 確 保 が

不 可 欠 と判 断 し,株 式 の 公 開 か 大 企 業 へ の 身 売 りか の 選 択 を迫 られ て い た 。

英 国 証 券 市 場 の 沈 滞 と コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 分 野 へ の 投 資 意 欲 の 減 退 に よ

っ て,Hoskynsは 身 売 り を 選 ん だ もよ うだ が,MMDSも 米 市 場 に お け る

Hoskynsの 実 績 を 高 く評 価 した も の と み られ る 。Hoskynsお よ びMMDS

両 社 は,コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス の 中 で は 将 来 ① フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト

② タ ー ン キ ー ・プ ・ ジ ェ ク ト③ ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジの3つ が 大 き く

伸 び る と見 込 ん で い る。

Hoskynsの 外 に も,75年 に は 欧 米 企 業 に よ る英 サ ー ビ ス会 社 の 買 収 が 続

発 し た 。 ま ず2月 に 米Boeing社 の 子 会 社B・eingC・mputerServices

が,CapitalCityComputerCentreを 買 収 した 。CapitalCityは

ス タ ッ フ 数100,年 間 売 上 規 模70万 ポ ン ドで,卸 小 売 分 野 を 得 意 と し て い

る。 次 い でH・skynsの 身 売 り と 前 後 して,GCS(GeminiComputer

Systems)がCAPEuropeた よ って 株 式 の41%を 買 収 さ れ た 。 さ ら に米

の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 会 社Comshareの 英 子 会 社ComshareLtd.は,英 を 拠
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点 と して欧 州 最 大 のTSS会 社 へ 脱 皮 す る計 画 を進 め,ロ ン ドン ・セ ンタ ー の

コ ン ピュー タ増 強 を計 る な ど,英 市 場 に対 す る海外 企業 の進 出度 合 い が 一 段 と

激 しさ を加 え て きて い る。

この外 今 後 注 目され そ うな 企 業 と して,ロ ン ドンのComputerW・rld

TradeLtd(CWT)が あ る。 同社 は 「トー タル ・サ ポー ト ・サ ー ビス 」をモ

ット ーに数 社 が合 併 した もの で,① 中古 コ ン ピュー タ/周 辺 機器 の 販 売② 第3

者 メ ンテ ナ ンス③ カス タ ム ・ビル ト ・イ ン ター フ ェイ ス装 置 の 設計,開 発,製

造④ 時 間貸 し⑤ 事 務 用 コ ン ピュー タの製 造,販 売 ⑥ コン ピ ュー タ ・ル ー ムの 設

計,建 設,環 境 テ ス ト,⑦ フ ァ シ リテ ィマネ ジ メン トな ど多 彩 な サ ー ビス を 売

りもの に して い る。.特 に中 古 デ ィー ラー,第3者 メ ンテ ナ ン ス ・サ ー ビス を中

心 に,英,西 独,仏,オ ラ ンダ,デ ン マー ク,ス イ ス,伊,ギ リシ ャ,南 米 な

ど合計12ケ 国 に進 出 して お り,欧 州 の代 表 的 中古,第3老 メ ンテ ナ ンス ・サ

ー ビス 会 社 で ある。

この 分 野 は米 国 で も急 成 長 分 野 と して注 目 され,AmericanUsedC・m-

puter,Comdisco,'Sorbusな どの独 立 系 企業 が 台 頭 しつ つ ある。CWT

が 欧 州 をベ ー ス に どの程 度 伸 び るか期 待 され るが,新 しい サ ー ビス で あるだ け

に難 しい面 も ある。 昨 年 は メン テ ナ ンス ・サ ニ ビス が 弱 体 だ った こ と も あ り,

西 独 で の事 業 に失 敗 した 。CWTの 西 独 で の事 業は,持 株 会 社CWTGmbH,

そ の傘 下 に 中古 デ ィー ラーCRB,メ ンテ
,・サ ー ビスCWDと い う構成 で 行 な

われ て い た。 しか し メ ンテ ナ ンス 事 業 が失 敗 し,そ の あ お りで 中古事 業 そ して

CWTGmbHが 崩 壊 して しま った。CWTの よ うな企 業 に とって,欧 州市 場

で の早 急 な成 長 は 難 しい か も知 れ な い が,特 異 な サ ー ビス を 売 りもの に してい

るだ け に今 後 が 注 目さ れ る。 な おCWTの 構成 は図 五一15の よ うに な って い

る。

ltfo表 皿一11は,英 国 の 大手 主 要 コン ピュー タ ・サ ー ビス 会社 の概 要 をま

とめ た もの で あ る。
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図 皿 一15 CWTの 構 成 お よ び サ ー ビ ス

ComputerResaleBrokers

Iote「natlonalLtd.

BroadwayChambers,20

Ha㎜ersmithBroadway,

LondonW67AF

中 占 ・・ ン ピ ュ 一 夕本 体/周 辺

機 材 の 販 売

ComputerFieldMaintenance

Ltd.

ExcellHouse,60WitburyWay,

1-titchin,HertfordshireSG4

UUZ

英最 大 の独 立 糸 メン テ ナ ン ス ・サ ー ビス

会 社 大 規 映 シ 入 テ ム か ら シ ン グ ル ・タ
ー ミナ ル ・ユ ー ザ ー ま で を カバ ー し 特

に ミ ックス ト ・シ ス テ ムの メン テ を 売 り

もの に して い る 。

ComputerWorldTradeLtd.

BroadwayChambers,20Hammersmith

Broadway,LondonW67AF

ComputerTimeBrokersLtd.

BrvadwayChambcrs,20

iiulTmiersmithBro"dwayLondon

NVtl7AF

サ ー ビ ス ・ビュ ロ ウ お よ び エ ノ ド・ ユー ザ

ー を対 束 に ,コ ン ピ ュー タ ・ タイ ム の 時 間

貸 しを主 要 サ ー ビ スに して い る。

BusinessCom叫ers(Sy舗 ㎝s)Ltd.

7-1LLongmuoreStree㌔

LondonSWIVJH

Molecular1&6M(E)コ ン ピュー

タの製造,販 売,中 小規模の ビジネス

向け に,特 に 初めてのユーザーで も使

えることをモ ッ トーにしたモデ ルを売

りもの にしている。

海 外

子会社

CapitalComputer

SuitesLtd.

MillHouse,Brook

Street,Crewe,

CheshireCW27DE

コ ン ビ ュ ー・タ ・ル ー ム

の 設 計,建 設,環 境 の

整 踊

o

∀

表 皿一11 英 の 大 手 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス会 社 動 向

社 名 . 住 所
創 立 年
(者)

業務 内容 お よび特長 業 績,そ の他
プ

Logica 31-36 1969年 通 信 お よび リアル タイ ム 74年

Ltd. FoleySt一 (Philip ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 得 意
売上 げ

200万 ポンド

reet, Hughes) と し,BBNか らARPA

利 益
London

ネ ッ トの 基 本 とな った技 32万5ρ00〃

WIP7LB.
術 を買収 した外SWIFT

売上げの4

銀 行 ネ ッ ト ワ ー ク 開 発, 分の1は 輸

欧 州 情 報 ネ ッ トワー ク
出に よる も

の

(EIN)開 発 な ど ビ ッ

ク ・プ ロ ジ ェ ク トに 参 画 従業員310人

して い る。

、
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社 名 住 所
創 立 年
(者)

業務 内容 お よび特長 業績,そ の他

CAP・UK 14-15

Great

JamesSt-

reet,Lon-

donWCIN

3DY

1962年

(Alex

d,Agape-

yeff)

Logicaと な らぶ 代 表 的

ソ フ トウ ェ ア 会 社,CAP

仏 と 共 にCAP欧 州 を 設

立 して い た が,Sogeti

とCAP仏 の 合 併 に よ っ

てCAP・UKはUKベ ー

ス の 色 あ い を 強 め,従 来

のCAPグ ル ー プか ら離

脱 し た 。 パ ッ ケ ー ジ,コ

ン サ ル タ ン トを 重 視 して

い る 。

74年

売上げ
200万 ポンド

利 益

26万5,000〃

従業員350人

Gemini

Computer

Systems

Ltd.

Aldwych

HOUSe,

Aldwych,

London

W.C.2

1968年

(J・hn

Diebold)

プロ グ ラマー の派 遣 な ど

マ ンパ ワー の提 供 を 売 り

もの に して い る。 買収 あ

るい は子 会社 設 立 を 戦 略

と し,オ ラン ダ,西 独,

仏,イ ランな どに進 出 し

てい る。

74年 に仏 のS・geti-

CAP仏 に株 式 の41%

を買 収 され た。

1974年

売 上 げ

53万6,000ポ ンド

利 益

9万4,000〃
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社 名 住 所
創 立 年
(老)

業務内容お よび特長 業 績,そ の他

,

Hoskyns

Systems

I.td.

(H・skyns

Group)

91-93

Farring-

donRoad,

London

ECIM

3LB.

1964年

(John

Hoskyns)

米 国 進 出 で成 功 した 英 サ

ー ビス会 社 と して注 目 さ

れ,米 子会 社 だ け で74

年 に は50万 ポ ン ドの 売

上 げ を達 成 した 。 米 コン

グロMMDSに 買収 され

たが,76年 以 降 は欧 州

大 陸市 場 へ の本 格 進 出に

意欲 的 構 え をみ せ て い る。

1974年

売上げ

310万 ボンド

従業員

400人

Dataskil1 1970年 ICLの 子 会 社 と して ス

タ ー ト した が,Alan

Rousell氏 の 指 導 で 急

成 長 を遂 げ た。 サ ー ビス

範 囲 も,パ ッ ケ ー ジ 開 発,

プ ロ グ ラ ム ・コ ン バ ー ジ

ョ ン,シ ス テ ム 開 発,メ

ン テ ナ ン ス,フ ァ シ リテ

ィ ・マ ネ ジ メ ン ト と広 く,

ICLや 英 政 府 を 得 意 先

.に 持 つ,米,オ ー ス ト ラ

リア,ア フ リ カ,中 近 東

な'ど 海 外 進 出 に も 力 を 入

れ て い る。

74-75年

売上げ

700万 ポンド

(輸 出

100万 〃)

従業員850人
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社 名 住 所
創 立 年

(者)
業務 内容 お よび特長 業 績,そ の他

Brandon 1964年 65年JohnDiebold, 75年

Infomation (Dick 71年 オ ラン ダ の投 資 家
売上げ

Systems Brandon) EdgarParser氏 が 参 画 180万 ボン ド

(英 国内)

現在の社名 Edgar氏 が62%の 権 利

Brandon を握 る。 しか し同 意 に よ
利 益

Applied
って支配権 は英国経営者

15万 〃

Systems)
に委 ね られ,英 企 業 と し

〈売上内訳〉

コンパ_ジ ョシ

て の 扱 い を うけ て い る。 600,000ポ ン ド

69年 以 後Brand・nAp一 コンサルタント

pliedSystemsと 社 名 変

60仰00〃

更 し,現 在 は特 にICL
ソフ トウェア

400,000〃

2900シ リ ー ズ の コ ン トレーニ ング

バ ー ジ ョ ン ・ サ ー ビ ス と
250ρ00〃

コ ン サ ル タ ン トを 主 力 と

.

す る 。

SPL 75Gros一 1966年 BOACの リ ア ル タ イ ム ・ 75年

venOr (Kuen プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム が
売上げ

Street, Barnes) ス ピン ・ア ウ ト した も の 250万 ポ ンド

London だ が,70年 にSimon

WIXODT Engineering社 の 傘 下 に 75年 は輸 出

入 り,リ ア ル タ イ ム 専 門 40%だ が,

の ソ フ トハ ウ ス と し て 急
76年 には こ

成長 した。輸 出に力を入
れを60%に

れ,仏,西 独,ス カ ン ジ ナ
もって い く予

ビ ア,伊,ス ペ イ ン,オ ラ
定

ン ダ にi進 出,仏 のSteria

とは提 携 を持 って い る。
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社 名 住 所 創 立 年

(者)
業務 内容 および特長 業 績,そ の 他

CMGLtd. 1964年 パ ッケー ジ開発 お よび販 74年

(C・mpu一 Bryan 売,同 社の特 色は管理者
売上げ

terMana Mil1 とス タ ッフが全 く対 等 の 400万 ポンド

gement
Bob

Fawcett
権利 を有 して い る こ と,

利 益
GrOup)

Dong さ らに子会社 設立の際, 5万 〃

Gorman
グル ー プの 人数 を90名

従業員400人
を限 度 として いる点の2

つo

CRBLtd. l

Queens 英国の代表 的中古 コン ビ

(C・mputer House ユ 一 夕 ・ デ ィ ー ラ ー と し

Resale Holly て 特 異 な存 在 。COmputer

Brokers) Road, Fieldぬintenance,

Twicken一 ComputerTimeBrokers

ham, GrOupを 形成 し,第3者

Middlesex, メ ン テ ナ ン ス,時 間 貸 し,

TW14EH
中 古 デ ィー ラ ー,コ ン サ

ル タ ン トな ど幅 広 い活 動

を展 開 して い る。CRB

はIBM370/145,

135,ICL2903,

Univac90/70な ど

の ニ ュ ー ・マ シ ン も 中 古

市 場 に登 場 させ つ つ あ る。

一242一

、

◎

恒



一

●

0

'
A

2. 仏 国

全 般 的 動 向

(1)市 場 お よ び メ ー カ ー 別 シ ェ ア

仏 のCOTTI(Co㎜ission

duTraitementdeLtInfor-

mati・n)の 統 計 に よ る と
,75年

1月1日 現 在 の 汎 用 コ ン ピ
ュ ー タ 設

置 台 数 は13,052台 で,こ れ を 規

模 別 に 分 類 し74年 の 状 況 と比 較 し

た の が 図 皿一16で あ る 。 ま たVRC

(Vi・ib1・R…rdC・mp・ter)

の 設 置 ベ ー ス は ,74年 の28,415

台 か ら75年1月 に は33,380台 に

17.5%増 大 し た。 周 辺 装 置 の 設 置

状 況 で は,イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー

ミナ ル が74年 の12 ,867台 か ら

75年 に は22,250台 へ と大 幅 に

伸 び て い る の が 注 目 さ れ る。 表 皿一

12はCOTTIに よ る周 辺 装 置 の

設 置 ベ ー ス 推 移 で あ る。

仏 の メ ー カ ー 別 シ ェ ア に つ い て は
,

COTTIの 調 査 数 字 が なhが
,西

独Siemensが ま と め た もの で は
,

IBMが 台 数 比 で52 .2%,金 額 比

図ll-16:仏 の価 格 別 コ ン ピュー タ設 置

状 況(74年 一75年)
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で62.9%と 圧倒 的 に強 い。 第2位 はHoneywellBullで 各 々31.6%だ が,

これ にCIIの 保 有 分 を プラ スす れ ば,そ の 勢 力は 一 段 と強 化 され る(表 五 一

13)。

表 皿一12:仏 の 周 辺 装 置 設 置 状 況(74年 ～75年)

1974・1・1 1975・1・1

ラ イ ン ・.プ リ ン タ 13,159 17,131

カ ー ド ・ リ ー ダ 9,861 9,343

・

テ ー プ ・ ド ラ イ ブ 14,331 17,250

テ ー プ ・ カ セ ッ ト 552 1,520

デ ィ ス ク ・ パ ッ ク 12,881 15,697
・

フ ィ ッ ク ス ト ・ デ ィ ス ク 1,224 1,548

補 助 メ モ リ 537 510

〉

カ ー ド ・ パ ン チ 52,395 49,268
、

シ ン グ ル ・ス テ ー シ ョ ン ・キ ー ・
6,382 5,362

ツ ー ・テ ー プ/カ セ ソ ト

マ ル チ ・ス テ ー シ ョン ・キ ー ・
一 961

ソ ー'デ ィ ス ク

ノ ン ・ イ ・ン テ リ ジ ェ ン ト ・
12,867 22,250

タ ー ミナ ル

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・
、

4,152 5,913
タ_ミ ナ ル
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表 皿一13 仏 に お け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア(汎 用 のみ)

台 数 台 数 比 シ ェア
設 置 金 額

(100万 独マルク)
金額 比 シ ェア

IBM 4,349 52.2% 7,576 629%'

CII・HB 2,844 34.1% 2,860 23.8%

田IS2β32) (HIS316%) (HIS2,358) (HIS19β%)

(CII212) (CII2.5%) (CII502) (CII42%)

ICL 187 2.2% 236 2.0%

Univac 303 3.6% 446 3.7%

NCR 163 2.0% 196 1.6%

Burroughs 246 3.0% 299 2.5%

CDC 48 0.6% 58 0.5%

Siemens 95 1.1% 255 2.1%

Philips 37 0.4% 50 0.4%

そ の 他 62 0.8% 78 0.5%

計 8,334 100.0%' 12,054 100.0%

一245一
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図 皿一17 仏 に お・け る メ ーーカ 一 別 シ ェ ア
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② 政府 政 策 お よび 政府 市 場

仏政 府 は74年 の 情 報 局(dも16gationhガInformatique)解 体 さ ら

に75年 のCII/HoneywellBull合 併 と,コ ン ピュー タ政 策 に 関 して 思

い き った 手 を打 ちは じめ た。 仏 は ド ・ゴール お よび ボ ン ・ピ ドー政 権 下 に おい

て,一 貫 して ナ シ ョナ リスチ ック な政 策 を推 進 し,国 産 コン ピ ュー タ ・メー カ

ー お よび産 業 の育成 強 化 を計 って きた が ,現 ジス カー ル ・デ ス タ ン政 権 では,

思 うよ うに発 展 しなか ったCIIの 行方 もあ り,従 来 の政 策 を転 換 す る こ と に

な った。 つ ま り国 産 コン ピ ュー タ業 界 お よ び コン ピ ュータ 関連 産業 の強 化 とい

う柱 は そ の ま まに,そ の手 段 と して は米 国籍 のHoneywellBullと 国 策 メー

カ ーCIIを 合 併 させ る な ど,か つ て な く柔軟 性 に富 ん だ政 策 を盛 り込 み は じ

め た。
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こ うした一 方 で小型/周 辺 装 置 業 界 で は,米 国企 業 を意 識 して 国 際 的 競 争 力

の具 現 をね ら った 統合 策 を打 ち出 す な ど,依 然 ナ シ ョナ リス チ ック な施 策 も採

って い る。 また ソ フ トウ ェア な ど コ ン ピュー タ ・サ ー ビス分 野 で も,CAP

France,CISI,Sogetiな ど大 手 企 業 を 中心 に再 編 が 活 発 に進 ん で お り

仏は 政府 業 界 を あげ て,コ ン ピ ュー タ産 業 の全 ゆる 分野 での 統 合 強 化 が 行 な わ

れ て い る。

仏政 府 の 国産 コ ン ピュー タ産業 育 成 策 は,プ ラン ・カル キ ュル の名 の も とに ,

1966年 ～1970年 に 第1次 そ して1971年 ～75年 に第2次5ケ 年 計

画 を実 施 して きた。 しか し76年 以 降は,CIIとHoneywellBullの 合併

会 社 発 足 な どの た め,従 来 の よ うな明 確 な5ケ 年 ベ ー ス の政 策 は確 立 せ ず ,一

応79年 をめ ど に年 間 ベ ー ス で 内外 の 変化 に即 した助成 策 を とる こ とに して い

る。 仏政 府 は と りあえ ず,76年 ～79年 の4年 間 に総 額12億 フ ラ ンを 助成

す る方 針 で あ る。

図 五一18:仏 政府 の コ ン ピュ ー タ設 置 ベ ース 推移(70年 一74年)

(1)台 数 推 移(2)設 置 金 額 推 移(単 位100万 ドル)
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仏 政府 はCII・HoneywellBullVa(1入 れ して,仏 国 内Vak・ け る シ ェ

ア増 を計 る一方,特 に政 府/公 共 分野 に おけ る国 内 メ ー カー の シ ェア増 に取 り

組 む構 え で あ る。 仏政 府 の コン ピュー タ使 用台 数 は,74年1月 が1,114台

(Quantum調 査)で75年1月 が1,380台 で あ り,CIIの シ ェア は22

%か ら24%へ とわ ず か なが ら増 大 して い る。 これ にHoneywellBu11の 分

を加算 す る と,75年1月 時 点 で の シ ェア が37%(台 数 比),43%(金 額

比)と な る。 仏 政 府 で は金 額 ベ ース で の シ ェア を60%に す る こ とを 目標 に し

て いる。

表 皿一14仏 政 府 に お け る メー カー別 コン ビ=一 夕ー設 置 状況 一

(台 数 比)

1974年1月1日 現在 1975年1月1日 現在

台 数 % 台 数 %

(米 国系)

IBM 290 26 299 22

Honeywel1Bull 178 16 180 13

CDC 22 2 28 2

Burroughs 33 3 42 3

Univac 33 3 29 2

そ の 他 ☆ ☆ 203 15

(欧 州 系)

CII 245 22 336 24

その他 仏 企業 ☆ ☆ 227 16

その他欧州 企業 ☆ ☆ 36 3

合 計 1,114 100 1,380 100

1974年 ☆ 印のその他 の合計310台28%

一248一

■



も

■

表 皿一15:仏 政 府 に お け る メー カー 別 コン ビ=一 夕設 置 状 況

(金 額 比)

1974年1月1日 現在 1975年1月1日 現在

金 額

(百 万フラン)
%

金 額

(百 万フラン)
%

(米 国 系)

IBM 1,088 37 1,333 36

HoneywellBu11 323 11 337 9

CDC 176 6 199 5

Burroughs 118 4 144 4

Univac 147 5 117 3

そ の 他 ☆ ☆ 115 3

(欧 州 系)

CII 853 29 1,231 34

その他仏企業 ☆ ☆ 94 2

そ の他欧州 企業 ☆ ☆ 100 3

合 計 2,940 100% 3,670 100%

1974年 ☆ 印 そ の他 合 計235

1974年 ☆ 印 そ の他 合 計8%

但 し1974年 の 金 額 は ドル を フラ ンに換 算 した もの

rate($1=Fr4 .4623)
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図 皿 一19:

(1)台

そ の他

運 輸"6%

大 蔵 省5%(67)

5%(56)

(56)

内 務 省

14%

(156)

厚 生 ・労 働 省

14%

(156)

計:

仏政 府 の機 関 別 コ ン ピュ_タ 設置 状 況(74年1月)

数 比(2)金 額 比'

(単 位100万 ドル)

文 部 省

25%

(278)

防 衛 庁

15%

PTT(167)

16%

(178)

1・114台

そ の 他 文 部 省

運 輸 省6%

6%39・5)14%

(39.5(92.2)

大 蔵 省 防 衛 庁

15%16%

(98.9)(105.4)

内 務 省眺 厚 生 '

(395)労 働 省PTT

22%15%

(145)(98
.9)

計:658.9百 万 ド ル

ワ
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Cll/HoneywellBullの 合 併

(1)Unidataの 結 成 と 崩 壊

欧 州 主 要 国 政 府 は か ね て よ リ コ ン ピ ュ 一 夕 産 業 の 育 成,国 産 メ ー カ ー の 強 化

に 取 り組 ん で き た 。 特 に 仏,英,西 独3カ 国 に お い て は こ の 傾 向 が 顕 著 に 現 わ

れ て お り仏 のCII(TheCompagnieInternationalPourltInfor-

matique),英 のICL(InternationalComputersLtd.)と い う欧 州

の 代 表 的 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー を 生 み 出 す と共 に,西 独 で はNixd・rfと

AEGTelefunkenの 合 弁,さ ら にSiemensに よ るTelefunkenCompu-

terAGの 吸 収 な ど,各 々 の 立 場 での 米 国 籍 企 業 対 抗 策 が 打 ち 出 さ れ た 。

しか し1972年 頃 か ら各 国 政 府 は,IBMを 中 軸 とす る 圧 倒 的 米 国 勢 力 に

独 自 の 力 で 対 抗 す る む ず か し さ を 痛 感 す る よ う に な っ た 。 この 時 期 英 のICL

は,会 長 にIBM・UKの ハ ドソ ン 氏(ThomasC.Hudson)お よ び マ ネ ー ジ

ン グ ・デ ィ レ ク タ ー にUnivacの ク ロ ス 氏(GeoffreyCross)を 招 い て 新

方 向 を 目 指 し てfoり,ま た ー西 独Siemensは 技 術 提 携 先RCAが コ ン ピ ュ ー タ

事 業 を 放 棄 して 苦 境 に 立 ち,さ らに 仏CIIが 依 然 低 迷 を 続 け て い た た め,こ

れ ら三 社 間 に 欧 州 大 同 団 結 の 気 運 が 急 激 に 高 ま っ た 。 三 社 の 合 併 案 は 政 治 レ ベ

ル で の 話 し合 い 準 備 に ま で い っ た が,IBMと の 互 換 性 や 企 業 規 模 の 問 題 が あ

っ てICLが 脱 落 した 。 しか しCII,Siemens両 社 は オ ラ ン ダ のPhilips

を 巻 き込 み,Unidataと い う連 合 組 織 を発 足 さ せ た(73年7月)。

Unidataは3社 の 既 存 機 種 の 販 売 を 各 々 が サ ポ ー トす る と共 に,IBM

370対 抗 の 統 一 機 種(7000シ リ ー ズ)を 開 発 し,純 欧 州 路 線 でIBMそ

の 他 米 国 籍 企 業 に 対 抗 し よ う と い う もの で,欧 州 連 合 第1弾 と して 華 々 し く登

場 し た 。 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 統 合 を 呼 び か け て い るEC委 員 会 も,Unida-

taの 出 現 を歓 迎 し,将 来 はUnidataを 核 にICLやNixdorfな ど も含 め て

欧 州 大 連 合 を結 成 し た い と述 べ た 。

Unidataば 設 立 後 半 年 に して 統 一7000シ リ ー ズ の 第1号 機7・720
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(philips担 当)を 発 表,さ らに74年9月 に は7・730(Siemens担 当),

7・740(CII担 当),7・750(Siemens担 当)と3機 種 を 一 挙 に 追

加 し,一 見 順 風 満 帆 の 感 が あ っ た。 しか し74年 後 半 か ら75年 前 半 に か け て,

3社 間vak・ け る 歩 調 の 乱 れ が 露 見 し始 め,国 境 を越 え た 連 合 組 織 の む ず か し さ を

再 度 認 識 さ せ る こ と に な っ た 。

まず3社 間 の 力 関 係 の 問 題 が 出 て きた 。 つ ま り3社 の 中 で はSiemensの 力 が

圧 倒 的 に 強 く,仏 政 府 な ど は 将 来SiemensがUnidataを 支 配 し て し ま うの で

は ない か と い う不 安 を持 ち 始 め た。 ま た 仏 側 に は,CIIがUnidata協 定 にi基

づ い て 仏 市 場 でSiemens4004の 販 売 実 績 を あ げ て い る の に 対 し,Simens

側 は 西 独 市 場 でCII・IRISコ ン ピ ュ ー タ の 販 売 に 力 を 入 れ て い な い とい う

不 満 も あ っ た 。 さ ら にPhilips社 が7000シ リ ー ズ 以 外 の モ デ ル にUnidata

の ブ ラン ドを つ け て 発 表 し た た め,Unidata問 題 は 三 つ ど も え の や っ か い な 様

相 を 呈 し始 め た 。

PhilipsがUnidata300と し て 発 表 した の は,同 社 がP350を ベ ー ス

に 開 発'し た 事 務 用 コ ン ビ ュ タ で,Unidataが7・730,7・740,7・750

を 登 場 さ せ る 直 前 に発 表 さ れ た 。 こ の 時 期 仏 で は 小 型 機 専 門 メ ー カ ーLogabax

社 が,同 レ イ ン ジ の 機 械 を 発 表 し よ う と して い た と こ ろ で も あ り,仏 政 府 お よ び

Philipsに 対 し,統 一 汎 用 機7000シ リ ー ズ 以 外 の 機 械 にUnidata商 標 を

つ け る の は 不 当 と反 発 した 。 実 際,仏 政 府 はCIIをUnidataに 参 加 さ せ る に

当 り,Unidataの 活 動 は 汎 用 分 野 に 限 定 さ せ る む ね,仏 の 小 型 機 メ ー カ ー に 約

束 し て い た 。 と こ ろ がPhilipsは そ の 後,IBMシ ス テ ム32やLogabaxLX

4600,Nixdorf8870の 対 抗 機 種 と してUnidata450を 発 表 し,仏

側 の 不 満 を 一 層 つ の らせ た 。

Unidata7000シ リ ー ズ の 超 大 型 機 は 空 白 に な っ て い た が,Siemensが

西 独 政 府 の 肝 入 りでTelefunkenComputerAGを 吸 収 し た た め,Unidata

超 大 型 機 開 発 を め ぐ っ てCIIのIRIS80とTelefunkenのTR540(開

発 中)が 主 導 権 争 い を す る 様 相 も 出 て 来 た 。 この 間Univac,HoneywellBu11
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CDCな どの有 力 米 国i籍企 業 は ,IBM対 抗 の 一環 と してUnidataに 接近 し,

提 携 ま た は合 併 を画 策 した。 こ う して 純 欧州 路 線 の期 待 を持 って 出発 したUni-

dataだ が,内 部 の 勢 力 抗 争,マ ー ケテ ィン グを め ぐる不 満 ,外 部 か らの 米 企

業 攻 勢 で,そ の 生 存 が 危 う くな って きた 。

②Euro-American体 制 の 出 現

Unidata内 部 に お け る勢 力 抗

争 が 進 む間 に,仏CIIで は大 手

株 主 の対 立 な ど深 刻 な問題 が 表 面

化 した。CIIはThomson-CSF

の 子 会 社Sperac(周 辺 装 置 メ ー

カ ー),CGEの 子 会 社SEA

(シ ス テ ム 。メ ー カ ー)を 統 合 し

て 設 立 さ れ た も の で,Thomson,

CGE両 社 はFinifor

図 皿 一20HoneywellBul1売 上 推 移

(「IEf・ン白 几't
.1

cio〔」

500

1O〔}

300

200

10()

'71

と い う持 株 会 社 を通 じてCII株 式 の49.4%を 占有

した。 ところ が こ の両 社 は,74年 頃か らCII強 化 案 をめ ぐって 意 見 が対 立 ,

一 時 はCGEがCIIか ら身 を引 くとし(う話 し も持 ち あが
った。

CIIは 仏政 府 の て こ入 れ に もか かわ らず ,73年 の欠 損 額 が900万 フ ラ

ンに の ぼ る な ど,財 政 上 深 刻 な 状 況 に追 い込 まれ た。74年 か ら75年 に か け

て は,仏 原子 力委 員 会(CAE)の 参 加,米 企 業 との合 併,イ ラ ンか らの 財政

援 助,本 体 分野 か らの 撤 退,Siemensに よる 吸収 な どあの手 この 手のCII

強 化 策 が取 沙汰 され た。 中で も米 企 業,特 にHoneywellと の 合併 案 は欧 州 市

場 に お け る シ ェア拡 大k・ よびUnidataに おけ る勢 力拡 大 な ど,CIIを 一挙

に立 て 直す 手 と して 注 目さ れ た 、米 企業 の 中 でHoneywellが 最 有 力視 された

のは,HoneywellBullの ジ ャ ン ・ピエ ール ・ブル ール 社 長 がCII吸 収 に

関 心 を寄 せ て い る と伝 え られ た こ と,toよ びス テ フ ァ ン ・キ ー テ ィ ン グHone-

ywell社 長 が74年9月 に訪 仏 した ことな どが あ った た め だ が,結 局Hone－
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ywell本 社 の意 見 の 大 勢 が 合 併 反対 とな り,両 社 合 併 案 は一 時 棚 上 げ とな っ

た。

しか しCII立 て 直 しを 図 る仏 政府 に と って,HoneywellBullは 仏 の

MachinesBul1が34%の 株 式 を所 有 してい る こ と もあ り,極 め て魅 力 的

な存 在 で あ り,話 し合 い は続 行 さ れ た。 そ して75年5月12日,つ い に両 社

は合 併 で基 本 的 合 意 に達 す るわ け だ が,混 沌 と した 状況 か ら急 速 に合 意 に達 し

た裏 に は,今 年 に入 っ て両 社 の 合併 が余 りに うわ さ に のぼ った た め・ ユー ザ ー

図 皿 一21HoneywellBullの 仏 に お け る 設 置 ベ ー ス

(75年9月1日 現 在)
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側 が 発 注 を手 び かえ る傾 向 が 目立 ち始 め た こ と もあ る らしい。 実 際CIIの 方

は,今 年 第1・ 四半 期 の 受 注 が 予 定 の3分 の1程 度 に しか 達 せ ず,ま たH・ne-

ywellBull側 も,合 併 に よって 経営 権 が 仏 に委 譲 さ れ る とい う観 測 が あ っ た

た め,新 規 発 注 が がた 落 ち した と伝 え られ た。

仏 政 府 内 部 では 今 回 の合併 につ い て 最 後 の土 壇 場 ま で賛 否両 論 が 対立 して い

た。 ドル ナ ノ産 業 相 や 大 統 領 顧 問 は合 併 支 持 に回 った が,純 欧 州 路 線 に固 執 す

る首 相,外 相,蔵 相 な どは 強 硬 に反 対 を 唱 えた。 欧 州 連合 を推 進 して い るEC

委 員会 に とっ て も,CIIと 米 国 籍 企 業 の合 併 は 避 け た い と ころ で あ り,EEC

を通 じたUnidata資 金 サ ポ ー ト案 な どが 打 ち 出さ れ た が,「Honeywell

Bul1の 過 半 数 の 株 式 」を獲 得 す る こ とに な っ た仏 政府 は,つ い に 米 仏企 業 の

合 併 を成 立 させ て しま っ た。 欧 州連 合Unidataが 発 足 後間 もな く,力 関係 お

よ び マー ケ ッテ ィ ング面 な ど で三 つ ども えの や っか い な 問題 を引 き起 こ し,さ

らに 同 時期 にCIIが 財 政 的 に 苦境 に立 た され た こ とが重 な り,Unidataに

不安 と不 満 が最 も大 きか ったCIIが 先 陣 を切 って 米国 企業 に結 びつ い た 結 果

に な った。

CIIとHoneywellBu11の 合 併 は,純 欧 州 路 線 とい う欧 州の これ ま で の

コ ン ピュー タ政 策 に一 大 転 換 を迫 る もの で あ り,今 後 の 欧州 コ ン ピ ュー タ業 界

再 編 に も大 きな 影響 を与 え る こ とに な っ た。 事 実Philips社 は,CIIの 裏

切 り行為 と してHoneywellBullと の合 併 を非 難 す る一方,Unidataに 見

切 りを つけ て 同連 合 か ら離 脱 す る と共 に,同 社 自身汎 用 本 体分 野 か らの撤 収 と

い う挙 に 出た(本 報告 書 オ ラン ダの項 参 照)。

③ 合 併 構 想 と 残 され た 問 題

CIIとHoneywellBullの 合 併 構i想 は,基 本 的 合 意 に 達 し た 後 間 も な く

発 表 さ れ た と こ ろ で は 以 下 の よ う に な っ て い た 。

・合 併 後 の 新 会 社 の 名 称 はCII・HoneywellB'u11と す る 。

・株 式 は 仏 政 府 お よ びCGEがHoneywellInformationSystems(HIS
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_Honeywel181.5%,GE18.5%所 有)か ら19%の 株 を 買 収,

MachinesBul1の34%と 合 わ せ 新 会 社 の53%を 占 有 す る。

・CIIの 研 究
,開 発,販 売 要 員 は 全 て新 会 社 へ 移 行 す る 。

・CIIツ ー ル ー ズ 工 場 は 合 併 か ら除 外 す る 。

・'CGEと 並 ぶCIIの 大 手 株 主Thomson-CSFは ソ ー ル ー ズ 工 場 を 傘 下 に

納 め,MITRAミ ニ ・コ ン お よ び 軍 用 コ ン ピ ュ ー タ の 開 発,生 産 を 行 な う

(ミ ニ ・コ ン,軍 用 シ ス テ ム も 合 併 か ら 除 外 さ れ る)

・CIIが 行 な っ て い たCS40ス イ ッチ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ の 開 発,販 売 は

新 会 社 に 委 譲 さ れ る 。

・CIIの 主 力 機IRISコ ン ピ ュ ー タ の 販 売 は 続 行 さ れ る が,製 造 は ラ イ セ

ン ス 協 定 に よ っ て ツ ー ル ー ズ工 場 で 行 な う。

・HISの 伊,英,イ ラ ン市 場uak・ け る 事 業 は 合 併 に よ っ て 影 響 を 受 け な い 。

5月 の 合 意 の後,仏 国 内 では合 併 に 反対 す る動 き も表 面化 し,な か な か 正式

調 印 を見 なか った。 反 対 の 一－ai手 はCIIの 大 手 株 主 だ ったThomson-CSF

で,同 社 は合 併 話 し合 い の外 に置 か れ た と して全 て の 面 に不満 を 唱 え た。特 に

CGEが 新 会 社 の株 主 として と どま る一 方 で,Tho、i:sonは 新路 線 か ら外 れ た

図 皿一22CII/HoneywellBul1を め ぐる 出 資 関 係 図
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ソー ル ー ズ工 場 を引 継 ぐとい う構想 に は強 硬 な態 度 を みせ,相 応 の政府 助 成 金

を付 け よ と迫 っ た。 当 然 ツール ー ズ工 場 の従 業 員 も,合 併 には反 対 の立 場 を と

り,パ リに代 表 者 を送 って 抗 議 した。 ま た,仏 の コ ン ピ ュー タ関 係 者 の間 で も,

この合 併 に は不 満 を 唱 え る 者 が 多 く,秋 に開 催 され た シ コブ ・シ ョー会 場 で ル ・

モ ン ド紙 が 行 な った 調査 で は,合 併 反 対 と回 答 した 者 が 過半数 を 占め た。

しか し仏政 府 が,ツ ー ル ーズ工 場 従 業 員 に対 す る継 続 雇 用 の保 証 やX4,5

モ デ ルの 生 産 を保 証 した た めに,合 併 構 想 も次 第 に 煮 つ ま り075年11月 に

仮 調 印,12月23日 に 正 式 調 印 をみ た。 合 併 の 内 容 は,基 本 的 に は前 述 の 構

想 と同 じだが,仏 政 府 が 助成 金 と して 今 後4年 間 に2億8,000万 ドル を新会

社 に与 え る こ と,HoneywellBullの タイ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス 事業 は,

独 立 させ てHoneywe11が 管 理 す るな どの点 が 明 らか に され た。

調 印の 後H・neywel1社 のEds・nW.Spencer社 長 は,合 併 の メ リ ッ トに

つ い て次 の よ うな コ メ ン トを 出 してい る。

①H・neywell社 の 欧 州,特 に仏 に おけ る マ ー ケ テ ィ ン グは合 併 に よって

著 し く強 化 され る。 合 併会 社 のCII-HBの 仏 に おけ る シェ アは,仏 政

府 の サ ポ ー トもあ り今 後 とも増 大 し よ う。

②H・neywellはC・mpagnieMa・hinesBullにHBの 持 株 を 売却 す る

こ と で,5,800万 ドル の現 金 を 入手 す る。 仏政 府 は今 後4年 間 に,CII

-HBに2億8 ,000万 ドル を助成 す る が,こ れ は合 併 に伴 な う費 用 を ま

か な うの に十 分 な もの だ。

③CIIの1,300名 に のぼ るR&D事 業 部 ス タ ッ フを合 わせ る こ とに よっ

てHoneywe11お よびCII-HBのR&Dリ ソー スは一 段 と強 化 さ れ よ

う。

ス ペ ン サ ー 社 長 に よ れ ば,HoneywellとCII-HBは 共 通 の 製 品 戦 略 を

とる こ と に な る が,こ の た め に ま ず5名 の メ ン バ ー で 構 成 さ れ る テ ク ニ カ ル ・

コ ミ ッテ ィ を 設 立 す る。5名 の 内 訳 はHoneywe11側3人,CII-HB側2

一257一



人 で,ワ ー ル ドワ イ ドで の 製 品 戦 力,同 計 画,研 究 開 発 予 算 お よ び 新 製 品 の 発

表 な ど 重 要 な項 目 の 検 討 を行 な う こ と に な る。

HoneywellBullの タ イ ム シ ェ ア リ ング ・ビ ジ ネ ス に 関 して は,仏 にHB

NetworkInformationServicesと い う新 会 社 を 設 立 して,Honeywell

の コ ン ト ・ 一 ル下 で 事 業 を続 行 す る こ と に な っ た 。 且BのTSS事 業 と い う の

は,米 国GE(GeneralElectric)と の ラ イ セ ン ス 協 定 で 提 供 して い た も

の で,従 来 はHISが66%,MachinesBullが34%の 出 資 率 とな っ て

い た 。HBNetworkInformationServicesの 発 足 と共 に,持 株 比 率

はHIS51%,MachinesBull49%に 改 め ら れ た 。

さ てC・II－ 且Bの 今 後 の 戦 略 の 中 で,最 も重 要 視 さ れ る の が 製 品 の 統 一 で

あ ろ う。 表 皿 一16はIBM370k・ よ び シ ス テ ム3と の 競 合 状 況 を 示 し て い

る が,CII-HBに はHISの60シ リ ー ズ と2000シ リ ー ズ お よびCII

のIRISとUnidata7000シ リ ー ズ と い う具 合 に 少 な く と も4種 の マ シ

ンが あ る 。 この 中 で 将 来 の 主 力 機 と し て は,や は り60シ リ ー ズ が 最 有 力 視 さ

れ る が,7000シ リ ー ズ の 上 位 機 種X4,X5の 開 発 も見 逃 が せ な い も の が

あ る 。

ま ず60シ リー ズ で は,合 併 後 間 も な く最 下 位 機 種61/40が,CII-

HBか ら発 表 さ れ 注 目 を 集 め た 。

同 モ デ ル は0.25Mバ イ トの フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク を 装 備 し,同 時 に3本 の

プ ロ グ ラ ム の オ ペv－ シ ョ ン が で き る とい わ れ る。 開 発 はHoneywell-Bull

が 担 当 して お り,基 本 シ ス テ ム に は2つ の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ が 使 用 さ れ て

い る。 ひ とつ はCPUむ け で16Kバ イ トの リー ド/ラ イ ト ・ メ モ リ と12

Kの リ ー ド ・オ ン リー ・メ モ リを 持 ち,も う ひ と つ の 方 は そ れ ぞ れ8Kの リ ー

ド/ラ イ ト,ROMを 有 す る 周 辺 機 器 コ ン ト ロ ー ル 用 プ ロ セ ッサ で あ る 。

61/40に は,こ の 他2台 の 追 加 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン む け と して3番 目 の プ

ロ セ ッ サ が 用 意 さ れ て い る 。 この プ ロ セ ッサ は,他 の コ ン ピ ュ ー タ と の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンを コ ン ト ロ ー ル す る た め の もの で あ る 。Honeywel1-Bullに
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表 皿一16CII-HBとIBMの 主 力機 器 競 合 状 況

(76年2月 現 在)

.CII-HB
IBM

X5 IRIS8066/80 370/168

X4 IRIS8066/60,66/40 370/158

τ750 IRIS6066/20 370/145

τ740 IRIS552060 370/135

7,730
}長}§292・ 与・64/4・

370/125

7,720 204064/20 370/115

` 62/60 シ ス テ ム3/15

62/40 シ ス テ ム3/10

61/60.61/58 シ ス テ ム3/8,3/6,

・・/・ ・(最 新モアル) シ ス テ ム32

よ る と,61/40の こ れ ら プ ・ セ ッサ は,あ くま で 特 別 設 計 に よ る も の で,

61/58お よ び61/60の 単 な る グ レ ー ド ・ダ ウ ンで は な い と い う。

61/40む け に 新 た に 開 発 さ れ た もの と して は,こ の 他 に40～120

CPSの プ リン タ と0.25メ ガ ・バ イ トの フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク 装 置 が あ る 。

フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク は シ ス テ ム に 組 み込 ま れ て い る(61/40は 最 大9.2

Mバ イ ト ・ス トー レ ッ ジ を 持 つ)。

61/40は 英,伊 を 除 く西 欧 市 場 を は じめ,東 欧,北 ア フ リ カ 市 場 で発 売 さ

れ る 予 定 だ が,同 モ デ ル の 発 表 は,60シ リ ー ズ がCII-HBの 主 力 機 器 と

な る こ と を 暗 示 して い る よ う に も思 わ れ る 。

しか し当 面 は,CII-HBは 手 持 ち の 製 品 を フ ル 動 員 し て カス トマ ー ・ベ

ー ス の 拡 大 を 計 っ て い く もの と み られ る
。IBMコ ン パ テ ィ ブ ル な7000シ

リ ー ズ に よ っ て,IBM・L－ ザ ー の 切 り崩 しを 計 る 一 方,60シ リ ー ズ で従 来

のHISユ ー ザ ー の グ レ ー ド ・ア ップ な どを 引 受 け,さ ら に ニ ュ ー ・モ デ ル
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61/40は,フ ァー ス ト ・タ イ ム ・ユ ーザ ー の獲 得 に 力 を発 揮 す る こ とに な ろ

う。 ま たIRIS型 機 種 は,政 府/公 共 分野 へ の 売 り込 み に 使 わ れ る とみ られ

る。

こ こで問題 とな るの が,7000シ リー ズ の大 型 モ デ ル で あ る。CIIは

Unidataの 中 では,こ れ ま で 中型 機7,740し か 担 当 して い ない 。そ の前

後 の7.730と7,750はSiemensが 担 当 し,最 下 位 機 種7.720はPhi-

lips担 当 で あ った。 大 型 機 につ い て は,CIIの .IRIS80を ベー スに す

る とい うのが,Unidata結 成 当時 の 青写 真 で あ った 。

この大 型 モ デル はX4,X5と い うコー ド ・ネ ー ム で呼 ば れ て お り,今 度 の

合 併 構想 で もこれ を ど う取 り扱 うか が大 きな問 題 とな っ た。X4はIBM

370/158ク ラス,そ してX5は7000シ リー ズ の最 大 モ デル と して

370/168に ぶ つ け られ る 予定 で あ った。 欧 州 の コ ン ピュー タ業 界筋 で は,

CIIが このX型 を どの程 度 主 張 で きる か に よ って,今 回 の 合併 の主 導 権 を ど

ち らが と るか 判 断 で き る とさ え 読 ん でい る。

CIIは す で に,X4の プ ロ トタ イ プ を10台 持 ってk・ り,こ れ はHoney-

wellの66シ リー ズ と競 合 す る。X4お よ びX5は,当 初Unidataの7000

シ リー ズ大 型 機 と して 開発 が 予 定 され てい た こ と,ま た 欧 米 合 併 企 業 の主 導 権

争 いの 方 向 をみ る 材料 に され てい る こ とな ど で,そ の 技 術 的 成 否 よりも政 治 的

意 味 あ いが 強 ぐな って きて い る。 従 ってX4,X5の 今 後 につ い て は,今 だ に

あ い ま いな 点 も残 さ れ てい る の が実 状 の よ うだ。 しか しSiemensと して は,

引継 い だUnidataラ イ ンの ト ップ ・ギ ャ ップを埋 め る た め に,依 然X4,X

5を 欲 しが ってfoり,当 初 の予 定 通 り,今 年 の春 に も入手 した い 意 向 で あ る。

SiemensはX4,X5を 合 計30台(英 国 で は40台 と報 じ られ て い る)要

求 じてい為また仏政府 も政 府 機 関 で使 用 す るた め30台 を発 注 してい る。 今 なおX

4,X5が 何 台生 産 さ れ るか は 明ち か に され て な い が,製 造 に は ツー ルー ズ工

場 が 使 用 さ れ る予 定 で あ る。

CII-HBの 製 品 戦 略 で も うひ とつ注 目さ れ るの は,仏 国 内 に お ける レ ベ
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ル66の 製 造 計 画 で あ る。 仏 政府 は 向 う4年 間 にわ た り,CII-HBか らの

優 先 買上 げ を約 束 して い るが,こ れ は主 と して レベ ル66に な ろ う と見 られ て

い る。,この 場 合 仏政 府 と して は,CII-HBが 仏 国 内 で レベ ル66を 生 産 す

る こ とを希 望 して い る。 現 在 レベル66の 欧 州 生産 拠 点 は,ス コ ッ ト ラン ドの

ニ ュー ハ ウス 工場 だが ,英 国政 府 へ の思 惑 もあ って,英 仏両 国 に お け る生 産 を

ど う調 整 して い くか 注 目され て い る 。(注,Siemensは76年2、 月末,X4,

Xの 購入 を断 念 す る旨発 表 した) .

表ll-17 欧 州 コ ン ピ ュータ 業 界再 編 の 足 跡

'
■

年 で さ 事

1957 ●Siemens,モ デル2002発 表

1962 ●Philipsグ ルー プ,EDP分 野参入 を決 定

1964 ●Siemens,RCAと 技術 提携

r

1966 ●仏ClI設 立

1967 ●仏第 一次 プ ラン ・カルキ ュール 開始

1968 ●CII,第1号 機IRIS50発 表

●Philips,P1000シ リー ズ発表

●英ICL設 立

1969 ●EECの 超大型コンピュータ共同開発計画発表 さ

れる

1970
.

●ICL,CII,CDC,合 弁 会社Multinational

Data設 立(ベ ル ギ ー)

●仏政府,Honeywell社 のBull.GE買 収 を認 可

●欧州 コン ピュー タ業 界の 連合 取沙 汰 され る

197】 ●EC委 員会,共 同提 携構 想 を提唱

●Siemens/Telef顕kenの 縁組 み失敗

6NixdorfとTelefunkenが 合弁会 社Telefunken

ComputerAGを 設立

1972 ●CII/Siemens提 携 に合意

●ICLト ップ異動,新 会長 にハ ドソン氏

●Burroughs,ICL株 式 過半 数買収 取沙 汰 さる

●ICL,CII,Siemensの 政 治 レベ ルでの 提携 話 し

合い

●Nixdorf,米Victorコ ンピ ュー タ部 門買収

●Siemens/CIL協 定の 一部 に ついて正 式調 印

●EC委 員会,欧 州 コ ンピュー タ ・メー カーの結 束

を呼びか け

●Siemens/CII/Philips3社Unidataを 設 立

●MultinationalDataにNCR参 加

●Unidata第1号 機7・720発 表

●CIIの 棟 上,ThomsonとCGEの 対立 表 面化

●ICL:CDC/NCRの 合 弁 会 社CPI(Computer
PeripheralInc,)に 参加

●Siemens,TelefunkenComputerAGを 買収

●EC,IBM独 占問題 を調査

●Uidata,7000シ リーズで3機 種 追加

●仏,情 報局 を解 体

●ICL,ニ ュー レイ ンジ2900で2モ デル発 表

●9L9財 政鴫Honey・ ・llB・ltとの合併取沙汰

'晶 カールデスタン仏大願CIけ ボー ・を

■ICL.2900の 受注 好調 と伝 える

●ICL,欧 州大 陸向 け販売 組織 を再編

●ICL,モ デル2903の 受注台 数100σ 台 突破 と発表

●CII,HoneywellBull合 併,社 長に 」.P.Brul6氏就 任

●CII-HB,61/40発 表
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コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の 動 向

(1)サ ー ビ ス産 業 の現 状 と動 向

仏の コ ン ビ=。一 夕 ・サ ー ビス産 業 が米 国 に次 い で世 界第2位 を 占めて い る こ

とは 周知 の事 実 だ。 英 国 業 界 は 仏 に 肉迫 して第3位 に あ る。 この 順位 には外 部

にサ ー ビス を 提供 す る た め に のみ 存 在 す る ソフ トウ ェア ・ハ ウス とコ ン ピュ ー

タ ・ビュー ロ ーだ け が 考慮 に入 れ られ て お り,実 質 的 に内 部 処理 業務 を 中心 と

して 設 立 さ れ た もの は 対 象外 とさ れ て い る。 仏 で こ の種 の 会 社 は現在 約500

社 あ り,こ こ数 ケ年 の 売 上 推 移 は 図 皿一23に 示 す通 りで あ る。

これ ら企 業 に 雇用 され てい る ス タ ッフは計19,000人 で そ の 内15,000

人 は 専 門要 員 で あ る。6,000人 が マ シ ン とデ ータ 収集 の オ ペv－ 夕st3,000

人 が プ ロ グ ラマ,6,000人 が ア ナ リス トお よび コ ン サル タ ン トとい う内訳

に な って い る。

過 去3年 間 プ ロ グ ラ マ 要員 の人数 は余 り変 らず,む しろ幾 分 減 少気 味 で あ

る が,一 方 ア ナ リス トとコ ン サル タ ン トは 増 加 の傾 向 を示 して い る。

1973年 の こ の業 界 に於 け る 活動 分 野 を分類 す る と表 皿一18の よ うにな

る。

図 皿一23仏 の コ ン ピュー タ ・サ ー
ま た コ ン ピ ュー タ ●ビュー ロ

ビス市 場 売 上 高推 移

(尉面聯ンリ ー で使 用 され てい る コ ン ピュー

タ(ミ ニ ・コ ンを 除 く)は 約

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

'70'71 '72 '73 '74

350台 で あ り,そ の メー カー

別 シ ェア は 図 皿一24の とお り

(買 取 り価 格 ベ ース)。

また 大 型 ユー ザ ー を業 種 別 に

分 類 す る とそ の 構成 比 は 次 の よ

うになる。

商工業55%
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行政機 関 ・公共企業体37%

銀 行,保 険,運 輸8%

仏のサー ビス産業が持つ興味深 い特 徴は表 皿一18に 現bれ ている ように大

規 模なサー ビス会社が多 い点 にある。従 って同業界を分析する際には よ くこの

点 を考慮 に入 れ る必要が ある。

表 皿一18仏 の コン ピュー タ ・サ ー ビス産 業vak・ け る

売上 げ規 模 別 企業 数 分 布

売上高規模(百 万ポンド) 0.2以 下 0.2-1 1以 上 (合 計)

企 業 数

売上げ高 に占める割合

350

15

100

15

50

70

500社

100%

ハ ー ドウ ェア産 業 が盛 況 をみ せて い る 国 で ソ フ トウェア産 業 が い ち早 く勃 興

す る の は 自明 の 理 で あ る。 この 相関 を説 明 出来 る 理 由は幾 つか あげ られ るが,

まず 第1は,ハ ー ドウ ェア ・メイ ン フレ・一 ム産 業 が 存 在 す る国 々 では,50年

代 お よび60年 代 初 頭 に既 に大 学 で コン ピュー タ教 育 が普 及 して い た点 に あ る。

初期 の ソフ トウェ ア企 業 創始 者 達 は,等 し く高 等 教 育 機 関か製 造業 界 を背 景 に

して登 場 して 来 た。 第2の 重要 な理 由は,メ イ ン フv－ ム ・メー カー を擁 す る

国 の政 府 の み が,総 体 的 な コ ン ピュー タ活 動 分 野 を 提供 す る こ とが 出来,し か

も コ ン ピュー タ利 用 の 先 頭 に立 て る 点 だ。

地 理 的 に も構造 的 に もフ ラ ンス は 中央 集 権 化 さ れ て いて,今 日パ リ地 区 は コ

ン ピ ュー タ産 業 や そ の サ ー ビス産 業 の80%以 上 が集 中す る結 果 とな って い る

事 実 を留 意 す べ きだ。

こ う した 現 状 が あるた め,西 独,ス イ ス,イ タ リー な どの よ うな活 発 な地 方

分 散 化 とは似 て も似 つ か ぬ形 とな って お り,巨 大 か つ 多角 化 した 企業 の登 場 を

促 す結 果 と な っ て い る。

人 的 要 素 へ の 依 存 度 の 高 い企 業 活動 でい つ も問 題 とな る要員 の移 動 は,仏 で
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表ll-19 仏 の コ ン ピ ュー タ ・サー ビス 産 業 にお け る

サ ー ビス別 売 上 げ 状 況(73年)

サ ー ビ ス 種 別 売上 高(百 万ポンド) %

ソ 商 用 デ ー タ 処 理 40 55

フ

ト
科 学 お よ び 技 術 6 8

ウ ベ ー シ ッ ク ・ シ ス テ ム
8 11

工

ア
パ ッ ケ ー ジ

3 4

●

教 育 3 4
ノ、

ウ タ ー ン キ ー ・ シ ス テ ム 9 12
ス

ム

シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ 4 5

(小 計) 73 100

コ ビ
バ ッ チ

67 80

ン=L

ピ
タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 2 2

ユ ロ リモート・バッガ チレフbセ シング 8 9

|ウ

タ デ ー タ 収 集 8 9

.

(小 計) 85 100

合 計 158
一

、

図 皿 一24仏 の コ ン ピュータ ・ビュー ロー にお け る メー カー 別 シ ェア

BurrOughs

IBM

l40台

40%

鯵
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は余 り重要 性 を持 ってい な い。 ス タ ッフの 回転 率 の高 い こ とが ,か え っ てス ペ

シ ャ リス トの 再 訓 練 を うなが し,専 門要 員の 経験 を広 汎 な ア プ リケー シ ョンに

向 くもの に して い る。

中央 集 権 化 が もた ら して い る デ ー タ処理 分 野へ の も う一 つ の 影 響は ,事 業 規

模 の 巨大 さ か ら来 る複雑 多様 性 で あ る。 この特 色 は 同時 に ,ソ フ トウ ェア ・ハ

ウス や コ ン ピ ュー タ ・ビュ ー ローが その 実 力 を発 揮 出来 る精 緻 な プ ・ジ
ェ ク ト

が 存在 して い る こ とに もな る。

さて 仏 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビス産 業 を語 る時 ,そ の金 融業 界 との結 び付 き

を抜 きに して は片 手 落 ち とな る だろ う。

仏 の主 要 銀 行 は すべ て,つ ま り3大 国 有銀 行 であ るBNP ,CreditLyo-

nnais,SocieteGenerale ,そ してそ れ以 上 の 規 模 を持 つ農 事 融 資機 関の

CreditAgricoleか ら中規 模 の 預 金銀 行 や大 型 商業 銀 行 に至 るま で
,大 き

な コ ン ピュー タ ・ビ ュー ロー を運営 し,外 部 の カス タ マ ー 向け に ソフ トウ
ェア ・

ハ ウス を付 置 して いる
。

CAP/S・getiグ ル ー プ(原 子 力委 員 会 の付 属機 関 で あ るCISIが34

%の 株式 を保 有 して い る だ け で ,残 る株 式 は社 内保 有 の形 態 を と って い る)の

よ うに独 立 した サ ー ビス企 業 も あ るが ,む しろ これ は例 外 と言 え,仏 の主 要 コ

ン ピ ュー タ ・サー ビス組 織 は大 半 銀 行 に よる経 営 とい って も よい
。

BNPに よるNatel,CreditLy・nnaisの 傘 下 に あ るSligos
,S・ci-

eteGeneraleに よるSG2 ,BanqueVernesに ょるSESA,Banque

deParisetdesPays-Basの 支 配 下 にあ るSEMAな どが そ うで あ り
,

例 外 と して 唯 二 つ,つ ま り前 述 のCISIとGeneralElectric社 が経 営 す

るGSIが あ る だ け だ。

この 特 異 な状 況 は 次の よ うな要 因 に帰 せ られ る。 銀 行 な どの金 融機 関 に 握 ら

れ て い る大 規 模 な ビュー ロ ーや ソフ トウ ェア ・ハ ウスは 過去 に 高 水 準 の利 益 を

計上 し,魅 力 あ る投 資対 象 と してそ の 存在 を印 象づ け た例 が 殆 どで あ る
。 つ ま

り経 営 環 境 の 厳 しい銀 行 業 界 は こぞ って銀 行 業務 と関連 した コ ン ピ ュー タ ・サ
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一 ビス を提供 す る こ とに よって更 に多 くの顧 客 を発 掘 出来 る と考 えた ので ある。

この様 な金 融 界 の動 きは,中 小 サ ー ビス会 社 を大 グ ル ー プ に再 編 成 し,大 き

な資 本 投 下 を もた らす 結 果 とな っ た。

仏 の コン ピュー タ ・サ ー ビス産 業 は そ の揺 藍 期 か らず っ と海 外 市 場 に眼 を向

け て来 た。 当 初 は 仏 語 文 化 圏 とい う意 味 で西 ア フ リカ,ス イス,ベ ル ギー に焦

点が 当 て られ てい たが,す ぐに経 営 面 の ノ ウハ ウや マー ケ テ ィング技 法 に着 眼

してそ う した領 域 の 開発 活 動 を通 じて西 欧,中 近東 に 進 出 し始 めた。 今 では米

大 陸 や 日本 に も上 陸 し始 めて い る。

こ うした海外 進 出政 策 の方 向は,数 社 の仏 ソ フ トウ ェア ・ハ ウスが 英 国 にパ

ー トナ ー を求 めて い る現 状 に現 わ れ て い る と言 え よ う。 提 携 関係 の収 支 決 算が

も う出る 時期 に 来 て い るが,双 方 に と って 大 い に メ リ ッ トが あ った し今 後 もあ

る と結 論 して よさそ うだ。

海 外 市 場 へ の浸 透,国 際 機関 や 汎 欧 州 的 な組 織 の プ ロジ ェク トへ の 参 加 とい

った傾 向 をみ る と,英 仏 両 国 の 協 調 関係 は ます ます密 接 な もの に な ろ う と して

い る。

喝

② 欧州 最 大 規 模 の サ ー ビス 会社,CAP/Sogeti/Geminiの 誕 生

1973年 以 来,英 仏 を舞台 に急 ピ ッチで進 め られて きた ソ フ トウ ェア 業 界

の再 編 劇 が75年 にひ とつの 山場 を迎 え た。 「世 界最 大 規 模 」の コ ン ピュー タ・

サ ー ビス会 社 を 目指 すCAP/S・geti/Gemini社 の誕 生 で あ る。3社 の統

合,合 併 は75年10月 トル コの イス タ ン ブー ノレで開 か れ た トップ会 談 で確 固

た る もの に な っ たが,同 時 に 同会 合 では,80年 まで の5年 間 は 年 率30%の

ペ ー スで 売上 げ を伸 す とい う野心 的 計 画 も決 定 さ れた 。

CAP/Sogeti/Geminiグ ル ー プの 誕 生 には,仏 の野 心 的 企 業 家Serge

Kampf氏 の功績 が 大 きい 。 同 氏 はSogetiの 社 長 で もあ る が,73年 に仏 原

子 力委 員 会(CAE)の コ ン ピュー タ ・オ ペ レ ー シ ョン事 業 部CISIと の

部 分 的合 併計 画 を推進 し,Sogeti株 式 の34%をCISIに 吸 収 さ せ た。 一

●

一266一



●
1

■

●

●

令

L

方 でSogetiは,CAPFrance株 式 の15%を 買 収 した が,こ の 比 率 は

CAPFranceの 前 マ ネ ジ ン グ ・デ ィ レ ク タ ー が 同 氏 の 持 株 を 売 却 し た た め

47%に 高 め られ た 。 こ の た めSogetiとCAPFranceは,単 一 組 織 へ の

統 合 を 進 め,結 局 従 業 員1,500名,年 間 売 上 規 模1,700万 ポ ン ドの 巨 大 サ

ー ビ ス 会 社 が 誕 生 した
。

CAPFranceは 英 のCAPUKと 共 に,CAPEuropeを 設 立 して

い た 。CAPEuropeVak・ け る 両 社 の 持 株 比 率 は 各 々42 .5%で,残 り15

%はCAPEurope社 長 のPhilippeDreyfus氏 が 持 っ て い た 。 しか し

Dreyfus氏 は,C4PEuropeVatoけ る 同 氏 の 個 人 的 持 株 をCAPFrance

に 売 却 し,か わ り に そ れ に 見 合 う分 のCAPFranceの 株 式 を分割 して も ら う

こ とに し た た め,CAPFranceとCAPUKの 力 の バ ラ ン ス に ひ び が 入 っ

て しま っ た 。 こ の 結 果,CAP

図 皿 一25Geminiグ ル ー プ 組 織 図

UKはCAPEurOpeか ら 身 英 仏

を引 く こ と に な っ た 。

一 方
,こ の 間 にCAPUK

に よ るGemini'Computer

SystemLtd.の 買 収 計 画 が 進

め られ て い た 。 買 収 の 方 法 と し

て は,Geminiの 米 国 親 会 社 の

株 式41%を,CAPEurope

が 買 収 す る手 が 打 た れ る こ と に な っ て い た 。 しか しCAPUKの 計 画 は,

CAPUKとCAPFranceの 離 反 に よ っ て 実 現 し な くな っ た 。 結 局CAP/

Sogetiグ ル ー プ がGeminiを 吸 収 し,欧 州 最 大 規 模 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ

ス 会 社 が 出 現 し た 。

野 心 的5ケ 年 計 画

＼

CAp/Sogeti/Geminiグ ル ー プは 現 在,2,'000名 以 上 の 専 門 ス タ ッ

フ を抱 え,30の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て21ケ 国 で 事 業 を 行 な っ て い る。2,000

Gem川C。mputer

Sy3temsLtd.

Gem1川France

渡 川

～
ジく(ニ ュー ヨ ー ク)

`

.

GemlnlCOmputer イ ラ ン

Systemghぐ.

74年 売上高80田 ノト,レ

オ ラ ン タ 西 独

Pandata
GemimGmbH
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名 の 内 訳 と し て は,70%

相 当 の1,400名 が 仏 国 内

で 雇 用 さ れ て お り,1,000

名 がCAP/SogetiLo-

gicielお ・よ びCAP/So-

getiSystemsが 行 な っ

て い る ソ フ ト ウ ェ ア お よ び

コ ン サ ル タ ン ト業 務 に,

400名 がEUr.infor,

Sonnforお ・よ びSESI

な ど の サ ー ビ ス ・ビ ュ ロ ウ

お よ び デ ー タ 。ブ リ パ レ ー

シ ョ ン業 務 に 従 事 して い る。

i残 り30%即 ち600名
'

は,西 欧 特 に オ ラ ン ダ と 英

国 市 場 で の 事 業 に 従 事 し て

い る 。 オ ラ ン ダ で はCAP

HollandとPandataが

活 発 な
,活動 を 見 せ て お り,

英 市 場 で はGeminiUKを

本 拠 に して い る 。 な お

GeminiUKの 社 長 は,元

Dataskilマ ネ ジ ン グ ・デ

ィ レ ク タ ー のAlanRo-

usell氏 で あ る 。

同 グ ル ー プ は 目 下,ス カ

ン ジナ ビア 市 場 へ の 進 出 を

表 皿一20欧 州 サ ー ビス 会 社統 合 へ の歩 み

1962

1966

1968

1972

1973

1973

1974

1975

1975

1975

1975

CAPFrance,CAPUK設 立

CAPF/CAPUK,持 株 会 社CAP

EurOpe設 立

Sogetifi又M

CISI百 又 」ム

CISI,Sogeti株 の34%買 収

Sogeti,CAPFrance株 の15

%買 収

Sogeti,CAPFranceの 持 株 比

率 を47%に ア ッ プ

Sogeti,CAPFrance合 併

CAPEuropeのPhilipeDrey-

、fus氏,持 株15%をCAPFrance

に 売 却

CAP/Sogeti,Geminiを 統 合

CAPUKCAPEuropeか ら 離 脱

米MartinMarietta,Hoskyns

Groupを 吸 収

CSC/Th・ms・n,子 会 社C・mputer

SciencesInternational

Franceの 株 式 過 半 数 売 却 で 合 意

米Nationa1CSS,仏 銀 行 と 組 ん で

子 会 社CSSFrance訳 〉
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砂

図 皿 一26: 仏 を 中心 とす る コン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社 再 編 図

再 編 図

仏
72年 秋

英

仏

STERIA
72勾'秋

英

仏

(業 務 提 携)
SPL

英.

仏

34Jt,

吸 収

SlA

IT;tcrnaticnal

仏 ∫会 社

75年

、離脱)

ThomSOn

175年

`
(汲 取)

CSChterM－

いonalFranc・ ヰCSC

仏

CSSFrance
75午

新 設
National

CSS

図9-27:CAP/Sogeti/Geminiの 売 上 高 予 測

(楠立:筋 彫 ト「,

㍗器
㌫

ω殉
蛤

團
珍
口
口

'75'76 '78'79'80年
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計 画 中 で,ス ウ ェー デ ンの ソフ

ト ウェア 会 社BRAと の提 携 を

i基i盤に,ノ ル ウ ェー や フ イン フ

ン ドに子 会 社 を新 設 す る準備 を

進 め て い る。 す で に 同 グル ー プ

は,イ ラ ン お よ び レバ ノ ン を拠

点 に 中東 進 出 を果 して い るが,

ア ル ジ ェ リア,ザ イ ール,ガ ボ

ンな どに も子会 社 設 立 をね らっ

て い る。

図ll-28

(%)

100

CAPEuropeに お・け る

株式 保 有 率 推 移

一

〇一

一

ー

一

一

42士

CAPUK

39.8
39.8

CAPFRANCE

39.8 53.842十

DREYFUS15 14

1そ の 砲 6.4

0

19661974ン/51975

SergeKampt氏 に よる と,同 グ ル ー プは 現 在 の3社 を ベ ー ス に今 後 他 の 企

業 を統 合 す る可 能 性 もある。 ま た 年 間30%と い う目標 は,い さ さか大 きす ぎ

る の で は とい う声 もあ るが,我 々 は これ ま で年 間50%と い う伸 び率 も経 験 し

て きた もの だ と指摘 してい る。 新 しい マ ー ケ ッ トに お け る新 しい 企業 の開 設 お

よび ニ ュー製 品 の紹 介 に よ って,今 後 の 伸 び率 は保 証 さ れ て い る と も同氏 は言

い き って い る。

特 に ソ フ トウ ェア ・プ ロダ ク ツに関 して は,現 在 総売上 高 の7・12%(171

万6,000ポ ン ド)の 売 上 げ が あ るが,80年 まで に は これ が10%(941

万3,000ポ ン ド)に 達 す る と予 測 され る。 ま た76年 には3社 合 同 で,売 上

げ高36%,純 益13%(税 引 後)と い う大 きな伸 びが 見 込 ま れ るが,こ れ は

主 に75年 にお いて はCAPEuropeとGeminiの 話 し合 い が まだ つ い て い

な か った もの に よる。

CAP/Sogeti/Geminiグ ル ー プは,今 後 の 欧州 サ ー ビス市 場 の伸 び率

が米 国 を上 回 り,79年 に は 欧 州市 場 の 規 模 が米 国 の60%に 達 す る とみ て い

る。 この 時 点(79年)に お け る 同 グル ー プ の 売上 げ 高 は,5ケ 年計 画通 りに

行 げば7,281万2,000ポ ン ドに,そ して80年 に は9,335万5,000ポ

ン ドに 達 す る見込 み だ。
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イス タ ン ブー ル の会 合 でKampf氏 は,5ケ 年 計 画 の推 進 とそれ を支える経 営

方 針 と して① 質 の高 い サ ー ビス② 利 益 を高 め る③ 革 新(変 化 を 進 ん で 受 け入 れ

さ らに これ を プ ロモ ー トす る こ と)④ 団 結 と正 直 を あげ た。

SergeKampf氏 が果 して,CAP/Sogeti/Geminiグ ル ー プ を ,「 ソ 、

フ トウ ェア 分 野 のIBM」 に 育 て あげ る こ とが で き るか ど うか 注 目さ れ て い る。

PhilipPeDreyfus氏 は この グル ー プにつ い て,「 野 心 的5ケ 年 計 画 だ。 グ

ル ー プの持 て る能 力 を発 揮 すれ ば ,実 現 の可能 性 は大 きい。 我 々 はす で に リ ソ

ー ス は持 っ てい る 」と述 べ て い る。
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表ll-21CAP/Sogeti/Geminiグ ル ー プの 売 上 げ 増5ケ 年 計 画(75-80年)

1975年

の 売 上 高

英

う←今←

要 素

1976 1977 1978 1979 1980

売上高
%

伸び率
売上高

%

伸び率
売上高

%

伸び率
売上高

%

伸び率
売上高

%

伸び率

13006

、
CA工)/Sogeti(France) 17,497 +34% 22,369 十28% 28,017 +25% 34,772 十24% 43,521 十25%

9,368
CAP/Gemini(Europe)

〃(ニ ュー ・マー ケ ッ ト)

11,455

1,439

+22%

(一)

14ρ53

3,322

十23%

十131%

17,552

6,090

十25%

+83%

21,650

9,745

+23%

十60%

26,799

13,621

+24%

+40%

9,368 仏 以外 で の 売 上 合 計 12,894 十38% 17,375 +35% 23,643 十36% 31β95 十33% 40,420 +29%

1,716
ソ フ トウェア ・プロ ダク ツ

(世 界 市 場)
2,325 +35% 3,322 +43% 4,651 十40% 6,644 +43% 9,413 十42%

24,090
CAP/Sogeti/Gemini

総 売 上 高
32,716 十36% 43,066 +32% 56,311 +31% 72β11 十29% 93,354 +28%

974 純 益(税 引 後) 1,882 十93% 2,812 +49% 3,964 十41% 5,359 十35% 6,921 十29%

404% 純 益/総 売上 高 5.75% 6.53% 7.04% 7.36% 7.41%

7.12%
ソ フ トウェア ・プロダ ク ツ

/総 売 上 高
7.11% 7.71% 8.26% 9.12% 10.08%

－x－単 位1 ,000ポ ン ド

÷e)eこ の表 には 同 グル ー プ が過半 数 の 株式 を 所有 して な い 企業 や デ ー タ処 理 会社 は 含 ま ない。

■
4 ■



周 辺 装 置 お よ び ミ ニ ・ コ ン ピ ュー タ 産 業 の 動 向

■

D

1975年 の 仏 周 辺 装 置 お よ び ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ 産 業 界 は,本 体 分 野 に お

け るCII・HoneywellBull合 併 同;様,再 編 統 合 の 動 き が 注 目 さ れ た。 仏

で は 「ペ リ ・イ ン フ ォ マ テ ィ ク(LaPeriInformatique)」 と い う 言 葉 が

早 くか ら使 わ れ て い た が,こ れ は 単 に 周 辺 装 置 だ け で な く イ ン フ レー ム 以 外 の

全 ゆ る ハ ー ドウ ェ ア を意 味 す る。 つ ま り ミニ ・コ ン,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ,

小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ,VRC,タ ー ミナ ル,デ ー タ ・エ ン ト リ イ ・シ

ス テ ム,そ の 他 の1/0機 器 な ど を 一 括 して 周 辺 産 業 と して 重 視 し,一 貫 して

育 成 政 策 を と っ て きた 。 こ の育 成 方 針 は あ る分 野 に お い て は成 功 を 納 め た が,

海 外 企 業 の 攻 勢 に圧 倒 さ れ た 分 野 も 多 く,仏 政 府 は75年 に 「国 際 的 に 競 争 力

を 持 つ2～3グ ル ー プ 」 を 目 標 に し た 統 合 案 を 打 ち 出 した 。 業 界 側 で もClub

delaPeri-Inf・rmatiqueを 中 心 に,国 産 企 業 グ ル ー プ の 強 化 と 海 外 進 出

を 計 っ て お り,今 後 の 仏 周 辺 産 業 界 の 発 展 が 期 待 さ れ る。

⑳

■

(1)仏 周 辺 装 置産 業 界 の発 展 経 緯

仏 政 府 は,1966年 に プ ラ ン ・カ ル キュル を開始 した 当時 よ り,周 辺 装 置

産 業 の重 要 性 を良 く認 識 して い た。 即 ち,周 辺装 置 産業 育 成 政 策 の最 初 の 試 み

と して,CIIと 並 行 してSPERACを 設 立 し,CIIメ イ ンフ レー ム お よ び

OEM市 場 向 け に,各 種 周 辺 装 置 の 国 内生 産 に乗 り出 した。(し か し,そ の後

のSPERAC社 の業績 は余 り振 わず.結 局1970年 にはCIIに 吸 収 され,

CIIが そ の生 産 を 引 き継 ぐこ とに な った。)

ま た,こ の 分野 に関 連 した い くつ か の 国 内 メー カー を説 得 して,周 辺 装 置 メ

ー カ ー と して育 成 して い った。 即 ち,COTTIと 協 力 して定 期 的 に国 内周 辺 装

置 市 場 の予 測 を行 い,そ の 結 果 を関 連 メー カ ーに示 す こと に よ り,成 長 の可 能

性 の あ る製 品 分 野'への進 出 を説 得 して い った。 ま た,特 に弱 い と考 え られ る製

品 分 野 に関 して は,R&Dに 必 要 な 資金 援 助 も与 え た。 この よ うに仏 政 府 は,
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各 製 品 タ イ プ ご と に そ れ を 代 表 す る 国 内 メ ー カ ー を 育 て,輸 入 製 品 と対 抗 す る

こ と を一 貫 した 政 策 と し て と っ て き た 。

こ う した 政 策 の 一 貫 と し て,'ま ず1960年 代 の 終 り に は,信 号 器 メ ー カ ー

で あ っ たCSEE社 と 軍 事 通 信 シ ス テ ム ・メーカー と し て 知 られ たSINTRA社 が 政

府 の 援 助 を 得 て,一 般 市 場 向 け の タ ー ミナ ル お よ び グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ

イ ・タ ー ミナ ル の 生 産 に 乗 り 出 す こ と に な っ た 。

ま た,1967年 か ら1968年 に か け て,MDSKey-to-tapeが 多 量 に

仏 国 内 に 導 入 さ れ 始 め た 時,プ ラ ン ・カ ル キ ュ ル は こ れ に 対 抗 す る た め に,通

信 制 御 装 置 メ ー カ ー で あ っ たSecre社 を 支 援 し てEdma1000シ リ ー ズ の

開 発 に 着 手 さ せ た。(最 初 の モ デ ル は1970年 に 発 表 さ れ た 。)ま た,

1969年 にViatronが 驚 く ほ ど 安 いSystem21イ ン テ リジ ェ ン ト ・キ ー

デ ィ ス プ レ イ ・ツ ウ ・カ セ ッ ト ・デ ー タ ・エ ン ト リー 装 置 を 持 っ て 仏 市 場 を 強

襲 し た時 に は,原 子 力 機 器 メ ー カ ー で あ っ たSEIN社 を 援 助 して,対 抗 製 品

Saisixの 開 発 に 乗 り出 さ せ た(1971年)。 ま た,1970年 代 に 入 っ て

マ ル チ ス テ ー シ ョ ン ・キ ー ・ツー ・デ ィ ス ク ・ シ ス テ ム が 市 場 に 現 わ れ 始 め た

時 に は,テ レ プ リ ン タ ー お よ び 産 業 デ ー タ 収 集 装 置 の メ ー カ ー と して 知 ら れ た

Sagem社 を 説 得 して 対 抗 製 品SEDの 開 発 に 着 手 さ せ た 。(こ れ は1972

に 発 表 さ れ た)

し か し,こ う し た 政 府 の 一 連 の 努 力 に も か か わ らず,そ の 成 果 は き わ め て か

た よ っ た結 果 と して 現 わ れ る こ と に な っ た。 即 ち 表 皿一22は,仏 産 業 省 の 調

べ に よ る最 近 の 国 内周 辺 装 置 市 場 の 統 計 を 示 し た もの で あ るが,リ ア ル ・タ イ

ム ・ミニ ・コ ン及 び タ ー ミナ ル を 除 け ば,市 場 の 大 半 は 輸 入 製 品 で 占 め られ て

い る こ とが わ か る 。 し か も,デ ー タ ・エ ン ト リー ・シ ス テ ム に つ い て 見 て み る

な ら ば,Secre社 もSEIN社 もSagem社 も1%以 下 の シ ェ ア を 占 め て い る

に 過 ぎ ず,13%の シ ェ ア の 大 部 分 は 米 国 製 のDatapointイ ン テ リジ ェ ン ト

タ ー ミナ ル の セ ー ル ス を 行 っ て い るMatra社 に よ っ て 占 め ら れ て い る の で あ

る(Matra社 は こ の ほ か に も 米 国 製GCS2100キ ー ・ツ ー ・デ ィ ス ク

■

ゼ

■
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●

をMatra430と し て ラ イ セ ンス 製 造 し て い る)ま た,事 務 用 小 型 コ ン ピ ュ

ー タ に つ い て み る な らば
,仏 の 誇 る 最 大 の"Peri"メ ー カ ーLogabax社 は,

わ ず か15%の シ ェ ア を 達 成 して い る に 過 ぎ な い 。(こ れ はNixdorfのVRC

の 売 上 げ か ら くる シ ェ ア よ り少 い)

し か し,少 く と も リア ル ・タ イ ム ・ ミ ニ コ ン及 び タ ー ミナ ル の 分 野 に 関 して

⑳

表 皿一22 仏 コ ンピ ュ ータ 周辺 産業 の 市場 規模

(74年 お よ び80年 予 測) (単 位100フ ラン)

総売上高
仏企業

売上高
仏輸 出額

仏 企 業 の

シ ェ ア

オ フ ィ ス お よび小 型 ビジ ネス ・
500 75 60 、そ

コ ン ピ ュ ー タ

リ ア ル タ イ ム ・ ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 450 200 93 45

タ ー ミ ナ ル 450 180 27 40

デ ー タ ・ エ ン ト リ イ ・ シ ス テ ム ズ 380 50 20 13

デ ィ ス ク,磁 気 テ ー プ,
450 80 一

18
1/0装 置

そ の 他 210 205 一 97

74年 売 上 げ 合 計 2,440 790 200 32

80年 消 極 的 予 測 8,450 3,850 1,500 45

売 上げ

予 測 積 極 的 予 測 8,450 5,900 2,300 80

成 長 率(74年 一80年) 246.3% 387-647 650-1100 40-150

は,プ ラ ン ・カ リキ ュル は大 きな成 果 を収 め た とい う ことが い え よ う。(こ の

分 野 に お け る国 内産 業 の シェア はそ れ ぞ れ45%お よ び40%と,他 の 分 野 を

か な り リー ドして い る。)特 に ミニ コ ンに 関す るシ ェ ア45%は,他 の 欧 州
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諸 国 の い ず れ も達 成 し得 な か っ た 値 で あ る。 ま た,仏 の ミニ ・コ ン産 業 が 歩 み

始 め て か ら ま だ7年 しか 経 過 して い な い と い う事 実 を 考 慮 す る と,こ れ は 正 に

称 賛 に 値 す る成 果 と い え よ う。

当 時 仏 で ミ ニ ・コ ンを 製 造 して い た メ ー カ ー と い え ば,CIIお よ びCom-

pagnieMorsの2社 に す ぎ な か っ た 。(す な わ ちCIIは 独 自の デ ザ イ ン に

よ る8ビ ッ ト ・マ シ ン10010お よ びSDSラ イ セ ン ス に よ る16ビ ・ッ ト ・

マ シ ン10020を 製 造 して い た 。 ま たCompagnieMorsは 電 力 オ ー トメ

ー シ ョ ン用 の20ビ ッ ト ・マ シー ンを 組 み 立 て て い た に 過 ぎ な い 。)

従 っ て.当 時 の 仏 の シ ス テ ム ・ハ ウ ス(例 え ばSESA)の 大 部 分 は,そ の

自 動 制 御 シ ス テ ム に 利 用 す る リア ル ・タ イ ム 用 ミ ニ ・コ ン を.も っ ぱ らDEC

IBM,Philipsと い っ た 外 国 メ ー カ ー に 求 め て い た 。 こ の 状 況 を 同 じ期 の

英 国 と 対 比 し て み る な らば,英 国 で は.既 に1968年 に は,・ElliottAuto-

mation,Marconi,EnglishElectric(1969年 にGECComput'ers

に 吸 収 さ れ た 。),Ferranti,plessey,C。mputerTechnology,

Digic・ と い っ た 国 内 メ ー カ ー が ミニ ・コ ンの 製 造 を 手 が け て い た 。 ま た こ の

2年 後 に はArcturusElectronics,MicroComputerSystems,Micro

Consultantの3社 が さ ら に 加 わ る こ と に な っ た 。

し か し,そ の 後7年 の 間 に,仏 の ミ ニ ・コ ン産 業 は プ ラ ン ・カ リキ ュ ル の 指

導 の 下 に 着 実 な 発 展 を と げ て い っ た 。 ま ず 第1の ス テ ッ プ と して,ミ ニ ・コ ン

を 必 要 と す る仏 の 主 要 な プ ロ モ ス 制 御 装 置 メ ー カ ー は,独 自 に ミニ ・コ ンを 製

造 す る力 を つ け るべ き で あ る と い う方 針 が 出 され,そ の た あ の 努 力 が 行 わ れ た 。

そ の 結 果.CGEお よ びThomson-CSFグ ル ー プ は,CIIの 主 要 な 株 主 で

あ る こ と か ら,そ の オ ー トメ ー シ ョ ン及 び コ ン トロー ル の 開 発 にCII製 の ミ

ニ ・コ ン を 使 う よ う に 要 請 さ れ た。 ま た1969年 に は,制 御 シ ス テ ム の 専 門

メ ー カ ー で あ っ たTelemechaniqueは,政 府 の 支 援 の も と にCompagnie

M・rs社 を 引 き 継 ぎ,産 業 用 制 御 ミニ ・コ ンT2000シ リ ー ズ の 開 発 を 始 め

た 。 ま た,医 療,原 子 力 関 係 の 制 御 装 置 メ ー カ ー と し て 知 ら れ たIntertech－
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■

nique社 も ミニ ・コ ンを 必 要 と す る メ ー カ ー の
、1つ で あ っ た 。 しか し,

Intertechnique社 の 場 合,適 当 な 国 内 ミニ コ ン ・メ ー カ ー が な か っ た た め

米 国Microdata社 か ら ヨーnッ パ におけ る製 造 権 を 得 る こ と に な った 。 そ の 結

果,1969年 に はMulti-8(Micro800お よ び1600に 基 い て い る),

1973年 に はMulti-20(Micro3200),197.4年 に はMulti・ ・4

ま た1975年 に は 小 型 ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ ーReality20と 次 々 に製

品 発 表 を行 っ て い っ た 。 ま た,1970年 に は こ れ ら の 仏 国 内 メ ー カ ー3社 に

オ ラ ンダ のPhilips社 を 加 え てOEM市 場 向 け の16ビ ッ ト ・ミニ コ ンP,

800Mシ リ ー ズ の 開 発 が 進 め られ る こ とに な っ た 。

しか し,Philipsが 参 加 して い る こ と か らP800Mの 売 り上 げ は こ こ で

取 り あ げ た 市 場 統 計 に は 計 数 さ れ て い な い 。 も し,こ れ も 考 慮 に入 れ れ ば そ の

シ ェ ア は45%よ り さ ら に大 き ぐな る こ と だ ろ う。

Philips社 の 参 加 の 如 何 に か か わ らず,仏 ミ ニ コ ン ・メ ー カ ー が こ れ だ け

の 国 内 市 場 を お さ え る こ と が で き た の は,各 メ ー カ ー が そ の オ ー トメ ー シ ョ ン

シ ス テ ム の 中 に 独 自 の ミニ コ ン を 取 り入 れ る と い う政 策 を 着 実 に 実 現 に 移 した

か らで あ る。 ま た,成 長 しつ つ あ るOEM市 場 及 び 通 信 市 場 に 目 を 付 け た こ と

も最 近 の 成 功 を 導 く一 つ の 要 因 と な っ て い る。Mic.rodata社 の デ ザ イ ン が

OEM市 場 向 け で あ る と い う こ と も あ っ て,3社 の 内 で はIntertechnique

が 最 も早 く こ の 市 場 に 参 入 し た 。 同 社 は,売 り上 げ,国 内 シ ェ ア とい う観 点 か

ら は,3社 の 内 曇 も低 い 位 置 に あ る が(国 内 シ ェ ア は7%),輸 出 に 関 し て は

常 に トッ プ の 座 に あ り.1974年 に は4,900万 フ ラ ンの 実 績 を あ げ た 。 ま た,

Ph'ilipsP800Mシ リ ー ズ も最 初 か らOEM市 場 向 け に 設 計 さ れ た も の で

あ っ た 。

CII及 びTelerneehanique社 も こ れ らの 例 に な ら っ て 、 そ れ ぞ れMitra

15(1971年),T1600(1972年)を 発 表 し た 。 両 マ シ ン は 共

に16ビ ッ ト ・マ シ ンで 価 格 、 サ イ ズ の 点 でDECPDP11シ リ ー ズ に 相

当 す る も の で あ る。 そ の1/0バ ス 構 造 及 び ス タ ー ン ダ ー ド ・イ ンタ ー フ ェ 一
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ス は 各 種 の 周 辺 装 置 と の 接 続 を 可 能 に す る もの で あ り、 ま た 各 種 ア プ リケ ー シ

ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ も提 供 さ れ て い る。

そ の 後 、1974年 に はTelemechanique社 は 、 そ の 製 品 の 幅 を 拡 大 す る 『

た め 西 独 の ミニ コ ン ・メ ー カ ーDietz.社 と マ ー ケ テ ィ ン グ 上 の 同 意 を 交 わ

し、Dietz-621(8ビ ッ ト ・マ シ ン)をT621の 名 称 でTeleme-

chanique社 の 製 品 系 列 に加 え た 。(一 方 、Dietz社 はT1600シ リ ー ズ

を 受 け 取 る こ と に な っ た 。)ま た 、CIIは 、 そ の 製 品 を 上 位 に 伸 ば し、1975

年6月 に ミデ ィ ・コ ン ピ ュ ー タ ーMitra125を 発 表 した 。(こ れ は、 欧 州 で

も初 め て の ミデ ィ ・コ ン ピ ュ ー タ ー で あ り、512KWメ モ リ を 提 供 し・て い

る 。)

仏 の ミニ コ ン ・メ ー カ ー がOEM市 場 に 非 常 に 敏 感 で あ る と い う こ と は、

1972年 にLSIマ イ クロプ ロセッサが 市 場 に 現 れ た 時 に 示 し た 実 に す ば や い

反 応 か ら も察 す る こ と が で き る。.

LSIチ ッ プ そ の も の に 関 して はs仏 は 他 の ヨー ロ ッ パ 諸 国 と 同 様 に 、 全 面

的 に 大 国 製 品 に依 存 し て い る。 しか し、LSIチ ッ プ を使 っ た ア プ リケ ー シ ョ

ン は か な り早 く か ら そ の 開 発 に 着 手 して い た 。 即 ち、Intel8008が 欧 州

市 場 に 最 初 に 現 わ れ て か ら9ケ 月 経 過 した 、1973年3月 に は、 仏 の シ

ス テ ム ・ハ ウ スR2Eは8008を 使 っ た8ビ ジ ト ・ミ ニ コ ンMieralを 発 表

し た 。 ま た 、 こ れ に 引 き 続 い てMicralG(lntel8008/1)お よ び

MicralS(lntel8080)も 発 表 し た 。 これ らの 製 品 の 生 産 が1頂 調 に 進

み 始 め る と 同 時 に 、R2Eは 、 そ の 輸 出 市 場 と して 米 国 を 選 び 、19'74年 シ

カ ゴ で 行 わ れ たNCC(NationalComputerConference)に 製 品 を展 示

し.以 後 順 調 に オ ー ダ ー を 獲 得 し て い る 。

ま た、 ミニ コ ン ・メ ー カ ー の い くつ か は 、LSIマ イ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ お よ

びMOS/ROMマ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ム ・イ ン ス トラ ク シ ョ ン セ ッ トを 使 っ た

ネイキッ ドマ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・ボ ー ドの 開 発 も進 め て い る。1974年 、

Philipsが い ち早 くP852M-900マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・ボ ー ドを
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発 表 した が 、 こ れ に 引 き 続 き、1975年4月 に は 、Telemechanique社 が

T1600の マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・ボ ー ド ・バ ー ジ ョ ン と してSolar

16-05を 発 表 した 。 ま た1975年9月 に はIntertechnique社 が

Muユti2を 発 表 した 。

仏 の ミニ コ ン ・メ ー カ ー が そ の 国 内 で 占 め る シ ェ ア の 多 くをOEM市 場 に 負

っ て い る の に 対 し、 タ ー ミ ナ ル ・メ ー カ ー は 、 そ の シ ェ ア の 大 半 を プ ラ グ ・コ

ンパ テ ィ ブ ル 市 場 に 負 っ て い る。1974年 の タ ー ミナ ル の 売 り上 げ の 中 で 最

大 の シ ェ ア を占 め て い る タ ー ミナ ル ・メ ー カ ー はCGEの 子 会 社 、CIT-

Transac社 で あ る。 同 社 は1972年 か らlncotermSPDイ ン テ リジ ェ

ン トVDUタ ー ミナ ル の ラ イ セ ン ス 製 造 を 行 っ て き て い る。 この 製 品 は
、IBM

お よ び そ の 他 の 米 国 、 欧 州 の 主 要 メ イ ンフ レ ー ム ・メ ー カ ー の イ ンタ ラク テ ィ

ブ ・デ ィ ス プ レ イお よ び リモ ー ト ・デ ー タ ー ・エ ン ト リー ・ター ミナル の エ ミュ

レ ー タ を備 え て い る。

ま た 、Transac24バ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル に も同 様 の エ ミ ュ レ ー タ が

組 み 込 ま れ て い る。CIT-Transac社 の1974年 度 の 売 り上 げ は9,000

万 フ ラ ンに 達 した 。 こ の 内7,200万 フ ラ ン は仏 国 内 市 場 で の 売 り 上 げ で こ れ は

シ ェ ア に して16%に あ た る。

CIT-Transac社 に 次 ぐ国 内 第2の ター ミナルメーカーはSintra社 で あ

る。Sintra社 は 、1972年 に はTeletypeコ ン パ テ ィ ブ ル なTTEシ リ ー

ズ を 、 ま た1973年 に はIBM3270コ ン パ テ ィ ブ ル なVMP32を 発 表

し て い る。1974年 の 同 社 の 売 り上 げ は3,300万 フ ラ ン を 計 上 した 。 これ は

国 内 市 場 の シ ェ ア に して7%に あ た る。

T-VT社 は 、 や は りIBM3270エ ミュ レーション が 可 能 なT-VT6000

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ル を 発 表 して い る。 同 社 の1974

年 の 売 り上 げ は2,900万 フ ラ ンで あ っ た。 こ れ は 国 内市 場 の6.5%シ ェ ア に 相

当 す る。 そ の 他CSEE社 も タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム 向 け の デ ィ ス プ レ イ ・タ ー

ミ ナ ル を 開 発 して い る。
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以 上 み て き た よ うに プ ラ ン ・カ リキ ュル によ る仏 政 府 の 周 辺 装 置 産業育 成 策

は少 くと も ミニ コ ン と ター ミナ ル の分 野 に関 して は大 き な成 果 をあ げて き た と

い え る。 とこ ろ で現 在 、 よ り積 極 的 な計 画 と してPlanperi実 施 が うわ ささ

れ て い る。 現在 は まだ 、 市 場 統 計 を 中心 と した資 料を検 討 して い る段 階 に あ り、

具 体 的 な 内容 は 明 らか に され て い ない よ うだ。

'この検討 資 料 の 中 に お い て
、6年 後 の1980年 の 市 場 の 予 測 に関 して2つ

の 異 った予 測 が な され て い る。1つ は、 消極 的見 積 りと して あ らゆ るタ イプの

周 辺 装 置 に関 して、 そ の 国 内市 場 の シェ アの将 来 値 を45%と 見 積 っ た もの で

あ る。 これ は国 内生 産 を 約5.5倍 高 め る こ とを意味 す る こ と に な る。 これ はお

そ ら く従 来 、 政府 が実 旋 して き た程 度 の 支援 を今 後 も続 けて い け ば達 成 され る

もの と思 われ る。 一 方 積 極 的 見 積 りで は、 これ を・80%と 見 積 って い る。 これ

は1974年 ～1980年 の 間 に国 内生 産 を約8倍 に 高 め る こ とが 必 要 で あ り、

これ まで以 上 に強 力 な政 府 の 支援 を必 要 す る こ とに な ろ う。 例 え ば ニ ュー ・モ

デル の 開発 、 必 要 なR&Dの 資 金 的 援 助 、設 備 投 資 の 資 金 的 援 助 等 が必 要 にな

るで あ ろ う。 しか し、 仏 政 府 は、 これ まで のCIIの 例 で もわ か るよ うに 、必

要 とす る と ころ に は助 成 金 を与 え る用意 が あ るこ とを示 して い る し、 ま た、

CII-HBの 合併 に よ りこれ までCIIに 向 け られ て い た助 成 金 が 次第 に削

られ る ことを考 慮 す る と 、 その 分 が 周辺 装 置 産業 に向 け られ る こ と も十 分 予想

され る。

亀

弓

(2)産 業 省 の 周辺 産 業 界 統 合計 画

仏 の 周辺 装 置 お よ び ミニ ・コ ン業 界 の 統合 計 画 は、75年9月 パ リで開 催 さ

れ た シコ ブ ・シ ョーの 席 上 、Micheld'Ornano産 業 相 が 明 らか に した もの。

同 計 画 に よ る と、 現 在32社 とい わ れ る仏O周 辺 装 置 あ るい は ミニ'コ ン ●メ

ー カ ー を、2～3の 強 力 な グル ー プ に再 編 しよ うとい うもの で、 国 産 業界 の 強

化 と米 国籍 メ ー カ ー な ど海 外 企 業 との競 争 力 増 強 をね らい と してい る。

産 業 省 の再 編 計 画 に対 して 、 仏 各 社 は大 半 が積 極 的 反 応 を示 した とい わ れ る

●
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が、 仏 政 府 は統 合 グ ル ープ に① 財 政 援助 ② 優先 買上 げ ③公 共 ア プ リケ ー シ ョン

に お け る買 上 げ機 関新 設 な どを 通 じてのサポー トを約 束 して お り、統 合 の実 現 性

は 局 レ㌔

統 合 計 画が実 現 す る場 合、核 とな る3社 と して はThomson,Thansac(CGEの 子

会社)、Logabaxが 有 力 視 され る。 こ こで注 目 され るの はThoms・nお よび

CGEはCIIの 旧大 手 株 主 で あ り、CIIとHoneywellBu11合 併 前 後 仏

政 府 の コ ンピ ュー タ政 策 を め ぐって こ とご と く対 立 して い た ことで あ る。 特 に

ThomsonはCIIの ツ ー ル ー ズ工 場 を 吸 収 す る 際 に
、 仏 政 府 に 多 額 の 助 成 金

を つ け る よ う要 求 し、CII・HBの 株 主 に 納 ま っ たCGEへ の 対 抗 上 、 周 辺

/ミ ニ ・コ ン分 野 の 主 導 権 を 握 ろ う と して い る。 この 両 社 の 対 立 感 情 は 、 勢 力

拡 充 の た め の 合 併 を 促 進 し、 統 合 計 画 の 推 進 に 大 い に プ ラ ス と な る可 能 性 が 大

き い 。 実 際Thomsonは 有 力 ミニ ・コ ン ・メ ー カ ーTelemechaniqueと の 合

併 を い ち早 く具 体 化 した し、CGEは タ ー ミナ ル シ ス テ ム ・メ ー カ ーSintra

の 株 式 取 得 に 着 手 した 。 さ ら にTh・ms・nの 場 合 、 子 会 社SAMMを 通 じ航 空

ア プ リケ ー シ ョ ンを 得 意 と す るECAAutomation社 お よ び米 大 手 ソ フ ト

ウ ェア 会 社CSC子 会 社CSIF(C・mputer'S・eiencesInternati・nal

France)の 株 式 を 各 々66%、75%買 収 す る こ と で 合 意 を み て い る
。

LOgabaxは 仏 の 代 表 的 ミニ ・コ ン ・メ ー カ ー だ が,同 社 の 統 合 案 に 対 す る

態 度 は 他 の 企 業 と 若 干 様 相 を 異 に して い る。 す な わ ち統 合 そ の も の に は 反 対 し

な い が,Thomsomあ る い はCGEの 傘 下 に 入 る こ と は 望 ま な い とい う もの で
,

第3グ ル ー プ の 核 と し て の 位 置 を 要 求 して い る。dSOrnano産 業 相 が 「2グ

ル ー プ に 再 編 」 と い う こ と を 明 示 せ ず に
,2な い し3グ ル ー プ と 言 っ た 裏 に は,

お そ ら くLOgabaxを 背 景 に し た 第3グ ル ー プ 結 成 の 可 能 性 を 読 ん で の こ と と

見 ら れ る。Matra社 もLogabaxと 同 様 の 見 解 を と っ て い る と み られ る が .

R2EやM2Sな ど は あ くま で 独 立 路 線 を 望 ん で お り ,統 合 計 画 に は 消 極 的 態

度 を と っ て い る。

30数 社 を ま き こ ん だ 仏 産 業 省 の 統 合 計 画 が 最 終 的 に ど うい う形 で 収 束 す る
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か は分 らない が,Thomson,CGEと い う2大 勢 力 が具 体 的行 動 を開 始 した

以 上,他 の 企 業 が バ ス に乗 り遅 れ ま い とす る こ とは必 至 で あ り,近 い将 来 に結

論 が 出 る もの と思 われ る。

表 皿一23:仏 の有 力 周辺 装 置 お よ び ミニ コ ン ・メ ー カー

と主 力 製 品

(注)*印 は74年 以 降発 表 の新 製 品

企 業 名 主 力 製 品

CII(ミ ニコ ン 部 門)

Intertechnique

ノ ノ
Telemechanique

Mitra15

Mitra125*

M'ulti2*(マ イクロ ・コンピュータ)

Multi4*

Multi6*

R6alite-20*

T・1600(ミ ニコ ン)

Solar16//05*

Logabax 4300(オ フィス・コンピニータ)

4400

4500*

LX180フ 『リンタ

CMqFrance CMC60
'

Matra CGSキ ー ・ッー ・ディスク ・システム

Data『Point2200(販 売)

●

R2E MicralS(マ イクロ ・コンピュ ータ)

MicralM*

M2S オフィス ・コンピュータ,マ イクロ ・コ ンピュータ
'

Sintra タ ーミナル ・システム

Ordoproce8seur8 イ ンテ リジェン ト・タ ーミカ レ
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3.

全

西

般 的 動

独

向

(1)市 場 動 向 お よび メ ー カー 別 シ ェア

西 独 は,政 治 的 に も,経 済 的 に もま た文 化 的 に も分 散 化 され た連 邦 政府 の形

態 を と ってい る が,こ れ は産業 形 態 お よび そのEDPフ ァ シ リテ ィー に対 して

も大 きな影 響 を与 え て い る。 即 ち,西 独の 企業 は,他 の 欧 州 諸 国,仏,英 国 な

ど と比 較 す る と,よ り多 くの地 点 でEDPフ ァシ リテ ィー を運 営 す る傾 向 に あ

り,ま た,比 較 的 小 型 の シス テ ムを複 数 台 利用 す る傾 向 が 強 い。 例 え ば,中 小

規 模 の ユ ー ザ ーの 場 合,Nixdorf,Philips,Kienzleな どのVRCを3

台 また は4台 利 用 す る とい った傾 向 が圧 倒 的 で あ る。 一 方 英,仏 な どで は,こ

う した ユ ーザ ー はIBM3/15,ICL2903ま た はHB61/60ク ラ

ス の マ シー ンを1台 使 う とい うの が普通 で あ る。 ま た.大 企 業 に つ いて み ると

IBM370/158ま た はUnivac1108ク ラ スの シス テ ム を1台 導入 す

る代 わ りに,IBM360/40,370/125・370/135 ・Siemens

4004/45ク ラ スの シス テ ムを複 数 台使 うとい う傾 向 が西 独 で は よ り一 般

的 に な って い る。 同様 に,処 理能 力 ア ップ を計 る場合 に も,上 位 機種 と置 き換

え るこ とはせ ず に,従 来 の構 成 に,同 程度 の処 理 能 力 を もっ た コ ンピ ュー タ を

追 加 す る とい っ た アプ ロ ー チが と られ て い る。 西 独 は全 体 の コ ンピ ュー タ設 置

台 数 に お いて,英,仏 を は るか に リー ドして い る に もかか わ らず,大 型 機 の設

置 台数 が比 較的 低 い とい うの も,こ う した事 情 が背 景 にな って い るか らであ ろう。

現 在,西 独の 中小 型 シス テ ム市 場 は,IBM,Siemens,Univacの3つ

の メイ ンフ レー ム ・メー カ ー に よ って支 配 されて い るが,こ れ らの メーカ ー の

提 供 す る中小 型 機 は,ア セ ンブ ラー ・レベルで の 互 換性 が保 障 され てい る。

IBMは 西独 市 場 で60%の 市 場 シ ェアを握 って い る。 またSiemensは,
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1965年 以 来 のRCASpectra70に 基 くIBM360コ ンパ テ ィ ブ ル な

シ ス テ ム4004の 販 売 お よ び 最 近 のIBM370コ ン パ テ ィ ブ ル なUnidata

7000シ リ ー ズ の 販 売 に よ って,1973年 に は そ の 市 場 シ ェ ア を 約15%

に ま で 伸 ば し た 。(19'65年 に は5%で あ っ た)。Univacは,西 独 の パ ン

チ ・カ ー ド製 表 機 市 場 に お い て,Remingt・nRandの25%シ ェ ア を受 け 継

ぎ,小 規 模 ユ ー ザ ー 向 け にSS80,'SS90お よ び1050シ リ ー ズ を提 供

して き た が,こ の 数 年 間 に そ の シ ェ ア の 半 分 を失 う こ と に な っ た。 し か し

1966年 以 来,IBM360ア セ ン ブ ラ ー ・コ ンパ テ ィ ブ ル な9000シ リ

ー ズ を 提 供 して き て'お り
.ま た 最 近 で は,シ リー ズ90の 発 表 も行 っ て い る。

こ の よ う に して,IBM,Siemens,Univacの3社 は,IBM標 準 に か な っ

た 製 品 を 求 め る西 独 メ イ ン フ レー ム 市 場 に お い て,激 し く競 合 す る こ と に な り

西 独 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 を,欧 州 に お け る最 も活 気 あ る 場 と し た。

これ は 西 独 政 府 に と っ て,む し ろ 歓 迎 す べ き事 態 で も あ っ た。 とい うの は,

西 独 の 場 合 英 国 や 仏 と違 っ て,特 定 の 国 内 産 業,つ ま りSiemensを 過 保 護 す

る と い う こ ど は,EDP産 業 の 育 成 に 決 して 好 ま しい こ とで は な い と考 え て い

る か らで あ る。(こ の 点 に つ い て は西 独 政 府 が,民 間 の 分 野 よ'り も む し ろ高 い

比 率 でIBM製 品 を 利 用 して い る こ と か ら も明 ら か で あ る 。)し か し,西 独 政

府 は,プ ロ グ ラ ム の 交 換 コ ス トさ え 問 題 に な らな け れ ば,Siemensの 製 品 を

使 う こ と を 望 ん で い る し,ま たSieme'nsの 製 品 開 発 に 関 し て,R&Dに 必 要

な 資 金 援 助 も与 え て い る○

西 独 メ イ ン フ レ ー ム 市 場 で 成 功 を収 め る た め に は,IBM標 準 に か な っ た 製

品 を提 供 す る と い う こ ど が 重 要 な 条 件 と な る よ う だ 。 例 え ば,IBM370/

158,IBM370/168に 対 抗 し て,CDC,CYBERやUnivac

1100が 西 独 市 場 に 現 わ れ た 時 に,仏 や 英 国 や ス カ ンジ ナ ビ ア に お け る よ う

な成 功 を 収 め 得 な か っ た の は,こ の よ うな 条 件 を 満 た して い な か っ た こ と か ら

き て い る。 ま た,Nixdorf900,TelefunkenTR440が 成 功 を 収 め る

こ とが で き な か っ た の も,ア セ ン ブ ラ ー ・レ ベ ル で のIBMと の 互 換 性 が 満
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足 さ れ て い な か っ た と い う こ と か ら き て い る。 さ ら に.西 独 政 府 が,Tele-

funkenComputerGmbHのTR550の 開 発 に 関 して.1972～1974年

に わ た っ てR&D資 金 援 助 を 与 え た 時 に も,TR550を'IBM370お よ び

Unidata7000シ リ ー ズ と 互 換 性 を 持 た せ る とい う こ と を 条 件 と して 課 し'

て い る。

さ て 西 独 のEDP関 係 の 輸 入 高 を み る と,米 国 製 品 へ の 依 存 が 大 き くな っ て

い る 傾 向 が あ る。 米 国 商 務 省 に よ る と,74年 のEDP輸 入 高 は18億4,000

万 ドル で,73年 の18億2.000万 ド ル か らわ ず か しか 伸 び な か っ た が,米

図9-29':西 独 に お け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア(74年 末)

台 数別 シ ェア 金 額別 シ ェア

(単 位 百万 マ ル ク)

Philipsそ の 他

Ph、lipsg4(05%)74(2A%)

129(1.O%)

*CGK

72(O
CDC65(O:ra

59(05%)

し　ら　

ノ93%)

CR275(2

他

(10A%)

./

=
*CGK
674(3

BurroughCDC3601

(O.6%)

19.252

百万噺汐

*Computergese日schaftKonstanz

(旧 丁・1・f・ ・k・ ・C・mp・t・ ・AG)(Si・m・n、 調 べ)

国 製 の コ ンピ ュー タ/周 辺 装置 は前 年 比20%増 とな り,1億9,250万 ドル

に達 した。75年 上 半 期 に は さ らに6.5%増 とな ったが,こ れ は主 に,周 辺 装

置 とカル キ ュ レー タに対 す る需 要 増 に よ る もの で あ った。 西 独EDP市 場 に お

け る56.7%は,米 国 や その他 の 諸 国 か らの 輸入 装 置 で 占 め られ て お り.こ れ

は73年 の52.5%よ り大 き くな って い る。
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(2)政 府 政 策 お よび 政 府 市 場

西 独 に は英,仏 に お け るICLやCIIの よ うな国 策 コ ンピ ュー タ ・メー カ

ー はな い が ,情 報 処 理 振 興 計 画 の 名 の もとに 国 産業 界 の強 化 と利用 技 術 の高 度

化 を進 め てい る。 同計 画 は70年 一75年 にか け て第2次 フ。ロ ジ ェク トが実 施

さ れ.76年 以 降 も援 助 は続 行 され る。 特 にUnidata崩 壊 後 のSiemensに

は,こ れ まで以 上 の 肩 入 れ も予想 され る。

メ イ ンフ レー ム分 野 の 国 産業 界 強 化 に は,西 独 政 府 もか な りの力 を入 れ て き

た。 大 型 機強 化 を 目標 と したAEGTelefunkenとSiemensの 縁組 み に失

敗 す ると',Nixdorfの マ ーケ テ ィ ング カ に 目 をつ けて,合 弁 会 社Tele-

funkenC・mputerAGを 発足 させ た。 ま た合 同 弁 会社 が 赤字 の ま まに つぶ

れ る と,Siemensを 説 得 して 持 参金 をつ けて これ を 吸収 させ た。 今 後 と もメ

イ ン フ レー ム へ はて こ入 れ を続行 す る こ とは確 実 視 され るが 、 英仏 と くらべ た

場 合 、特 に小 型 周辺 装 置 と ソ フ トウエ ア な どサ ー ビス分 野 で どん な施 策 を打 ち

出 して くるか 注 目 され る。

図 皿一30西 独 政 府 の コ ンピュ ータ設 置 ベ ー ス推 移(70年 ～74年)

◆

ω(1)台 数 (2)金 額(単 位100万 ドル)

イ
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ρ

(Quantum調 べ)
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図 皿一31:西 独 政 府 に お け る機 関別 コ ンピュ ー タ利用 状 況

(1)台 数

公 共機 関

560

(47.1%)

峡
認

運 輸 省

PTT

270(22.7%)

国 防 省

297

(25%)

(2)金 額

計7億8,300万 ドル計1ユ90台

(Quantum調 べ)

情 報 処 理 振 興 計 画 に 基 づ く助 成 金 は 、74年 に 総 額4憶200万 マ ル ク 、

75年 に4億5,000万 マ ル ク に 達 し、 そ の 大 半 は国 産 メ ー カ ー に 対 す る シ ス
テ

テ ム開発 費 とア プ リケ ー'シ ョ ン開 発 に充 当 され た。

75年 で注 目 され た大 規 模 ア プ リケ ー シ ョ ンと して は、 西 独政 府 の連 邦 航 空

海 事 サ ー ビス局(BFS)が 発 注 した航空路 管 制 システ ム が あ る。 同 システ ム

は80年 代 の稼 動 をめ ざ した もの で、 米大 手 ソフ トウェ ア会 社CSCの 西 独

子 会 社C・mputerScienceslntenati・nalDeutschlandGmbHが 約200

万 ドルで 受注 して い る。 この 外 で は西 独 科学 技 術 省 の全 国 規 模 データ ・バ ンク ・

ネ ッ トワー ク構 想 が あ る。 これ は1億6240万 ドル とい う莫 大 な金 を投 じ る

ピ ック ・プ ロ ジェ ク トで 、 出版 物 や論 文 な どの 内容 を網 羅 し、 統 一 イ ンデ ック

ス に よ って そ れ を検 索 す るた め の もの 。 す で に幾 つ か のデ ー タ・バ ンク は、1個々

に 設 立 されて い る。

さて 西独 政 府 の コ ンピ ュー タ保 有 台 数 は、74年1月 の 時点 で1,190台 に
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達 した(金 額 ベ ー ス で は7億8,300万 ドル)。 図 皿一30は 政 府 にお け る設

置 ベ ー スの 推 移 を ま とめ た もの で あ る。 機 関 別 で は中央 政 府 機 関 が63台 で、

運 輸 お よ び通 信 関 係 が270台 、 また特 に多 い の は公共 機 関 で560台 と な っ

て い る(図 皿一31)、 また メ ーカ ー 別 の シェ ア を み る と、IBMが 圧 倒 的 に

強 く台 数 、 金 額 相 方 で60%の シ ェア を持 って い る。 これ は英 仏 両 国 で、 この

分野 で は国 産 メー カ ー が優位 を保 って い るの と くらべ、極 めて 印象 的 で あ り、

西 独 コ ンピ ュー タ 産業 の特 徴 が如 実 に示 され て い る(表 皿一24)。

弓

義 血一24 西 独政 府 に お け る メー カ ー別 シェア (74年1月)

台 数 比 金 額 比

台 数 シェア(%)
1

金 額 こ100万 ドル)シェア(%)

IBM 714 60 469.8 60

Siemens 143 12 117.5 15

Honeywell 131 11 78.3 10

Univac』 71 6 54.8 7

NCR 24 2 7.8 1

AEGTelefunken 12 1 23.5 3

そ の 他 95 8 31.3 4

合 計 1,190 100 783.0 100

怜
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Siemens(DataSystemsGroup)の 動 向

1975年 にSiemensの コ ン ピ ュ ー タ事 業 は,欧 州 コ ン ピ ュ ー タ業 界 再 編

成 の あ お り を ま と も に 受 け た 。 同 社 は73年 以 来,仏CIIお よ び オ ラ ン ダ の

Philips3社 と,欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 連 合Unidataを 結 成 し て い た が,CII

とHoneywellBullの 合 併 さ ら にPhilipsの 離 脱 で,Unidata路 線 が 崩

壊,Siemensが 自 然 に 欧 州 統 一 シ リー ズ7000シ リ ー ズ を 引 受 け る 形 に な

っ たo

Unidataの 崩 壊 で 最 大 の 打 撃 を 受 け た の は,お そ ら くSiemensで あ ろ う。

CIIは 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー と して は先 陣 を 切 っ て 米 国 籍 メ ー カ ー と

の 合 併 に 踏 み 切 っ た し,Philipsも 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ事 業 を 手 離 す と い う決

断 を 下 し た。Siemensと し て は 取 り残 さ れ た 形 に な っ た訳 で,今 後 コ ン ピ ュ

ー タ ・メ ー カ ー と し て 生 き点 る 道 を 模 索 せ ざ る を 得 な くな っ た
。

そ の 方 策 と して 手 取 り早 い 解 決 策 は,他 社 と の 提 携/合 併 弍 事 実Unidata

壊 滅 後,英 国 のICLやUnivacと 話 し合 い を 持 っ た と も伝 え ら れ る。 し か し

Siemensは,長 期 的 に 見 た 場 合 大 き な メ リ ッ トは な い と判 断 し た も よ うで,

一 応 独 立 路 線 を 打 ち 出 し た
。

PhilipsがUnidataを 離 脱 し た 後,Siemensの デ ー タ ・シ ス テ ム 担 当

重 役 は,今 後 の 経 営 方 針 と して 次 の4点 を 明 ら か に し た 。i

①Philipsに か わ る新 しいパ ー トナ ー を探 す こ とは ない。

②Univac,ICLな ど と捏 揚 の 可能 性 を話 し合 った が,単 な る 「セ ー ル

ス ・エ ー ジ ェ ン ト」 と しての 提 携 で は満 足 で きず結 局 話 し合 い は物 別 れ

に終 っ た。

③Unidataに か わ る他 の メ ー カー との協 力 形 態 と して は,部 品 供 給 契 約

や他 社 製 装 置の ライセ ンス生 産 な どが考 え られ る。

④ コ ンピ ュ ー タ事 業 は赤字 を続 けて い るが5年 以 内 に は黒 字 転 換 したい 。

Siemensの 今 後 の 戦 略 で も うひ とつ注 目 され て い る点 は,Unidataで 完
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成 し な か っ た7000シ リ ー ズの 大 型 機 種 開 発 で あ る。7000シ リ ー ズ は

IBM370の 対 坑 機 種 と して,Unidata3社 が 分 担 方 式 で 開 発 し て い た も

の で,370の 下 位 モ デ ル115対 抗 の7.720(Philips担 当)か ら ・中

型 モ デ ル145対 抗 の7.750ま で は 整 備 さ れ て い る(表 皿一・25)。 モ デ ル

158お よ び168に ぶ つ け る対 抗 機 種 だ が,Unidata路 線 当 時 はCIIの

IRIS80が ベ ー ス に な る予 定 で あ っ た 。
■

表 皿一25 IBM370とUnidata7000シ リ ー ズ競 合 状 況

IBM370'

370/168

370/158

370/145

370/135

370/125

370/115

Unidata7000

7.770(?)

7.760(?)

(7.755)

7.750

7.740

7。730

7.720

(Siemens)

(Siemens)

(Siemens)

(Philips)

7000シ リ ー ズ 大 型 機 が,Siemensか ら い つ ど の よ うな 形 で 発 表 され る

か は 明 ら か に な っ て い な い が,Siemens側 と して はIBM370対 抗 は あ く

ま で7000シ リ ー ズ を ベ ー ス に し よ う と考 え て い る と み ら れ,近 く何 らか の

動 き が 出 て く る こ と は 必 至 で あ る。75年12月 にSiemensは,370/

158と の 競 合 機 と して,7.755と い うニ ュ ー ・モ デ ル を 打 ち 出 し た が,こ

れ はUnidataで 担 当 し た7.750の グ レ ー ド ・ア ッ プ ・モ デ ル で 本 命 対 抗 機 へ

の つ な ぎ と も受 取 れ る 。

さ てSiemensは,コ ン ピ ュ ー タ事 業 で は 他 社 と積 極 的 に 提 携 関 係 を推 進 し

て き た が,何 れ も不 運 な 結 果 に 終 っ て い る。 米 国 のRCAと は,RCAが コ ン

ピ ュ ー タ 事 業 か ら撤 退 し て 取 残 さ れ,Unidataで も 結 局 同 じ よ うな 目 に あ っ
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た。 この 間 には赤 字 の まま 崩壊 した西 独 企 業 同士 の合 併会 社,Telefunken

ComputerAGを 引受 け させ られ て もい る。 この辺 の事情 を考 慮 す る と,

Siemensは 今 後 独 自路 線 を貫 ぬ くの で は ない か とい う見 方 も成立 つ。 しか し

仏 に 出現 したCII・HoneywellBu11と い う強大 な メ ー カー や ニ ュ ー レイ

ン ジ2900の 好 調 さが伝 え られ る英 国のICLな ど,欧 州 だけ で も強 敵 が ひ

か えて お り,Siemensが ど うい う方 向 を打 ち出 して くるか興味 深 い。

またSiemensは,前 述 した基 本 方 針 に もあ るよ うに,今 後早 急 にパ ー トナ

ー を探 す こ とは な い とみ られ るが
,も し競 争 力 増 強 の た め に提 携 を結 ぶ とす れ

ば,あ る方 向 に沿 った 幾 つ かの 候 補 が あげ られ る。基 本 的 方 向 と して は一

① プ ログ ラム に関 してIBM360/370と の互 換性 を保 つ こ と

②Siemensが 今 後 と もメイ ンフ レー ム の生 産 を続 けて い くこ と

③ 合 併 事 業 に おい て は,Siemensが 支 配 権 を握 るこ と

以上3点 に 同意 す る相手 で あ れ ば,協 力 関 係 を結ぶ 可能 性 が あ る と考 え られ る。

以上 の方 針 は,富 士 通 日立 の す べ て の製 品 レ ンジ に関 す る基本 的方 針 と も

一 致 して お り
.ま た,Univacの 中小 型 機 分 野 の 開発 方 針 と もよ く一 致 してい

る。 ま た,CIIと の従 来 の 関 わ り合 い か ら,CII-HBと の提 携 問題 が ま

ず 初 め に検 討 され る もの と思 わ れ るが,こ の 場合CII－ 且Bは,少 くと も,

Leve164メ イ ンフ レー ム のIBM370コ ンパ テ ィ ビ リテ ィ に関 して 同

意 す る こ とが 求 め られ るだ ろ う。 大 型 機の 分 野 に関 して は,そ の西 独 市場におけ

る設 置 ベ ー スを拡 大 す る目的 か ら,IBMコ ンパ テ ィブ ル でな い製 品,例 え ば

HoneywellLevel66ま た はUnivac1100シ リー ズ とhっ た製 品 の マ

ー ケ テ ィ ング に関 して 同意 す る可能 性 は十 分 に考 え られ る
。 しか し,中 小 型

機 分 野 に於 て は,こ うした妥 協 は まず 有得 な い で あ ろ う。

ICL2900シ リー ズ は,バ イ ト ・オ リエ ンテ ィ ド,32ビ ッ ト ・ワー ド

・ オ リ エ ン テ ィ ド と い う 点 に お い て
.HoneywellLeve166ま た はUniyac

1100シ リ ー ズ よ り も は る か に,IBM370と コ ンパ テ ィ ブ ル で あ る と い

え る。 し か しUnivacシ リ ー ズ90,富 士 通 一 日立M190等 が ア セ ンブ ラ
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一 ・ レベ ル ま で の 互 換 性 を 満 た して い る の に 対 し,2900シ リ ー ズ は,こ れ

を 満 た し て い な い 。 ま た,ICLは,UnivacやHoneywe11と 違 っ て 西 独 市

場において設 置 ベ ー ス ・シ ェ ア を 余 り持 っ て い な い か ら,こ の 点 に おいてもパー ト

ナ ー と し て の 魅 力 に 欠 け る わ け で あ る。 こ の よ う に 考 え る と恐 ら く,ICLが 、

中 小 型 の7000シ リー ズ を英 国 に 輸 入 して,そ の 代 わ りにSiemensが 中 大

型 の2900シ リ ー ズ を 輸 入 す る と い う こ と.に 同 意 しな い 限 り,両 者 の 協:力 の

可 能 性 は 非 常 に うす い で あ ろ う。

●

9

73/74年 に お け るSi。mensの 業 績

図 皿一32はSiemensの 組 織 図 だ が,コ ン ピ ュ ー タ はデ ー タ ・シ ス テ ム ズ

事 業 部 が 担 当 して い る。

図 皿一32:Siemens組 織 図
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同社 は 総合 電 気/電 子 機 器 メー

カ ー と して,74年 には売 上 げ

高 ラ ンクで世 界21位,電 気 部

門 で は7位 どい う巨大 企 業 で あ

る。 しか しコ ン ピュ ータ事 業 に

関 して は依 然 赤 字 を続 けて お り,

同社 幹 部 に よ ると75年 初 頭 で

7,000万 ドルの欠 損 と もい わ

れ る。

1973/74会 計年 度 にお け

るSiemensの 売 上 高 は.全 事

業 部 を合 わ せて172億2,600

万 独 マ ル クで あ った。 売 上 の60

%は,西 独 市 場 で達 成 され た も

の で あ り,25%は.他 の 欧 州

諸 国,ま た残 りの15%は,欧

州以 外 の諸 外 国 との取 引 か ら達

成 され た もの で あ る。

Siemensは,全 部 で6つ の

独 立 した事業 部 か らな り,各 事

業 部 はR&Dお よ び一 部 の生 産

設 備 を共 有 して い る こ とを 除 け

ば.全 く独立 して 活 動 を行 って

い る。 この 中で も,最 大 の事 業

部 は,電 力 事 業 部 で あ る。 電 力

図 皿一33

10

90

80

70

60

50

0

0

0

0

0

4

3

2

1

1

Siemens事 業 部 門 別

売 上 状 況1973/1974
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図 皿一34:Siemensの 売 上 高 推 移

《戦立10億 マルク)

6a■6969/707a■717V727Y7373■74乗

【==1受 注 領 咤≡2≡=ハ売 ヒ高

ぷ9月 決算,な お75年 上半期の売上高は

2億3100万 マルク
5年3月 終了),86億 マルク.純 益は

事 業 部 は,西 独 の発 電,配 電 関 係 の オ ー ダー の約2/3を 分 担 して お り,そ の

売 上 げ は,Siemens全 体 の売 上 げ の約30%を 占め て い る。
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EDPに 直 接 関 係 の あ る 事 業 部 は,通 信 事 業 部 お よ びデ ー タ ・シス テム事

業 部 で あ る。通 信 事 業 部 は.西 独 で は最 大 の電 話 通信 設 備 の供 給 者 で あ り,西

独 郵政 省 お よ び民 間 ユ ー ザ ー に,電 話 器,テ レッ クス 交 換器,ケ ー ブ ル,ハ ン

ド ・セ ッ ト等 を供 給 してL・'S'る。1973/74年 度 の 同事 業 部 の売 上 げ は,⇔

Siemens全 体 の売 上 げ の約21%を 占 めて い る。'

デ ー タ ・シス テ ム事 業 部 は,DPシ ヌテ ム 〈 シス テ ム4044,Unidata

7000シ リー ズ等),通 信 プ ロ セ ッサ,各 種 の タ ー ミナル,テ レプ リンタ

等 の生 産 に あ た って い る。 ま た,こ れ 以外 に も,信 号 設 備,コ ン ピ ュー タ ・コ

ン トロー ル に よ る交 通制 御 シス テ ム等 の 開発 も行 って お り,西 独 お よ び諸外 国

の都 市 に供給 して い る。 同事 業 部 の 売 上 げは,Siemens全 体 の売 上 げ の約13

%を 占 めて い る。

残 りの3つ の事 業 部 は,電 気 設 備 事 業 部 の メ『デ ィカル ・エ レク トロ ニ クス事

業 部 お よ び部 品機 器 事 業 部 で,そ の 売 上 げ は,Siemens全 体 の売 上 げの そ れ

ぞ れ14%,8%,7%を 占 めて い る。

句

NixdorfComputerAGの 動 向

1975年 のNixdorfは 欧 州 コ ン ピ ュ ー タ 業 界 再 編 の 表 面 に は 現 れ ず,深

く潜 行 して い た 感 が あ る。 同 社 の ハ イ ン ッ ・ニ ク ス ドル フ会 長 は.欧 州 さ らに

は 世 界 規 模 で の 再 編 提 唱 論 者 で,事 実71年 のDatelGmbHへ の 参 加

(Siemens,AEGTelefu五ken,西 独PostOfficeと の 合 弁),72年 の

TelefunkenComputerAG(AEGTelefunkenと の 合 弁),Unidata

へ の 接 近,米 国VicterComptometerの コ ン ピ ュ ー タ 部 門 買 収.Amdahl株

式 の15%買 収,ICLへ の 接 近.'米 国Entrex社 か ら キ ー ・ッ ー ・デ ィ ス ク

シ ス テ ム の 生 産 権 を 買 収,75年2月StandardComputerKomponenten

GmbH(通 称Stack:CDC,Plesseyと の 合 弁)と 華 々 し い 提 携 活 動 を 展 開 し

て き た 。

し か しSiemens同 様Nixdorfの 場 合 も,現 在 の と こ ろ他 社 との 提 携 連 合
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は 大 きな メ リ ッ トに な っ て い な い 。DatelGmbHか ら の 離 脱
,Telefunken

ComputerAGのSiemensへ の 身 売 り と失 敗 し た 後 ,注 目 さ れ た 英 国ICL

へ の 接 近 は ,ICL2903と の 競 合 機 種 開 発 に よ っ て 暗 礁 に 乗 り あ げ た 感 が

強 い 。

ICLとNixdorfは,Siemens/CII/PhilipsがUnidataを 結 成 し

た 直 後 か ら,残 さ れ た 欧 州 メ ー カ ー と して,Unidataに 並 ぶ 第2グ ル ー プ を

作 る の で は な い か と 見 ら れ た。ECも 将 来 の 大 同 団 結 を 前 提 に し た ニ グ ル ー プ

構 想 を 歓 迎 す る意 向 だ っ た。ICL筋 に よ る と1973年 に,Nixdorfが 西

独 でICL2903を 販 売 す る可 能 性 に つ い て の 話 し合 い が 数 回 に わ た っ て 持

た れ た が,結 局 立 ち 消 え に な っ た 。 従 ってICLの 大 型 モ デ ル2970と

2980に 関 す るマ ー ケ テ ィ ン グ ・タ イ ア ッ プもあ り得 な い と い う こ と に な

る。 一 方 ・
.H・ ニ クス ドルフ 自身 は,ICLの 話 に な る と 口 を 固 く閉 じ る 傾 向 が 強

く な っ て き た 反 面,ICLと は 話 し合 い を 続 行 中 で あ る こ と,ま たICLニ ュ

ー ・ レイ ン ジの 販 売 を 引 受 け る可 能 性 は 残 さ れ て い る こ と を ほ の め か して い る
。

こ の1年 間,部 品 の 標 準 化 機 関 と してCDC,PlessyとStackを 設 立 し た

以 外,再 編 の 表 面 に 出 て こ な か っ たNixd・rfが.今 後 ど うい う動 き を 見 せ る か

注 目 され る。

IBMシ ステ ム32と の 競合

1975年 の ハ ノ ーバ ー見 本

市 で,IBMが シス テ ム32を

展 示 した こ とに よ り,西 独 市場

に対 す るIBMの 小 型機 戦 略 が

明 確 に示 され た。 つ ま り この市

場 に おhて は,Nixdorfが30

%の シ ェア を占 めて い るの に対

し,IBMは わず か5%の シェ

図 皿一35Nixdorf売 上 高 推 移

単 位百万マルク

600

…/
396/

34t/

'1970'71

-295一

'72 '73'74



ア しか な く,ハ ノ ー バ ー 見 本 市

はNixdorfへ の 挑 戦 を は っ き

り打 ち 出 した も の と考 え ら・れ る。

IBMの 小 型 コ ン ピ ュ ー タ 分 野

進 出 は,西 独 の 小 型 機 業 界 に シ

ョ ッ ク を 与 え て お り,同 業 界 で

は 政 府 の 直 接 的 あ る い は 間 接 助

成 を 要 求 して,科 学 省 と話 し合

い を持 つ 意 向 で あ る。

西 独 国 内 市 場 で はIBMの 挑

戦 を 受 け たNixdorfは,逆 に

米 国 市 場 で の 売 り込 み に力 を 入

れ て い る。Nixdorfの 米 国 進

出 はVictorComptometer

Corp.と の 販 売 代 理 契 約 に よ っ

て 開 始 さ れ た が,73年11月

にVictorの コ ン ピ ュ ー タ事 業

を 買 収 してNixdorfComputer

Inc.(シ カ ゴ)を 設 立,直 売

方 式 に よ る本 格 的 米 進 出 を実 現

した 。 こ う して,Victorと の

代 理 契 約 で は4年 間 に1,000

台 し か 売 れ な か っ た もの を,直

売 方 式 で は2年 半 で2,000台

販 売 し,累 計3.000の カ ス ト

マ ー ・ベ ー ス を 確 立 し た 。 「米

市 場 で 成 功 して い る唯 一 の 海 外

図ll-36Nixdorf利 益 推 移

単位百万マルク
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コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー」 とい

わ れ る所 以 で あ る。

Nixdorfは 米 国 市 場 で積 極

的 戦 略 を打 ち出 し,75年 初 め

に は新88シ リー ズの最 新 モ デ

ル8870を 披 露 した。H.ニ

ク ス ドル フ社 長 自 ら,披 露 の 席

上 「米 本 国 でIBMと 競 争 す る

こ とは この上 もな く喜 ば しい こ

とで あ り,す ば ら しい挑 戦 で あ

る」 と語 った。Nixdorfが 米

国 でIBMに どん な挑 戦 を見 せ

る か,ま た逆 に西 独 市 場 で,

IBMシ ス テ ム32の 挑 戦 を ど

う受 けて立 つ か興 味深 い。

図 皿 一38Nixdorf従 業 員 推 移
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表 皿一26
●

● Nixdorf88シ リ ー ズ の 概 要

8820 8830 8864 8870

アプリケーシ ョン デ ー タ ・ギ ャ ザ.リ ン グ イ ン ヴ ォ イ シ ン グ.ア カ ウ ン テ ィ バ ンキ ング(銀 行 の種 々の 取引 き 小 規模 ビ ジネス(磁 気 レッジャー・

(CPUへ の オ ンラ イ ン接続) ング.磁 気 元帳 にお け る会話 型処 理.リ モ ー ト ・ コ ン ピュー タの域 は脱 した が,大

パ ッチ処 理,デ ータ ・キ ャブ チ ャ 型 機 は必 要 ない ユ ーザー向 け)

一 ・ ロ ー カ ル 処 理) 大 型 機 ユ ーザ ーの 分散 処理 システ

ム

構 成 8ビ ッ トの パ ラ レ ル ・ コ ン ビ ュ ー CPU,ニ ー ドル ・プ リンタ(5(ff) 異 な った プロ グ ラムの同時 処 理 は
マ イ ク ロプ ログ ラマブ ルCPU

タ(20あ るい は28Kパ ィ トの 8K/18ビ ッ トあ るい は6K/ 最 大16の ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン (サ イ ク ル ・タ イ ム1.1マ イ ク ロ

MOSメ モ リ) 18ビ ッ トROM,12K/4ビ で 実行 され る。 秒,コ ア ・ス トア ー40Kバ イ ト)

最 小 構成 で20Kバ イ ト ・メモIJ, ッ ト磁 気 コ ア ・メ モ リ.フ ロ ッ ピ
8864は シ ングルあ るい は マル

キ ー ボ ー ド,フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス イ ・デ ィスク(2台) チ プ ル ・ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン で

ク.デ ィ ス プ レ イ,プIJン タ を 含 導 入 され,全 ゆる規模 の銀 行`こ適

む す る 。(CPUは125ナ ノ ・セ コ ン

- ドのサ イクル ・タ イム を もつマ イ

ク ロ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・コ ン ビ ュ ー

タで構 成 され る。

周 辺 装置 は豊 富で.デ ィスプ レイ・

プ リンタ,磁 気デ ィス ク,磁 気 テ
-

一 プ,フ ロ ッ ピ ィ ・デ ィ ス ク.磁

気 テ ー プ ・カ セ ッ ト,パ ン チ ・カ

.

一 ド .チ ェ ッ ク ・ リー ダ ー.キ ャ

ツ シ ュ ・デ ィ ス ペ ン'サ ー

ソ フ ト ウ ェ ア デ ー タ ・キ ャ プ チ ャ ー ・ジ ェ ネ レ FIRMプ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ

一 夕 (ア プ リケ ー シ ョ ンの チ ェ ッ ク ・

リス トに よ って.会 計,給 与支 払,

イ ンボイ ス,在 庫管理 な どカ ス タ

ム ・デ ザ イ ン可 能)
F

●

.習
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4. 北 欧 諸 国

ス ウ ェ ー ・デ ン

●

設 置 状 況

Quantum社 調 べ に よ れ ば,1974年1月1日 現 在 の ス ウ ェ ーデ ンの 汎 用

コ ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は1,040台,金 額 に して6億5,000万 ドル で あ る。

メ ー カ ー 別 シ ェ ア を み る と や は りIBMが 圧 倒 的 に 強 く68.0%,Univac

5.9%,ICL5.6%,Honeywel1-Bull5.1%,Datasaab4.5%,

Unidata3.2%e,Burroughs1.6%,そ の 他6.1%と な っ て い る。 た だ し

メ ー カ ー 別 シ ェ ア はComputerWeekly誌 に よ る1974年 末 現 在 の 金 額 ベ

ー ス の シ ェ ア で ,周 辺 装 置 は 含 む が タ ー ミ ナ ル は 含 ま な い 。

,

禽

表 皿一27 ス ウ ェ ー デ ンの コ ン ピ ュ ー タ 輸 出 入

(金 額:100万 ドル)

輸 入 輸 出

1973年 74年1～9月 1973年 74年1～9月

CPU

45.5

(812台)

59

(1.299台)

6.1

(205台)

1.4

(77台)

周 辺 装 置 60 51 84.5 82.6

(米 国務省調べ)

政 府 の施 策 と利 用 状 況

ス ウ ェ ーデ ンは い ろい ろ な面 で もモ デ ル 国 といわ れ るが,先 進 的DPア プ リ
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ヶLシ ョ ンもその1つ で あ ろ う。 公 的DP政 策 に 関 す る もの に つ い て は以下 の

2つ の 委 員会 が設 立 され,そ れ ぞれ の任 に あ た って い る。

1.Data-industrietredningen

ス ウェ ーデ ン ・コ ンピュ ー タ産 業 の 競 争力 強 化 の た め の調 査 を主 目的 とす

る。197'4年4月 の報 告 書 に述 べ られた ガ イ ドライ ンは以 下 の 通 りで あ る。

。国 内EDP産 業 の競 争 力 強化

o技 術能 力の 維 持 向 上

oア プ リケ ー シ1 .ン の 開発 奨 励

o社 会 開 発 に伴 な う公 共 デ マ ン ドに コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケ ー シ ョンを適 応

さ せ る。

oCAIの 技 術 開発 と利 用 の 促 進

oStansaabとDatasaab(共 に後 述)の 研究 開 発 お よび マ ー ケ テ ィ ング 、

に お け る協 力 体制 の 形成

2.Datasamordningskommitten

公 共 分 野 のア プ リケ ー シ ョ ン開 発 の た め に以 下 の調 査 を行 な って い る。

o公 共 分 野 に お け るデ ー タ収 集 方 法 とデ ー タ ・バ ン クの統 合

o公 共 分 野 の 情報 処 理 の技 術 的 お よ び組織 的構 造

oDPシ ス テ ムの 保 安

o社 会 お よ び行 政 に 対 す る コ ンピ ュー タの イ ンパ ク ト

ま た政 府 がEDP政 策 の一 環 と して現 在 計 画 して い る国 家 プ ロ ジェ ク トに は.

全 国 職 業 安 定所 情 報 シス テ ム,全 国 環境 コ ン トロ ール ・シス テ ム.人 口登録 お

よ び 内国 税収 入 シス テ ム,交 通 規 制 ジス テ ム な ど が あ る。

政 府 の 援 助 は ① 直 接 の貿 易 お よ び産業 の援 助 金 と して今 後5年 間 で8,500

万 ドル,②CAI用 に5年 間 で7,500万 ドル,③EDPプ ロ ジェ ク トの研 究

開 発請 負 資 金 に年500万 ドル,④ 国家 プ ロ ジ ェ ク ト用 に5年 間で1,700万

ドル が そ れ ぞれ 与 え られ る。

図 皿一39は 官 公庁 分 野 の設 置状 況 を示 して い る。このうちレ ンタルの 割 合 は
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金 額 で52%で あ る。 メー カ ー別 シェ アを み る とIBMが 全 体 の56% ,

Univacが16%を 占め,米 国 勢全 体 で8割 を超 え る。

公 共 分 野 の サ ー ビスの75%は 国 営 デ ー タ ・セ ンタ ーDAFAの 手 に よ って

い る。1974年 現 在DAFAは200余 の公 共 分野 カス トマ ー ,160民 間

カ ス トマ ー を 相 手 に15ケ 所 で 結 ぶ全 国 ネ ッ トワー クを通 じてサ ー ビ ス して い

るが,民 間 分 野 か らの売 上 げ は全 体 の5%で あ る。

国 内のEDP装 置 の約17%を 所 有 す る政 府 は また非 常 に先 進 的 ユ ーザ ー で

あ り,統 合 デ ー タ ・ベ ー ス に お い て も リー ダ ー で 各 種 の タ ー ミナ ル ・オ リエ ン

テ ッ ド ・シ ス テ ム を 持 ち1974年 で2 ,600台 の タ ー ミナ ル を保 有 す る 。

図 皿 一39:1974年1月1日 現在 の ス ウ=一 デ ン ・コ ン ピ ュ ー タ 官 公 庁 分 野 設 置 状 況

台 数 ベ ー ス 金 額 べ_ス

(単 位 百 万 ドル)

計:103台

38.7

(30%)

計:128,700,000ド ル

ス ウ ェー デ ン の コ ン ピュー タ ・メー カー

ス ウ ェ ーデ ンの 国 内市 場 の規 模 は コ ンピ ュ ー タ産 業 を支 え る に は余 りに小 さ

す ぎ るの で はな か ろ うか。 確 か に.人 口900万 足 らず か らな る この 国 は い か

な る近 代 産業 を支 え るため に も国 内市 場 と して 充分 な容量 を 備 え てい る と は言

い が た い。 従 って.ス ウ ェーデ ンの た いて い の国 内産業 は全 世 界 の 市場 を その
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マ ー ケ テ ィ ング の 対 象 と して 考 え て い る。 ま た 政 府 も 自 由貿 易 政 策 を と り.国

内 産 業 を 優 先 す る よ うな こ と は して い な い 。

こ う し た 中 で ス ウ ェ ー デ ン に はDatasaabとStansaabの2つ の コ ン ピ ュ

ー タ ・メ ー カ ー が 存 在 す る。

Datasaab

DatasaabはSaab-Scania社 の コ ン ピ ュ ー タ 事 業 部 で あ る 。Saab-

Scaniaは 乗 用 車,ト ラ ッ ク,バ ス,航 空 機 の 生 産 に 加 え て20年 前 か ら コ ン

ピ ュ ー タ の 開 発 に 着 手 し,政 府 の 保 護 政 策 が な か っ た に もか か わ ら ず コ ン ピ ュ

ー タ 事 業 部 は 急 速 な 発 展 を 逐 げ て い っ た 。 そ の 結 果1973年 に はDatasaab

の 売 上 げ は全 体 の13%の54億 ク ロ ー ネ(1ク ロ ー ネ÷70円)に ま で 増 大

し た や

Datasaabが 製 作 した 最 初 の コ ン ピ ュ ー タ はD21シ ス テ ム で あ る。 リア

ル タ イ ム 処 理,科 学 技 術 計 算,事 務 デ ー タ 処 理 の い ず れ の 用 途 に も 向 くよ う に

設 計 さ れ た24ビ ッ ト ・ リア ル タ イ ム 用 コ ン ピ ュ ー タ で,ま だ 当 時 と して は 稀

な,科 学 技 術 処 理,事 務 処 理 両 用 のAlg・1-Geniusと 呼 ば れ る ハ イ レ ベ ル 言

語 コ ンパ イ ラ を 提 供 して い る。 このD21は 高 く評 価 さ れ,国 内 で100の ユ

ー ザ ー を 獲 得 した 。

次 に1967年 か ら1968年 に か け てDatasaab社 はD21の 改 良 機 種 と

し てIC技 術 を と り 入 れ たD22を 完 成 し た 。 こ れ はD21の ・イ ンス トラクショ

ン ・セ ッ トに さ ら にIBM360タ イ プ の バ イ ト・チェイ ン 操 作 命 令 お よ び10進

演 算 命 令 を 追 加 した も の で あ る。 ソ フ トウ=ア の 面 で は 標 準COBOL,FORTRAN

を 追 加 して い る。D22は ス ウ ェ ー デ ン国 内 は も と よ り東 欧 か ら も数 多 くの オ

ー ダ ー を 受 け た 。

1970年 に はD22を 小 型 化 し たD220が 開 発 され.こ れ ま で のD21

に 置 き 換 わ る こ と に な っ た。 ま た1972年 に はD22の 後 続 機 種 と して マ イ

ク ロ プ ロ グ ラ ム 可 能 なTTL/MSIマ シ ー ンD23が 発 表 さ れ た 。D23は

●

ぷ
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D22で もIBM370で も 任 意 の マ シ ー ン と同 じモ ー ドで 動 作 さ せ る こ と が

で き る。Datasaabの 話 に よ れ ば 同 機 の 開 発 に は 予 想 以 上 の コ ス ト と時 間 を 費

や した と い う。 結 局.最 初 の3シ ス テ ム が ユ ー ザ ー に 導 入 さ れ 設 置 され た の は

1974年 後 半 で あ っ た と い う。

D23はDatasaabを 財 政 的 に 窮 地 に追 い つ め,1974年 の 推 定 欠 損 額

は,9,000万 ク ロ ー ネ に 達 した 。

o

Univaeと の提 携

こ う した中 で1975年2月 に,SaabはUnivacと 北 欧 で の汎 用 コ ンピ

ュ ー タの マ ー ケ テ ィ ング に関 して協 力 体制 を結 ぶ 同意 を交 わ した。 その 理 由 は

ま ずD23開 発 に よ る財 政 難 で あ り,ま たD5ミ ニ ・コ ンピ ュー タ が成 功 した

た め同 社 の生 産 力 をD5に 結 集 させ よ うとい う政 策 に踏 み切 った こ と に よ る。

同 社 が汎 用 機 か ら撤 退 してD5に 総 力 を あげ よ うとい う思 い き った判 断 を し

た の は1973年 だ った。 そ れ か ら2年 間,同 社 は従 来 の 顧 客 や世 界 市場 に対

して 十分 な配 慮 を ほど こ しつ つ,き わ め て慎重 かつ誠 実 に これ を実現 に 移 した。

す な わ ち,多 くの本 体 メー カ ー を交 え て この 問題 を検 討 し,最 終 的 にUnivac

と同 意 に達 した ので あ る。 例 え ばRCAが 本 体 か ら手 を 引 く とき に した よ うに

そ の カス トマー ・ベース を コス ト的 に最 も得 をす る と考 え られ る相手 に売 る こ と

もで きた わ けだ が,あ え て そ の道 は と らな か った。

Univacを 選 ん だ理 由 は,IBMを 除外 した とき,Univacが ス ウ ェー デ ン

市 場 で最 も信 頼 で き る存 在 で あ った こ とが第1の 理 由で あ り,次 にUnivac

1100シ リー ズのデ ー タ通 信 機 能,デ ータ ・ベース ・マ ネ ジ メ ン ト ・ソ フ トウ

ェ ア がD22,D23ユ ーザ ーの将 来 の 要求 に最 も合 致 す る と考 え られ たか ら

で あ る。

ま た,こ れ ま でのD22.D23ユ ーザ ー の要 求 に応 えて,少 く と もUnivac

1100シ リー ズへ 橋 わ た しす るソ フ トウェ アが準 備 され るか も し くはそ の後

続 機 種 が発 表 され るま で は現 状 の まま の体 勢 を維 持 す るとい う方 針 を と った の
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で あ る。 さらに 現 在 の ユ ー ザ ー が 不 当 な 扱 い を受 け る こ と が な い よ う に とい う

配 慮 か ら,Saab-Univac社 の51%の 権 利 を 掌 握 す る こ と を あ え て 主 張 し た 。

こ う して で き た 合 弁 会 社Saab-Univac社 は75年4月 か ら活 動 を 開 始 し.

Univacの 全 製 品 と,DatasaabのD20シ リ ー ズ の 北 欧 で の マ ー ケ テ ィ ング

を 行 う こ と に な っ た 。 新 会 社 の 総 資 本2,800万 ポ ン ドの う ち,Saab-Scania

が51%を,残 り をSperryが も つ 。 ス タ ッ フ はUnivacか ら500人.,Data

saabか ら300人 が 移 され た 。

こ れ ま で に15台 のD23が 発 注 を う け て い る が,こ れ ら はDatasaabが 生

産 し,Saab-Univacが 保 守 して い く こ と に な る。Saab-Univacは 今 後 もD

23の 販 売 を 続 け て ゆ く予 定 で,ま た こ れ ま で のD22ユ ー ザ ー に 対 して は 機

能 強 化 と い う形 で サ ー ビ ス を 行 な って い く こ と に な ろ う。 ま た.D22.D23

の ユ ー ザ ー が 容 易 にUnivac1100シ リ ー ズ に 移 行 で き る よ う に.両 者 の 橋

渡 しを す る ソ フ トウ ェ ア を 開 発 す る こ と も予 定 さ れ て い る。

こ う し た こ と と は 別 に,Saab-Univac社 はUnivac90シ リ ー ズ お よ び

1100シ リー ズ の 北 欧 に お け る 販 売 活 動 も行 な う こ と に な っ て い る。 現 在

Saab-Univacは 会 社 の 発 表 で は 北 欧 市 場 の12%を 占 め て お り,5年 後 に は

こ の2倍 を 目 標 に して い る。

こ う し て 発 足 し たSaav-Univacだ が,現 在 ま で の と こ ろ 取 引 き は き わ め て

順 調 な よ う だ。Univacに と っ て,ス ウ ェ ー デ ン政 府 の 好 意 を 得 ら れ た こ と は

強 く,こ れ ま で に 政 府 関 係 で は 国 防 省 か ら少 な く見 積 っ て2,000万 ドル の

Univae1100の 契 約 を 獲 得 し て い る ほ か,ス ウ ェ ー デ ン水 力 委 員 会 か ら

も1100を1台 受 注 し た し,ま た 気 象 庁 の500万 ドル 受 注 をIBMと 争 っ て

優 位 に い る と言 わ れ る。 国 防 省 か らの 受 注 は2台 のDatasaab大 型 コ ン ピ ュ ー

タ を リプ レー ス す る も の で,Datasaabは 自 社 のD23を 置 い て,Univac

1100を 強 く売 り込 ん だ と伝 え ら れ て い る。

D5ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ
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さて,そ の 成 功 に よ っ てDatasaabが 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ か ら撤 退 す る契 機 を

作 っ たD5ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ だ が,こ れ はSaabViggen戦 闘 機 用 の コ ン ト

ロ ー ル ・コ ン ピ ュ ー タCK37を プ ロ ト ・タ イ プ と して1960年 代 に 開 発 さ

れ た もの で,ご く普 通 の .1960年 代 のIC,16ビ ッ ト語 の リア ル タ イ ム ・

ミ ニ コ ンで あ る。D『5/20は28種 の イ ンス トラ ク シ ョ ン ・セ ッ トを 備 え,

コ ア 容 量 は1.2K～16KWで あ る。 ま た 入 出 力 制 御 方 式 は プ ロ グ ラ ム ・コ ン

トロ ー ル1/0で,全 部 で128台 ま で の デ バ イ ス を 接 続 す る こ と が で き る。

こ れ よ り 強 力 なD5/30マ シ ー ン は,77種 あ イ ン ス トラ ク シ ョ ン ・セ ッ ト

を 備 え,メ モ リ容 量 は64KWま で 可 能 で,512台 の1/Oデ バ イ ス を 接 続

で き,DMAチ ャ ネ ル も備 え て い る 。 現 在D5/20,D5/30の 両 機 種 は

Saab-Scaniaの 製 造 部 門eζ お い て 利 用 され て い る が.そ の 主 な 利 用 分 野 は 森

林 伐 採 機 の 最 適 化,放 射 線 装 置,科 学 技 術 計 等 な ど で あ る。D5シ リ ー ズ の 数

多 くの ア プ リケ ー シ ョ ン は 世 界 市 場 に お け るD5の 位 置 を 確 固 た る も の に し た。

ま たD5ミ ニ は 本 格 的 事 務 処 理 用 ミ ニ コ ン と して も,イ ンテ リジ ェ ン ト ・バ

ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル と し て も比 較 的 最 初 の もの に属 する 。D5ミ ニ の 成 功 に は,

優 れ た シ ス テ ム ・デ ザ イ ン の 他 に,ス ウェ ー デ ンの 地 理 的 条 件 か ら く る リモ ー

ト ・バ ッ チ ・タ ー ミナ ル に 対 す る ニ ー ズ と い う背 景 が あ っ た 。 工 場,オ フ ィス

が 分 散 して い る ス ウ ェ ー デ ン国 内 に お い て 顧 客 を 獲 得 す る た め に は,Data-

Saabと し て は そ のD22シ ス テ ム に 関 して.リ モ ー ト ・バ ッ チ ・タ ー ミ ナ ル

を 提 供 す る こ と が 是 非 と も必 要 で あ っ た の で あ る。Datasaabで は そ の た め

の ア プ ロ ー チ と して,IBM2780やUnivacPCT2000の よ う に ハ ー

ド ・ワ イ ァ ド ・ シス テ ム を 提 供 す る代 り に,イ ンテ リジ ェ ン トRJEタ ー ミナ

ル と してD5/30を 提 供 す る方 法 を と っ た わ け で あ る 。D5ミ ニ ・デ ー タ ・・

ス テ ー シ ョ ン は 入 力 の コ ン トロ ー ル お'よ び チ ェ ッ ク,出 力 の 編 集 お よ び フ ォ ー

マ ッ テ ィ ン グ を は た す だ け で な く.小 さ な 計 算,処 理 で あ れ ば,D22本 体 に

負 荷 を 加 え る こ と な くロ ー カ ル に 処 理 で き る よ う に な っ て い る。

こ の よ う な イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル に よ る分 散 処 理 の 思 想 は,北 欧4
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ケ 国 の 金 融 機 関 か ら な るNordicTerminalProjectの 注 目 す る と こ ろ と

な り,NTPの 仕 様 に も とず く イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・バ ンキ ン グ ・タ ー ミナ ル の

開 発 をDatasaab社 に 依 頼 し た わ け で あ る。 そ の 結 果1969年 に2,500

台 のD5/20タ ー ミナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ の 納 入 が 決 定 し,最 初 のD5/20

タ ー ミナ ル は,1972年6月 に デ ン マ ー ク と ス ウ ェ ー デ ンの 銀 行 で 稼 働 を 開

始 し た 。

こ こ で,銀 行 が こ う し た イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・バ ン キ ング ・タ ー ミナ ル に 大 き

な 関 心 を よ せ る 理 由 を 明 ら か に す る た め に,最 初 に 開 発 され た シ ス テ ム の 機 能

に つ い て 簡 単 に ふ れ て お く こ と に す る 。

こ の シ ス テ ム は,最 初 に 開 発 さ れ た バ ンキ ング ・タ ー ミナ ル で あ り,1台 の

ミ ニ ・コ ンで 全 部 で6台(現 在 は7台)ま で の 窓 口 を コ ン トロ ー ル す る こ と が

で き る。 ま た こ の シ ス テ ム は ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン の シ ス テ ム ・コ ン ポ ー ネ ン

トを 自 由 に 選 択 で き る シ ス テ ム と して.世 界 で も 最 初 の もの で あ る。 す な わ ち.

各 銀 行 は そ の 処 理 に適 した 構 成 要 素 を 選 択 して.タ ー ミナ ル を 構 成 す る こ と が

で き る わ け で あ る。 た と え ば キ ー ボ ー ド と して は 英 字,数 字,英 数 字 の い ず れ

を 使 う こ と もで き る し,ま た プ リ ンタ に 関 して は.各 種 の 印 刷 幅,プ リ ン ト方

式,シ ング ル ま た は ス プ リ ッ ド ・プ ラ テ ン.各 種 の フ ォー ム ・フ ィ ー ドの 形 式

を 自 由 に 選 択 す る こ と が で き る。

ま た ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン に デ ィ ス プ レ イ ・イ ンデ ィ ケ ー タ を 採 用 した と い

う点 で も最 初 の シ ス テ ム で あ る。 こ れ に は 数 字 を シ ン グ ル ・ラ イ ンで 表 示 す る

単 純 な も の か ら.キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ を 使 っ た 高 度 な もの ま で 準 備 され

て い る。 ほ か にCRTを 使 っ て タ=ミ ナ ル 入 力 を行 う 時 の た め に,ダ イ ナ ミ ッ

ク ・プ ロ ンプ テ ィ ン グ ・プ ロ グ ラ ム も提 供 して い る。 ま た 各 ワ ー ク ・ス テ ー シ

ョ ン に 対 して 異 っ た 仕 事 を 並 行 し て 処 理 す る こ と が で き る本 格 的 な ロ ー カ ル ・

マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ 機 能 を 備 え て い る と い う意 味 で も最 初 の シ ス テ ム で あ る。

当 時 世 界 中 の 銀 行 は こ う したD5/20の 提 供 す る よ う な タ ー ミナ ル 機 能 を

切 に 求 め て お り,相 当 な 代 償 を 払 う準 備 が あ っ た 。 こ う してDatasaabはD5
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生 産 体制 を強化 し,世 界市場への進 出を企てるようにな った。 そ して1974年

か ら75年 にかけてD5を ソ連 と米国 にもちこんだのであ る。 米国 においては

CentralSavingBank,ChemicalBank,FirstNationalCity

Bank,FirstNationalBankofMiamiな ど の 銀 行 か らの オ ー ダ ー を 獲 得

して い っ だ 。 一 方,ソ 連 に お い て は モ ス ク ワのSheremetievo空 港 の 外 国 為

替 シ ス テ ム 用 にD5を 納 入 す る こ と に成 功 し た。

バ ンキ ン グ ・ター ミナル の ブ ー ム は,い ま し ば ら く持 続 し,Datasaab社 は そ

の 要 求 に こ た え て い く も の と 思 わ れ る。 しか しDatasaabで は 既 に 次 の ス テ ッ

プ と し て,D5ミ ニ の マ ー ケ テ ィ ン グ の 対 象 を 広 げ て い くた め に,新 し い ア プ

リ ケ ー シ ョ ンの 開 発 を 進 め て い る 。 現 に,ス ウ ェ ー デ ン最 大 の 旅 行 代 理 店 で あ

るNymanandSchultz社 の 全 国 の オ フ ィ ス に 向 け て,D5/20に よ る旅

行 代 理 店 シ ス テ ム の 設 置 を 進 め て い る 。 この シ ス テ ム は,航 空 チ ケ ッ トの 発 行,

会 計 処 理 な ど の 機 能 を 果 た す が,こ の 種 の 旅 行 代 理 店 シ ス テ ム は さ ら に 改 良 が

加 え ら れ,今 年 度 の ハ ノ ー バ ー 見 本 市 で は バ ンキ ング ・タ ー ミナ ル と な らん で

注 目 を あ つ め た 。

Datasaab社 は,ビ ジ ネ ス ・ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ お よ び タ ー ミナ ル 分 野 へ の 本

格 的 な 進 出 を ね ら っ て,1974年3月 に はFacit-Addo社 の シ ス テ ム 事 業

部 を 買 い 取 り,6501ビ ジ ネ ス ・ ミニ ・コ ンお よ び シ ス テ ムMキ ー ・ ト ウ ・

ス トレ ー ジ ・デ ー タ ・エ ン ト リー ・ シス テ ム の マ ー ケ テ ィ ン グ を 行 な っ て い く

方 針 を 固 め た。 そ して,6501プ ロ セ ッ サ に 関'し て は,D5ミ ニ を 採 用 す る

よ り は む し ろComputerAutomation社 のAlpha/LSIフ 。四 七 ッサ を 採 用

し て い く ほ うが 得 策 とみ て,こ れ を新 た にD15と し て 再 発 表 す る こ と に し た 。

(1975年3月)

ま たFacit-Addo社 の 代 理 店 を 利 用 す る こ と に よ り,西 欧 お よ び 北 米 以 外

の 地 区 に お い て も,D15お よ びMシ ス テ ム の セ ー ル ス を 実 施 で き る よ う に な

っ た 。

や が てD22お よ びD23の 生 産 を 完 全 に 中 止 し.全 力 を ミ ニ コ ン に注 ぐよ
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う に な っ た と き に は,D5ミ ニ の 後 続 機 が 開 発 さ れ,こ れ が こ れ ま で の 全 て の

マ ル チ ・ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム と お き 替 る こ と に な ろ う。

Staロsaab

オ ラ ン ダ ・ベ ル ギ ー ・ス ウ ェ ー デ ン,英 国,ユ ー ゴ ス ラ ビ ア,そ して ソ 連 で

航 空 管 制 シス テ ム,ニ ュ ー ヨー ク,マ ンチ ェ ス タ ー.モ ス コ ー で 病 院 デ ー タ 収

集 シス テ ム,ス カ ン ジ ナ ビ ア 航 空 でAlfaskopVDUと,半 官 半 民 メ ー カ ー

Stansaabは 全 世 界 を ホ ー ム ・マ ー ケ ッ トに す る か の よ う に 地 平 を 広 げ て い る。

Stansaabは ま だ そ の 名 を 広 く知 られ て い る と は い い が た い 。 耳 に し た こ と

の あ る人 もITT世 界 帝 国 の1北 方 支 部 だ と考 え て い る か も し れ な い 。 た しか

に か つ て は そ う だ っ た 。 つ ま り1971年 ま で 同 社 はITTの ス ウ ェ ー デ ン子

会 社StandardRadioandTelefonABの 軍 事 デ ー タ ・シス テ ム 部 門 だ っ

た の だ が,そ の 年 回 部 門 はSaab,SvenskaUtveclingsA.B.,Standard

Radioが そ れ ぞ れ1/3つ つ 株 を 所 有 す る別 会 社 に な り1973年 に は

StandardRadioの 株 は他 の2社 に 売 ら れ,現 在 はSaabが1/2,ス ウ ェ ー

デ ン政 府 の エ ー ジ ェ ン シ ー で あ るSvenskaUtvecklingsが1/2を も って

い る。 ス ト ッ ク ホ ル ム の 北Jarfallaに 本 拠 を お くStansaabは 約1000人

の 従 業 員 を か か え,1974年 の 売 上 げ は 約1,000万 ポ ン ド,そ の1/3は

軍 事 関 係 か らの もの で あ る。

Stansaabの 中 心 はCe
.nsorラ イ ンだ 。Cens・r932メ イ ン フ レ ー ム は,

32ビ ッ ト ・ワ ー ドを 使 用 し,512Kワ ー ドま で 拡 張 可 能 な750ナ ノ ・セ

カ ン ド ・ス トア の8Kモ ジ ュ ー ル か ら な る マ シ ン で,CPU,ス トア,周 辺 装

置 を 結 ぶ 統 合 バ ス ・ス トラ ク チ ャに よ っ て シ ス テ ム は き わ め て モ ジュラー的 に な

っ て お り.簡 単 に特 別 な リア ル タ イ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ンの 要 求 に こ た え て 様

様 の 大 き さ の 構 成 が で き る。Censor908は932を 補 足 す る8ビ ッ トの ミ

ニ ・コ ン ピ ュ ー タ で,Censor932の ス タ ン ド ・ア ロ ン ・デ バ イ ス あ る い は

フ ロ ン ト ・エ ン ドと して 利 用 さ れ る 。 非 常 に)IE目 さ れ る こ と は.Stansaabは
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こ れ を 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ と して 提 供 し て い な い こ とで あ る。 こ れ は,必 要 な ソ

フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ を 開 発 ・サ ポ ー トす る 資 力 に 欠 け る た め,代 わ り に 完

全 な デ ザ イ ン ・コ ン トロ ー ル を もつ シ ス テ ム の 一 部 と して の み コ ン ピ ュ ー タ を

提 供 して い る と い う こ と で あ る。 こ う して 提 供 され て い る シ ス テ ム,ATC

(AirTrafficControl:航 空 管 制)シ ス テ ム,患 者 看 護 病 院 オ ー トメ ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム の ハ ー ド,ソ フ トは ほ と ん ど す べ て 社 内 で 生 産 され て い る。

ATCシ ス テ ム は 欧 州 一 円 で 設 置 さ れ て い る が,中 で も1975年 秋 に 勝 ち

と っ た ソ連 との 契 約 は 興 味 を そ そ る もの だ。 ソ 連 の 航 空 管 制 シ ス テ ムTERCAS

の 受 注
、は.仏 のTh・mson-CSF,米 のUnivac,IBM,Raythe・n,L.・ckhe『dの

各 社 と の 激 しい 競 争 の す え 獲 得 した もの で,契 約 額 は 約7,200万 ド ル 。 関 連

シ ス テ ム の 追 加 受 注 も有 望 だ と い う。 こ の 契 約 を争 っ た 各 社 の う ち.米 国 勢 は

米 連 邦 航 空 局 の 音 頭 に よ り共 同 入 札 を 行 っ た が,各 社 間 の 調 整 が と れ ず.結 局

個 々 の 入 札 と い う形 を と っ た 。Univacを 除 い た 米 国 各 社 が 脱 落 し た 段 階 で

Univacの 優 勢 が 伝 え られ た が,実 際 の 競 争 はStansaabとTh・ms・n-CSF

の 間 で 行 わ れ て い た 。St.ansaabの よ う な 小 規 模 な 会 社 が ソ 連 か ら大 型 契 約 を

獲 得 し た 背 景 に は,ソ 連 側 が ス ウ ェ ー デ ン と の 貿 易 額 を 増 や した い と い う希 望

を も っ て い た こ と や,ス ウ ェ ー デ ン政 府 の バ ッ ク ア ッ プ が あ っ た こ と な どが あ

る と い わ れ る。

TERCASは,モ ス ク ワ,キ エ フ,ミ ネ ラ リヌ イ エ ボ ドイ(黒 海 と カ ス ピ

海 の 中 間)』 の3ケ 所 の タ ー ミナ ル ・コ ン トロ ー ル ・セ ン タ ー(TCC)と.モ

ス ク ワTCCの ぞ ぱ の 地 域 コ ン トロ ー ル ・セ ン タ ー(ACT)か ら な るATC

シ ス テ ム で.民 間 航 空 省 と ア エ ロ フ ロ ー ト航 空 の た め にV/0エ レ ク トロ ノ ー

グ テ ク ニ カ が 発 注 先 の 検 討 を 行 っ て き た 。Stansaabは.Censor932、

AlfaskopVDU,通 信 装 置.建 物,予 備 電 源 お よ び 要 員 訓 練 や メ ンテ ナ ン ス を

含 め た 補 助 的 サ ー ビス か らな るATCシ ス テ ム を,タ ー ン キ ー ・パ ッケ ー ジ ・

シ ス テ ム と し て ソ 連 側 に 引 渡 す こ と に な っ て い る。 こ れ らの う ち.レ ー ダ ー は

二 次 契 約 者 で あ る イ タ リー のSelenia社 か ら供 給 さ れ る。 ま た 各 セ ン タ ー 間
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の 音 声 通 信 シス テ ム お よ び 訓 練 用 の シ ュ ミ レ一 夕 は,ス ウ ェ ー デ ンPTTの 製

造 部 門 に よ る 。Stansaabは1976年 末 か ら機 器 の 取 り付 け を 始 め る予 定 で 、

79年 に は 完 了 す る見 込 み だ が,契 約 額 は 少 く と も74年 の 同 社 の 売 上 げ の3

倍 に も な る た め,こ れ に よ る イ ンパ ク トは き わ め て 大 き い と い え よ う。

ま た 医 療 機 器 も モ ス ク ワ で 成 功 を お さ め て い る が,詳 細 は 明 ら か で な い 。

現 在Stansaabは,他 の 専 用 リア ル タ イ ム ・ア プ リケ ー シ ョ ンを 研 究 して い

る 。 ポ テ ン シ ャ ル ・エ リア は 航 海 コ ン トロ ー ル と道 路 交 通 処 理 シ ス テ ム で あ る。

も う1つ 力 を 入 れ て い るの は,Alfaskopイ ン テ リジ ェ ン トVDUタ ー ミナ ル

で,同 社 は ス ウ ェ ー デ ンのVDU市 場 の75%を も も って い る と 自 認 し て い る。

こ の 市 場 で は 他 の 本 体 メ ー カ ー,特 にUnivacと 争 って 勝 ち残 っ て き た もの で

あ る。

パ'ン ・ス カ ン ジ ナ ビ ア 航 空SASで は1,000台 以 上 のAlfascopを

Univac494ベ ー ス の 予 約 シ ス テ ム に 使 用 して い る。 ま た ス ウ ェ ー デ ン警 察

は,そ のUnivac1110ベ ー ス の 情 報 シ ス テ ム の タ ー ミナ ル 契 約 をStansaab

と 結 ん だ 。 さ ら にUnivac1106を ベ ー ス に し た ス ウ ェ ー デ ン乗 物 登 録 シ ス テ

ム で も500台 のAlfaskopを 使 用 す る 予 定 で あ る 。 こ う し たAlfaskopの 成

功 で,Stansaabの 一 方 の 親 会 社Saabは,D15用VDUと し てAlfaskop

を 売 る希 望 を も っ て い る が,パ ー トナ ーUnivacのUniscopeと 当 然 競 合 す る

が 予 想 されSaabUnivacの パ ー トナ ー シ ップ に な ん ら か の 緊 張 を も た らす の

で は な い か と思 わ れ る。Univacは,今 後 も本 体 を 供 給 して い る 市 場 で の

Un・iscope売 り 込 み は 積 極 的 に 続 け る とい って い る が.一 方Stansaabも ス ウ

ェ ー デ ン に お け るAlfaskopの 優 位 は 保 つ 構 え で い る。
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ス ウ ェ ー デ ン 政 府 の 困 惑

こ う し た 中 で.政 府 はSaab-

Univacが で き た あ と 自 身 が 妙 政

な 立 場 に い る の に気 が つ い た 。

Stansaabの 株 を50%所 有 し

て い る か らだ 。

ま ず,Stansaabの 主 要 製 品

で あ るATCシ ス テ ム お よ び

Alfask・pVDUは,姉 妹 会 社

Saab-Univacの あ つ か っ て い

るUnivacのATCシ ス テ ム お

よ びUniscopeVDUと 競 合 関 係

に な って い る 。 次 にStansaab

図 五 一40:ス ウ ェ ー デ ン の コ ン ビ"一

夕 ・メ ー カ ーの 競 争 関 係

50%

Alfaskop

医療 システム

航 空部 門

(デ ータ収集システム)

医 療 シ ステム

デ ータ ・ター ミナル

ATCシ ステム

Uniscope

は,親 会 社 で あ るSaab-ScaniaのDatasaabが 最 近 医 療 シ ス テ ム に進 出 し て

き た た め,医 療 シ ス テ ム 分 野 で 親 会 社 と競 合 す る こ と に な っ た 。 事 を さ ら に

複 雑 に す る こ と に,Datasaabは 同 じSaab-Scaniaの 一 部 門 で あ る航 空 部

門 と もデ ー タ 収 集 シ ス テ ム で ぶ つ か っ て い る。 こ のSaab-Scania330と い

う シ ス テ ム で は 航 空 部 門 はD5で は な くVarjanの ミ ニ ・コ ン を 採 用 した 。

こ う し た 混 乱 状 態 に よ り ス ウ ェ ー デ ン政 府 は 「競 争 の図 式 」 が は っ ・き り す る

ま で は コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に 対 す る 研 究 開 発 助 成 金 を ス トップ す る と き め,

1975年 の 国 の コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー 研 究 予 算2,600万 ク ロ ー ネ は

主 と して 大 学 の 応 用 シ ス テ ム 研 究 に ま わ さ れ た 。

沈 黙 を 続 け そ い た 政 府 も,Saab-Univac発 足 後 し ば ら くた っ て つ い に 産 業

相RuneJohanssonが 公 的 に政 府 の 不 満 を 表 明 し,ス ウ ェ ー デ ンで の 本 体 製

造 中 止 と い う事 態 を 引 き お こ したSaabとUnivacの 交 渉 を批 判 し た 。 こ の 批

判 は,政 府 がSaab-ScaniaをStansaabか ら 追 い 出 して 同 社 を100%国 有

に す る か も知 れ な い と い う警 告 と も と れ る。 以 前 か ら指 摘 さ れ て い た 意 見,つ
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ま りDatasaabとStansaabは 競 争 関 係 に あ る に も か か わ らず,Datasaab

は パ ー トオ ー ナ ー と してStansaabの 計 画 決 定 に 参 加 して い る不 自 然 さ を 指 摘

す る意 見 は.Saab-Univacが 成 立 し た 現 在,よ り強 い もの に な って い る。

ひ

◎
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デ ン マ ー ク

●

設 置 状 況

Quantum社 の 調 査 に よ る と1974年1月1日 現 在 の デ ンマ ー ク の 汎 用 コ

ン ピ ュ ー タ 設 置 台 数 は660台 ,金 額 に して2億8,000万 ドル で あ る。 メ●
一 カ ー別 シ ェア を み る と

,IBMが64%と 圧 倒 的 に 強 く,次 い でUnivacが

11%・ICL5%・H・n・yw・11-B・ll,B・ ・r・ugh・
,U・id。t。 が 共 に4%

ず つ を 占 め て い る。

ま た 米 商 務 省 の 調 査 に よ れ ば,デ ンマ ー ク に お け る コ ン ピ ュ ー タ お よ び関 連

装 置 市 場 は1977年 に は8,500万 ドル に 達 す る と 予 想 さ れ,高 度 の 機 能 を

も つ シ ス テ ム を 中 心 に 順 調 な 伸 び が 期 待 され て い る 。

吟

(

政 府 市 場 と 政 策 お よ び サ ー ビス

デ ンマ ー ク 政 府 のEDP機 器 調 達 は財 務 省 と 行 政 管 理 庁 が 管 理 す る が
,こ れ

はDatacentralenの 勧 告 を も と に行 わ れ て し(る 。Datacentralenは 民 間 の

サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー と して も,政 府 の コ ン サ ル タ ン トと して も機 能 して い る
。

現 在 政 府 が 実 施 中 の 施 策 に は ① 研 究 開 発 機 関(デ ン マ ー ク大 学 な ど)で の

進 歩 的 開 発 の 援 助 ② 公 共 分 野 で の デ ー タ 通 信 の 今 後 の需 要 と利 用 の 調 査 ③

民 間 に お け る プ ラ イ バ シ ー 問 題 ④ 地 方 政 府 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ を 統 合 して1

つ の 強 力 な 中 央 と結 ん だ ネ ッ トワ ー ク を 形 成 す る こ と
,の4つ が あ る 。

政 府 の 汎 用 機 設 置 台 数 は72台,金 額 で6,100万 ドル だ が ,そ の う ち6割

が 中 央 政 府 に4割 が 地 方 政 府 に 保 有 さ れ て い る(Quantum調 べ
,1974

年1月)。 中 央 政 府 の 数 字 に はDatacentralenも 含 ま れ る
。 金 額 ベ ー ス の メ

『 力 一 別 シ ェア は
'IBMが61%,Burr・ugh・13%,CDC8% ,

Univac,Siemensが 各3%,Regnecentralenが2%と な っ て い る
。

デ ンマ ー ク の 国 お よ び 地 方 自治 体 所 有 の サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ーDatacen-

tralenは 公 共 分 野 ビ ジ ネ ス の78%ve請 負 っ て お り
,74年 の カ ス タ マ ー 数
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3,000,売 上 げ1,800万 ドル を 誇 る 。 装 置 は370/155を2台 と

370/158を2台 も ち,デ ン マ ー ク 最 大 のEDPキ ャ パ シ テ ィ を もつ 。 ユ

ー ザ ー 全 体 に 公 共 部 門 が 占 め る 割 合 は お よそ95%で あ る。 従 業 員 は 約1,200

名,主 要 所 在 地 は ヴ ァ ル ビー に あ る。Datacentralonの 大 き な 特 長 は,ユ ー

ザ ー が プ ロ ジ ェ ク トに 大 き く参 加 を要 請 さ れ る 点 で あ る 。 契 約 の 以 前 か らユ ー

　

ザ ー が責任 を もち,そ れは シ ス テ ム ・ア ナ リス トの 問題 設 定,シ ス テ ム ・リク

ワイ ア メン ト,シ ス テ ム設計,プ ログ ラ ミ ングま で 続 く。 そ して プ ロ グ ラムが

テ ス トされ,ユ ー ザ ー がOKし て始 め て シス テ ムは 開 始 され る慎 重 さ だ。

デ ン マー クの1974年 の コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス市 場 は1億 ドル に近 く,

国民1人 当 り21ド ル ときわ め て高 いが,こ れ は大 企業 が 少 な く,外 部の サ ー

ビス会 社 を有 効 に利 用 す る とい う考 え方 が 浸 透 して い る た め で あ ろ う。

6

ノ

Regnecentralen社

メ イ ン フ レー ム 事 業 へ の 復 帰

デ ン マ ー ク 唯 一 の コ ン ピ ュ ー タ

メイ ン フ レ ー ム市 場 で の 活 動 を 再

開 し,再 び 隆 盛 へ の 道 を 歩 み 始 め

てい る。 第3世 代 機RC4000

で思 う よ うな業 績 を上 げ る こ とが

で きず,1972年 に500万 ク

ロー ネ(1デ ンマ ー ク ・ク ロー ネ

=0 .18ド ル)の 欠 損 を 出 した時

には,RCの 将 来 は相 当 困 難 な も

の とな るた とが予想 さ れ た もの で

あ る。 だ が そ の後3年 の 間 にRC

は着 実 に収 益 を上 げ,再 び態 勢 を

もちなfO・しつ つ あ る。1974年

・ メ_カ ーRegnecentralen(RC)は 今

図 五一41:Regnecentralenの 売 上 げ 推 移

(1970-75年)単 位:1.000ク ローネ

(1ク ローネ・≒0.18ト ツレ)

/
/

各会計年度4月1日 一3月31日
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度 の デ ンマ ー ク 国 内総 売上 げ は1億3,300万 ク ロー ネ を上 げ,純 益 は1 ,830万

ク ロー ネ に達 し,社 員 数 も1,140名 と増員 さ れた 。

1972年 の 財 政 危 機 下 にお いて 大

図ll-42:RC純 益 推 移幅 に縮 少
さ れ,RC4000の 後 継 機

種 開 発 の 余 裕 も な か っ たR&D部 門 .も

再 び 活 動 を 始 め,そ の成 果 と してRC

6000お よ びRC4000の 後 継 機

種RC8000が 発 表 さ れ る に い た っ

た わ け で あ る。

1975年1月 に リ リ ー ス さ れ た

RC6000は,RC4000向 け に

開 発 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア とRC3600

シ リ ー ズ の 装 置 モ ジ ュ ー ル を 組 合 せ て

実 現 さ れ た ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム で,64

KBの メ モ リ(サ イ ク ル ・タイム800

ナ ノ 秒),ア ル フ ァ ニ ュ_メ リ ック ・

ア イス フ1/一'一 キ ー ボ ー ド お よ び

2.4メ ガ バ イ トの カ ー ト リ ッ ジ ・デ ィ

ス ク か ら構 成 さ れ て い る
。 ま た 仮 想 記

憶 技 術 を と りい れ て512KBの 主 記

憶 を 提 供 して い る。 こ の 基 本 構 成 に 各

種 の 装 置 モ ジ ュ ー ル を 追 加 す る こ と も

可 能 で あ る。 ま た マ ル チ プ ロ グ ラ ミン

グ が 可 能 で,32台 ま で の キ ー ボ ー ド

タ ー ミ ナ ル か ら同 時 に デ ー タ 入 力,問

い 合 わ せ,プ ロ グ ラ ム 作成 を 行 う こ と

と が で き る。 ま たRC4000向 け に

5000

4UOO

aoOO

2000

LOUO

－1
,0UO

－ZOOU

　 30UO

-4 、ouu

－500U

図 皿一431974-75年 の 売上 げ 内訳

サ ー ビ ス 部 門

58,135,516

機器製造部門

75,108、556

闇 ・機器 売上 げの57.5%は 輸 出によるもの
・前年比伸び率は機器部門が58 .8%,サ ービス19.3%
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開 発され た シ ステ ムお よ びア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェア は す べ てRC

6000の 下 で も実 行 す る こ とが で きる。 そ の他,RC6000に よ る内 部処

理 とRCサ ー ビス ・セ ン ター の 処理 を組 み 合 わせ て利 用 す る こ と もで きる。

RC8000はLSI技 術 を と り入 れ て完 成 され た もの で,RC4000の

後継 機種 に あた る もの で あ る。 最 初 の 出荷 は1976年4月 に予 定 され て い る。

規 模 か らは 中型 機 に属 す る もの で,そ の主 な特 徴 を要 約 す る と次 の よ うにな る。

ス ピー ドはRC4000の 約2倍 で,主 記 憶 はサ イ ク ル ・タイ ム800ナ ノ秒,

最 大4メ ガ語(14ビ ッ ト/語)ま で拡 張 可 能 であ る(16Kま た は32Kモ

ジ ュー ル)。 またRC8000シ ステ ム で は非 同 期 ユニ バ ス を採 用 して い る。

つ ま リバ ス に接 続 され て い る す べて の装 置 に対 して 自由 に ア ドレ ッシ ン グす る

ことが で き る。 この よ うな バ ス構造 を選 ん だ の は,異 った機 能 を も ったCPU

を複数 台接 続 す る こ とが で き る よ うに す るた めで あ る。 ユ ニ バ ス では,割 り込

み も同 じバ ス上の 信号 と して扱 わ れ るか らこ うした ことが可 能 に な る。 またR

C8000で は,22メ ガ語 の デ ィス クを 提供 す る こ と も予定 され て い る。 ソ

フ トウェ アに 関 して は,RC8000の ソ フ トウ ェア もRC4000の ソフ ト

ウェア と完 全 に互換 性 を もって い る。

現 在新 しい ソフ トウェ ア と してSYSTEM80と 呼 ばれ る ア プ リケー シ ョン・

システ ムが,RC4000,6000,8000向 け に開発 さ れ て い る。 この

シス テ ムは 財務 管理 シス テ ム,給 与 シス テ ム,在 庫 管 理 システ ムの3つ の シス

テ ムか ら成 る ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジで,誰 にで も容 易 に使 え る柔軟 性

に 富ん だ もの に な って い る。 利用 可 能 に な る時 期 は1975年10月 で あ る。

SYSTEM80を 構 成 す る3つ の モ ジ ュ ール は共 通 の デー タ ・ベ ー スの 下 で動 作

す る。従 ってSYSTEM80は 総合 的 な'ビジ ネス ・シス テ ム と して利 用 す る こ

とが可能 で あ る。 ユー ザ ー は好 きな 時 に ター ミナル か らデ ー タ ・ベー ス を ア ッ

プデ ー トした り,問 い合 わ せ を した りす る こ とが で きる。

さて,こ の よ うな勢 い を と りも ど しつ つ あ るRCだ が,再 建 に あ た って どの
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よ うな 方 策 を と っ た の だ ろ うか 。

そ れ ま でRCで は,開 発 プ ロ ジ ェ ク トは ユ ー ザ ー とRCの ス ペ シ ャ リス トか

ら構 成 され る小 規 模 な研 究 グルー プ と して運 営 す る行 き方 を と ってい た。 す な

わ ち い くつ か の小 グル ー プが 分 散 して研 究 活 動 を行 って い た。 ま たRC社 の 開

発 方針 は 開発 部 門に よ って 決定 さ れ,マ ー ケテ ィ ン グに 関 し て は 余 り注 意 が

払 わ れ な か った。3年 前 のRCの 財政 的 い きづ ま りは主 と して こ うした こ とが

背景 とな って生 じた もの で あ り,不 況 が 直接 的 な原 因 では な か っ た。 とい うの

はRC4000は プ ロセ ス ・コ ン トロー ル用 ,研 究 用,教 育 用 と して す ば ら し

い能 力 を備 え てい た に もか か わ らず ,そ の よ うな ニ ー ズ を認 識 して い なか った

た め開 発 され な か った か らで あ る。

1972年 にRCが 直 面 した問題 は製 品 の 品質 とか ,技 術 とか,企 業 と して

の柔 軟 性 とい っ た伝 統 を失 うこ とな しに ,い か に して 販 売 を促 進 し収 益 を上 げ

て ゆ くか とい う問 題 で あ った。 こ うしてRCは 問題 解 決 に 向け て ,市 場 を組 織

的 に分析 し,専 門 的 な セ ール ス 部 隊 を形成 し,顧 客 との コ ミュニ ケ ー シ ョンを

は か り,研 究 開発 グ ル ー プを1つ に統 合 し,製 品 ライ ンの確 認 を行 うとい った

具 合 に努 力 を積 み 重 ねた。

この時 期 にRCが セー ル ス に 力 を注 い で,そ の結 果 財政 もち な お しにつ な が

っ たの はRC3600,RC2000,2500 ,500,RC7000と い

った 製 品・ お よ びDatapoint2200で あ る。RC3600は ,1971年

春 に発 表 され た サ ポ ー ト ・シス テ ム で,74-75年 度 には80シ ステ ムを 売

っ た。 ア プ リケ ー シ ョンは デ ー タ ・エ ン トリー ,デ ー タ収 集,オ フ ライ ン ・コ

ンバ ー ジ ョン,リ モー ト ・バ ッチ ・タ ー ミナル機i能 な どで
,ま たRC40'00,

ぐ

6000の フ ロ ー ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ と し て も
,デ ー タ ・ネ ッ トの ノ ー ド

と して も使 用 さ れ て い る 。BC2000,2500 ,500は 紙 テ ー プ ・リ ー

ダ ・シ リー ズ で あ る。 ま たRC7000ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ は と くに 教 育 機 関

で の 利 用 が 多 い 。
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RCサ ー ビス ・セ ン タ ー`

RCは い ち 早 くネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス を 実 施 した と い う点 で も 良 く知 られ

て い る。

1958年,デ ン マ ー ク 初 の コ ン ピュ ー タ で あ るDASK(第1世 代 機)か

ら 出発 し たRCサ ー ビ ス 部 門 は,今 日 で は8つ の サ ー ビ ス ・セ ン タ ー で10台

のGIER(第2世 代 機)お よ び5台 のRC4000シ ス テ ム を 使 っ て 数 多 く

の ユ ー ザ ー(市 場 の30%)にEDPサ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 ま た ノ ル ウ ェ

ー
,ス ウ ェー デ ン,西 独 の 支 店 に もRC4000の サ ー ビ ス ・セ ン タ ー を 置 い

て い る 。

過 去5年 の 間 に,RCは そ の サ ー ビ ス ・セ ン タ ー ・ネ ッ トワークにRC4000

を 導 入 し,ユ ー ザ ー と協 力 し て 各 種 の 科 学 技 術 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム ・

パ ッ ケ ー ジ を 開 発 して き た 。 ま た1972年 に は テvプ ロ セ シ ン グ ・フ ァ シ リ

テ ィ を ユ ー ザ ー に 提 供 す る よ うに な っ た 。

現 在 そ の 製 品 に は 以 下 の もの が あ る。

。RC財 務 管 理 シ ス テ ム ー1971年 の 発 表 以 来 人 気 を 集 め て い る モ ジ ュ ラ

ー ・シ ス テ ム

。給 与 計 算 シ ス テ ム

。生 産 お よ び在 庫 管 理 シ ス テ ム

・RCTeledataシ ス テ ムー 公 共 電 話 ネ ッ ト ワ ー ク を 使 っ た 遠 隔 デ ー タ 処

理 シ ス テ ム

ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ー と サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー経 営 とい う組 合 わ せ は 非 常

に珍 しいの だ が,サ ー ビス部 門 か らの 売上 げ は全 体 の44%(1974-75

年 度)に 達 する ほ どで,大 きな 比重 を も って い る。

も

■

国外活動

RCは1964年 以来輸 出市場 に力を入 れてきてい るが,そ の結果1970

年末 までに5ケ 所に国外支社 を設 置 した。再 び国外市場の開拓 に力を入れた今
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年 度 は,英 国,フ ィ ン ラ ン ドに 支 社 を 設 立 。 各 支 社 は 不 況 の 中 も健 闘 し,7社

の 総 売 上 げ は 前 年 度 の5,000万 ク ロ ー ネ か ら,1974-75年 度 は7,000

万 ク ロ ー ネ に 伸 び て い る。

RCの 国 外 支 社 は さ ま ざ ま な 名 称 で よ ば れ て い る。 た とえ ば ノ ル ウ ェ ー,ス

ウ ェ ー デ ン,フ ィ ン ラ ン ド,オ ー ス ト リア で はSCANIPS,オ ラ ン ダ,英 国 で

はRegnecentralen,西 独 で はGIEREIectronicsと して 知 られ て い る 。

表 皿 一28 RCの 歩 み

1957

1958

1960

1963

1965～66

1966～67

1967～68

デ ン マ ー ク 応 用 科 学 ア カ デ ミー の 下 に 非 営 利 の 研 究 団 体

と して 発 足 。

デ ン マ ー ク 初 の コ ン ピ ュ ー タDask完 成 。

デ ン マ ー ク 初 の サ ー ビ ス ・ビュ ー ロ ー 開 設 。

第2世 代 機Gier稼 動 。

ペ ー パ ー ・テ ー プ ・ リー ダRC2000を 発 表 。

汎 用 オ フ ラ イ ン ・デ ー タ'コ ン バ ー ジ ョン'ア ン ド'コ

"
ユ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ムRC3000の 開 発 。

有 限 会 社 と な る。

RC3000の 生 産 開 始 。 これ 以 後8年 間 に200台 が

売 られ た 。

オ ス ロ に 最 初 の 子 会 社,Gierベ ー ス の ビ ュ ー ロ ー を 設

Mo

RC1000デ ー タ ・ロ ガ ー を 発 表。

ス ト ッ ク ホ ル ム に ビ ュ ー ロ ー 開 設o

RC4000開 発 開 始 。Daskの 製 造 終 止 。

デ ン マ ー ク 工 科 大 学 と 共 同 でRC1600専 用 コ ン バ ー

タ開 発 。

RC3000オ フ ラ イ ン ・プ リ ン ト ・シ ス テ ム発 表 。
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RC2360コ ン ト ロ ー ラ・発 表 。

RC4000の デ リバ リー 開 始 。 最 初 の ユ ー ザ ー は コ ペ

ン ハ ー ゲ ンの テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・リ サ ー チ ・ラ ボ

ラ ド リ

ロ ッ テ ル ダ ム に 子 会 社 設 立 。

RC3200ペ ー パ ー ・テ ー プ ・ト ラ ン ス ミ ッ タ とRC

7000ミ ニ コ ン ・シ ス テ ム 発 表 。RC3600サ ポ ー

ト ・シ ス テ ム 開 発 開 始 。

ウ ィ ー ン に子 会 社 。

RC3600発 表 。RC2500ペ ー パ ー ・テ ー プ ・リ

ー ダ とRC7100イ ベ ン ト ・レ コ ー ダ ,MUTリ モ ー

ト ・バ ッチ ・タ ー ミナ ル 発 表 。

コ ペ ン ハ ー ゲ ン～ オ ル フ ス 間 に デ ン マ ー ク で 最 も速 い デ

ー タ伝 送 .シス テ ム をRC3600を 使 用 し て 開 発 。

サ ー ビス ・ビ ュ ー ロ ー の デ ン マ ー ク で の 顧 客 数1,000

に 。

RC3600の 改 良 シ ス テ ム ・シ リー ズ お よ びRC500

紙 テ ー プ ・ リー ダ を 発 表 。 テ レ プ ロ セ シ ン グ機 能 を も つ

RCTeledataシ ス テ ム を 発 表。

RC700ミ ニ ・コ ン の 出荷 数1,000に 。
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ノ ル ウ ェ ー

エ レ ク トロ ニ ク ス 産 業 は は 小 さい な が ら,き わ め て高 い 柔 軟 性 を 備 え て い る。

人 口 わ ず か500万 人,細 長 く複 雑 な 地 形 の 国 土 を もつ ノ ル ウ ェ ー の 中 心 産 業

は 海 洋 業 で あ る。 船 舶 関 係 と 漁 業 に お け る ニ ー ズ が,エ レク トロ ニ ク ス 産 業 発

展 へ の 刺 激 剤 と な っ て い る。

ノ ル ウ ェ ー の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に は,Kongsberg社 とNorsk社 が

あ る。K・ngsberg社 は 最 近 ニ ュ ー ス が な い が,N・rskは 非 常 な 成 功 を お さ

め て い る。 現 在 ノ ル ウ ェ ー で は,政 府 調 達 に お い て 国 内 メ ー カ ー を 優 先 さ せ よ

う と い う問 題 が 論 議 さ れ て お り,Kongsbergは こ れ に対 し賛 成 し て い る が,

Norskは こ の 案 に は 冷 淡 だ と い わ れ る。Norskの 売 上 げ の 半 分 は す で に 輸

出 に よ っ て い る た め だ ろ う。 こ の2社 の 他 に最 近 はTandberg社 が 周 辺 装 置 製

造 で 伸 び て き て い る。

1974年1月1日 現 在 の 汎 用 機 設 置 状 況 は,台 数510台,金 額 で2億

4,-000万 ド ル で あ る(Quantum社 調 べ)。

メ ー カ ー 別 に み る と,や は りIBMが ノ ル ウ ェ ー で も市 場 の 過 半 数 を 占 め る

が,HIS-Bullの シ ェ ア の 大 き さ も注 目 され る。 ユ974年9月 末 現 在 の

DataLogic社 調 べ に よ る と,ミ ニ コ ン,タ ー ミナ ル を 含 め た コ ン ピ ュ ー タ

設 置 額 メ ー カ ー 別 シ'エ ア は,IBM55.9%,HIS-Bull12.9%,Univac

10・0%・Norsk6r1%・CDC3・7%・Datasaab3・1%・Burroughs

1.2%,そ の 他7.1%で あ る。'

NorskDataelektronikk

NorskのJohansen社 長 の 顔 か ら は笑 い が た え な い 。1974年 オ ス ロ

株 式 市 場 で 同 社 の 株 は 他 社 株 の5倍 の 相 場 を つ け られ た の だ。 コ ン ピ ュ ー タ ・

ビ ジ ネ ス を キ ャ ッ シ ュ ・ハ ング リー で リス クの 多 い も の と み る大 方 の 向 き に は,

こ れ は 驚 き で あ る。'
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オ ス ロ に本 拠 を 置 くN・rskは,社 員140人 の 小 さな 会 社 で あ る 。 こ の会

社 を,圧 倒 的 な 米 国 メ ー カ ー に た ち う ち して 利 益 を あ げ て い る数 少 な い 欧 州 メ

ー カ ー に して い る の は
,や は りそ の コ ン ピ ュ ー タ の 優 秀 性 で あ ろ う。

Norskは1967年.ノ ル ウ ェ ー 防 衛 研 究 所 出 身 の3人 の 技 術 者 に よ っ て

つ く られ た 。3人 は68年 最 初 の コ ン ピ ュ ー タ,Nord1を 開 発 した が,こ れ

はTTLロ ジ ッ ク を ベ ー ス に し た16ビ ッ ト ・プ ロ セ ッサ で,16の イ ンタ ラ

プ ト・レベルを もち.16本 の プ ロ グ ラ ム ま で 同 時 に 処 理 す る能 力 を もつ 。 当 時 と

し て は こ れ は 非 常 に 進 ん だ も の だ っ た が,ソ フ トの 方 は 初 歩 的 な もの だ っ た 。

そ れ に も か か わ らず,こ の コ ン ピ ュ ー タ はN・rc・ntro1と い う会 社 の船 舶

用 衝 突 回 避,エ ン ジ ン制 御 シ ス テ ム に よ く適 合 し,成 功 した 。

こ の 成 功 に つ い でNorskはNord1のOEMバ ー ジ ョ ンNOrd4を 発 表

して い る。

一 方
,Nord1の 機 能 は さ らに 拡 張 さ れ,ま ず69年 か ら70年 に か け て,

完 全 多 重 処 理 能 力 を もつ リア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ム が 開 発 され,1年 後 に は,

15台 の タ ー ミナ ル を サ ポ ー トす るNord1タ イ ム ・シ ェ ア リ ング ・シ ス テ ム

を 発 表 。 こ れ は 初 め はF・rtranの み を 提 供 して い た が,の ち にBasicも 使

え る よ う に な っ た 。

Nord1は 教 育,研 究,プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル 用 に 約80台 売 られ た 。

し か し,Nord1ラ イ ンの 開 発 は これ で 終 わ り で は な か っ た 。 低 価 格 版 の 要

望 に こ た え てNord20を 発 表,こ れ は 基 本 的 に はNord1と 同 じ だ が,ハ ー

ドウ ェ ア 浮 動 小 数 演 算 機 能 が な く,イ ン タ ラ プ ト ・レベ ル も2つ し か 備 え て い

な い 。

1970年 に 発 表 さ れ た こ のNord20は,パ ワ ー ・ス テ ー シ ョ ンや プ ロ セ

ス制 御 に お け るモ ニ タ リ ン グ ・デ バ イ ス と し て 意 図 さ れ て い た。 ま た,リ モ ー

ト ・バ ッ チ ・タ ー ミ ナ ル の ベ ー ス と して,ロ ー カ ル処 理 や,プ リン タ と カ ー ド ・

リー ダ の制 御 を 行 な う こ と も で き る。 こ れ ま で に 引 き 渡 さ れ た70台 の

Nord20の う ち約 半 数 は こ うい っ た 面 で 利 用 さ れ て お り,NorskはN・rd
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20用 リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン トリ ー ・ソ フ トウ ェ ア を 開 発 し た。

Nord1の 後 続 機 種 と して 発 表 さ れ た の が,現 在 の ベ ス トセ ラ ー 機 種 ,パ ワ

フ ル な16ビ ッ ト ・マ シ ンNord10で あ る 。 こ れ は 当 時 出 て い た 他 の ど ん な

小 一 中 型 コ ン ピ ュ ー タ に も,ソ フ ィ ス テ ィ ケ ー シ ョ ン と い う意 味 で は 太 刀 打 ち

で き る も の で あ っ た 。

こ の 結 果 は,見 事Norskの 敵 陣 突 破 と な っ た わ け で,CERN(欧 州 核 物

理 学 研 究 機 関:ジ ュ ネ ー ブ に 所 在)か らの 受 注 獲 得 と な っ た 。 こ の 契 約 は,

Mitra15を 提 出 し たCII,Siemens,Philips,DEC,DataGenera1,

Hewlett-Packard,Interdataと の 競 争 の 結 果 勝 ち得 た も の で,リ ア ル ・

タ イ ム ・ シス テ ム と タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ シス テ ム を共 に もつ こ と が,Nord

10を 有 利 に した1つ の 要 素 だ っ た 。 こ う して1972年 粒 子 加 速 装 置 制 御 用

と して24台 のNord10が 発 注 さ れ た 。

こ の 他Nord10の 長 所 に は,フ レ キ シ ブ ル な 高 速 度1/0バ ス ・シ ス テ ム,

100万 ワ ー ド/秒 を 伝 送 す る ダ イ レ ク ト ・メ モ リ ・ア ク セ ス ・チ ャ ネ ル が

あ る。 ま た さ ま ざ ま な メ モ リ ・オ プ シ ョ ンの 組 合 わ せ が 得 られ る。 全 て の 命 令

は,65ナ ノ セ カ ン ド,1,024ワ ー ド,32ビ ッ トの 読 取 専 用 メ モ リ(ROM)

の マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ム で 行 な わ れ る。 ま た ユ ー ザ ー の 特 殊 命 令 と マ イ ク ロ ・

プ ロ グ ラ ム 可 能 なROMも 得 られ る。

1974年 末 で 計60台 のN・rd10が 各 種 の ユ ー ザ ー に設 置 さ れ て い る が

さ ら に75年 初 め に約40台,金 額 に して4,600万 ク ロー ネ(1ク ロ ー ネ ÷

55円)の 大 き な 注 文 を 受 け て い る。

Norskは い まNord1同 様,Nord10フ ァ ミ リー の拡 張 を は か っ て お り,

現 在 低 価 格 版 を 開 発 し て い る。 こ れ はNord10よ り30%速 度 が 遅 く,MOS

メ モ リの み を も つ も の に な る 予 定 で,Nord10と イ ン ス トラ ク シ ョ ン ・セ ッ

ト ・コ ンパ ンテ ィ ブ ル で,そ の 名 称 は エ ン ド ・ユ ー ザ ー版 で はNord12,

OEM版 で はNord42と さ れ る こ と に な ろ う。

Nord42の 主 要 カ ス トマ ー に は,ま たNorcontro1社 が な る は ず で,す
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で に150台 を 受 注 し て い る。

だ が1そ のOEM市 場 で の 成 功 に も か か わ らず,Norskは 自 身 を"建 築 用

ブ ロ ッ ク"的 な 大 量 生 産 の ミニ コ ン ・メ ー'カ ー と して 考 え て は い な い 。Norsk

が 重 視 して い る の は,技 術 的 な ソ フ ィ ス テ ィ ケ ー シ ョ ンで あ り ・ オ ー ル ●ラ ウ

ン ドな シ ス テ ム能 力 で あ る。 需 要 に こ た え て 実 質 的 にカ ス タ ム ・オ ー ダ ー ・シス

テ ム を 作 る予 定 で あ る。

こ う した方 向 の中 で,32ビ ッ ト ・マ シー ンで,非 常 に高 い 演 算 能 力 を備 え

たNord5が,ノ ル ウ ェ ー 気 象 研 究 所 用 に 開 発 され た 。 続 い てNord5を

Nord10と 結 合 したNord50が 発 表 さ れ た 。

こ の 結 果 は1974年 に2つ の 契 約 獲 得 と な っ て あ ら わ れ た。 合 計100万

ポ ン ドに な る2つ の 契 約 の1つ は,世 界 気 象 機 構(WMO)と のNord50シ

ス テ ム 契 約,も う1つ は ア ル ジ ェ リア 気 象 研 究 所 に 対 す る テ レ トラ ン ス ミ ッ テ

ィ ン グ ・シ ス テ ム で,2つ と も ア ル ジ ェ リア に 設 置 さ れ る 。 ま たNord50は

ス ウ ェ ー デ ンの 大 電 気 メ ー カ ーASEAか ら も3台 発 注 さ れ た 。

昨 年 のNorskの 売 上 げ は3:800万 ノ ル ウ ェ ー ・ク ロ ー ネ を あ げ た 。 この

う ち27%は 輸 出 に よ る。 純 益 は 前 年 の2倍 の260万 ク ロ ー ネ に 達 した 。

Norskは す で に ジ ュ ネ ー ブ に 近 いFernayVoltaireに,CERNプ ロ ジ

ェ ク ト ・サ ー ビ ス と 中 欧 マ ー ケ テ ィ ン グ の た め の 会 社 を 設 立 して い る が1975

年 末 に は ス ウ ェ ー デ ン に も子 会 社 が で き る。 同 社 が 今 後 も マ ー ケ テ ィ ン グ ・コ

ス トを 総 コ ス トの10%以 下 に お さ え つ づ け る か ど う か は,ま だ わ か ら な い 。

だ が 会 社 側 は,規 模 の 小 さ さ に も か か わ らず,Norskが 国 際 市 場 で の 成 功

を 続 け る と 確i信 して い る 。 そ してNorskは 政 府 の 補 助 金 を こ れ ま で 受 け た こ

と が な く,つ ね に 自身 の 活 動 で 資 金 を ひ ね り だ して き た こ と を 誇 り に して い る。

じ

句

"

Tandberg社

Tandberg社 は,オ ー デ ィ オ 機 器 とTVセ ッ、トで 知 られ る会 社 で あ る 。 そ

の 会 社 が 今,コ ン ピ ュ ー タ周 辺 機 器 に 力 を 注 い で い る。
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周 辺 機 器 の 開 発 を 始 め た の は1971年 で あ る 。 す で に ラ ンゲ ー ジ ・ラ ボ ラ

ト リ,ア ナ ロ グ ・シス テ ム,イ ンス ツ ル メ ンテ ー シ ョ ン ・レ コ ー ダ を 製 造 して

お り,こ れ に伴 な うエ レ ク トロ ・メ カ ニ カ ル と エ レ ク トロ ニ ッ ク な 技 術 を 結

合 す る こ と に 熟 達 した 同 社 に と っ て 磁 気 テ ー プ ・ ドラ イ ブ 開 発 の 決 定 は 自然 な

こ と だ っ たo

同 時 に 同 社 のTV部 門 は そ の 経 験 を 利 用 し て ビ ジ ュ ア ル ・デ ィ ス プ レ イ ・ユ

ニ ッ トを 開 発 す る こ と を 考 え て い た 。 こ う して2つ の 開 発 ラ イ ン は1つ の 周 辺

機 器 部 門 に ま と め られ た 。

過 去3年 間1ζ わ た り同 社 は デ ー タ 処 理 関 連 機 器 の 開発 に1,500万 ク ロ ー ネ

を 投 資,さ ら に 製 造 施 設 に も1,000万 ク ロ ー ネ を つ ぎ こ ん だ。

コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 機 器 ビ ジ ネ ス は 思 っ た よ り も コ ス トが か か っ た が,会 社 側

は こ れ を こ れ か ら非 常 に 重 要 に な る市 場 へ の 入 場 券 とみ て い る。 ・

1974年 の デ ー タ 処 理 関 連 機 器 か ら の 収 益 は500万 ク ロ ー ネ だ っ た 。 こ

れ は 同 社 全 体 の6億 ク ロー ネ か ら み れ ば と る に 足 らな い 数 字 で あ る が,現 在 同

社 は ヨー ロ ッ パ と米 国 で セ ー ル ス 組 織 を 作 っ て お り,1975年 に は1,500

～2
.000万 ク ロ ー ネ を 期 待 して い る6さ らに1976年 に は3、000～

4,000万 ク ロ ー ネ,77年 に は6,000～8,000万 ク ロ ー ネ ま で 伸 ば す こ

と を 計 画 して い る。,

こ の 売 上 げ は3つ の製 品 グ ル ー プ に よ る も の で あ る。 つ ま り,①TDM1000

デ ジ タ ル ・テ ー プ ・ トラ ンス ポ ー ト ②TDV2000ビ ジ ュ ア ル ・デ ィ ス プ

レ イ ・ユ ニ ッ トとTDS8010デ ィ ス プ レ イ ・シ ス テ ム ③TDC3000

デ ィ ジ タ ル ・カ ー ト リ ッ ジ ・レ コ ー ダ で あ る。
P

政 府

政 府 調 達 に 関係 してい るの は,デ ー タ処 理諮 問 委 員会DPACと 財 務 省 で あ

る。DPACは14省 のEDP機 器 調達 に 関す る 日常 的指 導 と政府 のEDP政

策 お よ び長 期 計 画 の 作 成 とい う2つ の 役割 を もつ 。財 務省 は,DPACの 勧 告
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を も と に し た各 省 の コ ン ピ ュ ー タ 予 算 要 求 を検 討 し許 可 を 出 す 。

ノ ル ウ ェ ー の 公 共 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況 はQuantum社 調 べ に よ れ ば

1974年1月1日 現 在 で95台,4,800万 ドル で あ る 。 こ れ に は ミニ ・コ'

ン ピ ュ ー タ も含 ま れ る。 メ ー カ ー 別 シ ェ ア は 金 額 ベ ー ス でIBM35%,CDC

24%,Univac12%,Honeywell7%と 米 国 勢 が79%を 占 め る。 一 方,

国 内 メ ー カ ーNorskは19%で あ る。 北 欧 諸 国 に共 通 だ が,こ こ で は 国 産 品

愛 用 政 策 は ほ と ん ど 考 え ら れ な い よ うだ 。

政 府 向 け の サ ー ビ ス は ノ ル ウ ェ ー 国 営 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ーNSCCが 主

と し て 行 っ て い る。74年 の 収 益 は300万 ドル で.公 共 分 野 サ ー ビ ス 市 場 の

85%の シ ェ ア を もつ 。

禽

9

組 合 のEDP監 視

ノル ウェ ーで は産 業 組 合 が コ ンピ ュ ー タ ・シス テム の仕 事 に対 す る イ ンパ ク

トを伝 統 的 に監 視 して い る。 これ まで仕 事 場 の タ ー ミナ ル は一 方 向 で あ った。.

つ ま り労 働者 が結 果 を プ ラニ ング ・シス テ ムに報 告 す るだ け だ ったが,現 在,

労 働 者 側 が要 求 して い るの は シス テ ム に問 い 合 わ せ をす る権 利 で,そ うす る こ

と に よ って,管 理 者 が選 び,手 を入 れ た セ カ ン ドハ ン ドの デ ー タで は な くて,

経 営 側 と同 じデ ー タ に組 合 も個 人 も ア クセ スで き るよ うにな る。 そ の場 合 は組

合 が選 ん だ1人 のデ ー タ監視 者 が全 て の情 報 に ア クセ スす る こ とに な り,DP

要 員 は,そ の 際 彼 に平 明 な言 葉 で計 画 中 の新 シス テ ムの 内容 を全 て伝 え な げれ

ば な らな い。 も しそ の 計 画 中 の新 シス テ ムが誰 か の仕 事 に支 障 を きたす 疑 い が

あれ ば,組 合 は シス テ ムの 機 能 を検 討 し,必 要 とあれ ば シ ス テ ム を中 止 さ せ る

権 利 を もつ。

この 計 画 は4つ の産 業 で試 され,金 属 産 業,ゴ ム産 業 で は労 使双 方 の積 極 的

な 評価 が下 され た。

⑳
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フ ィ ン ラ ン ド

●

'

全 般

フ ィ ン ラ ン ドの 人 口 は わ ず か470万 人 で そ の ほ とん ど は 国 土 の 南 半 分 に 住

む が,コ ン ピ ュ ー タ の 集 中 度 は さ ら に 激 し く,首 都 ヘ ル シ ン キ 周 辺 にEDP要

員 の80%が 住 む 。

フ ィ ン ラ ン ドの 貿 易 収 支 は 過 去15年 の う ち14年 ま で が 赤 字 と い う状 態 で

あ るが,産 業 発 展 に は コ ン ピ ュ ー タ ・フ ァ シ リテ ィ の 増 加 が 欠 か せ な い とい う

と こ ろ に 悩 み が あ る 。 今 後 も ハ ー ドウ ェ ア を 輸 入 に 頼 る こ と は や め た い が,国

内 市 場 が あ ま り に 小 さ い た め,中 一 大 型 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ の 国 内 生 産 の 可 能 性

は 薄 い と い う と こ ろ で あ る。

設 置 状 況 はQuantum社 の 調 べ に よ る と1974年1月1日 現 在 で340台

(汎 用 コ ン ピ ュ ー タ の み),金 額 に して1億2,000万 ドル で あ る。 市 場 と し

て は 小 さ い が,今 後 年 間20%の 伸 び が 予 想 さ れ る。

メ ー カ ー別 市 場 シ ェ ア はComputerWeekly誌 に よ れ ばIBM52%,

Honeywell-Bull/Nokia28.4%,Univac9.3%,Bourroughs6 .4

%,Datasaab3.2%,そ の 他0.7%と 言 わ れ,と くに 注 目 さ れ るの はH-B

/Nokiaの 強 さ で あ る。 主 要 メ ー カ ー の 多 く は子 会 社 あ る い は 代 理 店 を も っ

て お り,た と え ばIBMとUnivacは そ れ ぞ れ 子 会 社 を も ち,H・neywellは

現 地 のNokiaElectronics社 と,BurroughsはParagon社 と 提 携 して

い る。

NokiaElectronic8

NokiaElectronics社 は 最 近 ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ の 開 発 お よ び セ ー ル

ス に 成 功 した 。 こ の 成 功 は 銀 行 に よ っ て い る。 す な わ ち フ ィ ン ラ ン ドの 銀 行 が

テ ラ ー ・タ ー ミナ ル を コ ン トロ ー ル す る た め に各 支 店 の ミニ ・コ ンの ネ ッ トワ

ー ク 開 発 を 依 頼 し た か らで あ る
。
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この た め にNokiaは ミ ニ ・コ ンMikkoを 開 発 し,す で に3つ の 銀 行 か ら

オ ー ダ ー を 受 け て い る。 こ れ は 今 後4～5年 で900台 の 売 上 げ に な る 予 定 だ 。

Mikkoは 他 の ア ブ。リケ ー シ ョ ン に も使 用 で き,国 内 の 他 の 市 場 あ る'い は ソ連

へ の 輸 出 も期 待 して い る 。

'

Nokiaは ま たPhilipsと1975年1月,フ ィ ン ラ ン ドお よ び 東 欧 に お

け る 提 携 に 同 意 し,Mikko,キ ー ボ ー ド,プ リ ン タ をNokia側 が 提 供 す る こ

と を と り き め た。 こ の 提 携 の 最 初 の 成 果 は 商 業 銀 行HelsinginOsake-

pankkiの オ ー ダ ー で1,こ れ はDatasaabの フ ィ ン ラ ン ド子 会 社Datasaab-

ValmetとIBMと の 猛 烈 な 競 争 の 結 果 勝 ち と っ た も の で あ る 。 同 行 が 古 く か

らのIBMユ ー ザ ー だ っ た た め に これ に は米 国IBMか ら ト ッ プ ク ラ ス が 送 り

こ ま れ た ほ ど だ っ た。

Nokiaの197.年 の コ ン ピ ュ ー タ 部 門 売 上 げ は9,000万 フ ィンラ ンド ・マ

ル ク(1MF=79円)で 前 年 比20%増 だ っ た 。NokiaはHonewe11-B .u11

の 代 理 店 で も あ り,同 年20台 の シ リー ズ60を 売 っ て い る。

亀

¶

ユ ー ザ ー

フ ィ ン ラ ン ドで は銀 行 に よ る使 用 の 割 合 が 非 常 に 高 い 。 例 え ば,The

W・rkersSavingsBankは5年 前 か らBurr・ughsのB3500を ベ ー ス

に し た テ ラ ー ・タ ー ミ ナ ル ・ リ ア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ム を使 用 し て い る し,ま

た4つ の 大 銀 行 がHoneywellの メ イ ン フ レ ー ム を 中 心 に した ネ ッ トワ ー ク ・

シ ス テ ム を 開 発 中 で,そ の 他IBM370ユ ー ザ ー の 銀 行 もい くつ か あ る。

TheBankofFinlandは 現 在 ハ ー ドウ ェ ア の 機 種 選 定 中である。と い う の は

Swift(SocietyforWorldwideInterbankFinancialTele-

communication:全 世 界 銀 行 金 融 テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン協 会)の 国 際 ネ ッ

ト ワ ー ク構 想 で は ヘ ル シ ンキ に コ ン セ ン ト レー タ が 置 か れ る こ と に な っ て お り,

1976年 に シ ズ テ ム が設 置 さ れ る の だ 。 フ ィ ン ラ ン ドか ら こ れ に は7銀 行 が

参 加 し て い る。

●
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他 の 分 野 で は,製 紙 工 業 と 金 属 工 業 に お け る生 産 管 理 シ ス テ ム が 歴 史 が 古 い
。

ま た 国 内 最 大 の 卸 売 業 者Kesko社 は5年 前 か らオ ン ラ イ ン在 庫 管 理 シ ス テ ム

を.同 じ くHankkija社 は 自動 倉 庫 シ ス テ ム を も つ 。Finnair(航 空)
,

SiljaLine(フ ェ リー),国 有 鉄 道 は オ ン ラ イ ン予 約 シ ス テ ム を 設 置 して い

る。

各 大 学 は,FSCC(国 営 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ンタ ー)のUnivac1108の

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム を 使 用 して い る
。

サ ー ビ ス

フ ィ ン ラ ン ドの サ ー ビ ス 市 場 は小 さ い 。1974年 の サ ー ビ ス 支 出 は3
.600

万 ドル に す ぎ な い 。

サ ー ビ ス 分 野 は 未 開 発 の 部 分 が 多 く,フ ィ ン ラ ン ドで は サ ー ビ ス 会 社 は ほ と

ん ど 計 算 セ ンタ ー を意 味 す る 。 全 体 の20%が ビ ュ ー ロー で 処 理 され て い る が
,

国 営 コ ン ピ ュ ー タ ・ビ ュ ー ロ ーFSCCの 他 は,銀 行 とハ ー ド輸 入 会 社 が こ の

分 野 を 独 占 して い る。

ソ フ トウ ェ ア 会 社,コ ンサ ル タ ン ト会 社 の 規 模 は き わ め て 小 さ く
.25人 以

上 の ス タ ッ フを か か え る と こ ろ は1つ も な い 。

最 近 注 目 さ れ た もの と し て,ソ 連 と フ ィ ン ラ ン ドの 企 業 が 合 同 で ヘ ル シ ン キ

に 作 っ た ビ ュ ー ロ ー が あ る 。 これ は
.COMECONの360コ ン パ テ ィ ブ ル ・シiJ

－ ズ のEC1020を ベ ー ス に して い る
。,

ρ 政 府

政 府 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 保 有 台 数 は1974年1月 現 在 で43台,金 額 に し

て2040万 ドル と さ れ る 。 これ は1970年 か ら91%増 加 して い る
。 そ の

メ ー カ ー 別 シ ェ ア は,IBMが72% ,Univac15%,Honeywell5%,

Saab5%,Burroughs2%,そ の 他1%と な っ'tViる
。 政 府 が 保 護 育 成 す

る ほ ど のEDP産 業 は な い が,政 府 はEDPに は 関 心 を も って お り
,政 府 のE

－329一



DP利 用 の 開 発 に 努 力 を は ら っ て い る。 こ の 開 発 はFSCC(Finnish

StateC・mputerCentre)の 手 に よ っ て な さ れ て い る。FSCCは 政 府 向

け サ ー ビ ス の 他,地 方 自治 体 や 民 間 向 け に もサ ー ビ ス を し て い る 。70の 政 府

省 庁,120の 地 方 自 治 体 の ワ ー ク ロ ー ドを処 理 して い る が,売 上 げ の66%

は 民 間 分 野 に よ っ て い る。1974年 の 売 上 げ 予 想 は700万 ドル 。FSCC

は 大 蔵 省 の 下 に お か れ て お り,従 業 員 は500人 で あ る 。

哨

!

一330一

、



楡

θ

5 そ の 他 諸 国

イ 夕 リ

全 般

1974年 末 現 在 の汎 用 機 設置 状 況 は,IDCの 調 査 に よれ ば,台 数 で5,724

台,金 額 で18億5,600万 ドルで ある。 金 額 ペー ス で の メー カ ー別 シ ェア は,

IBMが56～71%,Honeywe11が12～20%,Univacが8～9%,

Unidataが4～7%と い うのが お お よそ の 推 定 で あ る。

米 商 務 省 に よれ ば,1975年 に マ イ ナス成 長 を経 験 した イ タ リー経 済 も,

76年 には2%の プ ラス 成長 が期 待 され る。 イタ リー政 府 は 現在,経 済 成長 ・

産 業 開発 ・産 業 再 編 成 の長 期計 画 を立案 中 で,こ れ に より市場 は活 発 化 す る も

の と うけ とめ られ て い る。

強 い需 要 が期 待 され る の は,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ,周 辺 装 置,デ ータ伝送機器

で あ る。 ミニ コ ンは今 後 数 年,毎 年30%売 上 げ が増 加 す る とみ られ る。

また デ ー タ伝 送 機 器 の 売 上 げ は,1972年 の1,510万 ドルか ら77年 に は

図 皿一44:メ ー カー別 コン ピュー タ設 置 状 況

台 数 ベ ー ス 金 額 ペ ース

Burr。,gh、7台LO.le6)B… 。・ghsO・05『 ㊨?le

CDCl9台(0.3%)
NCRO.1～0.3%NCR42台(0

.7%)そ の他79台(138%)

計5.724台

IDC調 べ,1974年 末
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3倍 の4,400万 ドル に 達 す る見込 み で あ る。 周 辺 機 器 は72年 の450万 ド

ル か ら77年 に は1,690万 ドル とな ろ う。 近年 洗 練 され て きた イ タ リー の ユ

ー ザ ーが,す で に購 入 して い る コ ン ピュ ー タの よ り有 効 な利 用 を考 え は じめた

た め で あ る。

ミニ コ ンの 売上 げ は1977年 に330万 ドル と予 想 さ れ る。 と くに フ ロン ト・

エ ン ド ・プ ・セ ッサ と して の利 用 で製 造 業 が高 い 市場 性 を有 す る。 他 に通 信 ・

教 育 分野,中 小企 業 も ミニ コ ン市 場 と して有望 で あ る。

イ タ リー政 府 は現 在 電 信 と電 話 の近 代 化 をすす め てお り,伝 送 ライ ンの拡 張

と改 良が され て い る。 公 衆線 に接 続 され た ター ミナ ル台 数 は72年 の4,000

台 か ら78年 に は3万 台 に達 す る とみ られ る。

イ タ リーに お け る主 要 ユー ザ ーは銀 行 と保 険会 社 で あ る。銀 行 は も っ と も利

用の進ん だユーザーで,通 信 施 設 開 発 の要 求 も主 に こ こか ら出て い る。 銀 行 の ア

プ リケー シ ョンで興 味 あ る もの に は,リ ア ル タイ ム預 金勘 定,株 式 交換 情報 サ

ー ビス が ある。 今後,銀 行 の 合併 が 進 め られ る方 向 に あ るが,こ れ は ター ミナ

ル と周辺 機 器 の利 用増 加 とCPUの 広 範 な利 用 に結 び つ こ う。保 険 会 社 で需要

が伸 び て い るの はOCR,ア ドバ ンス ト ・ス トレー ジ ・サ ブ シス テ ム ・デ ィス

ク ・シス テ ム,ア ド ・オ ン ・メモ リ ・シス テ ムな ど。

他 に,化 学 産 業,製 紙 業,小 売 業,自 動 車産 業,食 品 産業 が大 き な ポ テ ン シ

ャル を有 す る。

寸

サ ー ビス市 場

イ タ リーは理論 的 には 大 き な市 場 ポ テ ン シ ャル を もつ は ず で あ る。 先 進 工業

国 で あ り,コ ン ピ ュー タ装 置 の 浸 透 度 も高 い のだ が,現 在 ま で の と ころ コ ン ピ

ュー タ ・サー ビス市 場 の レベ ル の低 さは異 常 なほ どで あ る。 これ は主 と して,

ポ テ ン シ ャル を もつ 会 社 が外 部 の サ ー ビス 会社 に情 報 を解 放 して処 理 す る こ と

を嫌 う傾 向 が あ るた め と思 われ る。 これ は次 の こ とを考 え る と うなづ け る。 っ

ま り,主 な サ ー ビス会 社 は,競 争 勢 力 の直 接 保 有会 社 か,少 な く と も競 争 勢 力
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'

の一 員 が運 営 に深 くか か わ って い る会 社 だか らで あ る。

も う一 つの 特 徴 は,大 きな契 約 のほ とん どは オ ー プ ンな競 争 に よ ってい ない

とい うこ とで あ る。 これ は特 に政 府 の仕 事 に関 して 顕 著 で,こ こで はITAL

SIELと い う会 社 が 事 実 上独 占 して い る。 す なわ ち,こ れ に よっ て ,生 産 性

の低 い少 数 の大 き な会 社 が着 実 な成 長 をす る一 方 で,中 規 模 の 独 立 会 社 は そ の

専 門領 域 とす る市場 か ら しめ 出 され る とい う不 健 全 な 関係 をつ くって い るの で

あ る。

サ ー ビス別 にみ てみ る と,ネ ッ トワ ーク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・サ ー ビス

(NIS)収 入 は 全 体 の1割 と,き わ め て少 な く,そ の成長 率 も他 の欧 州 主 要

国 と比 べ て低 い。 た とえ ば,フ ラ ンス で はNISは 年26%も 現 在 伸 び て い る

が イ タ リー で は19%に す ぎ ない。 この状態 が 少 し良 くな るの は,1977年

以 降 と思 わ れ る。

バ ッチ ・サー ビス収 入 は現 在6 ,000万 ドル で全 体 の43%で あ る。 この高

い パ ー セ ンテ ー ジに して こ の金 額 の低 さで あ る。 バ ッチ収 入 が今 後 劇 的 に増 え

る こ とは あ るま い。 今 後 は ソフ トウ ェ ア ・サ ー ビス が 伸 び て80年 ま で には 首

位 を しめて全体 の訴 な る と予想 され る。

ゴ

θ

中 止 さ れ た 大 規 模 ネ ッ トワ ー ク 開 発

建 設 中 だ っ た 全 国 規 模 の オ ン ラ イ ン税 務 シ ス テ ムATENAは1975年9月

に 中 止 に な っ た 。

ATENAシ ス テ ム は,IBM370/168が2台 と ,1,600台 以 上 の

01ivetti製 タ ー ミナ ル か ら 構 成 さ れ て い る もの で ,大 蔵 省 国 税 局 が 運 営 を し

て い た 。 開 発 は1971年 か らは じま り,75年 ま で に 一 応 の 完 成 を み て い た。

ATENA税 務 ネ ッ『ト ワ ー ク は,全 国 規 模 で の 集 税 業 務 を 行 うた め ,370/

168に108台 のIBM製 デ ー タ ・ コ ンセ ン トレ ー タ をつ け,さ らに363

ヵ 所 の 税 務 所 のTC380イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル と結 ぶ も の だ っ た 。

こ の リモ ー ト ・タ ー ミナ ル は ロ ー マ に 置 か れ て い る370/168に デ ー タ を 伝
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送 す る と とも に,地 方 の税 務 署 にお い て 若干 の課 税 計 算 も行 うこ とに な って い

た。

ATENAが なぜ 運 営 中 止 に な った のか は,は っ きり しな いが,大 蔵 省 の説

明で は要 員 問 題 を も含 め て オ ペ レー シ ョンに色 々 と不 都合 な こ とが あ っ た よ う

だ。

この件 に つ い てIBMは,シ ス テ ムの完 成 が実 質 的 に本年4月 か ら77年 の

1月 に法 的 な関係 で延 期 され た こ とに よ り,む しろIBMの 方 か らシス テ ム の

一 部 開発 中 止 を要請 した とい ってい る。 そ して同 社 はATENAシ ス テ ムは 永

久 に中止 とい うわ け で な く,再 度 開 発 す る計 画 が 大 蔵省 です す め られ て い る と

も述 べ て い る。

●

可

Olivetti社

イ タ リーの コ ン ピ ュー タ産 業 は欧 州 で特 異 な位 置 を しめ てい る。 政 府 が 国 産

メー カー の育 成 に必死 に な る こ ともな く,欧 州 業 界 再編 にお い て もむ しろ忘 れ

られ た存 在 だ った が,米 国 メ ー カ ーを破 るた め結 成 され たUnidataの 失 敗 に よ

り,今 あ らた め て01ivetti社 の 歩 ん で き た 道 が 注 目 さ れ る 。Unidata崩 壊 は,

欧 州 純 血 主 義 の 限 界 と,本 体 か ら周 辺 端 末 へ の 移 行 と い う方 向 を は っ き り見 せ

た が,01ivettiは す で に8年 も前 に ご れ を や っ て い る。 同 社 は お そ ら く,過

剰 気 味 の 本 体 事 業 よ り も,む し ろ そ の 周 辺 に 長 期 的 発 展 の 可 能 性 が あ る と認 識

した 欧 州 最 初 の 大 手 メ ー カ ー と い っ て よ い だ ろ う。 以 下,年 を追 っ て 同 社 の 歩

み を 見 て み よ う。

1960年 … す で に 欧 州 の 代 表 的 タ イ プ ラ イ タ ー ・会 計 機 メ ー カ ー だ っ た が,

コ ン ピ ュ ー タを 手 が け る た め,仏 の パ ン チ カ ー ド装 置 メ ー カ ーMachinesBul1

と 合 弁 で,BullOIivettiを 設 立 。

1964年 ・・… ・Bu11,米 国 のGEと 合 併 。

1966年 ・… ・・Bul101ivetti,ガ ン マ115コ ン ピ ュ ー タ を 発 表 。 伊 ・

仏 だ け で な く欧 州 各 国 で 成 功 。Bu11がGEに 買 収 さ れ たた め ・BullOlivetti
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はGEOIivettiに 。GEは イ タ リ ー で の 事 業 拡 大 を は か る た め,ガ ン マ

115の シ リ ー ズ 化 を 提 唱 す る が,Olivettiは 拒 否 。

1967年 … …01ivetti,GEOIivettiの 持 ち分 をGEに 譲 渡 。GE

InformationSystemsItalia(GEISI)が 成 立
。 イ タ リー の コ ン ピ

ュ ー タ産 業 が 米 国 企 業 の手 中 に 入 っ た こ と に な る。

GEISIは68年 か ら70年 ま で に ガ ン マ115を シ リー ズ 化 したG1000,

105・120・130を 発 表 。 本 体 事 業 をGEに 譲 渡 したOlivettiは,周 辺

端 末 事 業 に 全 力 投 入 。,

1969年 … …01ivettiは 意 欲 的 に プ ロ グ ラマ ブ ル:デ ス ク ト ッ プ ・カ ル キ

ュ レ 一 夕,イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・デ ー タ ・エ ン ト リー ・ス テ ー シ ョ ン ,デ ー タ ・

コ レ ク シ ョ ン ・シス テ ム ,メ デ ィ ア ・ コ ン バ ー ジ ョ ン ・シ ス テ ム を 次 々 と発 表 。

1971年 … … バ ン キ ン グ ・タ ー ミ ナ ル 発 表

1972年 … … イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ワ ー ド ・プ ・ セ シ ン グ ・シ ス テ ム 発 表 。

01ivettiの 作 戦 が 功 を奏 し欧 州 周 辺 端 末 メ ー カ ー の リー ダ ー シ ッ プ を 握 る
。

なk・GEISIは,70年Honeywe11がGEの 本 体 事 業 を 吸 収 し た た め,

且oneywellInformationSystemsItalia(HISI)と な っ た 。

且ISIはHoneywe11シ リ ー ズ60の レ ベ ル62の 開 発 を担 当 。GEISI

あ る い はHISIの 最 大 の特 徴 は,G100に し ろ レ ベ ル62に し ろ,イ タ リ

ー の オ リ ジ ナ リ テ ィ を も っ た も の で は な い が
,こ れ を 国 内 で 生 産 す る こ と に よ

り,欧 州 で の マ ー ケ テ ィ ン グ 上 成 功 を 納 め た こ とだ 。 ま た イ タ リー 労 働 力 の 雇

用 に も 一 役 買 い,政 府 の好 感 を得 る こ と に も成 功 して い る。IBMも こ の 教 訓

を 生 か し,69年 に は シス テ ム3CPUの 生 産 工 場 を イ タ リー に 設 置 し,欧

州 市 場 へ の 売 り込 み を は か り,次 い でIBM370/115,125,シ ス テ ム

32,3740デ ー タ ・エ ン ト リー ・シ;一 テ ム,3770お よ び3790イ ン テ

リ
,ジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル な ど の 生 産 もす る よ う に な っ た。

さ て,周 辺 端 末 メ ー カ ー と し て 成 功 したOlivettiだ が,独 自の 開 発 が 追 い

つ か な い 場 合 に は,他 社 と契 約 して そ の 装 置 にOIivettiの 商 標 を つ け て 販
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売 す る と い う手 も と っ た 。 た と え ば69年 のDE52シ リ ー ズ ・74年 のTC

V270は,米 国SYCO社 の1340イ ン テ リジ ェ ン ト ●キー ● デ ィス プ レイ・

ッ ー ・カ セ ッ ト ・デ ー タ エ ン ト リ ・タ ー ミナ ル,250イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ

ン ラ イ ン ・デ ィス プ レ イ'・ タ ニ ミ ナ ル で あ る。

72年 ま で に発 表 した 製 品 の 中 で も 特 に成 功 し た の は ・01ivettiが 最 近 ま

で マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と呼 ん で い た プ ロ グ ラ マ ブ ル ・カ ル キ ュ レ 一 夕 と ・T

C380バ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル で あ る。 最 近 で は,独 自 の 開 発 技 術 を 生 か し

たAuditお よ びTC800の 両 シ リ ー ズ を 中 心 に 売 上 け を 伸 ば して い る・ こ

の 成 功 は 売 上 げ 高 に は っ き り現 わ れ てk・ り,1975年10月 ま で の10ケ 月

で9,000万 ポ ン ドに 達 して い る 。 こ う した 中 で,1968年 に は 同 社 全 体 の

生 産 に 占 め る エ レ ク トロ ニ ク ス 部 門 の 割 合 は5%だ っ た が,71年 に は24%,

72年 に は30%を こ え る ま で に な っ て い る。

AuditとTC800が 初 め て 登 場 した の は,1974年9月 パ リのSicob

(情 報 事 務 機 械 国 際 サ ・ ン)シ ョー で あ る 。Auditは ミ ニ ・ コ ン ビL－ 夕 で,

こ の と き発 表 さ れ たAudit7は 基 本 シス テ ム32Kの ・IBMシ ス テ ム3対 抗

機 で,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ お よび バ ッチ ・モ ー ドの 両 方 で オ ペ レ ー ト可 能 で,最

高8台 ま で の タ ー ミナ ル を 接 続 で き る。Audit5は8Kマ シ ン で ・簡 単 な送

り状,小 型 独 立 管 理 シ ス テ ム,コ ン ピ ュ ー タ端 末 装 置 の 役 割 を も つ,主 と して

中 小 企 業 向 け の 会 計 事 務 処 理 用 小 型 シ ス テ ム で あ る 。 磁 気 テ ー プ ・カ セ ッ ト,

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン トロ ー ラ な ど を 備 え,ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー

ジ と して は,会 計 処 理,給 与 計 算,ク レ ジ ッ ト処 理 な ど数 種 の も の が 用 意 さ れ

て い るo

TC800は,最 大32Kの ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・メ モ リ と32Kの リ ー ド'

オ ン リ_.メ モ リ,キ ー ボ ー ド ・コ ン ソ ー ル,260キ ャ ラ ク タ ーCRTデ ィ

ス プ レ イ,銀 行 通 帳 お よ び ジ ャ_ナ ル.プ リ ン タ.ク レ ジ ッ ト.ヵ_ド.リ_

ダ,磁 気 テ ー プ ・ カ セ ッ トな い し は フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク の いず れ か を 装 備

す る 財 務 タ ー ミナ ル ・ シス テ ム で,ほ か に オ プ シ ョ ン と して レ ポ ー ト作 成 用 の
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高 速 度 プ リ ン タ も用 意 さ れ て い る。TC800は 機 器 構 成 に よ っ て3つ の タ イ

プ か ら な っ て い る。 ス タ ン ド ・ア ロ ン 型 ・マ ス タ ー ・ス テ ー シ ョ ン ・サ テ ラ イ

ト ・バ ー ジ ョ ン で あ る。 ス タ ン ド ・ア ・ ン型 は 中 央 コ ン ピ ュ ー タ と直 接 や り と

りす る た め の通 信 回 路 に 接 続 す る よ う設 計 さ れ て い る。 マ ス タ ー ・ス テ ー シ ョ

ン は 直 接 そ の まま 中 央 の コ ン ピ ュ ー タ と相 互 作 業 す る こ とが で き'る。

海 外 市 場 を狙 う01ivettiは す で に米 国 子 会 社(OlivettiCorp.of

America)を 通 じて1974年 末Audit5,お よ び7 ,TC800を 米 国

で 販 売 して い る。 ま た さ ら にSCMCorp.の カ ル キ ュ レ ー タ ・ サ ー ビ ス 部 門

を 買 収,650名 の セ ー ル ス 陣 を 吸 収 した 。 競 争 の 激 しい 米 国 市 場 で の 成 果 が

注 目 さ れ る。

Olivettiは さ らに 製 品 ラ イ ン を広 げ てk・ り,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ペ ー ス

の通 信 シス テ ムSP600を 最 近 発 表 した 。 これ はDECのPDP-11/35

を ベ ー ス に 設 計 さ れ た も の で,オ ペ レ ー テ ィ ン グ'・ シ ス テ ム はDECのREX

llMリ ア ル タ イ ム ・シス テ ム を 拡 張 したREX600。 現 在 得 られ る パ ッケ

ー ジ で は オ ン ラ イ ン ・イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル ・.ネ ッ トワ ー ク ・コ ン セ

ン トレ 一 夕,オ フ ラ イ ン ・コ ン セ ン トレ 一 夕,デ ー タ ・コ レ ク シ ョ ン ・ア ン ド

タ

デ ィス ト リ ビ ュ ー シ ョン ・シ ス テ ム,高 速 バ ッチ ・タ ー ミナ ル ・シ ス テ ム と し

て 使 用 で き る。

DECの ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ を 選 ん だ の は,広 範 な ソ フ ト ウ ェ ア ・ベ ー ス を

も っ た た め で,01ivettiは そ の 前 に は イ タ リー のSelenia社 の ミ ニ ・コ

ン を 使 っ て い た が ソ フ トウ ェ ア の い し(DECに 切 りか え た も の で あ る。SP

600の ユ ー ザ ー 第1号 に は す で に英 国 の 銀 行 が決 ま っ て お り,こ の 銀 行 の4

つ の デ ー タ ・セ ン タ ー に32KのSP600シ ス テ ム が 置 か れ,そ れ ぞ れ2台

の テ ー プ ・ ドラ イ ブ,9,600ボ ー の トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス1

台 が と りつ け られ,チ ェ ック ・デ ー タ を ・ ン ドン のIBM370/135に 伝 送

す る こ と に な る。

ま たAudit5の 増 強 版 で,Audit7と 同 じ パ ワ ー を も っAudit6も 発 表
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さ れ た。Audit6は オ プ シ ョ ン と して 高 速 プ リ ン タ を 備 え て い る。

さ ら に 現 在01ivettiは ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン ・オ リエ ン テ ッ ドの 小 型 事 務

用 シ ス テ ム市 場 へ の 参 入 を 計 画 して い る。 実 際 に 参 入 した 場 合 に は 同 社 の 市 場

範 囲 は さ ら に広 が り,Nixdorf,Philips・ そ してIBMのGeneralSys-

tems部 門 と競 う こ と に な る 。Olivettiが こ の 市 場 を 狙 っ て 開 発 を 進 め て

い る の はOlivetti6000と 呼 ば れ る も の で,TC800を ベ ー ス に して い

る。6000はIBM5100デ ス ク ト ッ プ ・ コ ン ピュー タ と真 向 うか ら競 合 す

t
る もの に な る 予 定 で,5100よ り 大 き い ス ク リ ー ン を 備 え,5100の 磁 気

テ ー プ ・カ ー トリ ッ ジ と は 対 称 的 に,フ ・ ッ ピ ー ・デ ィス ク を バ ッ クす る も の

に な る と言 わ れ,価 格 は4,500～1万 ボ ン ドが 予 定 さ れ て い る が,発 表 ま で

に は ま だ 時 を 待 た ね ば な ら な い だ ろ う。

つ

o
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オ ラ ン 夕

●

●

設 置 状 況

オ ラ ン ダ の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 は,Quantum社 調 べ に よれ ば1974

年1月1日 現 在 で2,290台,金 額 に して9億9,000万 ド ル で あ る。

米 商 務 省 の 報 告 に よ れ ば オ ラ ン ダ の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は 賃 金 の 上 昇 と公 害 制

御 予 算 の 増 加 を 反 映 して ・急 速 に 大 き く な って い る。 産 業 界 はEDPに き わ め

て 強 い 興 味 を 示 して お り,と く に 伸 び る と予 想 さ れ る の は ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ,

オ フ ィ ス ー コ ン ピ ュ ー タ,そ の 周 辺 装 置,タ ー ミナ ル,メ モ リ機 器,ソ フ ト

ウ ェ ア で あ る。

現 在 設 置 さ れ て い る ミ ニ お よ び オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ は4,201台 で,主

要 サ プ ラ イ ヤ ー はBurroughs(1,092台),Philips(968台),NCR

(834台)',Nixdorf(638台)で あ る。

活 気 づ く ソ フ トウ ェ ア 市 場

現 在 オ ラ ン ダ の ソ フ ト ウ ェ ア の90%は コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー あ る い は ユ

ー ザ ー の 手 に よ っ て い る が
,こ の 比 率 は 今 後 確 実 に 下 が る と予 想 さ れ る。

オ ラ ン ダ に は独 立 ソ フ ト ウ ェ ア会 社 や サ ー ビス ・ビ ュ ー ・一 が 約50社 あ る。

た だ し こ れ に は コ ン サ ル タ ン ト会 社 は 含 ま れ て い な い 。 米 商 務 省 の 調 べ に よれ

ば,現 在 オ ラ ン ダ の 独 立 ソ フ ト ウ ェ ア市 場 で 提 供 さ れ て い る パ ッ ケ ー ジ の80

%は 米 国 製 品 に よ っ て 占 め られ てk・b,残 り の5%が オ ラ ン ダ,残 り を 英,独,

カ ナ ダ な ど が わ け あ っ て い る とい う。

米 国 系 で 進 出 して い る の はCSC,Gemini,Leasco,PAInternati-

onalMarketing,ScientificResourcesCorp.な ど で,そ れ ぞ れ オ ラ ン ダ

へ

の会 社 と 提 携 して い る 。 ま たBurroughs,CDC,IBM,UCCは サ ー ビ

ス ・ ビ ュ ー ロ ー を 経 営 して い る。

さ ら に エ ン ド ・ユ ー ザ ー の 中 に も サ ー ビス を 提 供 して い る会 社 が あ る。 こ の
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中 で はRoyalDutchShellグ ル ー プ が 最 大 の も の だ 。

オ ラ ン ダ の 大 手 ソ フ トウ ェ ア会 社 に はPANDATA,Volmac,CApオ ラ

ン ダ な ど が あ る。

・PANDATAは,GeminiとPTT(郵 電 総 局)と 化 学 会 社,保 険

グ ル ー プ が 共 同 出 資 し て 設 立 さ れ た 会 社 で,当 初 は 内 部 の ニ ー ズ に 応 える

.だ け だ っ た が,現 在 は 外 部 に 対 す る 開 発 サ ー ビ ス と ・5種 類 の 米 国 製 パ ッ

ケ ー ジの 販 売 を行 っ て い る。 現 在 進 め て い る プ ロ ジ ェ ク トに は 自動 車 登 録 シ ス

テ ム 自動 化 や,5～6,000台 の タ ー ミナ ル を 使 うPTTの 総 合 電 話 顧 客 情 報

シ ス テ ムが あ る。

・Volmac社 は 純 粋 な ソ フ ト ウ ェ ア … ウ ス と して は オ ラ ン ダ 最 大 で,150

人 の 専 門 家 を か か え る。 資 本 は100%オ ラ ン ダ で,会 社 は ア ム ス テ ル ダ ム に

所 在 す る。 事 業 の 大 半 は カス タ ム ・ソ フ トウ ェ ア だ が,パ ッ ケ ー ジ も15種 類

提 供 して い る。 最 近Volmacは,政 府 の 年 金 機 関CertralBeheerか ら110

万 ボ ン ドの 生 命 保 険 業 務 完 全 自動 化 計 画 の 契 約 を 獲 得 した 。

・CAPヨ ー ロ ッパ ・グ ル ー プ の 一 員,CAPオ ラ ン ダ は パ ッ ケ ー ジの マ ー ケ

テ ィ ン グ で 大 き な 成 功 を お さ め て い る。

・ま た ゴ ー ダ に あ る ビ=一 ロ ーInformatikum社 は,米 国lnternational

社 の ベ ス トセ ラ ー 財 務 パ ッケ ー ジlbiasの ベ ネ ル ク ス 単 独 販 売 権 を 最 近 手 に

入 れ た 。

・ハ ー グ のRepko社 は グ ラ フ ィ ッ ク 分 野 に お い て,2-3デ ィ メ ン シ ョナル ・

ワ ー ク 用 フ ォ ー トラ ン1サ ブ ル ー チ ン ・シ リー ズDissplaパ ッ ケ ー ジをPTT

に 売 る こ と に成 功 した が,さ らに教 育 省 も 購 入 を 予 定 し て い る。PTTはDi-

ssplaをUnivac1100マ ル チ プ ロ セ ッ サ で 使 用 し,主 と し て 郵 便,電 気

通 信 サ ー ビス な ど の デ ー タ 分 析 を 行 う。

・ア ムス テ ル ダ ム のArsycom社 は 画 期 的 ソ フ ト ウ ェ ア,マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ

を使 っ た ユ ニ バ ー サ ル ・ コ ンバ ー ジ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発 に 参 加 して い る。

こ の パ ッ ケ ー ジは,テ ー プ ・ カ セ ッ ト,フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク,紙 テ ー プ な ど

一340一

■

■

■



「

●

●

か ら,800x－ よ び1,600bpi磁 気 テ ー プへ の コ ンバ ー ジ ョ ン を行 う も の で,

プ ・ グ ラ ム は 読 取 専 用 メ モ リを 使 用 し,コ ー ド ・コ ン バ ー ジ ョ・ン,テ ー プ ・ラ

ベ リ ン グ ・エ ラ ー修 正 ル ー チ ン ,自 動 リ ラ イ トを 含 む。 こ の パ ッケ ー ジはDaレ

asaabに よ り 販 売,サ ー ビス さ れ る こ と に な っ て い る。 こ の ワ ー キ ン グ ・モ

デ ル は75年 ・・ノ ー パ ー フ ェ ア に 出 展 さ れ た 。 ま たArsycomは さ ら に2つ の

新 聞 社,NieuwsbladVanhetNoordenとUtrechtsNieuwsbladの 校

訂,植 字,事 務 シス テ ム を開 発 した 。 これ は ミ ニ ・コ ン ・ベ ー ス ・シ ス テ ム で ,

契 約 額 は 計90万 ポ ン ドで あ る。

オ ラ ン ダ の ソ フ トウ ェ ア お よ び サ ー ビス 業 界 の 団 体 と して はCOSSO

(ComputerServicesandSoftwareBureaus)が あ る 。 現 在16社 が

加 盟 して お り業 界 全 体 の 利 益 向 上 とス タ ン ダ ー ド作 りに 協 力 して い る。

ソ フ ト ウ ェ ア も含 め た オ ラ ン ダ の1974年 サ ー ビス 市 場 の 売 上 規 模 は1億

・,… 万 ドル,・ れは英 国の 去ほ どで決 して大 きくは勒 糖 度 磯 い洗練

さ れ た市 場 で,成 長 も健 全 で あ る。 コ γ ピュー タ ・サニ ビス は産 業 界 に対 して

す で にそ の地 位 を確立 して お り,年 間売 上 げ500万 ドル を超 え る会 社 も数 社

あ る。

サ ー ビス 別 の 売 上 げ 比率 を み る と,ま ず バ ッチ ・サー ビス が45%,ソ フ ト

ウ ェア製 品 が15%,ソ フ トウ ェア ・サ ー ビス が28%を 占め る。 サ ー ビス 市

場 は 今 後年 間20%を 超 え る成 長 を続 け る と予 想 さ.れ,と くに フ ァ シ リテ ィ ・

マ ネ ジ メ ン トの伸 び が期 待 され る。

● 政 府 施 策 と 市 場

政 府 と850の 地 方 自治 体 のEDP利 用 は,内 務 省 と,地 方 自治 体 オ ー トメ

ー シ ョ ン 開 発 財 団(theFoundationfortheDevelopmentofAutom.

ationwithinMunicipalities)が そ れ ぞ れ 統 轄 して い る。

政 府 のEDP利 用 に つ い て は,内 務 省 が そ の 政 策 を1969年theAutom-

ationPlanと して 立 て て い る 。 そ の 内 容 は,① 大 一 超 大 型 コ ン ピ ュ ー タ を 最
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大 限 利 用 し集 中化 をはか る。 ② 現 在 の 各政 府 セ ン ター を ベ ース に した各 省 間 ネ

ッ トワー クを 開 発 す る。 ③ マル チ ・プ ログ ラ ミング と リア ル ・タ イ ム処 理 を増

や す こ と,な ど で あ る。

地 方 自治 体 につ い て は,FDAMが 次 の よ うな勧 告 を して い る。 ① 各 地 に地

域 オ ー トメ ー シ ョン ・セ ン ター をつ くる(政 府 が資 金 提 供)② 包 括 的 な教 育

訓 練 プ ログ ラム を作 成 す る。

全 国 規 模 の ア プ リケ ー シ ョンの主 な も の に は,中 央 人 口登録 シス テ ム とPT

Tの マス ター ・ア ドレス ・コ ー ドが あ る。 内務 省 の オ ー トメ ー シ ョン審議 会 で

は さ らに,地 方 自治 体 の地域 セ ンタ ー と政 府 を統 合 しよ う とい う巨大 な プ ロ ジ

ェ ク トを考 え て い る。

Quantum社 調 べ では,1974年1月1日 現 在,公 共 部 門 の 汎 用 機設 置 状

況 は,台 数 で280台,金 額 に して1億2,000万 ドル余 で あ る。 この うち政

府 が6割,地 方 自治 体 が1割 強,公 共 企業 が2割 強 を もつ。

政 府 の サ ー ビス利 用状 況 だ が,ほ とん ど 内部 セ ン ター で処理 さ れ て い るた め

外 部 サ ー ビス 利 用 は少 ない。 アペ ル ドル ン に あ る国 の コ ン ピュー タ ・セ ン ター

に はIBM370/158が 置 か れ,1974年 売 上 げ は900万 ドル と,全

政 府 サ ー ビス 市場 の8割 を 占め る。

図 皿一45:公 共 分野 コンピュー タの 図ll-46:公 共 部門設置 コン ビュー

機関別設置 シェァ タの メー カー別 シ ェア

(金 額 ベース)(金 額ベ ース)

そ の 他
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Philips社

Xeroxの 撤 退 後 わず か6週 間 の1975年9月 ,オ ラ ンダ の巨 大 多 国籍 企

業Philipsは 中 ・大 型 コン ピュ ー タ事 業 か ら身 を引 く こ と ,つ ま りUnidata

か らの事 実 上 の撤 退 を発 表 した。

結 局,長 年 迷 っ てい た本 体 市 場 で の全 力投 球 は しな い ま ま に終 わ っ たわ け だ

が ・撤退 の理 由 と して会 社 側 は5月 にCIIとHoneywel1-Bu11の 合 併 が

発 表 され た後,Philipsの 担 当 したUnidata7.720の 売 .ヒきが急 に鈍 化 し

た こ とを あげ てい る。 だ が,や は り不 況 対 策 と して 収 益 性 の悪 い部 門 を切 り捨

て ざ る を得 なか っ た もの と考 え られ る。1974年 の グル ー プ全 体 の売 上 げ は

250億 ギル ダ ー(1ギ ル ダ ー=114円)で 前 年 比12%増 だ った が ,、税 引

後 利 益 率 は 前年 の4.3%か らわず か3.1%に 落 ち こん で い る。

撤 退 に直 接 関係 す る機 種7.720は ベ ル ギ ー子 会 社MBLEで 開発 さ れ た も

の で ・Unidataの 第1号 機 で あ り,PhilipsがUnidataで 担 当 した 唯 一

の モ デ ル だ った。1974年1月 に発 表 され,UnivacgO/30やIBMシ

ス テ ム3/15と の 競 合 機 種 だ った が 売行 きは行 き詰 ま って い た
。 この ほ か ジ

PhilipsがUnidataで 担 当 して い た の は北 欧 お よび ベ ネル クス地 域 で の

Unidata全 製 品 のマ ー ケテ ィング だ った が ,こ れ も リス クの大 きい もの だ っ

た。

今 回 の発 表 ではUnidata7、720と 共 に,PhilipsがUnidata参 加 以 前

か ら生 産 して い たP1000と し(う 小型 コ ン ピュ ー タ ・シ リー ズの製 造 も中止'

す る こ とが 発 表 され たが,こ れ は も とも と グル ー プ 内部 で の利 用 を 第1に 考 え

て 開発 され た もの で外部 に対 す る よ り も内部 に売 られ た マ シ ンの方 が 多 か っ た
。

現 在 も内 部 か らの オ ー ダ ー をか な り受 け て い るが これ は調 達 され る予 定 で あ

る。 す で に 設置 さ れ て い る,あ る いは 受 注 中 のP1000に 対 す るサ ー ビス は

1980年 ま で続 け る と して い るが,そ れ が老 朽 化 した時 に は ,Philipsと

い う巨大 組 織 の きわ め て も うけ の 多 い 市場 め ざ して ,コ ン ピュ ー タ ・メー カー

が激 烈 な競 争 を く り広 げ る こ とが予 想 され る。 そ れ ま で に新 た な提 携 関係 を精
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ぶ か も しれ な い が,会 社 側 は 少 な く と も 当 面 は パ ー トナ ー シ ッ プ は 考 え て い な

い と し,今 後 得 意 の 小 型 事 務 用 コン ピ ュ ー タお よび 周 辺 装 置,タ ー ミ ナ ル に 全

力 を あ げ る 構 え で い る。

Philipsの 小 型 事 務 用 コ ン ピ ュ ー タ ・シ リ ー ズ はIBMで 言 え ば シ ス テ ム

32に 相 当 す る もの で,こ の シ リー ズ に は 今 の と こ ろUnidataの 名 が 冠 さ れ

て い る が,こ れ に 近 々 消 去 さ れ る と い う。 な お こ れ に つ い て は 仏 国 内 で,Uni-

data7.000シ リ ー ズ 以 外 の 機 種 にUnidataの 名 を 付 け て い る と して 強 い

非 難 の 声 が 上 が っ て い た 。

現 在 ま で に発 表 さ れ て し(る あ るい は 発 表 予 定 のPhilipsの 小 型 事 務 用 コ ン

ピ ュ ー タ の 製 品 ラ イ ン に は 以 下 の も の が あ る 。

・Unidata450(あ る い は モ デ ル450)-7.720の 約 半 分 の パ ワー を

もつ 。 種 々 の オ プ シ ョ ン を つ け た 場 合 に は455と 呼 ば れ る'。IBMシ ス テ ム

3/モ デ ル10やBurroughsB700の 対 抗 シ ス テ ム。

●Unidata300

・Unidata400--1976年 春 に 発 表 が 予 定 さ れ て い る 機 種 で,300

と450の 中 間 モ デ ル 。 最 大 構 成(VDU5台,64KBの 主 記 憶,20メ ガ

バ イ トの 固 定 デ ィ ス ク ・ス ト レ ー ジ,2001pmの プ リン タ)の 場 合,価 格 は

4万5,000ポ ン ド,最 小 構 成(24KBの 主 記 憶,5メ ガ バ イ トの セ カ ン ダ

リー ・ス ト レ ー ジ)で1万8,000ポ ン ド と見 込 ま れ て い る。1/Oメ デ ィ ア

に は 磁 気 テ ー プ ・カ セ ッ トの ほ か,パ ン チ ・カ ー ド,フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク が

オ プ シ ョ ン と して 用 意 さ れ る。P450同 様,400も ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・オ

リ エ ン テ ッ ト ・マ シ ンだ が,バ ッ ク ア ッ プ ・バ ッチ 能 力 も備 え る。 生 産 は ボ ン

近 郊 の 工 場 で さ れ る。

小 型 事 務 用 シス テ ム以 外 でPhilipsが 得 意 とす る の は ・ ビ ジ ブ ル'レ コ ー

ド ・ コ ン ピ ュー タ,バ ン キ ン グ ・シ ス テ ム,汎 用 ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ,キ ー ・ツ

ー ・ディスク な ど で,そ の 製 品 ラ イ ン は 科 学 用 ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ を 別 に す れ ば,

Nixdorfと ぴ っ た り 競 合 して い る。

一344一

●

巳



なお,7.720の 生 産 はオ ラ ンダの ア ベル ドー ル ンで され て いた ので今 回 の

撤 退 で影 響 を受 け る人 員 はオ ランダ で2,000～2 ,500人,他 欧 州 諸国 を あ

わせ れ ば さ らに数 百人 とい わ れ る。 他 部 門 に配転 さ れ るべ く最 大 限 の努 力が な

され て も なお余 剰 人 員 は で き る とみ られ る。

亀

●

●

電

◆
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オ ー ス ト リ ア

人 手 不 足,人 件 費 の増 加,近 代 的経 営 方法 の導 入 とい った 要 因 に よ って オ ー

ス トリア の コ ン ピュ ー タ利 用 は順 調 に伸 び て 今後3年 間 は年平 均13～15%

の割 合 で コ ン ピ ュー タお よび 関 連 装置 の 消費 額 は増 え る だ ろ う と米 国 商 務 省 は

予 想 してい る。 だ が 従 来 とは需 要 の対 象 が変 化 して,今 後 はCPUよ り労 働 力

節減 装 置,例 えば ミニ ・コ ン ピ ュー タ,OCR・COM・CRTタ ー ミナル ・

バ ン ク ・ター ミナ ル な ど に高 い需 要 が 見 られ るだ ろ う。 ま た タ イム シ ェア リン

グ,マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ング,デ ー タ伝 送 装 置,そ して そ れ に関連 した ソ フ トウ

ェア に関 心 が増 す と思 われ る。

オ ース トリアの コ ン ピュー タお よび 関連 装 置 市 場 は米 国 メ ー カ ーに よ って独

占され て い る。 実 に設 置 ・・一 ドウ ェアの90%が 米 国勢 に よって い るが,そ の

ほ とん どは米 国 メー カ ーの 欧 州工 場 で生 産 さ れ た もの で あ る。

オー ス トリア国 内 で生 産 活 動 を行 って い る メー カーは米 国企 業 の子 会 社 が1

つ あるの み で,テ ー プ/デ ィス ク ・ス トレー ジ機 器,高 速 プ リン タ,コ ン トロ
ぎ

一ル ・ユ ニ ッ トとい っ た 周辺 装 置 を作 って い るが そ の95%は 輸 出 に向 け られ

て い るo

CPU市 場 は米 国 メー カ ーの欧 州

子 会社 が ほ とん ど独 占 して お り西 独,

英,日 本 の メ ー カー の 進 出 は 比較 的

限 られ て い るが,西 独 のSiemensが

オ ース トリア での コ ン ピ ュー タ ・セ

ール ス に力 を注 い で一 部 で成 功 をお

さ めて い る。 周 辺 装 置 もや は り主 と

して米 国 か らが 占めてい る。 関税 は ゼ
リ

ロ,も しくは きわ めて 低 い の で米 国

とEFTAやECグ ル ー プ との間 に

図 皿一47

(100万 ドル)

コンピュータお よび 関 連装

置 の総 国 内消 費 額 推 移

!● 国内消費額

'71'72'73'74'75'76'77

注)点 線 は見積 り

消費額=輸 入額 一輸出額
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目立 っ た輸 入 上 の 差 別 は ない。

Dieboldの 調 査 に よる とオ ー ス トリア の1974年7月1日 現 在 の コ ン ピ

ュ ー タ実働 台 数 は,775台 で ,73年 の659台 より約15%伸 び て い る が ,

CPU市 場 は 数 年 の うち には あ る程 度 固 ま って しま うこ とが予 想 され
,成 長 の

中心 は周 辺 装 置 に移 る と考 え られ る。

噛

●
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ス ペ イ ン

高 い 将 来 性 を もつ 市 場

英 国 の業 界紙ComputerWeeklyに よれ ば ・スペ インで現 在 稼 働 して い る コ

ン ビ=一 夕は 約2,400台 で あ る。IDCの 調 べ では74年 末 現 在 で2・050

台,ス ペ イ ンの業 界誌 の 調べ で は同 時 点 で500万 ペ セ タ(1ペ セ タ‡5円)

以 上 の シ ス テ ムが1,998台,金 額 に して4,409万4,000ペ セ タ とさ れ て

い る。 と も あれ2,000台 前後 の コ ン ピュ ー タが稼 働 して い る と推 定 さ れ る。

要 員 数 は4万 人 以 上 に達 して お り,う ち25,000人 は シス テ ム ◆ア ナ リス ト

お よび プ ログ ラマ,そ して1万 人 が パ ンチ ャー な どの デー タ ・ブ リハ レー シ ョ

ン要 員 で ある とみ られ てい る。 現 在 の ス ペ イ ンの コ ン ピ ュー タ事 情 を一 言 で言

え ば,10年 前 の 英 国 と似 た状 況 で あ る とい うこ とが で き よ う。

フ ラ ン コ総 統 の 死 後 の政 治 的 不 安 お よび 西 欧 全 体 に吹 き荒 れ る イ ン フ レの嵐

の影 響 に よ り,ス ペ イ ン経 済 に も影 が さ して い るが,そ れ で も他 と比 べれ ば そ

の先 ゆ きは明 るい 。 特 に コン ピ ュー タお よび電 気 通信 関 連 分野 では,今 後 もひ

き続 い て の 成長 が 期 待 され てい る。 そ の理 由 は,① コ ン 『 ユー タ化 が 他 の先 進

諸 国 に 比 べ 遅 れ て い る とい うこ とは,市 場 が多 く残 され て い る こ とを意 味 して

い る こ と。 ② ス ペ イ ン政 府 も コ ン ピュー タお よび電 気 通 信 関連 産 業 の 重 要 さ を

認 識 して お り,製 造 の み な らず 技術 開 発 力 の育 成 の た め,工 業 省 が 中 心 とな っ

て 産 業 育成 策 に乗 り出 して い る こ と。 ③ ス ペ イ ン経済 も西 欧 諸 国 の景 気 後 退 の

あお りを受 け,成 長 率 も73年 以 前 の よ うな高 度 成 長 は困難 で あ るが,そ れ で.

も76年 は5～6%のGNPの 伸 び が 期待 さ れ,他 の西 欧 諸 国 に比 べ 明 る い見

通 しに あ る こ と,な ど で あ る。

75年 の11月5日 か ら15日Vaか けて,マ ド リー ドでSIMO(国 際 事務

機 器展)が 開 催 さ れ た が,IBM,H…yw・11-B・11・NCR・Bu「 「ou-

ghs,Univacと い った米 国 系 本 体 メー カー各 社 は も ち ろん ・Nixdorf・Kie-

nzle,Logabax等 の 小 型 ビ ジネ ス ・シス テ ム ・メー カー も こぞ って ブ ース
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を 設 け,ス ペ イ ン 市 場 の 将 来 性 を メ ー カ ー側 の 動 き か ら も確 信 さ せ られ た と い

え よ う。 富 士 通 はCTNE(Compal}riaTelef6nicaNacionaldeEspa盲a

:ス ペ イ ン 国 立 電 話 会 社)とINI(InstitutoNacionaldeIndustria

:ス ペ イ ン 国 立 工 業 公 団)と の 合 弁 でSECISA(SociedadEspa合olade

CommunicaioneseInformatica・S.A.:ス ペ イ ン通 信 情 報 処 理 株 式

会 社)を75年3月 に 設 立,現 在 輸 入 販 売 を 行 な っ て い る が,SECISAも

SIMOに 出 品,FACOM/u200,FACOM/VO,3537イ ン テ リジェ

ン ト ・タ ー ミ ナ ル の 展 示 を行 な っ た 。

西 独 のNixdorfお よ び 米 のUnivacも ス ペ イ ン で の 合 弁 会 社 設 立 を政 府 に

働 きか け てい るが,Univacが90/30の 製 造 ・販 売 を 主 目的 と したUnifovesa

の 設 立 認 可 ま で も う一 歩 の と こ ろ に こ ぎつ け て い る と い わ れ て い る。

「

b

匂

デ ー タ通信 事 情

ス ペ イ ンの コン ピ ュー タ事 情 は英 国 に比べ10年 の ひ らきが ある とい わ れ て

い るが ・ こ とデ ー タ通 信 に関す る限 り,こ れ は全 くあて は ま らな い。CTNE

は欧 州 では唯 一 の 商 用 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を提供 して お り,そ の技 術 は世 界

的 レベ ル でみ て も高 く,デ ー タ通 信 の先 進 国 とい え よ う。

CTNEは1947年 ま ではITTが そ の 株 式 の 大 半 を握 って い た が ,同 年

以 降 は政 府 が最 大 株 主 とな り,現 在 はBANESTO,BancodeBilbao,

Ca∫adeAhorros,BancoUrquijoな ど の 主 要 銀行 が 小数 株 主 で あ る半

官 半 民 の事業 体 で,音 声 お よび デ ー タ通 信 サ ー ビス を一 手 に行 なっ てい る。 郵

便 ・電 報teよ び テ レ ックス ・サ ー ビス は 官営 事 業 体 で あ るMinisteriode

Telecommunicacionesカ ミ行 な って い る。

CTNEの パケ ット交 換 サ ー ビス は1971年 に開 始 さ れ た が ,こ れ は大 手 銀

行 で あ り・同社 の株 主 の一 つ で あ るBANESTOの 大 規 模 ネ ッ トワー ク計 画

の需要 を満 す た め に 開発 され た もの で,同 行 が試 験 ユ ーザ ー とな った。1974

年 に は この サ ー ビス も損 益 分 岐 点 に達 し,現 在 で は利 益 を上 げ る にま で至 っ て
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い る。 パ ケ ッ ト通 信 サ ー ビス の た め の 交 換 セ ン タ ー は ・現 在 マ ド リー ド と バ ル

セ ロ ナ の ニ ヵ 所 だ け で あ る が,1980年 に は,6ヵ 所 に 増 設 さ れ る予 定 で,

ス ペ イ ン全 土 を ネ ッ トワ ー ク が カ バ ー す る こ とに な る。 ま た 加 入 者 タ ー ミナ ル

とマ ル チ プ レ ク サ を制 御 す るRNP(リ モ ー ト ・ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ セ ッサ)

は 同 時 点 で 総 数40に な る計 画 で あ る。

交 換 セ ン タ ー 間 は4,800ボ ー の 電 話 回 線 で 結 ば れ て お り,同 軸 ケ ー ブ ル,

ラ ジオ ・ リン ク の 二 重 の ル ー トが 設 け られ て い る。 現 在 加 入 者 に はRTS(リ

ア ル タ イ ム ・サ ー ビ ス),BIS

(バ ッ チ ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ

ー ビス) ,MSS(メ ソ セ ー ジ ・ス

イ ッチ ・サ ー ビス)の 三 種 が 提 供 さ

れ て い る。

BTSは 加 入 者 の タ ー ミナ ル と コ

ン ピ ュ ー タ との リア ル タ イ ム通 信 を

可 能 とす る も の で あ り,小 量 の デ ー

タ で 迅 速 な 応 答 が 必 要 な場 合 に 用 い

られ る。BISは 大 量 デ ー タ の 通 信

の 場 合 に 用 い られ る も の で,加 入 者

の タ ー ミナ ル ー コ ン ピ ュ ー タ間 お よ

図ll-48:CTNEの パ ケ ッ ト交 換 ネ

ッ トワ ー ク計 画(1980年)

(注)CCR:ス イ ッ チ ング ・コ ン ピ ュー タ

C:コ ン セ ン ト レ一 夕

び ター ミナ ル 一 夕ー ミナ ル間 の通 信 サ ー ビス で あ る。 この場 合,ネ ッ トワー ク

自体 が デ ー タの 記憶 能 力 を有 してい る た め,伝 送の 目的地 は必 ず しも回線 が接 続

され て い る必 要 は ない。 回線 が 「オ ン 」に な った時,あ るい は通信 の ピー ク時

が終 った時 に ネ ッ トワー クの フ ァイル か ら再 び伝 送 され る。

MSSは 全 ター ミナル 間 で行 なわ れ るわ け で は ない。 この サ ー ビス で は ・一

つ の ター ミナ ル か らの メ ッセ ー ジは,同 一 の加 入 者 の別 の ター ミナル に送 られ

るだ け で ある。 す なわ ちBANESTOの あ る タ ー ミナ ルか らメ ッセ ー ジを送

る こ とが で きるの は,同 行 の ター ミナ ル宛 だけ で あ る。 ζれ は ・C.TNEが
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MSSで 通 常 の テ レ ッ ク ス ・サ ー ビ ス と競 合 す る こ と を 避 け よ う と して い る た

め で あ る。 全 て の メ ッセ ー ジ は ネ ッ ト ワ ー ク の フ ァ イ ル 内 に48時 間 記 憶 さ れ,

こ の 間 の検 索 は 自 由 に行 な う こ とが で き る。 な お タ ー ミナ ル 間 の コ ー ド ・コ ン

バ ー ジ ョ ン お よび マ ル チ ア ドレ ソ シ ン グ は ネ ッ トワ ー ク の 機 能 に含 ま れ て い る
。

図 皿 一49はCTNEの パ ケ ッ ト交 換 網 の概 念 図 で あ る。

図 皿一49:CTNEネ ッ トワ ー ク 概 念 図

ぷ'

(リ← ト ネ,ト与 ク.

。セ,サ)

CTNEの 子 会 社Entel-Iberma『ticaは,75年 始 め に 米 のCSC

(ComputerSciencesCorp.)と,Infonetサ ー ビス の ス ペ イ ン 内 で の

実 施 に 関 す る契 約 を 締 結 して い る が,こ の サ ー ビス で はCTNEの パ ヶ ソ ト交

換 網 が 用 い られ る と も伝 え られ て い る。CSCはlnfonetの オ ペ レ ー テ ィ ン

グ ・シ ス テ ム と プ ロ グ ラ ム ・ ラ イ ブ ラ リー を 提 供 す る ほ か,ス ペ イ ン側 の 技 術

k・よび マ ー ケ テ ィ ン グ要 員 の 訓 練 を 行 な うが,実 際 の 運 営 は マ ドリ ー ドのUni-

vac1108を 使 っ てEnte1-Ibermaticaが 行 な う予 定 で あ る。
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力 ナ' 夕

設 置 状 況

カナ ダ の最新 の メー カー別 コン ビ=一 夕設 置 状 況 は図ll-50の 通 りで あ る。

これ は カナ ダ情報 処 理 学 会 調 べ に よる も ので1975年5月1日 現 在 の数 字 で

あ る。 前年 の調 査 と比較 す る と総 設 置 台 数 は26.7%増 加 して4,940台 と な

って お り,ま たIBMとUnivacが それ ぞ れ 台 数 で39%か ら31%・10・5

%か ら8.5%へ と減 少 してい るの が 目立 つ。

ま た,表 皿一29は 業 種 別 にみ た場 合 の設 置 台 数 で あ る。 地域 別 で は全12

州 の うちオ ン タ リオ 州 に48.6%,ケ ベ ックに22.6%,ブ リテ ィ ッシ=・ コ

ロン ビア とア ル バ 一 夕州 に各8.5%が 集 中 して い る。 なお現 在 カナ ダの コ ン ピ

ュー タ設 置 台 数 は世 界 第7位 だ が,人 口百 万人 当 た りの台 数 で は177台 と2

番 目に ラン クされ る。

図ll-50:カ ナ ダ の コ ン ピュー タ設 置 状 況
一1975年5月1日 現 在 一

〈設 置 台 数 シ ェア〉 〈 設 置 金額 シ ェア〉

注:と もに 月間 レ ン タル料 が1,000ド ル以 下 の もの は 含 まれ て い ない。

カナ ダ情 報処 理 学 会調 べ
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表 皿一29カ ナ ダvak・ け る 業 種 別 コ ン ピ ュー タ設 置 台 数

●

業 種 台 数 比 率

製 造 業 1,175台 23.8%

サ ー ビ ス 664 13.4

政 府 592 12.0

卸 小 売 業 508ヂ 10.3

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 462 9.3

金 融 327 6.6

そ の 他 1,212 24.6

計 4,940 100%

(カ ナダ情報処理学会調べ)

■

●

ハ ー ドウ ェア ・メー カ ー

メ ー カ ー別 設 置 分 布 をみ て もわか る よ うに,カ ナ ダ市 場 は米 国 メー カ ー に よ

って 独 占さ れ て い る。 だ が これ ら米 国 企 業 の ほ とん どは カナ ダ子 会 社 を作 り生'

産 を行 って い る の で,コ ン ピュー タお よび 周辺 機 器 の 貿易 収支 は黒 字 に な っ て

い'るo

そ の 中 で も と く に 生 産 規 模 の 大 き い の は,IBMカ ナ ダ 社 とCDCカ ナ ダ 社

で あ る。CDCは カ ナ ダ政 府 か ら補 助 金 を 受 けCyber170の 開 発 ・生 産 を し

て い る。 社 員 は400人 ほ ど で,カ ナ ダ に お け る最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ

ー で あ る
。IBMカ ナ ダ は こ れ ま で キ ー パ ン チ 機 器 を 生 産 して き た が,最 近 は

System32の 生 産 も始 め た 。 他 で は,DECが 組 立 て,Honeywe11が キ

ー ・テ ー プ 装 置 製 造 ,Univacが パ ワ ー サ プ ラ イ を そ れ ぞ れ 行 って い る。

こ れ ら米 国 巨 大 メ ー カ ー の 圧 倒 的 な 強 大 さ の 中 で,カ ナ ダ の コ ン ピ ュ ー タ ・

メ ー カ ーGeacComputersLtd.は 健 闘 して い る。 トロ ン トに あ るGeacは

わ ず か70名 し か い な い 小 さ な 会 社 だ が,そ の 実 力 は か な り の も の で,独 自 の
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CPUと シ ス テ ム ・コ ン ポ ー ネ ン トを 作 っ て い る。 す で に カ ナ ダ 国 内 で32台

の シ ス テ ム を 設 置 してteり,こ れ ら の レ ン タル 価 格 は平 均2万 ドル/月 で 政 府

機 関 向 け が 中 心 だ とい う。 こ れ ま で に 同 社 が 設 置 した 最 大 の シ ス テ ム はVanc-

ouverCitySavingsBankに 入 れ た も の で,110の タ ー ミナ ル ・サ ポ ー ト

能 力 を有 し,IBM370/145を リ プ レ ー ス し た と い う も の で あ る 。

Geacは 最 近 英 国 に 進 出,そ の 第1号 と して 英 国 のHamiltonLeasing社

にGeac800オ ン ライ ン ・シス テ ム を設 置 した 。 こ れ はIBM370/115の

リ プ レー ス に 成 功 した も の で,Geac800は 様 々 な ミ ニ ・コ ン お よび マ イ ク

ロ ・プ ロ セ ッサ 間 に 機 能 を 分 散 した マ ル チ プ ロ セ ッサ ・シ ス テ ム で あ る 。 こ の

方 法 で は,デ ィス ク ・バ ッ フ ァ リ ン グ,コ ンパ イ リ ン グ,通 信 機 能,さ ら に オ

ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムそ れ 自 体 も,個 々 の プ ロ セ ッサ で 連 続 な い しは 並 行

的 に動 か さ れ る こ とが 可 能 に な る と い う。 プ ・ グ ラ ミ ン グ は,OPLと い う高

水 準 言 語 で な さ れ,シ ス テ ム の 各 プ ロ セ ッサ の 語 長 は タ ス ク に よ っ て 決 め られ

る。 プ ロ セ ッサ は そ れ ぞ れ が 自 身 の 記 憶 を もつ が,同 時 に他 の プ ロ セ ッサ と主

記 憶 を共 有 す る とい う。 主 記 憶 は 必 要 な ら16メ ガ バ イ トま で 拡 張 可 能 で,そ

の 場 合 の モ デ ル はGeac8000と 呼 ば れ て,能 力 的 に はIBM370/168

を し の ぐ とい う。

`

●

サ ー ビ ス.-

TheCanadianAssociationofDataProcessingServiceOrg-

anizations(Cadapso)の テ ー ラー 会 長 は1976年 の カ ナ ダ ・ コ ン ピ ュ ー

タ ・サ ー ビ ス業 界 の 大 幅 な 伸 び を 予 想 し,そ の 成 長 率 を15～35%と し て い

る。 だ が 競 争 は激 し く,合 併 が 相 次 ぐ見 込 み で,と く に ミニ ・コ ン の 増 加 に よ

っ て 直 接 影 響 を 受 け る サ ー ビス 会 社 に そ の 傾 向 は 強 い だ ろ う。 ハ ー ドウ ェ ア の

セ ー ル ス と レ ン タ ル か ら の 収 入 は1973年 で3億`7,650万 ド ル に 達 した が,

成 長 率 は1.8%に 過 ぎ な か っ た 。 一 方,サ ー ビス 収 入 は2億1,300万 ドル で,伸

び 率 は28.9%を 記 録 して い る。 今 後 と く に大 き な 成 長 が 期 待 さ れ る の は リモ

G
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一 ト ・プ ロ セ シ ン グ ・サ ー ビス で
,そ の 伸 び 率 は .コ ン ピ ュ ー タ 産 業 一 般 の3倍

の 速 度 を示 して 剖 ・ ・975年 の市 場 規模 は サ ー ・ス業 界 全体 のi
oの8,…

万 ドル に 達 す る と見 込 ま れ て い る。
.

StatisticsCanadaが 出 し た デ ー タ に よれ ば ,1973年 の カ ナ ダ ・コ

ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 の 売 上 げ 高 は5億8
,969万 ド ル に 達 した 。 こ れ は

1972年 よ り9.8%の 増 加 に な っ て い る 。 調 査 対 象 に な っ た の は ,専 業 サ ー

ビス 会 社331社 と付 属 的 事 業 と して サ ー ビス を行 っ て い る 会 社405社 で
,

専 業 サ ー ビス 会 社 の 従 業 員 数 は 全 体 で14,119人 。 保 有 ター ミナ ル 台 数 は30

万 台 を 超 え る。

図 皿一51は 収 入 源 別 に み た 売 上 げ 高 内訳,図ll-52は カ ス トマ ー 別 の 内

訳 で あ る。

図 皿一51サ ービスの 種類 別 にみ

た サ ー ビス市 場

ア
ス段△

ロー カル ・パ 弓チ 処 理

14.5φ

計5億8.900万 ドル

StasticsCanada調 べ

1973年

図 皿一52顧 客 別 サ ー ビス売 上 げ

その他

余

pa1'㌔
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連邦 政府のEDP利 用状況

カナ ダ連 邦 政 府 の 財務 委 員会 事 務 局 は連 邦政 府 内のEDPに 関 す る最 初 の年

次報 告 書"ReviewofEDPintheGovernmentofCanada1974"

を ま とめ た。 これ はEDPプ ラニ ン グ ・シス テ ム開発 を各 行政 機 関 が 合 理 的 に

行 え る よ うに との趣 旨 で作 成 され た もの で,同 報 告 書 が焦 点 を あて て い るの は

①EDPの フル ・コス トとは②EDP人 材 の 必 要 条 件 とは③ どの よ うなEDP

サ ー ビス が必 要 か 等 の 点 で あ る。

図 皿一53はEDPコ ス トの1961年 以 降 の 推移 だ が,1961-62年

か ら1967-68年 の間 にEDPの フル ・コス トは1,300万 ドル か ら4,000'

万 ドル に上 昇 してい る。 この 間 の年 間伸 び 率 は 約21%で あ る。 この期 間 中 に

は コンピュー タに よるパ ンチ'カ ー ド'シ ステムの大 幅な 買換 が あった。 次 の6年

間,す なわ ち1967-68年 か ら1973-74年 ま で の期 間 は ・EDP装 置

の効 率 的利 用 のた め コ ン ピュー タ技 術 の開 発 が なさ れ た期 間 で ・ この期 間 のE

DPコ ス トの 伸 び 率 は 年 平 均27%で,1973-74年 に は1億7・100万 ド

図n-531カ ナ ダ 連 邦 政 府 のEDPコ ス ト推 移 予 測

(1961-6 ,2年 か ら1976-77年)

(1。 ・万・ル)(1・ ・万ドル)

./、 ・づチ、

蹴

、麟総i灘鱗
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ル に達 した。 さ らに現 在 の各 省 の計 画 で は1976-77年 のEDPコ ス ト総 額

は2億6,300万 ドル に な る見込 み で ある。

人 件 費 が 全 体 で 占 め る割合 は減 少傾 向 に ある が,直 接 のEDP要 員 コス トは

全 体 のEDPコ ス トの 中 では まだ大 きな割 合 を 占 め て い る。 この状 態 は しば ら

ぐ続 くだ ろ う。 人 件 費 が 減 った原 因 と して は,コ ン ピ ュー タが大 きくな るにつ

れて オ ペ レー タの数 が 少 な くな った こ とが ある。 要 員 数 は1961-62年 に

は約1,200名 だ った が,67-68年 に は3,180名,73-74年 に は,

7,110名 に な って い る。 この よ うに 絶対 数 は 増 加 の一 途 をた どって い る もの

の増 加 率 は 低 下 の傾 向 に あ る。

EDP要 員 の 構成 を み る と73-74年 現在,シ ス テ ム ・ア ナ リス トお よび

プ ログ ラマー が 全体 の30%で,最 多数 職 種 で あ る デ ー タ変換 オペ レー タ に迫

る勢 い をみ せ て い る。61-62年 に はわず か8%に す ぎ なか った もの だ が,

いず れ この職 種 が最 大 の もの に な るの は ま ちが い ない。

内部 要員 の トレー ニ ング費 の節減 お よび要 員 不足 へ の対 処 と して,コ ン サ ル

タ ン トの利 用 は着 実 に増 え てお り,73-74年 で510万 ドルに な った。 コ

ンサ ル タン トお よび 契 約 に よる要 員 に関 す る予 算 の90%以 上 は シス テ ム分析

や プ ロ グ ラ ミン グ ・サ ー ビス に使 われ てい る。

図 皿一54はEDPサ ー ビス の需 要 を ソー ス別 種 類 別 に あ らわ した もの で あ

る。 この分 野 の需 要 は1976-77年 に は お そ ら く総 額3,000万 ドル に の

ぼ るだ ろ う。 図 は73-74年 か ら76-77年 の デ ー タを平 均 した結 果 を表

わ した もの だ が,バ ッチ処 理 が ・一 ル バ ッチ か ら リモ ー ト ・バ ッチに置 換 え ら

れ,タ イ ム シ ェ ア リン グが着 実 に伸 び てい る以 外 は,こ の4年 間 と くに大 きな

変 化 は み られ な い。 外部 お よび 各省 庁 間 の サ プ ラ イヤ ー の サ ー ビス が利 用 さ れ

る度 合 は,サ ー ビス種 類 に よ ってか な り違 い が ある。 これ ら外 部 サプ ライ ヤ ー

の サ ー ビス が最 も多 く利 用 さ れ て い るの は,テ キス ト ・プ ・セ シング,COM

(マ イク ロ フ ィル ムへ の コ ン ピュー タ ・ア ウ トプ ッ ト),タ イム シ ェア リン グ

な どの 分 野 や リモ ー ト ・バ ッチ処 理 な どで,ど ち らか といえ ば マ シンを べ ース
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図 皿一54サ ー ビス の種 類 別 ソース 別 需要 分 析

マ シ ン ・ベ ース ・サー ビス

ち .

口 内蹴 ・

鋸

圏 省庁醐 達

タ イム シ ェア リン グ

＼
テ キス ト ・プロ セシ ング

COMサ ー ビス1.09b

1.6%

その 他 マ シン ・サ ー ビス4.590

‖翻 外部(政府部外)調 達

■

,

に し て サ ー ビス の 利 用 の 方 が,要 員 を ベ ー ス に し た サ ー ビ ス よ り も浸 透 し て い

る。

EDP調 達 計 画 は,各 省 庁 に よ っ て 事 情 が 違 うが,以 下 い くつ か 一 般 的 な 特

徴 を あ げ る こ とが で き る。

・1975-76年 に は 新 た な大 規 模 な コ ン ピ ー=一 夕買 換 は な い 。

・周 辺 装 置 を 追 加 して 既 存 コ ン ピ ュ ー タ の グ レ ー ドア ップ を は か る。

・従 来 と同 数 の 小 型 コ ン ピュ ー タ を購 入 す る。

・ サ ー ビス ・ビ ュ ロ ー利 用 は 今 後 も増 加 す る。

・外 部 の シ ス テ ム ・ア ナ リス ト,プ ロ グ ラ マ の 利 用 増 加 。

■
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次 に 稼 動 中 の イ ン ハ ウ ス 装 置 だ が,イ ン・・ウ スEDP装 置 の コ ス トの90%

は コ ン ピ ュ ー タ が 占 め て い る。 図n-55は1972-73年 の メ ー カ ー 別 に

み た 連 邦 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況 内 訳 で あ る。 全 て の コ ン ピ ュ ー タ と,

小 型 コ ン ピ ュ ー タの み の 図 が 表 わ さ れ て い る が,小 型 コ ン ピ ュ ー タ は コ ン ピ ュ

ー タ ・コ ス ト全 体 の3
.1%を し め て い る に す ぎ な い 。

図 皿一55:メ ー カ ー別 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況

(金 額 ベ ー ス)

全 コ ン ピ ュ ー タ 小 型 コ ン ピ ュ ー タ

Univac

9,5%

Honeywetl

8,5%

urroughs6.7%

DEO・

46%

Xerox

購 入価 格10万 ドル以 下〔

年 間 レンタル料2万 ドル以 下

14.0%

9,3%

ComrolData-3.0%

Interdata-1.2%

ElectronicAss㏄iates-LO%そ の 他

そ の他 一2.1%

Hewlett-・Packard

DataGeneral

Interdata

Varian

IBM-3.5%

デ ー タ 通 信

カ ナ ダ にお け る コ ン ピ ュ ー タ ・デ ー タ の 伝 送 方 法 は 過 去2年 間 で 大 き な 変 化

を とげ た 。 そ の 最 大 の 要 因 は,デ ジ タ ル 通 信 の 実 用 化 で あ る。 こ れ に パ ケ ッ ト

交 換 技 術 が 加 わ り,こ こ2,3年 の うち に さ らに大 き な 変 化 が 起 こ る と予 想 さ

れ る。

デ ジ タル 通 信 施 設 の 使 用 が,本 格 的 に 商 用 ネ ッ トワ ー ク と し て 現 れ た の は

1973年 ・TransCanadaTelephoneSystem(TCTS:8大 電 話 会 ・

社 の 関 連 事 業 体)が デ ー タ ル ー ト(Dataroute)サ ー ビス を 開 始 して か ら で'

あ る。 これ は 世 界 初 の 全 国 商 用 デ ジ タ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム で,当 時 は
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も ち ろ ん,現 在 で も世 界 の最 先 端 を い く シ ス テ ム で あ る。

昨 年 デ ー タル ー トは サ ー ビ ス 地 域 を 広 げ,ま た サ ー ビス 内 容 も拡 充 した 。 現

在 の と こ ろ25地 区 が デ ー タ ル ー トの サ ー ビス ・エ リ ア に 入 っ て い る が,今 後

さ ら に 拡 充 さ れ る 予 定 で あ るb

他 に も 建 設 中 あ る い は 計 画 中 の デ ジ タ ル 通 信 網 と してLD-4シ ス テ ム とD

UV(デ ジ ッ ト ・ア ン ダ ー ・ボ イ ス)が あ る 。LD-4シ ス テ ム は モ ン ト リオ

ー ル ,オ タ ワ,ト ・ ン トを 結 ぶ 地 下 ケ ー ブ ル で,こ の 容 量 は 電 話 で2万 回 線,

1秒 あ た り の デ ー タ伝 送 率 は13億 ビ ッ ト とい う も の で,現 在 着 々 と建 設 が 進

め られ て い る。 ま た 開 発 中 のDUVは マ イ ク ・ ウ ェー ブ 方 式 の 通 信 サ ー ビス で ・

音 声 に 使 用 さ れ る よ り 下 の ラ ジオ ・ス ペ ク トラ ム部 分 で デ ジ タ ル ・デ ー タ を伝

送 す る こ と に な る。

TCTSと 共 に カ ナ ダvatoけ る コ ン ビ=一 夕通 信 を寡 占 して い る の は ・Can-

adianNationa1鉄 道 とCanadianPacific鉄 道kら び に 電 信 会 社 との 合

弁 会 社 で あ るCNCP電 気 通 信 会 社 で あ る。CNCPは1976年10月 開 始

を め ど に 現 在 新 しい デ ジ タ ル ・デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を建 設 して い る。 こ れ は

イ ン フ ォ ス イ ッチ(lnfo-Switch)ζ 呼 ば れ る もの で ・ デ ジ タ ル 伝 送 回 線 と

パ ケ ッ ト交 換 技 術 を 使 用 した 世 界 初 の 商 用 ネ ソ ト ワ ー ク に な る。 ま たTCTS

も 同 じ くデ ー タパ ッ ク(Datapac)パ ケ ッ ト交 換 デ ー タ・ネ ッ トワー ク を1976

年 末 に予 定 して お り,激 しい 競 争 が 予 想 さ れ る。 イ ン フ ォ ス イ ッチ は,最 初 モ

ン トリオ ー ル,ト ロ ン ト,オ タ ワ,ウ ィ ニ ペ グ,エ ドモ ン トン,カ ル ガ リ,バ

ン ク ー バ ー の7都 市 で 開 始 さ れ る 予 定 だ が,他 地 域 の カス トマ ー は 従 来 のCN

CP伝 送 施 設 を 利 用 して ア ク セ ス す る こ と に な る 。 こ の ネ ッ トワ ー ク の長 所 は

既 存 の ハ ー ドや ソ フ トを 変 更 せ ず に デ ー タ ・セ ン タ ー に ア ク セ ス が 可 能 な 点 に

あ る。 イ ン フ ォ ス イ ッチ は3つ の サ ー ビス を提 供 す る予 定 だ 。 ま ず イ ン フ ォ エ

ク ス チ ェ ン ジ ・サ ー ビス は,2地 点 を 結 ぶ 回 線 交 換 機 能 を提 供 す る も の 。 次 に

イ ン フ ォ コ ー ル ・サ ー ビス は"virtualcalling"機 能 を 提 供 し,コ ン ピ ュ ー

タ応 答 型 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 望 む ユ ー ザ ー の 期 待 に 応 え る。 さ ら に イ ン フ ォ
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グ ラ ム ・サ ー ビス はPOSタ ー ミナ ル や ク レ ジ ッ ト カ ー ド確 認 シス テ ム に 適 し

て い る。 こ れ らの う ち イ ン フ ォ エ クス チ ェ ン.ジ ・「サー ビス は 回 線 技 術 を 利 用 し

た もの で,他 の2つ は パ ケ ッ ト技 術 を ベ ー ス に して い る。

r

表 山一30:カ ナ ダの情 報処 理 団 体一覧

名 称 目 的 所 在 地 代 表 者

C8"dUnA"ocia60nofDataProce頭ng サ ービス産業 の振興 を目的 に技 術の向上 と システ 299WaverleySt., R.G.Talor(P爬 むdent)

曳wi㏄O堪ni副ion
ムの低価格化 を実現 Ott息waK2『OW1

C8n8di8n8u8ine"Equipment'・ 1Green5boεo C.Dou81㎎Wynd
M組ufacω 爬r1㎞iation Dr"Rexdale,Ont. (GenerdM息m8er,CEEMA)

MgWIC8

C頒 白dianln侮mationPτo㏄8dn8Socie⑲ コンピュー タお よび情報処理 の理論 と実践 の向上 212附n8St.W,, MarionHart

Ste.501,Toronto, (Natio叫Sec愉8市t)

Ont,M5HIK5

C●mdianOperatiomlRe8earchSociety 80x2225.St"ionD, JJ.Conn

Ott・w8,0ntKIP5N4

C畠n叙」i8nSt■nd●εd●A臼κ娼8"on 178R"d8bBlvd., JohnE.Keen

Rexdale,Ont,M9WIR3 (Mam8ingD泊 ℃ctor}

D●伍B88eA8■ocUtion(On"rb}Ltd. Tel.416(%4)5022 NickOttlyk

Rich畠rdBGhnk8 (P肥5ident)

D戚 ●8糎M●n曜montGroup P.0.Boxl661, G岨1臼B8π 蝋 ・

St・tion8.MontreaI (Pr斑d創lt}

一

D■`●㎞ 垣n8ln酩itutε Th●F●d・国 内blicSewice内 部 で の 効 果 的EDP利 用 R・v臼ueC●md・, M・頭ceWd脚

開発の振興
875H`ronRd.,

Ott8w●

仇t■P「醍 醐n`M8n■mentA脚C{8tion ・DPマ ネ ジ メ ン ト分 野 に まL・け る 教 育 と 科 学h勺 調
P,0,恥x963, LJ,Tumer

売の開発育成振興 Toronto.Ont. {P怜・}d開t)

・教 育機関 とのDP科 学の研究 協力 M5WIG5

b伽 豹由`8」創杁In麓`知t●o`C8但d8
・情 報砥用関係 者の社会的 責任 と倫理 的行動培嶺

P、O、80x7012 Prof,D,H●nr●cht
の投定 Adddd・st.S剛on, 《Ch●1m.n}
・教n.職 楓の規定 などに関す る国家規準の作成 Toronto,Ont,

・カナダの情 報処理産 業の競争 〃強 化 M5C2K7
.
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ソ 連

市 場 概 要

IDC(lnternationalDataCorp.)に よ る推 定 に よれ ば,74年 末 現

在 ソ連 に 設 置 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ は 約8,000台,金 額 に して27億5,500

万 ドル で あ る とい う。(図n-56)ま たEconomist誌 は 約15,000台 と 推

定 し て い る。

図ll-56:ソ 連 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況(1974年 末)

〈 台 数〉 〈 金 額 〉

米国(94)米 国(3・400万 ドル)

その他 その他(
115)側側

(4,000万 ドル)

蟷 :薔

合 計8.000台 合 計27億5・500万 ドル

(IDCの 推定に よる)

コ メ コ ン諸 国 は 現 在IBM360シ リ ー ズ の コ ピ ー ・マ シ ン で あ る 第 三 世 代

機RYADフ ァ ミ リー の 開 発 ・製 造 を 進 め て お り,ソ 連 が こ の 中 核 と な っ て い る。

ソ連 の コ ン ピ ュ ー タ生 産 は74年 に4,500台,16億 ノレー ブ ル,75年 は5,700

台,20億 ル ー ブ ル と さ れ て い る が,実 際 は これ ら の 半 分 とみ る の が 妥 当 な と

こ ろ で あ ろ う とIDCは み て い る。 こ う した 修 正 を ル ー ブ ル の 実 勢 価 値 を 勘

案 して 行 な う と,74年 の 生 産 は2,250台,11億3,600万 ド ル,75年

の 推 定 は2,860台,14億3,000万 ド ル で あ る と み られ る。

互 換 性 の な い コ ン ピ ュ ー タ群 を 統 合 し た い と い う 希 望 か ら 生 み 出 さ れ た
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RYADシ リー ズで あ るが,机 上 の計 画 とい う性 格 は まぬ が れ て い ない よ うで

あ る。 国 家 間 の横 断 的 な 開 発 プ ロ ジ ェク トとい う形 で あ るた め,ナ シ ョナ リズ

ム の障 害 が 災 い して い る こ とは 否定 で きない。RYADの 生産 は 当初 計 画か ら

数 年 も遅 れ,し か も状 態 は悪 化 しつつ あ る とい わ れ て い る。 コ メ コ ン内でい く

らRYADに つ い て 懸 命 な 宣伝 が な され た と して も,目 標 達 成 に程 遠 い実 情 は

か く しきれ ない。 開 発 に着 手 して以来6年 を経 過 して,エ ン ド ・ユ ーザ ー に引

渡 され た の はや っ と200シ ス テ ム と推定 され て い る にす ぎな い。 しか もこの

大 部 分 は小型 ～ 中型 機 で あ る。

RYADの 開発 ・製 造 が もた つ き,西 側 諸 国か らの 輸 入 に対 し食 欲 な姿勢 を

見 せ て い る原 因 は,技 術 面 の知 識 が絶 対 的 に不 足 して い るた め では な く,む し

ろ ノ ウハ ウの 問題 で あ る。75年3月 に東独 か らES-1040を 購 入,性 能

を調 査 したCDCは,東 側 の技 術 開 発 力,お よび そ の潜 在 性 の 高 さ を高 く評価

して い る。 ソ連 を含 め て コ メ コ ン諸 国 を悩 ま して い るの は,知 識 を製 造,流 通,

マー ケ テ ィ ング の領 域 に適 応 さ せ る こ とが で きな い とい う問 題 で あ る。 サ ポ ー

トとサ ー ビス の両 面 で は こ う した能 力 の欠 如 は一 層 著 しい。

ソ連 の ノ ル マ中心 の官 僚 機 構 が この 問題 をさ らに解 決 困難 に して い る ように

思 わ れ る。 コ ン ピュー タ が 出荷 され て しまえぱ,そ の生 産 工 場 は そ の コン ピ ュ

ー タの適 正 設 置 や 正 常 稼 動 に は何 の関 心 も ,ま た何 の権 限 も持 っ てい な い の で

は な い だ ろ うか。 恐 ら くエ ン ド ・L－ ザ ーは,20年 前 の米 国 の ユ ーザ ー が得

た メ ー カー提 供 の ソフ トウ ェア ・サ ポ ー トや 教育 訓 練 す ら充 分 に確 保 で きて い

ない と思 わ れ る。 しか もス ペア ・パ ー ソとい う問題 もあ る はず だ。 さ らに新製

品 を対 象 と した汎 用 ソ フ トウ ェアの 開発 とい うこ とに関 して は,恐 ら く皆 無 と

い うのが 現 状 で あろ う。 こ う した こ とが西側 の高 度 テ ク ノ ロ ジー製 品 に対 す る

依 存 傾 向 に拍 車 をか け て い る とみ られ る。

ソ連 へ の輸 出規 制 問 題

コ メ コ ン諸 国 と西欧 先 進 工 業 国 との 貿易 総 額(輸 出 入)は1973年 に335
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億 ドル で あ った もの が,74年 は30%と い う大 きな伸 び を示 し470億 ドル

を越 し,西 側 か らの輸 出 額 は 初 め て200億 ドル の大 台 を突 破 した・ しか も ・

74年 の全 コ メ コ ン諸 国 の貿 易取 引 額 の うち東西 貿 易 は1/3に 達 して お り,60

年 の1/5,70年 の1/4に 比 べ 大 きな躍 進 を示 して い る。 一 方,コ メ コ ン諸 国

の 内部 貿易 の支 払 決済 は好 転 して きて お り,ま た最 大 の貿 易 国 で あ る ソ連 は 石

油等 の原材 料 輸 出力 を持 っ て い る とい う事実 が あ る。 こ う して 東西 貿 易 は今 や

一 つ の ブ ー ム と なって い るが,中 で もデ ー タ処 理,オ ー トメ ー シ ョン分 野 で は,

前述 の よ うに大 き な需 要 も あ り西側 メー カー各社 は 輸 出拡 大 に 努 力 して い る。

だが 東西 貿 易 の拡 大,東 欧 市 場 の成 熟等 が あっ た と して も,東 側 諸 国 との取 引

には依然 障 害 が あ り,特 に米 国 の コン ピュ ー タ産 業 に は その壁 が 厚 い。 これ ら

の障 害 は,単 な るお 役 所 仕 事 の非 能 率,カ ス トマ ー教 育 面 の悩 み,各 地 域 市 場

につ いて の知 識 不足 だ け で な く,そ れ を超 え た輸 出規 制 の 問題 で ある。

コメ コ ン諸 国 は,コ ン ピ ュー タの よ うな高度 の テ ク ノ ロ ジー製 品 につ い て,

そ の輸入 に多 大 の 関心 を示 して い るが,米 国 の様 々 な機 関 は国 家 の安 全 とい う

見地 か ら,最 新技 術 製 品 の輸 出 に は非 常 に慎 重 な態 度 を と ってい る。米 国 商務

省 は,75年4月 に ソ連 の ヵ マ川 トラ ック工 場 向 け のIBM370/158シ

ス テ ムの輸 出 を,6月 に は ア エ ・ フ ・一 ト航 空 向 け のUnivac1106一 皿 の

輸 出 を認 可 した が,こ れ は東 西 の緊 張 緩 和 が 米 国政 府 の コ ン ピ ュー タ輸 出 に対

す る規 制 に も雪 解 け を もた ら し始 めた こ とを意 味 す る といえ よ う。 大 型 の 高性

能 コ ン ピュー タの輸 出 が初 め て認 可 され た こ と とと もに重 要 な意 味 を もつ の は,

3330デ ィ ス ク の輸 出が 認 可 され た こ とで ある。 しか し商務 省 は,大 量 の フ

ァイル を有す る シス テ ムの輸 出 に対 しては従 来 か らの 態 度 を堅 持 して お り,

370/158,3330か ら成 る イ ン ソー リス ト向 け の リザ ベ ー シ ョン ・シス

テ ムの輸 出 申請 を却 下 して い る。

米 国政 府 の輸 出規 制 は,CPU本 体 よ り もむ しろ大 量 フ ァ イルお よび そ の ソ

フ トウェア に重 点 を置 い て い る よ うに思 わ れ る。 イ ン ツー リス ト向け シス テ ム

で も問題 とな った の は158本 体 よ り も,100MBク ラス の3330で ・ こ
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れの輸 出に国防省が難色 を示 したため に,申 請が約2年 半 の審査の後 に却 下さ

れ た と伝 え られ て い る。 さ らに米 国上 院 の調 査 小委 員 会 は,先 の カ マ トラ ッ

ク工 場 向けIBMシ ス テ ム輸 出認 可 の検 討 に入 って お り,本 格 的 な雪 解 け は ま

だ ま だ とい う感 が強 い。 商 務 省 か ら認 可 を受 け た これ らの シス テ ム も,第2段

階 と してCOCOMの 審 査 を受 け なけ れ ば な らず,実 際 に シス テ ムが 出荷 さ れ

るの は ま だ先 にな る模 様 で あ る。

西側 か らソ連 に対 す る コ ン ピュ ー タ輸 出 は,各 国政 府 の輸 出認可 の 後,CO

COMの 認 可 を受 け なけれ ば な らない が ,米 国政 府 の審 査 は西 欧 諸 国 に比 べ 格

段 に厳 しく,こ れ が米 国 メー カーの不 満 の タネ と な ってい る。 ソ連 圏 に対 して

の輸 出 に 力 を入 れ て い るCDCの ノ リス 会長 やSperryRandの リエ イ会 長 を

始 め と して,業 界側 は コ ン ピ ュー タお よび 周辺 装 置 の輸 出 ガ イ ドラ イ ンの 緩 和

を求 め て い る。 論 理 的 に言 え ば,COCOMの 規 制 が最終 チ ェ ソク とな り,加

盟諸 国 は 同 じ ライン上 に あ る とい うこ とが で きるが,同 委 員 会 の強 制 力 の問 題

な ど実 際 面 の 問題 が あ り,米 国 メ ー カー と西 欧 メー カーが必 ず し も同 じ条 件 下

に あ る とは い え ない よ うだ。

米 国 メー カー に と っ て,も う一 つ の ネ ックに な ってい る もの に信 用供 与 の

問題 が あ る。 米 国議 会 は74通 商 改 革 法 を修 正,ソ 連 に対 す る信 用供 与 を今後

4年 間 で3億 ドル以 内 とい う厳 しい 制 限 を行 な った。 英,仏,西 独,イ タ リー

日本 の各 国 が ソ連 の 第10次5カ 年 計 画(1976～1980)に 提 供 を申 し出

て い る90億 ドル の ク レ ジ ッ トとは 比較 す べ き も無 い この額 は,米 国 の 業 者 に

対 し重 い足 枷 と な って い る。 大 型 コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムな どの場合,IBM

を除 け ば ク レ ジ ソ トを用 いず に輸 出交 渉 に応 じられ るほ ど資 金 面 の余 裕 が あ る

と ころ は な い と思 わ れ る。

また 最 近 の米 国 政 府 の動 き と して,緊 張 緩 和 政策 の見 直 し一 右 傾 化 一 の

傾 向 が あ る こ と も見逃 せ ない。 各 地 の事 実 上 の米 ソ代 理 戦 争 や米 政府 の新 た な

対 ソ政 策が これ を如 実 に示 してい る。 こ う した傾 向 も東西 貿易,特 に米 国か ら

の高 技 術 製 品 の輸 出 に ブ レー キ をか け て い る。
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1974年 の米 国 か らコ メ コ ン諸 国 へ の非農 産 物 輸 出総 額 は57%の 伸 び で

5億8,100万 ドル に な った。 しか ・し最 大 の得 意 先 で あ る ソ連 へ の 輸 出は,こ

の伸 び に は ほ とん ど含 まれ てい な い。 イ ン フ レ分 を割 引 いた とす る と,実 質 出

荷 高 はむ しろ減 少 して い る とみ る こ とが で き よ う。 コ ン ピ ュー タお よび 関 連 機

器 の コ メ コ ン諸 国 へ の 輸 出 は,東 西 貿 易 の全 体 的 な傾 向 を反 映 して,75年 上

半期 は 前年 同 期 比 で40%の 伸 び とな っ た が,最 大 の潜 在市 場 で あ る ソ連 へ の

輸 出は む しろ 下 降 して い る。(図 皿一57)

図n-57:コ ン ピ ュー タk・よび 関連 機器 の米 国 か らソ連 圏 へ の

輸 出状 況

1974年 上半期

(合計771万 ドル)1975年 上半期

(合計1,076万1,000ド ル)

(米 国商 務 省 の統 計 に よる)

こ こで注 意 しなけ れ ば な らない の は,米 国 商務 省 の輸 出統 計 は,米 国 か ら他

国へ 直接 販 売 され た も のを対 象 に して い る点 で あ る。 米 国 に本拠 を置 く企 業 の

海 外子 会 社か らの 出荷 は,米 国 か らの社 内移 出 の場 合 以外 含 まれ てい ない。 従

って 商務 省統 計 が 示 す 数 値 以 上 に,米 国製 品 の マ ー ケ ッ ト ・シ ェア が存 在 す る

と見 なけ れ ば な らない。?ま り,他 の両側 諸 国 が 東 西 貿 易 で示 して い る現 象 的

な拡 大 率 に は,当 然米 国 に本来 帰 す べ き部 分 が 内包 され て い る とい うこ とで あ

る。 こ う した 事実 を勘 案 す れ ば米 国 は や は り東 側 諸 国 の最大 貿易 相手 国 とい う

こ とに な る。
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こ う した様 々 な制 約 が あ る とは言 え,商 務 省 の統計 値 が 示 して い るの は ソ連

米 国 間 の コ ン ピュー タ貿 易 が遅 々 と した歩 み しか 見せ てい ない 実 状 で あ る。 ま

た潜 在 市 場 の大 きさ と貿 易 額 が必 ず し も比例 して い ない ア ンバ ラ ンス も見 て と

れ る。

◆

●

●

膨 大 な潜 在 市 場 性

ソ連 は76年 か ら第10次5カ 年 計 画 に入 ってい るが,第9次 計 画 で の伸 び

悩 み をふ まえて 産 業 近代 化 とオ ー トメ ー シ ョン化 に改 め て力 を入 れ よ う と して

い る。 第9次5カ 年 計 画 で は コン ピ ュー タに トップ ・プ ラ イオ リテ ィ(最 優 先)

とも言 うべ き地 位 が一与え られ た が,RYADプ ・ ジ ェク トは うた わ れ たほ どの

進展 をみ せ なか った 。 第10次 計 画 で は コ ン ピ ュー タの生産 の80%増 加 を計

画 して い る。

RYADプ ロ ジ ェク トの遅 れ の一 方 で,第9次5カ 年計 画 で は多 くの 自動 制

御 シス テ ムが導 入 さ れ,各 種 工 程,高 炉,平 炉,圧 延,発 電,化 学 な ど各 種 プ

ラ ン トの制御 シス テ ムは2,200以 上 に達 した とい わ れ てい る。 第10次 計 画

では2,000～2,500の 新 規設 置 を予 定 して お り,こ の うち,76年 は124

シス テ ム の新 設 を計 画 して い る。 ソ連 には75年 現在5 ,275の 科 学 施設 が あ

り,総 計120万 人 の科 学 者 が働 い ているが・第10次 計 画 には これ らの機 関 の

設 備 の 一層 の充 実 と情 報 分野 の 発展 計 画 が盛 り込 まれ てい る。

この よ うな高 度 テ クノ ロ ジーへ の強 い志 向性 や格 差 解 消 に対 す る強 い意 欲 と

と も に,=豊 富 な天 然 資源 と2億5,000万 を越 え る人 口 を有 す る経 済 大 国 ソ連

は,コ ン ピュー タ業 界 に とっ て魅 力的 な大 市場 で ある。 しか し国際 政 治 の動 向

や,米 国 自身 が 二大 強国 の一 つ で あ るこ とを考 慮 す る と,米 国 の通 商 が ソ連 ブ

・ ッ クに浸透 す る には ど う して も一 定 のハ ンデ ィキ ャ ンプ を負 う こ とは 否 め な

い。IBMの よ うな強 大 な 多 国籍 企 業 でさ え,ソ 連 の 内部 に手 が か り をつ か む

の に苦 労 す る もの と思 われ る。
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ポ ー ラ ン ド

生 産 の 現 状

1975年 度vatoけ る,ボ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ お よ び 周 辺 機 器 の 生 産 状

況 は,次 の よ う に 推 計 さ れ て い る。

① コ ン ピ ュ ー タ:ポ ー ラ ン ド国 内 お よび 他 の コ メ コ ン 諸 国 に 向 け て 出荷 さ れ

た コ ン ピ ュ ー タ台 数 は,約120台 と み ら れ て い る。 こ の 内 訳 は ・ODRA

1305が81台,ODRA1325が34台,RIADR-30が4台 で ・

総 額 は8,500万 ドル 相 当 で あ る。 ま た,本 体,周 辺 装 置,そ の 他 の 機 器 を 含 め た,

EDP装 置 の 総 生 産 額 は3億5,000万 ド ル とみ られ て い る。

② 周 辺 装 置:4,500台 を 越 え る プ リ ン タ装 置 が ・Mera-Blonieで 生 産

さ れ て い る も の と思 わ れ る。 こ の 内 約2/3はDZM-180キ ャ ラ ク タ ー ・プ

リン タ で,残 りの1/3は ラ イ ン ・プ リ ン タ とみ られ て い る・

表ll-31は,ポ ー ラ ン ドで 生 産 さ れ て い る主 要 な 機 種 の パ フ ォ ー マ ンス ・

デ_タ を 示 した も の で あ る。 ま た 図 皿 「58はt、 ポ ー ラ ン ドの これ まで の 生 産 実 績

と,各 時 期 に お い て 主 と して ど の よ う な 製 品 が 生 産 さ れ た か を 示 した も の で あ

るo

表 皿一31:現 在 ポ ー ラ ン ドで 生 産 さ れ て い る 主 な コ ン ピ ュ ー タ の 性 能

CPU ODRA1305 ODRA1325 RIADR-30

語 長

メ、モ リ

サ イ ク ル ・タ イ ム

加 算 ス ピー ド
● 、

マル チ プ レクサ ・チ ャ不 ル
、

セ レ ク タ ・チ ャ 不 ル

24ビ ッ ト

32～256K

1～2マ イク ロ秒

1.2～2

1～2台

8台 ま で

24ビ ッ ト

16～128K

1マ イ ク ロ秒

2.6

1～2台

2台 ま で

4バ イ ト

128～512KB

1～2マ イ ク ロ秒

5～8

2台

3台

入 出 力 装 置

紙 テ ー プ ・ リー ダ

紙 テ ー プ ・パ ン チ

カ ー ド ・ リー ダ

ラ イ ン ・プ リン タ

デ ィス ク

磁 気 テ ー プ

1,000ch/sec

100ch/sec

1,000ch/min

1,3001pm

8台 ま で725MB

6台 ま で,転 送 レ ー ト43～128K

1,000ch/sec

=

600～1,1001pm

8台 まで,7.25MB

8台 まで 転 送 レート128K

ソ フ トウ ェア

言 話 プ ロ セ ッサ

OS

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

P㎜,COBOL,FORTRAN,ALGOL

GEORGE(ICL1900と 同 じ)

ICL1900と 同 じ

IBM360と 同 じ

〃

〃
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図ll-58ポ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ生 産 実 績

36台

34台

ロ ポー・ン・国内

吻 他の軟 調 への輸出

台⇔一5

台33

1961_1972197319741975(推 定)

1卯1

各 年 代 に お け る主 な 生 産 機 種

1961～1971:主 と し て 第1世 代,第2世 代 のODRAシ ス テ ムが 生 産 さ

れ た。ODRA1003/1013,1103,1204,ZAM2,21,

41等 。

1972:1204が 主 と して 生 産 さ れ た 。 そ の 他,第3世 代 の1305,1325

も 生 産 が 開 始 さ れ た 。

1973～1974:生 産 の 主 力 は1305/1325に 移 っ た 。

1975:0DRA1305が81台,ODRA1325が34台,RIADR-

30が4台
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生 産 体 制

ポ ー ラ ン ドに お い て は,あ ら ゆ る.産 業 は,省 レ ベ ル で の 管 理 下 に 置 か れ て い

る。 コ ン ピ ュ ー タ産 業 は,機 械 産 業 省 の 管 理 下 に あ り,Meraお よ びUnitra

の2つ の コ ン ビ ナ ー トが 生 産 に あ た っ て い る。

図ll-59お よ び 図ll-60は,ポ ー ラ ン ドの エ レ ク ト ロ ニ ク ス 産 業 の管 理

機 構 お よ び 役 割 の 分 担 を 示 した も の で あ る 。

図n-59:ポ ー ラ ン ドの エ レ ク ト ロr・ クス 産 業 の 管 理 機 構

機 械 産 業 省

MERA・ 管 ㍗000人UN・TRA稽 美麗000人

産 業 用 エ レク トロ ニ クス 製 品 消 費 者 用 エレク トロニクス 製 品

主 な製 品 主 な製 品

・CPU・ ラ ジオ,TV,テ ー プ レ コーダ

・周 辺 装 置 ・電 話 機 器

・卓 上 計 算 機 ・IC,半 導 体 製 品

・計 測 機 器 ・そ の 他 の 消 費 者 製 品

●マ イク ロ ウ ェー ブ 製 品

・プ ロ セス 制 御 用 機 器

図 皿一60:ポ ー ラ ン ドの コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 体 制

ELWRO

CPU

}　一370－

PIAP

R&D対 外 貿 易

9

9

ぜ



・■

●

各 プ ラ ン トの役 割

ELWRO:1961年 に 設 立 され,こ れ ま で にODRA1001 .,1002,

1003,1013,1204,1304,1305,1325の 生 産 を 行 っ て き て

い る。

BLONIE:ラ イ ン ・プ リン タ(ICLラ イ セ ン ス) ,キ ャ ラ ク タ ー ・プ リ

ン タ(DZM-180),紙 テ ー プ ・リー ダ(CT-300)等 の 生 産 に あ た っ て

●

い るo

ERA:デ ィ ス ク装 置(CDCラ イ セ ンス),キ ャ ラ ク タ ・デ ィス プ レ ー,

ド ラ ム 等 の 生 産 に あ た っ て い る 。

MERMAT:磁 気 テ ー プ,そ の 他 の 附 属 機 器 を 生 産 して い る
。

PIAP:約1,000人 の ス タ ッ フか らな り,EDP装 置,計 測 機 器 ,制 御

機 器 の 研 究 開 発 を 行 っ て い る。 ま た 最 近 で は,ソ フ トウ ェ ア の設 計,開 発 に も

取 り組 ん で い る。

METRONEX:西 欧 お よ び 他 の コ メ コ ン諸 国 と の 取 引 き を 管 理 して い る
。

P

●
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チ ェ コ ス ロ バ キ ア

コ ン ピ ュ ー タの 生 産

チ ェ コ で は,1971年 ～1975年 の 間 に 約325台 の コ ン ピ ュ ー タ を設

置 す る 計 画 が 進 め られ て きた 。(こ の 内260台 は チ ェ コ製 の マ シ ー ン を 設 置

す'る 予 定 だ っ た。)し か し,1972年 の 時 点 で,50台 が 供 給 さ れ た に 過 ぎず,
ぱ

約210台 は,.1975年 末 ま で の 生 産 目標 と して 残 さ れ る こ と に な っ た 。 こ

れ ら の マ シ ー ン の 大 部 分 は,第3世 代 マ シ ー ン に な る と考 え られ る が,現 在,

チ ェ コ で 生 産 さ れ て い る 第3世 代 マ シ ー ン はZPA6000/20,1機 種 に 過

ぎ な い 。

RYAD計 画 で は,IBM360シ リ ー ズ 相 当 のR10(360/20相 当)

～R60(360/65-67相 当)の6機 種 の 開 発 を 担 当 して い る が,進 度 は,

当 初 の ス ケ ジ ュ ー ル よ り も か な り遅 れ て い る も よ う で あ る。

こ う した こ とか ら,現 在 チ ェ コは 西 欧 の 輸 出 市 場 と して,大 い に有 望 視 さ れ

て い る。 特 に,RYADシ リ ー ズ は,IBMコ ン パ テ ィ ブ ル で あ る こ とか ら ・'

IBM360/40～50ク ラス の マ シ ン お よ び そ の 周 辺 装 置 の 輸 出 の 可 能 性

が 高 い とみ て よ い だ ろ う。

●

ρ

570と5550の 輸 入

駐 米 チ ェコ大 使 館 が 明 らか に した とこ ろに よる と・ チ ェコはIBMか ら

370シ リー ズの125～145の 中型 機 を計8台 と3330デ ィ ス ク ・ドラ

イ ブを購 入 す る こ とに な った。 そ して この うち3台 に つ い て は米 国政 府 か らの

輸 出認 可 を受 け て い る とい うこ とで あ る。

米 国政 府 は75年4月 に初 め て3330の 輸 出 を認 可 して以 来,ソ 連 ・東 欧

圏 に対 す る数 件 の3330付 シ ス テ ムの輸 出認 可 申請 を 受理 して お り ・IBM

を始 め と してUnivac,CDC,Honeywe11・Burroughsな ど米 の 主 要 本

体 メー カ ー各 社 は これ に 力 を得 て,100MBク ラ ス の デ ィス クを付 け た コ ン

q
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ピュ ー タ ・シス テ ムの輸 出 申請 を続 々 と提 出 して い る とい わ れ る。 しか しIB

Mが 提 出 してい た ソ連 イ ン ソー リス ト向 け の370/158と3330の 輸 出認

可 申 請 は,158,3330自 体 は ソ連 の カマ 川 トラ ック工 場 向 け シス テ ムで は'

認 可 され た とは い え,却 下され ている。 これ は,業 界 筋 に よれ ば,3330に よ

る総 フ ァ イル容 量 が カマ川 トラ ック工 場 シス テ ム よ り もは るか に大 規 模 で あ っ

たた め で あ る とみ られ てお り,東 欧 諸 国 に対 す る3330輸 出 も フ ァイ ル の総

容 量 に よっ て はま だ まだ厳 しい規 制 下 に あ る とみ られ てい る。

P

●
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中 国

中 国 の コ ン ピュ ー タ事情 に つ い て は,1972年 の米 科学 者 グル ー プの 訪 中

以 来 急 激 に注 目 を集 め て い るが ・独 自の 第3世 代 開 発 と西 側 諸 国 との交 流 も次

第 に活 発 化 してい る。 表ll-32は 中 国 にteけ る コ ン ピ ュー タ関 係 の主 な動 き

だ が,75年8月 の 第3世 代 機DJS18の 公 開 やHIS-Bu11,CDCと の

ニ ュー ・モ デ ル取 引 き,さ らには 視 察 団 の交 流 な ど,最 近 は着 実 に成 果 が 上 っ

てい る よ うだ。

米 国 商務 省 のRogersMorton長 官 は,75年 中 頃 に訪 中 した後,「 中国

は人 口8億 以 上 の広 大 な市 場 で,キ ャ ピタル ・エ ク イ ップ メ ン トk・よび技 術 サ

ー ビスか ら高度 技 術 お よび鉱 工 業 用 製 品 ま で ,広 範 な ニー ズ を持 って い る 」と

述 べ てい る。 中 国 の コ ン ピ ュー タにつ い て は,ソ 連 東 欧 圏 と共 に,独 自開 発 が

ど こま で進 む か あ るい は西側 との取 引 きで輸 出規 制 が今後 ど こま で緩 和 さ れ る

か の二 点 が 注 目さ れ る。 な お表ll-33は,こ れ ま で明 らか に さ れ た 中 国 の 主

な デ ィ ジ タル ・コ ン ピュー タ ・モ デ ル で あ る。

表ll-32中 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る動 向

年号

1958

1959

・北 京 科 学 院(theAcademyofSciencesinPeking)に コ

ン ピ ュ ー タ技 術 研 究 部 門 設 立

・中 国 初 の コ ン ピ ュ ー タ"August1"北 京 で 発 表

・ ソ連 のM-3お よ びBESM』 ン ピ ュ一 夕の 組 立 生 産 計 画 の 発 表

・北 京,上 海,西 安,洛 陽,成 都 な ど に コ ン ピ ュ ー タ 研 究 所 設 立

・北 京,上 海,南 京,落 陽 お よび 山 東 の 各 大 学 で コ ン ピ ュ ー タ開

発 が 推 進 さ れ る

・中 国 で ソ連 の デ ジ タ ル お よび ア ナ ロ グ コ ン ピ ュ ー タ の 初 の 再 生

実 験 モ デ ル
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1962

1963

1964

1967

1968

1970

1971

1972

2月

・"YunChiouHsuem"経 済 計 画 に よ り拍 車

・ ソ連,中 国 援 助 打 ち 切 り

・北 京 第 一 ラ ジオ 工 場 で ア ナ ロ グ コ ン ピ ュ ー タDMJ -16B生

産 開 始

・ ソ連 のM-3を 模 倣 したDJS-1の 生 産

・ ソ連 のBESM-2を 模 倣 したDJS-2の 生 産 開 始

・ ソ連 のM-20と 同 レ ベ ル の 初 の半 導 体 部 品 を 使 用 した コ ン ピ

ュ ー タ を 開 発

・初 の 大 型 全 トラ ン ジ ス タ ・コ ン ピ ュ ー タの 試 作

・天 津 電 子 機 器 工 場 でFM8お よ びM-9の 生 産 開 始

・ カ イ ロ の展 示 会 に ア ナ ログ ・コ ン ピ ュ ー タ を 出 品

・英 国 のARCH1000が 中 国 に導 入 さ れ る

・原 子 力 開 発 の 目的 で フ ラ ンス 経 由 に よ りIBMのStretchコ ン

ピュ ー タ導 入 を計 画

・ア ナ ログ ・コ ン ピュー タM-24k・ よ びDMJ-3を 生 産

・英 国 のELLIOTT803を 医 学 研 究 所 に設 置

・北 京 で半 導 体 コ ン ピ ュ ー タDJS-21展 示 発 表

・SJ-1発 表

・ICL1903お よ びICL1905中 国 に設 置

・DJS-7お よ びDJM-2 ,広 州 交 易 会 で展 示 発 表

・DJS-6,広 州 交 易 会 で 展 示 発 表

・科 学 技 術 計 算 用 コ ン ピ ュー タ ・プ ・ トタ イ プ%111で 初 め て

中 国 製IC使 用

・DJS-6 ,パ リ お よび トロ ン トで 展 示

・ニ ク ソ ン訪 中

一375一



・中 国 の技 術 使 節 団,英 国 の電 気 工 業 会 社 主催 の シ ョー に 出席

●ロ ン ドン商 工 会議 所,15社(ICL,GEC,Plessyな ど)

か ら訪 中通 信 代 表 団派 遣

・中 国国 際 貿易 促 進委 員会,仏 に エ レク トロ ニクス技 術 視 察 団 派

逼

・米 国 コ ン ピュー タ技 術 者一 行6名 訪 中,第3世 代 機 を見 た と報

・中 国 の コ ン ピ ュー タ専 門 家一 行 カナ ダ を訪 問,モ ン トリオ ール

の カナ ダ ・コ ン ピュー タ会 議 に参 加

・米 国 のDataGeneral社,中 国市 場 進 出 の足 場 と して カナ ダ

にDatagenofCanadaを 設 立

・中 国 は電 信 事 業 発 展 の た め,米 の技 術 に注 目ITT,GE,

Westinghouse,RCAと 交 流

・新 華 社,上 海 でIC使 用 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ を開 発 した と報 じ

る。

・精 華 大 学 で 中規 模IC回 路 コ ン ピ ュー タ開 発,生 産 は 北 京 無線

第3工 場,北 京無 線 電 部 品 工 場,東 北 電 工 工 場 な ど

・巡 廻検 測 コ ン ピュ ー タ発表

・中国 の 電 機 使 節 団,西 独AEG-Telefunkenの 各 工 場 を視 察,

コ ン ピ ュ ー タ 重 電機 に関 心 を寄 せ る

・IBM,BurroughsRCA,TI各 社,中 国 に責 任 者 を派 遣,

中国 側 と技術 交 流 に関 して交 渉

・米 の 東西 貿 易委 員 会,73年 秋 に北京 で,「 米 国 コン ピュ ー タ・

シ ョー 」を開 く と発 表

・中国 政 府 「米 国 コ ン ピ ュー タ ・シ ョー 」正 式 承 認(CDC,
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玲

11月

1974

4月

9月

10月

BurroughsSperryRand,NCR ,MohawkDataScie-

nces,Honeywe11,DECな ど参加 表 明)

・新 華 社,100万 回/秒 のIC回 路 大 型 コ ン ピュー タが北 京 大

学 で 開発 成 功 と報 じる(北 京 有線 電 工 場 お よび国 務 院燃 料 化 学

工 業 部 石 油 地 質 探 知 部 門 な どで利 用 され る予 定)

・ 「米 国 コ ン ピュ ー タ ・シ ョー 」 ,米 中間 の外 交 関係,貿 易活 動'

制 限 条件 な どの理 由 で来 春 ま で延期

・中国 国際 貿 易促 進 委 員 会 ,74年8月 ～9月 に米 国 で中 国経 済

貿 易展 を開 くと発 表

・中国電 子 学 会 コ ン ピュ ー タ視察 グル ー プ米 国 を訪 問

・日中経 済 協 会,中 国工 業標 準 化 品 質 管理 訪 日代 表 団 派遣 の 予 定

を発 表

・Westinghouse代 表 者 ,訪 中

・Hewlett-Packard ,ミ ニ ・コ ン輸 出認 可 申請

・CDC1700輸 出認 可 申請

・衛 星 通 信 に よ リシ ンガ ポ ール ,マ レー シア と直通電 話 回線 開通

.CIIIRIS60受 注

・HIS-Bull,61-60受 注

・中 国,自 国 で 開発 した 小 型 汎 用 コ ン ピュー タDJS-130の

試作 に成 功

・CDC,サ イバ ー172(2台)受 注

・米 政 府 ,共 産 圏輸 出 に 関 し,中 国 に対 す る差 別 を取 り除 くと示

唆

・DJS11(IC使 用)発 表

●第3世 代 機DJS
.18広 東 交 易 会 で公 開
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1975

2月

7月

10月

11月

・中 国 で コ ン ピ ュー タ使 用 者 の養 成 教 育 に力 を入 れ てい る とい う

ニ ュ ース が伝 え られ てい る。

一 夕 に よ る発 電 制 御 に成 功(北 京 石景 山発 電 工 場 高井

発 電 所)

・仏Honeywe11-Bu11社61/30を 中 国 に 出荷(?)

・天 津 で伊 電 子 機 器 展 開催 さ る(4月1日 ～13日)

・米 のEIA,北 京 訪 問 の招 待 を承 諾

・初 の大 型 ア ナ ・グ/デ ジタル ・ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピ ュー タ

(H・V-200型)を 製 作

・IC回 路 試 作 に成 功

・中国 通 信 技 術 視 察 団 が ア メ リカ通 信 業 界 を視 察

・西 独 で ミニ ・コ ン(DJS17)を 出 品

・CDCに 大型 コ ン ピュー タ(サ イバ ー72)発 注

表ll-33:中 国 の デ ジ タ ル ・コ ン ピ ュ ー ター 覧

開 発 処理能力
モ デ ル された 記 憶 容 量 (オ ペ レー そ の 他

年 シ。ン/秒)

Augusト1 1958
一 5,000 URAL-1を モ デ ル に して い る。

DJS-1 1962 2K 1,800 M-3を モ デ ル に し て い る。

DJS-2 1963 2K～4K 10,000 BESM-2を モデルに している。

10gC 1965 32K(48ビ 。 ト) 115,000 サ イ ク ル ・タ イ ム6μs。

DJS-7 1965 4K(21ビ 。 ト) 3,000 小 型 フ ェ ラ イ ト ・コ ァ 使 用 。

DJS-6 1966 16K～32K 100,000 1972年 に フ ラ ン ス,カ ナ ダ で 展

(48ビ 。 卜) 示された。

DJS-21 1966 4K 60,000 ソ リッ ド ・ス テ ー ト,フ ェ ライ ト ・コア使 用

C2 1968 8K(32ビ 。 ト) 25,000 ソ リ ッ ド ・ス テ ー ト

111 1970 32K(48ビ 。 ト) 180,000 集積回路使用

709 1971 32K(48ビ ッ ト) 110,000 集積回路使用。C2の 拡張版

TQ-3 ? 8K(24ビ 。 ト) 80,000 ICプ ロセス ・コ ン トロー ル用 マ シ ン

TQ-11 ? 16Kて36ビ 。 ト) 50,000 ICプ ロセ ス ・コ ン トロ ー ル 用 マ シ ン

DJS-17 1973 8K(24ビ 。 ト) 100,000 広東で作 られ る。

DJS-11 1974 130K(48ビ 。 ト) 1,000,000 IC,半 導体使用

DJS-18 1974 65K(48ビ 。 ト) 150,000 IC,北 京 で完成され る。
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ブ ラ ジ ル

ブ ラジルは,中 南米 全 体 で設 置 さ れ てい る コ ンピ ュー タ の約半 分 を 占め てい

る。 また・ そ の コ ンピ ュ ータ市 場 の年間 成長 率 は 約30%と 推 定 され て い る
。

地 理 的 に も南米 の 中心 に あ る ブ ラ ジルだ が政 変 の あい つ ぐ 中南 米 に おい て ,そ

の政 治的 安 定 性 とGNPの10年 間平 均 実質 年 間 成長 率 が10%と い う経 済 的

強 さ か ら,中 南米 で の ビ ジネ スに 関心 を もつEDP業 者 の市 場 活 動,技 術 訓 練 ,

生 産 活動 の 中心 地 に な っ て お り,そ のダ イ ナ ミ ック な需 要 は10年 前 の 日本 に

例 え られ るほ どで あ る。

米 国 務 省 の予 測 で は,も しブ ラジルが現 在 の経 済 成 長 率 す なわ ち年 間8～10

%を 保持 す る と した場 合,1977年 には 同国 の コンピュータ市場 は1億9 ,000

万 ドルに達 す る とい う・ この うち1億6,500万 ドルは 小 一大型 コ ン ピュー タ,

2,000万 ドルが ミニ ・ コン ピュ ー タ,600万 ドル が周辺 機 器 お よび デ ータ伝 送

機 器 の売 上 げ と予 想 さ れ るcま た1億9,000万 ドルのうち1億8,000万 ドルは輸 入

に よ ってま か な われ,ま た そ の90%は 米 国 メー カ ー に よる と予想 され る。

ブ ラジ ルの コン ピ ュ ー タ設置 台数 は世 界 でだ い た い10～15位 に位置 して

い るが,現 在 の新 規 導 入 の勢 いは 他 の先 進諸 国 を圧 す る もの が あ り
,1980

年 ま でに は8位 に ラン クさ れ るの で は ない か とい う予 測 もあ る。

表 五 一34は サ イ ズ 別 に分 類 したブ ラジル の コ ン ピ ュー タ台数 予測 で あ る。

年 平 均 伸 び率 は約30%を 示 してい る。また 図 皿 一61は メ ー カー別 市場 シ

ェア をサイ ズ別 に表 わ した もの だ が,他 の国 々と同 様IBMが 圧倒 的 に強 く
,

台数 で70%,設 置金 額 ペ ース で75%を 占め てい る。だがBurroughsの 攻勢

も注 目され る。同社 の成功 は,海 外経営能力 の優 秀さ,広 汎 なソ フ トウェア ・サポート

に裏打 ちされた強力 なソフ トウェア,効 果的かつ包括的 なメンテナンスに帰因するとい

わ れ る。 ミニ ・コ ンピ ュ ー タ は この1年 間 で1 ,000台 か ら2,300台 に伸 び

た といわ れ る が,そ の65%はBurroughsのLシ リーズ とB700が 占め

てい るo
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表 五一34:規 模 別 コン ピュ ー タ設置 台 数 予 測

コ ン ピ ュ ー タ 規 模 1975年7月 1976年7月

超 大 型(120万 ド ル以 上)

大 型(60万 ～120万 ド ル)

中 型(18万 ～60万 ド ル)

小 型(3万 ～18万 ドル)、

61

82

332

1053

80

95

365、

1250

計 1528 1790

た だ し,1975年7月 の数 字 はCAPREの 調 査 予 測,1976年7月

分 はMento'r社 の 予 測 に よ る。

図 五 一61:メ ー カ ー 別 ブ ラ ジ ル 市 場 占 有 率

(小 型) (中 型)

Ilonewell-BulI

CAPRE調N1974年

(大 型)(超 大型)

-380一



7

φ

●

各 メー カ ーの進 出 状 況

IBMは,他 の コン ピ ュ ー タ ・メー カー に先 が け て今 か ら20年 前 に 中南米

に進 出 しブ ラ ジル に本 部 を設 立 した。現 在 では,ど の メ ー カ ー よ り も多 くの支

店 を中南 米 諸 国 に もっ て お り,中 南 米 の市場 を完全 に支 配 して い る 。 ま たIB

Mは,中 南米 で アセ ン ブ リング をや ってい る唯一 の メー カ ーだ が ,ブ ラジ ル,

ア ルゼ ンチ ン,メ キシ コで生 産 工 場 を もって お り,主 と して輸 出向 け の コン ピ

ュ ー タお よび周辺 装 置 数 種 の組 み立 て を 行 なってい る 。

Burroughsは ブ ラ ジル に,中 南 米 の顧 客 と ユー ザー の ため の コン ピ ュ一一タ

技 術 学 校 を設立 して市 場 活 動 に 力 を入 れ て い る。 また近 々,生 産 工 場 をブ ラジ

ル に設 立 す る計 画 を して お り
,こ こで はB-700ま た はB-1700と い っ

た小 型 プ ロセ ッサ の組 み立 てを行 う予定 だ。

NCRは,ブ ラジル で と くに強 い とレ・うわけ で は ない が ,支 店数 ではIBM

に 次 ぐ数 を誇 る。 だ がNCRは 現 在 ブ ラジルにお け る市 場 活動 体 制 の再 編 成 を

計 画 して お り,シ ェ ア の拡 大 を期 待 してい る。 また 同社 は 現在 ブ ラジル の銀 行

業 界 に根 を張 っ てお り,目 下・NewYorkFirstNationalCityBankブ

ラ ジル支店 の オ ン ライ ン ・シス テ ム の試 験 的 プ・ ジェ ク トを手 が け てい る
。

英 国 のFerrantiは,ブ ラジル政 府 と協 同 で軍 事 お よび ビ ジネ ス ・ア プ リケ

ー シ ョン用 のFM-1600コ ン ピ ュー タの生 産 を計 画 してい る。 他 には ,地

兀 のDigibras社 と協 力 関 係 を結 び ミニ ・コン ピ ュー タの 合弁 事 業 を行 って

1ハるo

Univacは,ま だ現 地生 産 をす るほ ど,そ のビジネスは大 きくない と述 べ て いるが,

そ の他 多 くの ハ ー ドウ ェ ア ・メ ー カ ー も同 じ意 見の ようだ 。

ブラジルがEDP装 置 メーカーにとって有 望 な市 場 であったとしても,そ のビジネスが必

ず しもうま く運 ぶ とい うことには ならないことはSiemensに よ って証 明 さ れ た 。

西独 のS・i・m… は1975年 初 め
,そ の支 店 の18の ・ ス ・マー.ペ ースを

Univac疏 り払k・"s・突 然 ブ ・ジ櫛 場O・ ら手 を引 ・・(し ・ った
.業 界脈 、

れ ば ・Siemens』 ト・に関 す る配慮 力・+分 で なか
っ たの だ とい う.ま たU。 、vac

に よれ ば ・ ブ ラジ ル での 醐 の ため の資本 投 下 が 余 りに離
った の だ とい う。
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政 府施 策

外 国企 業 に対 す るブ ラジル政 府 の コン トロ}ル は きわめ て強 い といえ よ う。

リオ デジ ャネ イ ロ に あ るINPL(国 家工 業 資 産 管理 局)は,ロ イ ヤルテ ィ と技

術 援 助 費 の両 面 を コ ン トロール す る こ とに よっ て,ブ ラジルへ のテ クノ ロ ジ ー

の流 入 を確 実 に規 制 してい る。仮 に最 大 限5年 で5%以 上 の ロイ ヤルテ ィを得

よう とす る外 国企 業 が あ った と して もINPIの 強 固 な壁 につ きあた る。 だが政

府 は コン ピ ュー タ生 産 面 では外 国企 業 の直接 投 資を歓迎 し,海 外 企 業 の100%

所有 を も認 め る姿 勢 を と ってい る。

ブ ラジル政 府 の 輸入 規 制 策 は以前 か ら強 力 だ った が,1975年9月 さ らに

強化 策 を打 ち出 し,輸 入 ライ セ ン ス の申請 に対 し,輸 入 品総 額 の6ケ 月供 託

(利 子 な し)を 義 務 づ け た 。 これ に対 して コン ピ ュ ー タ ・メ ーカ ーや 関係 会

社 の多 くは この臨 時 コス トを相 殺 す るため ブ ラ ジルの 顧 客 に約11%の 価格 引

き上 げ を要 求 したoま た10月 中旬 には,DP装 置 に課 す る基本 関税 率 を10

%か ら40%に 引 き上げ た ため,ブ ラジ ル の ユ ーザ ーは米 国 の本 船 渡 し価 格 の

192%を 支払 わ ねば な らな くな った。

さ らに年 末,1975年 度 の貿 易赤 字30億 ドル とい う事態 に直 面 した 政 府

は貿 易収 支 改 善 をめ ざ して,新 し く27の 規 制 を実 施 した。 この 中に は,輸 入

総 額 の供 託 期間 を1年 間 に延 長 す る こと,EDP機 器 に関 しては政 府 の コン ピ

ュー タ当 局CAPREが 必 要性 を検 査すること,現 地 生 産 さ れた機 器 は工 業生 産 税

免除 扱 い にす る こ とな どが盛 りこま れ てお り,政 府 は これ に よって外 国 企業 が

ブ ラジル に生産 子 会 社 を作 り国 内 の需 要 に応 え る と と もに輸 出 向 け生 産 も行 う

こ とを期待 してい る。

こ うい った 輸 入規 制 が コ ン ピュー タお よび 関連装 置 の 輸 入 レベ ル に ど う影 響

す るかだ が,ブ ラジ ルへ の進 出 ない しは 売込 み に熱 心 な米 国 コ ン ピュー タ企 業

は,全 般 的 に さほ ど深 刻 な問題 とは考 えて い ない よ うだ。 す なわ ち今 回 の輸 入

規 制 に 関 す る受 け止 め方 と して,ブ ラジルへ のEDP装 置 輸 出 のス ローダ ウ ン

は確 か に避 け られ ない が,長 期 的 にみ た場 合 輸 出総 量 にさほ ど の変 化 は ない だ
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ろ うとい う見方 が強 い。 た とえばDataGeneralの ブ ラジル 支店 マネ ー ジ ャ

ー な どは
,コ ン ピ ュー タは ブ ラ ジル の科学 技術,産 業技 術 面 で の成 長 発 展 に不

可 欠 の もの で あ り,輸 出規 制 そ の もの も貿 易収 支 改 善 を ね らっ た短 期 的 な もの

だ とみ て い る。 ただ,製 品 輸出 に あた っ ての支 出 増加 に耐 え られ ない 中小 規 模

メ ー カ ー には厳 しい影 響 が出 るの で は ない か とみ られ てい る。 ま た ,こ れ が ユ

ー ザ ー価 格 引 き上 げ につ な が るの は避 け られ ない だ ろ う
。

'

■

ユー ザ ー

ブ ラジル の ユ ーザ ーはDPサ プ ライ ヤ ーか らの助 力 を強 く望 ん でい る。 ユ ー

ザ ー が助 力 を得 る相 手 が少 ない こ と もあ っ て,ブ ラ ジル では ユ ーザ ー とサ プ ラ

イ ヤ ー の関係 が よ り深 く よ り長 続 きす る傾 向が あ る。 ブ ラジ ルに ソ フ トウ ェア

・ハ ウス や シ ス テ ム ・ハ ウス が存 在 しない こと も
,メ ー カーへ の依 存 度 を増 し

てい る。 だ が この 面 の試 み もそろ そ ろ なされ 始 め てい る。

ブ ラジル の ユ ーザ ーは,プ ラグ ・コンパ テ ィブ ル式 の周 辺 装 置 に馴 れ てい ない。

これ は,シ ス テ ム概 念 に精 通 した人 材 が欠如 して い る こ と,そ の種 の メ ー カー

が まだ 上 陸 してい ない こ とに原 因 が あ る。 そ して そ の結 果 は先 に述 べ た よ うに

CPUサ プ ライ ヤ ーへ の依 存 度 の 高 さ とな って あ ら われ て い る わけ だ。

ユ ーザ ーに とっ て重 要 な組 織 と して2つ の組織 が あ る
。 まずCAPRE(DP

事業 調 整 委員 会)で あ る。CAPREは 大統 領 企 画 官 房 と協 力 して,DP利 用,

と くに政 府機 関 内 の情報 処 理 の調 整,開 発,合 理 化 を推進 して い る。 ま た コン

ピ ュ ー タ産 業 の定 期 的 セ ンサ ス の実施,四 半期 毎 の情報 公 報 の発 行 ,技 術 訓練

計 画 の立 案 に もあた っ てい る。

も う1つ はSUCESU(コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ーザ ー協 会)で あ る,こ れ はDP

ユ ーザ ー と メ ーカ ー の両 者間 の 情報 交換 の場 と して の役 割 を果 た してい る
。 毎

月 会 合 を もち,給 与 調 査 を行 って お り,ま たIFIPと も関係 が深 い。 加盟 し

てい る6,000の ユ ーザ ー の中 には もっ と専 門的 な テ クニ カル ・セ ッシ ョンの

開 催 を望 む 意 見 もあ るが,大 部 分 は ユ ーザ ー間 に横 たわ る問題 を共 有 で き る と
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して現状 に満 足 して い る。

電 気 通 信

ブ ラ ジ ル の 電 気通 信 は こ の10年 で 飛 躍 的 に進 歩 した 。 現 在 は衛 星 通 信 リ ン

グ が 存 在 し,な お 拡 張 さ れ て い る し,全 国 規 模 の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ・シ ス テ ム

も機 能 し て い るo

ブ ラ ジ ル の電 気 通 信 関 係 市 場 はITT,GTE,Siemens,Ericsson,NE

C,Plessyと い っ た 少 数 の外 国 企 業 に 占 め られ て い る。 これ に 対 して ブ ラ ジ ル

政 府 は 国 内 企 業 振 興 に よ っ て こ の 割 合 を軽 減 し よ う と努 め て お り,国 有 会 社 の

㎞presaBrasileiradeTelecommnunicacoes(Embrate1)は ブ ラ ジ ル

各 都 市 間 の電 気 通 信 を 担 当 し て お り,全 州 都 とそ の 他 主 要 都 市 を 結 ぶ マ イ ク ロ

ウ ェ ー ブ ・ス テ ー シ ョ ン 。ネ ッ ト ワ ー ク を建 設 中 で あ るo

EmbratelとTelebras(ブ ラ ジ ル通 信 省)の2つ が,通 信 市 場 の市 場 シ

ェ ア,機 器 の 標 準 化,新 会 社 の 市 場 参 入 な ど を統 轄 して い る。

ブ ラ ジ ル の州 間 マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ・シ ス テ ム は1968年 か ら72年 に か け

て 開 始 さ れ た が,'現 在 ラ イ ン ・オ フ ・サ イ ト'・シ ス テ ム が7,000マ イ ル を超

え て い る。 シ ス テ ム は す で に オ ー バ ー ロー ドに な っ て お り,現 在 拡 張 中 で あ る。

拡 張 は 主 トラ ン ク ・ ラ イ ン を900か ら1,800チ ャ ネ ル と2倍 に し,二 次 ラ

イ ン を900チ ャ ネ ル に す る 予 定 で あ る。

●

■

●
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メ キ シ コ

米 商 務 省 に よれ ば,メ キ シ コ の コ ン ピ ュ ー タ市 場 の伸 び は 順 調 で あ る 。 現 在

コン ピ ュ ー タは 全 て 輸 入 に頼 っ て い る が
,や は りIBMの ツ ェ ァ が 圧 倒 的 で,

続 い てBurroughs,Honeywell,Univacが2位 を 争 っ て い る 。 最 新 の年 間

コ ン ピ ュ ー タ市 場 規 模 は300万 ド ル と い わ れ
,新 規 納 入 コ ン ピ ュ ー タ の う ち

30%は 買 い 取 り,70%は リ ー ス に よる と い わ れ るo主 要 な コ ン ピ ュー タ ・

ユ ー ザ ー は 政 府,銀 行,保 険 会 社
,工 場,大 学 で あ る。

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 関 税 は1975年1月 に 引 き上 げ られ た が
,そ れ に よ

っ て 価 格 の6%だ っ た 関 税 が20%に 増 さ れ た ほ か,1kg当 た り35.6ド ル の

重 量 チ ャ ー ジ を課 さ れ る こ とに な っ た 。 だ が これ に よっ て 市 場 シ ェ ア が 変 わ る

こ と も な い し,各 メ ー カ ー の 現 地 生 産 化 が促 さ れ る こ と も な い と 思 わ れ る 。 現

在 メ キ シ コ で現 地 生 産 工 場 を も っ て い る メ ー カ ー一－e・CBurroughsが あ り,同 社

は グ ァ ダ ラ・・ラ に1,000人 の 従 業 員 を抱 え,コ ン ピ ュ ー タ 部 品 の生 産 を して

い るが,製 品 は 全 部 輸 出 用 で あ る 。

大 型 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 売 上 げ は 過 去10年 間 あ ま り大 き な伸 び を示

さ な か っ た。1965年 の 大 型 機 稼 動 台 数 は200台 だ っ た が,1975年 で

は750台 とみ られ る 。 ミニ ・コ ン ピ ュ ー タ を 除 い た コ ン ピ ュ ー タ 設 置 金 額 は

3億 ドル で あ るo

一 方
,ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タの 動 きは き わ め て 活 発 で,そ の低 価 格 性,保 守 費

の 安 さ,操 作 の 容 易 さ が 人 気 の も と に な っ て い る。 現 在 メ キ シ コ で稼 動 中 の ミ

ニ ・コ ン ピ ュ ー タ は1 ,073台 で 総 設 置 金 額 は215万 ド ル で あ る。 そ の ユ ー

ザ ー は,産 業 界 が2&2%,大 学 が17.3%,政 府 が17.3%,研 究 機 関 が

13.6%の 割 合 と な つ て い るo

政 府 は,統 計 情 報 を 集 め た 国 家 情 報 バ ン ク とい っ た も の を 開 発 す る計 画 を た

て て い るoこ れ に は,大 統 領 官 房,メ キ シ コ銀 行,通 産 省,農 業 省 な どの12

機 関 が 協 力 す る 予 定 で 現 在 の 計 画 で は 全 て の連 邦 政 府,州 政 府 各 機 関 は 実 施 す
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る プ ・ ジ ェ ク トの 内 容,経 過 を新 しい統 計 局 に 提 出 す る こ と を 義 務 づ け られ る

こ と に な るo

メ キ シ コ で コ ン ピ ュ ー タ 需 要 の 伸 び の 障 害 と な っ て い る の は 主 と し て 熟練 要

員 の 不 足 と い う こ と で あ る 。 専 門 的 技 術 者 の 養 成 機 関 は 私 立 のTheTechno-

logicalUniversityofMonterreyが 唯 一 の もの で,同 大 学 の卒 業 生 の

需 要 は 高 い 。 コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス の 学 位 を 一与 え る大 学 に はTheNati-

onalPolytechnicalUniversityとAnahuacUniversityの2つ が

あ る が,そ の教 育 の 質 は そ れ ほ ど 高 く評 価 さ れ て い な い 。

●

,

メキシ コの デ ー タ通 信 の 開発 は1974年 に設 立 され た 国営 企 業Tele-

Infomaticaが あ た っ て お り,こ の国 の有線 デ ー タ伝 送 を全 て管理 してい る。

同社 の設 立 は1970年 に規 定 され たデ ー タ通 信 用 に電 話 回線 を使 用 す る こと

を禁 じた法律 に もとつ い てい る。 これ に対 す る政 府 の理 論 的根 拠 は,デ ー タ通

信 の高 ま りと と もに国 の電 話 シ ス テ ムを デ ー タ伝 送 用 と し て商 業 的 に使 用 す る

こ とに よ って,ノ ー マル な使 用量 を超 え る こと に な り全 体 と して の電 話 シ ステ

ムを妨 げ る こ とに な る と判 断 した ため とい う。 デ ー タ通 信 分野 に おけ る大 企 業

は資金,技 術 共 に もっ 外 国 企 業 であ るか ら,こ の政 策 は デ ー タ通 信 に おい て メ

キシ コ企 業 の独 占 を作 り出 す こ とを狙 った もの と考 え られ る。

Tele-lnformsticaは 電 話 ネッ トワーク ・ター ミナ ル を備 え て メ キ シ コ国

内 の全 ゆ る商 用 ニー ズ に応 え る予定 で あ る。2た あ る業 界 筋 はTele-lnfo-

rmsticaは2～3年 以 内 に タ ーミナ ル を生 産 す る計 画 をもっているとい うが,

これ は国 産 部 品 と輸入 部 品 を使 った組 立 て工 場 とみ るの が妥 当だ ろ う。

有線伝 送 シ ス テ ム とは 別 に,メ キ シ コには 本社 と支店 を結 ぶ マ イ ク ロ ウ ェニ

ブ伝 送 チ ャネ ル ・シ ス テ ム も1つ あ る。政 府 は こ のシ ス テ ム を厳 し く規 制 し,

デ ー タ ・セ ッ ト用 モ デム の導 入 を管 理 してい るが,そ の た め政 府 は輸 入 モ デ ム

の唯一 の購 入 決 定 者 と なっ て い る。

、
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?

オ ー ス ト ラ リ ア

コ ン ピ ュ ー タ 市 場

シ ドニ ー のRydgePublicationsの 調 べ に よれ ば
,1974年3月 末 に お

け る オ ー ス ト ラ リ ア の コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 は1 ,404台 で あ る 。 メ ー カ ー 別

の シ ェ ア をみ る と,IBMが23%の327台
,17%弱 のHISが こ れ に 次

ぎ234台,そ し てDECの159台,11%の 順 で あ る 。 図ll-62は 台 数

ベ ー ス で の 市 場 シ ェ ア を 示 し た も の で あ る が
,IBMが 最 大 の シ ェ ア を 有 し て

い る と は い う もの の,圧 倒 的 な優 位 を 占 め て い る わ け で は な い
。 しか し市 場 の

8割 以 上 は 米 国 籍 メ ー カ ー に よ っ て 牛 耳 ら れ て い る 。

オ ー ス ト ラ リ ア の コ ン ビ ュ ー 図II-62:オ ー ス トラ リ アの メ_カ_

タ お よび 関 連 機 器 市 場 の 規 模 は 別 設 置 状 況

約1億500万 ドル と推 定 され るが,(1974年3月 末 現 在)

74年 の 輸 入 額 は1億 ドノレ強 に の ぼ

っ て お り,市 場 の9割 以 上 は輸

入 製 品 に よっ て占 め られ てい る

とい え よ う。 米 国 商 務 省 に よれ

ば,77年 まで は年 間18%の

割 合 で成長 す る とさ れ て お り,

同時 点 での 市 場 規 模 を1億9ρ00

万 ドル と推定 して い る。また80

年 に は3億 ドル市 場 に な る と予

測 してい るoコ ン ピ ュ ー タお・よ

び 関連 機器 の国 内生 産 の伸 びは

15%と 予 想 され て お り,輸 入機 器 の 占め る比重 は ます ます大 き くな りそ うで

あ るo

ミニ ・コン ピ ュ ー タが 盛 ん に導 入 され る よ うに なっ た のは最 近 の こ とで あ る
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が,今 後 も平 均22%と い う大 き な 伸 び が 予 想 さ れ,77年 に は1,800万 ～

2,000万 ド ル 市 場 に 成 長 す る とみ られ て い るo現 在 ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タや 小

型 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム は 会 計 計 算 や 在 庫 管 理 な ど ビ ジ ネ ス 用 に 使 わ れ て い

る も の が 多 い が,今 後 の 成 長 度 か ら い えぱ,プ ロ セ ス ・コ ン トロ ー ル,イ ン タ

フ ェ ー ス な ど 製 造 業 に お け る利 用 の 伸 び が 高 い と み られ る。

周 辺 機 器 で はCRT照 会/応 答 タ ー ミ ナ ル,キ ー ・ ツ ー ・テ ー プ,高 速 プ リ

ン タ,カ ー ド ・ツ ー ・テ ー プ ・コ ン バ ー タ,デ ィ ス ク装 置 な ど を 中 心 に 成 長 が

見 込 ま れ る 。 コ ン セ ン トレ 一 夕,マ ル チ プ レク サ,モ デ ム,デ ー タ ・セ ッ ト,

音 響 カ プ ラ な ど デ ー タ 通 信 機 器 も急 速 な伸 び が 予 想 さ れ て い る。 米 商 務 省 で は

77年 の 周 辺 機 器 市 場 規 模 を 全 コ ン ピ ュ ー タ市 場 の16%,3,000万 ド ル,

デ ー タ通 信 機 器 の 市 場 を2.000万 ド ル と予 測 し て い る。

、

●

`

デ ー タ 通 信

CUDN(thrnmonUserDataNetwork)は テ レ ッ ク⇔ よ び錬 電 信 網

と イ ン タ フ ェ ー ス を と る蓄 積 交 換 モ ー ドの ネ ッ トワ ー ク で,50～4,800ボ

ー で タ ー ミナ ル を
,そ し て2,400あ る い は4,800ボ ー で 中 央 コ ン ピ ュ ー タ

へ の ト ラ フ ィ ッ ク を サ ポ ー ト し て い る 。 回 線 交 換 方 式 の テ レ ッ ク ス網 を 介 す

デ ー タ通 信 サ ー ビ ス は50ボ ー,Aた 専 用 電 信 回 線 に よ る もの は50お よび75

ボ ー で提 供 さ れ て い る 。

オ ー ス トラ リア 郵 政 省 は,電 話 回線 網 を 介 し て の デ ー タ通 信 サ ー ビス も提 供

して い る 。 これ は200ボ ー ま で の 非 同 期 式 全 二 重 通 信k・ よ び1,200ボ ー ま

で の 半 二 重 通 信 で あ る 。 専 用 回 線 の 場 合 は200ボ ー ま で の 非 同 期 式 全 二 重 通

信,そ して 特 殊 仕 様 の 四 回 線 専 用 線 の場 合 は1,200ボ ーAで の 全 二 重 通 信 お

よ び2.400,4,800ボ ー の 同 期 式 全 二 重 通 信 が 提 供 さ れ て い る。

ATDA(オ ー ス ト ラ リア電 気 通 信 開 発 協 会)は 通 信 回 線 の敷 設 を 進 め て い

る が,74年 は マ ウ ン ド ・ア ィ ザ ～ ダ ー ウ ィ ン 間 の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 回線 を

1,000万 オ ー ス ト ラ リア ・ ドル の 資 金 を投 じ て建 設,「 通 信幹 線 網 」は 大 陸
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●

をほ ぼ一 周 す る形 と なっ た。 ダ ー ウ ィ ン地 区は これ に よ り,STD(全 国 自動

トラン ク ・シス テ ム)に 直 接 接 続 され るこ とに な っ た。ATDA.は,現 在 セ ド

ーナ か ら タウ ンバ に至 る通 信 回線 の敷 設 を計 画 して お り
,こ れ が完 成す れ ば各

都市 間 の トラン ク回線 容量 や セ ドーナ とモ リー の衛 星通 信 用 地 上 局へ の回線 が

飛 躍的 に増 大 す る こ とに な り,広 帯 域 ネ ッ トワー ク の信 頼 性 が高 ま る ことに な

るo

図 五 一63:オ ース トラ リア の通 信網 整 備計 画

ダー ウィン

カサ リン
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■

一389－

L



イ ン ド

イ ン ド政 府 の電 子委 員 会 の調 べ に よれ ば,イ ン ドの コン ピ ュー タ台 数 は

1961年 に は わず か2台 だ ったが 、そ の後 急速 な成長 を示 して1965年 に

は32台,1967年 に は64台 とな り,現 在 で は224台 の コ ン ピュ ー タが

稼 動 してい る。

IBM,ICLな どは イ ン ドで コ ン ピュ ー タ生 産 を行 っ てい るが,政 府 は 国

産化 政 策 をす すめ て お り,政 府 が100%出 資 してECIL(Electronic

CorporationofIndiaLtd.)が 設 立 さ れ た。 同社 は現在 ま で に35台 の

コ ンピ ュー タ設 置 に成 功 して い る。

イ ン ドの労働 入 口百 万 人 当 た りの コン ピュ ー タ保 有 台数 は き わめ て低 く,わ

ず か12台 で あ る。 この た め政 府 の電子 委 員 会 は,コ ン ピ ュ ー タ利 用 を促 進 す

るため む こ う10年 間 にEDP投 資 を8倍 にふ や す よう政 府 に 勧告 してい る。

1

■
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●

シ ン ガ ポ ー ル

、

貿 易 お よび金 融 の地域 的 中心 と して発 展 を続 け る シ ン ガ ポー ル の コン ピ ュー

タ市 場 は着実 に成 長 してい る。米 国商 務 省 に よれば1973年 現 在 シ ン ガ ポー

ル には47台 の コ ン ピ ュー タが設 置 さ れ て お り
,そ の金 額 は4,000万 ドルを

超 え るが,そ ¢Z])うち米 国 メ ー カーの もの が40%を 占め てい る。

図 皿 一64は コン ピ ュ ー タお よび関 連装 置 の輸 入 額 の年 次推移 で ある 。

1973年 には27%の 伸 び を示 して い る。

現 在 シ ン ガ ポ ー ルは諸 コス トの高騰 と人 手 不 足 に悩 まされ てお り,今 後 労働

力削減 の ため の機 器 が大 幅 に伸 び る と予 想 され る。 シ ンガ ポ ール で成 長 の 中心

に なっ て い る のは銀 行,貿 易会社,政 府 で,こ れ ら が コン ピ ュー タ リゼー シ ョ

ンの 中心 に な っ てい る。

大型 コン ピ ュー タの伸 びる余 地 は まだ あ るが,そ れ より も今 後 は ミニ ・コ ン

ピュ ー タや 周辺 装 置 の伸 び が大 き くな る と予 想 され る
。

また最 近 コ ンピ ュー タ'サ ー ビス会 社 が増 加 して ,タ イ ムシ ェ ア リング ・サ

ー ビス も開 始 され た が
,こ れ に よ り従来 よ り速 い ペ ー ス で一 般 にEDP利 用 が

行 き渡 るだ ろ う。

図ll-64、:シ ンガポールの コンピュータお よび関連装置 の輸入額推移
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ブ イ リ ピ ン

米 商務 省 の調 べ で は,フ ィ リピンで稼 動 中 のEDPシ ス テ ム は1974年 現

在 で150シ ス テ ム と推測 され,ま た 今 後 の年 間 成長 率 は 約15%と 予 想 され

る。 フ ィ リピンの市場 はほ ぼ 米 国 メ ー カ ーに独 占さ れ てい る。1973年 末 の

設置 コン ピ ュー タは132台 だ った が,そ の うち9台 を富 士通 が 占め,ま た不

明 の7台 を残 して あ とは全 て米 国 メ ーカ ーに よる。 富士 通 の コン ピ ュー タは全

て政 府 関係 に納入 され てい るが,専 用 の サ ー ビ『スお よび訓 練 施 設 は フィ リピン

に おい て い ない。 ま た言葉 の問題 や経 営 慣 習 の違 い が 日本 の メ ー カ ーの市 場進

出 の障害 に な ってい る とい われ る。

フィ リピンの コン ピ ュ ー タ台数 は 比較 的多 い とい わ れ る が,そ の利 用 は十 分

に能 力 を発揮 させ てい る とは い

いが た い。 ほ とん どの ユ ーザ ー

は ルーチン・アカ ウ ンテ ィ ン グや

ブ ッ ク ・キー ピ ングのみ に使 用 し

して お り,経 営 や企 画,在 庫 管

理 とい った面 の ア プ リケ ーシ ョ

ンは限 られ て い る。

そん な中 で フィ リピ ン社 会保

障局 は,最 近2台 のCentury

201を 含 む総額250万 ドル

余 りの ター ン キ ー ・シ ステ ム を

NCRに 発注 した 。 これ に よ り

同 局 の社 会保 障 シ ステ ムの デ ー

タ処理 能 力 は 大幅 に増 強 さ れ る

こ と に な っ たo

同 局 では将 来 の計画 と してオ ン

図 五一65:フ ィ リピンのコンピ ュータtoよ び

関 連 装 置 の 輸 入 高 推 移
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ライ ンで の出納 管理 や 地方 事 務 所 か らの照 会機 能 な どを計画 してい る
。 同局 が

設 立 され た の は1957年 で,現 在400万 入 に対 しサ ー ビス を行 っ て い る。

通 信 の分 野 では,フ ィ リ ピン政 府 は そ の4カ 年 開発 計画 の も とで ,現 在 の四

散 してい る政 府 お よび民間 の通 信 サ ー ビス とそ の施 設 の統 合 をめ ざ して長距 離

電 気通 信 プロ グ ラムに と りくん で い る。 この統 合 計画 には 同軸 ケ ーブ ル ・シ ス

テ ムや マイ ク ロ ウェー ブ ・ラ ジオ ・リ レー ・シス テ ムが含 ま れ る
。総 経 費 と し

て7,800万 ドル が予定 され てk・ り,ミ ン ダナ オ島 の電 気通 信 サ ー ビス拡 強計

画 にはそ の うち3,000万 ドル がつ ぎこ まれ,ま た国 内衛 星通 信 シ ス テ ム計画

に もそ れ に次 ぐ投 資 が なさ れ る。
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台 湾

米 国商 務 省 が発 表 した台 湾 の コン ピ ュー タ市 場 に関 す る調 査 報 告 に よれば,

1974年 末 現 在 で 台湾 の コ ン ピ ュー タ設置 台 数 は ミニ ・コン ピュー タを除 き

約70台 で あ る。

台湾 の コン ピ ュー タお よび関連 装 置市 場 の65%は 米 国 メ ー カーが 占 め てい

るが,今 後 台 湾 政 府 の 「パ イ ・ア メ リカ ン政 策 」が進む につ れ て,こ のシ ェア

は ます ます 増 加 す る と思 わ れ る。 この市 場 は今 後1977年 ま で年 間25%と

い う割 合 で成 長 す る こ とが予 想 さ れ,1977年 の市場 規 模 は1,400万 ドル

に達 す る見込 み で あ る。

現 在台 湾 では73～76年 の4カ 年計 画 が進 め られてfoり,産 業 の近 代化,

オ_ト メ ーシ ョン化 が計 られ て い る。 これ に と もない コン ピ ュー タの利 用 増 加

が予 想 され る。 コ ン ピ ュー タ市 場 と して 今後 有 望 なの は鉄 鋼,機 械,石 油 化 学,

プラス チ ック,エ レク トロニ クス とい った工 業 分 野 お よび食 品流 通 や 農業 とい'

った分 野 で あ る。 台湾 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 は台湾EDPセ ン タ ーの指導 の 下 に

進 め られ て い る。 エ ン ド ・ユ ーザ ーは74年4月 の時 点 では,政 府省 庁 が 全体

の15.1%,軍 事 関係 が11.9%,国 有 会 社 が24.5%,民 間 企 業 が1&7%,

公立 大学 が16.9%,私 立 大 学 が13.2%を 占め る。

コン ピ ュー タお よび関 連装 置 の サ プ ライ ヤ ーの立場 か ら台 湾 市 場 を 見た場 合,

将 来 性 の あ る機 器 と して は特 に ミニ ・コン ピ ュー タ,周 辺 装 置 では高 速 プ リン

タ,磁 気 テ ー プ,タ ー ミナ ル,CRTタ ー ミナ ル,プ ロ ッ タ,各 種 コ ンバ ー タ,

デ ィス ク装 置,読 取 り専 用 メモ リ,高 速 モ デ ム な どか期待 さ れ る。

テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョンの重要 性 も強 く認 識 さ れて お り整 備 拡 充 が計 画 され

てい る。台 湾 電 気 通 信 管理 局 が計 画 してい る の は,コ ン ピ ュ ー タ設 備 の拡充,

通 信 回線 を デ ー タ通 信 用 に 開放 す る こ と,自 動 テ レッ クス ・サ ー ビス,国 内 ネ

ッ トワニ ク を イ ン ド洋 上通 信衛 星 に接 続 す る こ と,国 際 電 話 の ダ イ ヤル接 続 サ

ー ビス,電 子 交 換 機 の導 入 な どで あ る。
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イ ラ ク

イ ラ クで は1972年 に,国 家 計 画 局(StatePlanningBoard)の 下 に

NationalComputingCenter(NCC)が 設 立 さ れ,同 国 の コ ン ピ ュ ー タ

購 入,利 用 に 関 す る広 範 な 活 動 を展 開 して い る 。NCCに よ る と,76年 末 ま

で に20台 の コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ る 予 定 で,同 時 点 で の 設 置 台 数 は 約35

台 に な る 予 定 。74年4月 現 在 に お け る主 要 モ デ ル の 設 置 台 数 は13台 で,こ

の う ち11台 は 米 国 メ ー カ ー製 で あ った 。11台 の 内訳 はIBM6台
,NCR

5台 。

NCCは 目 下,Dr.H.A.A1-Bayati局 長 の 下 で コ ン ピ ュ ー タ開 発5ケ

年 計 画 を 進 め て い る 。 同 計 画 で は 民 間 お よ び 国 家 機 関 の コ ン ピ ュ ー タ ・ニ ー ズ

の 調 整 や 資 金 お よび 人 材 の確 保 な ど を 目的 と し て い るoイ ラ クの コ ン ピ ュ ー タ

リゼ ー シ ョ ン に 関 す る特 長 は,イ ン ドな ど 他 の 開 発 途 上 国 に み ら れ る よ うに
,

コ ン ピ ュ ー タ に対 す る イ デ オ ロ ギ ー的 偏 見 が な い こ と
,特 に コ ン ピ ュ ー タ に よ

っ て 職 業 を奪 わ れ る とい う不 安 が 見 当 ら な い こ と で あ る。

イ ラ ク の コ ン ピ ュ ー タ設 置 ベ ー ス は,1970年 に は わ ず か5台 しか な か っ

た。 こ れ ら の い わ ば イ ラ ク初 の コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ ル の 顔 ぶ れ と ユ ー ザ ー は
,

IBM1401(TheIraqPetroleumCo.)ICL1902(国 有 鉄 道)

NCR315(NationalElectricityBoard),IBM1130(2台
,

MinistryofHealthお よび バ グ ダ ッ ド大 学)。 そ の後1974年2で は
,

年 間2～3台 の ペ ー ス で導 入 さ れ た が,こ の中 で特 に注 目に値 す る のはAtomic

EnergyAuthorityのIBM370/135(1973年)で あ る 。 ま たNCR

セ ン チ ュ リ ー200もCentralStatisticalOrganizationやMinistry

ofSocialSecurityに 導 入 さ れ た 。 こ の 外 現 在 イ ラ クが 発 注 して い る もの

に は,GeneralSurveyAdministrationのNova(DataGeneral)を

別 に して,欧 州 メー カ ー製 の モ デ ル も含 まれ てい る。 つ ま り英 国ICLの1902T

(2台)tsよ び1903(2台)と 仏CIIのlris55(2台),Mitra15
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(2台)な どが近 くイ ラクに導 入 す る予 定 。

メ ー カ ー別 で はや は りIBMが,設 置 台 数 お よび金 額 両面 で リー ドしてい る

が,他 の 国 々 にみ られ る よ うな圧 倒 的 シェアは持 ってい ないoIraqPetroleum

Co.が 旧式 化 した1401を370/115に 更新 し,原 子 力委 員会 の370/135

、と共 に イ ラク の 中で は最 先端 を行 く 一?iシン はモ デ ル1130で あ る。 このため第

2位 のNCRと の差 は わず か な もの に す ぎ なし(。

NCC(NatiohalComputingCenter)で は政 府 機 関 あ るいは 民 間 企業

を 問 わず,コ ン ピ ュ ータを購 入 す る際 の コ ン トロー ル権 を持 って お り,こ の分

野 に対 す る投 資 お よび利 用 の効 率 化 を計 っ てい る。 また今 後 の要 員 需 要 に応 え

る た め,訓 練 に 力 を入 れ る構 え で,5年 間 で デ ー タ処 理 専 門 要 員 を

500%増 大 す る計画 をた て てい る。 現 在NCC自 体 は,プ ログ ラマ'16入 と

ア ナ リス ト7人 をか か え てい る。 またCentralStatisticalOfficeに は

プ ログ ラマ15人,ア ナ リス ト10人 が居 りイ ラク最大 のEDP要 員 保 有 者 に

なっ て い る。 こ の外 主 な と ころ と して は,CentralBankの プ ログ ラマ7人,

ア ナ リス ト1人,原 子 力 委 員 会 の各2人 が あげ られ る。

な おNCCの 機能 お よび政 策 は 以 下 の と お り。

。政 府,金 融,エ ン ジニ ア リング お よび工 業 界 に お け る ニーズ を満 た す に 十分

な コ ン ピ ュー タ ・パ ワーを整 備 す る。

。NCC自 体 の コン ピュ ー タ施 設 を拡 充 し官 民両 分野 の ユ ーザ ーに対 して コン

サ ル タ ン トと して の役 割 りを果 す 。

。イ ラク で利 用 さ れ てい る(さ れ る)全 て の コ ン ピュ ー タの評 価 を 行 な う。 特

に シ ステ ム導 入 の以 前 か ら以 後 ま で,メ ー カ ーが ど の程 度 サ ポ ー トを して く

れ るか評 価 す る。

。メ ー カ ーに対 して今 後5～10年eCk・ け る エ ン ド・ユ ーザ ーの ニ ーズ の変 化

お よびシ ス テ ム ・デザ イ ン上 の変化 を詳 細 に わ た って 提 出 さ せ る。

つ売 り込み に 際 して は,イ ラク あ るい は国 外 に お け る技術 訓 練 を要 求 す る 。

。購 入 に当 っては メー カー1社 に限 定 せ ず,競 争 を喚 起 して公 正 価格 で取 引 す る 。
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イ ラ ン

イ ランに は小 ～大 型 シス テ ムが現 在,11台 か ら150台 設 置 され てい る と

み られ る。 この うち55～60台 は小型,25%は 中型(IBM・360/25相

当),20%は 大型 機 で あ る。市 場 と してみ た場 合,軍 事,政 府,政 府 関係 機

関,銀 行,石 油 会社 などが 主 要 ユ ーザ ー で,今 後 コ ンピ ュー タを導 入 す る可能

性 も大 きい。 現 在 の使 用 台数 は銀 行 が15台,大 学5台,政 府機 関3台 ,政 府

関連 機 関2台 と なっ てk・ り,個 別 ユー ザ ー ではTheNationalIranian

OilCo.が2～3台,TheIlrnperialIranianAirForceが1台 利 用 して

いるo

メー カ ー別 シ ェア では,IBM80%,NCR17%,Honeywel13%と

全 て米 国 メ ー カ ーが 占有 してい る。 イ ラン軍 は1{oneywellと 契 約 し,今 後3

～5年 に1億5000万 ドル相 当 のオ ー トメ ー ト化 を計 画 してい るため
,将 来

Honeywellの シ ェ ア増 が見込2れ る。米 国 商務 省 に よれ ば ,75年 か ら76

年 は250台 か ら300台 に増 大 し,ま た今後5年 間 には 少 な くと も5億 ドル

相 当 が,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウ ェア お よび関連 サ ー ビスに投 下 さ れ るこ とに

なろ う。

現 在 注 目 され る主 要 ユ ーザ ー と して,イ ラン航 空 が あ る。 同航 空 は 予約業 務

を主 目的 と した大 規 模 なオ ン ライ ン ・コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク建設 計画 を

進 め て い た。 同 計 画 は熟 練 要 員 の不足 とい う理 由 で一 時 た な上げ と な り,オ ラ

ンダKLM航 空 の シ ステ ム を利 用 す る こ とに な った。 しか しイ ラン航 空 は
,長

期 的 には 自前 の コ ンピ ュー タ施設 で予 約 業務 を運 営 す るつ も りで,IBMに

370/158を 二 台発 注 した。最 初 に納入 の シ ステ ムは ,バ ッチ で在 庫 管 理 と

か財 務,会 計 処 理 な どを行 うが,2年 以 内 に イ ラン航 空 自身 の手 で リザベ ーシ

ョン ・サ ー ビス は打 ち切 られ,テ ヘ ランの セ ン ター の 能 力 に切 りか え られ る こ

とに なっ て い る。 な お・,こ れ ま でサ ポー トして きたKLMは,引 き続 きイ ラン

航 空 に対 し トレーニ ング ・サ ー ビス など を行 う予 定 で ある。
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米 国 メ ー カー ではCDCの 進 出 が注 目さ れ て い る。CDCと イ ラン政 府 は

1,500万 ドルに のぼ る契約 を結 び,テ ヘ ランteよ び イス ファハ ン に2台Cyber

シ ス テ ム を導 入 す る予 定。CDC/イ ラ ン政 府 は,こ の施 設 を通 じて,急 速 に

工 業化 が進 む イ ランの情勢 に対 処 す るため,熟 練 要 員 の育 成 な どを推 進 す る こ

とに なっ て い るo η

、
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ク ウ ェ ー ト

ク ウ ェ ー トの コ ン ピ ュ ー タ設 置 ペ ー ス は,74年5月 現 在 で14台 だ が
,人

口が100万 し か な い た め,人 口1人 当 りの 比 率 で は,他 の 諸 国 に く らべ て か

な り の レベ ル に達 して い るoメ ー カ ー別 で はIBMが 左 倒 的 に 強 い が,NCR

Burroughsな ど も進 出 し て い るo

ク ウ ェ ー ト市 場 に 参 入 して い る米 国 籍 メ ー カ ー は何 れ も,同 市 場 が 今 後 急 激

に 伸 び る と み てtoり,80年 ま で に は 設 置 ペ ー ス が 少 な く と も2倍 に,ま た3

倍 に な る 可 能 性 を 指 摘 し て い る 。

ク ウ ェ ー トの コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 特 長 と して,① マ シ ン の 多 く が 第3世 代 機

で あ る に もか か わ らず,ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 第1世 代 の もの に と ど ま っ て い る

こ と ② 利 用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ の半 分 は 政 府 が コ ン ト ロ ー ル し て お り,

残 り の 大 半 は ク ウ ェ ー トが 参 加 して い る 国 際 石 油 会 社 が 保 有 し て い る こ と な ど

が あ げ られ る。 利 用 技 術 の 点 で は,石 油 会 社 を含 む 民 間 分 野 の 方 が,政 府 機 関

よ り は 高 度 の よ う だo

ク ウ ェ ー トにはKuwaitCentralBankの 外6つ の コ マ ー シ ャ ル ・バ ン ク

が あ り,コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の拡 充 を 計 っ て い る。BurroughsとNCRは,こ

の 分 野 へ の 売 り込 み に積 極 的 で,会 計 機 や ミ ニ コ ン を 製 造 す る施 設 を設 立 し て

い る。ltk・ ク ウ ェ ー トの 銀 行 の 大 半 は,NCRや セ ン チ ュ リ
.-500を 導 入 し

て い るo

同 国 政 府 は 計 画 局(PlanningBoard)の 下 に最 近Board/sComputer

Center(BCC)を 推 進 し て い る。 同 政 策 の 主 な もの は 次 の と お り。

。 コ ン ピ ュ ー タ購 入 は 買 い 取 り よ り リー ス方 式 で 行 な う。

。全 て の 中央 政 府 機 関 の フ ァ イ ル は
,BCCで 保 管 す る。

。主 要 政 府 機 関 は
,BCCのIBM360/30に 接 続 さ れ た タ ー ミナ ル を 設 置

す る。

コ ン ピ ュ ー タ の標 準 化 を 重 視 し,少 な くと も既 存IBM装 置 と互 換 性 の あ る
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こ とを導 入条 件 とす る。

。政 府 のEDP技 術 者 を フル ・タイ ム で訓 練 す る(メ ー カ ー と の販 売契 約 の一

環 と して提供 され る トレー ニ ングは,ク ウェ ー トの ニ ーズ を満 た す には 不十 分

で あ る と指 摘 され てい る)

。BCCは 政 府/民 間 相 方 の コン ピ ュ ー タ購 入 に 関 し,拒 否 権 を有 す る。

BCCのAbdulWahidM.Akilデ ィ レク ターは,ク ウ ェー トの 今後 の コ

ン ピ ュ ー タ利 用 に 関 し,次 の よ うに述 べ て い るo

クウ ェ ー トの全 銀 行 は,75年 末 ま で には コン ピ ュ ー タ リゼ ー シ ョンを完 了

す る予定 だ が,病 院/医 療 分野 は訓 練 の不 足 もあ って,コ ンピ ュ ータを利 用 す

る ま で には時 間 が必 要 で あ る。 クウ ェー ト市場 で コン ピ ュ ー タを 売 り込 む には

メ ー カー名 の知 名 度 と現地 で の サ ー ビス/バ ッ ク ・ア ッ プが 決め 手 に なる。政

府機 関 は,す で に タ ー ミナ ルを導 入 してい る こ と もあ っ て,今 後 と も大 き な市

場 に な る可能 性 が 強 い 。

σ

、
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●

レ ノ ミ ノ ン

レバ ノ ン は ア ラブ 諸 国 の 中 で も,コ ン ピ ュ ー タ に深 い 関 心 を寄 せ て い る 国 に

数 え られ る。 現 在 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 台 数 は60台 と 推 定 さ れ る が,こ の う ち

鉱 工 業 界 に導 入 さ れ て い る の は10台 前 後 で,残 り大 半 は銀 行,教 育,研 究 所,

政 府 機 関,保 険,貿 易 商 社 な ど で 利 用 さ れ て い る。

最 近 の 調 査 に よ る と,75年 末 ま で に ミ ニ ・コ ン を除 い て20台 が 新 た に 導

入 さ れ た 見 込 み で あ る。 売 上 げ が 伸 び て い る の は,メ イ ン フ レ ー ム で は 汎 用 小

～ 中 型 機
,関 連 装 置 で は 磁 気 テ ー プ,穿 孔 紙 テ ー プ お よ び カ ー ド,ス ト レー ジ

・シ ス テ ム な ど で あ るo

レ バ ノ ン の ビ ジ ネ ス 界 は 大 半 が 小 規 模 か つ フ ァ ミ リィ的 組 織 の も の が 多 い た

め,多 く の コ ン ピ ュ ー タ が 月 当 り200時 間 以 下 と余 り利 用 さ れ て い ない 。 レ

バ ノ ン に お い て コ ン ピ ュ ー タ の 普 及 上 問 題 に な っ て い るの は
,ユ ー ザ ー 規 模 が

小 さ い と い うこ と の 外 に,熟 練 要 員 の不 足,オ ー トメ ー シ ョ ン に よ る 仕 事 を奪

わ れ る不 安,コ ン ピ ュ ー タ を取 り ま く神 話 な ど が あ る。 現 在 これ ら の不 安 や 誤

解 を取 り除 くた め,ビ ジ ネ ス お よ び金 融 界 に対 し て コ ン ピ ュ ー タ そ の も の,あ

るい に そ の 利 用 と利 点 を啓 蒙 し て い る 。

レバ ノ ン の コ ン ピ ュ ー タ 市 場 は,ほ とん ど米 国 メ ー カ ー に 支 配 さ れ て い る が,

最 近 英 お よ び仏 の メ ー カ ー も進 出 を 開 始 し て い る 。 米 国 メ ー カ ー で は,IBM

,NCR,Univac,Honeywellの 活 動 が 活 発 だ が,そ の 他 で はCII,英 のI

CLお よ びEMIが 注 目 さ れ るc

ア プ リ ケ ー シ ョ ン と して は,給 与 支 払 い と在 庫 管 理 が 主 流 を 占め て い る 。 レ

バ ノ ン の 代 表 的 ユ ー ザ ー と し て は,ArghirisMaritimeLtd 。 とThe

ArabComputingInvestmentCo.が あ る。 前 者 はNCRシ ス テ ム で,標

準 的 会 計 業 務 の 外 に積 荷 目録 処 理 や 船 舶 メ ン テ ナ ン ス 計 画 な ど を 行 な っ て い る。

後 者 はNCR200デ ィ ス ク ・シ ス テ ム で,タ イ ム シ ェ ア リン グ ・ペース で ター

ミ ナ ル を 銀 行 に 提 供 し て い る 。TheArabBank,IntraBank,Software
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Co.お よ びAssociatedBusinessConsultants(何 れ も ベ イ ル ー ト)は,

コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビス を 提 供 して.お り,特 にArabBankは セ ミ ・オ ン ラ イ

ン ・ベ ー ス で の サ ー ビ ス も実 施 して 』 る 。 しか し レバ ノ ン の場 合,電 話 ネ ッ ト

ワ ー クに 境 界 が あ る た め,オ ン ラ イ ン の 普 及 は ま だ 先 の こ と に な ろ う。

▼
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そ の 他 の ア ラ ブ 諸 国

,

シ リ ア

ア ラブ諸 国 の 中 で も,シ リア の コン ピ ュー タ利 用 は 最 も遅 れ て い る とい わ れ

るoこ れ は主 に,外 国 資本 の関 心 が うす い ため で あ る。 この ためMoha㎜ed

Imadi経 済 相 は 米 国 籍 企 業 に シ リア市 場 進 出 を働 きか け て い る。 また首 相 の

要 請 で,将 来 の コン ピ ュー タ利 用 お よび購 入 に関 し検 討 す る委 員 会 も設 立 さ れ

て い る 。米 国 企 業 が経済 相 の誘 い に応 じて,石 油探 査,軽 工 業,銀 行 など の分

野 に進 出 す れ ば,シ リア の コ ン ピ ュー タ利 用 お よび設 置 ベ ー ス も今 後 拡 大 す る

可 能 性 が 出 て くる。 な お シ リアの現 在 の コ ン ピュ ー タ保 有 台数 は わず か5台 で

あ るo

ヨ ル ダ ン

⑳74年6月 現 在 に お け る ヨ ル ダ ン の コ ン ピ
ュ ー タ設 置 台 数 は5台 で,内 訳 は

IBM3台,NCRが2台 と な っ て い る 。 主 要 ユ ー ザ ー は 陸 軍 で,在 庫 管 理 や

給 与 計 算 に も利 用 し てい る。

ヨ ル ダ ン で は 将 来 の コ ン ピ ュ 一一タ 利 用 に 関 し,王 立 科 学 協 会(TheRρyal

ScientificSociety)の 役 割 りが 大 き い と も い わ れ る 。 同 協 会 は ハ ー ドウ

ェア,ソ フ トウ ェ ア と もIBMに 統 一 し ょ う との 動 き も あ る が,こ れ は 他 の メ

ー カ ー か ら反 対 も あ っ て
,現 在 ま だ 具 体 化 さ れ て い ない 。

、

サ ウジ ・ア ラ ビア

サ ウ ジア ラ ビアの コン ピュ 一一タ設 置 台数 は現 在25台 だ が,同 国政 府 の積 極

的 動 き もあ って,80年 ま で には急 激 に設 置 ベ ース を拡 大 す る とみ られ る。 同

国 市場 に参 入 して い るIBM,NCR両 社 と も,将 来 の コ ン ピュ ー タ需 要 に は

楽 観 的 で,通 信事 情 の改 善 に伴 っ て76年2で に は,オ ン ライ ン ・オペ レーシ

ョン も可能 に な る とみ て い るo
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パ ー レン ・オ ーマ ン ・力 夕 ール ・ア ラブ首 長 国連 邦

ペ ルシ ャ湾 沿 の上記4ケ 国 は,市 場 と しては ひ とつ の もの と見 る こ とが で き

る。 ある調査 に よる と,同 地域 の コン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェ ア

販 売 高 は,73年 の300万 ドル か ら74年 には650万 ドルへ と倍 増 した。

将 来 はや は り政 府銀 行,石 油 の3分 野 が 最大 の カス トマーに な る とみ られ る

が,民 間 分野 も今 後5年 内 には ミニ ・ コン ピ ュ ータ の市 場 と して開拓 さ れ る こ

とに なろ う。NCRは ドバ イ に,ペ ルシ ャ湾 販 売 本 部 を置 くこ とに して お り,

今後 こ の方 面 の市 場 拡 大 の重 要 な ファ クタ ーに なろ う。

図 皿 一66:中 近 東 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況

レバノン|6

ヨルタン5台(74年6

イラン

110～150台

(74年 末)

サウジアラビア

25台
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付 図1:GNP10億 ドル当 りの コンピュータ設 置 金 額(74年 末)
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付 表:1974～5年 海 外 コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 動 向

米 国 欧 州,そ の 他

1974年 ・

1月 ・Honeywell,各 種 料 金 を2～10%値 OUnidata,第1号 機7.720発 表

上げ 。TCTS(TransCanada

。MarshallIndustries,IBMを 独 TelephoneSystem),新 し レ、

禁法違反で告訴 デ ジタ ル交換 サ ー ビス発 表

・IBM組 織 再 編(デ ー タ処 理,フ 。SBC(ServiceBureauCorpλ

イ ー ル ド 。 エ ン ジ ニ ア リ ン グ,ジ TSSサ ー ビスCall/370を ロン

ユ ネ ラ ル 。シ ス テ ム ズ の 三 部 門) ドンに拡 張

・IBM
,DOS/VS.リ ース29発 表

・オ ース トラリア,犯 罪 情 報 ネ ット

・Grap㎞et社 の パ ケ ッ ト交 換 シ ス ワ ーク を計画 し,米 国等へ 調

テ ム認 可 さ る 査団派遣

・ フィ ラデルフィア 地 裁,ATTに 対 し ・Tymshare枯 英 国 でTSS開 始

MCIに 回線 を提供 す るよう判決 。IBMカ ナダ,レ ンタルお よびサー

・Honeywell,GEの プ ロ セ ス ・ コ ン ビス料金 の4.6%値 上げ を発 表

トロ ール部 門 吸収

。NCR,J.C.Pemyか ら6,000万 ド

ルのPOS契 約受 注

。Univac,3330タ イ プ デ ィ ス ク,

U8430発 表

・FBI,NCIC(国 家 犯 罪 情 報 セン

ター)へ の入力,検 索 の基準 を うち出

す

。ThomasJ。WatsonJ呑(IBM幹

部 会会長)引 退,Watson家IBMの

経営か ら手 を引 く
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才

ワ

2月 ・Xerox
,仮 想 記 憶 の 中型 機550 ⊂)ICL,/」 ＼型 機1901T,

お よ び560を 発 表 1902Tを 発 表

・工ROpel氏
,IBM社 長 に OCIIの 内 紛,Thomson/CSF

・MDS
,デ ィス ク工 場 閉 鎖,3330 とCGEが 対 立

プ ラ グ ・ コ ン パ テ ィ プ ル ・ ビ ジ ネ 。IBM。UK,各 種 料 金 の0 .5

ス か ら撤 退 ～25%値 上 げ 発表

・第三 者 リー ス の 大 手ltel社
,360

リ ー ス ・ビ ジ ネ ス か ら撤 退

・IBM ,対Telex係 争 で デ ン バ ー の

第10回 巡回控訴裁 に控訴

・Hewlett-Packard8
,000台 目

の ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ 出 荷

・Univac ,欧 州 販 売 事 業 部 を再 編 成

3月 ・BankerRamo社
,IBMを 特 許侵 害 ・IBM仏,各 種 料 金 値 上げ

で告訴 ・英 国 のIBMユ ー ザー会
,IBM

・IBM ,WTCを 分 割 の値上げに抗 議 し価格委員会

・ATT,DDSの 料 金 を申請 に質問状
・ ■

・Datran
,サ ー ビス料 金 を 申 請 ・GAP仏 とSogeti

,合 弁 会 社

・MCI,ATTを 独 禁 法違 反 で シ カ 設立 で合意,事 実上の合併へ

ゴ連邦 地裁 に提訴 ・米 θ 東欧へ の輸 出規 制 緩 和 ,

・IBM,3340の 固 定 ヘ ッ ド ・バ ー シ ョ フ ェ ー ズ1を 認 可

ン,3348モ デ ル70F発 表 ・ICL
,各 種 料 金 を2.5～20%

・ATT
,MCIを 反 訴 値上げ

。WTCI .(WesternTele-Corm一 ・ ポ ー ラ ン ド最 大 のTSS「 シ フ

Unications,Inc.),SCCと し て ロネッ ト」稼 動,ペ ースはCyber

認 可 され る。 72

。DEC ,マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ・シ リー ズ ・台 湾 初 の 商 用 オ ン ライ ン ・ リ

(MPS)とPDP-8/全 発 表 ア ル タ イ ム 。シ ス テ ム,CAL

(ChinaAirhnes)で 稼 動
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・Univac,Unidataに 対 し接 近 工 作 ・Burroughs,SWIFT(国 際

・SandersAssociates,カ リ フ ォ ル ニ 銀 行金 融通 信協 会)ネ ッ トワ

ア州 の対IBM発 注 を中止 す る よ
一 ク の ハ ー ドウ ェ ア契 約 を 獲

う提訴 得

・DEC,H-P,ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タf直

下げ

・ADAPSO,エ ネ ルギー 危 機 対 策 に

乗 り出す

。NBS(標 準 局)
,プ ライバシー 保 護

に関す る会議 を開催

4月 ・ATTとGTE,国 内通 信衛 生 シ ス 。IBMカ ナ ダ,レ ン タル,サ ー ビ ス

テ ム で提携 料 金 約4.6%値 上 げ

・FCC ,ATTに 相互 接 続 を命 令
・Univac.UK,各 種 料 金 を5～

・CDC,Cyber/70シ リーズ お よ び 15%値 上 げ

IBM3330の プラグ ・コンパチ ィブ G)ICL,CPIの 経 営 に参加

ル 。ディスク33302を 発 表 。GE,MARK皿 サ ービスをアイル

・Singer,ス ーパ ー用POSに 進 出 ラ ン ド,フ ィ ン ラ ン ド,ノ ル ウ ェ ー
、 〉

。AmericanRegitel,General に拡張

Instruments社 に 吸 収 さ れ る

・NCR,社 名 をNCRCorporati㎝

と正式 に変更

。Honeywell,60シ リー ズ を 発 表
.

・NC島Century50Mod。1を 発 表

5月 ・NCR》Century151,同201を 発 表 。 中 国,Honeywe'll-Bullに
'

。'74NCCシ カゴで開催 さる(6日 ～ 61/60を 発 注

10日) ・Univac,ソ 連 と科 学 技 術 協力

。DEC,PDP-11/05S発 表 協定締結

同11/35S発 表
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・CDC,'IBMマ シ ンCPUの り 一 ス事

業 に進 出

。ComputerServices
,Burroughs

を シ ャー マ ン法 違反 で提訴

・ちNCR,5 ,000台 目 のCenturyを 生

産

・Memorexの 新 会 長 に前Collins

Radio社 長RobertC.Wilson氏

就任

.・Telenetの パ ケ ッ ト通 信 網 認 可 さ

れ る

・H-P
,新 シ リー ズ 。 ミニ ・コ ン ビ ュ ー

タ21MX2種 発表

6月 ・Xerox,530に イ ン タ ラ クテ ィ ブ ・デ ー ・NPL(英 国 立 物 理研 究 所)の

タ ・エ ン ト リ ー機 能 追 加 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク と仏 の

・Univac
,90/30発 表 ネ ッ トワークCycladesが 接 続

・Honeywell,ト ロイカ経 営方 式 を採用 実験

。Burroughs
,1」6000で4機 種,・ 。Nixdorf,キ ー 。ツ ー 。デ ィ ス ク

L8000で2機 種 発表 専 門 メーカrEntrexか ら 生

・NCKのAnderson社 長
,会 長 兼 社 産権 を買収

長 に

・CDC
,各 種 料金 の2～10%値 上げ

を発表

。IBM,370/145の メ モ リを 倍 増,

200万 バ イ トに

。Memorex,MRX40
,50全 て(20

台)をAUG(AmericanUsed

Conputer)に 売 却

。SPCC夕SCCと し て 認 可 さ れ る
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・DEC,コ ン ピュータ部 品 お よび周 辺

端末機市場に進出

・Xeroxマ イ ク ロ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・コン ト

トロ ー ラ発 表

7月 ・IBM,国 内 衛 星通 信 分野進 出 計 ⑤ 仏CIIの 大 手 株 主,CGEと

画発表 ThomsonがOIIサ ポ ー トをめ

・WU,国 内 衛 星 通 信 サービス,ウ エス ぐっ て対 立

タ ー エ の サ ー ビス 開 始 ⑤ 西独Siemens,Telefunken

。上院独禁問題小委員会 で,ATT独 CowputerAGを 吸 収

占 をめ ぐる応酬続 く ◎EC,IBM独 占問題 を調 査

・Burroughs,中 型 機 の値 下 げ 発 表

・Burroughs
,TCプ ロ グ ラ マ ブ ル 。 タ

一 ミナ ル の機 能 強 化

。Honeywell,モ デ ル725お よ び735

ミニ ・コン,モ デル635を30%値 下

げ

。Honeywell,RCP701g同707

リモ ー ト ・ネ ッ ト ワ ー ク 。プ ロ セ ッ サ,

Datanet7360リ モ ー ト 。 ジ ョ ブ

エン トリー ・システム を 発 表

8月 ・CDC,OEM周 辺 機 器 の値 上げ を 。 マ トックホルムでIFIP74開 催 ・

発表 ・ソ連/仏 両 政 府,超 大型機共 同

・Univac
,シ ステ ムズ 事 業 部,周 辺 機 開発 に関す る話 し合 いを持 つ

器 事 業 部,通 信 およびターミナル事業

部の3部 門新設

・IBMのWTC前 会 長,ア ー サ ー 。

k.ワ シ ン トン 氏 死 去

・WU,IBMの 国 内衛 星 通 信進 出 を
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ノ

じ

告訴

・IBM/司 法 省 の独 禁法係争公判廷

期

・ForroPrecision社
,IBMを 独 禁

法違反 で提訴

9月 。Honeywell ,値 上 げ 発 表 ・中 国,CDCにCyber172(2

・Univac
,Remingtonを 統 合 台)発 注

。Univac
,1110,90シ リー ズ な ど ・中国,米 をEIAの 視 察団 認 可

の値上げ 発表 を延期

・Univae,250～450名 の レイ オ フ ・伊Olivetti,パ リ の 事 務 機 器

発表 シ ョ ー に ミ ニ ・ コ ン 出 品

。NCR
,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・エ ン ト リ イ

・ブルガリア/米 経 済 会議 設 立

。シ ス テ ム,SPirit発 表 。IBM,仏 にIBMTrade

・Burroughs
,B7700(4機 種), DevelopmentSAを 設 立,ソ

B4700(3機 種)発 表 連 市 場 をね ら う。

・DPF,IBMを 独 禁 法違 反 で提訴 (⊃Unidata,MOSOシ リーズで3

・TSSユ ーザー協 会
,ACTSU設 立 機種発表

・IBM ,値 上 げ発 表

・IBM
,シ ス テム3/モ デル8発 表

10月 ・BurroughSg各 種 料 金 の値上 げ発 表 ㊦ 仏,情 報 局 を解 体(プ ラン ・

。Burroughs,GraphicSciences カ ル キ ュ ルやCIIに は影 響

社 の株3000万 ドル を買収 が ない とみ られ る)

。Burroughsgリ モ ートOCR/MICR ○ 英ICL,ニ ュー レインジ2900

ド キ ュ メ ン ト 。 リ ー ダ/ス ト ア 。 発表

シ ス テ ム G)仏CIIの 財政 問題,HIS

・NCR,通 信 システム事業 部新設 Bullと の合併 な どが話 題 を

。NCR,海 外 販 売組織 の 再編 計画 発 ・呼 ぶ

表
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ト

・Honeywell,ト ップ 大 幅 異 動発表

・TRW,POS事 業 に進 出

・DEC
,シ ス テム10で2機 種 発 表

・WU,国 内 通 信 衛 星,ウ ェ ス ター

皿打上げ

・IBM,3850マ ス ・ス トレ ー ジ 。シ

ステ ム発 表

・米 国関税特許控訴裁(CCPA),

ソ フ トウェア は特 許 対 象 に なる と

判決

11月 ・Honeywel1,GEと のHIS持 株 比
'
。 西 独Simens ,Unidata7.750

率 を変 更 の受注 を発表

・NCI㍉Centuryシ リー ズ の レ ン タ ル 。 仏CII,Unidata乳720の 受

料 お よび メン テ ナ ンス料 の値 上げ 注発表

発表 ・英ICL
g米 市 場 で のモデル2903

・CDC,値 上 げ 発 表 販売開始

。司法 省,ATTを 独禁法違反 で告訴

・米 上 ・下 院 で各 々 の プライバシィ法

案(HR16373,S3418)可 決

。MemonyTec㎞ology
,独 禁 法違 反 で

IBMを 告訴

12月 ・エデルスタィン判 事,司 法 省/IBM ・Honeywell,NCR,英 国 で 値

独禁係争公 判開始 を75年2月18日 上げ発表

と発表 ◎ 仏 ジスカール ・デス タン 大統 領,

。上 。下両 院 の プ ライ バ シ ィ法 案 の CII援 助 を発 表

調整難航 。スウェーデン国 防 当 局gSinger

・Xerox,値 上 げ 発 表 に ディス プ レイ を大量 発注

。Xerox,コ ン ピュータ事 業 部 を 新 設

一412一
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◆

㌦プ

ゴ

米 国 欧 州,そ の 他

1975年

1月 ・FCC
,IBMのDomsat事 業 申請 ・SEMAとInfbrmatics

,パ ッ

却下
ケ ージ販 売 で提 携

・SandarSAssociates .IBMを 独 禁
・Logica

,ComdataLtdを 買

法違反で告訴
収

。Wi11iamMarion ,IBMを,独 禁 法

違 反 で 告 訴(2月 示 談)

・ComShare
,欧 州 大 陸 初 の 子 会

社

。IBM,System/32発 売 開 始

・IBM/TelexでIBM勝 訴(控 訴
ComshareSAを ベ ル ギ ー に

審)
設立

。Honeywel1
,66/10,68/60を 発

表

・Honeywel1
,フ ォー ド社 か ら66/20,

19台 を発 注

2月
'
・米IBM ,TLPの 内 容 修 正 ・EC委 員 会 ,デ ータ処理 優 先

・Honeywell
,800名 の レイ ・オ フ 発 プロ ジェ ク ト第1次 提案 を ま

表 とめ る。

・Univac
,400名 レイ ・オ フ 。ICL欧 州 部 門 を新 設

Univac,Remington統 合 に よ る ・CDC
,Plessey,ICI」,

もの NiXdorf合 弁 でStak'社 を フ

・Univac
,Saab-Scania,Saab一 ラ ンク フル トに設 立

Univac設 立 で 合意 に到達

。NCR
,サ ン ディエゴ のCentury工 場

で5%の レ イ オ フ

。NCR210お よび255POSタ ー ミナ

ル発表

。NCR,Macy百 貨 店 か ら150万 ド
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ル のPOS受 注

・Burroughs,B720シ リー ズ と し て

721,723をB700の エ ン トリ ー

レベ ル モ デ ル と し て702,704,
1

709,713を 発 表

3月 。IBM,FSコ ー ドの 破 棄 発 表 。Regnecentralen,RC8000

。IBM,158,168機 能 拡 張 を発表 して,本 体事業 に復帰

(158-Il工,168-ln)
・ ス イ ス ・ユ ニ オ ン 銀 行,シ ス テ ム

・Univac,90/30初 出 荷 開発失敗 を理 由にCDCを 告

◆ 一
・Univac,8433ダ フ ル ア ンシ テ ィ ・ 訴

デ ィス ク発 表(3330-11型) 。RC新 ミ ニ 。コン 発 表

・Univac,1100/20,40大 型 機 発表

・ス イ ス ユ ニ オ ン銀 行,Control

DataAGに 対 し て910万 ドルの

損害賠償訴訟

。NCR299-0200ア カ ウンテ ィ

ン グ 。 コ ン ピ ュ ー タ発 表(299の

バ ー ジ ョ ン ア ッ プ機)

・Burroughs,TC750タ ー ミナ ル発 表

・Burroughs,OEMベ ー ス で

Calcompに デ ィ ス ク 発 注

4月 ・IBM,360/20大 幅 値 下 げ ・欧 州最 大 規 模 の ソ フ トウェ ア

・IBM,S/3-15機 能 拡 張 契 約ESROとSESA(仏)外

・IBM,レ ー ザ ー 利 用 の超 高 速 プ リ 7社(180万 ポン ド相 当)

ン タ3800発 表 ・EG,欧 州 リー シング会 社 設 立

・Honeywell,役 員 給与 カッ トを発表 を検討

・Honeywell,500名 の レイオフを発 表 。EC,プ ライバシィ&セ キュ リテ

・Honeywell,62/40をLiberator イ調査 を推進

3と して米国市場 で も発表 。Saab-ScaniaとUnivacが'
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D

↓
'

。Saab-Univac設 立 が北 欧 での マ ーケ テ ィ ング で

。AmericanExpress社,CDCと 提携

Ticketronを 提 訴 ・西独科学技術者,全 国規模文

・CDC-Honeywell
,合 弁 で 献 の 検 索,デ ー タ ・バ ン ク設

MagneticPeripheralsを 設 立 立 を計画(8000万 ポ ン ド)

・Xerox,Sigma9MPの 販 売 開始 ・HoskynsGroup,米Martin

・Burroughs,電 子 リーダ/ソ 一 夕 Mariettaに 買 収 さ る 。

B9137発 表

5月 ・IBM/司 法 省 裁 判 開始 ・CII,HoneywellBull合 併

・IBM3660小 規 模POS発 表 で合意

・Honeywell
,IBMS/3-8対 抗 と し

・仏 ,周 辺 装置 業 界 ク ラブ.貿
'

て61/60を 米 で 発 表,下 位 ・レベ ル 易収支改善に取 り組む

へ の拡張 ・ハ ノ ー バ ー 見 本 市 開 か る

・CDC,ウ ィ ンチェス ターi型の9770 。ICL,2903,2960(未 発

－B2ド ライ ブ
,9778シ リー ズ デ ー 表)2970,2980の 受 注伸

タ ・モ ジ ュ ー ル を 発 表 す,2903は1000台 突 破

・CDC,3270型 ター ミナル市 場 進

出 を断念

・CDC,38500発 表

6月 。ATT,FCCにDDSの 拡張 申請 。CAPEurope,英 のGCS株

。IBM,S/7に3340を 接 続 可 能 式41%買 収

とす る 。
・CAPEurope,ベ ル ギ ー の

ComputerE㎎ineering
・IBM

,SCD(SystemCommun一
Services株 式 過 半 数 買 収

ionsDiv.)設 立 。SDD(Syst㎝
・社 長 にJean-PierreBrulも

Devel.Div.),ASDD(Adv〔

氏
Sys.DeveLDiv.)廃 止

。CII,ミ ニ ・コ ンMitra125

・BurroughsS/32対 抗 のL9300, 発表
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9400,9500発 表 ・仏 ミ ニ ・ ヨ ン 。 メ ー カ ー

・Burroughs
,B6738発 表 Telemecanique,Solar16/℃5

・Univac,ア エ ロ フ ロ ー ト航 空 向 け 発表

1106一 皿システム 輸 出 認 可 さ る 。仏 ミニ ・コ ・メ ー カ ーInteftec一

(1,000万 ド ル相 当) hnique,Multi2発 表

・Burroughs,BDLC発 表 。NixdorfComputer,1600万 独

マル ク増資

・産 業 省,74末 の メーカー別 シエ

ア発表

・IBM ,37.7%,ICL31,7%

(金 額 ベ ー ス)
、 ・HoskynsGroup,米Mantin

Mariettaに 買 収 さ るo

7月 。IBM3340,3350デ ィスク発 表 ・CAPUK,CAPEurope

・IBM370/115,125お よ び 周
か ら離脱

・Thomson
,CII/HB合 併 を

辺機器 の買取価格 を大幅値下げ
非難

(最 大15%) ・NixdorfComputer ,米 国 市

・IBM,3760でKTD初 進 出
場つの生産計画 を棚 上げ

。IBMgGSD(GeneralSys
,Diw)

・csA役 員 決 定 され る

とOPD(OfficeProd.Div)の 組

織再編SNA強 化

。IBMS/3モ デ ル12発 表

既 存モデルの買取 価格 を15%引

下げ

。CDCナ イ ジェ リア にControl

DataNigeriaを 設 立

。CDCCyber76シ リーズ を強 化

。CDCとTicketron,American
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●

Expressを 反 訴

・Xerox
,560コ ン ピ ェ 一 夕 を 拡 張

・Xerox本 体 事 業 か ら撤 退 を発表

・Burroughs,ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ セ ッ

㌣

サB776発 表

。Burroughs,TC5100イ ン テ リジ

●
エ ン ト ・タ ー ミ ナ ル発 表

・Burroughs
,Redactron買 収 で 基

本的合意 に

・Honeywell
,米 国 内 の販 売 組 織 再

∀

編(9月1日 か ら)を 発 表

8月 ・NCR
,モ デ ル399ア カ ウ ン テ ・LACESの 輸 出 業務拡 大 頓 座

イ ン グ ・ コ ン ピ ュ ー タ を バ ー ジ ョ

ン 。ア ツ フ

・Honeywellp中 古 システムに ソ フ ト

譲 渡 禁 止 条 項 通 用

・CDC,シ ス テ ム17ミ ニ ・コ ン

の 機 能 強 化

τ

9日 ・TeleXp対IBM独 禁 法 裁 判 で 上 告

取 下 げ

・Telenetサ ー ビス 開 始

・WUI,米 本 国 一 ハ ワ イ 間 の 電子 郵

便 サ ー ビ ス 計 画 を 発 表

・H-P
,SDLCを 支 持

。IBMs5100発 表

。IBM/Comsatプ ラ ン にAetna

Life&Casualtyが 参 加

・IBM製 品
,サ ー ビス を 値 上 げ

・PhiliPs,Unidataを 撤 退

Philips,汎 用 事 業 か ら撤 退

・Thbmson
,Telemechanique

両 社 コ ン ピ ュ ー タ事 業 合 併 を

公 表

。パ リでSICOBシ ョ ー開 か る

・Stansaabソ 連 の 航 空 管 制 シス

テ ム の契 約 獲 得

。RankXeroxDataSystems

コ ン ピ ュ ー タ 事 業 を放 棄
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(4～9%)
・ICLCPLに 正 式 参 加

・CDC組 織 再編 。 仏,Micheld/Ornano産 業 相

・NCR,Century101,151, ミニ ・コン&周 辺 機器 業界統

201機 能 を強 化
合計画 を打 ち出す

・Xerox,コ ン ピ ニー タ 事 業 部 の レ イ ・
・SimensにUniyac接 近 と伝 え

オ フ始 ま る

・HISの 経 営 幹 部4名 従 任
られ る

。BurroughsAE501デ ー タ 。 プ リパ

レー シ ョ ン シ ス テ ム公 表

10月 ・CDC,中 国 か らCyber72,ソ 連 か ・ロ ン ドン でBEE(Business

らCyber76,の 受 注 を 発 表
EfficiencyExhibition)開

・CDC役 員入 事移 動
か る

・Xerox,SperryRandと の 話 合 い

中止
・CAP-Sogeti-Geminiグ ル

・HoneWell,Xeroxの 事 業 買収 可
一 プ
.ト ル コ で 会 合,世 界 最

能性出る 大 の サ ー ビス組織 をめ ざす

・Xeroxさ ら に580名 を レイオ フ。 レ

イ オ フは1,200名 以 上 に

・Btrroughs高 千 穂 バ ロ ー ス の持 株

比率 を95%

・Honeywell,Xeroxの サ ー ビ ス お・よ

び販売事業を引続 ぐことで基本的合意

・Honeywell,値 上 げ を発 表

・NCR,マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ と4

K。RAMの 生 産 開始

・Univac中 型 機1100/10発 表

・Univacメ ン テ ナ ン ス 料9%値 上

げ 発 表 。 一 部 タ ー ミ ナ ル の レ ソ タ

ル は5%値 上 げ

11月 .コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 設 計 。CII/HoneywellBul1合 併

でATTのDDCMP(Digital
'に正 式 調 印
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DataCo㎜uicationsMessage

Protocol)とIBMのSDLCが 対

立

・NCR,小 型 病 院 向 け シ ス テ ム

IHIS発 表

・CDC,ウ ィ ン チ ェ ス タ ー 型 の

33401,33441デ ィ ス ク を発 表

・Burroughs,値 上 げ 発 表

12月 ・CDC
,イ ラ ン で ジ ョ イ ン ト 。 べ ・英 国 で プ ライ バ シ ィ'白 書 発 行

ン チ ャ ー さ れ る

・IBMCalcompと の示 談 解 決 の 見

通 し強 ま る

・IBM5100に リース方 式 を適 用

・Burroughs鵯800"フ ァ ミ リ ー7

機 種 お よびB37210を 発 表

。Honey鴨ll,Xeroxの 製 造 権 取 得

で基本的合意 に到達

・Honeywel1,Xeroxの 販 売 ・ サ ー

ビス業務引継 ぎで最終契約

。NCR,レ ン タ ル お よび メ ン テ ナ

ンス料 の値上げ を発表

・Univac,CaelusMemories買 収
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図 表 索 一号

国

1

2

3

4

米

仁

仁

仁

仁

図

1

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

1-11

1-12

1-13

1-一 ・14

1-一ー一15

1-16

1-17

1-18

1-19

1-20

1-21

編

ユ ーザ ーのEDP支 出状 況

75年 支 出 の内訳

米 国 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 設 置 状 況(台 数)

1974年 末 現 在 の米 国 コ ン ピ ュ ー タ市 場 シ ェ ア

(汎 用 の み,設 置 金 額 ベ ー ス)8

1975年 末 現 在 の 米 国 コ ン ピ ュ ー タ市 場 シ ェ ア

(汎 用 の み,台 数 ベ ー ス)8

金 額 ベ ー ス でみ た 米 国 コ ン ピ ュ ー タ市 場(汎 用 の み)__g

専 用 コ ン ピ ュ 一一タ市 場 シ ェ ア(75年6月 末 台 数 比)__11

専 用 コ ン ピ ュ ー タ市 場 シ ェ ア(1974年 出 荷 金 額 比)… …11

専 用 コ ン ピ ュ ー タ 市 場 シ ェ ア(1974年 出 荷 台 数 比)… …11

独 立 系 周 辺 機 器 市 場 規 模 推 移12

シン グル ・ベ ンダ ーサイ ドの ロイ ヤルテ ィ ・プロフィール17

金 額 ベ ー ス でみ た ロイ ヤ ル テ ィ 。パ タ ーーン19

州 政 府 に よる コン ビ=一 夕導 入 状 況28

メ ー カ ー 別 に み た 州 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ保 有 状

(台 数 比)

2

3

8

州政 府 によるEDP支 出(33州)

IBM年 間 売上推移

IBMの 年間 利 純益 推 移

1974年 のSNA構 成

1975年 のSNA構 成(改 良,追 加 部 分)

370(VTAM)と3705(NCP)の リンク構 成

シ ス テ ム/32の ハ ー ドウ ェア機 器 構 成

9

0

6

6

4

4

5

8

2

3

4

4

5

5

5

5

一42・1一



図1-22

1-23

1-24

1-25

1-26

1-27

1-28

1-29

1--30(1)

1-30(2)

1-31

1-32

1-33

1-34

IBM小 型 機,汎 用 下 位 モ デ ル の メ モ リー ・レ ン ジ

IBMの 組 織(1975年7月1日 現 在)

Burroughsの 売 上 げ 純 益 の 推 移

Burroughs1株 当 り 純 益 の 推 移

・・・…59

BurroughsのEDP収 入 推 移

取 得 方 法 に よ るBurroughsの 米 国 内 設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

2

8

9

0

6

6

6

7

規 模 別 に み たBurroughsの 米 国 内 設 置 ベ ー ス

(74年 末,金 額 比)

71

71

1-35

1-36

1-37

1-38

1-39

1-40

Burroughsの 産業別設置 ベース(1974年 末 米国市場 金額比)71

CDCの 売 上 げ と純 益 の推 移78

CDC1株 当 り純益 の推 移78

-CDCのEDP収 入 推移78

取得方法 によるCDCの 米国内設 置ベース(74年 末,金 額比)… …79

規模 別 に み たCDCの 米 国 内 設置 ベ ース(74年,金 額

比>79

CDCの 産業 別 設 置 ベース(1974年 末 米 国 市 場,金 額

比)

CDCのOEM事 業部門構成図

　

Honeywell売 上 げ 純 益 の 推 移

Honeywell1株 当 り純 益 の 推 移

HISのEDP収 入 推移

取 得 方 法 に よ るHISの 米 国 内設 置 ペ ー ス

(74年 末,金 額 比)

79

81

86

86

86

規 模 別 にみ たHISの 米 国 内設置 ベ ース

(74年 末,金 額 比)

87

87

一422一

冨

い
、

、



r

、

●

'

図1--41

1-42

1-43

1-44

1-45

HISの 産 業 別 設置 ベース(1974年 末 米 国市場 金 額 比)・…87

NCR売 上 げ,純 益 の推移

NCR1株 当 り純益

NCRのEDP収 入推 移

取 得 方 法 に よ るNCRの 米 国内 設置 ペ ー ス

(74年 末,金 額 比)

39

39

39

1-46規 模 別 にみ たNCRの 米 国 内設 置 ベ ー ス

1-47

1-48

1-49

1-50

1--51

(74年 末,金 額 比)

94

NCRの 産 業 別設 置 ベ ー ス

(1974年 末 米 国 市場 金額 比)

SperryRand売 上 げの推 移

94

SperryRand1株 当 り純 益 推移

UnivacのEDP収 入 推 移

取 得 方 法 に よるUnivacの 米 国 内設 置 ペ ース

(74年 末,金 額 比)

94

101

102

103

1-52規 模 別 にみ たUnivacの 米 国 内設 置 ベ ー ス

1-53

1-54

1-55

1-56

1-57

1-58

(74年 末,金 額比)

103

Univacの 産 業 別 設 置 ベ ース

(1974年 末 米 国 市 場 金 額 比)

Xeroxの コ ン ピ ュ ー タ 事 業 に よ る 収 入 推 移

Xeroxユ ー ザ ー の 主 要 ア プ リケ ー シ ョ ン

104

Xerox売 上 げ,純 益 の推 移

Xerox1株 当 り純 益 の推 移

米 国 の コン ピ ュー タサ ー ビス市場 規 模 推 移 予測

(74年 一80年)

104

112

113

114

115

1_5gサ ー ビス会社 の収 入源 分布状 況

1_60売 上 げ 規 模別 の ス タ ッ フの内訳

118

119

120

一423一



図1-61

1-62

1-63

1-64

1・ 一ーー一65

1・-66

1-67

1-68

マ ー ケ テ ィ ン グ要 員 の 内 訳121

ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 売 上 高 推 移127

パ ッ ケ ー ジ の タ イ プ別 売 上 状 況128

米 国 に お け る 本 体 メ ー カ ー 別 パ ッケ ー ジ流 通 状 況 … … …130

Datapro.DirectoryofSoftwareに 掲 載 が あ っ た プ ロ

グ ラムの使 用 言語

AT&Tの 純益 推移

WE社 の最 近7年 間 の業 績 推 移

米 国vak・ け る電 話,TV,カ ラーテ レ ビ,CATVの 増

131

175

176

.192

貫

'
●

加状況

1米.国

表1-1

1--2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

1-11

1-12

1-13

1-14

1一15

編

米 国 主 要 メ ー カ ー の 経 営 指 標6

シ ン グ ル ・ベ ン ダ ー 。サ イ トの ロ イ ヤ ル テ ィ15

シ ン グル ・ベ ンダ ー ・サイ トにお け る産 業 別 ロイ ヤル テ ィ … …16

金 額 ペ ース でみ た ロイ ヤル テ ィ と競 合 力18

汎 用 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム に対 す るユ ー ザ ー評 価 ……22

連 邦 政 府 の コン ピ ュ ー タ保 有 状況25

3350/3344の 性 能

Burroughsの 決 算 状 況

800フ ァ ミ リー の概 要

CDCの 決算状況

Honeywellの 決 算 状 況

NCRの 決算状況

SperryRandの 暦 年 決 算 状 況

全収 入 に 占め るバ ッチ お よびNIS収 入 の割 合

32

69

73

78

85

93

102

125

メ ー カ ー 別 。ア プ リケ ー シ ョ ン別 にみ た流 通 パ ッケージ数 …132

一424一



、

▼

'

表1-16

1-17

使 用 言 語 別 。ア プ リケーシ ョ ン別 にみ た 流 通 パ ッケ ー ジ ……134

ア プ リケ ニ シ ョ ン 別 ベ ス トセ ラー ・ソ フ ト ウェ ア ・パ ッケージ
136

皿 各 国 編

'図ll--1英 国vak ・け る メ ー カ ー別 シ ェ ア(VRC,

銀 行 タ ー ミナ ル 含 む)-74年 末209

皿一2英 国vak・ け る メ ー カ ー別 シ ェ ア(汎 用

コ ン ビ ュ ー一夕 の み)-74年 末209

11-3英 国 に お け る 国 産 メ ー カ ー対 海 外 ヌ ーカ ー の シ ェ ア

比 較(VRC,銀 行 タ ー ミ ナ ル含 む)210

11-4英 国 の 民 間 市 場 及 び 中 央 政 府 市 場 に お け る

主 要 メ ー カ ー の シ ェ ア 比較210

皿一51CL,IBMの 主 要 市 場 別 設 置 ベ ー ス 比 較211

11--6英 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ 産 業 助 成 金 推 移212

皿一7英 国 政 府 の コ ン ピ ュ 」 タ設 置 ベ ー ス 推 移(74年1月)… …215

皿一8モ デ ル2903の 市 場 別 受 注 状 況(1000台)220

皿－gモ ァ ル2903の 産 業 別 利 用 状 況(1000台)220

皿一一1QICLの 売 上 げ,利 益(税 引 前 利 益)推 移228

皿一11欧 州 の 主 要 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 市 場 規 模 移 推

(74-79年)229

皿 一12

il-13

皿 一14

五 一15

11・-16

英 コ ン ピ ュ ー タ 。サ ー ビス 市 場 の サ ー ビ ス

分 野 別 売 上 動 向(71-75年)

英 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 市 場 の カ ス トマ 一

別 売上動向(71-75年)

231

CSA組 織 お よ び当初 の 代表 的 メ ンバ ー

CWTの 構 成 お よびサ ー ビス

仏 の価格 別 コンピュータ設 置状 況(74-75年)

232

233

238

243

一425一



図 皿 一17

皿 一18

1-19

皿 一20

皿一21

1-22

fi・-23

皿 一24

皿 一25

皿 一26

皿 一27

11--28

皿 一29

皿 一30

11-31

皿 一32

11-33

皿 一34

皿 一3s

皿 一36

11-37

11-38

11--39

仏 に お け る メ ー カ ー 別 シ ェ ア(汎 用 の み)246

仏 政 府 の コ ン ピ ュ ー タ設 置 ベ ー ス 推 移(70～74年)… …247

仏 政 府 の 機 関 別 コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況(74年1月)… …250

HoneywellBull売 上 推 移253

HoneywellBullの 仏 に お ける設 置 ベ ー ス

(75年9月1日 現 在)254

CII/HoneywellBullを め ぐ る出 資 関 係 図 一 ・… ・256・

仏 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 市 場 売 上 高 推 移262

仏 の コンピュー タ ・ビューロウvak－ け る メ ーカー別 シェ ア … … …264

Geminiグ ・レー プ組 織 図267

仏 を 中 心 とす る コン ビ ・・一 夕 ・サ ービス会 社 再 編 図269

CAP/Sogeti/Geminiの 売 上 高 予 測269

CAPEuropeに お け る株 式 保 有 率 推 移270

西 独 ・台 数 別 シ ェ ア285

西独政 府 の コンピュータ設置 ベース推移(70年 ～74年)… …286

西独 政 府 に おけ る機 関 別 コ ン ピ ュー タ利 用状 況

(74年1月)

Siemens組 織 図

287

292

Siemens事 業部 門 別売 上げ状 況1973/1974-… ・・293

Siemensの 売 上高 推移293

Nixdorf売 上高 推 移

Nixdorf利 益 推 移

Nixdorfの コ ン ピ ュ ー タ生 産 台数(累 積)

Nixdorf従 業 員 推 移

1974年1月1日 現 在 の ス ウェー デン ・コン ピ ュ ー タ官 公 庁

分野設置状況

295

296

296

297

301

皿一40ス ウ ェ ー デ ン の コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー の競 争 関 係__311

一426一

〆

,
▼

.
、



図 皿 一41

皿 一42

皿 一43

11--44

皿 一45

皿 一46

皿 一47

皿 一48

11-49

皿 一50

11-51

11-52

11--53

皿 一54

皿 一55

皿 一56

11-57

皿 一58

皿 一59

皿 一60

11-61

皿 一62

皿 一一63

皿 一64

皿 一一65

皿 一66

Regnecentralenの 売 上 げ 推 移314

Regnecentralenの 純 益 推 移315

1974～75年 の 売 上 げ 内 訳315

メ ー カ ー 別 コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況331

公 共 分 野 コ ン ピ ュ ー タ の 機 関 別 設 置 シ ェ ア342

公 共 部 門 設 置 コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ ー別 シ ェ ア342

コ ン ピ ュ ー タ お よ び 関 連 装 置 の総 国 内 消 費 額 推 移346

CTNEの パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ ト ワ ー ク計 画(1981年)… ……350

CTNEネ ッ トワ ー ク概 念 図351

カ ナ ダ の コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況 ・352

サ ー ビ ス の 種 類 別 に み た サ ー ビ ス 市 場 』355

顧 客 別 サ ー ビス 売上 げ 355

カ ナダ 連邦 政 府 のEDPコ ス ト推移 見積 り1961～

62年 か ら1976～77年356

サ ー ビス の種 類別 ソ ース別 需要 分析358

メ ーカ ー別政 府 の コ ン ピ ュー タ設 置 状況359

ソ連 の コ ン ピュー タ設 置 状 況(1974年 末)362

コンピュータfoよ び関連機器 の米 国か らソ連への輸出状況 ………366

ポー ラノ ドの コ ン ピ ュー タ生 産実 積369

ポー ラン ドのエ レ ク トロニ クス産 業 の管 理 機構370

ポ ー ラン ドの コン ピュ ー タの生 産体 制370

メ ー カ ー別 ブ ラジ ル市 場 占有 率380

オー スbラ リァの メーカ「別設置状況(1974年3月 末現在)___387

オ ー ス トラ リア の通 信網 整備 計 画389

シンガポールの コンピュータお よび関連装 置の輸入額推移3g1

フィリピンのコンピュータお よび関連装置 の輸入額推移392

中近 東 の コンピ ュ ー タ設置 状 況404

一427一

一



付 図1GNP10億 ドル当 りの コ ン ピュ ー タ設 置金額

付 図2人 口100万 人 当 りの コ ン ピ ュー タ設置 台数

405

405

皿 各 国

表 皿－l

I-2

皿一3

皿一 、4

5ノ

6

7

8

一

ー

一

－

W
具

丑

兀

兀

編

英 国 に お け るメ ー カー別 設置 状 態(台 数)-74年 末……1gg

英 国 にteけ る メーカi・一一別 設 置 状 況(金 額)-74年 末 ・-204

英 政 府 の コ ンピ ュー タ産業 助 成金 内訳214

1CLが2903で 獲 得 し.た他 メーカーのカストマー

(台 数)220

ICL2900大 型 モ デ ルの主 要 受 注 内訳

ICL・USの 設置 ベ ー ス(75年 末)

74年 と75年 の業 績 比 較

英 コン ピ ュータ ・サー ビス会 社 売 上 規 模 分布 状 況

(74年)

221.

225

228

ll-一一9英 コ ン ピ ュ ー タ 。 サ ー ビ ス 市 場 の カ ス トマ ー/サ ー ビ ス 別

fialO

皿 一11

H-12

11-13

皿一14

売上動 向(1974年)

231

主 要CSAメ ンバ ー(発 足 当初)

英 の大手 コンピ ュ ー タ ・サ ー ビス会 社 動 向

仏 の周辺 装 置 設 置 状況(74～75年)

仏 にお け る メ ー カ ー別 シ エ ァ(汎 用 の み)

仏政 府 にお け る メ ー カー別 コン ピュ ー タ装 置 状況(台 数

比)

232

234

238

244

245

皿一15仏 政 府 に お ける メ ー カ ー別 コン ピ ュ ー タ設 置状 況(金 額

比)

248

ll-16

皿一17

CII-HBとIBMの 主 力機器 競 合 状況

欧 州 コ ン ピュ ータ業 界再 編 の 足 跡

249

259

261

一428一

ψ

-
〉

¶



ぜ

表ll-18仏 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 に お け る

皿一19

売上げ規模別企業数分布

仏 の コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 産業 に お け る

サ ー ビス別 売 上 げ状 況(73年)

欧 州 サ ー ビス会 社 統合へ の歩 み

CAP/Sogeti/Gemintグ ル ープ の売上 げ 増

263

皿一20

H-21

5ケ 年 計画(75-80年)

264

268

皿一22仏 コ ン ピ ュ ー タ周 辺 産 業 の市場 規 模

(74年 お よび80年 予測)

272

」-23仏 の 有 力 周 辺 装 置 お よ び ミ ニ 。 コ ン ・

ll-一一24

皿 一25

皿 一26

11-27

11-28

11-一一29

皿 一30

11-一一31

11-32

皿 一一33

11--34

メ ー カ ー と主 力 製 品

275

282

西 独 政 府vaSb・ け る メ ・一カ ー 別 シ ェ ア(74年1月)… …288

1BM370とUnidata7000シ リ ー ズ 競 合 状 況 一 ・… ・290

Nixdorf88シ リ ー ズ の 概 要298

ス ウ ェ ー デ ン の コ ン ピ ュ ー タ輸 出 入299

RCの 歩 み

カナ ダ に お け る コン ピ ュー タ設置 台数

カナダの情報処理団体一覧

現在 ポーランドで生産され ている主 なコンピュータの性能

中国 に お ける コ ンピ ュ ー タ に関す る動 向

中国 の デ ジ タル ・コ ン ピ ュ ー ター 覧

規 模 別 コン ピ ュー タ設 置台 数 予測

319

353

361

..・.・ ・368

374

378

380

付 表1974～5年 海 外 コン ピ ュ ータ産業 の動 向 406

一429一



、

'匙

ぱ

f

ド

▼

・

P

.
'

、

ご

'



-『「

1

ゴ

0

発行所

印刷所

禁 無 断 転 載

昭 和51年3月 発 行

財 団法 人 日本情 報処 理 開発 協 会

(旧(財)日 本 情 報 処 理 開発 センター)

東京都港区芝公園3-5-8

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

山 幸 印 刷 社

東京都港区東新橋2-1-3

TEL(431)6510

50-R∞2

L



`

ひ

、

、

、

、

O

'



L墾卿 ΩΩLL

/

已 者名 1
ト

1書 名 士
タ の橋 縫 巣

一一 「

1

一

所 属 帯 出 者 氏 名 貸出 日
返 却

予定日

「
返却日

ご

1

フ
,

」

L



》

1

.

・
・
:

,
ー

～

ー

ー

{

.

-

`

f

.

¶

{

㍉
.ー

《ー

ー

～

.
:

～

.

ー

:

～

…

`
」
:

:

;

～

ー

、
:

ー

.

「1

,

.

.

、

7

.

「

㎡
/

'

.

.
ρ

,

・

.

・

1

'

(

」.

.

'

.

.

,

'

・

「

「

「

'

「

'

、

.

「

'

.

9

㎡

.

し

.

「

'

9

.

「

'

、

「

.

馳

■

'

司


